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第 11 章 事業計画変更に伴う環境影響の変化 

 

11.1 環境影響評価と事業計画変更の経緯 

本明川ダム建設事業は、平成 20 年 6 月に、長崎県条例第 16 条の規定に従い、環境影響評価の

項目及び調査・予測・評価の手法の案をとりまとめた「本明川水系本明川ダム建設事業環境影響

評価方法書」の公告・縦覧を行い、知事意見等を踏まえて環境影響評価の項目及び方法等を決定

した。決定された方法により、平成 21 年 4 月には、長崎県条例第 24 条の規定に従い、環境影響

の予測・評価結果及び環境保全のための検討の結果をとりまとめた「本明川水系本明川ダム建設

事業環境影響評価準備書」（以下「準備書」という。）の公告・縦覧を行い、同年 10 月には準備書

に対する知事意見が提出された。 

一方、平成 21 年 12 月には、本明川ダム建設事業が「新たな基準に沿った検証の対象とするダ

ム事業」に選定され、その後、平成 22 年 9 月に国土交通大臣から「ダム事業の検証に係る検討」

を実施するように指示があり、平成 22 年から平成 25 年にかけて検討の場を開催し、「ダム事業の

検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に基づき、本明川ダム建設事業の再評価が行われ

た。ダム事業の検証に係る検討の過程で、本明川ダム建設事業の目的の一つである水道用水の確

保は、利水参画者において必要量等の精査が行われ、事業から撤退することとなった。これを受

けて、平成 25 年 8 月に洪水調節及び流水の正常な機能の維持を事業目的とする本明川ダム建設事

業とした結果、ダム規模を縮小し事業継続が妥当と判断された。 

この「ダム事業の検証に係る検討」による本明川ダム建設事業の計画変更は、長崎県条例第 30

条第１項第１号の事業規模の縮小に該当するため、同条例の規定による環境影響評価その他の手

続きを経る必要はなく、計画変更は、貯水面積、建設発生土処理場の面積、原石山の面積等が縮

小することから、事業による環境影響については低減する傾向にあるといえる。 

本書は、ダム規模縮小の事業計画変更後の予測及び評価について、環境影響が事業計画変更前

と比べて変化しない項目や明らかに低減する項目を除いて環境影響が変化すると考えられる評価

項目を選定し、準備書記載事項からの変更点を整理したほか、変更後の事業計画に基づいた予測

結果を掲載したものである。 

また、準備書を策定した平成 21 年以降、長崎県のレッドデータブックと環境省のレッドリスト

が改訂され、調査で確認された植物及び動物の一部が新規に重要な種に該当したため、これらの

種に対する対応状況についても整理を行い、併せて掲載している。 

なお、環境影響評価の手続き開始以降の経緯をまとめて表 11.1-1 に示す。 
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表 11.1-1 環境影響評価の手続き開始以降の経緯 

平成 20 年 6 月 
長崎県条例に基づく環境影響評価手続き開始 

（本明川ダム環境影響評価方法書の公告・縦覧開始） 

平成 21 年 4 月 本明川ダム環境影響評価準備書の公告・縦覧開始 

平成 21 年 10 月 準備書に対する長崎県知事の意見提出 

平成 21 年 12 月 新たな基準に沿った検証の対象とするダム事業に選定 

平成 22 年 9 月 「ダム事業の検証に係る検討」の実施指示 

平成 22 年 12 月 
「本明川ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」（以下「検討

の場」という）準備会開催（平成 22年 12 月 24 日） 

平成 25 年 3 月 第１回の「検討の場」を開催（平成 25 年 3 月 18 日） 

平成 25 年 5 月 
長崎県南部広域水道企業団からダム事業参画継続の意思なしと回答 

（平成 25年 5 月 31 日） 

平成 25 年 6 月 
第 2回「検討の場」（平成 25 年 6 月 5日）及び第 3回「検討の場」（平成 25

年 6 月 28 日）を開催 

平成 25 年 8 月 
国土交通大臣により、事業を見直し〔継続〕の対応方針決定 

（平成 25年 8 月 23 日） 
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11.2 準備書記載事項からの変更点 

11.2.1 対象事業の計画変更 

本明川ダム建設事業の事業計画変更の内容を準備書公告・縦覧時点の事業計画変更前のものと

併記して、表 11.2.1-1 に示す。 

また、本明川ダムの事業計画変更後のダム堤体平面図、標準断面図、下流面図を図 11.2.1-1～

図 11.2.1-3 に、対象事業実施区域の位置の変更状況を図 11.2.1-4 に示す。 

 

表 11.2.1-1 事業計画変更の内容 

項 目 
変更前 

（準備書公告・縦覧時点） 
変更後 

変更の

有無

対象事業の目的 ・洪水調節 

・流水の正常な機能の維持 

・水道用水 

・洪水調節 

・流水の正常な機能の維持 

有 

対
象
事
業
の
内
容 

対象事業の種類 国土交通省九州地方整備局が行うダム

新築事業 

国土交通省九州地方整備局が行うダム

新築事業 

無 

対象事業実施区域

の位置 

本明川水系本明川の長崎県諫早市富川

町及び上大渡野町地先 

本明川水系本明川の長崎県諫早市富川

町及び上大渡野町地先 

無 

対象事業の規模 貯水面積:0.54km2(約 54ha) 貯水面積:0.39 km2(約 39ha) 有 

対象事業に係るダ

ムの堤体の形式 

台形 CSG ダム 台形 CSG ダム 無 

対
象
事
業
の
概
要 

対象事業の総貯水

容量 

総貯水容量 :約 8,600,000m3 総貯水容量 :約 6,200,000m3 有 

有効貯水容量 :約 8,200,000m3 有効貯水容量 :約 5,800,000m3 有 

対象事業に係るダ

ムの堤体の規模 

集水面積 :約 8.91km2(約 891ha) 集水面積 :約 8.91km2(約 891ha) 無 

堤高 :約 64.0m 堤高 :約 55.5m 有 

堤頂長 :約 385.0m 堤頂長 :約 340.0m 有 

堤頂標高 :標高約 160.0m 堤頂標高 :標高約 151.5m 有 

洪水時最高水位 :標高約 154.0m 洪水時最高水位 :標高約 148.0m 有 

最低水位 :標高約 117.0m 最低水位 :標高約 117.0m 無 

対象事業に係るダ

ムの供用に関する

事項 

・洪水調節 

本明川ダム地点で、計画高水流量

360m3/秒のうち 300m3/秒の洪水調節を行

い、本明川ダム下流沿川地域の洪水被害

（昭和 32 年、57 年洪水規模等）を軽減

する。 

・洪水調節 

本明川ダム地点で、計画高水流量

360m3/秒のうち 300m3/秒の洪水調節を行

い、本明川ダム下流沿川地域の洪水被害

（昭和 32 年、57 年洪水規模等）を軽減

する。 

無 

・流水の正常な機能の維持 

渇水時にも良好な河川環境の維持と、

ダム下流の既得農業用水を安定的に取

水できるように、10 年に 1回程度の渇水

において、本明川の流水の正常な機能の

維持を図る。 

・流水の正常な機能の維持 

渇水時にも良好な河川環境の維持と、

ダム下流の既得農業用水を安定的に取水

できるように、10 年に 1回程度の渇水に

おいて、本明川の流水の正常な機能の維

持を図る。 

無 

・水道用水 

長崎県南部（諫早市、長崎市、長与町

及び時津町）では、今後、水需要の増加

が予想され、水不足が心配されるため、

本明川ダムでは、水の安定供給が可能と

なるように新たに水道用水として

25,000m3/日を確保する。 

― 

有 
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図 11.2.1-1 ダム堤体の平面図 

 

変更前（準備書公告・縦覧時点） 

堤頂標高 

約 151.5m 

本明川 

ダム貯水池 

堤頂長 約 340.0m 

変更後 

EL 約 160.0m

EL 約 151.5m
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図 11.2.1-2 ダム堤体の標準断面図 

変更前（準備書公告・縦覧時点） 

堤頂標高 約 151.5m洪水時最高水位 

約 148.0m 

最低水位  

約 117.0m 

変更後 
ダム軸 

本明川 

ダム貯水池 
常用洪水吐き 

EL 約 151.5m
EL 約 148.0m

EL 約 117.0m 

EL 約 160.0m

EL 約 154.0m

EL 約 117.0m 
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図 11.2.1-3 ダム堤体の下流面図 

 

 

変更後 

堤頂標高 EL 約 151.5m 

堤頂長 約 340.0m 

常用洪水吐き

変更前（準備書公告・縦覧時点） 

EL 約 160.0m
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変更前（準備書公告・縦覧時点(貯水面積 54ha)）      変更後(貯水面積 39ha) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.2.1-4 対象事業実施区域の位置 

 

建設発生土処理場 

の縮小 

付替道路の 

ルート変更 

付替道路の 

ルート変更 

工事用道路の 

ルート変更 

[その他] 

･現場内工事用道路変更 

･原石山予定地縮小等 
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11.2.2 レッドリスト改訂に伴う新規の重要な種 

準備書の公告・縦覧以降に、長崎県レッドリスト及び環境省レッドリストの改訂が行われた。

この結果、新規に重要な種に該当した種及びそれらの種への対応について以下に示す。 

 

11.2.2.1 長崎県レッドリストの改訂に伴う新規の重要な種 

(1)新規の重要な種 

長崎県レッドリストは、平成 23 年 6 月に改訂された。改訂版の長崎県レッドリストの新

規掲載種のうち、本明川ダムにおける既往調査で確認記録がある植物及び動物は、表

11.2.2.1-1 に示すとおりである。 

 

表 11.2.2.1-1 改訂版長崎県レッドリストによる新規の重要な種一覧 

分類群 種 名 

改訂版

長崎県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ

分類群 種 名 

改訂版

長崎県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ

シダ植物 

3 種 

ヒメハシゴシダ 準絶 両生類  1 種 ニホンヒキガエル 準絶 

ヒメシダ 準絶 

陸上昆虫類 

9 種 

アオイトトンボ 準絶 

ヒメノコギリシダ ⅠA類 アジアイトトンボ 準絶 

種子植物 

4 種 

ミズタガラシ ⅠB類 クロスジギンヤンマ 準絶 

サワトウガラシ Ⅱ類 コヤマトンボ 準絶 

ヒメナベワリ Ⅱ類 キトンボ ⅠB類 

カキラン 準絶 アキアカネ Ⅱ類 

鳥類 

10 種 

ササゴイ 情報不足 マイコアカネ 準絶 

ハシビロガモ 準絶 ヒメサナエ Ⅱ類 

ツミ 準絶 コシボソヤンマ Ⅱ類 

ハイイロチュウヒ 準絶 陸産貝類 1 種 コシタカシタラガイ(コシダカシタラ) 準絶 

ハマシギ 準絶 

魚類 

4 種 

ムギツク 準絶 

タカブシギ 準絶 イトモロコ ⅠB類 

キアシシギ 情報不足 ドジョウ 準絶 

チュウシャクシギ 準絶 オオヨシノボリ 準絶 

コシアカツバメ 情報不足
底生動物 

3 種 

ホウネンエビ 準絶 

(亜種)リュウキュウサンショウクイ 情報不足 ミナミヌマエビ 情報不足

哺乳類 

2 種 

コキクガシラコウモリ 準絶 スジエビ 情報不足

キクガシラコウモリ 準絶 合計 37 種 ― 

注 レッドリストのカテゴリーの略語は、以下のとおりである。 

ⅠA類：絶滅危惧ⅠA類、ⅠB類：絶滅危惧ⅠB類、Ⅱ類：絶滅危惧Ⅱ類、準絶：準絶滅危惧 

 

(2)対応 

平成 23 年度～平成 24 年度に、長崎県レッドリスト改訂に伴う新規の重要な種の現地調

査を実施した。この調査において確認された植物 1種、動物 23 種について事業による影響

を予測した結果、生育・生息は維持されると考えられたことから、環境保全措置の必要性

は低いと考えられた。 
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11.2.2.2 環境省第 4次レッドリストの公表に伴う新規の重要な種 

(1)新規の重要な種 

環境省第 4 次レッドリストは、平成 24 年 8 月及び平成 25 年 2 月に公表された。環境省

第 4 次レッドリストの新規掲載種のうち、本明川ダムにおける既往調査で確認記録がある

植物及び動物は、表 11.2.2.2-1 に示すとおりである。 

 

表 11.2.2.2-1 環境省第 4次レッドリストによる新規の重要な種一覧 

環境省
第4次
レッドリスト

改訂版
長崎県
レッドリスト
(参考)

平成24年 平成23年
シダ植物 2種 マルバホングウシダ 準絶

タカサゴシダ 準絶

種子植物 1種 ミヤマコウモリソウ ⅠB類

鳥類 1種 マキノセンニュウ 準絶

昆虫類 15種 オオアシナガサシガメ 準絶

ヤホシホソマダラ 準絶

ヤネホソバ 準絶

カギモンハナオイアツバ 準絶

キシタアツバ 準絶

タナカツヤハネゴミムシ 情報不足

オオトックリゴミムシ 準絶

シジミガムシ ⅠB類

ホシアシブトハバチ 情報不足

トゲアリ Ⅱ類

ヤマトアシナガバチ 情報不足

ヤマトスナハキバチ 情報不足

クロマルハナバチ 準絶

ナミルリモンハナバチ 情報不足

キバラハキリバチ 準絶

底生動物 2種 コシダカヒメモノアラガイ 情報不足

シジミガムシ ⅠB類 昆虫類と重複

項目 種　名 備　考

 
■環境省第 4 次レッドリスト： 
・「報道発表資料 第 4 次レッドリストの公表について (哺乳類､鳥類､爬虫類､両生類､昆虫類､貝類､その

他無脊椎動物) (お知らせ)」（平成 24 年 8 月、環境省） 
・「報道発表資料 第 4 次レッドリストの公表について (汽水・淡水魚類) (お知らせ)」（平成 25 年 2 月、

環境省） 
■改訂版長崎県レッドリスト： 
・「改訂版 長崎県レッドリスト」（平成 23 年 6 月、長崎県自然環境課） 
 

注 レッドリストのカテゴリーの略語は、以下のとおりである。 

ⅠB類：絶滅危惧ⅠB類、Ⅱ類：絶滅危惧Ⅱ類、準絶：準絶滅危惧 

 

(2)対応 

環境省第 4 次レッドリストによる新規の重要な種は、事後調査の対象として現地調査を

実施し、必要に応じて環境保全措置を実施する。 
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11.2.3 事業計画変更に伴う環境影響評価項目毎の環境影響の変化 

11.2.3.1 事業計画の変更に伴い環境影響が変化する環境影響評価項目の選定 

事業計画変更に伴い環境影響が変化すると考えられる環境影響評価項目の選定結果は、表

11.2.3.1-1 に示すとおりとなる。 
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表 11.2.3.1-1 環境影響要因の変化及び環境影響が変化すると考えられる環境影響評価項目の選定結果 

対象事業に係る環境影響評価の項目※1

環境影響要因 工事中 施設等の存在及び供用

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

資
機
材
の
運
搬
車
両
の
走
行

原
石
の
採
取

工
事
施
工
ヤ
ー

ド
及
び
工
事
用
道
路
等
の
設
置

建
設
発
生
土
の
処
理
の
工
事

ダ
ム
の
堤
体
の
存
在

ダ
ム
の
供
用
及
び
貯
水
池
の
存
在

原
石
山
の
跡
地
の
存
在

道
路
の
存
在

建
設
発
生
土
処
理
場
の
跡
地
の
存
在

環境影響要因の変化の有無及び
再予測評価の対象に選定した理由又は選定しない理由

粉じん等 ○ ○ ○ ○

二酸化窒素及び粒子状物質 ○ ○ ○ ○

騒音 ○ ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○ ○

低周波音 ○ ○ ○ ―

電波障害

悪臭

土砂による水の濁り ○ ○ ● ● ○
○
供用後

■工事中
・工事ヤード及び建設発生土処理場予定地の位置は変更せず、面積も同じであるか縮小されることから、工事区域からの濁水の流出量は低減する
と考えられるため、再予測評価は実施しない。
■施設等の存在及び供用
・貯水池の規模や運用が変更されることによる環境影響の変化を評価するため、再予測評価を実施する。

水素イオン濃度 ○ ―
■工事中
・ダム堤体の縮小に伴い、施工数量等が減少することから、アルカリ性のコンクリート打設作業の排水による水素イオン濃度は低減すると考えられる
ため、再予測評価は実施しない。

水温 ○ ○

富栄養化 ○ ○

溶存酸素量 ○ ○

水象 ○ ○ ● ● ○ ―

■工事中
・工事ヤード及び建設発生土処理場予定地の位置は変更せず、面積も同じであるか縮小されることから、ピーク流量の増加率は低減すると想定され
るため、再予測評価は実施しない。
■施設等の存在及び供用
・洪水時の洪水操作(自然調節方式)及び流水の正常な機能の維持のための放流操作が変わらないため、再予測評価は実施しない。

土壌汚染

地盤沈下

地形及び地質 ○ ○ ○ ○ ● ○
■施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、新たに改変区域となる箇所に重要な地形及び地質はないこと等を確認するため、再予測評価を実施する。

植物 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

動物 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

生態系 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

景観 ○ ○ ○ ○ ● ○
■施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、一部、改変区域の位置等が変更されることから、再予測評価を実施する。

● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○
■工事中、施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、一部、改変区域の位置等が変更されることから、再予測評価を実施する。

歴史的文化的環境 ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○
■工事中、施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、一部、改変区域の位置等が変更されることから、再予測評価を実施する。

廃棄物等 ○ ○ ● ● ―
■工事中
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少することから、廃棄物等の発生量が減少すると想定されるため、再予測評価は実
施しない。

温室効果ガス

※1：対象事業に係る環境影響評価の項目
　　○：長崎県環境影響評価技術指針（長崎県　平成12年4月）別表2に掲げられている標準項目として記載されており、環境影響評価の項目として選定したもの。
　　●：長崎県環境影響評価技術指針（長崎県　平成12年4月）別表2に掲げられている標準項目以外に事業による環境影響を考慮して環境影響評価の項目として追加して選定したもの。
※2：事業計画変更に伴う環境影響の比較項目
　　○：事業計画変更に伴う環境影響の比較を実施する項目。
　　－：事業計画変更に伴う環境影響の比較を実施しない項目。

土壌に係る環境
その他の環境

■工事中、施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、一部、改変区域の位置等が変更されることから、再予測評価を実施する。

人と自然との触れ合い活動の場

事業計画変更に伴う環境影響の再予測評価※2

  環境要素

大気環境

大気汚染 ■工事中
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、ユニット数及び車両台数等が減少する。
・既往の予測地点によっては、改変区域や工事用道路等との距離が変わる上、一部、工事用道路が新たに設けられる近傍に集落があることから、大
気汚染、騒音及び振動の再予測評価を実施する。
・低周波音については、低周波音の発生が懸念される鋼製橋梁の設置及び発破は、事業計画変更前と変わらず行わないため、再予測評価は実施
しない。

水環境

水質汚濁

■施設等の存在及び供用
・貯水池の規模や運用が変更されることによる環境影響の変化について、再予測評価を実施する。
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11.2.3.2 環境影響の変化の概要 

環境影響評価の項目について、事業計画変更に伴う環境影響の変化の概要の一覧を表

11.2.3.2-1 に示し、項目別の環境影響の変化の内容を表 11.2.3.2-2～表 11.2.3.2-33 に示す。 

また、ダム堤体右岸下流の工事用道路のルート変更に伴い、施工箇所が二野ヶ倉地区の集落に

近接する。このため、工事用道路の設置に伴う建設機械の稼働に係る大気環境の予測地点として、

二野ヶ倉集落を追加した。 

なお、資機材の運搬車両の走行に係る大気環境の予測については、二野ヶ倉集落付近の本野小

学校で予測を実施していることから、二野ヶ倉集落における大気環境の予測は実施していない。 
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表 11.2.3.2-1 環境影響の変化の概要（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更前 変更後

粉じん等 工事中

【建設機械の稼働及び原石の採取】

・降下ばいじん寄与量の工事時期ごとの季節別平均値のうちの最大値について､参考値(10t/km2/月)を上回ると予測されるのは、坊主

谷集落（14.19t/km2/月）､落集落（19.81t/km2/月）､古場集落（15.37t/km2/月）､帯田集落（14.39t/km2/月）、円能寺集落

（13.98t/km2/月）であった。

【資機材の運搬車両の走行】

・降下ばいじん寄与量の季節別平均値の最大値は、0.01t/km2/月未満～0.02t/km2/月と予測された。

【建設機械の稼働及び原石の採取】

・降下ばいじん寄与量の工事時期ごとの季節別平均値のうちの最大値について､参考値(10t/km2/月)を上回ると予測されるのは、古場

集落（14.63t/km2/月）､帯田集落（16.36t/km2/月）、円能寺集落（12.48t/km2/月）である。

・追加した予測地点である二野ヶ倉集落では、4.25t/km2/月と予測される。

【資機材の運搬車両の走行】

・降下ばいじん寄与量の季節別平均値の最大値は、0.01t/km2/月未満～0.01t/km2/月と予測される。

二酸化窒素 工事中

【建設機械の稼働及び原石の採取】
・日平均値98%値換算値でみると、0.024ppm～0.028ppmであり、環境基準値（0.04～0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下）を下回る
と予測された。

【資機材の運搬車両の走行】
・日平均値98%値換算値でみると、0.024ppm～0.027ppmと予測された。

【建設機械の稼働及び原石の採取】
・日平均値98%値換算値でみると、0.024ppm～0.027ppmであり、環境基準値（0.04～0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下）を下回る
と予測される。
・追加した予測地点である二野ヶ倉集落では、0.025ppmと予測される。

【資機材の運搬車両の走行】
・日平均値98%値換算値でみると、0.024ppm～0.026ppmと予測される。

浮遊粒子状
物質

工事中

【建設機械の稼働及び原石の採取】

・日平均値2%除外値換算値でみると、0.073mg/m3～0.074mg/m3であり、環境基準値（0.10mg/m3以下）を下回ると予測された。

【資機材の運搬車両の走行】

・日平均値2%除外値換算値でみると、0.073mg/m3～0.074mg/m3と予測された。

【建設機械の稼働及び原石の採取】

・日平均値2%除外値換算値でみると、何れの予測地点においても0.073mg/m3であり、環境基準値（0.10mg/m3以下）を下回ると予測さ
れる。

・追加した予測地点である二野ヶ倉集落では、0.073mg/m3と予測される。

【資機材の運搬車両の走行】

・日平均値2%除外値換算値でみると、何れの予測地点においても0.073mg/m3と予測される。

工事中

【建設機械の稼働及び原石の採取】
・騒音レベルの90パーセントレンジの上端値(LA5)又は騒音レベルの最大値(LAmax)は、59dB～83dBであり、特定建設作業に係る騒音の

規制基準値（85dB以下）を下回ると予測された。

【資機材の運搬車両の走行】
・昼間の等価騒音レベル(LAeq)において、広谷集落が68dBであり、環境基本法に基づく環境基準値(65dB)を3dB上回るが、環境保全措置

として遮音壁(高さ1.5m)を設置した場合、道路端から1mの地点で約11dBの低減効果が得られると予測された。
・本野小学校においては54dBであり、環境基準値(55dB)を下回ると予測された。
・広谷集落と本野小学校以外の地点では、55dB～67dBであり、環境基準値(65dB、70dB)及び要請限度値(75dB)を下回ると予測された。

【建設機械の稼働及び原石の採取】
・騒音レベルの90パーセントレンジの上端値(LA5)又は騒音レベルの最大値(LAmax)は、57dB～84dBであり、特定建設作業に係る騒音の

規制基準値（85dB以下）を下回ると予測される。
・追加した予測地点である二野ヶ倉集落では、78dBと予測される。

【資機材の運搬車両の走行】
・昼間の等価騒音レベル(LAeq)において、広谷集落が67dBであり、環境基本法に基づく環境基準値(65dB)を2dB上回るが、環境保全措置

として遮音壁(高さ1.5m)を設置した場合、道路端から1mの地点で約11dBの低減効果が得られると予測される。
・本野小学校においては54dBであり、環境基準値(55dB)を下回ると予測される。
・広谷集落以外の地点では、55dB～67dBであり、環境基準値(65dB、70dB)及び要請限度値(75dB)を下回ると予測される。

工事中

【建設機械の稼働及び原石の採取】
・振動レベルの80パーセントレンジの上端値(L10)は、39dB～60dBであり、特定建設作業に係る振動の規制基準値（75dB以下）を下回

ると予測された。

【資機材の運搬車両の走行】
・昼間の振動レベルの80パーセントレンジの上端値(L10)において、30dB未満～37dBであり、振動規制法に基づく道路交通振動の要請

限度値である65dBを下回ると予測された。
・夜間の振動レベルの80パーセントレンジの上端値(L10) において、30dB未満～37dBであり、振動規制法に基づく道路交通振動の要請

限度値である60dBを下回ると予測された。

【建設機械の稼働及び原石の採取】
・振動レベルの80パーセントレンジの上端値(L10)は、35dB～60dBであり、特定建設作業に係る振動の規制基準値（75dB以下）を下回

ると予測される。
・追加した予測地点である二野ヶ倉集落では、59dBと予測される。

【資機材の運搬車両の走行】
・昼間の振動レベルの80パーセントレンジの上端値(L10)において、30dB未満～36dBであり、振動規制法に基づく道路交通振動の要請

限度値である65dBを下回ると予測される。
・夜間の振動レベルの80パーセントレンジの上端値(L10) において、30dB未満～36dBであり、振動規制法に基づく道路交通振動の要請

限度値である60dBを下回ると予測される。

土砂による
水の濁り

施設等の存在
及び供用

【貯水池】
・10カ年平均値のＳＳは、ダム建設前の1.6mg/Lから2.0mg/Lに増加するが、基準値であるＳＳ25mg/Lを下回っており、基準値の超過日
数は1.6日/年から0.1日/年と減少することから、影響は小さいと考えられた。

【ダム下流河川（富川）】
・10カ年平均値のＳＳは、ダム建設前の1.6mg/Lから2.0mg/Lに増加するが、基準値であるＳＳ25mg/Lを下回っており、基準値の超過日
数は1.6日/年から0.1日/年と減少することから、影響は小さいと考えられた。

【貯水池】
・10カ年平均値のＳＳは、ダム建設前の1.6mg/Lから2.0mg/Lに増加するが、基準値であるＳＳ25mg/Lを下回っており、基準値の超過日
数は1.6日/年から0.3日/年と減少することから、影響は小さいと考えられる。

【ダム下流河川（富川）】
・10カ年平均値のＳＳは、ダム建設前の1.6mg/Lから1.9mg/Lに増加するが、基準値であるＳＳ25mg/Lを下回っており、基準値の超過日
数は1.6日/年から0.3日/年と減少することから、影響は小さいと考えられる。

水温
施設等の存在
及び供用

・水温は、概ねダム建設前の10カ年変動幅の範囲内に入っていることから、水温の変化は小さく影響は小さいと考えられた。 ・水温は、概ねダム建設前の10カ年変動幅の範囲内に入っていることから、水温の変化は小さく影響は小さいと考えられる。

富栄養化
施設等の存在
及び供用

【貯水池】
・Ｔ－Ｎ・Ｔ－Ｐ・ＣＯＤについては、ダム建設前に比べ減少すると予測された。
・クロロフィルaについては、ＯＥＣＤの富栄養化段階の判定基準を上回っており（10カ年最大：29.9μg/L、10カ年平均11.2μ
g/L）、富栄養化現象を示すと考えられた。

・環境保全措置として、曝気循環設備(水位追従式、吐出水深:20m、吐出空気量:6.8m3/分)の運用により、富栄養化現象が抑制される
と考えられた。

【ダム下流河川（富川）】
・BODについては、ダム建設前に比べ最大値（1.2→2.7mg/L）及び平均値（0.4→0.6mg/L）が増加するが、環境基準値（年平均
2mg/L）を下回っていることから、影響は小さいと考えられた。

【貯水池】
・Ｔ－Ｎ・Ｔ－Ｐ・ＣＯＤについては、ダム建設前に比べ同程度か減少すると予測される。
・クロロフィルaについては、ＯＥＣＤの富栄養化段階の判定基準を上回っており（10カ年最大：25.6μg/L、10カ年平均9.9μ
g/L）、富栄養化現象を示すと考えられる。

・環境保全措置として、曝気循環設備(固定式、吐出水深:17m、吐出空気量:1.7m3/分)の運用により、富栄養化現象が抑制されると考
えられる。

【ダム下流河川（富川）】
・BODについては、ダム建設前に比べ最大値（1.2→3.1mg/L）及び平均値（0.4→0.6mg/L）が増加するが、環境基準値（年平均
2mg/L）を下回っていることから、影響は小さいと考えられる。

溶存酸素量
施設等の存在
及び供用

・貯水池地点表層の溶存酸素量の最小値は、ダム建設前の8.4mg/Lから5.8mg/Lに減少し、環境基準値(7.5mg/L以上)を下回る日が生じ
ると考えられた。
・環境保全措置として、「富栄養化」と同様に曝気循環設備の運用により、溶存酸素量の減少が緩和されると考えられた。

・貯水池地点表層の溶存酸素量の最小値は、ダム建設前の8.4mg/Lから6.8mg/Lに減少し、環境基準値(7.5mg/L以上)を下回る日が生じ
ると考えられる。
・環境保全措置として、「富栄養化」と同様に曝気循環設備の運用により、溶存酸素量の減少が緩和されると考えられる。

大
気
環
境

水質汚濁
水
環
境

事業計画変更前後の比較結果の概要

大気汚染

騒音

振動

項目
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表 11.2.3.2-1 環境影響の変化の概要（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更前 変更後

土壌に
係る環
境その
他の環
境

地形及
び地質

施設等の存在
及び供用

【予測対象】重要な地形　多良山系
・重要な地形である多良山系は、建設発生土処理場及びそこに至る工事用道路により改変されるほか、一部が水没する。しかし、改変さ
れる範囲はごく一部であり、多良山系をつくる多良岳火山地が複合火山とされる特徴である溶岩台地や溶岩円頂丘は改変されないと予測
された。
・全体に開析が進んでおり中央部は山麓に比べて侵食が著しく山麓には緩傾斜をなす火山麓扇状地が発達し、そこに多数の河川が中央部
から放射状に発達しているという、多良山系の山麓部の地形的特徴も維持されることから改変の程度は小さいと予測された。

・重要な地形で水没する場所はなくなり、建設発生土処理場及びそこに至る工事用道路による改変箇所は縮小するほか、新たに改変箇所
に追加される場所は存在しないことから、影響の程度は低減されると考えられる。

工事中、
施設等の存在
及び供用

【予測対象種】
・種子植物･シダ植物の重要な種45種
・種子植物･シダ植物の重要な個体1種(1個体)
・藻類の重要な種3種
・確認された生育地のうち、一部が改変区域及びその周辺50m以内に分布するため、影響を受ける種は24種
（ヒメウラジロ、トキワトラノオ、ニセコクモウクジャク、オオバウマノスズクサ、ヒメミソハギ、ミズマツバ、ウスゲチョウジタデ、
　リンドウ、オオアカネ、スズムシバナ、ツルギキョウ、イズハハコ、スブタ、ミズオオバコ、サガミトリゲモ、イトトリゲモ、
　ヒナノシャクジョウ、エビネ、キエビネ、ギンラン、キンラン、シャジクモ、チャボフラスコモ、フタマタフラスコモ）
・環境保全措置の対象種は、移植12種、播種6種、表土のまきだし9種、監視7種(複数実施種あり)

【予測対象種】
・種子植物・シダ植物の重要な種41種(事業計画変更に伴う調査地域の縮小により､ヒメミヤマスミレ､ハグロソウ､タニギキョウ､キキョ
ウ及びマツカサススキの5種が予測対象外となった。長崎県レッドリスト改訂により1種が追加になった。)
・種子植物･シダ植物の重要な個体1種(1個体)
・藻類の重要な種3種

・確認された生育地のうち、一部が改変区域及びその周辺50m以内に分布するため、影響を受ける種は24種
（ヒメウラジロ、トキワトラノオ、ニセコクモウクジャク、オオバウマノスズクサ、ヒメミソハギ、ミズマツバ、ウスゲチョウジタデ、
　リンドウ、オオアカネ、スズムシバナ、ツルギキョウ、イズハハコ、スブタ、ミズオオバコ、サガミトリゲモ、イトトリゲモ、
　ヒナノシャクジョウ、エビネ、キエビネ、ギンラン、キンラン、シャジクモ、チャボフラスコモ、フタマタフラスコモ）
・環境保全措置の対象種は、移植12種、播種6種、表土のまきだし9種、監視7種(複数実施種あり)

工事中、
施設等の存在
及び供用

【予測対象種】
・哺乳類の重要な種5種
・鳥類の重要な種34種
・爬虫類の重要な種2種
・両生類の重要な種4種
・魚類の重要な種3種
・陸上昆虫類の重要な種28種
・クモ類の重要な種3種
・底生動物の重要な種12種
・主要な生息環境の多くが直接改変又は直接改変以外の影響の想定範囲内に分布する種：1種（カジカ（中卵型））
・環境保全措置として、移植を行うことにより、回避・低減されると考えられた。

【予測対象種】
・哺乳類の重要な種6種(事業計画変更に伴う調査地域の縮小により､ヤマコウモリが予測対象外となった。長崎県レッドリスト改訂により
2種が追加になった。)
・鳥類の重要な種40種(長崎県レッドリスト改訂により6種が追加になった。)
・爬虫類の重要な種2種
・両生類の重要な種5種(長崎県レッドリスト改訂により1種が追加になった。)
・魚類の重要な種6種(長崎県レッドリスト改訂により3種が追加になった。)
・陸上昆虫類の重要な種31種(長崎県レッドリスト改訂により3種が追加になった。)
・クモ類の重要な種2種(事業計画変更に伴う調査地域の縮小により､キジロオヒキグモが予測対象外となった。)
・底生動物の重要な種19種(長崎県レッドリスト改訂により7種が追加になった。)
・陸産貝類の重要な種1種(長崎県レッドリスト改訂により陸産貝類が対象となり、重要な種として1種が該当した。)

・主要な生息環境の多くが直接改変又は直接改変以外の影響の想定範囲内に分布する種：1種（カジカ（中卵型））
・環境保全措置として、移植を行うことにより、回避・低減されると考えられる。

工事中、
施設等の存在
及び供用

【上位性】(陸域)サシバ、ハイタカ、ノスリ(河川域)カワセミ
・上位性の注目種の生息は維持されることから、地域の生態系も維持されると考えられた。

【典型性(陸域)】常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、水田
・常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林の改変面積は小さく、水田の改変面積は調査地域全体の水田面積と比較すると小さいと考えられた。
・渡河部は、貯水予定区域の上流に残存し、直接改変による変化は小さいため、中大型哺乳類の移動は維持されると考えられた。

【典型性：(河川域)】「源流区間」、「上流区間」、「中流区間」
「源流区間」
・本明川の「源流区間」の一部が消失するが、貯水予定区域の上流区間が対象事業の実施後においても大部分が残存し、残存する区間の
分断は生じないことから、「源流区間」の変化は小さいと考えられた。
「上流区間」
・縦断方向の連続性については、現状でも堰や落差工によりすでに分断されており、現状から変化は小さいと考えられた。
・貯水池の存在については、止水環境に応じた鳥類や魚類等の生物が生息するものと考えられた。
・ダム下流河川では、土砂供給の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定されるが、支川の「上流区間」（富川、西谷川及び湯野尾
川）では、河床構成材料の変化は生じないと予測された。
「中流区間」
・直接改変による生息・生育環境の変化は想定されない。
・土砂供給の変化に伴う河床構成材料の変化が想定されるが、湯野尾川や西谷川、目代川等の支川からの土砂の供給が見込まれるため、
ダム建設後の河道状況の変化は小さいと考えられた。
・ダム下流河川の流況変化による植生の変化は小さいと考えられた。

・上位性の注目種であるサシバ､ハイタカ､ノスリ、カワセミについては、湛水面積の縮小に伴い生息環境の改変割合が若干小さくなるこ
とから、事業計画変更前に比べ影響が低減されると考えられる。
・陸域及び河川域の典型性については、湛水面積の縮小に伴い、植生及び河川域の改変割合が若干小さくなることから、事業計画変更前
に比べ影響が低減されると考えられる。

施設等の存在
及び供用

【主要な眺望点・視点場】五家原岳展望台、高峰展望台、本野小学校前、古場公民館
・主要な眺望景観については､ダム堤体等により､多良岳火山及び大村湾の自然海岸を望む主要な眺望景観に変化が生じると予測された。
・環境保全措置として原石山跡地及び付替道路の法面の植生回復、付替道路の法面緑化、周辺樹林の伐採面積等の低減、道路沿線の植樹
を実施することで回避・低減されると考えられた。

【景観資源】大村湾の自然海岸、多良岳火山
・事業の実施により、多良岳火山の一部が改変を受けるが、改変の程度がわずかであると予測された。

・堤体、湛水面積は小さくなることから、事業計画変更前に比べ影響は低減されると考えられる。
・主要な眺望景観については、事業計画変更前と同様に変化が生じると予測されるため、環境保全措置を実施する。

工事中、
施設等の存在
及び供用

【人と自然との触れ合い活動の場】ホタル観賞地、本明川、湯野尾川、富川、富川渓谷、五家原岳登山・西麓コース
（改変の程度）一部は改変を受けると予測されるが、人と自然との触れ合い活動は維持されると考えられた。
（利用性の変化）付替道路によりアクセスルートは確保されることから、利用性の変化は小さいと考えられた。
（快適性の変化）騒音、振動及び水質の変化は小さいと予測されたことから、快適性の変化は小さいと考えられた。

・改変の程度は小さくなることから、事業計画変更前に比べ影響は低減されると考えられる。

工事中、
施設等の存在
及び供用

【文化財等】大渡野用水､岩観音､神明社､洞仙神社､大山神社､大雄寺の十一面観世音菩薩坐像､大雄寺の五百羅漢､富川のかつら､奥の院
【埋蔵文化財包蔵地】広谷Ａ遺跡、広谷Ｂ遺跡、西出口遺跡
（改変の程度）「洞仙神社」は消失すると考えられ、「大渡野用水」は一部が改変されると考えられた。
（利用性の変化）付替道路によりアクセスルートは確保されることから、利用性の変化は小さいと考えられた。

・事業計画変更前での予測結果と同様に、「洞仙神社」は消失すると考えられる。
・「大渡野用水」は、改変の程度が小さくなることから、事業計画変更前に比べ影響は低減されると考えられる。

歴史的文化的環
境

景観

動物

植物

事業計画変更前後の比較結果の概要

生態系

人と自然との触
れ合い活動の場

項目
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(1)大気汚染 

事業計画変更に伴う大気汚染（降下ばいじん、二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の影響の比

較について、表 11.2.3.2-2～表 11.2.3.2-7 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-2 建設機械の稼働及び原石の採取に係る大気汚染（降下ばいじん）への影響の程度

が変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

建設機械の稼働

及び原石の採取

に係る降下ばい

じん 

建設機械の稼働に係る降下ばいじん寄与量の工事時期
ごとの季節別平均値のうちの最大値は､坊主谷集落､落集
落､古場集落､帯田集落及び円能寺集落においてそれぞれ
14.19t/km2/ 月 ､ 19.81t/km2/ 月 ､ 15.37t/km2/ 月 ､
14.39t/km2/月､13.98t/km2/月であり､工事中の降下ばいじ
んの寄与量の参考値(10t/km2/月)を上回ると予測された。
しかし、環境保全措置として散水等を実施することによ
り、掘削工で 60%～80%程度の低減効果を示すと考えられ
ることから、降下ばいじんの発生の要因を低減させる効果
が期待できる。 

平地蒔集落及び帯田集落に
おいて、工事箇所の変更及び
それに伴う予測地点の変更に
伴い､降下ばいじんの寄与量
の予測値は事業計画変更前よ
り高い値となる。 
古場集落､帯田集落及び円
能寺集落では事業計画変更前
と同様に参考値を上回ると予
測される。坊主谷集落では事
業 計 画 変 更 前 に は 14.19 
t/km2/月であったが､変更後に
は 1.72t/km2/月と参考値を下
回ると予測される。 

○ 

 
降下ばいじん
の予測結果 
(t/km2/月) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 
東大村一丁目 0.80 0.07 
広谷集落 3.09 2.83 
坊主谷集落 14.19 1.72 
落集落 19.81 9.42 
平地蒔集落 5.45 7.94 
古場集落 15.37 14.63 
洞仙集落 5.37 4.30 
帯田集落 14.39 16.36 
円能寺集落 13.98 12.48 
二野ヶ倉集落 ― 4.25 

※：数値は最大値を示す。 

 

表 11.2.3.2-3 資機材の運搬車両の走行に係る大気汚染（降下ばいじん）への影響の程度が 

変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

資機材の運搬車
両の走行に係る
降下ばいじん 

資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじん寄与量の季節別平
均値の最大値は、広谷集落が 0.02t/km2/月、落集落が 0.01t/km2/
月未満、帯田集落が 0.01t/km2/月、円能寺集落が 0.01t/km2/月未
満、二股集落が 0.01t/km2/月未満、本野小学校が 0.01t/km2/月未
満及び寺平集落が 0.01t/km2/月未満と予測された。 

降下ばいじんの予測
結果の値は、事業計画
変更前後を比較して
ほとんど変化が見ら
れない。 

― 

 
降下ばいじん
の予測結果 
(t/km2/月) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 
広谷集落 0.02 0.01 
落集落 0.01 未満 0.01 未満 
帯田集落 0.01 0.01 
円能寺集落 0.01 未満 0.01 
二股集落 0.01 未満 0.01 未満 
本野小学校 0.01 未満 0.01 未満 
寺平集落 0.01 未満 0.01 未満 

※：数値は最大値を示す。 
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表 11.2.3.2-4 建設機械の稼働及び原石の採取に係る大気汚染（二酸化窒素）への影響の程度が 

変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

建設機械の稼働
及び原石の採取
に係る二酸化窒
素 

建設機械の稼働に係る二酸化窒素は、日平均値 98%値換算
値でみると、何れの予測地点においても環境基準値（0.04 ppm
～0.06ppm までのゾーン内又はそれ以下）を下回ると予測さ
れた。 

落集落及び平地蒔集落に
おいて､工事箇所の変更及
びそれに伴う予測地点の変
更に伴い､二酸化窒素の予
測値は事業計画変更前より
若干高い値となる。 

―

 
二酸化窒素
の予測結果 
(ppm) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 
東大村一丁目 0.024 0.024 
広谷集落 0.025 0.025 
坊主谷集落 0.025 0.025 
落集落 0.026 0.027 
平地蒔集落 0.025 0.026 
古場集落 0.026 0.026 
洞仙集落 0.026 0.025 
帯田集落 0.028 0.027 
円能寺集落 0.026 0.026 
二野ヶ倉集落 ― 0.025 

※：数値は最大値を示す。 

 

 

表 11.2.3.2-5 資機材の運搬車両の走行に係る大気汚染（二酸化窒素）への影響の程度が 

変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

資機材の運搬車
両の走行に係る
二酸化窒素 

資機材の運搬車両の走行に係る二酸化窒素は、日平均値
98%値換算値でみると、広谷集落が 0.027ppm、落集落が
0.025ppm、帯田集落が 0.026ppm、円能寺集落が 0.025ppm、
二股集落が 0.025ppm、本野小学校が 0.025ppm 及び寺平集落
が 0.024ppm と予測された。 

二酸化窒素の予測結果の
値は、事業計画変更前後を
比較してほとんど変化が見
られない。 

―

 
二酸化窒素
の予測結果 
(ppm) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 
広谷集落 0.027 0.026 
落集落 0.025 0.025 
帯田集落 0.026 0.026 
円能寺集落 0.025 0.025 
二股集落 0.025 0.025 
本野小学校 0.025 0.025 
寺平集落 0.024 0.024 

※：数値は最大値を示す。 
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表 11.2.3.2-6 建設機械の稼働及び原石の採取に係る大気汚染（浮遊粒子状物質）への影響の程

度が変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

建設機械の稼働
及び原石の採取
に係る浮遊粒子
状物質 

建設機械の稼働に係る浮遊粒子状物質は、日平均値 2%除外値
換算値でみると、何れの予測地点においても環境基準値（0.10 
mg/m3以下）を下回ると予測された。 

浮遊粒子状物質の予測
結果の値は、事業計画変更
前後を比較してほとんど
変化が見られない。 

― 

 

浮遊粒子状
物質の予測
結果 
(mg/m3) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 

東大村一丁目 0.073 0.073 

広谷集落 0.073 0.073 

坊主谷集落 0.073 0.073 

落集落 0.073 0.073 

平地蒔集落 0.073 0.073 

古場集落 0.073 0.073 

洞仙集落 0.073 0.073 

帯田集落 0.074 0.073 

円能寺集落 0.073 0.073 

二野ヶ倉集落 ― 0.073 
※：数値は最大値を示す。 

 

 

表 11.2.3.2-7 資機材の運搬車両の走行に係る大気汚染（浮遊粒子状物質）への影響の程度が 

変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

資機材の運搬車
両の走行に係る
浮遊粒子状物質 

資機材の運搬車両の走行に係る浮遊粒子状物質は、日平均値
2%除外値換算値でみると、広谷集落が 0.074mg/m3、落集落が
0.073mg/m3、帯田集落が 0.073mg/m3、円能寺集落が 0.073mg/m3、
二股集落が 0.073mg/m3、本野小学校が 0.073 mg/m3及び寺平集
落が 0.073mg/m3と予測された。 

浮遊粒子状物質の予測
結果の値は、事業計画変
更前後を比較してほとん
ど変化が見られない。 

― 

 

浮遊粒子状
物質の予測
結果 
(mg/m3) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 

広谷集落 0.074 0.073 

落集落 0.073 0.073 

帯田集落 0.073 0.073 

円能寺集落 0.073 0.073 

二股集落 0.073 0.073 

本野小学校 0.073 0.073 

寺平集落 0.073 0.073 
※：数値は最大値を示す。 
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(2)騒音 

事業計画変更に伴う騒音の影響の比較について、表 11.2.3.2-8～表 11.2.3.2-9 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-8 建設機械の稼働及び原石の採取に係る騒音への影響の程度が変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保

全措置

の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

建設機械の稼働

及び原石の採取

に係る騒音 

建設機械の稼働に係る騒音は、騒音レベルの 90 パーセント
レンジの上端値(LA5)又は騒音レベルの最大値(LAmax)におい
て、何れの予測地点においても特定建設作業に係る騒音の規
制基準値の 85dB 以下と予測され、基準又は目標との整合は図
られる。 

落集落及び円能寺集落
において､工事箇所の変更
あるいは予測地点の変更
に伴い､騒音の予測値は事
業計画変更前より若干高
い値となる。 

―

 
騒音レベルの
予測結果 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 
東大村一丁目 59 dB 57 dB 
広谷集落 83 dB 83 dB 
坊主谷集落 80 dB 68 dB 
落集落 83 dB 84 dB 
平地蒔集落 83 dB 81 dB 
古場集落 83 dB 83 dB 
洞仙集落 82 dB 82 dB 
帯田集落 83 dB 83 dB 
円能寺集落 81 dB 82 dB 
二野ヶ倉集落 ― 78 dB 

※：数値は最大値を示す。 

 

表 11.2.3.2-9 資機材の運搬車両の走行に係る騒音への影響の程度が変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

資機材の運搬車
両の走行に係る
騒音 

資機材の運搬車両の走行に係る騒音は、昼間の等価騒音レ
ベル(LAeq)において、広谷集落が 68dB であり、環境基本法に
基づく環境基準値(65dB)を 3dB 上回るが、環境保全措置とし
て遮音壁(高さ 1.5m)を設置した場合、道路端から 1m の地点
で約 11dB の低減効果が得られると予測された。 
本野小学校においては 54dB であり、環境基準値(55dB)を下
回ると予測された。 
広谷集落及び本野小学校以外の地点では、55dB～67dB であ
り、環境基準値(65dB、70dB)及び要請限度値(75dB)を下回る
と予測された。また、各工事の実施時期等をできる限り調整
し、各工事の重複を避ける等の実施により資機材の運搬車両
台数を平準化し、騒音を低減する効果が期待できる。以上の
ことから、いずれも基準又は目標との整合は図られる。 

騒音の予測結果の値は、
低下するかあるいはほとん
ど変化が見られない。 
広谷集落では 67dB であ
り､事業計画変更前より若
干低減したものの､環境基
準を上回る。 

○ 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 

 
騒音レベル
の予測結果 

広谷集落 68 dB 67 dB 
落集落 64 dB 60 dB 
帯田集落 64 dB 64 dB 
円能寺集落 55 dB 55 dB 
二股集落 65 dB 65 dB 
本野小学校 54 dB 54 dB 
寺平集落 67 dB 67 dB 

※：数値は最大値を示す。 

 

 



11.2-17 

 

(3)振動 

事業計画変更に伴う振動の影響の比較について、表11.2.3.2-10～表 11.2.3.2-11に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-10 建設機械の稼働及び原石の採取に係る振動への影響の程度が変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

建設機械の稼働
及び原石の採取
に係る振動 

建設機械の稼働に係る振動は、予測結果と振動規制法に基
づく特定建設作業に係る振動の規制基準値(75dB以下)の比較
を行った。その結果、建設機械の稼働に係る振動は、振動レ
ベルの 80 パーセントレンジの上端値(L10)において、特定建設
作業に係る振動の規制基準値の 75dB 以下と予測され、基準又
は目標との整合は図られる。 

落集落において、工事箇
所の変更及びそれに伴う
予測地点の変更に伴い､振
動の予測値は事業計画変
更前より若干高い値とな
る。 

― 

 
振動レベルの
予測結果 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 

東大村一丁目 39 dB 35 dB 

広谷集落 60 dB 60 dB 

坊主谷集落 56 dB 43 dB 

落集落 56 dB 59 dB 

平地蒔集落 57 dB 57 dB 

古場集落 60 dB 60 dB 

洞仙集落 58 dB 52 dB 

帯田集落 55 dB 53 dB 

円能寺集落 60 dB 58 dB 

二野ヶ倉集落 ― 59 dB 
※：数値は最大値を示す。 

 

表 11.2.3.2-11 資機材の運搬車両の走行に係る振動への影響の程度が変化する内容 

[工事中] 

項 目 
予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

資機材の運搬車
両の走行に係る
振動 

資機材の運搬車両の走行に係る振動は、予測結果と振動規
制法に基づく道路交通振動の要請限度値 65dB(昼間)及び
60dB(夜間)の比較を行った。その結果、資機材の運搬車両の
走行に係る振動は、昼間の振動レベルの 80 パーセントレン
ジの上端値(L10)において、30dB 未満～37dB であり、振動規
制法に基づく道路交通振動の要請限度値である 65dB を下回
ると予測された。夜間の振動レベルの 80 パーセントレンジ
の上端値(L10) において、30dB 未満～37dB であり、振動規制
法に基づく道路交通振動の要請限度値である 60dB を下回る
と予測され、基準又は目標との整合は図られる。 

振動の予測結果の値は、
低下するかあるいはほとん
ど変化が見られない。 

― 

 
振動レベル
の予測結果 

地 点 
事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 
昼間 夜間 昼間 夜間 

広谷集落 37 dB 37 dB 33 dB 32 dB 
落集落 31 dB 31 dB <30 dB <30 dB 
帯田集落 36 dB 36 dB 36 dB 36 dB 
円能寺集落 <30 dB <30 dB <30 dB <30 dB 
二股集落 31 dB 30 dB 31 dB 30 dB 
本野小学校 32 dB 31 dB 32 dB 31 dB 
寺平集落 34 dB 33 dB 34 dB 33 dB 

※：数値は最大値を示す。 
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(4)水質汚濁 

事業計画変更に伴う水質汚濁の影響の比較について、表 11.2.3.2-12～表 11.2.3.2-15 に

示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-12 土砂による水の濁りへの影響の程度が変化する内容 

 [施設等の存在及び供用] 

項 目 

予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 

施設の
存在及
び供用

土砂による 

水の濁り（SS） 

本明川ダム貯水池地点の SS は、10 カ年の最大値、最小値ともに低
くなると予測された。また、ダム建設後のダム表層の SS は河川環境
基準 A 類型(25mg/L)を満たさない日数はダム建設前より減少すると
予測された。 
ダム下流河川における SS は、10 カ年平均では富川(貯水池直下)
地点で 0.1 mg/L 増加するが、その他の地点では、ダム建設前と変わ
らない結果を得た。また、出水後の濁水長期化の傾向は、ほとんど
見られないと予測された。 

SS の予測結果
の値は、事業計画
変更前後を比較し
てほとんど変化が
見られない。 

― 

 
SS 予測結果 
(mg/L) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※

本明川ダム貯水池 2.0(24.0-0.3) 2.0(39.3-0.3) 
富川(本明川ダム下流の地点) 2.0(34.1-0.3) 1.9(40.3-0.3) 
琴川橋(本明川中流域の地点) 1.4(25.5-0.3) 1.4(29.2-0.3) 
平松橋(本明川中流域の地点) 2.2(49.4-0.3) 2.1(52.1-0.3) 
鉄道橋(本明川中流域の地点･環境基準点) 2.7(61.6-0.5) 2.7(63.7-0.4) 

※：数値は、10 カ年平均値(最大値-最小値)を示す。 

 

表 11.2.3.2-13 水温への影響の程度が変化する内容 

[施設等の存在及び供用] 

項 目 

予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 
施設の
存在及
び供用

水 温 

本明川ダム貯水池地点の水温は、夏季から秋季(6～10 月)にかけ
て、貯水池に蓄えられる熱により貯水池上層が温かくなるため、ダ
ム建設前と比較して水温が高くなると予測された。 
ダム下流河川においては、支川の流入等により、ダム建設前の 10
カ年の水温変動幅に収まると予測された。 

水温の予測結
果の値は、事業計
画変更前後を比
較してほとんど
変化が見られな
い。 

― 

 
水温予測結
果(℃) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※

本明川ダム貯水池 17.7(30.5-7.6) 17.4(29.8-7.5) 

富川(本明川ダム下流の地点) 16.4(25.9-7.6) 16.4(28.9-7.5) 

琴川橋(本明川中流域の地点) 16.3(25.8-6.0) 16.2(27.8-6.1) 

平松橋(本明川中流域の地点) 17.1(28.6-4.9) 17.1(29.6-4.8) 

鉄道橋(本明川中流域の地点･環境基準点) 17.3(29.7-4.0) 17.4(29.8-4.0) 

※：数値は、10 カ年平均値(最大値-最小値)を示す。 
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表 11.2.3.2-14 富栄養化への影響の程度が変化する内容 

[施設等の存在及び供用] 

項 目 

予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 
施設の
存在及
び供用

富栄養化 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の各水質(10 カ年平均)
は、ダム建設前に比べ、COD は増加、T-P は減少、T-N は建設前と
変わらないと予測された。また、ダム建設後の経時変化では、ク
ロロフィル a が 3 月頃から増加し、夏季には富栄養化現象を示す
と考えられた。 
ダム下流河川の BOD は、ダム建設前に比べ、富川(貯水池直下)
地点と他 1 地点でダム建設前に比べ増加するが、その他の地点で
はダム建設前と同程度と予測された。 

富栄養化につい
て、BOD あるいは
COD、T-P、T-N 及び
クロロフィル a の予
測結果の値は、事業
計画変更前後を比較
してほとんど変化が
見られない。 

○ 

 

BOD,COD 予測
結果 (mg/L) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 
本明川ダム貯水池(COD) 2.5(7.3-0.5) 2.7(13.9-0.7) 
富川(本明川ダム下流の地点)(BOD) 0.6(2.7-0.1) 0.6(3.1-0.2) 
琴川橋(本明川中流域の地点) (BOD) 0.5(1.8-0.2) 0.5(2.1-0.2) 
平松橋(本明川中流域の地点) (BOD) 0.3(1.4-0.2) 0.3(1.6-0.2) 
鉄道橋(本明川中流域の地点･環境基準点)(BOD) 0.4(1.2-0.3) 0.4(1.4-0.3) 

T-P 予測結果 
(mg/L) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 

本明川ダム貯水池 0.016(0.114-0.006) 0.017(0.150-0.009)

T-N 予測結果 
(mg/L) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 

本明川ダム貯水池 0.50(1.47-0.29) 0.48(1.62-0.31) 

クロロフィル
a 予測結果
(mg/L) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 

本明川ダム貯水池 11.2(29.9-1.0) 9.9(25.6-1.0) 

※：数値は、10 カ年平均値(最大値-最小値)を示す。 

 

表 11.2.3.2-15 溶存酸素量への影響の程度が変化する内容 

[施設等の存在及び供用] 

項 目 

予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 
施設の
存在及
び供用

溶存酸素量 

本明川ダム貯水池地点の溶存酸素量は、最大値、最小値、平均

値が減少し、環境基準 A 類型(7.5mg/L 以上)を下回る日が生じる

と予測された。 

溶存酸素量の予測
結果の値は、事業計画
変更前後を比較して
ほとんど変化が見ら
れない。 

○ 

 
溶存酸素量予測
結果(mg/L) 

地 点 事業計画変更前※ 事業計画変更後※ 

本明川ダム貯水池 9.9(12.7-5.8) 10.0(12.5-6.8) 

※：数値は、10 カ年平均値(最大値-最小値)を示す。 
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(5)地形及び地質 

事業計画変更に伴う重要な地形への影響の比較について、表 11.2.3.2-16 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-16 重要な地形への影響の程度が変化する内容 

項 目 

予測結果の概要 

環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後 

施設の
存在及
び供用

重
要
な
地
形 

多
良
山
系 

多良山系は、建設発生土処理場及びそこに至る工事用道

路により改変されるほか、一部が水没する。しかし、改変

される範囲はごく一部であり、多良山系をつくる多良岳火

山地が複合火山とされる特徴である溶岩台地や溶岩円頂

丘は改変されない。さらに、全体に開析が進んでおり中央

部は山麓に比べて侵食が著しく山麓には緩傾斜をなす火

山麓扇状地が発達し、そこに多数の河川が中央部から放射

状に発達しているという、多良山系の山麓部の地形的特徴

も維持されることから改変の程度は小さいと予測される。

重要な地形で水没する場所

はなくなり、建設発生土処理

場及びそこに至る工事用道路

による改変箇所は縮小するほ

か、新たに改変箇所に追加さ

れる場所は存在しないことか

ら、事業計画変更前と比較し

て影響の程度は低減されると

考えられる。 

―
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(6)植物 

レッドリストの改訂及び事業計画変更に伴う植物への影響の比較について、表11.2.3.2-17

に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

表 11.2.3.2-17 植物の重要な種への影響の程度が変化する内容（1/4） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全 
措置の検討

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ 
ﾘｽﾄ 

事業計画変更前 
事業計画 

変更後※ 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県 

 
変化の
内容 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物 

ヒメウラジロ VU VU NT  VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが
消失する。 

－ ○ ○ 

エビガラシダ VU EN VU  VU 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 

－ － － 

トキワトラノ
オ 

 VU NT   直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の全てが
消失する。 

－ ○ ○ 

ニセコクモウ
クジャク 

 EN NT   直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の全てが
消失する。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環
境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化
による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

－ ○ ○ 

オオバウマノ
スズクサ 

 VU  重要な
種から
除外 

 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが
消失する。 － ○ ○ 

コイヌガラシ NT VU NT  NT 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 

－ － － 

ヒメミヤマス
ミレ 

 VU NT   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環
境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化
による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

生育地点が調

査区域外にな

ったため、予測

対象外となっ

た。 

－ － 

ゴキヅル  VU VU   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変
化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さ
く、生育は維持されると考えられる。 

－ － － 

ヒメミソハギ  VU NT   直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが
消失する。 

－ ○ ○ 

ミズマツバ VU VU NT  VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが
消失する。 

－ ○ ○ 

ウスゲチョウ
ジタデ 

NT VU NT  NT 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが
消失する。 

－ ○ ○ 

オオシシウド  VU  重要な
種から
除外 

 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変
化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さ
く、生育は維持されると考えられる。 

－ － － 

リンドウ  VU  重要な
種から
除外 

 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが
消失する。 － ○ ○ 

ロクオンソウ VU EN NT  VU 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 

－ － － 

フナバラソウ VU NT NT  VU 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 

－ － － 

スズサイコ NT NT NT  NT 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない 

－ － － 

オオアカネ  VU  重要な
種から
除外 

 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが
消失する。 － ○ ○ 

コムラサキ  VU  重要な
種から
除外 

 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変
化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さ
く、生育は維持されると考えられる。 

－ － － 

ミゾコウジュ NT NT NT  NT 直接改変による生育地点及び生育個体の一部が消失す
る。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変
化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さ
く、生育は維持されると考えられる。 

－ － － 

イガホオズキ  VU VU   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され
ない。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-17 植物の重要な種への影響の程度が変化する内容（2/4） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全 
措置の検討

旧 ﾚ ｯ
ﾄﾞﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ 
ﾘｽﾄ 

事業計画変更前 
事業計画 

変更後※ 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県 

 
変化の
内容 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物 

カワヂシャ NT VU NT  NT 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の
変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は
小さく、生育は維持されると考えられる。 

－ － － 

ハグロソウ  EN VU   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の
環境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の
変化による生育地点及び生育個体の消失は想定されな
い。 

生育地点が調査
区域外になった
ため、予測対象外
となった。 

－ － 

スズムシバナ  EN VU   直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多く
が消失する。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の
環境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の
変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消
失する可能性があると考えられる。 

－ ○ ○ 

ツルギキョウ VU VU NT  VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多く
が消失する。 

－ ○ ○ 

タニギキョウ  NT  重要な
種から
除外 

 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の
環境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の
変化による生育地点及び生育個体の消失は想定されな
い。 

生育地点が調査
区域外になった
ため、予測対象外
となった。 

－ － 

キキョウ VU VU VU  VU 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 

生育地点が調査
区域外になった
ため、予測対象外
となった。 

－ － 

イズハハコ VU EN NT  VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多く
が消失する。 － ○ ○ 

スブタ VU VU VU  VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多く
が消失する。 

－ ○ ○ 

ミズオオバコ VU  NT  VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多く
が消失する。 

－ ○ ○ 

サガミトリゲ
モ 

VU EN EN  VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多く
が消失する。 

－ ○ ○ 

イトトリゲモ NT EN VU  NT 直接改変による本種の生育地点及び生育個体の消失は
想定されない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の
環境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の
変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消
失する可能性があると考えられる。 

－ ○ ○ 

コキンバイザ
サ 

 NT NT   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 

－ － － 

アヤメ  EN EN   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 

－ － － 

ヒナノシャク
ジョウ 

 EN NT   直接改変による本種の生育地点及び生育個体の消失は
想定されない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の
環境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の
変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消
失する可能性があると考えられる。 

－ ○ ○ 

ヒメコウガイ
ゼキショウ 

 EN NT   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の
変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は
小さく、生育は維持されると考えられる。 

－ － － 

シラコスゲ  VU VU   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の
環境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の
変化による生育地点及び生育個体の消失は想定されな
い。 

－ － － 

マツカサスス
キ 

 EN EN   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ
れない。 

生育地点が調査
区域外になった
ため、予測対象外
となった。 

－ － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-17 植物の重要な種への影響の程度が変化する内容（3/4） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全
措置の検討

旧 ﾚ ｯ
ﾄﾞﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ 
ﾘｽﾄ 

事業計画変更前 
事業計画 

変更後※ 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県 

 変化の
内容 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物 

エビネ NT EN EN  NT 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化

により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する

可能性があると考えられる。 

－ ○ ○

キエビネ EN EN EN  EN 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化

により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する

可能性があると考えられる。 

－ ○ ○

ギンラン  VU NT   直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化

により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する

可能性があると考えられる。 

－ ○ ○

キンラン VU  VU  VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の一部が

消失する。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化

により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する

可能性があると考えられる。 

直接改変による消失割合は低いが、学識者の指導に基づ

き環境保全措置を検討する。 

－ ○ ○

ナギラン VU VU VU  VU 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化

による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

－ － －

ウスギムヨウ

ラン 

NT  NT  NT 直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化

による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

－ － －

ヒメフタバラ

ン 

 VU VU   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化

による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

－ － －

ヤマサギソウ  EN EN   直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 
－ － －

重
要
な
個
体

神明社のクス

ノキ 

     直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 － － －

藻 

類 

シャジクモ VU    VU 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
－ ○ ○

チャボフラス

コモ 

CR+

EN 

   CR+EN 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
－ ○ ○

フタマタフラ

スコモ 

CR+

EN 

   CR+EN 直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
－ ○ ○

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-17 植物の重要な種への影響の程度が変化する内容（4/4） 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画

変更前※
事業計画変更後 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県 

 
変化の
内容

種子植物・ 
シダ植物 

ヒメナベワリ 
  

VU 
重要な
種に追
加 

 
― 

直接改変による生育地点及び生育個
体の消失は想定されない。 

－ － 

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象としていなかったことを示す。 
 
重要な種の選定基準 
■環境省レッドリスト： 
・旧：「哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び植物Ⅱのレッドリストの見直しについて」掲載種 
・新：「植物Ⅰ(維管束植物)､植物Ⅱ(維管束植物以外) 環境省第 4 次レッドリスト 2012」掲載種 
CR+EN：絶滅危惧 I 類  CR：絶滅危惧ⅠA 類  EN：絶滅危惧 IB 類  VU：絶滅危惧Ⅱ類  NT：準絶滅危惧  DD：情報不足 

■長崎県レッドリスト： 
・旧：長崎県レッドデータブック：「ながさきの希少な野生動植物－レッドデータブック 2001－」掲載種 
・新：長崎県レッドリスト：「改訂版 長崎県レッドリスト」掲載種 
CR：絶滅危惧ⅠA 類  EN：絶滅危惧 IB 類  VU：絶滅危惧Ⅱ類  NT：準絶滅危惧  DD：情報不足 
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(7)動物 

レッドリストの改訂及び事業計画変更に伴う動物への影響の比較について、表11.2.3.2-18

～表 11.2.3.2-25 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

表 11.2.3.2-18 哺乳類の重要な種への影響の程度が変化する内容（1/2） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全 
措置の検討

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

哺

乳

類 

ヤマコウモリ NT VU VU  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

確認地点が

調査区域外

になったた

め、予測対象

外となった。
－ － 

ヤマネ NT VU VU   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常

緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると

考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

カヤネズミ NT NT NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された乾

性草本群落、湿性草本群落、ツルヨシ群落及び水田の一

部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化による

生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考え

られる。 

－ － － 

キツネ  NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地、草地、水田、畑、果樹園、針葉樹新植及び竹林の

一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

アナグマ  NT  重要な

種から

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地及び竹林の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-18 哺乳類の重要な種への影響の程度が変化する内容(2/2) 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画

変更前※
事業計画変更後 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

哺

乳

類 

コキクガシラ

コウモリ 

  NT 重要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

樹林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布す

ることから、本種の生息は維持されると考えられる。

 

－ － 

キクガシラコ

ウモリ 

  NT 重要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

樹林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布す

ることから、本種の生息は維持されると考えられる。

 

－ － 

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（1/9） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画 

変更後※ 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

鳥 

類 

ヨシゴイ NT NT NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分

布することから、本種の生息は維持されると考えら

れる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流

河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

ミゾゴイ EN EN VU  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落

葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌギ植林、アカ

マツ林及びケヤキ植林）及び「源流区間」の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分

布することから、本種の生息は維持されると考えら

れる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

チュウサギ NT NT NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田及び「上流区間」の一部が消失し、これらの

改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分

布することから、本種の生息は維持されると考えら

れる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ － － 

オシドリ DD DD NT  DD 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、草地、水田、「源流区間」及び「上流区間」

の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能

性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分

布することから、本種の生息は維持されると考えら

れる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（2/9） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画 

変更後※ 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

鳥 

類 

ミサゴ NT NT NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

－ － － 

ハチクマ NT NT NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新

植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域

の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － － 

オオタカ NT EN EN  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新

植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域

の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － － 

ハイタカ NT NT NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新

植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域

の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（3/9） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画 

変更後※ 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

鳥 

類 

サシバ VU VU EN  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新

植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域

の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布し、「7.1.10 生態系」に示したつがいの予測結

果から、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

ハヤブサ VU EN EN  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新

植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域

の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － － 

ヤマドリ 

(アカヤマド

リ) 

NT NT EN  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － － 

クイナ  NT VU   本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」に

ついては、直接改変の影響は想定されない。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下

流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う

生息環境の変化は小さいと考えられる。また、直接

改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は想定されない。 

－ － － 

ヒクイナ VU DD NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下

流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う

生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（4/9） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画 

変更後※ 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

鳥 

類 

タマシギ  DD NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下

流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う

生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

コチドリ  NT NT   本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」に

ついては、直接改変の影響は想定されない。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下

流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う

生息環境の変化は小さいと考えられる。また、直接

改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は想定されない。 

－ － － 

ヤマシギ  NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、草地、水田、畑、果樹園、針葉樹新植、

伐採跡地、竹林及び開放水域の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくな

ると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － － 

アオバズク  DD NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、畑及び水田の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － － 

フクロウ 

(キュウシュウ

フクロウ) 

 DD NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地、畑及び水田の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等によ

る生息環境の変化）により、工事中は工事区域及び

その近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周

辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（5/9） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全 
措置の検討

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

鳥 

類 

ヨタカ VU NT EN  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

ヤマセミ  VU CR   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、これら

の改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化

及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変化）

に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

アカショウビ

ン 

 DD EN   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地、「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、

これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくな

ると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化

及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変化）

に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

ブッポウソウ EN EN CR  EN 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

アオゲラ 

(カゴシマアオ

ゲラ) 

 LP LP   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（6/9） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画 

変更後※ 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

鳥 

類 

ヤイロチョウ EN CR CR  EN 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

スギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹萌芽林の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さな

くなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布

することから、本種の生息は維持されると考えられ

る。 

－ － － 

サンショウク

イ 

VU EN EN  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林

及びクヌギ植林の一部が消失し、これらの改変区域は

本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布

することから、本種の生息は維持されると考えられ

る。 

－ － － 

カワガラス  VU EN   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布

することから、本種の生息は維持されると考えられ

る。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変

化による生息環境の変化並びに水の濁り等による生

息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による

生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考

えられる。 

－ － － 

ミソサザイ  DD NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

樹林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生

息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布

することから、本種の生息は維持されると考えられ

る。 

－ － － 

キクイタダキ  NT EN   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

スギ・ヒノキ植林の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布

することから、本種の生息は維持されると考えられ

る。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（7/9） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

鳥 

類 

キビタキ  DD EN   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － －

サンコウチョ

ウ 

 VU EN   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － －

コガラ  EN EN   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － －

ヒガラ  DD EN   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定されるス

ギ・ヒノキ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本

種の生息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ため、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － －

ノジコ NT NT NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定される樹

林地、針葉樹新植及び伐採跡地の一部が消失し、これら

の改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ため、本種の生息は維持されると考えられる。 

－   

カケス  NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹

林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生

息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその近傍

は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － －

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（8/9） 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業

計画

変更

前※

事業計画変更後 
工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の内容

動 

物 

鳥 

類 

ササゴイ   DD 重要な 

種に追加 

 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

水田及び「上流区間」の一部が消失し、これらの改変

区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布す

ることから、本種の生息は維持されると考えられる。

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変

化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変

化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
 

－ － 

ツミ   NT 重要な 

種に追加 

 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地

及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部

が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布す

ることから、本種の生息は維持されると考えられる。

 

－ － 

ハイイロチュ

ウヒ 

  NT 重要な 

種に追加 

 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地

及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部

が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布す

ることから、本種の生息は維持されると考えられる。

 

－ － 

タカブシギ   NT 重要な 

種に追加 

VU 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

水田及び「上流区間」の一部が消失し、、これらの改変

区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布す

ることから、本種の生息は維持されると考えられる。

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変

化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変

化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
 

－ － 

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 
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表 11.2.3.2-19 鳥類の重要な種への影響の程度が変化する内容（9/9） 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業

計画

変更

前※

事業計画変更後 
工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の内容

動 

物 

鳥 

類 

コシアカツバ

メ 

  DD 重要な 

種に追加 

 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

草地、水田、畑、果樹園、針葉樹新植及び竹林の一部

が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布す

ることから、本種の生息は維持されると考えられる。

 

－ － 

(亜種 )リュウ

キュウサンシ

ョウクイ 

  DD 重要な 

種に追加 

 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

樹林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生

息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による

生息環境の変化）により、工事中は工事区域及びその

近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 
しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺

地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布す

ることから、本種の生息は維持されると考えられる。

 

－ － 

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 
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表 11.2.3.2-20 爬虫類・両生類の重要な種への影響の程度が変化する内容（1/2） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

爬
虫
類 

スッポン DD DD DD  DD 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ － － 

シロマダラ  NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

両
生
類 

カスミサンシ

ョウウオ 

VU VU VU  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田、常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、スギ・

ヒノキ植林、クヌギ植林及び竹林の一部が消失し、

これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく

なると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

イモリ NT  NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

ニホンアカガ

エル 

 NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－   

トノサマガエ

ル 

 NT CR   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 

 

表 11.2.3.2-20 爬虫類・両生類の重要な種への影響の程度が変化する内容（2/2） 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業

計画

変更

前※

事業計画変更後 
工
事
中 

施
設
等
の
存
在

及
び
供
用 

環
境
省

長
崎
県 

 
変化の内容

動 

物 

両
生
類 

ニホンヒキガエル  NT 重要な種

に追加 

 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹

林、スギ・ヒノキ植林、クヌギ植林、湿生草本群落、

水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生

息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － 

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 
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表 11.2.3.2-21 陸上昆虫類の重要な種への影響の程度が変化する内容（1/6） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

陸
上
昆
虫
類 

ムカシトンボ  VU VU   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「源流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

マルタンヤン

マ 

 CR VU   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田及び湿性草本群落の一部が消失し、これらの

改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

オジロサナエ  VU VU   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、

これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく

なると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等による

生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化によ

る生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さい

と考えられる。 

－ － － 

タベサナエ  CR NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等による

生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化によ

る生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さい

と考えられる。 

－ － － 

ヒメアカネ  NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

シマアメンボ  NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、

これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく

なると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 

 

 

 

 



11.2-38 

 

表 11.2.3.2-21 陸上昆虫類の重要な種への影響の程度が変化する内容（2/6） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎
県ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

陸
上
昆
虫
類 

ホソバセセリ  NT NT  直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及び乾性草本群

落の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息

環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

ミヤマチャバ

ネセセリ 

 EN VU  直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た落葉広葉樹林、クヌギ植林、ケヤキ植林、乾性草

本群落、湿性草本群落及び水田の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくな

ると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

コチャバネセ

セリ 

 NT  重要な

種から

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た落葉広葉樹林、クヌギ植林及びケヤキ植林の一部

が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

コツバメ  NT NT  直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びクヌギ植林

の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

スギタニルリ

シジミ九州亜

種 

 EN VU  直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た常緑広葉樹萌芽林の一部が消失し、これらの改変

区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 
また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設

等付近の環境の変化による生息環境の変化）により、

改変区域付近が本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 
しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には

本種の主要な生息環境が広く連続して分布すること

から、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

コムラサキ  EN VU  直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びクヌギ植林

の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-21 陸上昆虫類の重要な種への影響の程度が変化する内容（3/6） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

陸
上
昆
虫
類 

メスグロヒョ

ウモン 

 NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が消

失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適

さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

オナガアゲハ  EN EN   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「源流区間」、常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹

林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息

環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

ツマグロキチ

ョウ 

VU NT NT  EN 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た草地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

ジャノメチョ

ウ 

 NT  重 要 な

種 か ら

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た草地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

サトキマダラ

ヒカゲ 

 NT  重 要 な

種 か ら

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、クヌギ植林、

竹林及び果樹園の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

マイマイカブ

リ 

 NT  重 要 な

種 か ら

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た樹林地の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

セアカオサム

シ 

 VU VU   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た乾性草本群落の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-21 陸上昆虫類の重要な種への影響の程度が変化する内容（4/6） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

陸
上
昆
虫
類 

アカマダラセ

ンチコガネ 

 NT  重 要 な

種 か ら

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、クヌギ植林、ケヤ

キ植林及び伐採跡地の一部が消失し、これらの改変区

域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環

境が広く連続して分布することから、本種の生息は維

持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の

環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

クロカナブン  VU VU   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、クヌギ植林及び果

樹園の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息

環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環

境が広く連続して分布することから、本種の生息は維

持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の

環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

タマムシ  NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が消失し、

これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくな

ると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環

境が広く連続して分布することから、本種の生息は維

持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の

環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

ゲンジボタル  NT  重 要 な

種 か ら

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、これら

の改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境

が広く連続して分布することから、本種の生息は維持さ

れると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化

による生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ － － 

ヨツボシオオ

キスイ 

 NT  重 要 な

種 か ら

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びクヌギ植林の一

部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環

境が広く連続して分布することから、本種の生息は維

持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等の付近

の環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境

の変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

ニホンホホビ

ロコメツキモ

ドキ 

 NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びクヌギ植林の一

部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環

境が広く連続して分布することから、本種の生息は維

持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の

環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-21 陸上昆虫類の重要な種への影響の程度が変化する内容（5/6） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

陸
上
昆
虫
類 

ナガサキトゲ

ヒサゴゴミム

シダマシ 

 VU VU   直接改変により､本種の主要な生息環境と推定された
常緑広葉樹萌芽林の一部が消失し､これらの改変区域
は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等
付近の環境の変化による生息環境の変化）により、改
変区域が本種の生息環境として適さなくなる可能性が
あると考えられる。 
しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本
種の主要な生息環境が広く連続して分布することか
ら、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

シイシギゾウ

ムシ 

 NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された
常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が消失し、
これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくな
ると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等
付近の環境の変化による生息環境の変化）により、改
変区域が本種の生息環境として適さなくなる可能性が
あると考えられる。 
しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本
種の主要な生息環境が広く連続して分布することか
ら、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

オオシロオビ

ゾウムシ 

 NT NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された
落葉広葉樹林、クヌギ植林、ケヤキ植林、乾性草本群
落及び湿性草本群落の一部が消失し、これらの改変区
域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ
る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環
境が広く連続して分布することから、本種の生息は維
持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の
環境の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の
変化は小さいと考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 

 

表 11.2.3.2-21 陸上昆虫類の重要な種への影響の程度が変化する内容（6/6） 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全
措置の検討

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計

画変更

前※
事業計画変更後 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

陸
上
昆
虫
類 

アジアイトト

ンボ 

  NT 重 要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された湿性草
地及び水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息
環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広
く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考
えられる。 

－ －

クロスジギン

ヤンマ 

  NT 重 要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林の
一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適
さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（改変区域付近の環境の変化）に
より、改変区域が本種の生息環境として適さなくなる可能性
があると考えられる。 
しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本種の主
要な生息環境が広く連続して分布することから、本種の生息
は維持されると考えられる。 

－ －

コヤマトンボ   NT 重 要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流
区間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境
として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広
く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考
えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化によ
る生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環境の変化
及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴
う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ －

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 
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表 11.2.3.2-22 クモ類の重要な種への影響の程度が変化する内容 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の内
容 

動 

物 

ク
モ
類 

キノボリトタ

テグモ 

NT NT NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びスギ・

ヒノキ植林の一部が消失し、これらの改変区域は

本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施

設等付近の環境の変化による生息環境の変化）に

より、改変区域が本種の生息環境として適さなく

なる可能性があると考えられる。 
しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域に

は本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

キジロオヒキ

グモ 

 DD  重要な

種から

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びスギ・

ヒノキ植林の一部が消失し、これらの改変区域は

本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施

設等付近の環境の変化による生息環境の変化）に

より、改変区域が本種の生息環境として適さなく

なる可能性があると考えられる。 
しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域に

は本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

確認地点が

調査区域外

になったた

め､予測対

象外となっ

た。 
－ － 

ゲホウグモ  DD  重要な

種から

除外 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた樹林地の一部が消失し、これらの改変区域は

本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施

設等付近の環境の変化による生息環境の変化）に

より、改変区域が本種の生息環境として適さなく

なる可能性があると考えられる。 
しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域に

は本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 

 

表 11.2.3.2-23 陸産貝類の重要な種への影響の程度が変化する内容 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業

計画

変更

前※

事業計画変更後 
工
事
中 

施
設
等
の
存
在

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の内容

動 

物 

陸
産
貝
類 

コシタカシタ

ラガイ 

  NT 重要な種

に追加 

 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びスギ・ヒノキ植

林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 
また、直接改変以外の影響（改変区域付近の環境の変

化）により、改変区域が本種の生息環境として適さな

くなる可能性があると考えられる。 
しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本

種の主要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ －

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 
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表 11.2.3.2-24 魚類の重要な種への影響の程度が変化する内容（1/2） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

魚 

類 

ヤマトシマド

ジョウ 

VU  VU  VU 本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区

間」及び西谷川の「上流区間」については、直接改変の

影響は想定されない。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化

による生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ － － 

アリアケギバ

チ 

NT NT VU  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された本

明川及び富川の「上流区間」の一部が消失し、これらの

改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考え

られる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境

が広く連続して分布することから、本種の生息は維持さ

れると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化

による生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 
ただし、当該地域における生息環境の情報収集がより一

層必要であると考えられる。 

－ － － 

カジカ 

(中卵型) 

EN  EN  EN 直接改変により、本明川の「源流区間」並びに本明川及

び富川の「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区

域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 
なお、ダム下流河川は、過去に確認の記録があるが現在

は生息が確認されておらず本種の主要な生息環境では

ない。 

－ ○ ○

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
 

表 11.2.3.2-24 魚類の重要な種への影響の程度が変化する内容（2/2） 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業

計画

変更

前※

事業計画変更後 
工
事
中 

施
設
等
の
存
在

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

魚 

類 

ムギツク   NT 重 要 な

種 に 追

加 

 

－

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

及び西谷川の「上流区間」については、直接改変の影響は

想定されない。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化に

よる生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環境の

変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変

化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ －

イトモロコ   EN 重 要 な

種 に 追

加 

 

－

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

については、直接改変の影響は想定されない。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化に

よる生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環境の

変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変

化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ －

ドジョウ   NT 重 要 な

種 に 追

加 

DD 

－

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田

及び「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域は本

種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が

広く連続して分布することから、本種の生息は維持される

と考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化に

よる生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環境の

変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変

化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

－ －

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 
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表 11.2.3.2-25 底生動物の重要な種への影響の程度が変化する内容（1/4） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

底
生
動
物 

マルタニシ NT  VU  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ － － 

ミズゴマツボ NT  EN  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － － 

ヒメマルマメ

タニシ 

VU  EN  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

モノアラガイ NT  VU  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － － 

ヒラマキミズ

マイマイ 

DD  DD  DD 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － － 

クルマヒラマ

キガイ 

VU  VU  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-25 底生動物の重要な種への影響の程度が変化する内容（2/4） 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画変更前 
事業計画

変更後※

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

底
生
動
物 

ヒラマキガイ

モドキ 

NT  NT  NT 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － － 

マシジミ NT  NT  VU 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － － 

ミヤマサナエ  CR CR   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、

これらの改変区域は本種の生息環境として適さな

くなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － － 

クロサナエ  VU VU   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た「源流区間」の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の

変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － － 

ミズカマキリ  CR NT   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 
直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の

変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ － － 

ヘイケボタル  VU VU   直接改変により、本種の主要な生息環境と推定され

た水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － － 

※ －：予測結果の概要において、事業計画変更に伴う環境影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-25 底生動物の重要な種への影響の程度が変化する内容（3/4） 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画

変更前※
事業計画変更後 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

底
生
動
物 

クロスジギン

ヤンマ 

  NT 重 要な

種に追

加 

 
－ 予測結果の概要は、陸上昆虫類に記載した － －

コヤマトンボ   NT 重 要な

種に追

加 

 
－ 予測結果の概要は、陸上昆虫類に記載した － －

コシボソヤン

マ 

  VU 重 要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、これら

の改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境

が広く連続して分布することから、本種の生息は維持さ

れると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化

による生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ －

ヒメサナエ   VU 重 要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

「源流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、これら

の改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境

が広く連続して分布することから、本種の生息は維持さ

れると考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化

による生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ －

ミナミヌマエ

ビ 

  DD 重 要な

種に追

加 

 

－ 

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区

間」については、直接改変の影響は想定されない。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化

による生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

－ －

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 
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表 11.2.3.2-25 底生動物の重要な種への影響の程度が変化する内容（4/4） 

(長崎県レッドリスト変更に伴う新規の重要な種) 

項 目 

重要な種の選定基準 予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

旧ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ 

改訂版長崎県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 

環境省
第 4次
ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

事業計画

変更前※
事業計画変更後 

工
事
中 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

環
境
省 

長
崎
県

 
変化の
内容 

動 

物 

底
生
動
物 

スジエビ   DD 重要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された

「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の生息環境が広く

連続して分布することから、本種の生息は維持されると

考えられる。 
直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化

による生息環境の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う主要な生息環境の変化は小さいと考え

られる。 

－ －

ホウネンエビ   NT 重要な

種に追

加 

 

－ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水

田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 
しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境

が広く連続して分布することから、本種の生息は維持さ

れると考えられる。 

－ －

※ －：事業計画変更前の時点では、重要な種に該当していなかったため、予測対象ではないことを示す。 

 

重要な種の選定基準 
■環境省レッドリスト： 
・旧：「鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて」及び「哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝

類、植物Ⅰ及び植物Ⅱのレッドリストの見直しについて」掲載種 
・新：「哺乳類､鳥類､爬虫類､両生類､昆虫類､貝類､その他無脊椎動物､汽水・淡水魚類環境省第 4 次レッドリスト 2012」掲載種 
CR：絶滅危惧ⅠA 類  EN：絶滅危惧 IB 類  VU：絶滅危惧Ⅱ類  NT：準絶滅危惧  DD：情報不足 

■長崎県レッドリスト： 
・旧：長崎県レッドデータブック：「ながさきの希少な野生動植物－レッドデータブック 2001－」掲載種 
・新：長崎県レッドリスト：「改訂版 長崎県レッドリスト」掲載種 
CR：絶滅危惧ⅠA 類  EN：絶滅危惧 IB 類  VU：絶滅危惧Ⅱ類  NT：準絶滅危惧  DD：情報不足 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

 

 

 

 



11.2-48 

 

(8)生態系 

1) 上位性（陸域） 

事業計画変更に伴う上位性（陸域）への影響の比較について、表 11.2.3.2-26 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-26 生態系の上位性（陸域）への影響の程度が変化する内容 

項 目 

予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

施設等の

存在及び

供 用

上
位
性 

陸
域 

サシバ 

行動圏の改変の程度が大きく、営巣地が改変区域と重

複するつがい(A つがい)について、営巣環境及び狩り場環

境が行動圏の周辺に広く連続して分布していること、営

巣地を近隣に移動させる習性もあることから、つがいは

生息し、繁殖活動は維持されると考えられる。 
湛水面積の縮小に

伴い、生息環境の改

変割合が若干小さく

なることから、事業

計画変更前に比べ影

響が低減される。 

― ― 
ハイタカ 

直接改変による生息環境の変化は小さく、直接改変以

外の建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化

も小さいと考えられることから、本種の生息は維持され

ると考えられる。 

ノスリ 

直接改変による生息環境の変化は小さく、直接改変以

外の建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化

も小さいと考えられることから、本種の生息は維持され

ると考えられる。 

 

 

2) 上位性（河川域） 

事業計画変更に伴う上位性（河川域）への影響の比較について、表 11.2.3.2-27 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-27 生態系の上位性（河川域）への影響の程度が変化する内容 

項 目 

予測結果の概要 
環境保全措置
の検討 

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

施設等の

存在及び

供 用

上
位
性 

河
川
域 

カワセミ 

工事中について、分布位置及び狩り場の一部が改変区

域と重複するものの、改変の程度は小さく、分布位置及

びその周辺に狩り場が広く残存する。ダム下流における

水質の変化による餌生物の生息環境や狩り場環境の変

化は小さいと考えられる。 

ダム完成後について、分布位置及び狩りに関する行動

の確認位置の一部と改変区域が重複するが、改変の程度

は小さく、分布位置及びその周辺に狩り場が広く残存す

る。 

ダム下流の水質の変化による餌生物の生息環境及び

狩り場環境の変化やダム下流河川への土砂供給の変化

による餌生物の生息環境の変化が小さいと考えられる

ことから、ダム完成後の生息環境の変化は小さく、非繁

殖期における本種の生息は維持されると考えられる。 

湛水面積の縮小に

伴い、生息環境の改変

割合が若干小さくな

ることから、事業計画

変更前に比べ影響が

低減される。 

― ― 
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3) 典型性（陸域） 

事業計画変更に伴う典型性（陸域）への影響の比較について、表 11.2.3.2-28 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-28 生態系の典型性（陸域）への影響の程度が変化する内容 

項 目 

予測結果の概要 
環境保全措置 
の検討 

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

施設等の

存在及び

供 用

典
型
性 

陸 

域 

「常緑広葉樹林（典

型性）」 

「スギ・ヒノキ植林

（典型性）」 

「水田（典型性）」 

常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林の改変面積は

小さい。また、水田の改変面積は調査地域全体の

水田面積からみると小さいと考えられる。また、

渡河部は、貯水予定区域の上流に残存し、直接改

変による変化は小さいと考えられることから中

大型哺乳類の移動は維持されると考えられる。 

以上のことから、生息・生育する生物群集への

影響は小さく、「常緑広葉樹林（典型性）」、「ス

ギ・ヒノキ植林（典型性）」及び「水田（典型性）」

は対象事業の実施後も維持されると考えられる

ことから、地域の生態系は維持されると考えられ

る。 

湛水面積の縮小に

伴い、植生及び河川

域の改変割合が若干

小さくなることか

ら、事業計画変更前

に比べ影響が低減さ

れる。 

― ― 

 

 

4) 典型性（河川域） 

事業計画変更に伴う典型性（河川域）への影響の比較について、表 11.2.3.2-29 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 
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表 11.2.3.2-29 生態系の典型性（河川域）への影響の程度が変化する内容 

項 目 

予測結果の概要 
環境保全措置 
の検討 

事業計画変更前 事業計画変更後 工事中

施設等の

存在及び

供 用 

典
型
性 

河
川
域 

「
源
流
区
間
」
「
上
流
区
間
」
「
中
流
区
間
」 

・「源流区間」 
貯水池の存在による直接改変の影響により、総区間延長 14.5km の「源流
区間」のうち本明川の 0.2km が貯水池に水没する。貯水池により水没する
区間が「源流区間」の最下流部にあり、貯水予定区域の上流区間が対象事
業の実施後においても大部分が残存し、かつ残存する区間の分断は生じな
いことから、「源流区間」の変化は小さいと考えられる。 
本区間の残存区間は西谷川を除き貯水池の上流に位置することから、水
質の変化に伴う生息環境の変化、ダム下流河川の流況の変化に伴う生育環
境の変化、ダム下流河川への土砂供給の変化に伴う生息環境の変化は想定
されない。 
また、西谷川の建設発生土処理場の工事中における水質（土砂による水
の濁り）の変化による魚類や底生動物等の生息環境の変化は小さいと考え
られる。 
以上のことから、「源流区間（典型性）」は維持されると考えられる。

湛水面積の縮
小に伴い、水没
する「源流区間」
の割合が若干小
さくなることか
ら、事業計画変
更前に比べ影響
が低減される。 

― ― 

・「上流区間」 
ダム堤体の存在及び貯水池の存在による直接改変の影響により、総区間
延長 12.3km の「上流区間」のうち本明川の 2.6km が改変される。しかし、
上流側に残存する区間と水没する区間は、堰、落差工によりすでに分断さ
れていることから、連続性については現状から変化は小さいと考えられる。
下流側の残存する区間は、現状と変わらず連続性は保たれるものと考えら
れる。 
貯水池の出現により､止水環境に応じた鳥類や魚類等の生物が生息する
ものと考えられる。 
ダム下流河川においては、土砂供給の変化に伴い河床構成材料が変化す
ると想定される。しかし、支川の「上流区間」（富川、西谷川及び湯野尾
川）では、河床構成材料の変化は生じない。 
ダム下流河川における流況の変化に伴う植生の変化については、ダムの
供用時には冠水頻度が変化するものの、植生の変化は小さいと考えられる。
水質の変化のうち､工事中における土砂による水の濁りの変化について
は､本明川及び西谷川の区間における SS の変化は小さいと予測される。施
設等の存在及び供用時における土砂による水の濁りの変化については､本
明川の区間では、出水後の濁水の長期化の傾向はほとんど見られないと考
えられる。 
水温については、本明川の区間では冬季から春季にやや水温が低下傾向
となるものの、10 カ年変動幅に概ね収まっている。 
BOD については、本明川の区間では施設等の存在及び供用において BOD
はダム建設前後でほぼ同程度と予測される。 
以上のことから、「上流区間（典型性）」は維持されると考えられる。

湛水面積の縮
小に伴い、水没
する「上流区間」
の割合が若干小
さくなることか
ら、事業計画変
更前に比べ影響
が低減される。 

― ― 

・「中流区間」 
「中流区間」は､改変区域から離れており､直接改変による生息・生育環境
の変化は想定されない。 
ダム下流河川においては、土砂供給の変化に伴い河床構成材料が変化す
ると想定されるが、湯野尾川や西谷川、目代川等が合流し、これらの支川
からの土砂の供給が見込まれることから、ダム建設後の河道状況の変化は
小さいと考えられる。 
ダム下流河川の流況の変化に伴う植生の変化は、ダムの供用時には冠水
頻度が変化するものの、植生の変化は小さいと考えられる。 
水質の変化のうち、工事中における土砂による水の濁りの変化について
は、出水後の濁水長期化の傾向はほとんど見られない。 
水温については、施設等の存在及び供用において水温の低下傾向がみら
れるものの、10 カ年変動幅に概ね収まっている。 
BOD については、施設等の存在及び供用において BOD はダム建設前後でほ
ぼ同程度と予測される。 
以上のことから、「中流区間（典型性）」は維持されると考えられる。

 湛水面積の縮
小に伴う直接改
変は想定されな
い。 

― ― 

その結果、「源流区間（典型性）」、「上流区間（典型性）」及び「中流区
間（典型性）」は維持されると考えられることから、地域の生態系も維持され
ると考えられる。 

事業計画変更
前に比べ影響が
低減される。 

― ― 
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(9)景観 

事業計画変更に伴う景観への影響の比較について表 11.2.3.2-30 に、事業計画変更前後で

の主要な眺望景観の状況の比較を表 11.2.3.2-31 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表11.2.3.2-30 景観への影響の程度が変化する内容 

項 目 

予測結果の概要 
環境保
全措置
の検討

事業計画変更前 事業計画変更後※ 

施設の

存在及び

供 用

主要な視点場 古場公民館 対象事業の実施による改変を受けない。 － － 

景観資源 
多良岳火山 

対象事業の実施により、多良岳火山の一部が改変を
受けるが、改変の程度がわずかである。 

－ － 

富川渓谷 対象事業の実施による改変を受けない。 － － 

主要な眺望景観 

五家原岳展望台か
ら大村湾の自然海
岸及び多良岳火山 

ダム堤体、原石山跡地、付替道路等による多良岳火
山及び大村湾の自然海岸を望む主要な眺望景観に変
化が生じる。 

－ 

○ 

影響要因の視角 事業計画変更前 事業計画変更後

ダム堤体長辺 1.1° 0.9° 

ダム堤体短辺 0.1° 0.1° 

貯水池長辺 1.8° 1.4° 

貯水池短辺 1.1° 0.9° 

付替道路長辺 10.8° 8.1° 

付替道路短辺 0.6° 0.6° 

原石山跡地長辺 1.3° 1.0° 

原石山跡地短辺 1.0° 0.8° 

高峰展望台から大
村湾の自然海岸及
び多良岳火山 

ダム堤体、原石山跡地、付替道路等による多良岳火
山及び大村湾の自然海岸を望む主要な眺望景観に変
化が生じる。 

－ 

○ 

影響要因の視角 事業計画変更前 事業計画変更後

ダム堤体長辺 6.1° 5.0° 

ダム堤体短辺 0.4° 0.4° 

貯水池長辺 15.0° 13.0° 

貯水池短辺 6.1° 5.0° 

付替道路①長辺 27.4° 23.5° 

付替道路①短辺 1.9° 1.9° 

付替道路②長辺 5.2° 視認出来ない 

付替道路②短辺 2.5° 視認出来ない 

原石山跡地長辺 5.1° 4.5° 

原石山跡地短辺 4.7° 4.2° 

本野小学校前から
多良岳火山 

付替道路等による多良岳火山を望む主要な眺望景観
に変化が生じる。 

－ 

○ 

影響要因の視角 事業計画変更前 事業計画変更後

ダム堤体長辺 12.5° 10.3° 

ダム堤体短辺 3.0° 2.7° 

付替道路長辺 2.8° 2.7° 

付替道路短辺 1.2° 0.9° 

古場公民館から多
良岳火山 

原石山跡地、付替道路等による多良岳火山を望む主
要な眺望景観に変化が生じる。 

－ 

○ 

影響要因の視角 事業計画変更前 事業計画変更後

付替道路①短辺 1.7° 1.7° 

付替道路②長辺 36.5° 17.2° 

付替道路②短辺 3.0° 1.1° 

原石山跡地長辺 44.5° 42.7° 

原石山跡地短辺 12.7° 11.9° 

※ －：事業計画変更に伴う影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-31 景観への影響の程度が変化する内容(事業計画変更前後での主要な眺望景観の状況の比較) (1/2) 

 事業計画変更前における眺望写真 事業計画変更後における眺望写真 

五家原岳展望台から大村湾
の自然海岸及び多良岳火山 

  

高峰展望台から大村湾の 
自然海岸及び多良岳火山 

  

本野小学校前から 
多良岳火山 

  

原石山跡地長辺：1.3°

原石山跡地短辺：1.0°
ダム堤体短辺：0.1° 

大村湾の自然海岸 
付替道路長辺：10.8° 

付替道路短辺：0.6° 

貯水池短辺・ダム堤体長辺：1.1° 貯水池長辺：1.8°

付替道路短辺：0.6° 

原石山跡地長辺：1.0° 

原石山跡地 
短辺：0.8° 

ダム堤体短辺：0.1° 

大村湾の自然海岸 
付替道路長辺：8.1° 

貯水池短辺・ダム堤体長辺：0.9° 貯水池長辺：1.4° 

貯水池短辺・ 
ダム堤体長辺：5.0° 

付替道路①長辺：23.5° 

原石山跡地短辺：4.2° 

大村湾の自然海岸 

原石山跡地長辺：4.5° 

付替道路① 
短辺：1.9° 

ダム堤体
短辺：0.4°

貯水池 
長辺：13.0° 

ダム堤体長辺：12.5° 

多良岳火山

ダム堤体短辺：3.0°

付替道路長辺：2.8° 

付替道路短辺：1.2° 

ダム堤体 
長辺：10.3° 

多良岳火山 

ダム堤体 
短辺：2.7° 

付替道路 
長辺：2.7° 

付替道路 
短辺：0.9° 

貯水池短辺・ 
ダム堤体長辺：6.1° 

付替道路①長辺：27.4° 

原石山跡地短辺：4.7°

付替道路②短辺：2.5° 

大村湾の自然海岸 

原石山跡地長辺：5.1° 

付替道路①短辺：1.9°

ダム堤体短辺：0.4° 

貯水池長辺：15.0° 

付替道路②長辺：5.2° 
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表 11.2.3.2-31 景観への影響の程度が変化する内容(事業計画変更前後での主要な眺望景観の状況の比較) (2/2) 

 事業計画変更前における眺望写真 事業計画変更後における眺望写真 

古場公民館から多良岳火山 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多良岳火山 

原石山跡地長辺：44.5° 

付替道路②長辺：36.5°

付替道路②短辺：3.0° 

付替道路①短辺：1.7°

原石山跡地短辺：12.7° 

貯水池短辺：10.9°

原石山跡地長辺：42.7° 

多良岳火山 

原石山跡地短辺：11.9°

付替道路②長辺：17.2°

付替道路②短辺：1.1°

付替道路①短辺：1.7°

貯水池短辺：9.1°
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(10)人と自然との触れ合い活動の場 

事業計画変更に伴う人と自然との触れ合い活動の場への影響の比較について、表

11.2.3.2-32 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表11.2.3.2-32 人と自然との触れ合い活動の場への影響の程度が変化する内容(1/3) 

予測地点 
予測結果 環境保全措置の検討

事業計画変更前 
事業計画 
変更後 

工事中 
施設等の存
在及び供用

ホタル観賞
地 
(蒲生田橋、
清水山橋) 

【工事中】 
○改変の程度 
・ホタル観賞地(清水山橋)は消失すると予測されるが、ホタル観賞
地は、本明川流域に点在しており、主要な人と自然との触れ合い
活動は維持されると考えられる。 
○利用性の変化 
・ホタル観賞地(清水山橋)が消失すると予測される。 
・ホタル観賞地(蒲生田橋)までのアクセス性の変化は想定されない。
○快適性の変化 
・ホタル観賞地(清水山橋)が消失すると予測される。 
・ホタル観賞地(蒲生田橋)の騒音及び振動の変化は小さいと予測さ
れる。 
・ホタル観賞地(蒲生田橋)は湯野尾川下流に位置するため、工事の
実施による水質の変化は想定されない。 － － － 

【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
・ホタル観賞地(清水山橋)は消失すると予測されるが、ホタル観賞
地は、本明川流域に点在しており、主要な人と自然との触れ合い
活動は維持されると考えられる。 
○利用性の変化 
・ホタル観賞地(清水山橋)が消失すると予測される。 
・ホタル観賞地(蒲生田橋)までのアクセス性の変化は想定されない。
○快適性の変化 
・ホタル観賞地(清水山橋)が消失すると予測される。 
・ホタル観賞地(蒲生田橋)は湯野尾川下流に位置するため、施設等
の存在及び供用による水質の変化は想定されない。 

本明川 

【工事中】 
○改変の程度 
・本明川の一部は改変を受けると予測されるが、改変を受ける区間
で行われる水遊び等の活動は、改変を受けない区間において行う
ことが可能であり、主要な人と自然との触れ合い活動は維持され
ると考えられる。 
○利用性の変化 
・改変を受ける区間は消失すると予測される。 
・改変を受けない区間においては、アクセス性の変化は想定されな
い。 
○快適性の変化 
・改変を受ける区間は消失すると予測される。 
・改変を受けない区間においては、騒音及び振動の変化及び水質の
変化は小さいと予測される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
・本明川の一部は改変を受けると予測されるが、改変を受ける区間
で行われる水遊び等の活動は、改変を受けない区間において行う
ことが可能であり、主要な人と自然との触れ合い活動は維持され
ると考えられる。 
○利用性の変化 
・改変を受ける区間は消失すると予測される。 
・改変を受けない区間においては、アクセス性の変化は想定されな
い。 
○快適性の変化 
・改変を受ける区間は消失すると予測される。 
・改変を受けない区間においては、水質の変化は小さいと予測され
る。 

※  －：事業計画変更に伴う影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表11.2.3.2-32 人と自然との触れ合い活動の場への影響の程度が変化する内容(2/3) 

予測地点 
予測結果 環境保全措置の検討

事業計画変更前 
事業計画 
変更後 

工事中 
施設等の存
在及び供用

湯野尾川 

【工事中】 
○改変の程度 
・湯野尾川の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
・湯野尾川までのアクセス性の変化は想定されない。 
○快適性の変化 
・騒音及び振動の変化は小さいと予測される。 
・水質の変化は想定されない。 － － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
・湯野尾川の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
・湯野尾川までのアクセス性の変化は想定されない。 
○快適性の変化 
・水質の変化は想定されない。 

富 川 

【工事中】 
○改変の程度 
・富川の一部は改変を受けると予測されるが、改変を受ける区間で
行われる水遊び等の活動は、本明川等の改変を受けない区間にお
いて行うことが可能であり、主要な人と自然との触れ合い活動は
維持されると考えられる。 
○利用性の変化 
・改変を受ける区間は消失すると予測される。 
・改変を受けない区間においては、富川までのアクセスルートは変
更されるが、所要時間の増減は+1 分弱であり、アクセス性の変化
は小さいと予測される。 
○快適性の変化 
・改変を受ける区間は消失すると予測される。 
・改変を受けない区間においては、騒音及び振動の変化は小さいと
予測され、水質の変化は想定されない。 － － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
・富川の一部は改変を受けると予測されるが、改変を受ける区間で
行われる水遊び等の活動は、本明川等の改変を受けない区間にお
いて行うことが可能であり、主要な人と自然との触れ合い活動は
維持されると考えられる。 
○利用性の変化 
・改変を受ける区間は消失すると予測される。 
・改変を受けない区間においては、富川までのアクセスルートは変
更されるが、所要時間の増減は+30 秒弱であり、アクセス性の変化
は小さいと予測される。 
○快適性の変化 
・改変を受ける区間は消失すると予測される。 
・改変を受けない区間においては、水質の変化は想定されない。 

富川渓谷 

【工事中】 
○改変の程度 
・富川渓谷の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
・富川渓谷までのアクセスルートは変更されるが、所要時間の増減
は+1 分弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測される。 
○快適性の変化 
・騒音及び振動の変化は小さいと予測される。 
・親水活動が確認された地点は対象事業実施区域の上流に位置する
ため、水質の変化は想定されない。 － － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
・富川渓谷の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
・富川渓谷までのアクセスルートは変更されるが、所要時間の増減
は+30 秒弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測される。 
○快適性の変化 
・親水活動が確認された地点は対象事業実施区域の上流に位置する
ため、水質の変化は想定されない。 

※ －：事業計画変更に伴う影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表11.2.3.2-32 人と自然との触れ合い活動の場への影響の程度が変化する内容(3/3) 

予測地点 
予測結果 環境保全措置の検討

事業計画変更前 
事業計画 
変更後 

工事中 
施設等の存
在及び供用

五家原岳登
山・西麓コー
ス 

【工事中】 
○改変の程度 
・五家原岳登山・西麓コースの改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
・五家原岳登山・西麓コースまでのアクセスルートは変更されるが、
所要時間の増減は+1 分弱であり、アクセス性の変化は小さいと予
測される。 
○快適性の変化 
・騒音及び振動の変化は小さいと予測される。 
・水質の変化による影響を受けると想定される親水性を必要とする
活動は行われていない。 

－ － － 

【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
・五家原岳登山・西麓コースの改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
・五家原岳登山・西麓コースまでのアクセスルートは変更されるが、
所要時間の変化はなく、アクセス性の変化はないと予測される。
○快適性の変化 
・水質の変化による影響を受けると想定される親水性を必要とする
活動は行われていない。 

行脚の滝 

【工事中】 
○利用性の変化 
・行脚の滝までのアクセスルートは変更されるが、所要時間の増減
は+1 分弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測される。 

－ － － 【施設等の存在及び供用】 
○利用性の変化 
・行脚の滝までのアクセスルートは変更されるが、所要時間の増減
は+30 秒弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測される。 

高峰展望台 

【工事中】 
○利用性の変化 
・高峰展望台までのアクセスルートは変更されるが、所要時間の増
減は+4 分であり、アクセス性の変化は小さいと予測される。 

－ － － 【施設等の存在及び供用】 
○利用性の変化 
・高峰展望台までのアクセスルートは変更されるが、所要時間の変
化はなく、高峰展望台までのアクセス性の変化はないと予測され
る。 

※ －：事業計画変更に伴う影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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(13)歴史的文化的環境 

事業計画変更に伴う歴史的文化的環境への影響の比較について、表 11.2.3.2-33 に示す。 

なお、事業計画変更前後で環境保全措置の検討結果の変更はない。 

 

表 11.2.3.2-33 歴史的文化的環境への影響の程度が変化する内容(1/2) 

予測地点 
予測結果 環境保全措置の検討

事業計画変更前 事業計画変更後※ 
工事中 施設の存在

及び供用

文
化
財
等 

大渡野用
水 

【工事中】 
○改変の程度 
大渡野用水の一部区間が消失し､通水が阻害されると予
測される。 

－ ○ ○ 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
大渡野用水の一部が消失し、通水が阻害されると予測さ
れる。 

岩観音 

【工事中】 
○改変の程度 
岩観音の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
岩観音までのアクセスルートは変更されるが、所要時間
の増減は-30 秒弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測
される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
 岩観音の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
岩観音までのアクセスルートは変更されるが、所要時間
の増減は-1 分弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測
される。 

神明社 

【工事中】 
○改変の程度 
 神明社の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
 神明社までのアクセス性の変化は想定されない。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
 神明社の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
 神明社までのアクセス性の変化は想定されない。 

洞仙神社 

【工事中】 
○改変の程度 
 洞仙神社は消失すると予測される。 
○利用性の変化 
 洞仙神社は消失すると予測される。 

－ ○ ○ 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
 洞仙神社は消失すると予測される。 
○利用性の変化 
 洞仙神社は消失すると予測される。 

大山神社 

【工事中】 
○利用性の変化 
大山神社までのアクセスルートは変更されるが、所要時
間の増減は+4 分であり、アクセス性の変化は小さいと予測
される。 － － － 
【施設等の存在及び供用】 
○利用性の変化 
大山神社までのアクセスルートは変更されるが、所要時
間の変化はなく、アクセス性の変化はないと予測される。

※ －：事業計画変更に伴う影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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表 11.2.3.2-33 歴史的文化的環境への影響の程度が変化する内容(2/2) 

予測地点 
予測結果 環境保全措置の検討

事業計画変更前 事業計画変更後※ 工事中 
施設の存在
及び供用

文
化
財
等 

大雄寺の
十一面観
世音菩薩
坐像 

【工事中】 
○利用性の変化 
大雄寺の十一面観世音菩薩坐像までのアクセスルートは

変更されるが、所要時間の増減は+1 分弱であり、アクセス
性の変化は小さいと予測される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○利用性の変化 
大雄寺の十一面観世音菩薩坐像までのアクセスルートは

変更されるが、所要時間の増減は+30 秒弱であり、アクセス
性の変化は小さいと予測される。 

大 雄 寺の
五百羅漢 

【工事中】 
○利用性の変化 
大雄寺の五百羅漢までのアクセスルートは変更される
が、所要時間の増減は+1 分弱であり、アクセス性の変化は
小さいと予測される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○利用性の変化 
大雄寺の五百羅漢までのアクセスルートは変更されるが､
所要時間の増減は+30 秒弱であり､アクセス性の変化は小さ
いと予測される。 

富 川 のか
つら 

【工事中】 
○利用性の変化 
富川のかつらまでのアクセスルートは変更されるが、所
要時間の増減は+1 分弱であり、アクセス性の変化は小さい
と予測される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○利用性の変化 
富川のかつらまでのアクセスルートは変更されるが、所要
時間の増減は+30 秒弱であり、アクセス性の変化は小さいと
予測される。 

奥の院 

【工事中】 
○利用性の変化 
奥の院までのアクセスルートは変更されるが、所要時間
の増減は+1 分弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測
される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○利用性の変化 
奥の院までのアクセスルートは変更されるが、所要時間
の増減は+30 秒弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測
される。 

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地 
広谷A遺跡 

【工事中】 
○改変の程度 
広谷 A遺跡の改変はないと予測される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
広谷 A遺跡の改変はないと予測される。 

広谷B遺跡 

【工事中】 
○改変の程度 
広谷 B遺跡の改変はないと予測される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
広谷 B遺跡の改変はないと予測される。 

西 出 口遺
跡 

【工事中】 
○改変の程度 
西出口遺跡の改変はないと予測される。 

－ － － 
【施設等の存在及び供用】 
○改変の程度 
西出口遺跡の改変はないと予測される。 

※ －：事業計画変更に伴う影響の程度の変化がないあるいは影響の程度が低減されることを示す。 
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11.3 事業計画変更後の環境影響の検討 

11.3.1 対象事業の目的及び内容等 

11.3.1.1 対象事業の名称 

本明川ダム建設事業 

 

11.3.1.2 対象事業の目的 

本明川ダム建設事業は、本明川水系河川整備計画に位置づけられており、本明川水系本明川の

長崎県諫早市富川町及び上大渡野町地先に、洪水調節及び流水の正常な機能の維持を目的とした

ダムを建設するものである。 

 

(1)洪水調節 

本明川ダムの建設される地点において洪水調節を行い、本明川ダム下流沿川地域の洪水被

害を軽減する。 

 

(2)流水の正常な機能の維持 

本明川の流水の正常な機能の維持と増進を図る。 

 

11.3.1.3 対象事業の内容 

(1)対象事業の種類 

国土交通省九州地方整備局が行うダム新築事業 

 

(2)対象事業実施区域の位置 

対象事業実施区域の位置は、本明川水系本明川の長崎県諫早市富川町及び上大渡野町地先

他で、図 11.3.1.3-1(1)～(2)に示すとおりである。 
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図 11.3.1.3-1(1) 
対象事業実施区域の位置 
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図 11.3.1.3-1(2) 
対象事業実施区域の位置 
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(3)対象事業の規模 

貯水面積：約 0.39km2(約 39ha)(洪水時最高水位※1における貯水池の区域の面積) 

(変更前約 0.54km2(約 54ha)) 

 

(4)対象事業に係るダムの堤体の形式 

台形 CSG ダム※2 

 

11.3.1.4 対象事業の概要 

(1)対象事業の総貯水容量 

総貯水容量 ：約 6,200,000m3 (変更前：約 8,600,000m3) 

有効貯水容量 ：約 5,800,000m3 (変更前：約 8,200,000m3) 

 

(2)対象事業に係るダムの堤体の規模 

本明川ダムの施設及び貯水区域に関する事項を以下に示す。 

集水面積  ：約 8.91km2(約 891ha) (変更前：約 8.91km2(約 891ha)) 

堤 高   ：約 55.5m       (変更前：約 64.0m) 

堤頂長   ：約 340.0m      (変更前：約 385.0m) 

堤頂標高  ：標高約 151.5m    (変更前：標高約 160.0m) 

洪水時最高水位 ：標高約 148.0m    (変更前：標高約 154.0m) 

最低水位※3  ：標高約 117.0m    (変更前：標高約 117.0m) 

 

本明川ダムの堤体の平面図、標準断面図及び下流面図を図 11.3.1.4-1～図 11.3.1.4-3 に

示す。 

 

(3)対象事業に係るダムの供用に関する事項 

1) 洪水調節 

本明川ダム地点で、計画高水流量 360m3/秒のうち 300m3/秒の洪水調節を行い、本明川ダ

ム下流沿川地域の洪水被害（昭和 32 年、57 年洪水規模等）を軽減する。 

 

2) 流水の正常な機能の維持 

渇水時にも良好な河川環境の維持と、ダム下流の既得農業用水を安定的に取水できるよ

うに、10 年に 1回程度の渇水において、本明川の流水の正常な機能の維持を図る。 

(公園堰下流地点で概ね 0.25m3/秒) 

 

                                                  
※1：洪水時最高水位：ダムの計画において洪水時にダムによって一時的に貯留することとした流水の最高の水位

で、ダムの非越流部の直上流部におけるものをいう。 
※2：台形CSGダム：現地発生材に、セメント、水を添加し、練り混ぜにより製造されるセメント系固化材を堤体材

料に用い、堤体断面を台形形状とすることで、設計・材料・施工の合理化を実現する形式のダムをいう。 
※3：最低水位：貯水池の運用計画上の最低の水位をいう。 
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図 11.3.1.4-1 ダム堤体の平面図 

 

 

 
図 11.3.1.4-2 ダム堤体の標準断面図 
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本明川 

ダム貯水池 
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洪水時最高水位

EL 約 148.0m

最低水位 EL 約 117.0m 

本明川 
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図 11.3.1.4-3 ダム堤体の下流面図 

 

(4)本明川ダムの操作方式 

1) 洪水時の洪水操作（自然調節方式） 

ダムに流入した洪水は固定の常用洪水吐き（洪水時に使用する放流設備）によって絞り

込まれた量を放流し、それを上回る流入量を貯め込むことで治水効果を発揮する。 

2) 流水の正常な機能の維持のための放流操作 

流水の正常な機能の維持のためのダムからの補給については、ダムに設置された取水施

設から取り入れ、ダム底部の利水放流管路を通し、放流口から放流する。 

 

(5)台形 CSG ダムの特徴 

1) 設計の合理化 

堤体形状を台形にすることなどにより、堤体内に発生する最大発生応力、応力変動を削

減し、CSG の材料に要求される必要強度を最小限にする設計手法を用いる。 

また、基礎地盤に求められる強度や変形性に対しても、コンクリートダムに比べて許容

範囲が広くなる。 

2) 施工の合理化  

設計の合理化によって CSG の材料に要求される必要強度を低く押さえることにより、CSG

の材料の製造方法、施工方法を簡素化する。具体的には、骨材プラントの省略、施工設備

の簡素化、汎用機械の使用により、コスト縮減と迅速な施工を可能にする。 

3) 材料の合理化 

設計の合理化によって CSG の材料に要求される必要強度を低く押さえることにより、そ

の母材となる岩石の使用許容範囲が広く、従来のコンクリートダムでは使用されなかった

風化岩や掘削廃棄岩を有効利用することで、環境の保全とコスト縮減を図る。 

 

 

 (6)ダム事業の経緯 

●予備調査開始(昭和 58 年度) 

(可能性調査)地形・地質的にダムが建設可能と考えられる地点の調査を開始した。 

 

●実施計画調査(平成 2年度) 

(詳細調査)ダム計画の基礎となる各種調査(ボーリング、測量等)に着手した。 

 

堤頂標高 EL 約 151.5m 

堤頂長 約 340.0m 
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●建設事業着手(平成 6年度) 

ボーリングや環境調査、概略設計等を行い、ダムの基本計画策定に向けての準備に着手

した。 

 

●本明川水系本明川河川整備方針策定(平成 12 年度) 

平成 9 年の河川法改正に基づき、本明川水系における治水、利水、河川環境等の河川整

備、河川管理の長期的な方針を総合的に定めたもので、従前の工事実施基本計画で記載さ

れていなかった河川環境の整備と保全や維持管理等に関する方針についても記載している。 

 

●本明川河川整備計画策定(平成 16 年度) 

治水、河川環境、河川利用の現状と課題等について、地域住民などの意見を踏まえなが

ら定めたもので、本明川水系河川整備方針に沿って今後 20 年～30 年で実施する整備目標を

掲げている。 

 

●長崎県南部広域水道事業の再評価(平成 19 年度) 

水道用水の必要量については、長崎県南部広域水道企業団により平成 19 年に事業再評価

が実施され、水需要の予測の見直し等により、本明川ダムに求める水道水源必要量が確定

された。 

 

●長崎県環境影響評価条例に基づく手続きの開始(平成 20 年度) 

本明川ダム事業においては、平成 20 年 6 月に本明川ダム環境影響評価方法書の公告・縦

覧を行った。 

 

●本明川ダム環境影響評価準備書の公告・縦覧、知事意見の提出(平成 21 年度) 

方法書に従って、事業による環境影響の予測・評価を行い、平成 21 年 4 月に、環境影響

の予測・評価及び環境保全のための検討の結果をとりまとめた環境影響評価準備書の公

告・縦覧を行い、同年 10 月に準備書に対する知事意見が提出された。 

 
●本明川ダム建設事業の検証に係る検討の開始(平成 21 年度) 

平成 21 年 12 月に、ダム事業の検証に係る検討の対象ダムとなり、その後、検討の手順

や手法を定めた「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に基づき、ダ

ム事業の検証に係る検討を実施することとなった。 

 

●利水参画者の本明川ダム事業からの撤退(平成 25 年度) 

ダム事業の検証に係る検討の過程で、平成 22 年 12 月に本明川ダム建設事業の利水参画

者である長崎県南部広域水道企業団に対し、ダム事業参画継続の意思、必要な開発量の確

認、水需給の点検、確認及び代替案が考えられないか検討するよう要請したところ、平成

25 年 5 月に利水参画者から継続の意思なしの回答を得た。 

 

●本明川ダム建設事業の検証に係る検討に基づく対応方針(平成 25 年度) 

ダム事業の検証に係る検討の結果、平成 25 年 8 月に、新規利水を除いて事業継続の対応

方針となった。 
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11.3.2 対象事業の工事計画の概要 

本明川ダム事業における工事は、図 11.3.2-1 に示す手順で施工する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注）工事期間について 

    各工事に要する期間については、技術的に可能な範囲で算出した最短工程であり、現地の諸条件や予算

の状況等により前後する場合がある。 

図 11.3.2-1 工事計画フロー 
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11.3.3 環境影響評価の項目 

対象事業に係る環境影響評価の項目は、「長崎県環境影響評価技術指針（平成 12 年 4 月 長崎

県告示第 559 号）」（以下、県技術指針という。）の別表 2 に加え、事業特性及び地域特性を勘

案し、環境影響評価の項目を追加した。 

選定した項目のうち、事業計画変更に伴い環境影響が変化すると考えられる環境影響評価項目

を表 11.3.3-1 に示すとおり選定した。 
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表 11.3.3-1 環境影響要因の変化及び環境影響が変化すると考えられる環境影響評価項目の選定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象事業に係る環境影響評価の項目※1

環境影響要因 工事中 施設等の存在及び供用

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響

建
設
機
械
の
稼
働

資
機
材
の
運
搬
車
両
の
走
行

原
石
の
採
取

工
事
施
工
ヤ
ー

ド
及
び
工
事
用
道
路
等
の
設
置

建
設
発
生
土
の
処
理
の
工
事

ダ
ム
の
堤
体
の
存
在

ダ
ム
の
供
用
及
び
貯
水
池
の
存
在

原
石
山
の
跡
地
の
存
在

道
路
の
存
在

建
設
発
生
土
処
理
場
の
跡
地
の
存
在

環境影響要因の変化の有無及び
再予測評価の対象に選定した理由又は選定しない理由

粉じん等 ○ ○ ○ ○

二酸化窒素及び粒子状物質 ○ ○ ○ ○

騒音 ○ ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○ ○

低周波音 ○ ○ ○ ―

電波障害

悪臭

土砂による水の濁り ○ ○ ● ● ○
○
供用後

■工事中
・工事ヤード及び建設発生土処理場予定地の位置は変更せず、面積も同じであるか縮小されることから、工事区域からの濁水の流出量は低減する
と考えられるため、再予測評価は実施しない。
■施設等の存在及び供用
・貯水池の規模や運用が変更されることによる環境影響の変化を評価するため、再予測評価を実施する。

水素イオン濃度 ○ ―
■工事中
・ダム堤体の縮小に伴い、施工数量等が減少することから、アルカリ性のコンクリート打設作業の排水による水素イオン濃度は低減すると考えられる
ため、再予測評価は実施しない。

水温 ○ ○

富栄養化 ○ ○

溶存酸素量 ○ ○

水象 ○ ○ ● ● ○ ―

■工事中
・工事ヤード及び建設発生土処理場予定地の位置は変更せず、面積も同じであるか縮小されることから、ピーク流量の増加率は低減すると想定され
るため、再予測評価は実施しない。
■施設等の存在及び供用
・洪水時の洪水操作(自然調節方式)及び流水の正常な機能の維持のための放流操作が変わらないため、再予測評価は実施しない。

土壌汚染

地盤沈下

地形及び地質 ○ ○ ○ ○ ● ○
■施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、新たに改変区域となる箇所に重要な地形及び地質はないこと等を確認するため、再予測評価を実施する。

植物 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

動物 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

生態系 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

景観 ○ ○ ○ ○ ● ○
■施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、一部、改変区域の位置等が変更されることから、再予測評価を実施する。

● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○
■工事中、施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、一部、改変区域の位置等が変更されることから、再予測評価を実施する。

歴史的文化的環境 ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○
■工事中、施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、一部、改変区域の位置等が変更されることから、再予測評価を実施する。

廃棄物等 ○ ○ ● ● ―
■工事中
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少することから、廃棄物等の発生量が減少すると想定されるため、再予測評価は実
施しない。

温室効果ガス

※1：対象事業に係る環境影響評価の項目
　　○：長崎県環境影響評価技術指針（長崎県　平成12年4月）別表2に掲げられている標準項目として記載されており、環境影響評価の項目として選定したもの。
　　●：長崎県環境影響評価技術指針（長崎県　平成12年4月）別表2に掲げられている標準項目以外に事業による環境影響を考慮して環境影響評価の項目として追加して選定したもの。
※2：事業計画変更に伴う環境影響の比較項目
　　○：事業計画変更に伴う環境影響の比較を実施する項目。
　　－：事業計画変更に伴う環境影響の比較を実施しない項目。

土壌に係る環境
その他の環境

■工事中、施設等の存在及び供用
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、施工数量等が減少する。
・ただし、一部、改変区域の位置等が変更されることから、再予測評価を実施する。

人と自然との触れ合い活動の場

事業計画変更に伴う環境影響の再予測評価※2

  環境要素

大気環境

大気汚染 ■工事中
・ダム堤体の縮小に伴い、改変区域が縮小し、ユニット数及び車両台数等が減少する。
・既往の予測地点によっては、改変区域や工事用道路等との距離が変わる上、一部、工事用道路が新たに設けられる近傍に集落があることから、大
気汚染、騒音及び振動の再予測評価を実施する。
・低周波音については、低周波音の発生が懸念される鋼製橋梁の設置及び発破は、事業計画変更前と変わらず行わないため、再予測評価は実施
しない。

水環境

水質汚濁

■施設等の存在及び供用
・貯水池の規模や運用が変更されることによる環境影響の変化について、再予測評価を実施する。
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11.3.4 環境影響評価の結果 

11.3.4.1 大気汚染 

11.3.4.1.1 粉じん等 

(1)予測の基本的な手法 

粉じん等の影響については、降下ばいじんを指標に予測及び評価を行う※1。 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.1-1 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.1-1 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(粉じん等) 

影響要因 環境影響の内容 

工
事
中 

・建設機械の稼働 

・資機材の運搬車両の走行(現場内) 

・原石の採取 

・建設機械の稼働に係る降下ばいじん

による生活環境の変化 

・資機材の運搬車両の走行 ・資機材の運搬車両の走行に係る降下

ばいじんによる生活環境の変化 

 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る降下ばいじん 

建設工事の現場では、掘削や盛土等の工事に関して複数の建設機械が同時に稼働するこ

とが多い。この複数の建設機械の稼働は、掘削や盛土等の建設作業(以下「作業単位」と

いう。)を行うために必要な標準的な建設機械の組合せをもとに設定される。 

従って、建設機械の稼働に係る降下ばいじんの予測では、作業単位を考慮した標準的な

建設機械の組合せ(以下「ユニット」という。)の稼働に伴い発生する降下ばいじんの寄与

量を予測する。 

また、降下ばいじんの寄与量の予測は解析によるものとした。解析に用いた予測式は、

ガス状物質の有風時の標準的な大気拡散予測式であるプルーム式の考え方を基本とした

式を用い、実際の工事現場における降下ばいじんの調査で測定された建設機械の稼働に係

る降下ばいじんの寄与量から、降下ばいじんの発生量を表す係数及び距離拡散を表す係数

等を設定したものである。 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじん 

季節別の風向別基準降下ばいじん量については「1)建設機械の稼働及び原石の採取に係

る降下ばいじん」の工事現場内の運搬に係る降下ばいじんの寄与量の予測式と同様とし、

季節別の降下ばいじん量については「1)建設機械の稼働及び原石の採取に係る降下ばいじ

ん」と同様とした。 

 

 

                                                  
※1：「建設工事に伴う粉じん等の予測・評価手法について 土木技術資料第42巻第1号」によれば、降下ばいじん量が「降下ば

いじんの評価の参考値」を下回れば、浮遊粉じん濃度は「浮遊粉じんの評価の参考値」を大きく下回ることが、工事現場

での実測結果から得られているとされている。 
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(2)予測地域及び地点 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る降下ばいじん 

建設機械の稼働に係る降下ばいじんの予測地域及び予測地点を図 11.3.4.1-1（1）～（2）

に示す。予測地点は、工事の計画から影響要因の位置を把握し、各影響要因と集落との位

置から東大村一丁目、広谷集落、坊主谷集落、落集落、平地蒔集落、古場集落、洞仙集落、

帯田集落、円能寺集落及び二野ヶ倉集落の各集落内に設定した。 

各集落内における予測地点は、降下ばいじんに係る環境影響を的確に把握できる地点を

予測時期ごとに設定するものとし、影響要因から約 500m の範囲内にある集落において、

各影響要因からの降下ばいじんに係る環境影響が最大になると考えられる家屋等を予測

対象とした。 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじん 

資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじんの予測地点を図 11.3.4.1-2 に示す。予測

地点は、予測対象時期に資機材の運搬車両が走行する道路の沿道で、住居等が存在する地

点とし、広谷集落、落集落、帯田集落、円能寺集落、二股集落、本野小学校及び寺平集落

とした。なお、古場集落、洞仙集落及び二野ヶ倉集落については、予測地点と影響要因の

距離が離れているため、予測対象としなかった。 

 

 

 



11.3.4-3 

 

 

 

 

 

 

図 11.3.4.1-1(1) 
建設機械の稼働に係る予測対象と
する影響要因､予測地域及び予測
地点(工事Ⅰ期) 
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図 11.3.4.1-1(2) 
建設機械の稼働に係る予測対象と
する影響要因､予測地域及び予測
地点(工事Ⅱ期) 
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図 11.3.4.1-2 
資機材の運搬車両の走行に係る
予測対象とする影響要因､予測
地域及び予測地点 
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(3)予測対象時期等 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る降下ばいじん 

建設機械の稼働に係る降下ばいじんの予測対象時期は、建設機械の稼働状況により、各

予測地点における降下ばいじんによる影響が最大となる時期として、以下のように設定し

た。 

工事の計画から、工事の流れは、図 11.3.4.1-3 に示すとおりであり、ダムの堤体の工

事のうち堤体基礎掘削工が開始される前後で、工事の内容が大きく変わることが想定され

る。 

そこで、工事の時期を「主に工事用道路の設置の工事及び道路の付替の工事が実施され

る時期」(以下「工事Ⅰ期」という。)及び「主にダムの堤体の工事が実施される時期」(以

下「工事Ⅱ期」という。)の 2 期に分割した。各工事の時期に含まれる影響要因及びその

主な内容は、表 11.3.4.1-2 に示すとおりである。 

予測対象時期は、工事Ⅰ期、工事Ⅱ期毎に、工事の計画から作業単位を考慮したユニッ

トと予測地点の位置関係及び各ユニットの数などを考慮し、予測地点から最も近い影響要

因の施工期間において、影響が最大となる時期を予測対象時期とした。また、そのような

時期が複数年にわたる場合は、次に近い影響要因の施工期間を考慮して、双方の影響が最

大となる時期を予測対象時期とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.3.4.1-3 工事の流れ及び工事の時期の設定 

 

道路の付替の工事
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排
水
ト
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堤体打設工

放流設備工

建設発生土の処理の工事

ダムの堤体の工事

洪水吐工

工事用道路の設置の工事

原石の採取の工事

工事Ⅰ期（3年間程度） 工事Ⅱ期（4年間程度） 

注)工事期間について 
各工事に要する期間については、技術的に可能な範囲で算出した最短工程であり、現地の諸条件
や予算の状況等により前後する場合がある。 
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表 11.3.4.1-2 各工事時期に含まれる影響要因及びその主な内容 

工事の時期 影響要因 主な内容 

工
事
Ⅰ
期 

主に工事用道路の設

置の工事及び道路の

付替の工事が実施さ

れる時期 

工事用道路の設置の工事 工事用道路の工事 

建設発生土の処理の工事 建設発生土処理場の盛土 

道路の付替の工事 付替道路の工事 

工
事
Ⅱ
期 

主にダムの堤体の工

事が実施される時期 

ダムの堤体の工事 
ダム堤体の基礎掘削、ダム堤体の盛立、

母材製造設備の稼働 

原石の採取の工事 原石山での原石採取 

建設発生土の処理の工事 建設発生土処理場の盛土 

 

 

予測対象の各集落の予測対象時期において、予測対象とする影響要因に係る降下ばいじ

んの発生量が多いと考えられる工種及びユニットは、それぞれ以下に示すとおり設定した。 

 

 

a) 東大村一丁目 

東大村一丁目における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.1-3

に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-4(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.1-3 工事の区分毎の工種及びユニット(東大村一丁目) 

工事の

時 期 
工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期

工事用道路 2 
掘削工 

土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

法面工 基材吹付 2 

建設発生土処理場 土工 盛土 1 

工
事
Ⅱ
期

建設発生土処理場 土工 盛土 1 
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図 7.1.1-11(1) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(東大村一丁目) 

図 11.3.4.1-4(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(東大村一丁目) 
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図 7.1.1-11(2) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅱ期)(東大村一丁目) 

 

図 11.3.4.1-4(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(東大村一丁目) 
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b) 広谷集落 

広谷集落における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.1-4 に、

ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-5(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.1-4 工事の区分毎の工種及びユニット(広谷集落) 

工事の

時 期 
工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

工事用道路 2 
掘削工 

土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

法面工 基材吹付 2 

建設発生土処理場 土工 盛土 1 

工
事
Ⅱ
期

建設発生土処理場 土工 盛土 1 
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図 7.1.1-11(3) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(広谷集落) 

 

図 11.3.4.1-5(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(広谷集落) 
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図 7.1.1-11(4) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅱ期)(広谷集落) 

 

図 11.3.4.1-5(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(広谷集落) 
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c) 坊主谷集落 

坊主谷集落における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.1-5 に、

ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-6 に示す。 

 

表 11.3.4.1-5 工事の区分毎の工種及びユニット(坊主谷集落) 

工事の

時 期 
工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

付替道路坊主谷 掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 
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図 7.1.1-11(5) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(坊主谷集落) 

 

図 11.3.4.1-6 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(坊主谷集落) 
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d) 落集落 

落集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬車両

台数(往復)を表 11.3.4.1-6 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-7(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.1-6 工事の区分毎の工種及びユニット(落集落) 

工事の 
時 期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

付替道路右岸上流 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 
 

2 

軟岩掘削 2 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床)  2 

工
事
Ⅱ
期

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次)  3 

原石採取 土工 掘削・積込 2 

共通 運搬 現場内運搬(未舗装) 680 台/日 

 注)運搬の現場内運搬(未舗装)ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 7.1.1-11(6) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(落集落) 

 

図 11.3.4.1- 7(1) 
設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(落集落) 
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図 7.1.1-11(7) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅱ期)(落集落) 

 

図 11.3.4.1-7(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(落集落) 
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e) 平地蒔集落 

平地蒔集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬

車両台数(往復)を表 11.3.4.1-7 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-8(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.1-7 工事の区分毎の工種及びユニット(平地蒔集落) 

工事の 
時 期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸上流 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1 次) 3 

原石採取 土工 掘削・積込 2 

共通 運搬 現場内運搬(未舗装) 680 台/日 

注)運搬の現場内運搬(未舗装)ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 7.1.1-11(8) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(平地蒔集落) 

 

図 11.3.4.1-8(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(平地蒔集落) 
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図 7.1.1-11(9) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅱ期)(平地蒔集落) 

 

図 11.3.4.1-8(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(平地蒔集落) 
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f) 古場集落 

古場集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬車

両台数(往復)を表 11.3.4.1-8 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-9(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.1-8 工事の区分毎の工種及びユニット(古場集落) 

工事の 
時 期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸下流 
（ダムサイト・円能寺線）

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸上流 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 2 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 4 

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 3 

原石採取 土工 掘削・積込 2 

共通 運搬 現場内運搬(未舗装) 340 台/日 
注)運搬の現場内運搬(未舗装)ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 7.1.1-11(10) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(古場集落) 

 

図 11.3.4.1- 9(1) 
設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(古場集落) 
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図 7.1.1-11(11) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅱ期)(古場集落) 

 

図 11.3.4.1- 9(2) 
設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(古場集落) 
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g) 洞仙集落 

洞仙集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬車

両台数(往復)を表 11.3.4.1-9 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-10(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.1-9 工事の区分毎の工種及びユニット(洞仙集落) 

工事の 
時 期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸下流 
（ダムサイト・円能寺線）

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸上流 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 2 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 4 

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 3 

原石採取 土工 掘削・積込 2 

共通 運搬 現場内運搬(未舗装) 340 台/日 
注)運搬の現場内運搬(未舗装)ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 7.1.1-11(12) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(洞仙集落) 

 

図 11.3.4.1-10(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(洞仙集落) 
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図 7.1.1-11(13) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅱ期)(洞仙集落) 

 

図 11.3.4.1-10(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(洞仙集落) 
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h) 帯田集落 

帯田集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬車

両台数(往復)を表 11.3.4.1-10 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-11(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.1-10 工事の区分毎の工種及びユニット(帯田集落) 

工事の 
時 期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 3 

軟岩掘削 3 

盛土工 盛土(路体・路床) 1 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 2 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 4 

共通 運搬 現場内運搬(未舗装) 340 台/日 

注)運搬の現場内運搬(未舗装)ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 7.1.1-11(14) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(帯田集落) 

 

図 11.3.4.1-11(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(帯田集落) 
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図 7.1.1-11(15) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅱ期)(帯田集落) 

 

図 11.3.4.1-11(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(帯田集落) 
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i) 円能寺集落 

円能寺集落における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.1-11 に、

ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-12(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.1-11 工事の区分毎の工種及びユニット(円能寺集落) 

工事の
時 期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 3 

軟岩掘削 3 

盛土工 盛土(路体・路床) 1 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 2 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 4 
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図 7.1.1-11(16) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅰ期)(円能寺集落) 

 

図 11.3.4.1-12(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(円能寺集落) 
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図 7.1.1-11(17) 設定した工事の区分及びユニット(工事Ⅱ期)(円能寺集落) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.3.4.1-12(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(円能寺集落) 
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j) 二野ヶ倉集落 

二野ヶ倉集落における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.1-12

に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.1-13 に示す。 

 

表 11.3.4.1-12 工事の区分毎の工種及びユニット(二野ヶ倉集落) 

工事の
時 期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

 



11.3.4-34 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 11.3.4.1-13(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(二野ヶ倉集落) 
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2) 資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじん 

資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじんの予測対象時期等は、ダムの堤体の工事等

に伴って一般県道富川渓線、付替道路及び工事用道路を走行する資機材の運搬車両台数

(往復)が最大となる時期とした。資機材の運搬車両台数を表 11.3.4.1-13 に示す。 

 

表 11.3.4.1-13 資機材の運搬車両台数 

予測地点 対象とする工事 走行予定ルート 
資機材の運搬車
両台数(台/日) 

広谷集落 
ダム堤体の基礎掘削 
(場内道路・盛土の撤去) 

工事用道路 2 736

落集落 道路土工(付替道路坊主谷) 付替道路坊主谷 96

帯田集落 道路土工(左岸下流進入路) 一般県道富川渓線 486

円能寺集落 ダム堤体のコンクリート打設
付替道路右岸下流 
(ダムサイト・円能寺線)

72

二股集落 ダム堤体のコンクリート打設 一般県道富川渓線 72

本野小学校 ダム堤体のコンクリート打設 一般県道富川渓線 144

寺平集落 ダム堤体のコンクリート打設 一般県道富川渓線 144
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(4)予測の結果 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る降下ばいじん 

建設機械の稼働及び原石の採取に係る降下ばいじんの予測結果は、表 11.3.4.1-14 に示

すとおりである。 

表 11.3.4.1-14(1) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(東大村一丁目) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 

工事用道路 2 

土砂掘削 0.02 0.03 0.03 0.02 

軟岩掘削 0.03 0.03 0.03 0.02 

基材吹付 0.01 0.01 0.01 0.01 未満

建設発生土処理場 盛土 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 0.06 0.07 0.07 0.04 

工事Ⅱ期 
建設発生土処理場 盛土 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

 

表 11.3.4.1-14(2) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(広谷集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 

工事用道路 2 

土砂掘削 0.73 0.77 1.06 0.97 

軟岩掘削 0.86 0.90 1.25 1.14 

基材吹付 0.36 0.38 0.52 0.48 

建設発生土処理場 盛土 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 1.95 2.05 2.83 2.59 

工事Ⅱ期 
建設発生土処理場 盛土 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

 

表 11.3.4.1-14(3) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(坊主谷集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 
付替道路坊主谷 

土砂掘削 0.61 0.79 0.60 0.51 

軟岩掘削 0.72 0.93 0.70 0.59 

合計 1.33 1.72 1.30 1.10 

 

表 11.3.4.1-14(4) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(落集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 

付替道路坊主谷 
土砂掘削 0.74 0.67 2.00 1.86 

軟岩掘削 0.87 0.79 2.35 2.18 

付替道路右岸上流 
土砂掘削 2.69 3.10 2.24 2.41 

軟岩掘削 3.16 3.65 2.64 2.83 

付替道路左岸 

土砂掘削 0.06 0.08 0.09 0.05 

軟岩掘削 0.08 0.09 0.10 0.05 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 7.60 8.38 9.42 9.38 

工事Ⅱ期 

施工設備 骨材製造(1次) 0.01 未満 0.01  0.01 未満 0.01 未満

原石採取 掘削・積込 0.01 未満 0.01 未満 0.01 0.01 未満

共通 
現場内運搬 
(未舗装) 

0.02 0.02 0.03 0.01 未満

合計 0.02 0.03 0.04 0.01 未満
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表 11.3.4.1-14(5) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(平地蒔集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 

付替道路坊主谷 
土砂掘削 0.02 0.01 0.07 0.04 

軟岩掘削 0.02 0.02 0.08 0.04 

付替道路右岸上流 
土砂掘削 0.01 0.01 0.01 未満 0.01 未満

軟岩掘削 0.01 0.01 0.01 未満 0.01 未満

左岸上流進入路 

土砂掘削 0.04 0.05 0.01 0.04 

軟岩掘削 0.04 0.06 0.02 0.05 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

付替道路左岸 

土砂掘削 2.98 3.49 3.05 2.53 

軟岩掘削 3.51 4.10 3.59 2.98 

盛土(路体･路床) 0.19 0.19 0.19 0.19 

合計 6.82 7.94 7.01 5.87 

工事Ⅱ期 

施工設備 骨材製造(1次) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

原石採取 掘削・積込 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

共通 
現場内運搬 
(未舗装) 

0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

 

表 11.3.4.1-14(6) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(古場集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 

付替道路坊主谷 
土砂掘削 0.01 未満 0.01 0.01 未満 0.01 

軟岩掘削 0.01 0.01 0.01 未満 0.02 

付替道路右岸上流 
土砂掘削 5.56 6.37 4.99 5.48 

軟岩掘削 6.54 7.50 5.87 6.45 

左岸上流進入路 

土砂掘削 0.20 0.27 0.27 0.26 

軟岩掘削 0.23 0.32 0.32 0.31 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

付替道路左岸 

土砂掘削 0.06 0.07 0.07 0.05 

軟岩掘削 0.07 0.08 0.08 0.06 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

付替道路右岸下流 
(ダムサイト・円能寺線) 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 12.67 14.63 11.60 12.64 

工事Ⅱ期 

堤体(CSG ダム) 
掘削・積込 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

盛立 
(敷均し・転圧) 

0.03 0.03 0.04 0.02 

施工設備 骨材製造(1次) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

原石採取 掘削・積込 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

共通 
現場内運搬 
(未舗装) 

0.27 0.32 0.33 0.22 

合計 0.30 0.35 0.37 0.24 
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表 11.3.4.1-14(7) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(洞仙集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 

付替道路右岸上流 
土砂掘削 0.01 0.01 0.06 0.01 

軟岩掘削 0.02 0.01 0.07 0.01 

左岸上流進入路 

土砂掘削 0.34 0.32 0.40 0.28 

軟岩掘削 0.40 0.38 0.47 0.33 

盛土(路体･路床) 0.72 0.72 0.72 0.72 

付替道路左岸 

土砂掘削 0.46 0.46 1.13 0.55 

軟岩掘削 0.54 0.54 1.33 0.64 

盛土(路体･路床) 0.12 0.12 0.12 0.12 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト・円能寺線) 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 2.61 2.56 4.30 2.66 

工事Ⅱ期 

堤体(CSG ダム) 
掘削・積込 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

盛立 
(敷均し・転圧) 

0.01  0.02  0.01 未満 0.01 未満

施工設備 骨材製造(1次) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

原石採取 掘削・積込 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

共通 
現場内運搬 
(未舗装) 

0.05 0.05 0.03 0.03 

合計 0.06 0.07 0.03 0.03 

 

表 11.3.4.1-14(8) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(帯田集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 

左岸下流進入路 

土砂掘削 6.54 7.36 6.29 7.27 

軟岩掘削 7.69 8.66 7.40 8.55 

盛土(路体･路床) 0.15 0.15 0.15 0.15 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト・円能寺線) 

土砂掘削 0.03 0.03 0.04 0.03 

軟岩掘削 0.03 0.03 0.04 0.03 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

付替道路右岸下流 
（昭和橋・円能寺線） 

土砂掘削 0.05 0.06 0.02 0.05 

軟岩掘削 0.06 0.07 0.02 0.05 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 14.55 16.36 13.96 16.13 

工事Ⅱ期 

堤体(CSG ダム) 
掘削・積込 0.01 未満 0.01 未満 0.01 0.01 未満

盛立 
(敷均し・転圧) 

0.02  0.01  0.05  0.03  

共通 
現場内運搬 
(未舗装) 

0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 0.02  0.01  0.06  0.03  
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表 11.3.4.1-14(9) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(円能寺集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 

左岸下流進入路 

土砂掘削 0.34 0.30 0.19 0.41 

軟岩掘削 0.40 0.35 0.22 0.48 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

付替道路右岸下流 
(ダムサイト・円能寺線) 

土砂掘削 3.42 3.71 5.16 4.48 

軟岩掘削 4.03 4.36 6.06 5.27 

盛土(路体･路床) 0.37 0.37 0.37 0.37 

付替道路右岸下流 
（昭和橋・円能寺線） 

土砂掘削 0.39 0.45 0.22 0.35 

軟岩掘削 0.46 0.53 0.26 0.41 

盛土(路体･路床) 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

合計 9.41 10.07 12.48 11.77 

工事Ⅱ期 
堤体(CSG ダム) 

掘削・積込 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満

盛立 
(敷均し・転圧) 

0.01 0.01 0.01 0.02 

合計 0.01 0.01 0.01 0.02 

 

表 11.3.4.1-14(10) 降下ばいじんの寄与量の予測結果(二野ヶ倉集落) 

単位：t/km2/月 

工事の 
時期 

工事の区分 ユニット 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

工事Ⅰ期 
付替道路右岸下流 
（昭和橋・円能寺線） 

土砂掘削 1.27 1.31 1.66 1.83 

軟岩掘削 1.50 1.54 1.95 2.16 

盛土(路体･路床) 0.26 0.26 0.26 0.26 

合計 3.03 3.11 3.87 4.25 
 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじん 

資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじんの予測結果は、表 11.3.4.1-15 に示すとお

りである。 

表 11.3.4.1-15 資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじんの予測結果 

単位：t/km2/月 

予測地点 
降下ばいじんの寄与量 

春 季 夏 季 秋 季 冬 季 

広谷集落 工事用道路 2沿道 0.01  0.01 未満 0.01  0.01  

落集落 付替道路坊主谷沿道 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 

帯田集落 一般県道富川渓線沿道 0.01  0.01  0.01 未満 0.01 未満 

円能寺集落 
付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線)沿道

0.01 未満 0.01 未満 0.01 0.01 

二股集落 一般県道富川渓線沿道 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 

本野小学校 一般県道富川渓線沿道 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 

寺平集落 一般県道富川渓線沿道 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満 
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(5)環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討項目 

予測結果を踏まえ、大気汚染（粉じん等）について、工事中の降下ばいじんの影響を事

業者の実行可能な範囲内で回避又は低減するための環境保全措置として、表 11.3.4.1-16

～表 11.3.4.1-17 に示すとおり検討した。 

表 11.3.4.1-16 建設機械の稼働に係る降下ばいじんの予測結果及び環境保全措置の検討項目 

単位：t/km2/月 

予測地点 
予測結果 

（季節別平均値の最大値） 
評価の 
基準 

環境保全 
措置の検討 

工事Ⅰ期 工事Ⅱ期 工事中 

東大村一丁目 0.07 0.01 未満 

10 ○ 

広谷集落 2.83 0.01 未満 

坊主谷集落 1.72 － 

落集落 9.42 0.04 

平地蒔集落 7.94 0.01 未満 

古場集落 14.63 0.37 

洞仙集落 4.30 0.07 

帯田集落 16.36 0.06 

円能寺集落 12.48 0.02 

二野ヶ倉集落 4.25 － 

注）○：環境保全措置の検討を行う。 

 

表 11.3.4.1-17 資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじんの予測結果及び 

環境保全措置の検討項目 

単位：t/km2/月 

予測地点 
予測結果 

（季節別平均値の最大値） 
評価の 
基準 

環境保全 
措置の検討 

工事中 

広谷集落 0.01 

10 － 

落集落 0.01 未満 

帯田集落 0.01 

円能寺集落 0.01 

二股集落 0.01 未満 

本野小学校 0.01 未満 

寺平集落 0.01 未満 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

2) 環境保全措置の検討 

降下ばいじんの影響に対して、事業者の実行可能な範囲内で環境影響を回避又は低減す

るための工事中における環境保全措置の検討を表 11.3.4.1-18 に示す。 

 

表 11.3.4.1-18 大気汚染(粉じん等)の環境保全措置 

項 目 環境影響 環境保全措置の方針 環境保全措置 環境保全措置の効果

建設機械
の稼働に
係る降下
ばいじん
の寄与量 

建設機械の
稼働により降
下ばいじんが
発生する。 

建設機械の稼働に
係る降下ばいじんの
寄与量を低減する。 

・ 土工事等において、
必要に応じ散水等を
行う。 
・ 建設機械の集中的な
稼働を行わない。 

降下ばいじんの発
生の要因を低減する
効果が期待できる。
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(6)事後調査 

工事中の粉じん等に係る環境影響は、土工事等において必要に応じ散水等を実施するほか、

建設機械の集中的な稼働を回避するなどにより、程度が著しいものとなるおそれがないと判

断し、条例に基づく事後調査は実施しない。 

しかし、事業者としてはダム建設中において、必要なモニタリング調査を実施する。モニ

タリングの結果に基づき、評価の基準値等との対比により、事業による環境影響が予測より

大きく、問題が生じていることが確認された場合には、追加の環境保全措置の検討及び実施

を行う。 

 

(7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

粉じん等については、建設機械の稼働及び資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじん

について調査、予測を実施した。その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、降下ば

いじんに係る環境影響を低減することとした。これにより、大気汚染(粉じん等)に係る環

境影響が事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減されると判断する。 

 

2) 基準又は目標との整合性に係る評価 

粉じん等の基準又は目標との整合性の検討については、予測結果と工事中の降下ばいじ

んの寄与量に対する評価の基準(10t/km2/月) ※1の比較を行った。 

その結果、環境保全措置前における建設機械の稼働に係る降下ばいじん寄与量の工事時

期ごとの季節別平均値のうちの最大値は、古場集落、帯田集落及び円能寺集落においてそ

れぞれ、14.63t/km2/月、16.36t/km2/月、12.48t/km2/月であり、工事中の降下ばいじんの

寄与量の参考値(10t/km2/月)を上回ると予測される。しかし、「ダム事業における環境影響

評価の考え方」によれば、環境保全措置として散水等を実施することにより、掘削工で 60%

～80%程度の低減効果を示すと考えられる。工事前及び工事中において工事現場の状況を

的確に把握して必要に応じて遅滞なく散水を実施するとともに、各工事の実施時期等をで

きる限り調整し、各工事の重複を避ける等により建設機械の集中的な稼働を回避すること

で、降下ばいじんを低減する効果が期待できる。以上のことから、基準又は目標との整合

は図られる。 

資機材の運搬車両の走行に係る降下ばいじんは、いずれも工事に係る降下ばいじんの寄

与量の参考値(10t/km2/月)を下回ると予測され、基準又は目標との整合は図られる。 

 

                                                  
※1 「スパイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法律の施行について」(平成2年環境庁大気保全局長通達)で定められた参考

値(20t/km2/月)から工事以外の要因から発生する降下ばいじん量(10t/km2/月)を引いた工事の寄与による降下ばいじん量。 



11.3.4-42 

11.3.4.1.2 二酸化窒素及び浮遊粒子状物質 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.1-19 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.1-19 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(二酸化窒素及び浮遊粒子状物質) 

影響要因 環境影響の内容 

工
事
中 

・建設機械の稼働 

・資機材の運搬車両の走行(現場内) 

・原石の採取 

・建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び

浮遊粒子状物質による生活環境の変化 

・資機材の運搬車両の走行 ・資機材の運搬車両の走行に係る二酸化

窒素及び浮遊粒子状物質による生活環

境の変化 

 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質 

建設工事の現場では、掘削や盛土等の工事に関して複数の建設機械が同時に稼働するこ

とが多い。この複数の建設機械の稼働は、掘削や盛土等の建設作業(作業単位)を行うため

に必要な標準的な建設機械の組合せをもとに設定される。従って、建設機械の稼働に係る

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測では、作業単位を考慮した標準的な建設機械の組合

せ(ユニット)の稼働に伴い発生する二酸化窒素及び浮遊粒子状物質量を予測した。なお、

二酸化窒素については、窒素酸化物の予測式により求め、二酸化窒素に変換して予測を行

うものとする。 

また、予測は「長崎県環境影響評価技術マニュアル」に準じ、プルーム式及びパフ式を

用いた。 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質 

資機材の運搬車両の走行に係る窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の予測は「長崎県環境影

響評価技術マニュアル」に準じ、プルーム式及びパフ式を用いた。二酸化窒素については、

窒素酸化物の予測式により求め、二酸化窒素に変換して予測を行うものとする。排出源は

点音源として連続配置した。 

 

(2)予測地域及び地点 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測地域及び予測地点は、粉じん等と同様とした。 

 

(3)予測対象時期等 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測地域及び予測対象時期等は、粉じん等と同様とした。 

 

(4)予測の結果 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質 

建設機械の稼働及び原石の採取に係る二酸化窒素の予測結果は表 11.3.4.1-20 に、浮遊

粒子状物質の予測結果は表 11.3.4.1-21 に示すとおりである。 
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表 11.3.4.1-20 二酸化窒素の予測結果 

単位：ppm 

予
測
時
期 

予測地点 

窒素酸化物 二酸化窒素 

① 
建設機械
からの 
寄与濃度 

② 
バックグ
ラウンド
濃度 

③ 
建設機械
からの 
寄与濃度
換算値 

④ 
バックグ
ラウンド
濃度 

③＋④ 
将来濃度 

⑤ 
日平均値
の 98%値 
換算値 

工
事
Ⅰ
期 

東大村一丁目 0.00015 

0.0124 
 

(諫早市役
所の平成
18 年度平
均値) 

0.00009 

0.0109 
 

(諫早市役
所の平成
18 年度平
均値) 

0.01099 0.024 

広谷集落 0.00041 0.00025 0.01115 0.025 

坊主谷集落 0.00046 0.00027 0.01117 0.025 

落集落 0.00334 0.00181 0.01271 0.027 

平地蒔集落 0.00151 0.00086 0.01176 0.026 

古場集落 0.00212 0.00119 0.01209 0.026 

洞仙集落 0.00148 0.00085 0.01175 0.025 

帯田集落 0.00443 0.00232 0.01322 0.027 

円能寺集落 0.00214 0.00120 0.01210 0.026 

二野ヶ倉集落 0.00106 0.00062 0.01152 0.025 

工
事
Ⅱ
期 

東大村一丁目 0.00015 0.00009 0.01099 0.024 

広谷集落 0.00012 0.00007 0.01097 0.024 

落集落 0.00131 0.00076 0.01166 0.025 

平地蒔集落 0.00052 0.00031 0.01121 0.025 

古場集落 0.00180 0.00102 0.01192 0.026 

洞仙集落 0.00157 0.00090 0.01180 0.026 

帯田集落 0.00346 0.00187 0.01277 0.027 

円能寺集落 0.00241 0.00134 0.01224 0.026 

 

表 11.3.4.1-21 浮遊粒子状物質の予測結果 

単位：mg/m3 

予
測
時
期 

予測地点 

浮遊粒子状物質 

① 
建設機械から
の寄与濃度 

② 
バックグラウンド

濃度 

①＋② 
将来濃度 

③ 
日平均値の2%除外

値換算値 

工
事
Ⅰ
期 

東大村一丁目 0.000007 

0.0303 
 

(諫早市役所の 
平成18年度平均値)

0.030307 0.073 

広谷集落 0.000022 0.030322 0.073 

坊主谷集落 0.000024 0.030324 0.073 

落集落 0.000183 0.030483 0.073 

平地蒔集落 0.000083 0.030383 0.073 

古場集落 0.000116 0.030416 0.073 

洞仙集落 0.000081 0.030381 0.073 

帯田集落 0.000244 0.030544 0.073 

円能寺集落 0.000118 0.030418 0.073 

二野ヶ倉集落 0.000059 0.030359 0.073 

工
事
Ⅱ
期 

東大村一丁目 0.000007 0.030307 0.073 

広谷集落 0.000005 0.030305 0.073 

落集落 0.000071 0.030371 0.073 

平地蒔集落 0.000028 0.030328 0.073 

古場集落 0.000100 0.030400 0.073 

洞仙集落 0.000086 0.030386 0.073 

帯田集落 0.000191 0.030491 0.073 

円能寺集落 0.000134 0.030434 0.073 
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2) 資機材の運搬車両の走行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質 

資機材の運搬車両の走行に係る二酸化窒素の予測結果は表 11.3.4.1-22 に、浮遊粒子状

物質の予測結果は表 11.3.4.1-23 に示すとおりである。 

表 11.3.4.1-22 二酸化窒素の予測結果 

単位：ppm 

予測地点 

窒素酸化物 二酸化窒素 

① 
運搬車両
からの 
寄与濃度 

② 
バックグ
ラウンド
濃度 

③ 
運搬車両
からの 
寄与濃度
換算値 

④ 
バックグ
ラウンド
濃度 

③＋④ 
将来濃度 

⑤ 
日平均値 
の 98%値 
換算値 

広谷集落 0.0029 
0.0124 
 

(諫早市役
所の平成
18 年度平
均値) 

0.0016 
0.0109 
 

(諫早市役
所の平成
18 年度平
均値) 

0.0125 0.026 

落集落 0.0005 0.0003 0.0112 0.025 

帯田集落 0.0020 0.0011 0.0120 0.026 

円能寺集落 0.0003 0.0002 0.0111 0.025 

二股集落 0.0003 0.0002 0.0111 0.025 

本野小学校 0.0006 0.0004 0.0113 0.025 

寺平集落 0.0002 0.0001 0.0110 0.024 

 

表 11.3.4.1-23 浮遊粒子状物質の予測結果 

単位：mg/m3 

予測地点 

浮遊粒子状物質 

③ 
運搬車両からの
寄与濃度換算値 

④ 
バックグラウンド

濃度 

③＋④ 
将来濃度 

⑤ 
日平均値 
2%除外値 
4 換算値 

広谷集落 0.00029 

0.0303 
 

(諫早市役所の平
成18年度平均値)

0.030590 0.073 

落集落 0.00005 0.030350 0.073 

帯田集落 0.00019 0.030490 0.073 
円能寺集落 0.00003 0.030330 0.073 
二股集落 0.00003 0.030330 0.073 
本野小学校 0.00006 0.030360 0.073 
寺平集落 0.00002 0.030320 0.073 
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(5)環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討項目 

予測結果を踏まえ、大気汚染（二酸化窒素及び浮遊粒子状物質）について、工事中の二

酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響を事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減するた

めの環境保全措置として、表 11.3.4.1-24～表 11.3.4.1-25 に示すとおり検討した。 

 

表 11.3.4.1-24 建設機械の稼働に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測結果 

並びに環境保全措置の検討項目 

予測地点 
予測結果 評価の基準 

環境保全措置
の検討 

二酸化窒素 
（ppm） 

浮遊粒子状物質
（mg/m3） 

二酸化窒素 
（ppm） 

浮遊粒子状物質 
（mg/m3） 

工事中 

東大村一丁目 0.024 0.073 

0.04～0.06 ま
でのゾーン内
又はそれ以下

0.10 以下 － 

広谷集落 0.025 0.073 

坊主谷集落 0.025 0.073 

落集落 0.027 0.073 

平地蒔集落 0.026 0.073 

古場集落 0.026 0.073 

洞仙集落 0.025 0.073 

帯田集落 0.027 0.073 

円能寺集落 0.026 0.073 

二野ヶ倉集落 0.025 0.073 
注）1. －：環境保全措置の検討を行わない。 
  2．建設機械の稼働に係る二酸化窒素については工事時期ごとの日平均値 98%値換算値の最大値を、浮遊粒

子状物質については工事時期ごとの日平均値 2%除外値換算値の最大値を示す。 

 

表 11.3.4.1-25 資機材の運搬車両の走行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測結果 

並びに環境保全措置の検討項目 

予測地点 
予測結果 評価の基準 

環境保全措置
の検討 

二酸化窒素 
（ppm） 

浮遊粒子状物質
（mg/m3） 

二酸化窒素
（ppm） 

浮遊粒子状物質 
（mg/m3） 

工事中 

広谷集落 0.026 0.073 

0.04～0.06ま
でのゾーン内
又はそれ以下

0.10 以下 － 

落集落 0.025 0.073 

帯田集落 0.026 0.073 
円能寺集落 0.025 0.073 
二股集落 0.025 0.073 
本野小学校 0.025 0.073 
寺平集落 0.024 0.073 
注）1. －：環境保全措置の検討を行わない。 

2. 資機材の運搬車両の走行に係る二酸化窒素については日平均値 98%値換算値を、浮遊粒子状物質については
日平均値 2%除外値換算値を示す。 

 

2) 環境保全措置の検討 

予測結果を踏まえ、環境保全措置は実施しない。 

 

(6)事後調査 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質に係る環境影響は、程度が著しいものとなるおそれがない

と判断し、条例に基づく事後調査は実施しない。 
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(7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質については、建設機械の稼働及び資機材の運搬車両の走

行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子状物質について調査、予測を実施した。これにより、大

気汚染(二酸化窒素及び浮遊粒子状物質)に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内で回

避又は低減されると判断する。 

 

2) 基準又は目標との整合性に係る評価 

基準又は目標との整合性の検討については、予測結果と二酸化窒素及び浮遊粒子状物質

に係る環境基準値の比較を行った。 

その結果、建設機械の稼働及び資機材の運搬車両の走行に係る二酸化窒素及び浮遊粒子

状物質は、いずれも環境基準値を下回ると予測され、基準又は目標との整合は図られる。 
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11.3.4.2 騒音 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.2-1 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.2-1 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(騒音) 

影響要因 環境影響の内容 

工
事
中 

・建設機械の稼働 

・資機材の運搬車両の走行(現場内) 

・原石の採取 

・建設機械の稼働に係る騒音による生

活環境の変化 

・資機材の運搬車両の走行 ・資機材の運搬車両の走行に係る騒音

による生活環境の変化 

 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る騒音 

建設工事の現場では、掘削や盛土等の工事に関して複数の建設機械が同時に稼働するこ

とが多い。この複数の建設機械の稼働は、掘削や盛土等の建設作業を行うために必要な標

準的な建設機械の組合せをもとに設定される。 

従って、建設機械の稼働に係る騒音の予測では、作業単位を考慮した各ユニットの稼働

に伴い発生する騒音を予測する。 

工事においては、種々のユニットが複数稼働するため、予測を行う場合には、各ユニッ

トから発生する騒音を合成する必要がある。この場合、各ユニットから発生する騒音の変

動特性は定常騒音、周期的騒音及び間欠騒音等とさまざまである。従って、建設機械の稼

働に係る騒音の予測においては、さまざまな変動特性を持つ複数の騒音をエネルギー的に

合成する予測手法とした。 

建設機械の稼働に係る騒音が定常騒音又は変動騒音(周期的騒音及び間欠騒音等)の場

合については、工事現場におけるユニット毎の実効騒音レベルの実測データから設定され

た A特性実効音響パワーレベル※1を用いて、予測地点における実効騒音レベルを音の伝搬

理論式により計算し、実効騒音レベルを騒音規制法の規制基準に対応した騒音レベルの 9

0％レンジの上端値に変換する方法によった。 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る騒音 

資機材の運搬車両の走行に係る騒音の予測の基本的な手法は、音の伝搬理論に基づく予

測式を用いた方法とした。既存道路の現況の交通条件による等価騒音レベルと資機材の運

搬車両の走行による等価騒音レベルを求め、これから、資機材の運搬車両による増加レベ

ル(ΔL)を求める。このΔLに、現況の等価騒音レベルを加算し、工事中の等価騒音レベル

を予測した。ただし、広谷集落、落集落、円能寺集落及び二野ヶ倉集落については、新設

される工事用道路を一般車両及び資機材の運搬車両が走行する。よって、一般車両の走行

台数に資機材の運搬車両の走行台数を加算した交通量を将来交通量とし、工事中の等価騒

音レベルを予測した。 

 

                                                  
※1：パワーレベルとは、音源から一定時間内に放射される音のエネルギーの時間平均値をレベル表示したもの。 
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(2)予測地域及び地点 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る騒音 

建設機械の稼働に係る騒音の予測地域及び予測地点を図 11.3.4.2-1(1)～(2)に示す。予

測地点は、工事の計画から影響要因の位置を把握し、各影響要因と集落との位置から東大

村一丁目、広谷集落、坊主谷集落、落集落、平地蒔集落、古場集落、洞仙集落、帯田集落、

円能寺集落及び二野ヶ倉集落の各集落内に設定した。 

各集落内における予測地点は、騒音に係る環境影響を的確に把握できる地点を予測時期

ごとに設定するものとし、影響要因から約 500m の範囲内にある集落において、各影響要

因からの騒音に係る環境影響が最大になると考えられる家屋等を予測対象とした。 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る騒音 

資機材の運搬車両の走行に係る騒音の予測地点を図 11.3.4.2-2 に示す。予測地点は、

予測対象時期に資機材の運搬車両が走行する道路の沿道で、住居等が存在する地点とし、

広谷集落、落集落、帯田集落、円能寺集落、二股集落、本野小学校及び寺平集落とした。

なお、古場集落、洞仙集落及び二野ヶ倉集落については、予測地点と影響要因の距離が離

れているため、予測対象としなかった。 
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図 11.3.4.2-1(1) 
建設機械の稼働に係る予測対象と
する影響要因､予測地域及び予測
地点(工事Ⅰ期) 
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 図 11.3.4.2-1(2) 
建設機械の稼働に係る予測対象と
する影響要因､予測地域及び予測
地点(工事Ⅱ期) 
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図 11.3.4.2-2 
資機材の運搬車両の走行に係る
予測対象とする影響要因､予測
地域及び予測地点 
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(3)予測対象時期等 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る騒音 

予測対象の各集落の予測対象時期において、予測対象とする影響要因に係る騒音が発生

すると考えられる工種及びユニットは、それぞれ以下に示すとおり設定した。 

 

a) 東大村一丁目 

東大村一丁目における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.2-2

に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-3(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.2-2 工事の区分毎の工種及びユニット(東大村一丁目) 

工事の

時期 
工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期

工事用道路 2 
掘削工 

土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

建設発生土処理場 土工 盛土 1 

工
事
Ⅱ
期

建設発生土処理場 土工 盛土 1 
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図 11.3.4.2-3(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(東大村一丁目) 
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図 11.3.4.2-3(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(東大村一丁目) 
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b) 広谷集落 

広谷集落における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.2-3 に、

ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-4(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.2-3 工事の区分毎の工種及びユニット(広谷集落) 

工事の

時期 
工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

工事用道路 2 
掘削工 

土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

建設発生土処理場 土工 盛土 1 

工
事
Ⅱ
期

建設発生土処理場 土工 盛土 1 
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図 11.3.4.2-4(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(広谷集落) 
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図 11.3.4.2-4(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(広谷集落) 
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c) 坊主谷集落 

坊主谷集落における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.2-4 に、

ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-5 に示す。 

 

表 11.3.4.2-4 工事の区分毎の工種及びユニット(坊主谷集落) 

工事の 

時期 
工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工事Ⅰ期 付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 
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図 11.3.4.2-5 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(坊主谷集落) 
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d) 落集落 

落集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬車両

台数(往復)を表 11.3.4.2-5 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-6(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.2-5 工事の区分毎の工種及びユニット(落集落) 

工事の
時期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

付替道路右岸上流 
(落･古場線) 

掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

RC 躯体工 RC 躯体 1 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期 

施工設備 

母材製造(1次) 骨材製造(1次) 3 

母材製造(混合設備) 製造 4 

濁水処理工 濁水処理施設 1 

原石採取 土工 掘削・積込 2 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 680 台/日 

注)工事現場内の運搬の現場内運搬ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 11.3.4.2-6(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(落集落) 
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図 11.3.4.2-6(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(落集落) 
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e) 平地蒔集落 

平地蒔集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬

車両台数(往復)を表 11.3.4.2-6 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-7(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.2-6 工事の区分毎の工種及びユニット(平地蒔集落) 

工事の
時期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

付替道路右岸上流 
(落･古場線) 

掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

RC 躯体工 RC 躯体 1 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期 

施工設備 

母材製造(1次) 骨材製造(1次) 3 

母材製造(混合設備) 製造 4 

濁水処理工 濁水処理施設 1 

原石採取 土工 掘削・積込 2 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 680 台/日 
注)工事現場内の運搬の現場内運搬ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 11.3.4.2-7(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(平地蒔集落) 
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図 11.3.4.2-7(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(平地蒔集落) 
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f) 古場集落 

古場集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬車

両台数(往復)を表 11.3.4.2-7 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-8(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.2-7 工事の区分毎の工種及びユニット(古場集落) 

工事の
時期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸下流 
（ダムサイト・円能寺線） 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸上流 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

RC 躯体工 RC 躯体 1 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 

土工 掘削・積込 2 

堤体工 

盛立(敷均し・転圧) 4 

CSG 打設 4 

コンクリート工 2 

濁水処理工 濁水処理施設 1 

施工設備 

母材製造(1次) 骨材製造(1次) 3 

母材製造(混合設備) 製造 4 

濁水処理工 濁水処理施設 1 

原石採取 土工 掘削・積込 2 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 340 台/日 
注)工事現場内の運搬の現場内運搬ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 11.3.4.2- 8(1) 
設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(古場集落) 



11.3.4-68 

図 11.3.4.2- 8(2) 
設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(古場集落) 
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g) 洞仙集落 

洞仙集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬車

両台数(往復)を表 11.3.4.2-8 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-9(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.2-8 工事の区分毎の工種及びユニット(洞仙集落) 

工事の
時期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸下流 
（ダムサイト・円能寺線） 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸上流 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

RC 躯体工 RC 躯体 1 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 2 

軟岩掘削 2 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 

土工 掘削・積込 2 

堤体工 

盛立(敷均し・転圧) 4 

CSG 打設 4 

コンクリート工 2 

濁水処理工 濁水処理施設 1 

施工設備 

母材製造(1次) 骨材製造(1次) 3 

母材製造(混合設
備) 

製造 4 

濁水処理工 濁水処理施設 1 

原石採取 土工 掘削・積込 2 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 340 台/日 
注)工事現場内の運搬の現場内運搬ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 11.3.4.2-9(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(洞仙集落) 
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図 11.3.4.2-9(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(洞仙集落) 
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h) 帯田集落 

帯田集落における工事の区分毎の工種、ユニット、ユニット数及び工事現場内の運搬車

両台数(往復)を表 11.3.4.2-9 に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-10(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.2-9 工事の区分毎の工種及びユニット(帯田集落) 

工事の
時期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 3 

軟岩掘削 3 

盛土工 盛土(路体・路床) 1 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 

土工 掘削・積込 2 

堤体工 

盛立(敷均し・転圧) 4 

CSG 打設 4 

コンクリート工 2 

濁水処理工 濁水処理施設 1 

共通 
工事現場内
の運搬 

現場内運搬 340 台/日 

注)工事現場内の運搬の現場内運搬ユニットのユニット数は、運搬車両台数を示す。 
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図 11.3.4.2-10(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(帯田集落) 
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図 11.3.4.2-10(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(帯田集落) 
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i) 円能寺集落 

円能寺集落における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.2-10 に、

ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-11(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.2-10 工事の区分毎の工種及びユニット(円能寺集落) 

工事の
時期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 3 

軟岩掘削 3 

盛土工 盛土(路体・路床) 1 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 

土工 掘削・積込 2 

堤体工 

盛立(敷均し・転圧) 4 

CSG 打設 4 

コンクリート工 2 

濁水処理工 濁水処理施設 1 
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図 11.3.4.2-11(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(円能寺集落) 
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図 11.3.4.2-11(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(円能寺集落) 
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j) 二野ヶ倉集落 

二野ヶ倉集落における工事の区分毎の工種、ユニット及びユニット数を表 11.3.4.2-11

に、ユニットの施工範囲を図 11.3.4.2-12 に示す。 

 

表 11.3.4.2-11 工事の区分毎の工種及びユニット(二野ヶ倉集落) 

工事の
時期 

工事の区分 工 種 ユニット ユニット数

工
事
Ⅰ
期 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 1 

軟岩掘削 1 

盛土工 盛土(路体・路床) 2 
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図 11.3.4.2-12 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(二野ヶ倉集落) 
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2) 資機材の運搬車両の走行に係る騒音 

資機材の運搬車両の走行に係る騒音の予測対象時期等は、ダムの堤体の工事等に伴って

一般県道富川渓線、付替道路及び工事用道路を走行する資機材の運搬車両台数(往復)が最

大となる時期とした。資機材の運搬車両台数を表 11.3.4.2-12 に示す。 

表 11.3.4.2-12 資機材の運搬車両台数 

予測地点 走行予定ルート 
資機材の運搬車両台数 

(台/日) 

広谷集落 工事用道路 2 736 

落集落 付替道路坊主谷 96 

帯田集落 一般県道富川渓線 486 

円能寺集落 
付替道路右岸下流 

(ダムサイト・円能寺線) 
72 

二股集落 一般県道富川渓線 72 

本野小学校 一般県道富川渓線 144 

寺平集落 一般県道富川渓線 144 

 

工事中の将来交通量を表 11.3.4.2-13 に示す。将来交通量は、現況の交通量が工事中に

おいてもそのまま推移するものと想定し、現況の交通量に資機材の運搬車両台数を付加す

るものとした。 

表 11.3.4.2-13 工事中の将来交通量 

単位：台/日 

予測地点 走行予定ルート 昼夜間 現況交通量 
資機材の運
搬車両台数 

将来交通量 
(現況+資機材
の運搬車両) 

広谷集落 工事用道路 2 

昼間 
12 644 656

18 0 18

夜間 
0 92 92

10 0 10

落集落 付替道路坊主谷 

昼間 
5 84 89

74 0 74

夜間 
0 12 12

15 0 15

帯田集落 一般県道富川渓線 

昼間 
75 426 501

332 0 332

夜間 
14 60 74

168 0 168

円能寺集落 
付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 

昼間 
5 64 69

96 0 96

夜間 
1 8 9

26 0 26

二股集落 一般県道富川渓線 

昼間 
135 64 199

1,188 0 1,188

夜間 
24 8 32

261 0 261

本野小学校 一般県道富川渓線 

昼間 
90 126 216

2,284 0 2,284

夜間 
11 18 29

729 0 729

寺平集落 一般県道富川渓線 

昼間 
242 126 368

1,962 0 1,962

夜間 
24 18 42

565 0 565

注)1.現況交通量は、平日の調査結果を記載した。ただし、円能寺集落については古場集落における調査

結果を、本野小学校については寺平集落の調査結果を代用して記載した。 

2.昼間は 8 時～20 時、夜間は 20 時～8 時を示す。 

3.交通量の上段は大型車、下段は小型車の交通量を示す。 
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(4)予測の結果 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る騒音 

建設機械の稼働及び原石の採取に係る騒音の予測結果は、表 11.3.4.2-14 に示すとおり

である。 

 

表 11.3.4.2-14(1) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(東大村一丁目) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット LA5 

工事Ⅰ期 
工事用道路 2 

掘削工 
土砂掘削 42

軟岩掘削 53

盛土工 盛土(路体・路床) 50

建設発生土処理場 土工 盛土 57

工事Ⅱ期 建設発生土処理場 土工 盛土 57

 

 

表 11.3.4.2-14(2) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(広谷集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット LA5 

工事Ⅰ期 
工事用道路 2 

掘削工 
土砂掘削 72

軟岩掘削 83

盛土工 盛土(路体・路床) 80

建設発生土処理場 土工 盛土 47

工事Ⅱ期 建設発生土処理場 土工 盛土 47

 

 

表 11.3.4.2-14(3) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(坊主谷集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット LA5 

工事Ⅰ期 付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 57

軟岩掘削 68
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表 11.3.4.2-14(4) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(落集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット 
LA5 
又は 
LAmax 

工事Ⅰ期 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 61

軟岩掘削 72

付替道路右岸上流 

（落・古場線） 

掘削工 
土砂掘削 73

軟岩掘削 84

RC 躯体工 RC 躯体 58

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 48

軟岩掘削 59

盛土工 盛土(路体・路床) 53

工事Ⅱ期 

施工設備 

母材製造(1次) 骨材製造(1次) 72

母材製造 
(混合設備) 

製造 50

濁水処理工 濁水処理施設 43

原石採取 土工 掘削・積込 78

共通 運搬 現場内運搬 45

注) 現場内運搬は、LAmax 

 

表 11.3.4.2-14(5) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(平地蒔集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット 
LA5 
又は 
LAmax 

工事Ⅰ期 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 48

軟岩掘削 59

付替道路右岸上流 

（落・古場線） 

掘削工 
土砂掘削 48

軟岩掘削 59

RC 躯体工 RC 躯体 50

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 70

軟岩掘削 81

盛土工 盛土(路体・路床) 75

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 44

軟岩掘削 55

盛土工 盛土(路体・路床) 49

工事Ⅱ期 

施工設備 

母材製造(1次) 骨材製造(1次) 73

母材製造 
(混合設備) 

製造 51

濁水処理工 濁水処理施設 44

原石採取 土工 掘削・積込 79

共通 運搬 現場内運搬 48

注) 現場内運搬は、LAmax 
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表 11.3.4.2-14(6) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(古場集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット 
LA5 
又は 
LAmax 

工事Ⅰ期 

付替道路右岸上流 
掘削工 

土砂掘削 62

軟岩掘削 73

RC 躯体工 RC 躯体 44

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 49

軟岩掘削 60

盛土工 盛土(路体・路床) 54

付替道路右岸下流 

（ダムサイト・円能寺線）
盛土工 盛土(路体・路床) 53

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 56

軟岩掘削 67

盛土工 盛土(路体・路床) 61

工事Ⅱ期 

堤体(CSG ダム) 

土工 掘削・積込 78

堤体工 

盛立(敷均し･転圧) 72

CSG 打設 83

コンクリート工 56

濁水処理工 濁水処理施設 49

施工設備 

母材製造 

(1 次) 
骨材製造(1次) 68

母材製造 
(混合設備) 

製造 56

濁水処理工 濁水処理施設 50

原石採取 土工 掘削・積込 69

共通 運搬 現場内運搬 55

注) 堤体工の CSG 打設及び現場内運搬は、LAmax 
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表 11.3.4.2-14(7) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(洞仙集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット 
LA5 
又は 
LAmax 

工事Ⅰ期 

付替道路右岸上流 
掘削工 

土砂掘削 49

軟岩掘削 60

RC 躯体工 RC 躯体 43

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 60

軟岩掘削 71

盛土工 盛土(路体・路床) 65

付替道路右岸下流 

（ダムサイト・円能寺線）
盛土工 盛土(路体・路床) 52

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 62

軟岩掘削 73

盛土工 盛土(路体・路床) 67

工事Ⅱ期 

堤体(CSG ダム) 

土工 掘削・積込 78

堤体工 

盛立(敷均し･転圧) 71

CSG 打設 82

コンクリート工 55

濁水処理工 濁水処理施設 48

施工設備 

母材製造 

(1 次) 
骨材製造(1次) 69

母材製造 
(混合設備) 

製造 59

濁水処理工 濁水処理施設 52

原石採取 土工 掘削・積込 69

共通 運搬 現場内運搬 59

注) 堤体工の CSG 打設及び現場内運搬は、LAmax 
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表 11.3.4.2-14(8) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(帯田集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット 
LA5 
又は 
LAmax 

工事Ⅰ期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 69

軟岩掘削 80

盛土工 盛土(路体・路床) 70

付替道路右岸下流 

(ダムサイト･円能寺線)

掘削工 
土砂掘削 52

軟岩掘削 63

盛土工 盛土(路体・路床) 60

付替道路右岸下流 

(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 47

軟岩掘削 58

盛土工 盛土(路体・路床) 55

工事Ⅱ期帯 
堤体(CSG ダム) 

土工 掘削・積込 78

堤体工 

盛立(敷均し･転圧) 72

CSG 打設 83

コンクリート工 56

濁水処理工 濁水処理施設 57

共通 運搬 現場内運搬 45

注)堤体工の CSG 打設及び現場内運搬は、LAmax 

 

 

表 11.3.4.2-14(9) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(円能寺集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット 
LA5 
又は 
LAmax 

工事Ⅰ期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 55

軟岩掘削 66

盛土工 盛土(路体・路床) 56

付替道路右岸下流 

(ダムサイト･円能寺線)

掘削工 
土砂掘削 71

軟岩掘削 82

盛土工 盛土(路体・路床) 79

付替道路右岸下流 

(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 50

軟岩掘削 61

盛土工 盛土(路体・路床) 58

工事Ⅱ期 堤体(CSG ダム) 

土工 掘削・積込 72

堤体工 

盛立(敷均し･転圧) 66

CSG 打設 77

コンクリート工 50

濁水処理工 濁水処理施設 49

注)堤体工の CSG 打設は、LAmax 
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表 11.3.4.2-14(10) 建設機械の稼働に係る騒音レベルの予測結果(二野ヶ倉集落) 

単位：dB 

工事の時期 工事の区分 工 種 ユニット 
LA5 
又は 
LAmax 

工事Ⅰ期 
付替道路右岸下流 

(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 67

軟岩掘削 78

盛土工 盛土(路体・路床) 75

 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る騒音 

資機材の運搬車両の走行に係る騒音の予測結果は、表11.3.4.2-15に示すとおりである。 

表 11.3.4.2-15 資機材の運搬車両の走行に係る騒音レベルの予測結果 

単位：dB 

予測地点 走行予定ルート 
現況の 

等価騒音レベル

工事中の 

等価騒音レベル 

規制基準

(環境基準)

広谷集落 工事用道路 2 50 67 
65 

落集落 付替道路坊主谷 54 60 

帯田集落 一般県道富川渓線 56 64 

70 円能寺集落 
付替道路右岸下流 

(ダムサイト･円能寺線) 
52 55 

二股集落 一般県道富川渓線 64 65 

本野小学校 一般県道富川渓線 53 54 55 

寺平集落 一般県道富川渓線 66 67 70 

注)1.昼間(6 時～22 時)の値を示す。 

2.現況の等価騒音レベルは、平日の調査結果を用いた。 

 

 

(5)環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討項目 

予測結果を踏まえ、工事中の騒音の影響を事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減す

るための環境保全措置として、表 11.3.4.2-16～表 11.3.4.2-17 に示すとおり検討した。 

 

表 11.3.4.2-16 建設機械の稼働に係る騒音の予測結果及び環境保全措置の検討項目 

単位：dB 

予測地点 
予測結果（最大） 

評価の基準 
環境保全措置 
の検討 

工事Ⅰ期 工事Ⅱ期 工事中 
東大村一丁目 57 57 

85 － 

広谷集落 83 47 

坊主谷集落 68 － 

落集落 84 78 

平地蒔集落 81 79 

古場集落 73 83 

洞仙集落 73 82 

帯田集落 80 83 

円能寺集落 82 77 

二野ヶ倉集落 78 － 
注）1.表中の予測結果は、各予測地点の中で最大のものを示す。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.2-17 資機材の運搬車両の走行に係る騒音の予測結果及び環境保全措置の検討項目 

単位：dB 

予測地点 予測結果 
評価の基準 

環境保全措置 
の検討 

環境基準値 要請限度値 工事中 

広谷集落 67 
65 

75 

○ 

落集落 60 

帯田集落 64 

70 円能寺集落 55 

二股集落 65 

本野小学校 54 55 － 

寺平集落 67 70 75 
注）1.昼間（6 時～22 時）の値を示す。 
2.○：環境保全措置の検討を行う。 

 

 

2) 環境保全措置の検討 

騒音の影響に対して、事業者の実行可能な範囲内で環境影響を回避又は低減するための

工事中における環境保全措置の検討を表 11.3.4.2-18 に示す。 

 

表 11.3.4.2-18 騒音の環境保全措置 

項 目 環境影響 環境保全措置の方針 環境保全措置 環境保全措置の効果

資機材の

運搬車両

の走行に

係る騒音

レベル 

 資機材の運

搬車両の走行

により騒音が

発生する。 

 資機材の運搬車

両の走行に係る騒

音レベルを低減す

る。 

・広谷集落においては、遮

音壁等の遮音対策を行

う。 

・資機材の運搬車両の走行

台数の平準化等を行う。 

 騒音を低減する

効果が期待できる。
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(6)事後調査 

騒音に係る環境影響は、遮音壁等の遮音対策及び資機材の運搬車両の走行台数の平準化等

を行うことにより、程度が著しいものとなるおそれがないと判断し、条例に基づく事後調査

は実施しない。 

しかし、事業者としてはダム建設中において、必要なモニタリング調査を実施する。モニ

タリングの結果に基づき、評価の基準値等との対比により、事業による環境影響が予測より

大きく、問題が生じていることが確認された場合には、追加の環境保全措置の検討及び実施

を行う。 

 

(7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

騒音については、建設機械の稼働及び資機材の運搬車両の走行に係る騒音について調査、

予測を実施した。その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、騒音に係る環境影響を

低減することとした。これにより、騒音に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内で回

避又は低減されると判断する。 

 

2) 基準又は目標との整合に係る評価 

建設機械の稼働に係る騒音の基準又は目標との整合性の検討については、予測結果と騒

音規制法に基づく特定建設作業に係る騒音の規制基準値(85dB 以下)の比較を行った。その

結果、建設機械の稼働に係る騒音は、騒音レベルの 90 パーセントレンジの上端値(LA5)又は

騒音レベルの最大値(LAmax)において、特定建設作業に係る騒音の規制基準値の 85dB 以下と

予測され、基準又は目標との整合は図られる。 

資機材の運搬車両の走行に係る騒音は、昼間の等価騒音レベル(LAeq)において、広谷集落

が 67dB であり、環境基本法に基づく環境基準値(65dB)を 2dB 上回るが、環境保全措置とし

て遮音壁(高さ 1.5m)を設置した場合、道路端から 1m の地点で約 11dB の低減効果が得られ

ると予測される。本野小学校においては 54dB であり、環境基準値(55dB)を下回ると予測さ

れる。広谷集落及び本野小学校以外の地点では、55dB～67dB であり、環境基準値(65dB、70dB)

及び要請限度値(75dB)を下回ると予測される。また、各工事の実施時期等をできる限り調

整し、各工事の重複を避ける等の実施により資機材の運搬車両台数を平準化し、騒音を低

減する効果が期待できる。以上のことから、いずれも基準又は目標との整合は図られる。 
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11.3.4.3 振動 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.3-1 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.3-1 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(振動) 

影響要因 環境影響の内容 

工
事
中 

・建設機械の稼働 
・資機材の運搬車両の走行(現場内) 
・原石の採取 

・建設機械の稼働に係る振動による生

活環境の変化 

・資機材の運搬車両の走行 ・資機材の運搬車両の走行に係る振動

による生活環境の変化 

 

 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る振動 

建設工事の現場では、掘削や盛土等の工事に関して複数の建設機械が同時に稼働するこ

とが多い。この複数の建設機械の稼働は、掘削や盛土等の建設作業を行うために必要な標

準的な建設機械の組合せをもとに設定される。 

従って、建設機械の稼働に係る振動の予測では、作業単位を考慮した各ユニットの稼働

に伴い発生する振動を予測する。 

また、建設機械の稼働に係る振動の予測は解析によるものとした。解析に用いた予測式

は、振動レベルの幾何減衰(距離減衰)及び土質の内部減衰を考慮した式(Borniz の式)を基

本とし、実際の工事現場におけるユニット毎の振動レベルの実測データから内部減衰係数

及び振動の発生レベルである基準点振動レベル※1を設定したものである。 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る振動 

予測の基本的な手法は、道路交通振動レベルの 80 パーセントレンジの上端値を予測す

るための式を用いた計算による方法とした。 

現況の交通条件と工事の計画から工事中の交通条件を設定し、工事中の振動レベルを予

測した。 

 

 

(2)予測地域及び地点 

予測地域及び予測地点は、「11.3.4.2 騒音」と同様とした。 

 

                                                  
※1：基準点振動レベルとは、ユニットを構成する建設機械のうち最も大きな振動レベルを発生していると考えられる建設機械

から一定の距離(基準点距離)をおいた地点での振動の発生レベルを示す。 

資料：「“工事中に発生する振動の予測手法”土木技術資料第42巻第1号」をもとに作成 
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(3)予測対象時期等 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る振動 

予測対象の各集落の予測対象時期において、予測対象とする影響要因に係る振動が発生

すると考えられる工種及びユニットは、それぞれ以下に示すとおり設定した。 

 

a) 東大村一丁目 

東大村一丁目における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-2 に、ユニット

の施工範囲を図 11.3.4.3-1(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.3-2 工事の区分毎の工種及びユニット(東大村一丁目) 

工事の

時 期 
工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期

工事用道路 2 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

建設発生土処理場 土工 盛土 

工
事
Ⅱ
期

建設発生土処理場 土工 盛土 
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図 11.3.4.3-1(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(東大村一丁目) 
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図 11.3.4.3-1(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(東大村一丁目) 
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b) 広谷集落 

広谷集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-3 に、ユニットの施

工範囲を図 11.3.4.3-2(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.3-3 工事の区分毎の工種及びユニット(広谷集落) 

工事の

時 期 
工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期 

工事用道路 2 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

建設発生土処理場 土工 盛土 

工
事
Ⅱ
期

建設発生土処理場 土工 盛土 
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図 11.3.4.3-2(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(広谷集落) 
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図 11.3.4.3-2(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(広谷集落) 
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c) 坊主谷集落 

坊主谷集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-4 に、ユニットの

施工範囲を図 11.3.4.3-3 に示す。 

 

表 11.3.4.3-4 工事の区分毎の工種及びユニット(坊主谷集落) 

工事の

時 期 
工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期 

付替道路坊主谷 掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 
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図 11.3.4.3-3 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(坊主谷集落) 
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d) 落集落 

落集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-5 に、ユニットの施工

範囲を図 11.3.4.3-4(1)～(2)に示す 

 

表 11.3.4.3-5 工事の区分毎の工種及びユニット(落集落) 

工事の
時  期 

工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

付替道路右岸上流 
（落・古場線） 

掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

工
事
Ⅱ
期

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 

原石採取 土工 掘削・積込 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 

 



11.3.4-99 

図 11.3.4.3-4(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(落集落) 
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図 11.3.4.3-4(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(落集落) 
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e) 平地蒔集落 

平地蒔集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-6 に、ユニットの

施工範囲を図 11.3.4.3-5(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.3-6 工事の区分毎の工種及びユニット(平地蒔集落) 

工事の
時  期 

工事の区分 工種 ユニット 

工事
Ⅰ期 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

付替道路右岸上流 
（落・古場線） 

掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

工
事
Ⅱ
期

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 

原石採取 土工 掘削・積込 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 
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図 11.3.4.3-5(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(平地蒔集落) 
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図 11.3.4.3-5(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(平地蒔集落) 
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f) 古場集落 

古場集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-7 に、ユニットの施

工範囲を図 11.3.4.3-6(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.3-7 工事の区分毎の工種及びユニット(古場集落) 

工事の
時 期 

工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線)

盛土工 盛土(路体・路床) 

付替道路右岸上流 掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 

原石採取 土工 掘削・積込 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 
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図 11.3.4.3- 6(1) 
設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(古場集落) 
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図 11.3.4.3- 6(2) 
設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(古場集落) 
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g) 洞仙集落 

洞仙集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-8 に、ユニットの施

工範囲を図 11.3.4.3-7(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.3-8 工事の区分毎の工種及びユニット(洞仙集落) 

工事の
時 期 

工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線)

盛土工 盛土(路体・路床) 

付替道路右岸上流 掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 

原石採取 土工 掘削・積込 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 
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図 11.3.4.3-7(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(洞仙集落) 
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図 11.3.4.3-7(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(洞仙集落) 
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h) 帯田集落 

帯田集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-9 に、ユニットの施

工範囲を図 11.3.4.3-8(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.3-9 工事の区分毎の工種及びユニット(帯田集落) 

工事の 
時 期 

工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

工
事
Ⅱ
期

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 
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図 11.3.4.3-8(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(帯田集落) 
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図 11.3.4.3-8(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(帯田集落) 
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i) 円能寺集落 

円能寺集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-10 に、ユニットの

施工範囲を図 11.3.4.3-9(1)～(2)に示す。 

 

表 11.3.4.3-10 工事の区分毎の工種及びユニット(円能寺集落) 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線)

掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 

工
事
Ⅱ
期

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 
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図 11.3.4.3-9(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(円能寺集落) 
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図 11.3.4.3-9(2) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅱ期) 

(円能寺集落) 
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j) 二野ヶ倉集落 

二野ヶ倉集落における工事の区分毎の工種及びユニットを表 11.3.4.3-11 に、ユニット

の施工範囲を図 11.3.4.3-10 に示す。 

 

表 11.3.4.3-11 工事の区分毎の工種及びユニット(二野ヶ倉集落) 

工事の
時 期 

工事の区分 工種 ユニット 

工
事
Ⅰ
期 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 

軟岩掘削 

盛土工 盛土(路体・路床) 
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図 11.3.4.2-10(1) 

設定した工事の区分及び 

ユニット(工事Ⅰ期) 

(二野ヶ倉集落) 
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2) 資機材の運搬車両の走行に係る振動 

資機材の運搬車両の走行に係る振動の予測対象時期等は、ダムの堤体の工事等に伴って

一般県道富川渓線、付替道路及び工事用道路を走行する資機材の運搬車両台数(往復)が最

大となる時期とした。資機材の運搬車両台数を表 11.3.4.3-12 に示す。 

表 11.3.4.3-12 資機材の運搬車両台数 

予測地点 走行予定ルート 
資機材の運搬車両台数

(台/日) 

広谷集落 工事用道路 2 736 

落集落 付替道路坊主谷 96 

帯田集落 一般県道富川渓線 486 

円能寺集落 
付替道路右岸下流 

(ダムサイト・円能寺線)
72 

二股集落 一般県道富川渓線 72 

本野小学校 一般県道富川渓線 144 

寺平集落 一般県道富川渓線 144 

 

工事中の将来交通量を表 11.3.4.3-13 に示す。将来交通量は、現況の交通量が工事中に

おいてもそのまま推移するものと想定し、現況の交通量に資機材の運搬車両台数を付加す

るものとした。 

表 11.3.4.3-13 工事中の将来交通量 

単位：台/日 

予測地点 走行予定ルート 昼夜間 現況交通量 
資機材の運
搬車両台数 

将来交通量 
(現況+資機材
の運搬車両) 

広谷集落 工事用道路 2 

昼間 
12 644 656

18 0 18

夜間 
0 92 92

10 0 10

落集落 付替道路坊主谷 

昼間 
5 84 89

74 0 74

夜間 
0 12 12

15 0 15

帯田集落 一般県道富川渓線 

昼間 
75 426 501

332 0 332

夜間 
14 60 74

168 0 168

円能寺集落 
付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 

昼間 
5 64 69

96 0 96

夜間 
1 8 9

26 0 26

二股集落 一般県道富川渓線 

昼間 
135 64 199

1,188 0 1,188

夜間 
24 8 32

261 0 261

本野小学校 一般県道富川渓線 

昼間 
90 126 216

2,284 0 2,284

夜間 
11 18 29

729 0 729

寺平集落 一般県道富川渓線 

昼間 
242 126 368

1,962 0 1,962

夜間 
24 18 42

565 0 565

注)1.現況交通量は、平日の調査結果を記載した。ただし、円能寺集落については古場集落における調査

結果を、本野小学校については寺平集落の調査結果を代用して記載した。 

2.昼間は 8 時～20 時、夜間は 20 時～8 時を示す。 

3.交通量の上段は大型車、下段は小型車の交通量を示す。 
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(4)予測の結果 

1) 建設機械の稼働及び原石の採取に係る振動 

建設機械の稼働及び原石の採取に係る振動の予測結果は、表 11.3.4.3-14 に示すとお

りである。 

 

表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(東大村一丁目) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事
Ⅰ
期 

工事用道路 2 
掘削工 

土砂掘削 <30 

軟岩掘削 35 

盛土工 盛土(路体・路床) <30 

建設発生土処理場 土工 盛土 <30 

工
事
Ⅱ
期

建設発生土処理場 土工 盛土 <30 

 

表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(広谷集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事
Ⅰ
期

工事用道路 2 
掘削工 

土砂掘削 49 

軟岩掘削 60 

盛土工 盛土(路体・路床) 59 

建設発生土処理場 土工 盛土 <30 

工
事
Ⅱ
期

建設発生土処理場 土工 盛土 <30 

 

表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(坊主谷集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事

Ⅰ
期

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 <30 

軟岩掘削 43 

 

表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(落集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事
Ⅰ
期 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 46 

軟岩掘削 58 

付替道路右岸上流 

（落・古場線） 
掘削工 

土砂掘削 47 

軟岩掘削 59 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 <30 

軟岩掘削 33 

盛土工 盛土(路体・路床) <30 

工
事

Ⅱ
期 

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 39 

原石採取 土工 掘削・積込 <30 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 <30 
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表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(平地蒔集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事
Ⅰ
期 

付替道路坊主谷 掘削工 
土砂掘削 <30 

軟岩掘削 33 

付替道路右岸上流 

（落・古場線） 
掘削工 

土砂掘削 <30 

軟岩掘削 34 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 46 

軟岩掘削 57 

盛土工 盛土(路体・路床) 56 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 <30 

軟岩掘削 <30 

盛土工 盛土(路体・路床) <30 

工
事
Ⅱ
期

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 40 

原石採取 土工 掘削・積込 <30 

共通 
工事現場内の
運搬 

現場内運搬 <30 

 

表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(古場集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事
Ⅰ
期 

付替道路右岸上流 掘削工 
土砂掘削 49 

軟岩掘削 60 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 <30 

軟岩掘削 34 

盛土工 盛土(路体・路床) <30 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線)

盛土工 盛土(路体・路床) <30 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 <30 

軟岩掘削 42 

盛土工 盛土(路体・路床) 31 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 <30 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 48 

施工設備 
母材製造 
(1 次) 

骨材製造(1次) 33 

原石採取 土工 掘削・積込 <30 

共通 
工事現場内の
運搬 

現場内運搬 <30 
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表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(洞仙集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事
Ⅰ
期 

付替道路右岸上流 掘削工 
土砂掘削 <30 

軟岩掘削 33 

付替道路左岸 
掘削工 

土砂掘削 39 

軟岩掘削 52 

盛土工 盛土(路体・路床) 49 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 盛土工 盛土(路体・路床) <30 

左岸上流進入路 
掘削工 

土砂掘削 <30 

軟岩掘削 45 

盛土工 盛土(路体・路床) 38 

工
事
Ⅱ
期

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 <30 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 48 

施工設備 母材製造(1次) 骨材製造(1次) 35 

原石採取 土工 掘削・積込 <30 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 34 

 

表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(帯田集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事
Ⅰ
期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 40 

軟岩掘削 53 

盛土工 盛土(路体・路床) 50 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺
線) 

掘削工 
土砂掘削 <30 

軟岩掘削 40 

盛土工 盛土(路体・路床) <30 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 <30 

軟岩掘削 37 

盛土工 盛土(路体・路床) <30 

工
事
Ⅱ

期 

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 <30 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 47 

共通 工事現場内の運搬 現場内運搬 <30 

 

表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(円能寺集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 
レベル 

工
事
Ⅰ
期 

左岸下流進入路 
掘削工 

土砂掘削 <30 

軟岩掘削 38 

盛土工 盛土(路体・路床) <30 

付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線)

掘削工 
土砂掘削 46 

軟岩掘削 58 

盛土工 盛土(路体・路床) 56 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 <30 

軟岩掘削 43 

盛土工 盛土(路体・路床) 34 

工
事
Ⅱ
期 

堤体(CSG ダム) 
土工 掘削・積込 <30 

堤体工 盛立(敷均し・転圧) 42 
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表 11.3.4.3-14 建設機械の稼働に係る振動レベルの予測結果(二野ヶ倉集落) 

単位：dB 

工事の
時期 

工事の区分 工種 ユニット 
振動 

レベル 

工
事
Ⅰ
期 

付替道路右岸下流 
(昭和橋･円能寺線) 

掘削工 
土砂掘削 47 

軟岩掘削 59 

盛土工 盛土(路体・路床) 57 

 

 

2) 資機材の運搬車両の走行に係る振動 

資機材の運搬車両の走行に係る振動の予測結果は、表 11.3.4.3-15 に示すとおりであ

る。 

 

表 11.3.4.3-15 資機材の運搬車両の走行に係る振動レベルの予測結果 

単位：dB 

予測地点 

振動レベル 

現況の道路交通 
振動レベル 

工事中の道路交通振
動レベル 

昼間 夜間 昼間 夜間 

広谷集落 工事用道路 2 <30 <30 33 32 

落集落 付替道路坊主谷 <30 <30 <30 <30 

帯田集落 一般県道富川渓線 <30 <30 36 36 

円能寺集落 付替道路右岸下流 
(ダムサイト･円能寺線) 

<30 <30 <30 <30 

二股集落 一般県道富川渓線 <30 <30 31 30 

本野小学校 一般県道富川渓線 <30 <30 32 31 

寺平集落 一般県道富川渓線 <30 <30 34 33 

注)1.昼間は 8時～20 時、夜間は 20 時～8時を示す。 

2.現況の振動レベルは、平日の調査結果を用いた。 

3.30dB 未満のものについては、<30 と表記した。 

 

 

 

(5)環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討項目 

予測結果を踏まえ、工事中の振動の影響を事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減す

るための環境保全措置として、表11.3.4.3-16及び表11.3.4.3-17に示すとおり検討した。 
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表 11.3.4.3-16 建設機械の稼働に係る振動の予測結果及び環境保全措置の検討項目 

単位：dB 

予測地点 
予測結果（最大） 

評価の基準 
環境保全措置 
の検討 

工事Ⅰ期 工事Ⅱ期 工事中 
東大村一丁目 35 <30 

75 － 

広谷集落 60 <30 

坊主谷集落 43 － 

落集落 59 39 

平地蒔集落 57 40 

古場集落 60 48 

洞仙集落 52 48 

帯田集落 53 47 

円能寺集落 58 42 

二野ヶ倉集落 59 － 
注）1.表中の予測結果は、各予測地点の中で最大のものを示す。 

2.30dB 未満のものについては、<30 と表記した。 
3.－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

表 11.3.4.3-17 資機材の運搬車両の走行に係る振動の予測結果及び環境保全措置の検討項目 

単位：dB 

予測地点 
予測結果 評価の基準 

環境保全措置 
の検討 

昼間 夜間 昼間 夜間 工事中 

広谷集落 33 32 

65 60 － 

落集落 <30 <30 

帯田集落 36 36 

円能寺集落 <30 <30 

二股集落 31 30 

本野小学校 32 31 

寺平集落 34 33 
注）1.昼間は 8 時～20 時、夜間は 20 時～8 時を示す。 

2.30dB 未満のものについては、<30 と表記した。 
3.－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

 

 

2) 環境保全措置の検討 

予測結果を踏まえ、環境保全措置を実施しない。 

 

 

(6)事後調査 

振動に係る環境影響は、程度が著しいものとなるおそれがないと判断し、条例に基づく事

後調査は実施しない。 
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(7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

振動については、建設機械の稼働及び資機材の運搬車両の走行に係る振動について調

査、予測を実施した。これにより、振動に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内で

回避又は低減されると判断する。 

 

2) 基準又は目標との整合に係る評価 

建設機械の稼働に係る振動については、予測結果と振動規制法に基づく特定建設作業に

係る振動の規制基準値（75dB 以下）の比較を行った。振動レベルの 80 パーセントレンジ

の上端値（L10）において、特定建設作業に係る振動の規制基準値の 75dB 以下と予測され、

基準又は目標との整合は図られる。 

資機材の運搬車両の走行に係る振動については、予測結果と振動規制法に基づく道路交

通振動の要請限度値 65dB(昼間)及び 60dB(夜間)の比較を行った。昼間、夜間ともに振動

レベルの 80 パーセントレンジの上端値(L10)において、要請限度値を下回ると予測される。

これにより基準又は目標との整合は図られる。 
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11.3.4.4 低周波音 

低周波音の発生が懸念される鋼製橋梁の設置及び発破は、事業計画変更前と変わらず行わない

ため、再予測は実施しない。 

事業計画変更前の低周波音の予測結果は、第 7章の P.7.1.4-1 に示すとおりである。 
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11.3.4.5 水質汚濁 

(1)予測の基本的な手法 

1) 工事中の土砂による水の濁り 

工事ヤード及び建設発生土処理場予定地は、位置は変更せず、面積も同じであるか

縮小することから、工事区域からの濁水の流出量は同等あるいは低減するため、再予

測は実施しない。 

事業計画変更前の予測結果は、第 7 章の P.7.1.5-64 に示すとおりである。 

 
2) 工事中の水素イオン濃度 

ダム堤体の縮小に伴い、施工数量等が減少することから、アルカリ性のコンクリー

ト打設作業の排水による水素イオン濃度は低減するため、再予測は実施しない。 

事業計画変更前の予測結果は、第 7 章の P.7.1.5-137 に示すとおりである。 

 
3) 施設等の存在及び供用による水質汚濁 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.5-1 に示すとおりである。 

施設等の存在及び供用に係る本明川ダム貯水池の水質については、貯水池水質予測

モデルにより予測した。 
 

表 11.3.4.5-1 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(水質汚濁) 

影響要因 環境影響の内容 

施設等の
存在及び
供用 

・ダムの供用及び 
貯水池の存在 

土砂による水の濁り：施設等の存在及び供用に伴う濁水
の長期化による生活環境の変化 

水温：施設等の存在及び供用に伴う貯水池及びダム下流
の水温変化による生活環境の変化 

富栄養化：施設等の存在及び供用に伴う貯水池の富栄養
化、ダム下流の有機汚濁による生活環境の変化 

溶存酸素量：施設等の存在及び供用に伴う貯水池内の溶
存酸素量の減少による生活環境の変化 

 

(2)予測地域及び地点 

予測地点は、図 11.3.4.5-1 に示すとおり、本明川ダム貯水池地点、本明川ダム直下

流の富川地点、湯野尾川合流後の琴川橋地点、西谷川合流後の平松橋地点、目代川合流

後の鉄道橋地点とした。 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、施設等の存在及び供用については、貯水池が定常状態であり、適切

に予測できる時期とした。 
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図 11.3.4.5-1 

水質の予測地点 
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(4)予測の結果 

1) 施設等の存在及び供用による土砂による水の濁り 

a) 貯水池 

本明川ダム貯水池地点における土砂による水の濁りの変化について、平成元年～10

年の流況等を用いて SS を予測した結果を表 11.3.4.5-2 及び図 11.3.4.5-2 に示す。 

SSの 10カ年の範囲をみると、ダム建設前のSSは 0.8mg/L～121.5mg/Lの範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 1.6mg/L である。ダム建設後の SS は 0.3mg/L～39.3mg/L の

範囲であり、年平均値の 10 カ年平均は 2.0mg/L である。 

ダム建設後に年平均値は 0.4mg/L 増加したが、最小値、最大値ともに減少すると予

測される。 

ダム建設後は、貯水池に流入した濁水が貯水池の水と混合・拡散し、時間を追って

濁りが沈降していくことによる効果等が、あらわれていると考えられる。SS は、全体

的に減少する傾向にあり、濁水長期化の傾向はほとんど見られていない。 

 

表 11.3.4.5-2 ダム建設前後の SS の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1.ダム建設前の SS は、本明川ダム貯水池地点における河川水の SS を示し、SS 比負荷量-比流

量の関係式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の SS は、本明川ダム貯水池地点の表層の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値

を求めたものである。 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 13.4 1.0 1.3 3.7 0.3 1.8

平成2年 41.1 0.8 1.4 8.2 0.5 1.9

平成3年 31.2 1.0 1.8 35.4 0.3 2.1

平成4年 14.9 1.1 1.4 3.9 0.4 1.9

平成5年 22.7 1.0 1.9 6.3 0.4 1.9

平成6年 8.3 1.0 1.3 3.3 0.4 1.7

平成7年 44.1 0.9 1.7 15.6 0.5 2.2

平成8年 11.9 1.0 1.2 3.5 0.4 1.6

平成9年 121.5 1.0 2.8 39.3 0.4 2.9

平成10年 28.1 1.0 1.6 6.2 0.7 1.9

10カ年最大値 121.5 - - 39.3 - -

10カ年最小値 - 0.8 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 1.6 - - 2.0

ダム建設後ダム建設前年
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    注)ダム建設後 SS は本明川ダム貯水池表層の SS を示す。 

図 11.3.4.5-2 SS の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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    注)ダム建設後 SS は本明川ダム貯水池表層の SS を示す。 

図 11.3.4.5-2 SS の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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b) ダム下流河川 

ダム下流河川の各地点における土砂による水の濁りの影響について、平成元年～10

年の流況等を用いてSSを予測した結果を表11.3.4.5-3～表11.3.4.5-6及び図11.3.4.

5-3～図 11.3.4.5-6 に示す。 

富川(貯水池直下)地点は、ダム建設前の SS は 0.8mg/L～121.5mg/L の範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 1.6mg/L である。ダム建設後の SS は 0.3mg/L～40.3mg/L の

範囲であり、年平均値の 10 カ年平均は 1.9mg/L である。年平均値は、0.3mg/L 増加し

たが、ダム建設後に最小値、最大値ともに減少した。 

琴川橋地点は、ダム建設前の SS は 0.2mg/L～84.3mg/L の範囲であり、年平均値の 1

0 カ年平均は 1.4mg/L である。ダム建設後の SS は 0.3mg/L～29.2mg/L の範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 1.4mg/L である。ダム建設後の年平均値は建設前と同程度で

あり、最大値は減少した。 

平松橋地点は、ダム建設前の SS は 0.1mg/L～92.0mg/L の範囲であり、年平均値の 1

0 カ年平均は 2.1mg/L である。ダム建設後の SS は 0.3mg/L～52.1mg/L の範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 2.1mg/L である。ダム建設後の年平均値は建設前と同程度で

あり、最大値は減少した。 

鉄道橋地点は、ダム建設前の SS は 0.2mg/L～95.5mg/L の範囲であり、年平均値の 1

0 カ年平均は 2.7mg/L である。ダム建設後の SS は 0.4mg/L～63.7mg/L の範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 2.7mg/L である。ダム建設後の年平均値は建設前と同程度で

あり、最大値は減少した。 

ダム建設後は、年平均値の 10 カ年平均は同程度か増加すると予測されるが、図 11.

3.4.5-3～図 11.3.4.5-6 に示した各地点の経時変化からは、出水後の濁水長期化の傾

向は、ほとんど見られなかった。 
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表 11.3.4.5-3 ダム建設前後の SS の予測結果(富川(貯水池直下)地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 13.4 1.0 1.3 4.2 0.3 1.7

平成2年 41.1 0.8 1.4 8.8 0.5 1.8

平成3年 31.2 1.0 1.8 35.9 0.3 2.0

平成4年 14.9 1.1 1.4 3.6 0.4 1.7

平成5年 22.7 1.0 1.9 6.4 0.4 1.8

平成6年 8.3 1.0 1.3 2.9 0.4 1.6

平成7年 44.1 0.9 1.7 15.6 0.5 2.1

平成8年 11.9 1.0 1.2 4.1 0.4 1.4

平成9年 121.5 1.0 2.8 40.3 0.4 2.8

平成10年 28.1 1.0 1.6 6.3 0.6 1.8

10カ年最大値 121.5 - - 40.3 - -

10カ年最小値 - 0.8 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 1.6 - - 1.9

ダム建設後年 ダム建設前

 
注)1.ダム建設前の SS は、本明川ダム貯水池地点における河川水の SS を示し、SS 比負荷量-比流

量の関係式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の SS は、本明川ダム貯水池の放流水の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値

を求めたものである。 

 

表 11.3.4.5-4 ダム建設前後の SS の予測結果(琴川橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 12.4 0.6 1.1 7.7 0.4 1.2

平成2年 32.4 0.2 1.1 14.6 0.5 1.2

平成3年 25.6 0.6 1.5 24.1 0.4 1.6

平成4年 13.6 0.7 1.2 8.0 0.6 1.3

平成5年 19.4 0.5 1.7 10.8 0.5 1.6

平成6年 6.0 0.4 0.8 4.4 0.3 0.9

平成7年 32.0 0.5 1.3 16.8 0.5 1.4

平成8年 10.5 0.5 1.2 9.7 0.5 1.3

平成9年 84.3 0.4 2.4 29.2 0.7 2.0

平成10年 22.9 0.6 1.6 11.5 0.8 1.6

10カ年最大値 84.3 - - 29.2 - -

10カ年最小値 - 0.2 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 1.4 - - 1.4

ダム建設後年 ダム建設前

 
注)1.ダム建設前後の SS は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 
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表 11.3.4.5-5 ダム建設前後の SS の予測結果(平松橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 21.7 0.5 1.6 19.0 0.5 1.6

平成2年 49.2 0.1 1.7 37.3 0.4 1.7

平成3年 40.2 0.6 2.5 32.6 0.5 2.5

平成4年 23.5 0.8 1.9 19.8 0.8 1.9

平成5年 31.8 0.5 2.8 26.0 0.6 2.8

平成6年 10.8 0.3 0.9 10.4 0.3 0.9

平成7年 38.9 0.3 1.8 30.5 0.5 1.8

平成8年 20.1 0.4 2.0 21.6 0.6 2.0

平成9年 92.0 0.3 3.3 52.1 0.7 3.0

平成10年 35.5 0.5 2.8 27.7 0.7 2.8

10カ年最大値 92.0 - - 52.1 - -

10カ年最小値 - 0.1 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 2.1 - - 2.1

ダム建設後年 ダム建設前

 
注)1.ダム建設前後の SS は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 

 

表 11.3.4.5-6 ダム建設前後の SS の予測結果(鉄道橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 25.9 0.8 2.1 23.9 0.8 2.1

平成2年 56.6 0.2 2.2 47.5 0.4 2.3

平成3年 46.7 0.8 3.1 40.1 0.8 3.1

平成4年 27.9 1.2 2.4 25.1 1.1 2.5

平成5年 37.3 0.8 3.6 32.8 0.8 3.5

平成6年 13.2 0.4 1.2 13.1 0.5 1.2

平成7年 42.5 0.4 2.3 37.0 0.7 2.3

平成8年 24.3 0.5 2.6 25.6 0.7 2.6

平成9年 95.5 0.4 4.0 63.7 0.8 3.7

平成10年 41.2 0.7 3.6 35.2 0.8 3.6

10カ年最大値 95.5 - - 63.7 - -

10カ年最小値 - 0.2 - - 0.4 -

10カ年平均値 - - 2.7 - - 2.7

ダム建設後年 ダム建設前

 
注)1.ダム建設前後の SS は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 
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    注)ダム建設後 SS は本明川ダム貯水池放流水の SS を示す。 

図 11.3.4.5-3 SS の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (1/2) 
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   注)ダム建設後 SS は本明川ダム貯水池放流水の SS を示す。 

図 11.3.4.5-3 SS の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-4 SS の予測結果(琴川橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-4 SS の予測結果(琴川橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-5 SS の予測結果(平松橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-5 SS の予測結果(平松橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-6 SS の予測結果(鉄道橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-6 SS の予測結果(鉄道橋地点) (2/2) 
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2) 施設等の存在及び供用による水温 

a) 貯水池 

本明川ダム貯水池地点における水温の変化について、平成元年～10 年の流況等を用

いて予測した結果を表 11.3.4.5-7 及び図 11.3.4.5-7 に示す。 

ダム建設前の水温は 5.7℃～23.4℃の範囲であり、年平均値の 10 カ年平均は 15.2℃

である。ダム建設後の水温は 7.5℃～29.8℃の範囲であり、年平均値の 10 カ年平均は

17.4℃である。 

ダム建設後に年平均値の 10 カ年平均は 2.2℃上昇し、最大値、最小値ともに上昇し

た。図 11.3.4.5-7 に示した経時変化からは、6 月～10 月にかけて水温が上昇すると予

測されており、貯留による蓄熱の影響によるものと考えられる。 

 

表 11.3.4.5-7 ダム建設前後の水温の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 22.2 7.2 15.2 28.0 9.3 17.6

平成2年 22.5 6.3 15.5 28.2 8.0 18.0

平成3年 22.3 5.7 15.1 27.4 7.8 16.9

平成4年 21.8 8.0 15.1 26.6 9.0 17.1

平成5年 21.7 7.0 14.8 25.5 8.3 16.5

平成6年 23.4 7.1 15.5 29.8 8.6 17.4

平成7年 22.3 6.8 14.9 28.9 8.0 17.2

平成8年 22.9 6.3 15.0 29.4 7.5 17.4

平成9年 22.5 7.3 15.3 26.0 8.6 17.4

平成10年 22.2 6.4 15.8 27.6 8.8 18.3

10カ年最大値 23.4 - - 29.8 - -

10カ年最小値 - 5.7 - - 7.5 -

10カ年平均値 - - 15.2 - - 17.4

年 ダム建設後ダム建設前

 
注)1.ダム建設前の水温は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水温を示し、気温と水温の

関係式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水温は、本明川ダム貯水池地点の表層の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値

を求めたものである。 
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    注)ダム建設後水温は本明川ダム貯水池表層の水温を示す。 

図 11.3.4.5-7 水温の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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    注)ダム建設後水温は本明川ダム貯水池表層の水温を示す。 

図 11.3.4.5-7 水温の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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b) ダム下流河川 

ダム下流河川の各地点における水温の影響について、平成元年～10 年の流況等を用

いて予測した結果を表 11.3.4.5-8～表 11.3.4.5-11、図 11.3.4.5-8～図 11.3.4.5-11

に示す。 

富川(貯水池直下)地点は、ダム建設前の水温は 6.3℃～26.6℃の範囲であり、年平均

値の 10 カ年平均は 17.3℃である。ダム建設後の水温は 7.5℃～28.9℃の範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 16.4℃である。ダム建設後の水温はダム建設前と比べ年平均

値の 10 カ年平均で 0.9℃低下し、最小値、最大値とも上昇した。 

琴川橋地点は、ダム建設前の水温は 5.2℃～26.5℃の範囲であり、年平均値の 10 カ

年平均は 16.7℃である。ダム建設後の水温は 6.1℃～27.8℃の範囲であり、年平均値

の 10 カ年平均は 16.2℃である。ダム建設後に年平均値は 0.5℃低下し、最小値、最大

値とも上昇した。 

平松橋地点は、ダム建設前の水温は 4.2℃～29.8℃の範囲であり、年平均値の 10 カ

年平均は 17.4℃である。ダム建設後の水温は 4.8℃～29.6℃の範囲であり、年平均値

の 10 カ年平均は 17.1℃である。ダム建設後に年平均値は 0.3℃低下し、最小値は上昇

し、最大値は低下した。 

鉄道橋地点は、ダム建設前の水温は 3.6℃～30.5℃の範囲であり、年平均値の 10 カ

年平均は 17.5℃である。ダム建設後の水温は 4.0℃～29.8℃の範囲であり、年平均値

の 10 カ年平均は 17.4℃である。ダム建設後に年平均値は 0.1℃低下し、最小値は上昇

し最大値は低下した。 

ダム建設後の水温は年平均値の 10 カ年平均は低下したが、概ねダム建設前の 10 カ

年変動幅の範囲内に収まると予測される。 
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表 11.3.4.5-8 ダム建設前後の水温の予測結果(富川(貯水池直下)地点) 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 25.3 8.2 17.3 25.1 9.3 16.6

平成2年 25.6 7.0 17.6 25.7 8.0 17.0

平成3年 25.5 6.3 17.2 23.9 7.8 16.0

平成4年 24.9 9.0 17.2 24.1 9.0 16.2

平成5年 24.7 7.8 16.9 23.1 8.3 15.8

平成6年 26.6 8.0 17.6 28.9 8.6 16.5

平成7年 25.4 7.6 16.9 24.9 8.0 16.1

平成8年 26.1 7.0 17.1 25.8 7.5 16.3

平成9年 25.7 8.2 17.3 24.1 8.6 16.4

平成10年 25.3 7.2 18.0 24.9 8.4 17.1

10カ年最大値 26.6 - - 28.9 - -

10カ年最小値 - 6.3 - - 7.5 -

10カ年平均値 - - 17.3 - - 16.4

年 ダム建設前 ダム建設後

 
注)1.ダム建設前の水温は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水温を示し、気温と水温の

関係式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水温は、本明川ダム貯水池放流水の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値

を求めたものである。 

 

表 11.3.4.5-9 ダム建設前後の水温の予測結果(琴川橋地点) 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 25.0 7.1 16.7 24.7 8.1 16.3

平成2年 25.5 5.9 17.0 25.4 6.6 16.7

平成3年 25.1 5.2 16.5 24.1 6.2 15.9

平成4年 24.7 8.0 16.5 24.2 8.4 16.1

平成5年 24.4 6.7 16.2 23.0 7.3 15.7

平成6年 26.5 7.3 17.2 27.8 8.0 16.5

平成7年 25.4 6.5 16.3 25.1 6.5 15.9

平成8年 26.1 5.7 16.3 25.7 6.1 16.0

平成9年 25.4 6.9 16.6 24.5 7.3 16.2

平成10年 25.2 5.9 17.4 24.9 6.6 17.0

10カ年最大値 26.5 - - 27.8 - -

10カ年最小値 - 5.2 - - 6.1 -

10カ年平均値 - - 16.7 - - 16.2

年 ダム建設前 ダム建設後

 
注)1.ダム建設前後の水温は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 
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表 11.3.4.5-10 ダム建設前後の水温の予測結果(平松橋地点) 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 28.0 6.3 17.4 27.2 6.7 17.2

平成2年 28.5 4.4 17.8 27.7 5.0 17.6

平成3年 26.7 4.2 16.9 26.2 4.8 16.6

平成4年 27.3 7.3 17.2 27.0 7.4 16.9

平成5年 26.3 5.8 16.6 25.4 6.1 16.3

平成6年 29.3 6.7 18.1 29.6 6.9 17.6

平成7年 29.1 5.6 17.1 28.0 5.5 16.8

平成8年 29.8 5.3 17.1 28.5 5.3 17.0

平成9年 27.8 6.2 17.5 27.1 6.4 17.2

平成10年 28.1 4.7 18.2 27.9 5.1 17.9

10カ年最大値 29.8 - - 29.6 - -

10カ年最小値 - 4.2 - - 4.8 -

10カ年平均値 - - 17.4 - - 17.1

年 ダム建設前 ダム建設後

 
注)1.ダム建設前後の水温は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 

 

表 11.3.4.5-11 ダム建設前後の水温の予測結果(鉄道橋地点) 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 28.9 5.6 17.6 28.4 5.9 17.5

平成2年 28.9 3.7 17.9 28.4 4.0 17.8

平成3年 27.7 3.6 17.0 27.3 4.0 16.8

平成4年 27.9 6.8 17.3 27.8 6.7 17.1

平成5年 27.2 5.1 16.7 26.6 5.3 16.5

平成6年 29.9 5.6 18.1 29.8 5.5 17.8

平成7年 29.5 4.9 17.2 29.1 5.0 17.0

平成8年 30.5 4.8 17.4 29.7 4.8 17.2

平成9年 28.4 5.7 17.7 28.1 5.9 17.5

平成10年 29.2 4.3 18.4 29.1 4.6 18.3

10カ年最大値 30.5 - - 29.8 - -

10カ年最小値 - 3.6 - - 4.0 -

10カ年平均値 - - 17.5 - - 17.4

年 ダム建設前 ダム建設後

 

注)1.ダム建設前後の水温は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 
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    注)ダム建設後水温は本明川ダム貯水池放流水の水温を示す。 

図 11.3.4.5-8 水温の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (1/2) 
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    注)ダム建設後水温は本明川ダム貯水池放流水の水温を示す。 

図 11.3.4.5-8 水温の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-9 水温の予測結果(琴川橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-9 水温の予測結果(琴川橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-10 水温の予測結果(平松橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-10 水温の予測結果(平松橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-11 水温の予測結果(鉄道橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-11 水温の予測結果(鉄道橋地点) (2/2) 
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3) 施設等の存在及び供用による富栄養化 

a) 貯水池 

本明川ダム貯水池地点における富栄養化の変化について、平成元年～10 年の流況等

を用いて COD、Chl-a、T-N 及び T-P を予測した結果を表 11.3.4.5-12～表 11.3.4.5-15

及び図 11.3.4.5-12～図 11.3.4.5-15 に示す。 

COD は、ダム建設前は 0.2 mg/L～15.0mg/L の範囲であり、年平均値の 10 カ年平均は

1.1mg/L である。ダム建設後は 0.7mg/L～13.9mg/L の範囲であり、年平均値の 10 カ年

平均は 2.7mg/L である。年平均値は 1.6mg/L 増加し、最小値は増加し、最大値は減少

する。 

Chl-a は、1.0μg/L～25.6μg/L の範囲であり、年平均の 10 カ年平均は 9.9μg/L で

ある。 

T-N は、ダム建設前は 0.33 mg/L～1.58mg/L の範囲であり、年平均値の 10 カ年平均

は 0.40mg/L である。ダム建設後は 0.31mg/L～1.62mg/L の範囲であり、年平均値の 10

カ年平均は 0.48mg/L である。年平均値は 0.08mg/L 増加し、最小値は減少し、最大値

は増加する。 

T-P は、ダム建設前は 0.002mg/L～0.147mg/L の範囲であり、年平均値の 10 カ年平均

は 0.026mg/L である。ダム建設後は 0.009mg/L～0.150mg/L の範囲であり、年平均値の

10 カ年平均は 0.017mg/L である。年平均値は 0.009mg/L 減少し、最小値、最大値が増

加する。 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設前と比べてダム建設後は COD、T-N が増加し、

T-P が減少する傾向にある。図 11.3.4.5-12～図 11.3.4.5-15 に示す経時変化に着目す

ると、Chl-a の増加が 3 月頃から始まっており、夏季には富栄養化現象を示すと考えら

れる。これに伴い COD の増加が認められる結果となった。 
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表 11.3.4.5-12 ダム建設前後の COD の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 4.4 0.8 1.0 4.2 0.7 2.6

平成2年 8.2 0.2 1.0 5.1 1.2 2.7

平成3年 7.1 0.8 1.2 12.2 0.9 2.6

平成4年 4.7 0.9 1.1 4.3 1.1 2.8

平成5年 5.9 0.8 1.2 4.4 1.0 2.6

平成6年 3.4 0.7 1.0 3.5 1.0 2.4

平成7年 8.5 0.6 1.1 7.7 1.1 2.9

平成8年 4.1 0.7 1.0 3.7 1.1 2.4

平成9年 15.0 0.8 1.3 13.9 1.0 3.1

平成10年 6.7 0.9 1.2 4.5 1.5 3.0

10カ年最大値 15.0 - - 13.9 - -

10カ年最小値 - 0.2 - - 0.7 -

10カ年平均値 - - 1.1 - - 2.7

ダム建設後ダム建設前年

 
注)1.ダム建設前の水質は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水質を示し、比負荷量－比

流量の関係式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池地点の表層の計算値を示す。 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値

を求めたものである。 

 

表 11.3.4.5-13 ダム建設後の Chl-a の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：μg/L

最大値 最小値 平均値

平成元年 19.6 1.0 10.3

平成2年 21.4 1.9 10.6

平成3年 24.7 1.5 9.7

平成4年 21.0 2.0 10.3

平成5年 24.9 1.2 8.9

平成6年 19.1 1.9 9.8

平成7年 24.9 1.7 11.3

平成8年 19.0 1.9 8.8

平成9年 25.6 1.0 10.2

平成10年 20.6 1.9 9.4

10カ年最大値 25.6 - -

10カ年最小値 - 1.0 -

10カ年平均値 - - 9.9

ダム建設後年

 

注)1.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池地点の表層の計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、小

値及び平均値を求めたものである。 
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表 11.3.4.5-14 ダム建設前後の全窒素(T-N)の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.88 0.34 0.39 0.60 0.31 0.42

平成2年 1.18 0.33 0.39 1.01 0.35 0.46

平成3年 1.10 0.35 0.42 1.38 0.38 0.51

平成4年 0.90 0.36 0.40 0.75 0.36 0.47

平成5年 1.01 0.34 0.43 0.92 0.37 0.50

平成6年 0.77 0.34 0.39 0.56 0.31 0.41

平成7年 1.21 0.33 0.40 1.12 0.31 0.46

平成8年 0.85 0.34 0.38 0.60 0.31 0.43

平成9年 1.58 0.34 0.42 1.62 0.36 0.57

平成10年 1.07 0.35 0.42 0.88 0.42 0.53

10カ年最大値 1.58 - - 1.62 - -

10カ年最小値 - 0.33 - - 0.31 -

10カ年平均値 - - 0.40 - - 0.48

ダム建設後ダム建設前年

 
注)1.ダム建設前の水質は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水質を示し、比負荷量－比

流量の関係式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池地点の表層の計算値を示す。 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値

を求めたものである。 

 

表 11.3.4.5-15 ダム建設前後の全リン(T-P)の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.058 0.023 0.025 0.033 0.012 0.017

平成2年 0.093 0.002 0.025 0.068 0.010 0.015

平成3年 0.083 0.022 0.026 0.123 0.010 0.017

平成4年 0.061 0.023 0.025 0.035 0.012 0.017

平成5年 0.072 0.023 0.027 0.056 0.012 0.018

平成6年 0.047 0.022 0.025 0.028 0.010 0.016

平成7年 0.096 0.019 0.026 0.087 0.009 0.018

平成8年 0.055 0.021 0.024 0.028 0.009 0.014

平成9年 0.147 0.022 0.027 0.150 0.009 0.021

平成10年 0.079 0.022 0.026 0.053 0.014 0.019

10カ年最大値 0.147 - - 0.150 - -

10カ年最小値 - 0.002 - - 0.009 -

10カ年平均値 - - 0.026 - - 0.017

ダム建設後ダム建設前年

 

注)1.ダム建設前の水質は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水質を示し、比負荷量－比流量の

関係式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池地点の表層の計算値を示す。 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求め

たものである。 
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    注)ダム建設後 COD は本明川ダム貯水池表層の COD を示す。 

図 11.3.4.5-12 COD の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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    注)ダム建設後 COD は本明川ダム貯水池表層の COD を示す。 

図 11.3.4.5-12 COD の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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    注) Chl-a は本明川ダム貯水池表層の Chl-a を示す。 

図 11.3.4.5-13 Chl-a の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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    注)Chl-a は本明川ダム貯水池表層の Chl-a を示す。 

図 11.3.4.5-13 Chl-a の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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     注)ダム建設後 T-N は本明川ダム貯水池表層の T-N を示す。 

図 11.3.4.5-14 T-N の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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    注)ダム建設後 T-N は本明川ダム貯水池表層の T-N を示す。 

図 11.3.4.5-14 T-N の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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     注)ダム建設後 T-P は本明川ダム貯水池表層の T-P を示す。 

図 11.3.4.5-15 T-P の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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     注)ダム建設後 T-P は本明川ダム貯水池表層の T-P を示す。 

図 11.3.4.5-15 T-P の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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b) ダム下流河川 

ダム下流河川の各地点における富栄養化の影響について、平成元年～10 年の流況等

を用いて BOD を予測した結果を表 11.3.4.5-16～表 11.3.4.5-19 及び図 11.3.4.5-16～

図 11.3.4.5-19 に示す。 

富川(貯水池直下)地点は、ダム建設前の BOD は 0.4mg/L～1.2mg/L の範囲であり、年

平均値の 10 カ年平均は 0.4mg/L である。ダム建設後の BOD は 0.2mg/L～3.1mg/L の範

囲であり、年平均値の 10 カ年平均は 0.6mg/L である。ダム建設後の BOD は、ダム建設

前と比べ年平均値の 10カ年平均で 0.2mg/L 増加し、最小値は減少、最大値は増加する。 

琴川橋地点は、ダム建設前の BOD は 0.3mg/L～1.0mg/L の範囲であり、年平均値の 1

0 カ年平均は 0.4mg/L である。ダム建設後の BOD は 0.2mg/L～2.1mg/L の範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 0.5mg/L である。ダム建設後に平均値は 0.1mg/L 増加し、最

小値は減少し、最大値は増加する。 

平松橋地点は、ダム建設前の BOD は 0.2mg/L～1.0mg/L の範囲であり、年平均値の 1

0 カ年平均は 0.2mg/L である。ダム建設後の BOD は 0.2 mg/L～1.6mg/L の範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 0.3mg/L である。ダム建設後の平均値は 0.1mg/L 増加し、最

小値はダム建設前と同程度で、最大値は増加する。 

鉄道橋地点は、ダム建設前の BOD は 0.3mg/L～1.0mg/L の範囲であり、年平均値の 1

0 カ年平均は 0.4mg/L である。ダム建設後の BOD は 0.3mg/L～1.4mg/L の範囲であり、

年平均値の 10 カ年平均は 0.4mg/L である。ダム建設後の平均値及び最小値は建設前と

同程度であり、最大値は増加する。 

図 11.3.4.5-16～図 11.3.4.5-19 の経時変化をみると、富川(貯水池直下)地点と琴川

橋地点では、ダム建設後の BOD がダム建設前に比べ増加している期間があり、平松橋

地点と鉄道橋地点では、ダム建設前後で、同程度となると予測される。 
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表 11.3.4.5-16 ダム建設前後の BOD の予測結果(富川(貯水池直下)地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.7 0.4 0.4 1.0 0.2 0.6

平成2年 0.9 0.4 0.4 1.2 0.3 0.6

平成3年 0.9 0.4 0.4 2.7 0.2 0.6

平成4年 0.8 0.4 0.4 0.9 0.3 0.6

平成5年 0.8 0.4 0.4 0.9 0.2 0.6

平成6年 0.7 0.4 0.4 0.8 0.2 0.5

平成7年 0.9 0.4 0.4 1.7 0.3 0.7

平成8年 0.7 0.4 0.4 0.9 0.3 0.5

平成9年 1.2 0.4 0.4 3.1 0.2 0.7

平成10年 0.9 0.4 0.4 1.0 0.3 0.6

10カ年最大値 1.2 - - 3.1 - -

10カ年最小値 - 0.4 - - 0.2 -

10カ年平均値 - - 0.4 - - 0.6

ダム建設後年 ダム建設前

 
注)1.ダム建設前の BOD は、本明川ダム貯水池地点における河川水の BOD を示し、比負荷量－比

流量の関係式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の BOD は、本明川ダム貯水池の放流水の COD 計算値を BOD に換算した値を示す。 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値

を求めたものである。 

 

表 11.3.4.5-17 ダム建設前後の BOD の予測結果(琴川橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.6 0.4 0.4 0.9 0.2 0.5

平成2年 0.7 0.3 0.4 0.9 0.3 0.5

平成3年 0.7 0.4 0.4 1.6 0.3 0.5

平成4年 0.6 0.4 0.4 0.7 0.3 0.5

平成5年 0.6 0.4 0.4 0.7 0.3 0.5

平成6年 0.6 0.4 0.4 0.8 0.3 0.5

平成7年 0.8 0.3 0.4 1.2 0.3 0.6

平成8年 0.6 0.3 0.4 0.8 0.3 0.5

平成9年 1.0 0.3 0.4 2.1 0.3 0.5

平成10年 0.7 0.3 0.4 0.8 0.3 0.5

10カ年最大値 1.0 - - 2.1 - -

10カ年最小値 - 0.3 - - 0.2 -

10カ年平均値 - - 0.4 - - 0.5

ダム建設後年 ダム建設前

 
注)1.ダム建設前後の水質は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 
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表 11.3.4.5-18 ダム建設前後の BOD の予測結果(平松橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.6 0.2 0.2 0.6 0.2 0.3

平成2年 0.8 0.2 0.2 0.7 0.2 0.3

平成3年 0.7 0.2 0.3 1.2 0.2 0.3

平成4年 0.6 0.2 0.2 0.6 0.2 0.3

平成5年 0.8 0.2 0.3 0.7 0.2 0.3

平成6年 0.4 0.2 0.2 0.5 0.2 0.2

平成7年 0.7 0.2 0.2 1.0 0.2 0.3

平成8年 0.6 0.2 0.2 0.6 0.2 0.3

平成9年 1.0 0.2 0.3 1.6 0.2 0.3

平成10年 0.7 0.2 0.3 0.7 0.2 0.3

10カ年最大値 1.0 - - 1.6 - -

10カ年最小値 - 0.2 - - 0.2 -

10カ年平均値 - - 0.2 - - 0.3

ダム建設後年 ダム建設前

 
注)1.ダム建設前後の水質は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 

 

表 11.3.4.5-19 ダム建設前後の BOD の予測結果(鉄道橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4

平成2年 0.8 0.4 0.4 0.8 0.4 0.4

平成3年 0.8 0.4 0.4 1.1 0.4 0.4

平成4年 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4

平成5年 0.7 0.4 0.4 0.7 0.4 0.4

平成6年 0.5 0.3 0.4 0.5 0.3 0.4

平成7年 0.8 0.3 0.4 1.0 0.3 0.4

平成8年 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4

平成9年 1.0 0.3 0.4 1.4 0.4 0.4

平成10年 0.7 0.4 0.4 0.7 0.4 0.4

10カ年最大値 1.0 - - 1.4 - -

10カ年最小値 - 0.3 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 0.4 - - 0.4

ダム建設後年 ダム建設前

 
注)1.ダム建設前後の水質は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求

めたものである。 
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注)ダム建設後 BOD は、本明川ダム貯水池放流水の BOD を示す。 

図 11.3.4.5-16 BOD の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (1/2) 
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注)ダム建設後 BOD は、本明川ダム貯水池放流水の BOD を示す。 

図 11.3.4.5-16 BOD の予測結果(富川(貯水池直下)地点 (2/2) 
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図 11.3.4.5-17 BOD の予測結果(琴川橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-17 BOD の予測結果(琴川橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-18 BOD の予測結果(平松橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-18 BOD の予測結果(平松橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-19 BOD の予測結果(鉄道橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-19 BOD の予測結果(鉄道橋地点) (2/2) 

 



11.3.4-178 

4) 施設等の存在及び供用による溶存酸素量 

a) 貯水池 

本明川ダム貯水池地点における DO の変化について、平成元年～10 年の流況等を用い

て予測した結果を表 11.3.4.5-20 及び図 11.3.4.5-20～図 11.3.4.5-21 に示す。 

ダム建設前は 8.4mg/L～12.6mg/L の範囲であり、年平均値の 10 カ年平均は 10.0mg/

L である。 

ダム建設後は 6.8mg/L～12.5mg/L の範囲であり、年平均値の 10 カ年平均は 10.0mg/

L である。ダム建設後の平均値は建設前と同程度であり、最小値、最大値は減少すると

予測される。 

図 11.3.4.5-20 及び図 11.3.4.5-21 の DO の経時変化をみると、DO が最も少なくなる

のは、ダム建設後では平成 4 年 9 月であり、循環期に入り下層の DO の少ない水が上層

水と混合したためと考えられる。 

 

表 11.3.4.5-20 ダム建設前後の DO の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 12.0 8.6 10.0 11.4 7.4 10.0

平成2年 12.3 8.5 9.9 11.5 6.9 9.7

平成3年 12.6 8.6 10.0 11.3 8.1 9.9

平成4年 11.8 8.6 10.0 11.4 6.8 10.0

平成5年 12.1 8.7 10.0 11.5 8.2 10.2

平成6年 12.1 8.4 9.9 11.6 7.7 10.0

平成7年 12.1 8.6 10.0 11.6 7.4 10.1

平成8年 12.3 8.5 10.0 11.3 7.2 9.8

平成9年 12.0 8.5 10.0 11.6 8.3 10.4

平成10年 12.3 8.6 9.8 12.5 7.6 10.2

10カ年最大値 12.6 - - 12.5 - -

10カ年最小値 - 8.4 - - 6.8 -

10カ年平均値 - - 10.0 - - 10.0

年 ダム建設前 ダム建設後

 
注)1.ダム建設前の水質は、本明川ダム貯水池地点における河川水の DO を示し、水温と飽和溶存

酸素量を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池の表層の計算値を示す。 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を

求めたものである。 
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    注)ダム建設後 DO は本明川ダム貯水池表層の DO を示す。 

図 11.3.4.5-20 DO の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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    注)ダム建設後 DO は本明川ダム貯水池表層の DO を示す。 

図 11.3.4.5-20 DO の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-21 DO 鉛直分布の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-21 DO 鉛直分布の予測結果本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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(5)環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討項目 

水質汚濁について、施設等の存在及び供用に係る土砂による水の濁り、水温、富栄

養化及び溶存酸素量の影響を事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減するための環

境保全措置として、表 11.3.4.5-21 に示すとおり検討した。 

表 11.3.4.5-21 環境保全措置の検討項目 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

施設等の存在

及び供用 

土砂による 

水の濁り 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の SS は、ダム建設前に

比べ、平均値が増加し、最大値が減少すると予測される。 

ダム下流河川では、ダム建設後の SS は、ダム建設前に比べ、同

程度か増加すると予測されるが、各地点の経時変化からは、出水

後の濁水長期化の傾向はほとんどみられないと予測される。 

－ 

水素イオン

濃度 
  

水 温 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の水温は、ダム建設前

に比べ、6 月から 10 月にかけて上昇すると予測される。 

ダム下流河川では、ダム建設後の水温は、ダム建設前の水温の

10 カ年変動幅に概ね収まると予測される。 

－ 

富栄養化 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の各水質の平均値は、

ダム建設前に比べ、COD、T-N は増加し、T-P は減少する。ダム建

設後の Chl-a の増加により夏季には富栄養化現象を示すと考えら

れる。 

ダム下流河川では、ダム建設後の BOD は、ダム建設前に比べ、

鉄道橋より上流では増加し、同地点を含む下流では同程度になる

と予測される。 

○ 

溶存酸素量 
本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の DO は、ダム建設前に

比べ、最小値が減少すると予測される。 
○ 

注) 1.○：環境保全措置の検討を行う。 

   2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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2) 施設等の存在及び供用における環境保全措置 

①環境保全措置の検討 

ダム建設後の施設等の存在及び供用における富栄養化及び溶存酸素量の影響に対し

て、事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減するための環境保全措置の検討を表

11.3.4.5-22～表 11.3.4.5-23 に示す。 

 

表 11.3.4.5-22 施設等の存在及び供用における環境保全措置の検討（1/2） 

項 目 富栄養化 

環境影響 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の各水質は、ダム建設

前に比べ、COD、T-N は増加し、T-P は減少する。ダム建設後の Chl-a

の増加により夏季には富栄養化現象を示すと考えられる。 

環境保全措置の方針 本明川ダム貯水池において富栄養化現象を抑制する。 

環境保全措置案 曝気循環設備の設置 

環境保全措置の実施内容 本明川ダム貯水池に曝気循環設備を設置し、湖水循環を行う。 

環境保全措置の効果 
曝気循環設備の運用により、ダム貯水池における Chl-a が減少

し、富栄養化現象を抑制する効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 
ダム貯水池における富栄養化現象を抑制する効果が見込まれる

ため、本環境保全措置を実施する。 

 

表 11.3.4.5-22 施設等の存在及び供用における環境保全措置の検討（2/2） 

項 目 溶存酸素量 

環境影響 
本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の DO は、ダム建設前に

比べ、最小値が減少すると予測される。 

環境保全措置の方針 本明川ダム貯水池表層において溶存酸素量の減少を緩和する。 

環境保全措置案 曝気循環設備の設置 

環境保全措置の実施内容 
本明川ダム貯水池に曝気循環設備を設置し、溶存酸素量が多い

水塊を上層に確保する。 

環境保全措置の効果 
曝気循環設備の運用により、溶存酸素量が多い水塊が上層に確

保され、溶存酸素量の減少を緩和する効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 
ダム貯水池表層における溶存酸素量の減少を緩和する効果が見

込まれるため、本環境保全措置を実施する。 

 

表 11.3.4.5-23 施設等の存在及び供用における追加する環境保全措置の検討 

項 目 水温 

環境影響 
富栄養化及び溶存酸素量に対する曝気循環設備の運用により冷

温水が生じると考えられる。 

環境保全措置の方針 ダム下流河川において水温の上昇及び低下を緩和する。 

環境保全措置案 選択取水設備の運用 

環境保全措置の実施内容 
本明川ダム貯水池の選択取水設備の運用により、流入水温に応

じた運用を行う。 

環境保全措置の効果 

選択取水設備の運用により、ダム下流河川におけるダム建設前

とダム建設後の水温差は小さくなり、ダム下流河川の水温変化を

低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の実施 
ダム下流河川の水温変化を低減する効果が見込まれるため、本

環境保全措置を実施する。 
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(a)環境保全措置の内容 

環境保全措置として、富栄養化現象の抑制及び溶存酸素量の減少の緩和が期待で

きる「曝気循環設備の設置」について比較検討した。 

ただし、曝気循環設備の設置によって貯水池放流水温がダム建設前の 10 カ年変動

幅に収まらない場合があると予測されるため、水温対策として選択取水設備の流入

水温に応じた運用を曝気循環設備と組み合わせることを比較検討した。 

以上の環境保全措置の内容の実施条件について、表 11.3.4.5-24～表 11.3.4.5-25

に示す。 

表 11.3.4.5-24 環境保全措置の内容 

環境保全措置 
環境保全措置の 

ねらい 
曝気循環設備の実施条件 

曝気循環設備

の設置 

貯水池の富栄養 

化現象の抑制と

溶存酸素量の減

少の緩和 

曝気循環設備の運用により、貯水池水温躍層を低下させ、

表層循環層を深くすることで、植物プランクトンの増殖しや

すい水面付近の滞留を少なくし、植物プランクトンの増殖を

抑制する。運用条件は以下の考え方とした。 

■運転期間：3/1～10/31 稼働(躍層形成期間を対象) 

■曝気標高：標高 EL117m（常時満水位時の曝気水深は 17m）

■規  模：1.7m3/分～6.8m3/分について検討した。 

 

表 11.3.4.5-25 追加する環境保全措置の内容 

環境保全措置 
環境保全措置の 

ねらい 
選択取水設備の実施条件 

選択取水設備

の流入水温に

応じた運用 

富栄養化及び溶

存酸素量に対す

る環境保全措置

において生じる

冷温水を緩和す

る。 

曝気循環設備を運用することにより、下流へ放流する水温

の変化が想定されるため、選択取水設備の流入水温に応じた

運用を行い、現況河川水温に対して冷温水放流となる現象の

低減を図る。運用条件は以下の考え方とした。 

■最大取水量 1.0m3/s(1.0m3/s以上は常用洪水吐 EL134mより

放流) 

■流入水温に応じて貯水池の相当する水温層から取水を行

う。 

(運用は前 3 日平均水温に応じて行う。) 
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環境保全対策評価予測の検討ケースは、「1.曝気循環設備規模の選定」「2.選択

取水設備の追加導入検討」の 2 段階で検討した。検討フローを図 11.3.4.5-22 に示

す。 

1.曝気循環設備規模の選定

・富栄養化、及び溶存酸素量の減少の緩和に対する対策規模検討。

規模 水深 運転期間

1 1.7m3/分 曝気循環設備規模の選定

2 3.4m3/分 ・曝気1.7m3/分規模が必要

3 6.8m3/分

2.選択取水設備の追加導入検討

・曝気循環設備を導入したことによる水温影響に対する追加対策検討。

規模 水深 運転期間

1 無し － － 選択取水設備の追加導入検討

2 ・曝気循環設備＋

3
選択取水

(流入水温に応じた運用)
　選択取水
　（流入水温に応じた運用）

取水施設

表層取水
（水深2.5m）

ケース
曝気循環設備

取水施設

曝気循環設備
ケース

標高
EL117m

3/1～
10/31

1.7m3/分
標高
EL117m

3/1～
10/31

表層取水
（水深2.5m）

 

図 11.3.4.5-22 環境保全措置の比較検討フロー 

 

 

(b)環境保全措置の比較 

富栄養化及び溶存酸素量に対する環境保全措置として、曝気循環設備の導入及び

設備の規模を検討した。 

曝気循環設備の規模を 1.7m3/分～6.8m3/分まで増大させた場合によるダム建設後

の富栄養化及び溶存酸素量に対する効果について、平成元年～10 年までの流況等を

用いて予測し比較した結果を、表 11.3.4.5-26～表 11.3.4.5-27 及び図 11.3.4.5-23

～図 11.3.4.5-24 に示す。 

その結果、曝気循環設備の規模が 1.7m3/分～6.8m3/分の場合、富栄養の判定基準

である Chl-a の年最大値において 25μg/L 以上、年平均値において 8μg/L 以上を、

予測を行った全ての年でその値を下回る。 

また、溶存酸素量の年最小値は、環境保全措置無しの 6.8mg/L に対して、予測を

行った全ての年でその値を上回る。 

したがって、1.7m3/分～6.8m3/分の範囲で、本明川ダム貯水池地点において Chl-a

の減少及び溶存酸素量の減少が緩和される。 

以上より、環境保全措置として、曝気循環設備の規模については検討した規模の

中で最小の 1.7m3/分を選定するものとした。 
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表 11.3.4.5-26 本明川ダム貯水池表層 Chl-a の環境保全措置(施設規模)の比較結果 

単位：μg/L

年

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 12.4 1.0 5.8 13.0 1.0 5.4 14.4 1.0 4.9

平成2年 15.2 2.2 6.2 14.0 2.3 5.8 12.2 2.4 5.4

平成3年 15.2 1.4 4.5 13.1 1.4 4.2 10.1 1.2 3.8

平成4年 14.1 1.4 6.0 12.2 1.4 5.6 10.5 1.3 5.3

平成5年 13.1 1.5 4.9 14.4 1.4 4.5 17.5 1.3 3.8

平成6年 16.1 1.7 6.8 16.5 1.8 6.6 16.3 1.6 6.3

平成7年 17.3 1.9 6.7 15.1 1.9 6.4 12.9 1.9 5.9

平成8年 11.5 1.7 5.3 10.5 1.8 5.0 10.0 1.6 4.7

平成9年 16.2 1.0 6.1 14.9 1.0 5.7 14.2 1.0 5.2

平成10年 14.4 1.8 6.3 13.3 1.9 5.9 11.8 1.9 5.4

10カ年最大値 17.3 － － 16.5 － － 17.5 － －

10カ年最小値 － 1.0 － － 1.0 － － 1.0 －

10カ年平均値 － － 5.9 － － 5.5 － － 5.1

曝気循環設備(1.7m
3
/分) 曝気循環設備(3.4m

3
/分) 曝気循環設備(6.8m

3
/分)

 
注)1.水質は、本明川ダム貯水池地点の表層の計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 

 

表 11.3.4.5-27 本明川ダム貯水池表層 DO の環境保全措置(施設規模)の比較結果 

単位：mg/L

年

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 11.4 8.4 10.0 11.4 8.4 9.9 11.4 8.3 9.7

平成2年 11.0 8.1 9.6 11.1 8.0 9.6 11.1 8.0 9.4

平成3年 10.4 8.8 9.6 10.5 8.6 9.6 10.5 8.4 9.5

平成4年 10.8 8.9 9.8 10.5 9.0 9.7 10.5 8.9 9.6

平成5年 10.9 8.8 9.8 10.9 8.7 9.7 10.9 8.5 9.5

平成6年 10.9 8.0 9.9 10.9 8.0 9.8 10.9 7.8 9.7

平成7年 11.6 8.7 10.0 11.6 8.7 9.9 11.6 8.6 9.8

平成8年 10.9 8.8 9.6 10.9 8.7 9.6 11.0 8.4 9.4

平成9年 10.8 8.6 9.8 10.8 8.6 9.7 10.8 8.4 9.6

平成10年 11.1 8.4 9.7 11.1 8.3 9.6 11.1 8.4 9.5

10カ年最大値 11.6 － － 11.6 － － 11.6 － －

10カ年最小値 － 8.0 － － 8.0 － － 7.8 －

10カ年平均値 － － 9.8 － － 9.7 － － 9.6

曝気循環設備(1.7m
3
/分) 曝気循環設備(3.4m

3
/分) 曝気循環設備(6.8m

3
/分)

 
注)1.水質は、本明川ダム貯水池地点の表層の計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から 10 カ年の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 
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注)曝気循環設備のケースABCは、Ａ：1.7m3/分、Ｂ：3.4m3/分、Ｃ：6.8m3/分の曝気量を示す。
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図 11.3.4.5-23 本明川ダム貯水池表層 Chl-a の環境保全措置(施設規模)の比較結果(1/2) 



11.3.4-189 

注)曝気循環設備のケースABCは、Ａ：1.7m3/分、Ｂ：3.4m3/分、Ｃ：6.8m3/分の曝気量を示す。
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図 11.3.4.5-23 本明川ダム貯水池表層 Chl-a の環境保全措置(施設規模)の比較結果(2/2) 
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注)曝気循環設備のケースABCは、Ａ：1.7m3/分、Ｂ：3.4m3/分、Ｃ：6.8m3/分の曝気量を示す。
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図 11.3.4.5-24 本明川ダム貯水池表層 DO の環境保全措置(施設規模)の比較結果(1/2) 
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注)曝気循環設備のケースABCは、Ａ：1.7m3/分、Ｂ：3.4m3/分、Ｃ：6.8m3/分の曝気量を示す。
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図 11.3.4.5-24 本明川ダム貯水池表層 DO の環境保全措置(施設規模)の比較結果(2/2) 
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以上のように「ダム建設後の環境保全措置を行わなかった場合」と、「ダム建設後

の環境保全措置として曝気循環設備の設置を行った場合」を予測し富栄養化及び溶存

酸素量に対する環境影響の緩和を比較した結果、富栄養化及び溶存酸素量に対する影

響が緩和されるが、ダム下流河川への水温変化の影響がやや大きくなる傾向にあるこ

とから、「ダム建設後の環境保全措置として曝気循環設備及び選択取水設備の設置を

行った場合」を予測した。 

「ダム建設後(環境保全措置なし)」、「ダム建設後(曝気循環)」、「ダム建設後(曝

気循環及び選択取水の流入水温に応じた運用)」として、平成元年～10 年までの流況等

を用いて予測した結果を図 11.3.4.5-25～図 11.3.4.5-27 に示す。 

ダム建設後の富栄養化、溶存酸素量及び水温に対する環境保全措置の比較検討結果

の概要を表 11.3.4.5-28 に示す。 

これらの比較検討の結果から、本明川ダム貯水池地点において Chl-a の減少及び溶

存酸素量の減少が緩和されるため、ダム下流河川への水温変化の影響が少ない曝気循

環設備及び選択取水設備の流入水温に応じた運用を環境保全措置として採用する。 

 

表 11.3.4.5-28 環境保全措置の比較結果の概要 

項目 a.曝気循環設備 
b.曝気循環設備及び選択取水設備（流

入水温に応じた運用） 

運転条件 原則3月から10月までを運転期

間とし、曝気標高 EL117m とする。

選択取水設備は水深 2.5m から取

水する。 

曝気循環設備は、a.と同様とする。

ただし、大規模な出水に伴う濁水や有

機物の巻き上げが想定される期間は運

転を一時的に停止する。 

選択取水設備は流入水温に応じて取

水する。 

施工方法 ダム貯水池の最深部地点を目処

に設置する。 

曝気循環設備は、a.と同様とする。

管理上の問題点 特に問題はない。 特に問題はない。 

貯水池表層にお

ける Chl-a の減

少 

ダム貯水池の Chl-a は、環境保

全措置なしに対し、3 月から 8 月

にかけて減少する傾向が見られ

る。 

ダム貯水池の Chl-a は、環境保全措

置なしに対し、3 月から 8 月にかけて、

減少する傾向が見られる。 

貯水池表層にお

ける溶存酸素量

の減少の緩和 

ダム表層の DO は、環境保全措置

なしに対し、DO の減少が生じた期

間の大部分で緩和される。 

ダム表層の DO は、環境保全措置なし

に対し、DO の減少が生じた期間の大部

分で緩和される。 

水温への影響 予測を行った期間の夏季の大部

分において 10 カ年変動幅を下回

る場合が見られる。 

概ね 10 カ年変動幅に収まる。 
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図 11.3.4.5-25 本明川ダム貯水池表層 Chl-a の環境保全措置の比較結果(1/2) 
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図 11.3.4.5-25 本明川ダム貯水池表層 Chl-a の環境保全措置の比較結果(2/2) 
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図 11.3.4.5-26 本明川ダム貯水池表層 DO の環境保全措置の比較結果(1/2) 
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図 11.3.4.5-26 本明川ダム貯水池表層 DO の環境保全措置の比較結果(2/2) 
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図 11.3.4.5-27 本明川ダム貯水池放流水温の環境保全措置の比較結果(1/2) 
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図 11.3.4.5-27 本明川ダム貯水池放流水温の環境保全措置の比較結果(2/2) 
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②検討結果の検証 

施設等の存在及び供用における富栄養化及び溶存酸素量の変化については、曝気循

環設備の設置及び選択取水設備の運用により、回避又は低減されていると考えられる。 

 

③検討結果の整理 

環境保全措置の効果の検討は、ダム建設前とダム建設後の環境保全措置を行わなか

った場合(以下「ダム建設後(環境保全措置なし)」という)及びダム建設後の環境保全

措置を行った場合(以下「ダム建設後(環境保全措置あり)」という)の富栄養化及び溶

存酸素量を予測し、これらの比較により行った。 

なお、環境保全措置の運用条件について、表 11.3.4.5-29 に示す。 

表 11.3.4.5-29 各設備の運用条件 

設備名 運用条件 備 考 

曝気循環設備 
■運転期間：3/1～10/31 
■規  模：曝気量 1.7m3/分 
■曝気標高：EL117m（常時満水位時に水深 17m）

大規模な出水に伴う
濁水や有機物の巻き
上げが想定される期
間は運転を停止する。

選択取水設備 

■最大放流量 1.0m3/s 
(1.0m3/s 以上は常用洪水吐 EL134m より放流す
る。) 

■流入水温に応じて貯水池の相当する水温層か
ら取水を行う。 

運用は前3日平均水温
で行う。 

 

(a)環境保全措置の効果の検討結果 

a)富栄養化 

【貯水池】 

環境保全措置の実施に伴う富栄養化への効果について、水質予測結果を表

11.3.4.5-30～表 11.3.4.5-33 及び図 11.3.4.5-28～図 11.3.4.5-31 に示す。 

COD は、年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設後(環境保全措置なし)は 2.7mg/L

であり、ダム建設後(環境保全措置あり)は 2.2mg/L となり、0.5mg/L 減少する。 

Chl-a は、10 カ年最大値は、ダム建設後(環境保全措置なし)は 25.6μg/L であ

り、ダム建設後(環境保全措置あり)は 18.1μg/L となり、7.5μg/L 減少する。年

平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設後(環境保全措置なし)は 9.9μg/L であり、

ダム建設後(環境保全措置あり)は 5.9μg/L となり、4.0μg/L 減少する。 

T-N は、年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設後(環境保全措置なし)は 0.48mg/L

であり、ダム建設後(環境保全措置あり)は 0.48mg/L となり、同程度である。 

T-P は、年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設後(環境保全措置なし)は

0.017mg/L であり、ダム建設後(環境保全措置あり)は 0.017mg/L となり、同程度で

ある。 

従って、本明川ダム貯水池地点においては、ダム建設後(環境保全措置あり)の

Chl-a 及び COD は、ダム建設後(環境保全措置なし)に比べ減少し、T-N 及び T-P は、

同程度と予測されるため、富栄養化現象は抑制されると予測される。 
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表 11.3.4.5-30 ダム建設前後の COD の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 4.4 0.8 1.0 4.2 0.7 2.6 3.7 0.7 2.1

平成2年 8.2 0.2 1.0 5.1 1.2 2.7 4.5 1.1 2.3

平成3年 7.1 0.8 1.2 12.2 0.9 2.6 6.2 0.9 1.9

平成4年 4.7 0.9 1.1 4.3 1.1 2.8 4.0 1.0 2.3

平成5年 5.9 0.8 1.2 4.4 1.0 2.6 3.7 1.0 1.9

平成6年 3.4 0.7 1.0 3.5 1.0 2.4 3.3 1.0 2.1

平成7年 8.5 0.6 1.1 7.7 1.1 2.9 7.4 1.1 2.4

平成8年 4.1 0.7 1.0 3.7 1.1 2.4 3.9 1.0 2.0

平成9年 15.0 0.8 1.3 13.9 1.0 3.1 11.1 0.9 2.4

平成10年 6.7 0.9 1.2 4.5 1.5 3.0 4.3 1.1 2.4

10カ年最大値 15.0 - - 13.9 - - 11.1 - -

10カ年最小値 - 0.2 - - 0.7 - - 0.7 -

10カ年平均値 - - 1.1 - - 2.7 - - 2.2

ダム建設前年
(環境保全措置なし) (環境保全措置あり)

ダム建設後 ダム建設後

 
注)1.ダム建設前の水質は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水質を示し、比負荷量－比流量の関係

式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池地点表層の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 

 

表 11.3.4.5-31 ダム建設前後の Chl-a の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：μg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 19.6 1.0 10.3 12.4 1.0 5.8

平成2年 21.4 1.9 10.6 15.4 2.2 6.1

平成3年 24.7 1.5 9.7 15.3 1.4 4.5

平成4年 21.0 2.0 10.3 14.2 1.4 5.9

平成5年 24.9 1.2 8.9 13.0 1.4 4.8

平成6年 19.1 1.9 9.8 16.8 1.7 6.9

平成7年 24.9 1.7 11.3 17.2 1.9 6.7

平成8年 19.0 1.9 8.8 11.4 1.7 5.3

平成9年 25.6 1.0 10.2 18.1 1.0 6.4

平成10年 20.6 1.9 9.4 14.5 1.8 6.2

10カ年最大値 25.6 - - 18.1 - -

10カ年最小値 - 1.0 - - 1.0 -

10カ年平均値 - - 9.9 - - 5.9

ダム建設後

(環境保全措置あり)

ダム建設後
年

(環境保全措置なし)

 

注)1.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池地点表層の計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平

均値を求めたものである。 
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表 11.3.4.5-32 ダム建設前後の T-N の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.88 0.34 0.39 0.60 0.31 0.42 0.54 0.34 0.42

平成2年 1.18 0.33 0.39 1.01 0.35 0.46 0.87 0.40 0.47

平成3年 1.10 0.35 0.42 1.38 0.38 0.51 0.98 0.42 0.51

平成4年 0.90 0.36 0.40 0.75 0.36 0.47 0.67 0.42 0.47

平成5年 1.01 0.34 0.43 0.92 0.37 0.50 0.88 0.40 0.51

平成6年 0.77 0.34 0.39 0.56 0.31 0.41 0.53 0.29 0.41

平成7年 1.21 0.33 0.40 1.12 0.31 0.46 1.07 0.36 0.48

平成8年 0.85 0.34 0.38 0.60 0.31 0.43 0.57 0.38 0.43

平成9年 1.58 0.34 0.42 1.62 0.36 0.57 1.48 0.38 0.55

平成10年 1.07 0.35 0.42 0.88 0.42 0.53 0.83 0.41 0.50

10カ年最大値 1.58 - - 1.62 - - 1.48 - -

10カ年最小値 - 0.33 - - 0.31 - - 0.29 -

10カ年平均値 - - 0.40 - - 0.48 - - 0.48

ダム建設前年
(環境保全措置なし) (環境保全措置あり)

ダム建設後 ダム建設後

 
注)1.ダム建設前の水質は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水質を示し、比負荷量－比流量の関係

式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池地点表層の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 

 

表 11.3.4.5-33 ダム建設前後の T-P の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.058 0.023 0.025 0.033 0.012 0.017 0.026 0.013 0.017

平成2年 0.093 0.002 0.025 0.068 0.010 0.015 0.055 0.010 0.016

平成3年 0.083 0.022 0.026 0.123 0.010 0.017 0.069 0.011 0.018

平成4年 0.061 0.023 0.025 0.035 0.012 0.017 0.034 0.012 0.016

平成5年 0.072 0.023 0.027 0.056 0.012 0.018 0.051 0.011 0.018

平成6年 0.047 0.022 0.025 0.028 0.010 0.016 0.025 0.014 0.016

平成7年 0.096 0.019 0.026 0.087 0.009 0.018 0.082 0.012 0.019

平成8年 0.055 0.021 0.024 0.028 0.009 0.014 0.028 0.010 0.014

平成9年 0.147 0.022 0.027 0.150 0.009 0.021 0.129 0.009 0.020

平成10年 0.079 0.022 0.026 0.053 0.014 0.019 0.048 0.012 0.018

10カ年最大値 0.147 - - 0.150 - - 0.129 - -

10カ年最小値 - 0.002 - - 0.009 - - 0.009 -

10カ年平均値 - - 0.026 - - 0.017 - - 0.017

年
(環境保全措置あり)

ダム建設後 ダム建設後
ダム建設前

(環境保全措置なし)

 
注)1.ダム建設前の水質は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水質を示し、比負荷量－比流量の関係

式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水質は、本明川ダム貯水池地点表層の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 
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注)ダム建設後 COD は本明川ダム貯水池表層の COD を示す。 

図 11.3.4.5-28 COD の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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注)ダム建設後 COD は本明川ダム貯水池表層の COD を示す。 

図 11.3.4.5-28 COD の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 



11.3.4-204 

0

10

20

30

40

50

H1.1 H1.2 H1.3 H1.4 H1.5 H1.6 H1.7 H1.8 H1.9 H1.10 H1.11 H1.12

C
h
l
-a
(μ
g
/L
)

ダム建設後（環境保全措置なし）

ダム建設後（環境保全措置あり）平成元年の流況等による

0

10

20

30

40

50

H2.1 H2.2 H2.3 H2.4 H2.5 H2.6 H2.7 H2.8 H2.9 H2.10 H2.11 H2.12

C
h
l
-a
(μ
g
/L
)

平成2年の流況等による

0

10

20

30

40

50

H3.1 H3.2 H3.3 H3.4 H3.5 H3.6 H3.7 H3.8 H3.9 H3.10 H3.11 H3.12

C
h
l
-a
(μ
g
/L
)

平成3年の流況等による

0

10

20

30

40

50

H4.1 H4.2 H4.3 H4.4 H4.5 H4.6 H4.7 H4.8 H4.9 H4.10 H4.11 H4.12

C
h
l
-a
(μ
g
/L
)

平成4年の流況等による

0

10

20

30

40

50

H5.1 H5.2 H5.3 H5.4 H5.5 H5.6 H5.7 H5.8 H5.9 H5.10 H5.11 H5.12

C
h
l
-a
(μ
g
/L
)

平成5年の流況等による

 

注)Chl-a は本明川ダム貯水池表層の Chl-a を示す。 

図 11.3.4.5-29 Chl-a の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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注)Chl-a は本明川ダム貯水池表層の Chl-a を示す。 

図 11.3.4.5-29 Chl-a の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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注)ダム建設後 T-N は本明川ダム貯水池表層の T-N を示す。 

図 11.3.4.5-30 T-N の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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注)ダム建設後 T-N は本明川ダム貯水池表層の T-N を示す。 

図 11.3.4.5-30 T-N の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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注)ダム建設後 T-P は本明川ダム貯水池表層の T-P を示す。 

図 11.3.4.5-31 T-P の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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注)ダム建設後 T-P は本明川ダム貯水池表層の T-P を示す。 

図 11.3.4.5-31 T-P の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 



11.3.4-210 

【ダム下流河川】 

環境保全措置の実施に伴う BOD への効果について、水質予測結果を表

11.3.4.5-34～表 11.3.4.5-37 及び図 11.3.4.5-32～図 11.3.4.5-35 に示す。 

富川(貯水池直下)地点の年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設前は 0.4mg/L、

ダム建設後(環境保全措置なし)は 0.6mg/L であり、0.2mg/L 増加する。また、ダム

建設後(環境保全措置あり)は 0.5mg/L となり、ダム建設前から 0.1mg/L の増加と

ほぼ同程度になると予測される。 

琴川橋地点の年平均値の10カ年平均値は、ダム建設前は0.4mg/L、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 0.5mg/L であり、0.1mg/L 増加する。また、ダム建設後(環境保

全措置あり)は 0.5mg/L となり、ダム建設前から 0.1mg/L の増加とほぼ同程度にな

ると予測される。 

平松橋地点の年平均値の10カ年平均値は、ダム建設前は0.2mg/L、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 0.3mg/L であり、0.1mg/L 増加する。また、ダム建設後(環境保

全措置あり)は 0.3mg/L となり、ダム建設前から 0.1mg/L の増加とほぼ同程度にな

ると予測される。 

鉄道橋地点の年平均値の10カ年平均値は、ダム建設前は0.4mg/L、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 0.4mg/L であり、変わらない。また、ダム建設後(環境保全措

置あり)は 0.4mg/L となり、ダム建設前と変わらない。 

従って、ダム建設後(環境保全措置あり)の BOD は、ダム建設前と同程度になる

と予測される。 

 



11.3.4-211 

表 11.3.4.5-34 ダム建設前後の BOD の予測結果(富川(貯水池直下)地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.7 0.4 0.4 1.0 0.2 0.6 0.8 0.2 0.5

平成2年 0.9 0.4 0.4 1.2 0.3 0.6 1.0 0.3 0.5

平成3年 0.9 0.4 0.4 2.7 0.2 0.6 1.4 0.2 0.4

平成4年 0.8 0.4 0.4 0.9 0.3 0.6 0.9 0.2 0.5

平成5年 0.8 0.4 0.4 0.9 0.2 0.6 0.8 0.2 0.4

平成6年 0.7 0.4 0.4 0.8 0.2 0.5 0.7 0.2 0.5

平成7年 0.9 0.4 0.4 1.7 0.3 0.7 1.6 0.3 0.5

平成8年 0.7 0.4 0.4 0.9 0.3 0.5 0.9 0.2 0.4

平成9年 1.2 0.4 0.4 3.1 0.2 0.7 2.5 0.2 0.5

平成10年 0.9 0.4 0.4 1.0 0.3 0.6 1.0 0.3 0.5

10カ年最大値 1.2 - - 3.1 - - 2.5 - -

10カ年最小値 - 0.4 - - 0.2 - - 0.2 -

10カ年平均値 - - 0.4 - - 0.6 - - 0.5

年 ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)

 

注)1.ダム建設前の BOD は、本明川ダム貯水池地点における河川水の BOD を示し、比負荷量－比流量の関係

式を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の BOD は、本明川ダム貯水池の放流水の COD 計算値を BOD に換算した値を示す。 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 

 

表 11.3.4.5-35 ダム建設前後の BOD の予測結果(琴川橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.6 0.4 0.4 0.9 0.2 0.5 0.8 0.2 0.5

平成2年 0.7 0.3 0.4 0.9 0.3 0.5 0.9 0.3 0.5

平成3年 0.7 0.4 0.4 1.6 0.3 0.5 0.9 0.3 0.4

平成4年 0.6 0.4 0.4 0.7 0.3 0.5 0.7 0.3 0.5

平成5年 0.6 0.4 0.4 0.7 0.3 0.5 0.6 0.3 0.4

平成6年 0.6 0.4 0.4 0.8 0.3 0.5 0.7 0.3 0.5

平成7年 0.8 0.3 0.4 1.2 0.3 0.6 1.1 0.3 0.5

平成8年 0.6 0.3 0.4 0.8 0.3 0.5 0.7 0.3 0.4

平成9年 1.0 0.3 0.4 2.1 0.3 0.5 1.7 0.3 0.5

平成10年 0.7 0.3 0.4 0.8 0.3 0.5 0.8 0.3 0.5

10カ年最大値 1.0 - - 2.1 - - 1.7 - -

10カ年最小値 - 0.3 - - 0.2 - - 0.2 -

10カ年平均値 - - 0.4 - - 0.5 - - 0.5

ダム建設後
(環境保全措置あり)年 ダム建設前

ダム建設後
(環境保全措置なし)

 

注)1.ダム建設前後の BOD は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 
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表 11.3.4.5-36 ダム建設前後の BOD の予測結果(平松橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.6 0.2 0.2 0.6 0.2 0.3 0.6 0.2 0.3

平成2年 0.8 0.2 0.2 0.7 0.2 0.3 0.7 0.2 0.3

平成3年 0.7 0.2 0.3 1.2 0.2 0.3 0.8 0.2 0.3

平成4年 0.6 0.2 0.2 0.6 0.2 0.3 0.6 0.2 0.3

平成5年 0.8 0.2 0.3 0.7 0.2 0.3 0.6 0.2 0.3

平成6年 0.4 0.2 0.2 0.5 0.2 0.2 0.4 0.2 0.2

平成7年 0.7 0.2 0.2 1.0 0.2 0.3 1.0 0.2 0.3

平成8年 0.6 0.2 0.2 0.6 0.2 0.3 0.5 0.2 0.3

平成9年 1.0 0.2 0.3 1.6 0.2 0.3 1.4 0.2 0.3

平成10年 0.7 0.2 0.3 0.7 0.2 0.3 0.7 0.2 0.3

10カ年最大値 1.0 - - 1.6 - - 1.4 - -

10カ年最小値 - 0.2 - - 0.2 - - 0.2 -

10カ年平均値 - - 0.2 - - 0.3 - - 0.3

年 ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)

 

注)1.ダム建設前後の BOD は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 

 

表 11.3.4.5-37 ダム建設前後の BOD の予測結果(鉄道橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4

平成2年 0.8 0.4 0.4 0.8 0.4 0.4 0.8 0.4 0.4

平成3年 0.8 0.4 0.4 1.1 0.4 0.4 0.8 0.4 0.4

平成4年 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4

平成5年 0.7 0.4 0.4 0.7 0.4 0.4 0.7 0.4 0.4

平成6年 0.5 0.3 0.4 0.5 0.3 0.4 0.5 0.3 0.4

平成7年 0.8 0.3 0.4 1.0 0.3 0.4 1.0 0.3 0.4

平成8年 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4

平成9年 1.0 0.3 0.4 1.4 0.4 0.4 1.3 0.3 0.4

平成10年 0.7 0.4 0.4 0.7 0.4 0.4 0.7 0.4 0.4

10カ年最大値 1.0 - - 1.4 - - 1.3 - -

10カ年最小値 - 0.3 - - 0.3 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 0.4 - - 0.4 - - 0.4

年 ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)

 

注)1.ダム建設前後の BOD は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもので

ある。 
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注)ダム建設後 BOD は本明川ダム貯水池放流水の BOD を示す。 

図 11.3.4.5-32 BOD の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (1/2) 
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注)ダム建設後 BOD は本明川ダム貯水池放流水の BOD を示す。 

図 11.3.4.5-32 BOD の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-33 BOD の予測結果(琴川橋地点) (1/2) 



11.3.4-216 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H6.1 H6.2 H6.3 H6.4 H6.5 H6.6 H6.7 H6.8 H6.9 H6.10 H6.11 H6.12

B
O
D
(m
g
/L
)

ダム建設前

ダム建設後(環境保全措置なし)

ダム建設後(環境保全措置あり)

平成6年の流況等による

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H7.1 H7.2 H7.3 H7.4 H7.5 H7.6 H7.7 H7.8 H7.9 H7.10 H7.11 H7.12

B
O
D
(m
g
/L
)

平成7年の流況等による

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H8.1 H8.2 H8.3 H8.4 H8.5 H8.6 H8.7 H8.8 H8.9 H8.10 H8.11 H8.12

B
O
D
(m
g
/L
)

平成8年の流況等による

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H9.1 H9.2 H9.3 H9.4 H9.5 H9.6 H9.7 H9.8 H9.9 H9.10 H9.11 H9.12

B
O
D
(m
g
/L
)

平成9年の流況等による

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H10.1 H10.2 H10.3 H10.4 H10.5 H10.6 H10.7 H10.8 H10.9 H10.10 H10.11 H10.12

B
O
D
(m
g
/L
)

平成10年の流況等による

 

図 11.3.4.5-33 BOD の予測結果(琴川橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-34 BOD の予測結果(平松橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-34 BOD の予測結果(平松橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-35 BOD の予測結果(鉄道橋地点) (1/2) 



11.3.4-220 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H6.1 H6.2 H6.3 H6.4 H6.5 H6.6 H6.7 H6.8 H6.9 H6.10 H6.11 H6.12

B
O
D
(m
g
/L
)

ダム建設前

ダム建設後(環境保全措置なし)

ダム建設後(環境保全措置あり)
平成6年の流況等による

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H7.1 H7.2 H7.3 H7.4 H7.5 H7.6 H7.7 H7.8 H7.9 H7.10 H7.11 H7.12

B
O
D
(m
g
/L
)

平成7年の流況等による

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H8.1 H8.2 H8.3 H8.4 H8.5 H8.6 H8.7 H8.8 H8.9 H8.10 H8.11 H8.12

B
O
D
(m
g
/L
)

平成8年の流況等による

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H9.1 H9.2 H9.3 H9.4 H9.5 H9.6 H9.7 H9.8 H9.9 H9.10 H9.11 H9.12

B
O
D
(m
g
/L
)

平成9年の流況等による

0 

1 

2 

3 

4 

5 

H10.1 H10.2 H10.3 H10.4 H10.5 H10.6 H10.7 H10.8 H10.9 H10.10 H10.11 H10.12

B
O
D
(m
g
/L
)

平成10年の流況等による

 

図 11.3.4.5-35 BOD の予測結果(鉄道橋地点) (2/2) 

 



11.3.4-221 

b) 溶存酸素量 

【貯水池】 

環境保全措置の実施に伴うDOへの効果について、水質予測結果を表11.3.4.5-38

及び図 11.3.4.5-36～図 11.3.4.5-37 に示す。 

本明川ダム貯水池表層の年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設前は 10.0mg/L、

ダム建設後(環境保全措置なし)は 10.0mg/L であり、変わらない。また、ダム建設

後(環境保全措置あり)は 9.8mg/L となり、ダム建設前に比べ 0.2mg/L 減少する。 

本明川ダム貯水池表層の10カ年最小値は、ダム建設前は8.4mg/L、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 6.8mg/L であり、1.6mg/L 減少する。また、ダム建設後(環境保

全措置あり)は 8.0mg/L となり、ダム建設前に比べ 0.4mg/L 減少する。 

従って、ダム建設後の DO は、環境保全措置の実施により、本明川ダム貯水池表

層の DO の減少が緩和されると予測される。 

 

表 11.3.4.5-38 ダム建設前後の DO の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 12.0 8.6 10.0 11.4 7.4 10.0 11.4 8.4 10.0

平成2年 12.3 8.5 9.9 11.5 6.9 9.7 11.0 8.0 9.6

平成3年 12.6 8.6 10.0 11.3 8.1 9.9 10.4 8.8 9.6

平成4年 11.8 8.6 10.0 11.4 6.8 10.0 10.7 8.8 9.8

平成5年 12.1 8.7 10.0 11.5 8.2 10.2 10.8 8.8 9.8

平成6年 12.1 8.4 9.9 11.6 7.7 10.0 10.8 8.1 9.9

平成7年 12.1 8.6 10.0 11.6 7.4 10.1 11.5 8.7 10.0

平成8年 12.3 8.5 10.0 11.3 7.2 9.8 10.9 8.8 9.6

平成9年 12.0 8.5 10.0 11.6 8.3 10.4 10.8 8.5 9.8

平成10年 12.3 8.6 9.8 12.5 7.6 10.2 11.1 8.4 9.6

10カ年最大値 12.6 - - 12.5 - - 11.5 - -

10カ年最小値 - 8.4 - - 6.8 - - 8.0 -

10カ年平均値 - - 10.0 - - 10.0 - - 9.8

ダム建設前
(環境保全措置なし)

ダム建設後 ダム建設後

(環境保全措置あり)
年

 
注)1.ダム建設前の DO は、本明川ダム貯水池地点における河川水の DO を示し、水温と飽和溶存酸素量との

関係式を用いた計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の DO は、本明川ダム貯水池表層の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもの

である。 
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注)ダム建設後 DO は本明川ダム貯水池表層の DO を示す。 

図 11.3.4.5-36 DO の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2)  
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注)ダム建設後 DO は本明川ダム貯水池表層の DO を示す。 

図 11.3.4.5-36 DO の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-37 DO 鉛直分布の予測結果[環境保全措置あり](本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-37 DO 鉛直分布の予測結果[環境保全措置あり](本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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(b)環境保全措置の実施に伴い生ずるおそれがあるその他の水質への影響 

環境保全措置として、富栄養化及び溶存酸素量についての環境影響を回避又は低減

させるために、曝気循環設備の設置及び選択取水設備の運用を検討した。このため、

環境保全措置によるその他の水質(土砂による水の濁り及び水温)への影響を検討した。 

 

a)土砂による水の濁り 

【貯水池】 

環境保全措置の実施に伴う土砂による水の濁りへの影響について、水質予測結

果を表 11.3.4.5-39 及び図 11.3.4.5-38 に示す。 

本明川ダム貯水池地点の年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設前は 1.6mg/L、

ダム建設後(環境保全措置なし)は 2.0mg/L であり、0.4mg/L 増加する。また、ダム

建設後(環境保全措置あり)は 1.4mg/L となり、ダム建設前に比較して 0.2mg/L 減

少する。 

ダム建設後(環境保全措置あり)の SSは、ダム建設後(環境保全措置なし)と比べ、

曝気循環設備を運転した期間において減少すると予測される。これは、植物プラ

ンクトン由来と考えられる SS が減少したためであり、土砂による水の濁りに対す

る環境保全措置の実施による変化は小さいと考えられる。 

 

表 11.3.4.5-39 ダム建設前後の SS の予測結果(本明川ダム貯水池地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 13.4 1.0 1.3 3.7 0.3 1.8 3.1 0.3 1.2

平成2年 41.1 0.8 1.4 8.2 0.5 1.9 7.0 0.4 1.4

平成3年 31.2 1.0 1.8 35.4 0.3 2.1 21.1 0.3 1.4

平成4年 14.9 1.1 1.4 3.9 0.4 1.9 2.9 0.4 1.2

平成5年 22.7 1.0 1.9 6.3 0.4 1.9 6.8 0.3 1.3

平成6年 8.3 1.0 1.3 3.3 0.4 1.7 2.8 0.4 1.3

平成7年 44.1 0.9 1.7 15.6 0.5 2.2 16.0 0.5 1.7

平成8年 11.9 1.0 1.2 3.5 0.4 1.6 3.4 0.3 1.0

平成9年 121.5 1.0 2.8 39.3 0.4 2.9 28.7 0.4 2.3

平成10年 28.1 1.0 1.6 6.2 0.7 1.9 5.8 0.4 1.4

10カ年最大値 121.5 - - 39.3 - - 28.7 - -

10カ年最小値 - 0.8 - - 0.3 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 1.6 - - 2.0 - - 1.4

年 ダム建設前
(環境保全措置なし) (環境保全措置あり)

ダム建設後 ダム建設後

 
注)1.ダム建設前の SS は、本明川ダム貯水池地点における河川水の SS を示し、比負荷量－比流量の関係式

を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の SS は、本明川ダム貯水池表層の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもの

である。 
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注)ダム建設後 SS は本明川ダム貯水池表層の SS を示す。 

図 11.3.4.5-38 SS の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (1/2) 
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注)ダム建設後 SS は本明川ダム貯水池表層の SS を示す。 

図 11.3.4.5-38 SS の予測結果(本明川ダム貯水池地点) (2/2) 
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【ダム下流河川】 

環境保全措置の実施に伴う土砂による水の濁りへの影響について、水質予測結

果を表11.3.4.5-40～表11.3.4.5-43及び図11.3.4.5-39～表11.3.4.5-42に示す。 

富川(貯水池直下)地点の年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設前は 1.6mg/L、

ダム建設後(環境保全措置なし)は 1.9mg/L であり、0.3mg/L 増加する。また、ダム

建設後(環境保全措置あり)は 1.4mg/L となり、ダム建設前に比べ 0.2mg/L 減少す

る。 

琴川橋地点の年平均値の10カ年平均値は、ダム建設前は1.4mg/L、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 1.4mg/L であり、ダム建設前と変わらない。また、ダム建設後

(環境保全措置あり)は 1.3mg/L となり、ダム建設前に比べ 0.1mg/L 減少する。 

平松橋地点の年平均値の10カ年平均値は、ダム建設前は2.1mg/L、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 2.1mg/L であり、ダム建設前と変わらない。また、ダム建設後

(環境保全措置あり)は 2.0mg/L となり、ダム建設前と比べ 0.1mg/L 減少する。 

鉄道橋地点の年平均値の10カ年平均値は、ダム建設前は2.7mg/L、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 2.7mg/L であり、ダム建設前と変わらない。また、ダム建設後

(環境保全措置あり)は 2.7mg/L となり、ダム建設前と変わらない。 

従って、ダム建設後(環境保全措置あり)の土砂による水の濁りについては、環

境保全措置の実施による変化は小さいと考えられる。 

 

表 11.3.4.5-40 ダム建設前後の SS の予測結果(富川(貯水池直下)地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 13.4 1.0 1.3 4.2 0.3 1.7 3.2 0.3 1.2

平成2年 41.1 0.8 1.4 8.8 0.5 1.8 7.1 0.4 1.4

平成3年 31.2 1.0 1.8 35.9 0.3 2.0 21.2 0.3 1.4

平成4年 14.9 1.1 1.4 3.6 0.4 1.7 2.9 0.3 1.2

平成5年 22.7 1.0 1.9 6.4 0.4 1.8 6.8 0.3 1.3

平成6年 8.3 1.0 1.3 2.9 0.4 1.6 2.6 0.4 1.2

平成7年 44.1 0.9 1.7 15.6 0.5 2.1 15.9 0.5 1.7

平成8年 11.9 1.0 1.2 4.1 0.4 1.4 3.8 0.3 1.0

平成9年 121.5 1.0 2.8 40.3 0.4 2.8 28.9 0.4 2.3

平成10年 28.1 1.0 1.6 6.3 0.6 1.8 5.8 0.4 1.4

10カ年最大値 121.5 - - 40.3 - - 28.9 - -

10カ年最小値 - 0.8 - - 0.3 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 1.6 - - 1.9 - - 1.4

年 ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)

 

注)1.ダム建設前の SS は、本明川ダム貯水池地点における河川水の SS を示し、比負荷量－比流量の関係式

を用いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の SS は、本明川ダム貯水池放流水の SS の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもの

である。 
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表 11.3.4.5-41 ダム建設前後の SS の予測結果(琴川橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 12.4 0.6 1.1 7.7 0.4 1.2 7.4 0.4 1.0

平成2年 32.4 0.2 1.1 14.6 0.5 1.2 14.5 0.3 1.1

平成3年 25.6 0.6 1.5 24.1 0.4 1.6 17.5 0.4 1.4

平成4年 13.6 0.7 1.2 8.0 0.6 1.3 7.9 0.6 1.1

平成5年 19.4 0.5 1.7 10.8 0.5 1.6 10.4 0.5 1.5

平成6年 6.0 0.4 0.8 4.4 0.3 0.9 4.3 0.3 0.8

平成7年 32.0 0.5 1.3 16.8 0.5 1.4 16.9 0.4 1.2

平成8年 10.5 0.5 1.2 9.7 0.5 1.3 9.6 0.5 1.2

平成9年 84.3 0.4 2.4 29.2 0.7 2.0 29.9 0.6 1.9

平成10年 22.9 0.6 1.6 11.5 0.8 1.6 11.4 0.7 1.5

10カ年最大値 84.3 - - 29.2 - - 29.9 - -

10カ年最小値 - 0.2 - - 0.3 - - 0.3 -

10カ年平均値 - - 1.4 - - 1.4 - - 1.3

年 ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)

 

注)1.ダム建設前後の SS は、計算値を示す 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたものであ

る。 

 

表 11.3.4.5-42 ダム建設前後の SS の予測結果(平松橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 21.7 0.5 1.6 19.0 0.5 1.6 18.8 0.5 1.6

平成2年 49.2 0.1 1.7 37.3 0.4 1.7 37.3 0.2 1.7

平成3年 40.2 0.6 2.5 32.6 0.5 2.5 31.1 0.5 2.4

平成4年 23.5 0.8 1.9 19.8 0.8 1.9 19.8 0.8 1.8

平成5年 31.8 0.5 2.8 26.0 0.6 2.8 25.9 0.6 2.7

平成6年 10.8 0.3 0.9 10.4 0.3 0.9 10.4 0.3 0.9

平成7年 38.9 0.3 1.8 30.5 0.5 1.8 30.6 0.4 1.7

平成8年 20.1 0.4 2.0 21.6 0.6 2.0 21.6 0.5 2.0

平成9年 92.0 0.3 3.3 52.1 0.7 3.0 52.6 0.6 2.9

平成10年 35.5 0.5 2.8 27.7 0.7 2.8 27.6 0.6 2.7

10カ年最大値 92.0 - - 52.1 - - 52.6 - -

10カ年最小値 - 0.1 - - 0.3 - - 0.2 -

10カ年平均値 - - 2.1 - - 2.1 - - 2.0

年 ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)

 

注)1.ダム建設前後の SS は、計算値を示す。 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたものであ

る。 
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表 11.3.4.5-43 ダム建設前後の SS の予測結果(鉄道橋地点) 

単位：mg/L

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 25.9 0.8 2.1 23.9 0.8 2.1 23.7 0.8 2.1

平成2年 56.6 0.2 2.2 47.5 0.4 2.3 47.5 0.2 2.2

平成3年 46.7 0.8 3.1 40.1 0.8 3.1 39.7 0.8 3.1

平成4年 27.9 1.2 2.4 25.1 1.1 2.5 25.1 1.1 2.4

平成5年 37.3 0.8 3.6 32.8 0.8 3.5 32.8 0.8 3.5

平成6年 13.2 0.4 1.2 13.1 0.5 1.2 13.1 0.5 1.2

平成7年 42.5 0.4 2.3 37.0 0.7 2.3 37.0 0.6 2.3

平成8年 24.3 0.5 2.6 25.6 0.7 2.6 25.6 0.7 2.6

平成9年 95.5 0.4 4.0 63.7 0.8 3.7 64.1 0.7 3.7

平成10年 41.2 0.7 3.6 35.2 0.8 3.6 35.0 0.7 3.5

10カ年最大値 95.5 - - 63.7 - - 64.1 - -

10カ年最小値 - 0.2 - - 0.4 - - 0.2 -

10カ年平均値 - - 2.7 - - 2.7 - - 2.7

年 ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)

 

注)1.ダム建設前後の SS は、計算値を示す。 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたものであ

る。 
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注)ダム建設後 SS は本明川ダム貯水池放流水の SS を示す。 

図 11.3.4.5-39 SS の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (1/2) 
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注)ダム建設後 SS は本明川ダム貯水池放流水の SS を示す。 

図 11.3.4.5-39 SS の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-40 SS の予測結果(琴川橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-40 SS の予測結果(琴川橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-41 SS の予測結果(平松橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-41 SS の予測結果(平松橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-42 SS の予測結果(鉄道橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-42 SS の予測結果(鉄道橋地点) (2/2) 
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b)水温 

【貯水池】 

本明川ダム貯水池地点については、富川(貯水池直下)地点の水温の変化でみる

ものとした。 

 

【ダム下流河川】 

環境保全措置の実施に伴う水温への影響について、水質予測結果を表

11.3.4.5-44～表 11.3.4.5-47 及び図 11.3.4.5-43～図 11.3.4.5-46 に示す。 

富川(貯水池直下)地点の年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設前は 17.3℃、ダ

ム建設後(環境保全措置なし)は 16.4℃であり、0.9℃低下する。また、ダム建設後

(環境保全措置あり)は 16.5℃となり、ダム建設前より 0.8℃低下する。 

琴川橋地点の年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設前は 16.7℃、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 16.2℃であり、0.5℃低下する。また、ダム建設後(環境保全措

置あり)は 16.3℃となり、ダム建設前より 0.4℃低下する。 

平松橋地点の年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設前は 17.4℃、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 17.1℃であり、0.3℃低下する。また、ダム建設後(環境保全措

置あり)は 17.1℃となり、ダム建設前より 0.3℃低下する。 

鉄道橋地点の年平均値の 10 カ年平均値は、ダム建設前は 17.5℃、ダム建設後(環

境保全措置なし)は 17.4℃であり、ダム建設前より 0.1℃低下する。また、ダム建

設後(環境保全措置あり)は 17.4℃であり、ダム建設前より 0.1℃低下する。 

また、各地点の経年変化をみると 10 カ年変動幅に概ね入っている。 

従って、ダム建設後(環境保全措置あり)の水温は、環境保全措置の実施による

変化は小さいと予測される。 
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表 11.3.4.5-44 ダム建設前後の水温の予測結果(富川(貯水池直下)地点) 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 25.3 8.2 17.3 25.1 9.3 16.6 24.7 9.3 16.5

平成2年 25.6 7.0 17.6 25.7 8.0 17.0 25.4 8.0 17.0

平成3年 25.5 6.3 17.2 23.9 7.8 16.0 23.9 7.9 16.0

平成4年 24.9 9.0 17.2 24.1 9.0 16.2 23.9 9.0 16.3

平成5年 24.7 7.8 16.9 23.1 8.3 15.8 22.3 8.5 15.8

平成6年 26.6 8.0 17.6 28.9 8.6 16.5 27.5 8.6 16.4

平成7年 25.4 7.6 16.9 24.9 8.0 16.1 25.1 8.1 16.2

平成8年 26.1 7.0 17.1 25.8 7.5 16.3 25.8 7.6 16.3

平成9年 25.7 8.2 17.3 24.1 8.6 16.4 24.8 8.7 16.6

平成10年 25.3 7.2 18.0 24.9 8.4 17.1 25.2 8.5 17.4

10カ年最大値 26.6 - - 28.9 - - 27.5 - -

10カ年最小値 - 6.3 - - 7.5 - - 7.6 -

10カ年平均値 - - 17.3 - - 16.4 - - 16.5

年 ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)

 
注)1.ダム建設前の水温は、本明川ダム貯水池地点における河川水の水温を示し、水温－気温の関係式を用

いて算出した計算値を示す｡ 

2.ダム建設後の水温は、本明川ダム貯水池放流水の水温の計算値を示す｡ 

3.最大値、最小値及び平均値は、注)1、2 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたもの

である。 

 

表 11.3.4.5-45 ダム建設前後の水温の予測結果(琴川橋地点) 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 25.0 7.1 16.7 24.7 8.1 16.3 24.6 8.1 16.3

平成2年 25.5 5.9 17.0 25.4 6.6 16.7 25.4 6.6 16.7

平成3年 25.1 5.2 16.5 24.1 6.2 15.9 24.0 6.2 15.9

平成4年 24.7 8.0 16.5 24.2 8.4 16.1 24.0 8.4 16.1

平成5年 24.4 6.7 16.2 23.0 7.3 15.7 22.9 7.3 15.7

平成6年 26.5 7.3 17.2 27.8 8.0 16.5 26.9 8.1 16.4

平成7年 25.4 6.5 16.3 25.1 6.5 15.9 25.2 6.5 15.9

平成8年 26.1 5.7 16.3 25.7 6.1 16.0 25.7 6.1 16.1

平成9年 25.4 6.9 16.6 24.5 7.3 16.2 24.3 7.3 16.4

平成10年 25.2 5.9 17.4 24.9 6.6 17.0 25.0 6.6 17.1

10カ年最大値 26.5 - - 27.8 - - 26.9 - -

10カ年最小値 - 5.2 - - 6.1 - - 6.1 -

10カ年平均値 - - 16.7 - - 16.2 - - 16.3

ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)年

 
注)1.ダム建設前後の水温は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたものであ

る。 
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表 11.3.4.5-46 ダム建設前後の水温の予測結果(平松橋地点) 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 28.0 6.3 17.4 27.2 6.7 17.2 27.2 6.7 17.2

平成2年 28.5 4.4 17.8 27.7 5.0 17.6 27.7 5.0 17.5

平成3年 26.7 4.2 16.9 26.2 4.8 16.6 26.2 4.8 16.6

平成4年 27.3 7.3 17.2 27.0 7.4 16.9 26.9 7.4 16.9

平成5年 26.3 5.8 16.6 25.4 6.1 16.3 25.4 6.1 16.3

平成6年 29.3 6.7 18.1 29.6 6.9 17.6 29.1 6.9 17.5

平成7年 29.1 5.6 17.1 28.0 5.5 16.8 28.1 5.5 16.8

平成8年 29.8 5.3 17.1 28.5 5.3 17.0 28.5 5.3 17.0

平成9年 27.8 6.2 17.5 27.1 6.4 17.2 27.0 6.4 17.3

平成10年 28.1 4.7 18.2 27.9 5.1 17.9 27.9 5.1 18.0

10カ年最大値 29.8 - - 29.6 - - 29.1 - -

10カ年最小値 - 4.2 - - 4.8 - - 4.8 -

10カ年平均値 - - 17.4 - - 17.1 - - 17.1

ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)年

 
注)1.ダム建設前後の水温は、計算値を示す｡ 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたものであ

る。 

 

 

表 11.3.4.5-47 ダム建設前後の水温の予測結果(鉄道橋地点) 

単位：℃

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値

平成元年 28.9 5.6 17.6 28.4 5.9 17.5 28.5 5.9 17.5

平成2年 28.9 3.7 17.9 28.4 4.0 17.8 28.4 4.0 17.8

平成3年 27.7 3.6 17.0 27.3 4.0 16.8 27.3 4.0 16.8

平成4年 27.9 6.8 17.3 27.8 6.7 17.1 27.8 6.7 17.1

平成5年 27.2 5.1 16.7 26.6 5.3 16.5 26.6 5.3 16.5

平成6年 29.9 5.6 18.1 29.8 5.5 17.8 29.5 5.5 17.7

平成7年 29.5 4.9 17.2 29.1 5.0 17.0 29.2 5.0 17.0

平成8年 30.5 4.8 17.4 29.7 4.8 17.2 29.8 4.8 17.3

平成9年 28.4 5.7 17.7 28.1 5.9 17.5 28.1 5.9 17.6

平成10年 29.2 4.3 18.4 29.1 4.6 18.3 29.1 4.6 18.3

10カ年最大値 30.5 - - 29.8 - - 29.8 - -

10カ年最小値 - 3.6 - - 4.0 - - 4.0 -

10カ年平均値 - - 17.5 - - 17.4 - - 17.4

ダム建設前
ダム建設後

(環境保全措置なし)
ダム建設後

(環境保全措置あり)年

 
注)1.ダム建設前後の水温は、計算値を示す。 

2.最大値、最小値及び平均値は、注)1 の計算値から年間の最大値、最小値及び平均値を求めたものであ

る。 
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注)ダム建設後水温は本明川ダム貯水池放流水の水温を示す。 

図 11.3.4.5-43 水温の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (1/2) 
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注)ダム建設後水温は本明川ダム貯水池放流水の水温を示す。 

図 11.3.4.5-43 水温の予測結果(富川(貯水池直下)地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-44 水温の予測結果(琴川橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-44 水温の予測結果(琴川橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-45 水温の予測結果(平松橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-45 水温の予測結果(平松橋地点) (2/2) 
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図 11.3.4.5-46 水温の予測結果(鉄道橋地点) (1/2) 
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図 11.3.4.5-46 水温の予測結果(鉄道橋地点) (2/2) 
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(c)検討結果の整理 

本明川ダム貯水池において Chl-a の上昇と、貯水池表層の DO の低下が生じる場合が

あると予測されるため、環境保全措置として曝気循環設備の設置によりダム貯水池の

Chl-a の低減と、貯水池表層の DO を改善させる手法を採用した。さらに、曝気循環設

備の運用に伴って水温への影響が予測されることから、選択取水設備の運用により、

流入水温と放流水温との水温差を小さくする手法を採用した。 

施設等の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理を表 11.3.4.5-48(1)

～(3)に示す。 

 

表 11.3.4.5-48(1) 施設等の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理 

項目 富栄養化 

環境影響 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の各水質は、ダ

ム建設前に比べ、COD、T-N は増加し、T-P は減少する。ダ

ム建設後の Chl-a の増加により夏季には富栄養化現象を示

すと考えられる。 

環境保全措置の方針 本明川ダム貯水池において富栄養化現象を抑制する。 

環境保全措置案 曝気循環設備の設置 

環
境
保
全
措
置
の 

実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 

実施方法 
本明川ダム貯水池に曝気循環設備を設置し、湖水循環を

行う。 

そ
の
他 

実施期間 ダム供用時 

実施範囲 本明川ダム貯水池 

実施条件 
原則 3 月から 10 月の期間に曝気循環設備を運用する。曝

気循環設備の曝気標高は EL117m とする。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 
特になし。 

環境保全措置の効果 
曝気循環設備の運用により、ダム貯水池における Chl-a

が減少し、富栄養化現象を抑制する効果が期待できる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

曝気循環設備の運用は他ダムでも実施されており、不確

実性は小さい。 

環境保全措置に伴い生ずる

おそれがある環境への影響 

選択取水設備の運用と併せて実施することにより、その

他の水質の変化は小さいと考えられる。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 

実施する。 

ダム貯水池の Chl-a は、曝気循環設備を運用することに

より、10 カ年の最大値は 25.6μg/L から 18.1μg/L に、10

カ年の平均値は 9.9μg/L から 5.9μg/L になると予測され、

富栄養化現象が抑制されると考えられる。 
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表 11.3.4.5-48(2) 施設等の存在及び供用における環境保全措置の検討結果の整理 

項目 溶存酸素量 

環境影響 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設後の DO は、ダム

建設前に比べ、最小値が減少し、最大値が増加すると予測

される。 

環境保全措置の方針 
本明川ダム貯水池地点表層において溶存酸素量の減少

を緩和する。 

環境保全措置案 曝気循環設備の設置 

環
境
保
全
措
置
の 

実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 

実施方法 
曝気循環設備の設置により、溶存酸素量が多い水塊を上

層に確保する。 

そ
の
他 

実施期間 ダム供用時 

実施範囲 本明川ダム貯水池 

実施条件 
原則 3 月から 10 月の期間に曝気循環設備を運用する。

曝気循環設備の曝気標高は EL117m とする。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 
特になし。 

環境保全措置の効果 

曝気循環設備の運用により、溶存酸素量が多い水塊が上

層に確保され、溶存酸素量の減少を緩和する効果が期待で

きる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

曝気循環設備の運用は他ダムでも実施されており、不確

実性は小さい。 

環境保全措置に伴い生ずる

おそれがある環境への影響 

選択取水設備の運用と合わせて実施することにより、そ

の他の水質の変化は小さいと考えられる。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 

実施する。 

貯水池表層の DO は、曝気循環設備を運用することによ

り、10 カ年の最小値は 6.8mg/L から 8.0mg/L になると予測

され、減少が緩和されると考えられる。 
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表 11.3.4.5-48(3) 施設等の存在及び供用における追加する環境保全措置の検討結果の整理 

項目 水温 

環境影響 
富栄養化及び溶存酸素量に対する曝気循環設備の運用

により冷温水が生じると考えられる。 

環境保全措置の方針 
ダム下流河川において、水温の上昇及び低下を緩和す

る。 

環境保全措置案 選択取水設備の運用 

環
境
保
全
措
置
の 

実
施
の
内
容 

実施主体 事業者 

実施方法 
本明川ダム貯水池の選択取水設備の運用により、流入水

温に応じた運用を行う。 

そ
の
他 

実施期間 ダム供用時 

実施範囲 本明川ダム貯水池 

実施条件 
選択取水：最大放流量 1.0m3/s 

流入水温の前 3 日平均水温に応じて取水を行う。 

環境保全措置を講じた後の

環境の状況の変化 
特になし。 

環境保全措置の効果 

選択取水設備の運用により、ダム下流河川におけるダム

建設前とダム建設後の水温差は小さくなり、ダム下流河川

の水温変化を低減する効果が期待できる。 

環境保全措置の効果の不確

実性の程度 

選択取水設備の運用は他ダムでも実施されており、不確

実性は小さい。 

環境保全措置に伴い生ずる

おそれがある環境への影響 
その他の水質の変化は小さいと考えられる。 

環境保全措置実施の課題 特になし。 

検討の結果 

実施する。 

ダム下流河川の水温は、選択取水設備を運用することに

より、ダム建設前の 10 カ年変動幅と同程度の水温で放流

できると考えられる。 

 

 

④配慮事項 

(a) 施設等の存在及び供用における配慮事項 

環境保全措置を実施する際に、冷温水放流が生じない範囲において、放流 SS が高

くなる場合は、SS 濃度が低い層から取水を行う等の配慮を行い、その低減を図る。 

 

(b) 影響評価に関する配慮事項 

水質汚濁に係る環境影響は、水質予測のための境界条件として負荷量－流量関係式

（l-q 式）を用いており、非出水時・出水時の水質予測値は現在得られている知見をも

って、平均的な値により推定することから、今後も水質調査等を実施し、水質予測精

度向上に向けて検討を行い、必要に応じて追加の環境保全措置の検討及び実施を行っ

ていく。 
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(6)事後調査 

水質汚濁に係る環境影響は、施設等の存在及び供用時には、曝気循環設備の設置及び

選択取水設備の運用により、環境影響の程度が著しいものになるおそれはないと判断し、

条例に基づく事後調査は実施しない。 

しかし、事業者としてはダム建設工事開始前から供用開始以降にかけて、必要なモニ

タリング調査を実施する。これらの調査の結果として、事業による環境影響が予測より

大きく、問題が生じていることが確認された場合には、追加の環境保全措置の検討及び

実施を行う。 

 

 (7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

水質汚濁については、施設等の存在及び供用における土砂による水の濁り、水温、

富栄養化及び溶存酸素量について調査、予測を実施した。その結果を踏まえ、環境保

全措置の検討を行い、水質汚濁に係る環境影響を低減することとした。これにより、

水質汚濁に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減されると判断

する。 

 

2) 基準又は目標との整合に係る評価 

 (a)施設等の存在及び供用 

a)土砂による水の濁り 

施設等の存在及び供用に係る土砂による水の濁りについての基準又は目標との

整合性の検討については、SS の予測結果と環境基準値（河川 A 類型：25mg/L）の

比較を行った。ダム建設後(環境保全措置あり)の環境基準値(河川 A 類型：25mg/L)

を超過する日数について、ダム建設前、ダム建設後を比較した結果は、表

11.3.4.5-49～表 11.3.4.5-50 及び表 11.3.4.5-52～表 11.3.4.5-54 に示すとおり

であり、各地点の 10 年間の環境基準値超過日数の状況は、次のとおりである。 

本明川ダム貯水池地点では、ダム建設前が 16 日、ダム建設後(環境保全措置なし)

は 0 日、ダム建設後(環境保全措置あり)が 3 日と予測される。 

富川(貯水池直下)地点では、ダム建設前が 16 日、ダム建設後(環境保全措置なし)

が 3 日、ダム建設後(環境保全措置あり)が 2 日と予測される。 

琴川橋地点では、ダム建設前が 12 日、ダム建設後(環境保全措置なし)が 2 日、

ダム建設後(環境保全措置あり)が 1 日と予測される。 

平松橋地点では、ダム建設前が 28 日、ダム建設後(環境保全措置なし)が 16 日、

ダム建設後(環境保全措置あり)が 16 日と予測される。 

鉄道橋地点では、ダム建設前が 40 日、ダム建設後(環境保全措置なし)が 33 日、

ダム建設後(環境保全措置あり)が 33 日と予測される。 
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本明川ダム貯水池地点では、環境保全措置の実施の有無に関わらずダム建設前の

結果と比べて減少することが予測される。 

また、ダム建設後の濁水長期化日数として SS10mg/L 以上となる期間で見た場合

は、ダム建設前と比べると、環境保全措置の有無に関わらず 1 日長くなる程度であ

り、顕著な長期化は発生しないと予測される。 

ダム下流河川では、環境基準値超過日数は環境保全措置の実施の有無に関わらず

ダム建設前の結果と比べて減少することが予測される。 

以上のことから、施設等の存在及び供用に係る土砂による水の濁りについては、

基準又は目標との整合は図られる。 

 

表 11.3.4.5-49 SS の環境基準値超過日数（本明川ダム貯水池地点） 

単位：日

環境保全措置なし 環境保全措置あり

平成元年 0 0 0

平成2年 1 0 0

平成3年 2 0 1

平成4年 0 0 0

平成5年 0 0 0

平成6年 0 0 0

平成7年 3 0 0

平成8年 0 0 0

平成9年 9 0 2

平成10年 1 0 0

合計 16 0 3

ダム建設前
ダム建設後

年

 

 

表 11.3.4.5-50 SS の環境基準値超過日数（富川（貯水池直下）地点） 

単位：日

平成元年 0 0 0

平成2年 1 0 0

平成3年 2 1 0

平成4年 0 0 0

平成5年 0 0 0

平成6年 0 0 0

平成7年 3 0 0

平成8年 0 0 0

平成9年 9 2 2

平成10年 1 0 0

合計 16 3 2

ダム建設後

環境保全措置なし 環境保全措置あり
年

ダム建設前
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表 11.3.4.5-51 SS の長期化日数（富川（貯水池直下）地点） 

 
ダム建設後 

(環境保全措置なし)

ダム建設後 

(環境保全措置あり)

流入 SS が 25mg/L を超えている期間に

対する放流 SS が 25mg/L を超えている

期間の長期化日数 

0 日 0 日 

流入 SS が 10mg/L を超えている期間に

対する放流 SS が 10mg/L を超えている

期間の長期化日数 

1 日 1 日 

 

表 11.3.4.5-52 SS の環境基準値超過日数（琴川橋地点） 

単位：日

平成元年 0 0 0

平成2年 1 0 0

平成3年 1 0 0

平成4年 0 0 0

平成5年 0 0 0

平成6年 0 0 0

平成7年 3 0 0

平成8年 0 0 0

平成9年 7 2 1

平成10年 0 0 0

合計 12 2 1

環境保全措置なし 環境保全措置あり
年

ダム建設後

ダム建設前

 

 

表 11.3.4.5-53 SS の環境基準値超過日数（平松橋地点） 

単位：日

平成元年 0 0 0

平成2年 1 1 1

平成3年 5 4 4

平成4年 0 0 0

平成5年 6 1 1

平成6年 0 0 0

平成7年 5 2 2

平成8年 0 0 0

平成9年 9 6 6

平成10年 2 2 2

合計 28 16 16

環境保全措置なし 環境保全措置あり
年

ダム建設後

ダム建設前
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表 11.3.4.5-54 SS の環境基準値超過日数（鉄道橋地点） 

単位：日

平成元年 1 0 0

平成2年 2 1 1

平成3年 5 5 5

平成4年 1 1 1

平成5年 10 7 7

平成6年 0 0 0

平成7年 6 6 6

平成8年 0 1 1

平成9年 10 8 8

平成10年 5 4 4

合計 40 33 33

環境保全措置なし 環境保全措置あり
年

ダム建設後

ダム建設前

 

 

b)富栄養化 

施設等の存在及び供用に係る富栄養化についての基準又は目標との整合性の検

討については、予測結果と OECD の富栄養化基準(Chl-a 及び T-P 濃度)、BOD の環境

基準値（河川 A 類型：2mg/L）の比較を行った。 

本明川ダム貯水池地点については、表 11.3.4.5-55 に示す OECD の富栄養化段階

の判定基準と比較し、その結果を表 11.3.4.5-56 及び表 11.3.4.5-57 に示す。 

ダム建設後(環境保全措置なし)では、年最大値で 10 カ年中 1 カ年が富栄養とさ

れる 25μg/L を超過し、年平均値で 10 カ年中 10 カ年が富栄養とされる 8μg/L を

超過する。ダム建設後(環境保全措置あり)では、年最大値、年平均値ともに超過す

る年がなく、富栄養に該当しないと予測される。 

なお、T-P については、環境保全措置実施の有無にかかわらず、富栄養に該当し

ないと予測される。 

表 11.3.4.5-55 富栄養化段階の判定基準 

指標 貧栄養 中栄養 富栄養  

年平均 

クロロフィル濃度

(mg/m3) 

＜2.5 2.5～8 8～25 OECD 

年最大 

クロロフィル濃度

(mg/m3) 

＜8.0 8～25 25～75 OECD 

年平均 

T-P 

(mg/m3) 

＜10 10～35 35～100 OECD 

資料:「湖沼工学」をもとに作成 
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表 11.3.4.5-56 本明川ダム貯水池表層 Chl-a の富栄養化段階の判定基準の超過状況 

単位:μg/L 

年 
ダム建設後(環境保全措置なし) ダム建設後(環境保全措置あり) 

最大値 比較 平均値 比較 最大値 比較 平均値 比較 

平成元年 19.6 ○ 10.3 － 12.4 ○ 5.8 ○ 

平成 2 年 21.4 ○ 10.6 － 15.4 ○ 6.1 ○ 

平成 3 年 24.7 ○ 9.7 － 15.3 ○ 4.5 ○ 

平成 4 年 21.0 ○ 10.3 － 14.2 ○ 5.9 ○ 

平成 5 年 24.9 ○ 8.9 － 13.0 ○ 4.8 ○ 

平成 6 年 19.1 ○ 9.8 － 16.8 ○ 6.9 ○ 

平成 7 年 24.9 ○ 11.3 － 17.2 ○ 6.7 ○ 

平成 8 年 19.0 ○ 8.8 － 11.4 ○ 5.3 ○ 

平成 9 年 25.6 － 10.2 － 18.1 ○ 6.4 ○ 

平成 10 年 20.6 ○ 9.4 － 14.5 ○ 6.2 ○ 

注)○：表 11.3.4.5-55 の判定基準と比較して富栄養と判断できる段階を超過していないことを示す。 

－：表 11.3.4.5-55 の判定基準と比較して富栄養と判断できる段階を超過していることを示す。 

 

表 11.3.4.5-57 本明川ダム貯水池表層 T-P の富栄養化段階の判定基準の超過状況 

単位:mg/L 

年 
ダム建設後(環境保全措置なし) ダム建設後(環境保全措置あり) 

平均値 比較 平均値 比較 

平成元年 0.017 ○ 0.017 ○ 

平成 2 年 0.015 ○ 0.016 ○ 

平成 3 年 0.017 ○ 0.018 ○ 

平成 4 年 0.017 ○ 0.016 ○ 

平成 5 年 0.018 ○ 0.018 ○ 

平成 6 年 0.016 ○ 0.016 ○ 

平成 7 年 0.018 ○ 0.019 ○ 

平成 8 年 0.014 ○ 0.014 ○ 

平成 9 年 0.021 ○ 0.020 ○ 

平成 10 年 0.019 ○ 0.018 ○ 

注)○：表 11.3.4.5-55 の判定基準と比較して富栄養と判断できる段階を超過していないことを示す。 

－：表 11.3.4.5-55 の判定基準と比較して富栄養と判断できる段階を超過していることを示す。 

 

 

ダム下流河川については、BOD の環境基準値(河川 A 類型：2mg/L)を超過する日

数について、ダム建設前、ダム建設後を比較した。 

富川(貯水池直下)地点では、表 11.3.4.5-58 に示すとおりダム建設前が 0 日、ダ

ム建設後(環境保全措置なし)が 4 日、ダム建設後(環境保全措置あり)が 2 日と予測

される。 

琴川橋地点では、表 11.3.4.5-59 に示すとおりダム建設前が 0 日、ダム建設後(環

境保全措置なし)が 1 日、ダム建設後(環境保全措置あり)が 0 日と予測される。 

それ以外の地点では、環境基準値を超過しないと予測される。 

以上のことから、施設等の存在及び供用に係る富栄養化については、基準又は目

標との整合は図られる。 
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表 11.3.4.5-58 BOD の環境基準値超過日数(富川(貯水池直下)地点) 

単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

(環境保全措置なし) 

ダム建設後 

(環境保全措置あり) 

平成元年 0 0 0 

平成 2 年 0 0 0 

平成 3 年 0 1 0 

平成 4 年 0 0 0 

平成 5 年 0 0 0 

平成 6 年 0 0 0 

平成 7 年 0 0 0 

平成 8 年 0 0 0 

平成 9 年 0 3 2 

平成 10 年 0 0 0 

計 0 4 2 

 

表 11.3.4.5-59 BOD の環境基準値超過日数(琴川橋地点) 

単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

(環境保全措置なし) 

ダム建設後 

(環境保全措置あり) 

平成元年 0 0 0 

平成 2 年 0 0 0 

平成 3 年 0 0 0 

平成 4 年 0 0 0 

平成 5 年 0 0 0 

平成 6 年 0 0 0 

平成 7 年 0 0 0 

平成 8 年 0 0 0 

平成 9 年 0 1 0 

平成 10 年 0 0 0 

計 0 1 0 

 

表 11.3.4.5-60 BOD の環境基準値超過日数(平松橋地点) 

単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

(環境保全措置なし) 

ダム建設後 

(環境保全措置あり) 

平成元年 0 0 0 

平成 2 年 0 0 0 

平成 3 年 0 0 0 

平成 4 年 0 0 0 

平成 5 年 0 0 0 

平成 6 年 0 0 0 

平成 7 年 0 0 0 

平成 8 年 0 0 0 

平成 9 年 0 0 0 

平成 10 年 0 0 0 

計 0 0 0 
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表 11.3.4.5-61 BOD の環境基準値超過日数(鉄道橋地点) 

単位:日 

年 ダム建設前 
ダム建設後 

(環境保全措置なし) 

ダム建設後 

(環境保全措置あり) 

平成元年 0 0 0 

平成 2 年 0 0 0 

平成 3 年 0 0 0 

平成 4 年 0 0 0 

平成 5 年 0 0 0 

平成 6 年 0 0 0 

平成 7 年 0 0 0 

平成 8 年 0 0 0 

平成 9 年 0 0 0 

平成 10 年 0 0 0 

計 0 0 0 

 

c)溶存酸素量 

施設等の存在及び供用に係る溶存酸素量についての基準又は目標との整合性の

検討については、DO の予測結果と環境基準値（河川 A 類型：7.5mg/L）の比較を行

った。 

環境基準値(河川 A 類型：7.5mg/L)を下回る日数について、ダム建設前、ダム建

設後を比較した結果は、表 11.3.4.5-62 に示すとおりであり、貯水池地点の 10 年

間の環境基準値を下回った日数状況は、次のとおりである。 

環境基準値未達成日数は、ダム建設前は 0 日、ダム建設後(環境保全措置なし)

が 70 日あり、ダム建設後(環境保全措置あり)が 17 日ありと予測される。 

ダム建設後(環境保全措置なし)では、環境基準値を下回る年が 10 カ年中 7 カ年

であるのに対し、ダム建設後(環境保全措置あり)では 10 カ年中 5 カ年であり、最

小値は 8.0mg/L と予測される。 

なお、既設の貯水池の事例より、放流により DO の回復が見込まれる。 

以上のことから、施設等の存在及び供用に係る溶存酸素量については、基準又は

目標との整合は図られる。 

表 11.3.4.5-62 溶存酸素量の環境基準値未達成日数(本明川ダム貯水池地点) 

単位：日

ダム建設後 ダム建設後

(環境保全措置なし) (環境保全措置あり)

平成元年 0 0 1

平成2年 0 21 9

平成3年 0 0 0

平成4年 0 0 4

平成5年 0 3 0

平成6年 0 6 0

平成7年 0 13 1

平成8年 0 14 2

平成9年 0 6 0

平成10年 0 7 0

合計 0 70 17

ダム建設前年
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11.3.4.6 水象 

工事中の水象の変化は、工事ヤード及び建設発生土処理場予定地は、位置は変更せず、

面積も同じであるか縮小することから、ピーク流量の増加率は低減すると考えられるため、

再予測は実施しない。 

施設等の存在及び供用による水象の変化は、洪水時の洪水操作（自然調節方式）及び流

水の正常な機能の維持のための放流操作が変わらないため、再予測は実施しない。 

事業計画変更前の水象の予測結果は、第 7 章の P.7.1.6-1 に示すとおりである。 
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11.3.4.7 地形及び地質 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容を表 11.3.4.7-1 に示す。 

予測の基本的な手法は、事業の実施に伴う改変の程度を踏まえ、重要な地形への環境

影響について、事例の引用又は解析によった。予測にあたっては、事業計画と重要な地

形の分布地を重ね合わせることにより、重要な地形の確認地点の改変の程度について予

測した。重要な地形の分布状況を図 11.3.4.7-1 に示す。 

表 11.3.4.7-1 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(地形及び地質) 

影響要因 環境影響の内容 

施
設
等
の
存

在
及
び
供
用 

・ダムの堤体の存在 

・ダムの供用及び貯水池の存在 

・原石山の跡地の存在 

・道路の存在 

・建設発生土処理場の跡地の存在 

ダムの堤体の存在等に係

る土地改変等による重要

な地形の変化 

 

 

図 11.3.4.7-1 重要な地形の分布状況 

(2)予測地域及び地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺(対象事業実施区域から約 500m の範囲内

の区域をいう。以下本項において同じ。)とした。 

多良山系 

本明川ダム
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図 11.3.4.7-2 
重要な地形と事業計画の 
重ね合わせ 
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(3)予測対象時期等 

予測対象時期等は、重要な地形に係る環境影響を的確に把握できる時期として、ダムの

供用開始後とし、重要な地形と事業計画の重ね合わせた結果を図 11.3.4.7-2 に示す。 

 

(4)予測の結果 

予測結果は、表 11.3.4.7-2 に示すとおりである。 

表 11.3.4.7-2 重要な地形の予測結果 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置

の検討 

施設等の存在

及び供用 

重要な地形 多良山系 

多良山系は、建設発生土処理場及びそこに

至る工事用道路により改変される。しかし、

改変される範囲はごく一部であり、多良山系

をつくる多良岳火山地が複合火山とされる特

徴である溶岩台地や溶岩円頂丘は改変されな

い。さらに、全体に開析が進んでおり中央部

は山麓に比べて侵食が著しく山麓には緩傾斜

をなす火山麓扇状地が発達し、そこに多数の

河川が中央部から放射状に発達しているとい

う、多良山系の山麓部の地形的特徴も維持さ

れることから改変の程度は小さいと予測され

る。 

－ 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

(5)環境保全措置 

予測結果を踏まえ、環境保全措置を実施しない。 

 

(6)事後調査 

地形及び地質に係る環境影響は、程度が著しいものとなるおそれがないと判断し、条

例に基づく事後調査は実施しない。 

 

(7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

地形及び地質については、地形及び地質の状況について調査を実施し、重要な地形

について予測を実施した。これにより、地形及び地質に係る環境影響が事業者の実行

可能な範囲内で回避又は低減されると判断する。 
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11.3.4.8 植物 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とした植物の重要な種等及び影響要因は、表 11.3.4.8-1 に示すとおりである。 

予測にあたっては、事業計画と重要な種・個体の確認地点を重ね合わせることにより、

重要な種・個体の生育環境の変化の程度及び重要な種・個体への影響を予測した。 

なお、「工事中」における生育地の消失と、「施設等の存在及び供用」における生育地の

消失については、いずれの時点において生じる影響であっても、植物の生育個体及び生育

基盤の消失という観点からは違いはないと考えられる。このことから、直接改変の影響に

ついて、両者を合わせて予測した。 

また、「工事中」における改変区域付近の環境の変化及び「施設等の存在及び供用」にお

ける施設等の付近の環境の変化による影響予測は、樹林環境が林縁環境に変化することに

よる影響について予測した。影響が及ぶと想定される改変区域付近は、伐採等が行われた

場所の周辺に影響が及ぶ範囲として、直接改変区域から約 50m 以内とした。これは、道路

建設に伴う森林の伐開により、閉鎖されていた林冠が開かれ、林内に強い日射や風の影響

が及ぶようになった結果、倒木の枯損や林床植生に変化が生じた範囲が道路端から 11m～

53m であるという研究報告に基づき想定した範囲である。 

なお、「工事中」における改変区域付近の環境の変化と「施設等の存在及び供用」におけ

る施設等の付近の環境の変化についても、直接改変と同様に樹林環境が変化するという観

点からは違いはないと考えられる。このことから、両者を合わせて予測した。 

 

(2)予測地域及び地点 

予測地域は、調査地域のうち、対象事業の実施により重要な種が環境影響を受けるおそ

れがあると認められる地域とした。 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、工事中並びに施設等の存在及び供用の重要な種及び個体に係る環境影

響を的確に把握できる時期とした。 
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表 11.3.4.8-1 予測対象とする植物の重要な種・個体及び影響要因(1/2) 

予測対象とする影響

要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象とする 
重要な種・個体 

工事中 施設等の存在及び供用 

・造成等の施工による一時的な

影響 
・建設機械の稼働 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道

路等の設置 
・建設発生土の処理の工事 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

直接改変＊1 直接改変以外＊2 直接改変 直接改変以外 

生育地の消失 改変区域付近

の環境の変化

による生育環

境の変化 

生育地の消

失 
施設等付近の

環境の変化に

よる生育環境

の変化 

ダム下流河川

の流況の変化

による生育環

境の変化 

ﾋﾒｳﾗｼﾞﾛ ● － ● － － 
ｴﾋﾞｶﾞﾗｼﾀﾞ ● － ● － － 
ﾄｷﾜﾄﾗﾉｵ ● － ● － － 
ﾆｾｺｸﾓｳｸｼﾞｬｸ ● ● ● ● － 
ｵｵﾊﾞｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ● － ● － － 
ｺｲﾇｶﾞﾗｼ ● － ● － － 
ｺﾞｷﾂﾞﾙ ● － ● － ● 
ﾋﾒﾐｿﾊｷﾞ ● － ● － － 
ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ ● － ● － － 
ｳｽｹﾞﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ ● － ● － － 
ｵｵｼｼｳﾄﾞ ● － ● － ● 
ﾘﾝﾄﾞｳ ● － ● － － 
ﾛｸｵﾝｿｳ ● － ● － － 
ﾌﾅﾊﾞﾗｿｳ ● － ● － － 
ｽｽﾞｻｲｺ ● － ● － － 
ｵｵｱｶﾈ ● － ● － － 
ｺﾑﾗｻｷ ● － ● － ● 
ﾐｿﾞｺｳｼﾞｭ ● － ● － ● 
ｲｶﾞﾎｵｽﾞｷ ● － ● － － 
ｶﾜﾁﾞｼｬ ● － ● － ● 
ｽｽﾞﾑｼﾊﾞﾅ ● ● ● ● － 
ﾂﾙｷﾞｷｮｳ ● － ● － － 
ｲｽﾞﾊﾊｺ ● － ● － － 
ｽﾌﾞﾀ ● － ● － － 
ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ ● － ● － － 
ｻｶﾞﾐﾄﾘｹﾞﾓ ● － ● － － 
ｲﾄﾄﾘｹﾞﾓ ● ● ● ● － 
ﾋﾒﾅﾍﾞﾜﾘ ● ● ● ● － 
ｺｷﾝﾊﾞｲｻﾞｻ ● － ● － － 
ｱﾔﾒ ● － ● － － 
ﾋﾅﾉｼｬｸｼﾞｮｳ ● ● ● ● － 
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表 11.3.4.8-1 予測対象とする植物の重要な種・個体及び影響要因(2/2) 

予測対象とする影響

要因 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予測対象とする 
重要な種・個体 

工事中 施設等の存在及び供用 

・造成等の施工による一時的な影

響 
・建設機械の稼働 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道路

等の設置 
・建設発生土の処理の工事 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

直接改変＊1 直接改変以外＊2 直接改変 直接改変以外 

生育地の消失 改変区域付近の

環境の変化によ

る生育環境の変

化 

生育地の消

失 
施設等付近の

環境の変化に

よる生育環境

の変化 

ダム下流河川

の流況の変化

による生育環

境の変化 

ﾋﾒｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ ● － ● － ● 
ｼﾗｺｽｹﾞ ● ● ● ● － 
ｴﾋﾞﾈ ● ● ● ● － 
ｷｴﾋﾞﾈ ● ● ● ● － 
ｷﾞﾝﾗﾝ ● ● ● ● － 
ｷﾝﾗﾝ ● ● ● ● － 
ﾅｷﾞﾗﾝ ● ● ● ● － 
ｳｽｷﾞﾑﾖｳﾗﾝ ● ● ● ● － 
ﾋﾒﾌﾀﾊﾞﾗﾝ ● ● ● ● － 
ﾔﾏｻｷﾞｿｳ ● － ● － － 
神明社のｸｽﾉｷ ● － ● － － 
ｼｬｼﾞｸﾓ ● － ● － － 
ﾁｬﾎﾞﾌﾗｽｺﾓ ● － ● － － 
ﾌﾀﾏﾀﾌﾗｽｺﾓ ● － ● － － 
注）1. ●：影響を検討する。 －：影響を検討しない。 

2. *1：「工事中」における生育地の消失と「施設等の存在及び供用」における生育地の消失につい

ては、いずれの時点において生じる影響であっても、植物の生育個体及び生育基盤の消失と

いう観点からは違いはないと考えられる。このことから、両者を合わせて予測した。 

*2：「工事中」における改変区域付近の環境の変化と「施設等の存在及び供用」における施設等

の付近の生育環境の変化についても、直接改変と同様に樹林環境の林縁環境における変化

という観点からは違いはないと考えられる。このことから、両者を合わせて予測した。 
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(4)予測の結果 

1) ヒメウラジロ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、常緑のシダで、向陽の山地の岩上や路傍の石垣などにややまれにみられる。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、4 地点、66 個体以上の生育

が確認された。 

確認地点は山裾の集落周辺の石垣で、その生育基盤は石垣の隙間の土壌やモスマットで

あった。全ての確認地点で高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中

程度、土湿は半湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池の出現する区域では、2 地点（10 個体）で生育が確認され

ている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 50.0%、生育個体の約 15.2%が消失す

る。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

2) エビガラシダ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、常緑のシダで、向陽の岩隙や石垣などに生育する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、１地点、30 個体以上の生

育が確認された。 

確認地点は山裾の集落周辺の石垣で、その生育基盤は石垣の隙間の土壌やモスマットで

あった。確認地点は高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、

土湿は半湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 
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3) トキワトラノオ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、常緑のシダで、やや日の当たる山地や路傍の岩上や石垣等に生育する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、1 地点、2 個体の生育が確

認された。 

確認地点は山裾の集落周辺の石垣であった。日当たりは陽、土湿は乾であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池の出現する区域では、1 地点（2 個体）で生育が確認され

ている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点、生育個体の全てが消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の全てが消失する。 

 

4) ニセコクモウクジャク 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、常緑のシダで、湿った谷の林床に群生する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、2 地点、120 個体の生育が

確認された。 

確認地点は全てが斜面であった。日当たりは陽、土湿は適であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による原石山の出現する区域では、2 地点（120 個体）で生育が確認さ

れている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点、生育個体の全てが消失する。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、改変区域付近の環境の変化に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 

(d)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の全てが消失する。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 
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5) オオバウマノスズクサ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、つる性の木本で林縁部に生育し、花は 5 月に開花する。 

対象事業実施区域及びその周辺において、47 地点、282 個体の生育が確認された。 

確認地点はほとんどが斜面及び谷で、その生育基盤はほとんどの地点が褐色森林土及び

黄褐色森林土であり、高木層の植被率は 60%～80%であった。日当たりは陽及び中陰、風

当たりは中程度、土湿は適、半乾及び半湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池、原石山、付替道路等の出現する区域では、6 地点（56

個体）で生育が確認されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 12.8%、生育個体の 19.9%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

6) コイヌガラシ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、休耕中の水田やその畦に生える無毛の一年草か、越年草で、花は 4 月～5 月に

開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺より下流の西谷川において、2 地点、

1,002 個体の生育が確認された。 

確認地点は西谷川のため池周辺で、その生育基盤は低地水田土であり、高木層から低木

層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは弱く、土湿は多湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 
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7) ゴキヅル 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、川や池沼の水辺に生える一年生のつる性草本で、花期は 8 月～11 月である。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺より下流の本明川において、4 地点、

33 個体以上の生育が確認された。 

確認地点は平地の河川敷で、その生育基盤は未熟低地土であり、高木層から低木層を欠

いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は半湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

流況の変化が想定されるダム堤体予定地点より下流の本明川において、4 地点（33 個体

以上）の生育が確認されている。 

対象事業の実施により、ダム堤体より下流の河川では、流況が変化し、冠水頻度が変化

することによる生育環境の変化が想定される。 

しかし本種の生育地点は、2 年に 1 回程度の頻度で生じる増水時の冠水頻度は大きく変

わらないと予測される。また、豊水流量時、平水流量時、低水流量時や渇水流量時のいず

れにおいても水位の変化は小さいことから、冠水頻度は大きく変わらない。 

このことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化）

に伴う生育環境の変化は小さく、生育は維持されると考えられる。 
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8) ヒメミソハギ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、水田や湿地に生育する高さ 20cm ほどの一年草で、花は 9月～11 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、26 地点、634 個体の生育が

確認された。 

確認地点は平地及び谷地の水田であった。日当たりは陽、土湿は適であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池の出現する区域では、6 地点（120 個体）で生育が確認さ

れている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 21.4%、生育個体の 18.9%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

9) ミズマツバ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、水田や湿地に生育する一年草で、花は 8 月～10 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、130 地点、10,508 個体の生

育が確認された。 

確認地点は平地、谷底低地及び斜面の水田で、その生育基盤のほとんどは低地水田土で

あった。全ての確認地点で高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中

程度、土湿は適から過湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施によるダム堤体、貯水池、付替道路等の出現する区域では、49 地点

（3,745 個体）で生育が確認されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 37.7%、生育個体の 35.6%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 
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10) ウスゲチョウジタデ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、水田や湿地に生育する一年草で、花は 8 月～10 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、18 地点、403 個体の生育が

確認された。 

確認地点は斜面、平地及び谷底平地の水田及び放棄水田であった。日当たりは陽、土湿

は適から過湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池等の出現する区域では、6 地点（123 個体）で生育が確認

されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 33.3%、生育個体の 30.5%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

11) オオシシウド 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、日当たりのよい草地に生育する多年草で、花は 7 月～8 月に開花する。 

現地調査の結果、5 地点、11 個体の生育が確認された。 

対象事業実施区域及びその周辺において、1 地点、5 個体の生育が確認された。確認地

点は河川敷の草地で、その生育基盤は未熟低地土であり、高木層から低木層を欠いていた。

日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は半湿及び湿であった。 

また、対象事業実施区域及びその周辺より下流の本明川において、4 地点、6 個体の生

育が確認された。確認地点は河川敷の草地で、その生育基盤は未熟低地土であった。全て

の確認地点で高木層から低木層を欠いていた。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

流況の変化が想定されるダム堤体予定地点より下流の本明川において、4 地点（6 個体）

の生育が確認されている。 

対象事業の実施により、ダム堤体より下流の河川では、流況が変化し、冠水頻度が変化

することによる生育環境の変化が想定される。 

しかし本種の生育地点は、2 年に 1 回程度の頻度で生じる増水時の冠水頻度は大きく変

わらないと予測される。 
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このことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化）

に伴う生育環境の変化は小さく、生育は維持されると考えられる。 

 

12) リンドウ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、やや乾いた日当たりのよい山地や草地に生える多年草で、花は 9 月～11 月に

開花する。雨や曇りの時、そして夜には花を閉じる。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、7 地点、476 個体の生育が

確認された。 

確認地点は尾根及び谷で、その生育基盤は陸成未熟土であった。全ての確認地点で高木

層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は半乾であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池の出現する区域では、1 地点（10 個体）で生育が確認され

ている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 14.3%、生育個体の 2.1%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

13) ロクオンソウ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地の草地に生える多年草で、花は 7 月～8 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、4 地点、22 個体の生育が確

認された。 

確認地点は尾根及び斜面中部で、その生育基盤は陸成未熟土であった。全ての確認地点

で高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は半乾及び湿

であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 
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14) フナバラソウ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地の草原に生える多年草で、花は 6 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、1 地点、2 個体の生育が確

認された。 

確認地点は道路脇の草刈草地で、生育基盤は砂まじり礫質粘性土であった。日当たりは

陽、風当たりは中程度、土湿は乾であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

15) スズサイコ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、日当たりのよいやや乾いた草地に生える多年草で、花は 7月～8月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、9 地点、35 個体の生育が確

認された。 

確認地点は尾根で、その生育基盤は黄褐色森林土及び未熟土であり、全ての確認地点で

高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は半乾であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 
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16) オオアカネ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林縁に生育する多年草で、花は 8 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、54 地点、151 個体の生育が

確認された。 

確認地点は斜面、平地及び谷底平地であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池、付替道路等の出現する区域では、8 地点（24 個体）で生

育が確認されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 14.8%、生育個体の 9.3%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

17) コムラサキ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、林縁部や湿地の周囲などに生育する落葉低木で、花は 7月～8月頃に開花する。

果実の観賞用に庭園に植えられている。 

現地調査の結果、4 地点、21 個体の生育が確認された。 

また、対象事業実施区域及びその周辺において、3 地点、20 個体の生育が確認された。 

確認地点は斜面及び谷底低地で、その生育基盤は砂まじり粘性土であり、高木層の植被

率は 65%であった。日当たりは中陰、風当たりは弱程度、土湿は湿であった。 

また、対象事業実施区域及びその周辺より下流の本明川において、1 地点、1 個体の生

育が確認された。 

確認地点は河川敷の草地であった。日当たりは陽、土湿は湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

流況の変化が想定されるダム堤体予定地点より下流の本明川において、1 地点（1 個体）

の生育が確認されている。 

対象事業の実施により、ダム堤体より下流の河川では、流況が変化し、冠水頻度が変化

することによる生育環境の変化が想定される。 

しかし本種の生育地点は、5 年に 1 回程度の頻度で生じる増水時の冠水頻度は大きく変

わらないと予測される。また、豊水流量時、平水流量時、低水流量時や渇水流量時のいず
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れにおいても水位の変化は小さいことから、冠水頻度は大きく変わらない。 

このことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化）

に伴う生育環境の変化は小さく、生育は維持されると考えられる。 

 

18) ミゾコウジュ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、水田の畦や放棄水田に生育する二年生草本で、花は 5 月～6 月に開花する。 

現地調査の結果、69 地点、1,025 個体の生育が確認された。 

対象事業実施区域及びその周辺において、3 地点、60 個体の生育が確認された。 

確認地点は河川敷の水際で、その生育基盤は未熟低地土であった。全ての確認地点で高

木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は湿から過湿であ

った。 

また、対象事業実施区域及びその周辺より下流の本明川において、59 地点、942 個体、

西谷川において、7 地点、23 個体の生育が確認された。 

確認地点は河川敷の水際で、その生育基盤は未熟低地土であった。全ての確認地点で高

木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は湿から過湿であ

った。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

流況の変化が想定されるダム堤体予定地点より下流の本明川において、59 地点（942

個体）の生育が確認されている。 

対象事業の実施により、ダム堤体より下流の本明川では、流況が変化し、冠水頻度が変

化することによる生育環境の変化が想定される。 

しかし本種の生育地点は、平水流量時の水位付近からやや比高差の高い位置までに確認

されており、2 年に 1 回程度の頻度で生じる増水時の冠水頻度は大きく変わらないと予測

される。また、豊水流量時、平水流量時、低水流量時や渇水流量時のいずれにおいても水

位の変化は小さいことから、冠水頻度は大きく変わらない。 

このことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 
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(d)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の一部が消失する。 

また、本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化）

に伴う生育環境の変化は小さく、生育は維持されると考えられる。 

 

19) イガホオズキ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林縁に生育する多年草で、花は 6 月～8 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、2 地点、3 個体の生育が確

認された。 

確認地点は道路脇や谷底の水田であった。日当たりは陽から中陰、土湿は乾から過湿で

あった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

20) カワヂシャ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、水田の縁や溝、小川などに生育する二年生草本で、花は 5 月～6 月に開花する。 

現地調査の結果、108 地点、2,315 個体の生育が確認された。 

対象事業実施区域及びその周辺において、13 地点、233 個体の生育が確認された。 

確認地点は河川敷の草地や水際で、その生育基盤は未熟低地土であった。全ての確認地

点で高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は湿から過

湿であった。 

また、対象事業実施区域及びその周辺より下流の本明川で、87 地点、2,116 個体、西谷

川で、12 地点、36 個体の生育が確認された。 

確認地点は河川敷の草地や水際で、その生育基盤は未熟低地土であった。全ての確認地

点で高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は湿から過

湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 
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(c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

流況の変化が想定されるダム堤体予定地点より下流の本明川において、87 地点、（2,116

個体）の生育が確認されている。 

対象事業の実施により、ダム堤体より下流の本明川では、流況が変化し、冠水頻度が変

化することによる生育環境の変化が想定される。 

しかし本種の生育地点は、平水流量時の水位付近であり、通常でも冠水し易い立地環境

であり、冠水頻度は大きく変わらないと予測される。 

このことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化）

に伴う生育環境の変化は小さく、生育は維持されると考えられる。 

 

21) スズムシバナ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、林や山道横の木陰に生育する多年草で、花は 9 月～10 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、36 地点、6,563 個体以上の

生育が確認された。 

確認地点はほとんどが斜面下部であり、高木層の植被率は 75%～80%であった。日当た

りは陽から中陰で、風当たりは中程度、土湿は適から湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池等の出現する区域では、3 地点（536 個体）で生育が確認

されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 8.3%、生育個体の約 8.2%が消失する。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池、付替道路等の出現する区域から 50m の範囲では、5 地点

（228 個体）で生育が確認されている。これらの環境は、改変区域周辺における樹林の伐

開等に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生育環境の変化が想定され

る。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 13.9%、生育個体の約 3.0%が消失する

可能性があると考えられる。 
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(d)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可

能性があると考えられる。 

 

22) ツルギキョウ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地の林縁部や堤などに生育する多年生のつる植物で、花は 8 月～10 月に開

花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、9 地点、19 個体の生育が確

認された。 

確認地点のほとんどは斜面下部で、その生育基盤のほとんどは黄褐色森林土及び陸成未

熟土であった。確認地点の中で高木層の形成されている地点の植被率は 90%であった。日

当たりは陽及び中陰、風当たりは中程度、土湿は半湿及び湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池の出現する区域では、1 地点（1 個体）で生育が確認され

ている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 11.1%、生育個体の 5.3%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

23) イズハハコ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、古い切り通しや崖地に生育する二年生草本で、花は 4 月～6 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、10 地点、142 個体の生育が

確認された。 

確認地点のほとんどは斜面下部で、その生育基盤のほとんどは固岩屑及び陸成未熟土で

あった。全ての確認地点で高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中

程度、土湿は半湿及び湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池の出現する区域では、8 地点（135 個体）で生育が確認さ

れている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 80.0%、生育個体の 95.1%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 
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24) スブタ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、水田や湿地、溜池の浅い部分に生育する一年草である。花期は 8 月～10 月で、

両性花をつける。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、3 地点、221 個体の生育が

確認された。 

確認地点は平地及び谷底低地の水田で、その生育基盤は低地水田土であった。全ての確

認地点で高木層から低木層を欠いていた。日当たりは陽、風当たりは中程度、土湿は過湿

であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池等の出現する区域では、1 地点（1 個体）で生育が確認さ

れている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 33.3%、生育個体の 0.5%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

25) ミズオオバコ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、水田や溝に生える一年生の沈水植物である。花期は 8 月～10 月で両性花をつ

ける。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、6 地点、100 個体の生育が

確認された。 

確認地点は平地及び谷底低地の水田や水田周辺であった。日当たりは陽から中陰、土湿

は過湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施によるダム堤体等の出現する区域では、1 地点（20 個体）で生育が確認

されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 16.7%、生育個体の 20.0%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 
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26) サガミトリゲモ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、低地の池沼地や水田に生育する一年生の沈水植物である。花期は 7月～9月で、

雄花と雌花があり、ふつう別の葉腋に付く。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、11 地点、250 個体以上の生

育が確認された。 

確認地点は平地及び谷底低地の水田で、その生育基盤は低地水田土であり、高木層から

低木層を欠いていた。日当たりは陽及び中陰、風当たりは中程度、土湿は過湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施によるダム堤体の出現する区域では、3 地点（130 個体）で生育が確認

されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 27.3%、生育個体の約 52.0%が消失す

る。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

27) イトトリゲモ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地、丘陵地の湧き水の入る水域にみられる一年草で、花は 6 月～9 月に開花

する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、2 地点、7 個体の生育が確

認された。 

確認地点は谷底の水田であった。日当たりは陽、土湿は過湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による工事用道路等の出現する区域から 50m の範囲では、1 地点（2 個

体）で生育が確認されている。これらの環境は、改変区域周辺における樹林の伐開等に伴

い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生育環境の変化が想定される。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 50.0%、生育個体の 28.6%が消失する

可能性があると考えられる。 
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(d)まとめ 

直接改変による本種の生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可

能性があると考えられる。 

 

28)ヒメナベワリ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山の木陰に生える多年草で、本州(中国地方)、四国、九州、奄美(大島、徳之

島)に分布する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において 1 地点 26 個体の生育が確認

された。 

確認地点は、上流域の落葉広葉樹林で日当たりは中陰、土湿は湿であった。 

 (b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。このことから

直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

対象事業の実施による改変区域から 50mの範囲では、生育個体は確認されなかった。

このことから改変区域付近の環境の変化に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

29) コキンバイザサ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地の草原に生育する多年生草本で、花は 5 月～6 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、1 地点、1 個体の生育が確

認された。 

確認地点は谷底低地の流路沿いであった。日当たりは陽、土湿は湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 
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30) アヤメ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山間の草地に生える多年草で、花は 5 月～6 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、1 地点、80 個体の生育が確

認された。 

確認地点は頂部斜面であった。日当たりは陽、土湿は適であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

31) ヒナノシャクジョウ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地の樹林下などの日陰に生える葉緑素を持たない腐生植物で、花は 8 月～10

月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、5 地点、15 個体の生育が確

認された。確認地点は斜面中部であった。日当たりは陽から中陰、土湿は適であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による建設発生土処理場等の出現する区域から 50m の範囲では、3 地点

（4 個体）で生育が確認されている。これらの環境は、改変区域周辺における樹林の伐開

等に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生育環境の変化が想定される。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 60.0%、生育個体の 26.7%が消失する

可能性があると考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変による本種の生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可

能性があると考えられる。 
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32) ヒメコウガイゼキショウ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、放棄水田や湿った砂地に生育する多年草で、花は 6 月～9 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺より下流の本明川において、1 地点、

2 個体の生育が確認された。 

確認地点は河川敷の草地であった。日当たりは陽、土湿は湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

流況の変化が想定されるダム堤体予定地点より下流の本明川において、1 地点（2 個体）

の生育が確認されている。 

対象事業の実施により、ダム堤体より下流の河川では、流況が変化し、冠水頻度が変化

することによる生育環境の変化が想定される。 

しかし、本種の生育地点は、2 年に 1 回程度の頻度で生じる増水時の冠水頻度は大きく

変わらないと予測される。また、豊水流量時、平水流量時、低水流量時や渇水流量時のい

ずれにおいても水位の変化は小さいことから、冠水頻度は大きく変わらない。 

このことから、本種の生育環境の変化は小さいと考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化による生育環境の変化）

に伴う生育環境の変化は小さく、生育は維持されると考えられる。 
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33) シラコスゲ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山地を流れる小河川の上流部に群生する。夏でも水温が比較的低く、立地はわ

ずかに水に浸かっているか、非常にしめった状態である。果期は 4 月～6 月である。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、3 地点、48 個体の生育が確

認された。 

確認地点は谷型斜面であった。日当たりは中陰、土湿は湿から過湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、改変区域付近の環境の変化に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変

化）に伴う生育環境の変化による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

34) エビネ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、林床に生育する多年生草本で、花は 4 月～5 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、16 地点、142 個体の生育が

確認された。 

確認地点の地形に一定の傾向は認められず、生育基盤は褐色森林土であった。確認地点

の中で高木層の形成されている地点の植被率は 95%であった。日当たりは中陰、風当たり

は中程度か弱く、土湿は半乾から湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池等の出現する区域では、1 地点（2 個体）で生育が確認さ

れている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 6.3%、生育個体の 1.4%が消失する。 
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(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による付替道路等の出現する区域から 50m の範囲では、3 地点（61 個体）

で生育が確認されている。これらの環境は、改変区域周辺における樹林の伐開等に伴い日

照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生育環境の変化が想定される。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 18.8%、生育個体の 43.0%が消失する

可能性があると考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可

能性があると考えられる。 

 

35) キエビネ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、やや湿った照葉樹林の林床に生育する多年草で、オオエビネに含まれる種（一

型）であるキエビネの花は 4 月～5 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、4 地点、77 個体の生育が確

認された。 

確認地点の地形に一定の傾向は認められず、生育基盤は褐色森林土であった。確認地点

の中で高木層の形成されている地点の植被率は 95%であった。日当たりは中陰、風当たり

は中程度か弱く、土湿は半乾から湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による付替道路等の出現する区域から 50m の範囲では、1 地点（60 個体）

で生育が確認されている。これらの環境は、改変区域周辺における樹林の伐開等に伴い日

照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生育環境の変化が想定される。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 25.0%、生育個体の 77.9%が消失する

可能性があると考えられる。 
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(d)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可

能性があると考えられる。 

 

36) ギンラン 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、照葉樹林の林床に生育する多年生草本で、花は 5 月～6 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、10 地点、30 個体の生育が

確認された。 

確認地点の地形に一定の傾向は認められず、生育基盤はほとんどの地点が褐色森林土で

あった。確認地点の中で高木層の形成されている地点の植被率は 75%～95%であった。日

当たりは中陰、風当たりは中程度か弱く、土湿は半乾及び半湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による付替道路等の出現する区域では、4 地点（13 個体）で生育が確認

されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 40.0%、生育個体の 43.3%が消失する。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による付替道路及び工事用道路等等の出現する区域から 50m の範囲で

は、3 地点（10 個体）で生育が確認されている。これらの環境は、改変区域周辺における

樹林の伐開等に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生育環境の変化が

想定される。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 30.0%、生育個体の 33.3%が消失する

可能性があると考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可

能性があると考えられる。 
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37) キンラン 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、山や丘陵地の疎林下に生える多年生草本で、花は 4 月～6 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、31 地点、93 個体の生育が

確認された。 

確認地点の地形に一定の傾向は認められず、生育基盤はほとんどの地点が褐色森林土で

あり、高木層を欠いていた。日当たりは、ほとんどの地点が陽から中陰、風当たりは中程

度か弱く、土湿は半乾及び半湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による付替道路等の出現する区域では、4 地点（11 個体）で生育が確認

されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 12.9%、生育個体の 11.8%が消失する。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現する区域から 50m の範

囲では、5 地点（15 個体）で生育が確認されている。これらの環境は、改変区域周辺にお

ける樹林の伐開等に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生育環境の変

化が想定される。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 16.1%、生育個体の 16.1%が消失する

可能性があると考えられる。 

(d)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の一部が消失する。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可

能性があると考えられる。 



 
11.3.4-290

38) ナギラン 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、照葉樹林の林床に生育する多年生草本で、花は 6 月～7 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、1 地点、1 個体の生育が確

認された。 

確認地点は谷型斜面であった。日当たりは中陰、土湿は適であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、改変区域付近の環境の変化に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

39) ウスギムヨウラン 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、常緑広葉樹林下にはえる地生の無葉緑腐生植物で、花は 5月～7月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、4 地点、61 個体の生育が確

認された。 

確認地点は斜面上部から頂部であった。日当たりは陽、土湿は適であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、改変区域付近の環境の変化に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 
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(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

40) ヒメフタバラン 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、やや湿った林床に生育する小型の多年生草本で、花は 3 月～5 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、1 地点、10 個体の生育が確

認された。 

確認地点は斜面下部であった。日当たりは陽、土湿は適であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、改変区域付近の環境の変化に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定さ

れない。 

(d)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生育環境

の変化）に伴う生育環境の変化による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

41) ヤマサギソウ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、草原に生育する多年草で、花は 5 月～7 月に開花する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、1 地点、2 個体の生育が確

認された。 

確認地点は斜面中部であった。日当たりは陽、土湿は適であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 
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42) 神明社のクスノキ 

(a)生育地点及び生育環境 

本個体は、神明社に分布し、推定樹齢は 300 年以上とされ、幹周は 447cm で樹高は 40m

である。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において 1 地点、1 個体の生育が確認

された。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域では、生育個体は確認されなかった。 

このことから、直接改変に伴う生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

(c)まとめ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

 

43) シャジクモ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は雌雄同株の藻類で各地の池、溝、湖沼、水田、川、潟湖や河口付近に生育する。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、86 地点、11,331 個体以上

の生育が確認された。 

確認地点のほとんどは斜面や谷底低地の水田や水路であった。日当たりは陽、土湿はほ

とんどが過湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施によるダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現する区域で

は、35 地点（2,925 個体）で生育が確認されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 40.7%、生育個体の約 25.8%が消失す

る。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 
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44) チャボフラスコモ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、雌雄同株の藻類で水田やため池などによく生じ、湖には少ないとされている。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、10 地点、612 個体の生育が

確認された。 

確認地点は斜面及び谷底低地の水田や水田脇の水路であった。日当たりは陽、土湿は過

湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による貯水池等の出現する区域では、3 地点（132 個体）で生育が確認

されている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 30.0%、生育個体の 21.6%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 

 

45) フタマタフラスコモ 

(a)生育地点及び生育環境 

本種は、雌雄同体の藻類で湖沼や水田、池溝に生育している。 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、4 地点、700 個体の生育が

確認された。 

確認地点は谷底低地の水田及び水路であった。日当たりは陽、土湿は過湿であった。 

(b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施によるダム堤体の出現する区域では、1 地点（50 個体）で生育が確認さ

れている。 

このことから、予測地域で確認された生育地点の 25.0%、生育個体の 7.1%が消失する。 

(c)まとめ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する。 
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(5)環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討項目 

工事中並びに施設等の存在及び供用に伴う植物への環境影響を、事業者の実行可能な範

囲内で回避又は低減するための環境保全措置として、表 11.3.4.8-2 に示すとおり検討し

た。 

表 11.3.4.8-2 植物の予測結果及び環境保全措置の検討(1/4) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の

検討 

工事中 

施設等

の存在

及び 
供用 

植 
物 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物 

ヒメウラジロ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消

失する。 
○ ○ 

エビガラシダ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

トキワトラノオ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の全てが消

失する。 
○ ○ 

ニセコクモウクジ

ャク 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の全てが消

失する。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境

の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化による

生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

○ ○ 

オオバウマノスズ

クサ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消

失する。 
○ ○ 

コイヌガラシ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

ゴキヅル 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化

による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さく、生

育は維持されると考えられる。 

－ － 

ヒメミソハギ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消

失する。 
○ ○ 

ミズマツバ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消

失する。 
○ ○ 

ウスゲチョウジタ

デ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消

失する。 
○ ○ 

オオシシウド 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化

による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さく、生

育は維持されると考えられる。 

－ － 

リンドウ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消

失する。 
○ ○ 

ロクオンソウ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

フナバラソウ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

スズサイコ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

オオアカネ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが消

失する。 
○ ○ 

注)1. ○：環境保全措置の検討を行う。 

2. －：環境保全措置の検討は行わない。 
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表 11.3.4.8-2 植物の予測結果及び環境保全措置の検討(2/4) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の

検討 

工事中 

施設等

の存在

及び 
供用 

植 

物 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物 

コムラサキ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
 本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変

化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さく、

生育は維持されると考えられる。 

－ － 

ミゾコウジュ 

直接改変による生育地点及び生育個体の一部が消失す

る。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変

化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さく、

生育は維持されると考えられる。 

－ － 

イガホオズキ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

カワヂシャ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変

化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さく、

生育は維持されると考えられる。 

－ － 

スズムシバナ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

より、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可能

性があると考えられる。 

○ ○ 

ツルギキョウ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
○ ○ 

イズハハコ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
○ ○ 

スブタ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
○ ○ 

ミズオオバコ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
○ ○ 

サガミトリゲモ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
○ ○ 

イトトリゲモ 

直接改変による本種の生育地点及び生育個体の消失は想

定されない。 
 直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

より、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可能

性があると考えられる。 

○ ○ 

ヒメナベワリ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

コキンバイザサ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

アヤメ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

注)1. ○：環境保全措置の検討を行う。 

2. －：環境保全措置の検討は行わない。 
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表 11.3.4.8-2 植物の予測結果及び環境保全措置の検討(3/4) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の

検討 

工事中 

施設等

の存在

及び 
供用 

植 

物 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物 

ヒナノシャクジョ

ウ 

直接改変による本種の生育地点及び生育個体の消失は想

定されない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

より、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可能

性があると考えられる。 

○ ○ 

ヒメコウガイゼキ

ショウ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
 本種への直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変

化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化は小さく、

生育は維持されると考えられる。 

－ － 

シラコスゲ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

よる生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

－ － 

エビネ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
 直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

より、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可能

性があると考えられる。 

○ ○ 

キエビネ 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
 直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

より、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可能

性があると考えられる。 

○ ○ 

ギンラン 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
 直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

より、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可能

性があると考えられる。 

○ ○ 

キンラン 

直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の一部が

消失する。 
 直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

より、本種の生育地点及び生育個体の多くが消失する可能

性があると考えられる。 
直接改変による消失割合は低いが、学識者の指導に基づ

き環境保全措置を検討する。 

○ ○ 

ナギラン 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

よる生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

－ － 

注)1. ○：環境保全措置の検討を行う。 

2. －：環境保全措置の検討は行わない。 
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表 11.3.4.8-2 植物の予測結果及び環境保全措置の検討(4/4) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の

検討 

工事中 

施設等

の存在

及び 
供用 

植 

物 

種
子
植
物
・
シ
ダ
植
物 

ウスギムヨウラン 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

よる生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

－ － 

ヒメフタバラン 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環

境の変化による生育環境の変化）に伴う生育環境の変化に

よる生育地点及び生育個体の消失は想定されない。 

－ － 

ヤマサギソウ 
直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

重
要
な
個
体

神明社のクスノキ 

直接改変による生育地点及び生育個体の消失は想定され

ない。 
－ － 

藻 

類 

シャジクモ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
○ ○ 

チャボフラスコモ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
○ ○ 

フタマタフラスコ

モ 
直接改変により、本種の生育地点及び生育個体の多くが

消失する。 
○ ○ 

注)1. ○：環境保全措置の検討を行う。 

2. －：環境保全措置の検討は行わない。 

 

 

2) 環境保全措置の検討 

直接改変による影響が想定される種に関する環境保全措置については、学識者の指導及

び助言を踏まえ、対象事業実施区域の大部分を構成する水田、河川等がダム貯水池になる

ことにより、生育地の消失の影響の「回避」及び「低減」措置の実施は困難であると判断

し、「代償」措置による保全措置を検討した。 

実施することとした環境保全措置は、対象とする重要な種の影響の程度や一般生態によ

って個別に効果が異なると考えられることから、種ごとに検討した。種ごとの環境保全措

置の検討結果を表 11.3.4.8-3 に示す。 

直接改変以外による影響が想定される種に関する環境保全措置については、工事の実施

前から供用開始後にかけて対象個体及びその周辺の生育環境を「監視」し、対象個体の生

育状況や個体周辺の生育環境等に変化が見られた場合には、学識者の指導及び助言を得な

がら、必要に応じて環境保全措置を検討することとした。 
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表 11.3.4.8-3 植物の環境保全措置(1/5) 

項 目 環境影響 
環境保全措

置の方針 
環境保全措置 環境保全措置の効果

植
物
の
重
要
な
種 

ヒメウラ

ジロ 

直接改変

により、本

種の生育地

点及び生育

個体の多く

が 消 失 す

る。 

個体の移

植により事

業の影響を

低減する。

・ 移植先となる日当たり

のよい岩場を選定し、

直接改変の影響を受け

る個体又は個体と生育

基盤（岩）を移植する。

 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

・ 移植先となる日当たり

のよい岩場を新規に整

備し、直接改変の影響

を受ける個体又は個体

と生育基盤（岩）を移

植する。(建設発生土処

理場跡地等) 

 

改変により消失す

る日当たりのよい岩

場の生育環境を一部

復元できると考えら

れる。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

 

トキワト

ラノオ 

直接改変

により、本

種の生育地

点及び生育

個体の全て

が 消 失 す

る。 

個体の移

植により事

業の影響を

低減する。

・ 移植先となるやや日当

たりのよい岩場を選定

し、直接改変の影響を

受ける個体又は個体と

生育基盤（岩）を移植

する。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

 

ニセコク

モウクジ

ャク 

直接改変

により、本

種の生育地

点及び生育

個体の全て

が 消 失 す

る。 

個体の移

植により事

業の影響を

低減する。

・ 移植先となる湿った谷

の林床等を選定し、直

接改変の影響を受ける

個体を移植する。 

 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

オオバウ

マノスズ

クサ、オ

オ ア カ

ネ、ツル

ギキョウ 

直接改変

により、本

種の生育地

点及び生育

個体の多く

が 消 失 す

る。 

個体の移

植により事

業の影響を

低減する。

・ 移植先となる林縁部を

選定し、直接改変の影

響を受ける個体を移植

する。 

 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

・ 移植先となる林縁部を

新規に整備し、直接改

変の影響を受ける個体

を移植する。(建設発生

土処理場跡地等) 

 

改変により消失す

る林縁部の生育環境

を一部復元できると

考えられる。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。
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表 11.3.4.8-3 植物の環境保全措置(2/5) 

項 目 環境影響 
環境保全措

置の方針 
環境保全措置 環境保全措置の効果

植
物
の
重
要
な
種 

ミズマツ

バ、ウスゲ

チ ョウ ジ

タデ、サガ

ミ トリ ゲ

モ 

直接改

変 に よ

り、本種

の生育地

点及び生

育個体の

多くが消

失する。 

播種及び表

土のまきだし

により事業の

影響を低減す

る。 

・ 播種を実施する場所となる

湿地を選定し、生育個体か

ら種子を採取し、生育適地

へ播種する。 

 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

 

・ 播種を実施する場所となる

湿地を新規に整備し、生育

個体から種子を採取し、生

育適地へ播種する。(建設発

生土処理場跡地等) 

 

改変により消失す

る湿地の生育環境を

一部復元できると考

えられる。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

 

・ 表土のまきだしを実施する

場所となる湿地を選定し、

生育地の表土を採取し、生

育適地へまきだしを行う。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

・ 表土のまきだしを実施する

場所となる湿地を新規に整

備し、生育地の表土を採取

し、生育適地へまきだしを

行う。(建設発生土処理場跡

地等) 

改変により消失す

る湿地の生育環境を

一部復元できると考

えられる。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

 

リンドウ 直接改

変 に よ

り、本種

の生育地

点及び生

育個体の

多くが消

失する。 

個 体 の 移

植により事

業の影響を

低減する。 

・ 移植先となる草地を選定

し、直接改変の影響を受け

る個体を移植する。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

・ 移植先となる草地を新規に

整備し、直接改変の影響を

受ける個体を移植する。(建

設発生土処理場跡地等) 

 

改変により消失す

る草地の生育環境を

一部復元できると考

えられる。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。
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表 11.3.4.8-3 植物の環境保全措置(3/5) 

項 目 環境影響 
環境保全措

置の方針 
環境保全措置 環境保全措置の効果

植
物
の
重
要
な
種 

スズムシ

バナ 

直接改

変及び直

接改変以

外 に よ

り、本種

の生育地

点及び生

育個体の

多くが消

失する可

能性があ

る。 

個体の移植

及び播種によ

り事業の影響

を低減する。

個体の生育状

況等を継続的

に監視する。

・ 移植先となる林等の木陰を

選定し、直接改変の影響を

受ける個体を移植する。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

 

・ 播種を実施する場所となる

林等の木陰を選定し、生育

個体から種子を採取し、生

育適地へ播種する。 

 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

・ 直接改変以外の影響を受け

る可能性がある個体につい

て、影響の有無を監視する。 

直接改変以外の影

響を未然に防いだ

り、直接改変以外の

影響により、個体の

損傷等の影響が生じ

た場合に、移植等の

環境保全措置の検

討、実施といった速

やかな対応が可能で

ある。 

 

イズハハ

コ 

直接改

変 に よ

り、本種

の生育地

点及び生

育個体の

多くが消

失する。 

播 種 に よ

り事業の影

響を低減す

る。 

・ 播種を実施する場所となる

崖地等を選定し、生育個体

から種子を採取し、生育適

地へ播種する。 

 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

・ 播種を実施する場所となる

崖地等を新規に整備し、生

育個体から種子を採取し、

生育適地へ播種する。(建設

発生土処理場跡地等) 

改変により消失す

る崖地等の生育環境

を一部復元できると

考えられる。 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

 

スブタ、

ミズオオ

バコ 

直接改

変 に よ

り、本種

の生育地

点及び生

育個体の

多くが消

失する。 

表 土 の ま

きだしによ

り事業の影

響を低減す

る。 

・ 表土のまきだしを実施する

場所となる湿地や溜池等を

選定し、生育地の表土を採

取し、生育適地へまきだし

を行う。 

 

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。

 

・ 表土のまきだしを実施する

場所となる湿地や溜池等を

新規に整備し、生育地の表

土を採取し、生育適地へま

きだしを行う。(建設発生土

処理場跡地等) 

改変により消失す

る湿地や溜池等の生

育環境を一部復元で

きると考えられる。

直接改変による個

体の消失を低減する

効果が期待できる。
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表 11.3.4.8-3 植物の環境保全措置(4/5) 

項 目 環境影響 
環境保全措

置の方針 
環境保全措置 環境保全措置の効果 

植
物
の
重
要
な
種 

イトトリ

ゲモ、ヒ

ナノシャ

クジョウ 

直接改変

以 外 に よ

り、本種の

生育地点及

び生育個体

の多くが消

失する可能

性がある。 

個 体 の 生

育状況等を

継続的に監

視する。 

・直接改変以外の影響を受

ける可能性がある個体

について、影響の有無を

監視する。 

 

 

直接改変以外の影響

を未然に防いだり、直

接改変以外の影響によ

り、個体の損傷等の影

響が生じた場合に、移

植等の環境保全措置の

検討、実施といった速

やかな対応が可能であ

る。 

 

エビネ 直接改変

及び直接改

変以外によ

り、本種の

生育地点及

び生育個体

の多くが消

失する可能

性がある。 

個 体 の 移

植により事

業の影響を

低減する。個

体の生育状

況等を継続

的に監視す

る。 

・移植先となる林床を選定

し、直接改変の影響を受

ける個体を移植する。 

直接改変による個体

の消失を低減する効果

が期待できる。 

 

・直接改変以外の影響を受

ける可能性がある個体

について、影響の有無を

監視する。 

直接改変以外の影響

を未然に防いだり、直

接改変以外の影響によ

り、個体の損傷等の影

響が生じた場合に、移

植等の環境保全措置の

検討、実施といった速

やかな対応が可能であ

る。 

 

キエビネ 直接改変

及び直接改

変以外によ

り、本種の

生育地点及

び生育個体

の多くが消

失する可能

性がある。 

個 体 の 移

植により事

業の影響を

低減する。個

体の生育状

況等を継続

的に監視す

る。 

・移植先となる照葉樹林の

林床を選定し、直接改変

の影響を受ける個体を

移植する。 

 

直接改変による個体

の消失を低減する効果

が期待できる。 

・直接改変以外の影響を受

ける可能性がある個体

について、影響の有無を

監視する。 

 

直接改変以外の影響

を未然に防いだり、直

接改変以外の影響によ

り、個体の損傷等の影

響が生じた場合に、移

植等の環境保全措置の

検討、実施といった速

やかな対応が可能であ

る。 

 

 



 
11.3.4-302

表 11.3.4.8-3 植物の環境保全措置(5/5) 

項 目 環境影響 
環境保全措

置の方針 
環境保全措置 環境保全措置の効果 

植
物
の
重
要
な
種 

ギンラン 直 接 改

変 及 び 直

接 改 変 以

外により、

本 種 の 生

育 地 点 及

び 生 育 個

体 の 多 く

が 消 失 す

る 可 能 性

がある。 

個体の移

植により事

業の影響を

低減する。

個体の生育

状況等を継

続的に監視

する。 

・ 移植先となる照葉樹林

の林床を選定し、直接

改変の影響を受ける個

体を移植する。 

 

直接改変による個体

の消失を低減する効果

が期待できる。 

・ 直接改変以外の影響を

受ける可能性がある個

体について、影響の有

無を監視する。 

 

直接改変以外の影響

を未然に防いだり、直

接改変以外の影響によ

り、個体の損傷等の影

響が生じた場合に、移

植等の環境保全措置の

検討、実施といった速

やかな対応が可能であ

る。 

 

キンラン 直 接 改

変により、

本 種 の 生

育 地 点 及

び 生 育 個

体 の 一 部

が消失し、

直 接 改 変

以 外 に よ

り、本種の

生 育 地 点

及 び 生 育

個 体 の 多

く が 消 失

す る 可 能

性がある。 

個体の移

植により事

業の影響を

低減する。

個体の生育

状況等を継

続的に監視

する。 

・ 移植先となる林床を選

定し、直接改変の影響

を受ける個体を移植す

る。 

 

直接改変による個体

の消失を低減する効果

が期待できる。 

・ 直接改変以外の影響を

受ける可能性がある個

体について、影響の有

無を監視する。 

 

直接改変以外の影響

を未然に防いだり、直

接改変以外の影響によ

り、個体の損傷等の影

響が生じた場合に、移

植等の環境保全措置の

検討、実施といった速

やかな対応が可能であ

る。 

シャジク

モ、チャ

ボフラス

コモ、フ

タマタフ

ラスコモ 

直接改変

により、本

種の生育地

点及び生育

個体の多く

が 消 失 す

る。 

表土のま

きだしによ

り事業の影

響を低減す

る。 

・表土のまきだしを実施

する場所となる谷底低

地の湿地や水路等を選

定し、生育地の表土を

採取し、生育適地へま

きだしを行う。 

 

直接改変による個体

の消失を低減する効果

が期待できる。 

・ 表土のまきだしを実施

する場所となる谷底低

地の湿地や水路等を新

規に整備し、生育地の

表土を採取し、生育適

地へまきだしを行う。

(建設発生土処理場跡

地等) 

 

改変により消失する

谷底低地の湿地や水路

等の生育環境を一部復

元できると考えられ

る。 

直接改変による個体

の消失を低減する効果

が期待できる。 
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(6)環境保全措置を成功させるための試み 

環境保全措置を成功させるための試みとして、以下の種について「移植実験」、「移植個体

の監視」についてもあわせて実施、検討する。 

1) 移植実験 

移植に関する知見が少ないオオバウマノスズクサ、ヒメミソハギ、ミズマツバ、ウスゲ

チョウジタデ、オオアカネ、ツルギキョウ、イズハハコ、スブタ、ミズオオバコ、サガミ

トリゲモ、ギンラン、キンラン、チャボフラスコモ及びフタマタフラスコモについては、

学識者等の意見を得ながら各種の生育に影響のない範囲で、可能な限り、個体の移植、挿

し木・挿し芽による移植、播種又は表土のまきだし実験を行い、本措置に向けての知見を

収集する。これらの種のうち、オオバウマノスズクサ、ミズマツバ、ツルギキョウ、イズ

ハハコ、サガミトリゲモ、ギンラン及びキンランの 7 種については、すでに実験を実施し

ている。 

なお、トキワトラノオについては、生育個体が少ない（2 個体）ことから、移植実験は

実施しない。ニセコクモウクジャクについては、確認地点が少ない（2 地点）ことから移

植実験は実施しない。 

また、シャジクモについては、影響の想定範囲外に生育する個体数が多いことから、移

植実験は実施しない。 

 

2) 移植個体の監視 

直接改変による影響が想定され環境保全措置（移植）を実施した個体については監視し、

対象個体の生育状況や個体周辺の生育環境等に変化が見られた場合には、学識者の指導及

び助言を得ながら、必要に応じて新たな環境保全措置を検討する。 

 

 

(7)事業者としての配慮事項 

植物の重要な種に対して、環境保全措置とあわせて次の配慮事項を行うものとする。 

1) 湿地・草地環境の保全、創出 

重要な種が複数確認されている水田やその周辺の湿地・草地などの生育環境は、水田の

改変率がやや高いことから、ダム湖上流端等の環境を利用して、湿地環境や草地環境の保

全・創出を検討する。 

 

(8)事後調査 

植物に係る環境影響は、表 11.3.4.8-4(1)に示した 17 種について、環境保全措置の効果

に係る知見が不十分であるため、工事中並びに施設等の存在及び供用開始後において環境

保全措置の内容を詳細なものにする必要があり、また、環境影響の程度が著しいものとな

るおそれがあると判断されたことから、表 11.3.4.8-4(1)に示した項目及び手法等により事

後調査を実施する。なお、園芸栽培情報又は移植実績があり、移植手法が普及しているヒ

メウラジロ、リンドウ、スズムシバナ、エビネ、キエビネの 5 種については、効果に係る



 
11.3.4-304

知見が十分であると判断し、事後調査は実施しない。 

表 11.3.4.8-4(2)に示したマルバホングウシダ、タカサゴシダ及びミヤマコウモリソウの

3 種については、環境省レッドリストの改訂に伴って重要な種に該当したため、工事前、工

事中並びに施設等の存在及び供用開始後において生育の状況及び生育環境を確認するため

の事後調査を実施し、必要に応じて適切な対応を実施する。 

事後調査は、事業者が学識者の指導及び助言を得ながら実施し、その結果を事後調査報

告書としてとりまとめる。 

表 11.3.4.8-4(1)～(2)に示した事後調査の対象以外の重要な種に係る環境影響は、程度

が著しいものとなるおそれがないと判断し、条例に基づく事後調査は実施しない。 

しかし、事業者としてはダム建設工事開始前から供用開始以降にかけて、事後調査の対

象以外の重要な種についても、必要なモニタリング調査を実施する。モニタリングの結果

として、事業による環境影響が予測より大きく、問題が生じていることが確認された場合

には、追加の環境保全措置の検討及び実施を行う。 

 

表 11.3.4.8-4(1) 事後調査の項目及び手法等 

項 目 手 法 等 

植 
物 

植
物
の
重
要
な
種 

トキワトラノオ 

ニセコクモウクジャク 

オオバウマノスズクサ 

ヒメミソハギ 

ミズマツバ 

ウスゲチョウジタデ 

オオアカネ 

ツルギキョウ 

イズハハコ 

スブタ 

ミズオオバコ 

サガミトリゲモ 

ギンラン 

キンラン 

シャジクモ 

チャボフラスコモ 

フタマタフラスコモ 

17 種

1.行うこととした理由 

環境保全措置の効果に係る知見が不十分である

ため、工事中並びに施設等の存在及び供用開始後に

おいて環境保全措置の内容を詳細なものにする必

要があり、また、環境影響の程度が著しいものとな

るおそれがある。 

2.手法 

調査時期は工事中及び供用開始後とし、調査地域

は環境保全措置の実施箇所とする。 

調査方法は、現地における保全対象個体の生育の

状況及び生育環境の確認による。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかとなった場

合の対応方針 

保全対象個体の生育に問題が生じそうな場合に

おいて、学識者の指導及び助言を得ながら、その時

点での状況に応じ、新たな環境保全措置等の実施を

検討する。 
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表 11.3.4.8-4(2) 事後調査の項目及び手法等 

項 目 手 法 等 

植 

物 

植
物
の
重
要
な
種 

マルバホングウシダ 

タカサゴシダ 

ミヤマコウモリソウ 

3 種

1.行うこととした理由 

環境省レッドリストの改訂に伴い、当該地域の既

往調査で確認記録がある植物が重要な種に該当した

ため、工事前、工事中並びに施設等の存在及び供用

開始後において生育状況を確認するための事後調査

を実施する。 
2.手法 

調査時期は工事前、工事中及び供用開始後とし、

調査地域は環境保全措置の実施箇所とする。 

調査方法は、現地における保全対象個体の生育の

状況及び生育環境の確認による。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかとなった場

合の対応方針 

保全対象個体の生育に問題が生じそうな場合にお

いて、学識者の指導及び助言を得ながら、その時点

での状況に応じ、新たな環境保全措置等の実施を検

討する。 

注）事後調査対象とした 3 種の植物の重要な種については、環境省第 4 次レッドリストにより、新規に重要

な種に該当した種であり、既往調査では分布情報の記録がない。 

 

 

 

(9)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

植物については、植物の重要な種及び個体について調査、予測を実施した。その結果を

踏まえ、24 種について環境保全措置の検討を行い、植物に係る影響を低減することとし、

さらに一部の種について事後調査を実施することとした。これにより、植物に係る環境影

響が事業者の実行可能な範囲で回避又は低減されると判断する。 
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11.3.4.9 動物 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とした動物の重要な種及び影響要因は、表 11.3.4.9-1 に示すとおりである。 

直接改変における生息環境の改変並びに直接改変以外における改変区域付近及び施設等

付近の環境の変化による生息環境の変化の予測にあたっては、事業計画と重要な種の確認

地点や生息環境を重ね合わせることにより、重要な種の生息環境の変化の程度及び重要な

種への影響を予測した。 

「工事中」における建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化については、工事区域の近

傍では、人の出入りや車両の通行、建設機械の稼働等による騒音の発生等による生息環境

の変化により、動物が忌避行動を起こす等の撹乱が生じることを想定した。 

「施設等の存在及び供用」におけるダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化に

ついては、ダムの供用及び貯水池の存在により流況が変化するため、冠水頻度の変化に伴

い河川植生が変化することを想定した。 

「施設等の存在及び供用」におけるダムの供用に伴うダム下流河川への土砂供給の変化

による生息環境の変化については、土砂供給及び流況等の変化に伴う河床構成材料の変化

を想定した。 

「工事中」における水の濁り等による生息環境の変化については、ダム堤体の工事等に

伴い、土砂による水の濁りの変化を想定し、「施設等の存在及び供用」におけるダム下流河

川の水質の変化による影響予測については、ダム下流河川における土砂による水の濁り、

水温及び BOD の変化を想定した。 

 

(2)予測地域及び地点 

予測地域は、調査地域のうち、対象事業の実施により重要な種が環境影響を受けるおそ

れがあると認められる地域とした。 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、工事中並びに施設等の存在及び供用の重要な種に係る環境影響を的確

に把握できる時期とした。 
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表 11.3.4.9-1 予測対象とする動物の重要な種及び影響要因(1/2) 

    
 
 

予測対象とする 
影響要因 

 
 
 
 
 予測対象 

工事中 施設等の存在及び供用 
・造成等の施工による一時的な影響 
・建設機械の稼働 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道路等の設置 
・建設発生土の処理の工事 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

直接改変 直接改変以外 直接改変 直接改変以外

生息環境の

消失 
改変区域付

近の環境の

変化による

生息環境の

変化 

建設機械

の稼働等

による生

息環境の

変化 

水の濁り

等による

生息環境

の変化 

生息環境

の消失 
施設等付近

の環境の変

化による生

息環境の変

化 

ダム下流

河川の流

況の変化

による生

息環境の

変化 

ダム下流河

川への土砂

供給の変化

による生息

環境の変化

ダム下流河

川の水質の

変化による

生息環境の

変化 

哺
乳
類 

コキクガシラコウモリ ● － ● － ● － － － －

キクガシラコウモリ ● － ● － ● － － － －

ヤマネ ● － ● － ● － － － －

カヤネズミ ● － ● － ● － ● － －

キツネ ● － ● － ● － － － －

アナグマ ● － ● － ● － － － －

鳥 

類 

ヨシゴイ ● － ● ● ● － ● － ●
ミゾゴイ ● － ● ● ● － － － －
ササゴイ ● － ● ● ● － － － －
チュウサギ ● － ● ● ● － － － ●
オシドリ ● － ● ● ● － － － ●
ミサゴ ● － ● ● ● － － － ●
ハチクマ ● － ● － ● － － － －
オオタカ ● － ● － ● － － － －

ツミ ● － ● － ● － － － －

ハイタカ ● － ● － ● － － － －
サシバ ● － ● － ● － － － －
ハイイロチュウヒ ● － ● － ● － － － －
ハヤブサ ● － ● － ● － － － －
ヤマドリ ● － ● － ● － － － －
クイナ ● － ● ● ● － ● － ●
ヒクイナ ● － ● ● ● － ● － ●
タマシギ ● － ● ● ● － ● － ●

コチドリ ● － ● ● ● － ● － ●

タカブシギ ● － ● ● ● － ● － ●
ヤマシギ ● － ● － ● － － － －
アオバズク ● － ● － ● － － － －
フクロウ ● － ● － ● － － － －
ヨタカ ● － ● － ● － － － －
ヤマセミ ● － ● ● ● － － － ●
アカショウビン ● － ● ● ● － － － ●
ブッポウソウ ● － ● － ● － － － －
アオゲラ ● － ● － ● － － － －
ヤイロチョウ ● － ● － ● － － － －
コシアカツバメ ● － ● － ● － － － －

サンショウクイ ● － ● － ● － － － － 
(亜種 )リュウキュウサン
ショウクイ ● － ● － ● － － － － 

カワガラス ● － ● ● ● － － ● ●
ミソサザイ ● － ● － ● － － － －
キクイタダキ ● － ● － ● － － － －
キビタキ ● － ● － ● － － － －
サンコウチョウ ● － ● － ● － － － －
コガラ ● － ● － ● － － － －
ヒガラ ● － ● － ● － － － －
ノジコ ● － ● － ● － － － －
カケス ● － ● － ● － － － －

爬
虫
類･ 

両
生
類 

ニホンスッポン ● － － ● ● － － － ●

シロマダラ ● － － － ● － － － －

カスミサンショウウオ ● － － － ● － － － －

アカハライモリ ● － － － ● － － － －

ニホンヒキガエル ● － － － ● － － － －

ニホンアカガエル ● － － － ● － － － －

トノサマガエル ● － － － ● － － － －

陸
上
昆
虫
類 

アジアイトトンボ ● － － － ● － － － － 
ムカシトンボ ● － － ● ● － － － － 
マルタンヤンマ ● － － － ● － － － － 
クロスジギンヤンマ ● － － － ● － － － － 

オジロサナエ ● － － ● ● － － ● ● 
タベサナエ ● － － ● ● － － ● ● 
コヤマトンボ ● ● － － ● ● － － ● 
ヒメアカネ ● － － － ● － － － － 
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表 11.3.4.9-1 予測対象とする動物の重要な種及び影響要因(2/2) 
    

 
 
 

予測対象とする 
影響要因 

 
 
 
 
 予測対象 

工事中 施設等の存在及び供用 

・造成等の施工による一時的な影響 
・建設機械の稼働 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道路等の設置 
・建設発生土の処理の工事 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

直接改変 直接改変以外 直接改変 直接改変以外 
生息環境

の消失 
改変区域

付近の環

境の変化

による生

息環境の

変化 

建設機械

の稼働等

による生

息環境の

変化 

水の濁り

等による

生息環境

の変化 

生息環境

の消失 
施設等付近

の環境の変

化による生

息環境の変

化 

ダム下流

河川の流

況の変化

による生

息環境の

変化 

ダム下流河

川への土砂

供給の変化

による生息

環境の変化

ダム下流河

川の水質の

変化による

生息環境の

変化 

陸
上
昆
虫
類 

シマアメンボ ● － － ● ● － － － ● 
ホソバセセリ ● ● － － ● ● － － － 
ミヤマチャバネセセリ ● ● － － ● ● － － － 
コチャバネセセリ ● ● － － ● ● － － － 
コツバメ ● ● － － ● ● － － － 
スギタニルリシジミ 
九州亜種 

● ● － － ● ● － － － 

コムラサキ ● ● － － ● ● － － － 
メスグロヒョウモン ● ● － － ● ● － － － 
オナガアゲハ ● ● － － ● ● － － － 
ツマグロキチョウ ● － － － ● － － － － 
ジャノメチョウ ● － － － ● － － － － 
サトキマダラヒカゲ ● ● － － ● ● － － － 
マイマイカブリ ● ● － － ● ● － － － 
セアカオサムシ ● － － － ● － － － － 
アカマダラセンチコガネ ● ● － － ● ● － － － 
クロカナブン ● ● － － ● ● － － － 
タマムシ ● ● － － ● ● － － － 
ゲンジボタル ● － － ● ● － － ● ● 
ヨツボシオオキスイ ● ● － － ● ● － － － 
ニホンホホビロコメツキモ

ドキ 
● ● － － ● ● － － － 

ナガサキトゲヒサゴゴミム

シダマシ 
● ● － － ● ● － － － 

シイシギゾウムシ ● ● － － ● ● － － － 
オオシロオビゾウムシ ● ● － － ● ● － － － 

クモ類な
どの節足
動物 

キノボリトタテグモ ● ● － － ● ● － － － 

ゲホウグモ ● ● － － ● ● － － － 

陸産貝類 コシタカシタラガイ ● ● － － ● ● － － － 

魚 類 

ムギツク ● － － ● ● － － ● ●
イトモロコ ● － － ● ● － － ● ●
ドジョウ ● － － ● ● － － ● ●
ヤマトシマドジョウ ● － － ● ● － － ● ●
アリアケギバチ ● － － ● ● － － ● ●
カジカ（中卵型） ● － － ● ● － － ● ●

底生動物 

マルタニシ ● － － ● ● － － － －
ミズゴマツボ ● － － ● ● － － ● ●
ヒメマルマメタニシ ● － － － ● － － － －
モノアラガイ ● － － ● ● － － ● ●
ヒラマキミズマイマイ ● － － ● ● － － ● ●
クルマヒラマキガイ ● － － ● ● － － ● ●

ヒラマキガイモドキ ● － － ● ● － － ● ●

マシジミ ● － － ● ● － － ● ●

コシボソヤンマ ● － － ● ● － － ● ● 
ミヤマサナエ ● － － ● ● － － ● ●

クロサナエ ● － － ● ● － － ● ●

ヒメサナエ ● － － ● ● － － ● ● 
ミズカマキリ ● － － ● ● － － － －

ヘイケボタル ● － － － ● － － － － 
ミナミヌマエビ ● － － ● ● － － ● ● 
スジエビ ● － － ● ● － － ● ● 
ホウネンエビ ● － － － ● － － － － 

注）1.●：影響を検討する。 －：影響を検討しない。 
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(4)予測の結果 

1) 哺乳類の重要な種 

(a)コキクガシラコウモリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、樹

林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌ

ギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を重

ね合わせた結果を図 11.3.4.9-1(1)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設備、

付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境の

うち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の通

行、建設機械の稼動に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このことから、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による生息環境の変化）により、工

事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考

えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息環

境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-1(1) 
哺乳類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（コキクガシラコウモリ） 
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(b)キクガシラコウモリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、樹

林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌ

ギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を重

ね合わせた結果を図 11.3.4.9-1(2)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設備、

付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境の

うち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の通

行、建設機械の稼動に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このことから、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると

考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による生息環境の変化）により、工

事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考

えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息環

境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-1(2) 
哺乳類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（キクガシラコウモリ） 
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(c)ヤマネ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、常緑

広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を重ね

合わせた結果を図 11.3.4.9-1(3)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等の出

現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の通行、

建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このことから、工事

中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考え

られる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉

樹林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、工事

中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性があると考え

られる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息環境

が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 3.4.9-14(2) ヤマネの調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-1(3) 
哺乳類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（ヤマネ） 
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(d)カヤネズミ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

乾性草本群落、湿性草本群落、ツルヨシ群落、水田及び本明川の「中流区間」のツ

ルヨシ群落と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-1(4)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、乾性草本群落、湿

性草本群落、ツルヨシ群落及び水田の一部（約 19%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)ダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」の水辺

のツルヨシ群落は、流況の変化に伴い生息環境が変化することが想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すように、「中流区間」のツルヨシ等に対す

る冠水頻度の影響は、現況と大きくは変わらない。このため、河川植生の立地環境

は、現況とほぼ同じ状況が維持されると考えられ、ツルヨシ等の草本群落の形成に

ついては、現況と大きく異なるものとはならないと考えられる。 

したがって、流況の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された乾性草本群落、湿性草本群

落、ツルヨシ群落及び水田の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境と

して適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 
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しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化）に伴う

生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 3.4.9-14(3) カヤネズミの調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-1(4) 
哺乳類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（カヤネズミ） 
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(e)キツネ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）、草地（乾性草本群落、放棄桑畑、湿性

草本群落及びツルヨシ群落）、水田、畑、果樹園（果樹園、クリ園及び苗圃）、針

葉樹新植、伐採跡地、竹林等といった様々な環境であると推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-1(5)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、水田、畑、果樹園、針葉樹新植及び竹林の一部（約 7%）

が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、水田、畑、

果樹園、針葉樹新植及び竹林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 3.4.9-14(4) キツネの調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-1 (5) 
哺乳類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（キツネ） 
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(f)アナグマ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）及び竹林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-17(6)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地及び竹林の一部（約 5%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地及び竹林の一部が消

失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 3.4.9-14(5) アナグマの調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-1 (6) 
哺乳類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ
結果 （アナグマ） 
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2) 鳥類の重要な種 

(a)ヨシゴイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「上流区間」及び「中流区間」のツルヨシ群落や水辺と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(1)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)ダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」のツルヨシ群落については、流況の変化に伴い生息環境が

変化することが想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すように、ダム下流の河川植生の変化に関す

る予測結果によると、本明川の「上流区間」及び「中流区間」のツルヨシ等の河川

植生に対する冠水頻度の影響は、現況と大きくは変わらない。このため、河川植生

の立地環境は、現況とほぼ同じ状況が維持されると考えられ、ツルヨシ等の草本群

落や自然裸地の形成については、現況と大きく異なるものとはならないと考えられ

る。 

したがって、流況の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅲ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部、西谷川の「上流区間」及び本明川の「中流区間」では、水質（土砂による
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水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」の一部、西谷川の「上流区間」及び本明川の「中流区間」における SS

の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 
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図 3.4.9-15(1) ヨシゴイ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-2(1) 
鳥類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ヨシゴイ） 
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(b)ミゾゴイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）及び「源流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(2)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）及び「源流区間」の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される西谷川の「源流区間」

については水質（建設発生土処理場の工事に伴う土砂による水の濁り）が変化する

ことによる、本種の餌動物の生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、西谷川の「源流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地（常緑広葉樹萌芽林、

コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌギ植林、アカマツ林及び

ケヤキ植林）及び「源流区間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息
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環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化

は小さいと考えられる。 
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図 3.4.9-15(2) ミゾゴイ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-2(2) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（ミゾゴイ） 
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(c)ササゴイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田、「上流区間」及び「中流区間」の水辺と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(3)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）及び

「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼動に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部、西谷川の「上流区間」及び本明川の「中流区間」では、水質（土砂による

水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」の一部、西谷川の「上流区間」及び本明川の「中流区間」における SS

の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 
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d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田及び「上流区間」の一

部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-2(3) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（ササゴイ） 
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(d)チュウサギ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田、「上流区間」及び「中流区間」の水辺と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(4)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）及び

「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部、西谷川の「上流区間」及び本明川の「中流区間」では、水質（土砂による

水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」の一部、西谷川の「上流区間」及び本明川の「中流区間」における SS

の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 
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d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田及び「上流区間」の一

部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 3.4.9-15(1) チュウサギ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-2(4)  
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（チュウサギ） 
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(e)オシドリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）、草地（乾性草本群落、湿性草本群落、

ツルヨシ群落）、水田、「源流区間」、「中流区間」及び西谷川のため池と推定さ

れる。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(5)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地及び水田の一部（約 7%）並びに「源流区間」及び「上流

区間」の一部（約 13%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部、西谷川の「源流区間」並びに「上流区間」、本明川の「中流区間」及び西

谷川のため池では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の

変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」の一部、西谷川の「源流区間」並びに「上流区間」、本明川の「中流区

間」及び西谷川のため池における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 
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しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、水田、「源

流区間」及び「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境と

して適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-336

 

図 3.4.9-15(4)  オシドリ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-2(5) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（オシドリ） 
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(f)ミサゴ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(i)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部、西谷川の「上流区間」及び本明川の「中流区間」では、水質（土砂による

水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」の一部、西谷川の「上流区間」及び本明川の「中流区間」における SS

の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 
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d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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(g)ハチクマ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、落葉広葉樹林）、草地、竹林、果樹園、

耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域等の様々な環

境と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、

造成裸地・人家等及び開放水域の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、竹林、果樹

園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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(h)オオタカ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、落葉広葉樹林）、草地、竹林、果樹園、

耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域等の様々な環

境と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、

造成裸地・人家等及び開放水域の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、竹林、果樹

園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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(i)ツミ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、落葉広葉樹林）、草地、竹林、果樹園、

耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域等の様々な環

境と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、

造成裸地・人家等及び開放水域の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼動に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、竹林、果樹

園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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(j)ハイタカ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、落葉広葉樹林）、草地、竹林、果樹園、

耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域等の様々な環

境と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、

造成裸地・人家等及び開放水域の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、竹林、果樹

園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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(k)サシバ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、落葉広葉樹林）、草地、竹林、果樹園、

耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域等の様々な環

境と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、

造成裸地・人家等及び開放水域の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、竹林、果樹

園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布し、「11.3.4.10 生態系」に示したつがいの予測結果から、

本種の生息は維持されると考えられる。 
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(l)ハイイロチュウヒ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、落葉広葉樹林）、草地、竹林、果樹園、

耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域等の様々な環

境と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、

造成裸地・人家等及び開放水域の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼動に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、竹林、果樹

園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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(m)ハヤブサ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、落葉広葉樹林）、草地、竹林、果樹園、

耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域等の様々な環

境と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、竹林、果樹園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、

造成裸地・人家等及び開放水域の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、竹林、果樹

園、耕作地、水田、新植地及び伐採跡地、造成裸地・人家等及び開放水域の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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(n)ヤマドリ(アカヤマドリ) 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(6)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 3.4.9-15(11)  ヤマドリ(アカヤマドリ)調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-2(6) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（ヤマドリ（アカヤマドリ））
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(o)クイナ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「中流区間」のツルヨシ群落等の水辺の草地と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(7)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」については、直接改変の影響は

想定されない。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」については、人の出入りや車両

の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化は想定されない。 

(ⅱ)ダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

のツルヨシ群落等の水辺の草地については、ダムの供用に伴う流況の変化に伴い生

息環境が変化することが想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すように、ダム下流の河川植生の変化に関す

る予測結果によると、本明川の「中流区間」のツルヨシ等の河川植生に対する冠水

頻度の影響は、現況と大きくは変わらない。このため、河川植生の立地環境は、現

況とほぼ同じ状況が維持されると考えられ、ツルヨシ等の草本群落や自然裸地の形

成については、現況と大きく異なるものとはならないと考えられる。 

したがって、流況の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅲ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 
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【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「中

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予

測される。 

d)まとめ 

本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」については、直接改変の影響は

想定されない。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による

生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は想定されない。 
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図 3.4.9-15(12)  クイナ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果

図 11.3.4.9-2(7) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（クイナ） 
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(p)ヒクイナ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田及び「中流区間」のツルヨシ群落等の水辺の草地と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(8)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)ダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

のツルヨシ群落等の水辺の草地については、ダムの供用に伴う流況の変化に伴い生

息環境が変化することが想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すように、ダム下流の河川植生の変化に関す

る予測結果によると、本明川の「中流区間」のツルヨシ等の河川植生に対する冠水

頻度の影響は、現況と大きくは変わらない。このため、河川植生の立地環境は、現

況とほぼ同じ状況が維持されると考えられ、ツルヨシ等の草本群落や自然裸地の形

成については、現況と大きく異なるものとはならないと考えられる。 

したがって、流況の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅲ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 
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しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「中

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予

測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

 



 

 
11.3.4-353

 

図 3.4.9-15(13)  ヒクイナ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(8) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（ヒクイナ） 
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(q)タマシギ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田及び「中流区間」のツルヨシ群落等の水辺の草地と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(9)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)ダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

のツルヨシ群落等の水辺の草地については、ダムの供用に伴う流況の変化に伴い生

息環境が変化することが想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すように、ダム下流の河川植生の変化に関す

る予測結果によると、本明川の「中流区間」のツルヨシ等の河川植生に対する冠水

頻度の影響は、現況と大きくは変わらない。このため、河川植生の立地環境は、現

況とほぼ同じ状況が維持されると考えられ、ツルヨシ等の草本群落や自然裸地の形

成については、現況と大きく異なるものとはならないと考えられる。 

したがって、流況の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅲ) 水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 
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しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「中

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予

測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。 
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図 3.4.9-15(14)  タマシギ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(9) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（タマシギ） 
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(r)コチドリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「中流区間」の水辺や礫河原と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(10)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」については、直接改変の影響は

想定されない。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」については、人の出入りや車両

の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化は想定されない。 

(ⅱ)ダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

の水辺や礫河原については、ダムの供用に伴う流況の変化に伴い生息環境が変化す

ることが想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すように、ダム下流の河川植生の変化に関す

る予測結果によると、本明川の「中流区間」のツルヨシ等の河川植生に対する冠水

頻度の影響は、現況と大きくは変わらない。このため、河川植生の立地環境は、現

況とほぼ同じ状況が維持されると考えられ、ツルヨシ等の草本群落や自然裸地の形

成については、現況と大きく異なるものとはならないと考えられる。 

したがって、流況の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅲ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 
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【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「中

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予

測される。 

d)まとめ 

本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」については、直接改変の影響は

想定されない。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化並びに水の濁り等による生息環

境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の

変化は小さいと考えられる。また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による

生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は想定されない。 
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図 3.4.9-15(15)  コチドリ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(10) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（コチドリ） 



 

 
11.3.4-360

(s)タカブシギ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田、本明川及び富川の「上流区間」の水辺と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(11)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）及び

「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼動に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)ダム下流河川の流況の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

のツルヨシ群落等の水辺の草地については、ダムの供用に伴う流況の変化に伴い生

息環境が変化することが想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すように、ダム下流の河川植生の変化に関す

る予測結果によると、本明川の「上流区間」のツルヨシ等の河川植生に対する冠水

頻度の影響は、現況と大きくは変わらない。このため、河川植生の立地環境は、現

況とほぼ同じ状況が維持されると考えられ、ツルヨシ等の草本群落や自然裸地の形

成については、現況と大きく異なるものとはならないと考えられる。 

したがって、流況の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅲ) 水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が

想定される。 
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しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」の一部における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」の一部における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さ

いと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田及び「上流区間」の一

部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-2(11) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（タカブシギ） 
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(t)ヤマシギ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）、草地（乾性草本群落、放棄桑畑、湿性

草本群落及びツルヨシ群落）、水田、畑、果樹園（果樹園、クリ園及び苗圃）、針

葉樹新植、伐採跡地、竹林及び開放水域といった様々な環境と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(12)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、水田、畑、果樹園、針葉樹新植、伐採跡地、竹林及び

開放水域の一部（約 8%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、草地、水田、畑、

果樹園、針葉樹新植、伐採跡地、竹林及び開放水域の一部が消失し、これらの改変

区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 3.4.9-15(16)  ヤマシギ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(12) 
鳥類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ヤマシギ） 
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(u)アオバズク 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）、畑及び水田と推定される。 

本種は平成 6 年度の夏季に確認されているが詳細な確認位置は不明である。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、畑及び水田の一部（約 6%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、畑及び水田の一部

が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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(v)フクロウ(キュウシュウフクロウ)  

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）、畑及び水田と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、畑及び水田の一部（約 6%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、畑及び水田の一部

が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-367

(w)ヨタカ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(13)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-368

 

 

図 3.4.9-15(19)  ヨタカ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(13) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（ヨタカ） 



 

 
11.3.4-369

(x)ヤマセミ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」及び「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(14)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」及び「上流区間」の一部（約 18%）が

消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び西谷川の「源流区間」並びに「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「上流区間」の一部及び

西谷川の「源流区間」並びに「上流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」の一部における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さ

いと予測される。 

 



 

 
11.3.4-370

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」及び「上流区

間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-371

 

 

図 3.4.9-15(20)  ヤマセミ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(14) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（ヤマセミ） 



 

 
11.3.4-372

(y)アカショウビン 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）、「源流区間」及び「上流区間」と推定

される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(15)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、樹林地の一部（約 4%）、「源流区間」及び「上流区

間」の一部（約 18%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ) 水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び西谷川の「源流区間」並びに「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「上流区間」の一部及び

西谷川の「源流区間」並びに「上流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」の一部における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さ

いと予測される。 



 

 
11.3.4-373

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地、「源流区間」及び

「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくな

ると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-374

 

 

図 11.3.4.9-15(21)  アカショウビン調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(15) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（アカショウビン） 



 

 
11.3.4-375

(z)ブッポウソウ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(16)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-376

 

 

 

図 11.3.4.9-15(22)  ブッポウソウ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(16) 
鳥類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ブッポウソウ） 



 

 
11.3.4-377

(aa)アオゲラ(カゴシマアオゲラ) 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(17)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-378

 

 

図 11.3.4.9-15(23)  アオゲラ(カゴシマアオゲラ)調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(17) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
(アオゲラ(カゴシマアオゲ
ラ)) 



 

 
11.3.4-379

(ab)ヤイロチョウ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

スギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹萌芽林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、スギ・ヒノキ植林及び常緑広葉樹萌芽林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定されたスギ・ヒノキ植林及び常緑

広葉樹萌芽林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなく

なると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 



 

 
11.3.4-380

(ac)コシアカツバメ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

草地（乾性草本群落、放棄桑園、湿性草本群落、ツルヨシ群落）、水田、畑、果樹

園（果樹園、クリ園、苗圃）、針葉樹新植、伐採跡地、竹林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(18)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、草地、水田、畑、果樹園、針葉樹新植及び竹林の一部（約 14%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼動に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された草地、水田、畑、果樹園、

針葉樹新植及び竹林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適

さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-381

図 11.3.4.9-2(18) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（コシアカツバメ） 

 



 

 
11.3.4-382

(ad)サンショウクイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）、スギ・ヒ

ノキ植林及びクヌギ植林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(19)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林及びクヌギ植林

の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林、スギ・ヒノキ植林及びクヌギ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本

種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-383

 

図 11.3.4.9-15(25)  サンショウクイ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(19) 
鳥類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結
果 
（サンショウクイ） 



 

 
11.3.4-384

(ae)(亜種)リュウキュウサンショウクイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(20)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼動に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼動等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-2(20) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
((亜種)リュウキュウサンシ
ョウクイ) 



 

 
11.3.4-386

(af)カワガラス 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」、「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(21)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」及び「上流区間」の一部（約 13%）が

消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

(ⅱ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流区

間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、西谷川やダム湖上

流の「源流区間」、富川、湯野尾川の「上流区間」では河床構成材料の変化は生じ

ない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 



 

 
11.3.4-387

(ⅲ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「源流区間」及び「上流区間」では、水質

（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「源流区間」及び「上流区間」におけ

る SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」及び「上流区

間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-15(26)  カワガラス調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(21) 
鳥類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（カワガラス） 



 

 
11.3.4-389

(ag)ミソサザイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(22)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-15(27)  ミソサザイ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(22) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（ミソサザイ） 



 

 
11.3.4-391

(ah)キクイタダキ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

スギ・ヒノキ植林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(23)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、スギ・ヒノキ植林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定されたスギ・ヒノキ植林の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-15(28)  キクイタダキ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(23) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（キクイタダキ） 



 

 
11.3.4-393

(ai)キビタキ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(24)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-394

 

図 11.3.4.9-15(29)  キビタキ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(24) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（キビタキ） 



 

 
11.3.4-395

(aj)サンコウチョウ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(25)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-396

 

図 11.3.4.9-15(30)  サンコウチョウ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(25)  
鳥類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結
果 
（サンコウチョウ） 



 

 
11.3.4-397

(ak)コガラ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(26)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-15(31)  コガラ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(26) 
鳥類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結
果 
（コガラ） 



 

 
11.3.4-399

(al)ヒガラ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

スギ・ヒノキ植林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(27)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、スギ・ヒノキ植林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定されるスギ・ヒノキ植林の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布するため、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-15(32)  ヒガラ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(27) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（ヒガラ） 



 

 
11.3.4-401

(am)ノジコ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）、針葉樹新植及び伐採跡地と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(28)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、針葉樹新植及び伐採跡地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定される樹林地、針葉樹新植及び伐

採跡地の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると

考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布するため、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-2(28) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（ノジコ） 



 

 
11.3.4-403

(an)カケス 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-2(29)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)建設機械の稼働等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、工事中は工事区域及びその近傍では人の出入りや車両の

通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が想定される。このこと

から、工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性

があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等による生息環境の変化）により、

工事中は工事区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可能性がある

と考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の周辺地域には本種の主要な生息

環境が広く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-15(33)  カケス調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-2(29) 
鳥類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（カケス） 



 

 
11.3.4-405

3) 爬虫類の重要な種 

(a)ニホンスッポン 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-3(1)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池等の出現する区域では、推定された本

種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことからこれらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」における SS の変化は小

さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-16(1) スッポン調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-3(1) 
爬虫類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結果
（ニホンスッポン） 



 

 
11.3.4-407

(b)シロマダラ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）、草地（乾性草本群落、放棄桑畑、湿性

草本群落及びツルヨシ群落）、水田、畑、針葉樹新植、伐採跡地、竹林等といった

様々な環境であると推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-3(2)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地、草地、水田、畑、針葉樹新植、伐採跡地、竹林の一部（約 7%）

が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-16(3) シロマダラ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-3(2) 
爬虫類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結果
（シロマダラ） 



 

 
11.3.4-409

4) 両生類の重要な種 

(a)カスミサンショウウオ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

産卵環境となる水田やその周辺の水路、成体の生息の場である常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）、スギ・ヒノキ植林、クヌギ植

林及び竹林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-4(1)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、水田、常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌギ

植林及び竹林の一部（約 7%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田、常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌギ植林及び竹林の一部が消失し、これらの

改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-410

 

図 11.3.4.9-17(1) カスミサンショウウオ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-4(1)  
両生類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（カスミサンショウウオ） 



 

 
11.3.4-411

(b)アカハライモリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田やその周辺の水路と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-4(2)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-17(2) イモリ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-4(2) 
両生類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結果
（アカハライモリ） 



 

 
11.3.4-413

(c)ニホンヒキガエル 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌギ植

林、湿性草本群落、水田、西谷川のため池と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-4(3)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、コナラ

林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌギ植林、湿性草本群落、水田の

一部（約 6%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、コナラ

林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、クヌギ植林、湿性草本群落、水田の

一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-4(3) 
両生類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結果
（ニホンヒキガエル） 
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(d)ニホンアカガエル 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田とその周辺の陸地と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-4(4)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-17(3) ニホンアカガエル調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-4(4) 
両生類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（ニホンアカガエル） 



 

 
11.3.4-417

(e)トノサマガエル 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-4(5)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-17(5) トノサマガエル調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(5) 
両生類の重要な種の調査結果
と事業計画の重ね合わせ結果
（トノサマガエル） 
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5) 陸上昆虫類の重要な種 

(a)アジアイトトンボ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

成虫が水田、湿性草本群落及び西谷川のため池、幼虫が水田及び西谷川のため池と

推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(1)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、湿性草本群落及び水田の一部（約 21%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された湿性草本群落及び水田の一

部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-420

 

図 11.3.4.9-5(1) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（アジアイトトンボ） 



 

 
11.3.4-421

(b)ムカシトンボ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(2)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、貯水池の出現する区域では、推定された本種の主要な生

息環境のうち、「源流区間」の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)水の濁り等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される西谷川の「源流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、西谷川の「源流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化

は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(1) ムカシトンボ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(2) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（ムカシトンボ） 



 

 
11.3.4-423

(c)マルタンヤンマ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田及び湿性草本群落（湿性草本群落及びツルヨシ群落）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(3)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田及び湿性草本群落の一

部（約 21%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田及び湿性草本群落の一

部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(3) マルタンヤンマ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

 

 

図 11.3.4.9-5(3) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（マルタンヤンマ） 
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(d)クロスジギンヤンマ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

成虫・幼虫ともに樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、ス

ギ・ヒノキ植林、クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）及び西谷川のため池と

推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(4)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等の付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である樹林地の一部が分布している。これらの環境は、改変区域における樹

林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生息環境の変化

が想定される。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近の環境の変化）により、改変区域が本

種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く

連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-5(4) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（クロスジギンヤンマ） 
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(e)オジロサナエ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」及び「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(5)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」及び「上流区間」の一部（約 18%）が

消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、西谷川の「源流区間」及び「上流区間」、ダ

ム湖上流の「源流区間」、富川、湯野尾川の「上流区間」では河床構成材料の変化

は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部並びに西谷川の「源流区間」及び「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」並びに西谷川の「源流区間」及び「上流区間」における SS の変化は小

さいと予測される。 
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【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予

測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」及び「上流区

間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(2) オジロサナエ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

 

図 11.3.4.9-5(5) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（オジロサナエ） 
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(f)タベサナエ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(6)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 27%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、西谷川の「上流区間」、富川、湯野尾川の「上

流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の濁り）が変化するこ

とによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び西谷川の「上流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予
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測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(4) タベサナエ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(6) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（タベサナエ） 
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(g)コヤマトンボ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

成虫・幼虫ともに「上流区間」、「中流区間」及び西谷川のため池と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(7)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川にお

いては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息

環境が変化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流

区間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、富川、湯野尾川

及び西谷川の「上流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」における SS の変化は小

さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 
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しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化

並びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生

息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-5(7) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（コヤマトンボ） 
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(h)ヒメアカネ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(8)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(4) ヒメアカネ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(8) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（ヒメアカネ） 
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(i)シマアメンボ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」、「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(9)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」及び「上流区間」の一部（約 13%）が

消失する。 

このことから､これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「源流区間」及び「上流区間」では、水質

（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「源流区間」及び「上流区間」におけ

る SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により､本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」及び「上流区間」

の一部が消失し､これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質

の変化による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。
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図 11.3.4.9-18(5) シマアメンボ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(9) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（シマアメンボ） 
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(j)ホソバセセリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）及び乾性草

本群落（乾性草本群落及び放棄桑畑）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(10)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林及び乾性草本群落の一部（約 7%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である樹林地の一部が分布している。これらの環境は、改変区域における樹

林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生息環境の変化

が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

る改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林及び乾性草本群落の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(14) ホソバセセリ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(10)  
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（ホソバセセリ） 
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(k)ミヤマチャバネセセリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

落葉広葉樹林（コナラ林、先駆性落葉広葉樹林）、クヌギ植林、アカマツ林、ケヤ

キ植林、乾性草本群落（乾性草本群落、放棄桑畑）、湿性草本群落及び水田である

と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(11)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、落葉広葉樹林、ク

ヌギ植林、ケヤキ植林、乾性草本群落、湿性草本群落及び水田の一部（約 11%）が

消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である落葉広葉樹林、クヌギ植林及びケヤキ植林の一部が分布している。こ

れらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環

境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

る改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林、クヌギ植林、

ケヤキ植林、乾性草本群落、湿性草本群落及び水田の一部が消失し、これらの改変

区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-443

図 11.3.4.9-18(15) ミヤマチャバネセセリ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

 

 

図 11.3.4.9-51(11) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（ミヤマチャバネセセリ） 



 

 
11.3.4-444

(l)コチャバネセセリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

落葉広葉樹林（コナラ林、先駆性落葉広葉樹林）、クヌギ植林、アカマツ林及びケ

ヤキ植林であると推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(12)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、落葉広葉樹林、ク

ヌギ植林及びケヤキ植林の一部（約 7%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である落葉広葉樹林、クヌギ植林及びケヤキ植林の一部が分布している。こ

れらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環

境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

る改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林、クヌギ植林

及びケヤキ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さな

くなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

 



 

 
11.3.4-445

 

図 11.3.4.9-18(16) コチャバネセセリ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

 

 

図 11.3.4.9-5(12) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（コチャバネセセリ） 



 

 
11.3.4-446

(m)コツバメ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）及びクヌギ

植林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(13)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林及びクヌギ植林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びクヌギ植林の一部が分布してい

る。これらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁

的な環境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

る改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林及びクヌギ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 



 

 
11.3.4-447

 

図 11.3.4.9-18(18) コツバメ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(13) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（コツバメ） 



 

 
11.3.4-448

(n)スギタニルリシジミ九州亜種 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林であると推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(14)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林

の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林の一部が分布している。これらの環境は、改変区域

における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生息

環境の変化が想定される。 

このことから、これらの改変区域付近は、本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生

息環境の変化）により、改変区域付近が本種の生息環境として適さなくなると考え

られる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く

連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 



 

 
11.3.4-449

 

 

図 11.3.4.9-18(19) スギタニルリシジミ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(14)  
陸上昆虫類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結果
(スギタニルリシジミ九州亜種)



 

 
11.3.4-450

(o)コムラサキ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は常

緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）、クヌギ植林、

果樹園及び西谷川沿いのヤナギ類の生育地と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点及び事業計画を重ね合わせた結果を図

11.3.4.9-5(15)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林、クヌギ植林及び果樹園の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、クヌギ植林及び果樹園の一部が分

布している。これらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化

し、林縁的な環境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、本種は林縁的な環境に生育するヤナギ類を食樹としていることから、直

接改変により改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変

化することによる生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林及びクヌギ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 



 

 
11.3.4-451

 

図 11.3.4.9-18(20) コムラサキ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(15) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（コムラサキ） 



 

 
11.3.4-452

(p)メスグロヒョウモン 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）の林縁部

の草地と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(16)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林

及び落葉広葉樹林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が分布している。これらの

環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境にな

ることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

り改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林及び落葉

広葉樹林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-453

 

 

図 11.3.4.9-18(21) メスグロヒョウモン調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(16) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（メスグロヒョウモン） 



 

 
11.3.4-454

(q)オナガアゲハ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は成

虫の生息環境である「源流区間」及び幼虫の食樹となるイヌザンショウ、カラスザ

ンショウおよび食樹の生育環境である常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林（コナラ

林及び先駆性落葉広葉樹林）であると推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点及び事業計画を重ね合わせた結果を図

11.3.4.9-5(17)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」の一

部（約 3%）並びに常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が分布している。これらの

環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境にな

ることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、幼虫の食樹となるイヌザンショウ及びカラスザンショウは林縁部で確認

されていることやこれらの樹種は一般的に林縁的な環境に生育する種であることか

ら、本種の幼虫の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」、常緑広葉樹

萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-455

 

図 11.3.4.9-18(16) オナガアゲハ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(17) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（オナガアゲハ） 



 

 
11.3.4-456

(r)ツマグロキチョウ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の生息環境は乾性草本

群落（乾性草本群落及び放棄桑畑）及び湿性草本群落（湿性草本群落及びツルヨシ

群落）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(18)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、乾性草本群落及び

湿性草本群落の一部（約 14%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された乾性草本群落及び湿性草本

群落の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-457

 

図 11.3.4.9-18(17) ツマグロキチョウ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(18) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（ツマグロキチョウ） 



 

 
11.3.4-458

(s)ジャノメチョウ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

乾性草本群落及び湿性草本群落と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(19)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、乾性草本群落及び

湿性草本群落の一部（約 14%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された乾性草本群落及び湿性草本

群落の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

 



 

 
11.3.4-459

 

図 11.3.4.9-18(22) ジャノメチョウ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(19) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（ジャノメチョウ） 



 

 
11.3.4-460

(t)サトキマダラヒカゲ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）、クヌギ植

林、竹林及び果樹園（果樹園及びクリ園）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(20)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林、クヌギ植林、竹林及び果樹園の一部（約 6%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びクヌギ植林の一部が分布してい

る。これらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁

的な環境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

り改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林、クヌギ植林、竹林及び果樹園の一部が消失し、これらの改変区域は本種の

生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

 



 

 
11.3.4-461

 

図 11.3.4.9-18(23) サトキマダラヒカゲ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(20) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（サトキマダラヒカゲ） 



 

 
11.3.4-462

(u)マイマイカブリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(21)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である樹林地の一部が分布している。これらの環境は、改変区域における樹

林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生息環境の変化

が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

り改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 



 

 
11.3.4-463

 

図 11.3.4.9-18(6) マイマイカブリ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(21) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（マイマイカブリ） 



 

 
11.3.4-464

(v)セアカオサムシ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

乾性草本群落（乾性草本群落及び放棄桑畑）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(22)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、乾性草本群落の一

部（約 14%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された乾性草本群落の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 



 

 
11.3.4-465

 

図 11.3.4.9-18(7) セアカオサムシ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(22) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（セアカオサムシ） 



 

 
11.3.4-466

(w)アカマダラセンチコガネ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）、クヌギ植

林、ケヤキ植林及び伐採跡地と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(23)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林、クヌギ植林、ケヤキ植林及び伐採跡地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林、クヌギ植林及びケヤキ植林の一部

が分布している。これらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が

変化し、林縁的な環境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、本種は一般的に林縁を生息環境として利用していることから、直接改変

による改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化する

ことによる生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林、クヌギ植林、ケヤキ植林及び伐採跡地の一部が消失し、これらの改変区域

は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

 



 

 
11.3.4-467

 

図 11.3.4.9-18(8) アカマダラセンチコガネ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

 

図 11.3.4.9-5(23) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（アカマダラセンチコガネ）



 

 
11.3.4-468

(x)クロカナブン 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）、クヌギ植

林及び果樹園（果樹園及びクリ園）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(24)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林、クヌギ植林及び果樹園の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びクヌギ植林の一部が分布してい

る。これらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁

的な環境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

る改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林、クヌギ植林及び果樹園の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環

境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 



 

 
11.3.4-469

 

図 11.3.4.9-18(8) クロカナブン調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(24) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（クロカナブン） 



 

 
11.3.4-470

(y)タマムシ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）と推定さ

れる。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(25)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林

及び落葉広葉樹林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が分布している。これらの

環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境にな

ることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁環境的な運動場を囲む落葉広葉樹林で確認され

ていることから、直接改変による改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境

から林縁環境へと変化することによる生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林及び落葉

広葉樹林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-471

 

図 11.3.4.9-18(9) ヤマトタマムシ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(25) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（タマムシ） 



 

 
11.3.4-472

(z)ゲンジボタル 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」、「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(26)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」及び「上流区間」の一部（約 13%）が

消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流区

間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、西谷川やダム湖上

流の「源流区間」、富川、湯野尾川の「上流区間」では河床構成材料の変化は生じ

ない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ) 水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境

の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「源流区間」及び「上流区間」では、水質

（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「源流区間」及び「上流区間」におけ

る SS の変化は小さいと予測される。 



 

 
11.3.4-473

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」及び「上流区

間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-474

 

図 11.3.4.9-18(10) ゲンジボタル調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(26) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（ゲンジボタル） 



 

 
11.3.4-475

(aa)ヨツボシオオキスイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）及びクヌギ

植林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(27)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、

落葉広葉樹林及びクヌギ植林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びクヌギ植林の一部が分布してい

る。これらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁

的な環境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部のクヌギで確認されていることから、直接改

変による改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化す

ることによる生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林及びクヌギ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等の付近の環境の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 



 

 
11.3.4-476

 

図 11.3.4.9-18(11) ヨツボシオオキスイ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(27) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（ヨツボシオオキスイ） 



 

 
11.3.4-477

(ab)ニホンホホビロコメツキモドキ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

本種の生息環境は、竹林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(28)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、竹林の一部（約 20%）

が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である竹林の一部が分布している。これらの環境は、改変区域における樹林

の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生息環境の変化が

想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁部でも確認されていることから、直接改変によ

る改変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化すること

による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林及びクヌギ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として

適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-478

 

図 11.3.4.9-18(12) ニホンホホビロコメツキモドキ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(28) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果(ニホンホホビロコメツキ
モドキ) 



 

 
11.3.4-479

(ac)ナガサキトゲヒサゴゴミムシダマシ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(29)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林

の一部（約 3%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林の一部が分布している。これらの環境は、改変区域

における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生息

環境の変化が想定される。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林の一部が

消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生

息環境の変化）により、改変区域が本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く

連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(13)  ナガサキトビヒサゴゴミムシダマシ調査結果と事業計画の重ね合わ

せ結果 

 

 

図 11.3.4.9-5(29) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果（ナガサキトゲヒサゴゴ
ミムシダマシ） 
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(ad)シイシギゾウムシ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）と推定さ

れる。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(30)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、常緑広葉樹萌芽林

及び落葉広葉樹林の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林及び落葉広葉樹林の一部が分布している。これらの

環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境にな

ることによる生息環境の変化が想定される。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林及び落葉

広葉樹林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生

息環境の変化）により、改変区域が本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く

連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(13) シイシギゾウムシ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(30)  
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（シイシギゾウムシ） 
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(ae)オオシロオビゾウムシ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）、クヌギ植林、アカマツ林、ケ

ヤキ植林、乾性草本群落（乾性草本群落及び放棄桑畑）及び湿性草本群落と推定さ

れる。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-5(31)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、付替道路及び工事用道路等

の出現する区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、落葉広葉樹林、ク

ヌギ植林、ケヤキ植林、乾性草本群落及び湿性草本群落の一部（約 12%）が消失す

る。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である落葉広葉樹林、クヌギ植林及びケヤキ植林の一部が分布している。こ

れらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環

境になることによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、調査の結果、本種は林縁で確認されていることから、直接改変による改

変区域付近及び施設等の付近の環境が森林環境から林縁環境へと変化することによ

る生息環境の変化は小さいと考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された落葉広葉樹林、クヌギ植林、

ケヤキ植林、乾性草本群落及び湿性草本群落の一部が消失し、これらの改変区域は

本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境

の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-18(13) オオシロオビゾウムシ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-5(31)  
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（オオシロオビゾウムシ） 
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6) クモ類等の節足動物の重要な種 

(a)キノボリトタテグモ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）及びスギ・

ヒノキ植林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-6(1)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びスギ・ヒノキ植林の一部（約 4%）

が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びスギ・ヒノキ植林の一部が分布

している。これらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、

林縁的な環境になることによる生息環境の変化が想定される。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林及びスギ・ヒノキ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生

息環境の変化）により、改変区域が本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く

連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-19(1) キノボリトタテグモ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-6(1) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（キノボリトタテグモ） 
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(b)ゲホウグモ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

樹林地（常緑広葉樹萌芽林、コナラ林、先駆性落葉広葉樹林、スギ・ヒノキ植林、

クヌギ植林、アカマツ林及びケヤキ植林）と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-6(2)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、樹林地の一部（約 4%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である樹林地の一部が分布している。これらの環境は、改変区域における樹

林の伐開に伴い日照条件が変化し、林縁的な環境になることによる生息環境の変化

が想定される。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された樹林地の一部が消失し、こ

れらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設等付近の環境の変化による生

息環境の変化）により、改変区域が本種の生息環境として適さなくなる可能性があ

ると考えられる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く

連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-19(2) ゲホウグモ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

 

図 11.3.4.9-6(2) 
陸上昆虫類の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わせ
結果 
（ゲホウグモ） 
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7) 陸産貝類の重要な種 

(a)コシタカシタラガイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林（コナラ林及び先駆性落葉広葉樹林）及びスギ・

ヒノキ植林と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-7 に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、原石山、建設発生土処理場、施工設

備、付替道路及び工事用道路等の出現する区域では、推定された本種の主要な生息

環境のうち、常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びスギ・ヒノキ植林の一部（約 4%）

が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)改変区域付近及び施設等の付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施による改変区域から 50m の範囲には、推定された本種の主要な生

息環境である常緑広葉樹萌芽林、落葉広葉樹林及びスギ・ヒノキ植林の一部が分布

している。これらの環境は、改変区域における樹林の伐開に伴い日照条件が変化し、

林縁的な環境になることによる生息環境の変化が想定される。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなる可能性が

あると考えられる。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された常緑広葉樹萌芽林、落葉広

葉樹林及びスギ・ヒノキ植林の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近の環境の変化）により、改変区域が本

種の生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域には本種の主要な生息環境が広

く連続して分布することから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-7 
陸産貝類の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（コシタカシタラガイ） 
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8) 魚類の重要な種 

(a)ムギツク 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

本明川の「中流区間」及び西谷川の「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-8(1)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」及び西谷川の「上流区

間」については、直接改変の影響は想定されない。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、湯野尾川合流後の本明川に分布す

る「中流区間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられることから、土

砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅱ) 水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

及び西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによ

る生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」及び西谷川

の「上流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川「中流区間」における水質

（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」及び西谷川の「上流区

間」については、直接改変の影響は想定されない。 
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直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 



 

 
11.3.4-493

図 11.3.4.9-8(1) 
魚類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（ムギツク） 
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(b)イトモロコ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

本明川の「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-8(2)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」については、直接改変の影響は

想定されない。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「中流区間」のダム下流

河川においては、土砂供給量の変化に伴う河床構成材料の変化は小さいと考えられ

る。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし､「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり､ダム堤体より下流の本明川の「中流

区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予測

される。 
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d)まとめ 

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」については、直接改変

の影響は想定されない。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化

並びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生

息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-8(2) 
魚類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（イトモロコ） 
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(c)ドジョウ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

水田並びに本明川、西谷川及び富川の「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-8(3)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池等の出現する区域では、推定された本

種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）並びに本明川、西谷川及び富川

の「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことからこれらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川にお

いては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息

環境が変化すると予測される。しかし、富川及び西谷川の「上流区間」では河床構

成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が

想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」の一部における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 
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しかし、11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上流

区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予測

される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田並びに本明川、西谷川

及び富川の「上流区間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-8(3) 
魚類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（ドジョウ） 
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(d)ヤマトシマドジョウ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

本明川の「中流区間」及び西谷川の「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-8(4)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」及び西谷川の「上流区

間」については、直接改変の影響は想定されない。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、湯野尾川合流後の本明川に分布す

る「中流区間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられることから、土

砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅱ) 水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

及び西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによ

る生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」及び西谷川

の「上流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における水

質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」及び西谷川の「上流区

間」については、直接改変の影響は想定されない。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並
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びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-20(1) ヤマトシマドジョウ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-8(4) 
魚類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（ヤマトシマドジョウ） 
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(e)アリアケギバチ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

本明川の「中流区間」、本明川、富川及び湯野尾川の「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-8(5)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、本明川及び富川の「上流区間」の一部（約 23%）が

消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流区

間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、富川、湯野尾川の

「上流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

 (ⅱ) 水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる

生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化
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することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された本明川及び富川の「上流区

間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

ただし、当該地域における生息環境の情報収集がより一層必要であると考えられ

る。 

 



 

 
11.3.4-505

 

図 11.3.4.9-20(2) アリアケギバチ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-8(5) 
魚類の重要な種の調査結果と
事業計画の重ね合わせ結果 
（アリアケギバチ） 
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(f)カジカ(中卵型) 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

本明川の「源流区間」並びに本明川及び富川の「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果は、重要な種の保全の観点から示していない。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、本明川の「源流区間」並びに本明川及び富川の「上

流区間」の一部（約 44%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ) ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部（ダム堤体より下流）では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定さ

れる。 

しかし、過去に確認の記録があるが現在は生息が確認されておらず本種の主要な

生息環境ではない。 

(ⅱ) 水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が

想定される。 

しかし、過去に確認の記録があるが現在は生息が確認されておらず本種の主要な

生息環境ではない。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 

しかし、過去に確認の記録があるが現在は生息が確認されておらず本種の主要な

生息環境ではない。 

 



 

 
11.3.4-507

d)まとめ 

直接改変により、本明川の「源流区間」並びに本明川及び富川の「上流区間」の

一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

なお、ダム下流河川は、過去に確認の記録があるが現在は生息が確認されておら

ず本種の主要な生息環境ではない。 
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9) 底生動物の重要な種 

(a)マルタニシ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

円能寺周辺、山副周辺及び平地蒔周辺の水田及びその周辺の用水路及び西谷川のた

め池と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(1)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ) 水の濁り等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される西谷川のため池では、

水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、西谷川のため池における SS の変

化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化

は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-21(1) マルタニシ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(1) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（マルタニシ） 
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(b)ミズゴマツボ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

久保周辺の水田及び「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(2)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）及び

「上流区間」の一部（約 27%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、富川、湯野尾川及び西谷川の「上流区間」で

は河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の濁り）が変化するこ

とによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び西谷川の「上流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 
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しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予

測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-21(3) ミズゴマツボ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(2) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ミズゴマツボ） 
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(c)ヒメマルマメタニシ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

西谷川周辺、坊主谷周辺、岩下周辺、山副周辺及び琴川周辺の水田とその用水路と

推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(3)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-21(2) ヒメマルマメタニシ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(3) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ヒメマルマメタニシ） 
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(d)モノアラガイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

平地蒔周辺及び洞仙周辺の水田及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(4)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「中流区間」のダム下流

河川においては、土砂供給量の変化に伴う河床構成材料の変化は小さいと考えられ

る。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし､「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり､ダム堤体より下流の本明川の「中流
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区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予測

される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-21(4) モノアラガイ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(4) 
底生動物の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（モノアラガイ） 
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(e)ヒラマキミズマイマイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

富川や本明川の鉄道橋周辺の水田及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(5)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「中流区間」のダム下流

河川においては、土砂供給量の変化に伴う河床構成材料の変化は小さいと考えられ

る。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」

では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境

の変化が想定される。 

しかし､「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり､ダム堤体より下流の本明川の「中流
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区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予測

される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-21(5) ヒラマキミズマイマイ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(5) 
底生動物の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（ヒラマキミズマイマイ） 
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(f)クルマヒラマキガイ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(6)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流区

間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、富川、湯野尾川及

び西谷川の「上流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」における SS の変化は小

さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化
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することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-21(6) クルマヒラマキガイ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(6) 
底生動物の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（クルマヒラマキガイ） 
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(g)ヒラマキガイモドキ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(7)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流区

間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、富川、湯野尾川及

び西谷川の「上流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」における SS の変化は小

さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化
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することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-21(7) ヒラマキガイモドキ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(7) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ヒラマキガイモドキ） 
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(h)マシジミ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(8)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流区

間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、富川、湯野尾川及

び西谷川の「上流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」における SS の変化は小

さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化
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することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

 

 



 

 
11.3.4-529

 

図 11.3.4.9-21(8) マシジミ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(8)  
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（マシジミ） 



 

 
11.3.4-530

(i)コシボソヤンマ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」及び「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(9)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」及び「上流区間」の一部(約 18%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川にお

いては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息

環境が変化すると予測される。しかし、ダム湖上流や西谷川の「源流区間」並びに

富川、湯野尾川及び西谷川の「上流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の濁り）が変化するこ

とによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び西谷川の「上流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 



 

 
11.3.4-531

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予

測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」及び「上流区

間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化

並びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生

息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 



 

 
11.3.4-532

 

図 11.3.4.9-9(9) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（コシボソヤンマ） 



 

 
11.3.4-533

(ｊ)ミヤマサナエ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」、「上流区間」及び「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(10)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」及び「上流区間」の一部（約 13%）が

消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川におい

ては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環

境が変化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流区

間」においては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、ダム湖上流や西谷

川の「源流区間」並びに富川、湯野尾川及び西谷川の「上流区間」では河床構成材

料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の

濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」における SS の変化は小

さいと予測される。 
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【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化

することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の

変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」及び「上流区

間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。
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図 11.3.4.9-21(9) ミヤマサナエ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(10)   
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ミヤマサナエ） 



 

 
11.3.4-536

(k)クロサナエ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(11)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」の一部（約 3%）が消失する。 

このことからこれらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

本種の主要な生息環境と推定される「源流区間」については、直接改変以外（ダ

ム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化）の影響は想定されない。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される西谷川の「源流区間」

では、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定さ

れる。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、西谷川の「源流区間」における

SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

本種の主要な生息環境と推定される「源流区間」については、施設等の存在及び

供用における水質（土砂による水の濁り）の変化は想定されない。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」の一部が消失

し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。



 

 
11.3.4-537

 

図 11.3.4.9-21(10) クロサナエ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9(11)   
底生動物の重要な種の調査
結果と事業計画の重ね合わ
せ結果 
（クロサナエ） 



 

 
11.3.4-538

(l)ヒメサナエ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

「源流区間」及び「上流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(12)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された

本種の主要な生息環境のうち、「源流区間」及び「上流区間」の一部（約 18%）が

消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川にお

いては、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息

環境が変化すると予測される。しかし、ダム湖上流や西谷川の「源流区間」並びに

富川、湯野尾川及び西谷川の「上流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えら

れる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部及び西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の濁り）が変化するこ

とによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の

「上流区間」及び西谷川の「上流区間」における SS の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」

の一部では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生

息環境の変化が想定される。 
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しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上

流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予

測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「源流区間」及び「上流区

間」の一部が消失し、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並

びに水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環

境の変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-9(12) 
陸上昆虫類の重要な種の調
査結果と事業計画の重ね合
わせ結果 
（ヒメサナエ） 
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(m)ミズカマキリ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、

西谷川のため池や水田と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を

重ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(13)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現す

る区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消

失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)水の濁り等による生息環境の変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される西谷川のため池では、

水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、西谷川のため池における SS の変

化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これ

らの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布する

ことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化

は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-21(11) ミズカマキリ調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

図 11.3.4.9-9 (13) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ミズカマキリ） 
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(n)ヘイケボタル 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、水

田とその用水路と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を重

ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(14)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現する

区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これら

の改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布するこ

とから、本種の生息は維持されると考えられる。
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図 11.3.4.9-21(12) ヘイケボタル調査結果と事業計画の重ね合わせ結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.3.4.9-9(14) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ヘイケボタル） 
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(o)ミナミヌマエビ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、本

明川の「中流区間」と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を重

ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(15)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

本種の主要な生息環境と推定される「中流区間」については、直接改変の影響は想

定されない。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」で

は、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「中流区間」のダム下流河川

においては、土砂供給量の変化に伴う河床構成材料の変化は小さいと考えられる。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の

変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」で

は、水質（土砂による水の濁り）が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、本明川の「中流区間」における SS

の変化は小さいと予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」で

は、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化することによる生息環境の変化

が想定される。 

しかし､「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり､ダム堤体より下流の本明川の「中流区

間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小さいと予測される。 

d)まとめ 

本種の主要な生息環境と推定される本明川の「中流区間」については、直接改変の

影響は想定されない。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並び

に水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の

変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-9(15) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ミナミヌマエビ） 
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(p)スジエビ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、「上

流区間」、「中流区間」及び西谷川のため池と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を重

ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(16)に示す。 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体及び貯水池等の出現する区域では、推定された本

種の主要な生息環境のうち、「上流区間」の一部（約 17%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

c)直接改変以外 

(ⅰ)ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」の

一部及び「中流区間」では、土砂供給の変化による生息環境の変化が想定される。 

「11.3.4.10 生態系」に示すとおり、本明川の「上流区間」のダム下流河川において

は、土砂供給量の変化に伴い河床構成材料が変化すると想定され、本種の生息環境が変

化すると予測される。しかし、湯野尾川合流後の本明川に分布する「中流区間」におい

ては河床構成材料の変化は小さいと考えられること、富川、湯野尾川及び西谷川の「上

流区間」では河床構成材料の変化は生じない。 

以上のことから、土砂供給の変化による本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

(ⅱ)水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の

変化 

【工事中】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」の

一部及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」では、水質（土砂による水の濁り）

が変化することによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、事業実施区域より下流の本明川の「上

流区間」及び「中流区間」並びに西谷川の「上流区間」における SS の変化は小さいと

予測される。 

【施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、本種の主要な生息環境と推定される本明川の「上流区間」の

一部及び「中流区間」では、水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）が変化するこ

とによる生息環境の変化が想定される。 

しかし、「11.3.4.5 水質汚濁」に示すとおり、ダム堤体より下流の本明川の「上流区

間」及び「中流区間」における水質（土砂による水の濁り、水温及び BOD）の変化は小

さいと予測される。 
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d)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された「上流区間」の一部が消失し、

これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布するこ

とから、本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給の変化による生息環境の変化並び

に水の濁り等による生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化による生息環境の

変化）に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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図 11.3.4.9-9(16) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（スジエビ） 
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(q)ホウネンエビ 

a)生息環境 

現地調査の結果及び既存知見から、予測地域における本種の主要な生息環境は、水

田と推定される。 

調査の結果得られた本種の確認地点、推定された主要な生息環境及び事業計画を重

ね合わせた結果を図 11.3.4.9-9(17)に示す。 

 

b)直接改変 

【工事中・施設等の存在及び供用】 

対象事業の実施により、ダム堤体、貯水池、付替道路及び工事用道路等の出現する

区域では、推定された本種の主要な生息環境のうち、水田の一部（約 21%）が消失する。 

このことから、これらの改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

c)まとめ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された水田の一部が消失し、これら

の改変区域は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して分布するこ

とから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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図 11.3.4.9-9(17) 
底生動物の重要な種の調査結
果と事業計画の重ね合わせ結
果 
（ホウネンエビ） 
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(5)環境保全措置 

1) 環境保全措置の検討項目 

工事中並びに施設等の存在及び供用に伴う動物への環境影響を、事業者の実行可能な範

囲内で回避又は低減するための環境保全措置として、表 11.3.4.9-2 に示すとおり検討し

た。 

 

表 11.3.4.9-2(1) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(哺乳類) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

哺
乳
類 

コキクガシラコ

ウモリ､キクガ

シラコウモリ､

ヤマネ、キツネ、

アナグマ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた環境の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等に

よる生息環境の変化）により、工事中は工事区域及

びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の

周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

－ － 

カヤネズミ 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた環境の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼働等に

よる生息環境の変化）により、工事中は工事区域及

びその近傍は本種の生息環境として適さなくなる可

能性があると考えられる。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその近傍の

周辺地域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると考え

られる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小

さいと考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.9-2(2) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(鳥類)(1/2) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

鳥 

類 

ヨシゴイ、ヒクイナ、タ

マシギ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼

働等による生息環境の変化）により、工事中

は工事区域及びその近傍は本種の生息環境と

して適さなくなる可能性があると考えられ

る。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその

近傍の周辺地域には本種の主要な生息環境が

広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況

の変化並びに水の濁り等による生息環境の変

化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さい

と考えられる。 

－ － 

ミゾゴイ 直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼

働等による生息環境の変化）により、工事中

は工事区域及びその近傍は本種の生息環境と

して適さなくなる可能性があると考えられ

る。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその

近傍の周辺地域には本種の主要な生息環境が

広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生

息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

－ － 

チュウサギ、ササゴイ､

タカブシギ､オシドリ、

ミサゴ、ヤマセミ、アカ

ショウビン 

直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼

働等による生息環境の変化）により、工事中

は工事区域及びその近傍は本種の生息環境と

して適さなくなる可能性があると考えられ

る。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその

近傍の周辺地域には本種の主要な生息環境が

広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（水の濁り等による生

息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変

化は小さいと考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.9-2(3) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(鳥類)(2/2) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

鳥 

類 

ハチクマ、オオタカ、ハ

イタカ、ツミ、サシバ、

ハイイロチュウヒ、ハヤ

ブサ、ヤマドリ、ヤマシ

ギ、アオバズク、フクロ

ウ、ヨタカ、ブッポウソ

ウ、アオゲラ、ヤイロチ

ョウ、コシアカツバメ、

サンショウクイ、(亜種)

リュウキュウサンショ

ウクイ、ミソサザイ、キ

クイタダキ、キビタキ、

サンコウチョウ、コガ

ラ、ヒガラ、ノジコ、カ

ケス 

直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼

働等による生息環境の変化）により、工事中

は工事区域及びその近傍は本種の生息環境と

して適さなくなる可能性があると考えられ

る。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその

近傍の周辺地域には本種の主要な生息環境が

広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

－ － 

クイナ、コチドリ 本種の主要な生息環境と推定される環境に

ついては、直接改変の影響は想定されない。

直接改変以外の影響（ダム下流河川の流況

の変化並びに水の濁り等による生息環境の変

化及びダム下流河川の水質の変化による生息

環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さい

と考えられる。また、直接改変以外の影響（建

設機械の稼働等による生息環境の変化）に伴

う生息環境の変化は想定されない。 

－ － 

カワガラス 直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

また、直接改変以外の影響（建設機械の稼

働等による生息環境の変化）により、工事中

は工事区域及びその近傍は本種の生息環境と

して適さなくなる可能性があると考えられ

る。 

しかし、改変区域並びに工事区域及びその

近傍の周辺地域には本種の主要な生息環境が

広く連続して分布することから、本種の生息

は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土

砂供給の変化による生息環境の変化並びに水

の濁り等による生息環境の変化及びダム下流

河川の水質の変化による生息環境の変化）に

伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.9-2(4) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(爬虫類・両生類) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

爬
虫
類 

ニホンスッポン 直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

直接改変以外の影響（水の濁り等による生

息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変

化は小さいと考えられる。 

－ － 

シロマダラ 直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

－ － 

両
生
類 

カスミサンショウウオ、

アカハライモリ、ニホン

アカガエル、ニホンヒキ

ガエル、トノサマガエル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.9-2(5) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(陸上昆虫類)(1/2) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

陸
上
昆
虫
類 

ムカシトンボ 直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

直接改変以外の影響（水の濁り等による生

息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

－ － 

アジアイトトンボ、マル

タンヤンマ、ヒメアカ

ネ、ツマグロキチョウ、

ジャノメチョウ、セアカ

オサムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

－ － 

オジロサナエ、タベサナ

エ、コヤマトンボ、ゲン

ジボタル 

直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土

砂供給の変化による生息環境の変化並びに水

の濁り等による生息環境の変化及びダム下流

河川の水質の変化による生息環境の変化）に

伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

－ － 

シマアメンボ 直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

直接改変以外の影響（水の濁り等による生

息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化

による生息環境の変化）に伴う生息環境の変

化は小さいと考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.9-2(6) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(陸上昆虫類)(2/2) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

陸
上
昆
虫
類 

ホソバセセリ､ミヤマチ

ャバネセセリ､コチャバ

ネセセリ､コツバメ､コム

ラサキ､メスグロヒョウ

モン､オナガアゲハ､サト

キマダラヒカゲ､マイマ

イカブリ､アカマダラセ

ンチコガネ､クロカナブ

ン､タマムシ､ヨツボシオ

オキスイ､ニホンホホビ

ロコメツキモドキ､オオ

シロオビゾウムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推

定された環境の一部が消失し、これらの改変区

域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要

な生息環境が広く連続して分布することから、

本種の生息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（改変区域付近及び施設

等付近の環境の変化による生息環境の変化）に

伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

－ － 

クロスジギンヤンマ、ス

ギタニルリシジミ九州亜

種、ナガサキトゲヒサゴ

ゴミムシダマシ、シイシ

ギゾウムシ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と推

定された環境の一部が消失し、これらの改変区

域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及

び施設等付近の環境の変化による生息環境の

変化）により、改変区域付近が本種の生息環境

として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると

考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

表 11.3.4.9-2(7) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(クモ類) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

ク
モ
類 

キノボリトタテグモ、ゲ

ホウグモ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と推

定された環境の一部が消失し、これらの改変区

域は本種の生息環境として適さなくなると考

えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及

び施設等付近の環境の変化による生息環境の

変化）により、改変区域が本種の生息環境とし

て適さなくなる可能性があると考えられる。

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地

域には本種の主要な生息環境が広く連続して

分布することから、本種の生息は維持されると

考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.9-2(8) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(陸産貝類) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

陸
産
貝
類 

コシタカシタラガイ 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた環境の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 

また、直接改変以外の影響（改変区域付近及び施

設等付近の環境の変化による生息環境の変化）によ

り、改変区域が本種の生息環境として適さなくなる

可能性があると考えられる。 

しかし、改変区域及び改変区域付近の周辺地域に

は本種の主要な生息環境が広く連続して分布するこ

とから、本種の生息は維持されると考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
 

表 11.3.4.9-2(9) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(魚類) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

魚 

類 

ヤマトシマドジョ

ウ、ムギツク、イト

モロコ 

本種の主要な生息環境と推定される環境について

は、直接改変の影響は想定されない。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給

の変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化に

よる生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

－ － 

ドジョウ 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた環境の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生

息環境が広く連続して分布することから、本種の生

息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給

の変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化に

よる生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

  

アリアケギバチ 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた環境の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主要な生

息環境が広く連続して分布することから、本種の生

息は維持されると考えられる。 

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土砂供給

の変化による生息環境の変化並びに水の濁り等によ

る生息環境の変化及びダム下流河川の水質の変化に

よる生息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

ただし、当該地域における生息環境の情報収集が

より一層必要であると考えられる。 

－ － 

カジカ(中卵型) 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定さ

れた環境の一部が消失し、これらの改変区域は本種

の生息環境として適さなくなると考えられる。 
なお、ダム下流河川は、過去に確認の記録がある

が現在は生息が確認されておらず本種の主要な生息

環境ではない。 

○ ○ 

注）1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 



 

 
11.3.4-559

表 11.3.4.9-2(10) 動物の予測結果及び環境保全措置の検討(底生動物) 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事中 

施設等の

存在及び

供用 

動 

物 

底
生
動
物 

マルタニシ、ミズカマキ

リ 
直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

直接改変以外の影響（水の濁り等による生

息環境の変化）に伴う生息環境の変化は小さ

いと考えられる。 

－ － 

ミズゴマツボ、モノアラ

ガイ、ヒラマキミズマイ

マイ、クルマヒラマキガ

イ、ヒラマキガイモド

キ、マシジミ、スジエビ、

コシボソヤンマ、クロス

ジギンヤンマ、ミヤマサ

ナエ、ヒメサナエ、クロ

サナエ、コヤマトンボ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土

砂供給の変化による生息環境の変化並びに水

の濁り等による生息環境の変化及びダム下流

河川の水質の変化による生息環境の変化）に

伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

－ － 

ヒメマルマメタニシ、ヘ

イケボタル、ホウネンエ

ビ 

直接改変により、本種の主要な生息環境と

推定された環境の一部が消失し、これらの改

変区域は本種の生息環境として適さなくなる

と考えられる。 

しかし、改変区域の周辺地域には本種の主

要な生息環境が広く連続して分布することか

ら、本種の生息は維持されると考えられる。

－ － 

ミナミヌマエビ 本種の主要な生息環境と推定される環境に

ついては、直接改変の影響は想定されない。

直接改変以外の影響（ダム下流河川への土

砂供給の変化による生息環境の変化並びに水

の濁り等による生息環境の変化及びダム下流

河川の水質の変化による生息環境の変化）に

伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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2) 環境保全措置の検討 

工事中における直接改変及び直接改変以外の環境影響に対する環境保全措置については、

施設等の存在及び供用に併せて検討した。 

施設等の存在及び供用における環境保全措置の検討は、予測結果を踏まえ、表 11.3.4.9-3

に示す。 

表 11.3.4.9-3 動物の環境保全措置 

項 目 環境影響 
環境保全措置

の方針 
環境保全措置 環境保全措置の効果

動
物
の
重
要
な
種 

カジカ 

(中卵型) 

直接改変

により生息

環境が消失

する。 

改変区域外

の生息環境と

なる場所へ移

植する。 

・改変区域内に生息する

個体を捕獲し、改変され

ない生息適地に移植す

る。 

移植先はカジカ（中

卵型）の生息環境とし

て機能すると期待で

きる。 

 

 

(6)環境保全措置を成功させるための試み 

1) 移植実験 

移植に関する知見が少ない魚類のカジカ（中卵型）については、野外で移植実験を行い、

本移植に向けての知見を収集する。また移植実験の実施にあたっては、学識者及び関係機

関から指導及び助言を得ながら、適切に対応していくこととする。 

 

2) 事業者としての配慮事項 

動物の重要な種に対して、環境保全措置と併せて次の配慮事項を可能な限り行うものと

する。 

 

①移動性の乏しい重要な種の移植 

移動性に乏しい重要な種（両生類、陸上昆虫類、魚類及び底生動物等）については、

工事中及びその前後に環境巡視を行い、改変区域内での生息が確認された場合には、学

識者の指導及び助言を得ながら改変区域外の生息適地への移植を検討する。 

 

 

(7)事後調査 

事後調査の項目及び手法等を表 11.3.4.9-4(1)～(3)に示す。 

動物に係る環境影響は、カジカ（中卵型）について、環境保全措置の効果に係る知見が

不十分であるため、工事中並びに施設等の存在及び供用開始後において環境保全措置の内

容を詳細なものにする必要があり、また、環境影響の程度が著しいものとなるおそれがあ

ると判断されたことから、表 11.3.4.9-4(1)に示した項目及び手法等により事後調査を実施

する。 

また、アリアケギバチについては、当該地域における生息環境の情報収集がより一層必

要であると考えられることから、表 11.3.4.9-4(2)に示した項目及び手法等により事後調査

を実施する。 
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表11.3.4.9-4(3)に示したマキノセンニュウ、オオアシナガサシガメ等17種については、

環境省レッドリストの改訂に伴って重要な種に該当したため、工事前、工事中並びに施設

等の存在及び供用開始後において生息状況や生息環境を確認するための事後調査を実施し、

必要に応じて適切な対応を実施する。 

事後調査は、事業者が学識者及び関係機関の指導及び助言を得ながら実施し、その結果

は、事後調査報告書としてとりまとめる。 

表 11.3.4.9-4(1)～(3)に示した事後調査の対象以外の重要な種に係る環境影響は、程度

が著しいものとなるおそれがないと判断し、条例に基づく事後調査は実施しない。 

しかし、事業者としてはダム建設工事開始前から供用開始以降にかけて、事後調査の対

象以外の重要な種についても、必要なモニタリング調査を実施する。モニタリングの結果

として、事業による環境影響が予測より大きく、問題が生じていることが確認された場合

には、追加の環境保全措置の検討及び実施を行う。 

 

表 11.3.4.9-4(1) 事後調査の項目及び手法等 

項 目 手法等 

動 

物 

動
物
の
重
要
な
種 

カジカ（中卵型） 1.行うこととした理由 

環境保全措置の効果に係る知見が不十分であるため、工事中並

びに施設等の存在及び供用開始後において環境保全措置の内容を

詳細なものにする必要があり、また、環境影響の程度が著しいも

のとなるおそれがある。 

2.手法 

(1) 環境保全措置の内容を詳細にするための調査 

調査時期は工事の実施前とし、調査地域は保全対象種の生息

している地域及び移植の候補地とする。 

調査方法は現地における保全対象種の生息状況及び生息環境

並びに移植の候補地の環境を確認する。 

(2) 環境保全措置実施後に環境の状況を把握するための調査 

調査時期は工事中並びに施設等の存在及び供用開始後とし、

調査地域は移植措置の実施箇所とする。 

調査方法は現地における保全対象種の生息状況及び生息環境

を確認する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかとなった場合の対応方針 

対象種の生息状況や生息環境の状況に応じ、学識者の指導及び

助言により対応する。 

表 11.3.4.9-4(2) 事後調査の項目及び手法等 

項 目 手法等 

動 

物 

動
物
の
重
要
な
種 

アリアケギバチ 1.行うこととした理由 

当該地域における生息環境の情報収集がより一層必要と考えら

れることから、ダム供用後の生息状況を確認するための事後調査

を実施する。 

2.手法 

調査時期は施設等の存在及び供用後とし、調査地域は学識者の

指導及び助言を得た上で決定する。 

調査方法は現地において生息状況及び生息環境を確認する。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかとなった場合の対応方針 

学識者の指導及び助言を得ながら、必要に応じて適切な対応を

実施する。 
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表 11.3.4.9-4(3) 事後調査の項目及び手法等 

項 目 手法等 

動 

物 

動
物
の
重
要
な
種 

マキノセンニュウ 
オオアシナガサシガメ 
ヤホシホソマダラ 
ヤネホソバ 
カギモンハナオイアツバ 
キシタアツバ 
タナカツヤハネゴミムシ 
オオトックリゴミムシ 
ホシアシブトハバチ 
トゲアリ 
ヤマトアシナガバチ 
ヤマトスナハキバチ 
クロマルハナバチ 
ナミルリモンハナバチ 
キバラハキリバチ 
コシダカヒメモノアラガイ 
シジミガムシ    17 種

1.行うこととした理由 
環境省レッドリストの改訂に伴い、当該地域の既往調査
で確認記録がある動物が重要な種に該当したため、工事
前、工事中並びに施設等の存在及び供用開始後において生
息状況や生息環境を確認するための事後調査を実施する。
2.手法 
調査時期は工事前、工事中及び供用開始後とし、調査地
域は調査区域とする。 
調査方法は、現地において生息状況及び生息環境を確認
する。 
3.環境影響の程度が著しいことが明らかとなった場合の
対応方針 
学識者の指導及び助言を得ながら、必要に応じて適切な
対応を実施する。 

注）事後調査対象とした 17 種の動物の重要な種については、環境省第 4 次レッドリストにより、新規に重要

な種に該当した種であり、既往調査では分布情報の記録がない。 

 

 

(8)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

動物については、動物の重要な種について調査、予測を実施した。その結果を踏まえ、

カジカ（中卵型）について、環境保全措置の検討を行い、動物に係る環境影響を低減する

こととし、さらに事後調査を実施することとした。これにより、動物に係る環境影響が事

業者の実行可能な範囲内で回避又は低減されると判断する。 

 



 

 
11.3.4-563

11.3.4.10 生態系 

地域を特徴づける生態系への影響について、上位性及び典型性の視点から調査、予測及

び評価を行った。表 11.3.4.10-1 に生態系の予測及び評価の対象を示す。 

 

表 11.3.4.10-1 生態系の予測及び評価の対象 

項 目 予測・評価の対象とする種及び環境類型区分 

上位性 
陸 域 サシバ、ハイタカ及びノスリ 

河川域 カワセミ 

典型性 

陸 域

常緑広葉樹林 

スギ・ヒノキ植林 

水田 

河川域

源流区間 

上流区間 

中流区間 

 

【上位性及び典型性の観点からの生態系の評価について】 

生態系とは、ある地域における生物とそれをとりまく環境の相互関係を持ったまとまり

である。相互の関係は、生物の間に見られる捕食・被食の関係（食物連鎖）、生物の排泄物

や遺骸の分解等の活動と環境（土壌や水、大気等）との関係など様々である。このような

複雑な関係のまとまりが生態系であり、この関係が作り出す環境の中で、多様な生物が生

息・生育している。 

本明川ダム周辺の生態系を予測・評価するにあたり、その複雑な関係を把握するために

「地域を特徴づける生態系」として、上位性、典型性、特殊性及び移動性の視点を設定し

た。これらの視点から注目される生物種又は生物群集及び生息・生育環境に着目し、調査

の実施及び影響の予測を行うこととした。なお、上位性について陸域及び河川域の注目種

を選定し、典型性について陸域及び河川域の代表的な生息・生育環境を選定した。特殊性

については調査地域に特殊な環境がないため、選定しなかった。陸域の移動性については、

典型性のなかで扱うこととし、河川域の移動性については調査地域に移動性を指標する注

目種（回遊魚等）の生息が確認されなかったため扱わないこととした。 

 

 



 

 
11.3.4-564

11.3.4.10.1 上位性（陸域） 

(1)予測の基本的な手法 

上位性（陸域）の予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.10-2 に示す

とおりである。 

予測の基本的な手法は、工事中並びに施設等の存在及び供用と生息環境の状況等を踏ま

え、生息環境の改変の程度を勘案し、上位性の視点から注目される種（サシバ、ハイタカ

及びノスリ）の環境影響について、事例の引用または解析によった。 

予測にあたっては、サシバのつがいの行動圏とその内部構造の解析結果並びにサシバ、

ハイタカ及びノスリの生息環境の解析結果を、それぞれ改変区域と重ね合わせることによ

り、改変の程度を把握した。 

なお、「工事中」における建設機械の稼働等による生息環境の変化については、サシバの

つがいの行動圏とその内部構造の解析結果並びにサシバ、ハイタカ及びノスリの生息環境

の解析結果を、それぞれ改変区域と重ね合わせることにより、人の出入りや車両の通行、

建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が繁殖活動や採餌活動に与える影響を

予測した。 

 

表 11.3.4.10-2 予測対象とする影響要因と環境影響の内容【上位性（陸域）】 

影響要因 環境影響の内容 

工事中 

・造成等の施工による一時的な影響 

・建設機械の稼働 

・原石の採取 

・工事施工ヤード及び工事用道路等の

設置 

・建設発生土の処理の工事 

直接改変 ・生息環境の消失又は改変 

直接改変 

以外 

・建設機械の稼働等に伴う生息

環境の変化 

施 設 等 の

存 在及 び

供用 

・ダムの堤体の存在 

・ダムの供用及び貯水池の存在 

・原石山の跡地の存在 

・道路の存在 

・建設発生土処理場の跡地の存在 

直接改変 

・生息環境の消失又は改変 

 

 

(2)予測地域及び地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺に加え、西谷川流域及び西谷川合流点の本

明川流域を含む範囲とした。予測地域を図 11.3.4.10-1 に示す。 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、工事中については全ての改変区域が改変された状態である時期を想定

し、施設等の存在及び供用についてはダムの供用が定常状態となった時期とした。 
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図 11.3.4.10-1 
上位性（陸域）調査地域・ 
予測地域 
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(4)予測の結果 

上位性（陸域）の予測結果は、表 11.3.4.10-3 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.10-3 生態系の上位性（陸域）の予測結果 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事中 

施設等

の存在

及び供

用 

上
位
性 

陸 

域 

ハイタカ 

ノスリ 

サシバ 

陸域生態系への影響を、食物連鎖の上位に位置する種

及びその生息環境の保全という観点から予測した。 

その結果、上位性の注目種であるサシバ、ハイタカ及

びノスリの生息は維持されると予測されることから、地

域の生態系も維持されると考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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11.3.4.10.2 上位性（河川域） 

(1)予測の基本的な手法 

上位性（河川域）の予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.10-4 に示

すとおりである。 

予測の基本的な手法は、工事中並びに施設等の存在及び供用と生息環境の状況等を踏ま

え、生息環境の改変の程度を勘案し、上位性の視点から注目される種（カワセミ）の環境

影響について、事例の引用又は解析によった。 

予測にあたってはカワセミのつがいの行動範囲の解析結果、狩り場の解析結果を、それ

ぞれ改変区域と重ね合わせることにより、生息環境の改変の程度を把握した。 

「工事中」及び「施設等の存在及び供用」における水質の変化による餌生物の生息環境

の変化と狩り場の変化については、「生態系 典型性(河川域)」及び「水質汚濁」の予測結

果を参考に予測した。 

「施設等の存在及び供用」におけるダムの供用に伴うダム下流河川への土砂供給の変化

による餌生物の生息環境の変化については、「生態系 典型性(河川域)」の予測結果を参考

に予測した。 

「工事中」における建設機械の稼働等による生息環境の変化については、カワセミのつ

がいの行動範囲、営巣地、営巣環境及び狩り場を、それぞれ改変区域と重ね合わせること

により、人の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息環境の変化が

繁殖活動に与える影響を予測した。 

表 11.3.4.10-4 予測対象とする影響要因と環境影響の内容【上位性（河川域）】 

影響要因 環境影響の内容 

工事中 

・造成等の施工による一時的な影響

・建設機械の稼働 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道路等

の設置 
・建設発生土の処理の工事 

直接改変
・生息環境の消失又は改変 

 

直接改変

以外 

・建設機械の稼働等に伴う生息環境の

変化 

・ダム下流河川の水質の変化による生

息環境の変化 

施設等の 

存 在 及 び

供用 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

直接改変
・生息環境の消失又は改変 

 

直接改変

以外 

・ダム下流河川への土砂供給の変化に

よる生息環境の変化 

・ダム下流河川の水質の変化による生

息環境の変化 

 

(2)予測地域及び地点 

予測地域は、調査地域と同様とし、対象事業実施区域及びその周辺の本明川本川及び支

川とこの範囲と同様の河川環境が連続する区間まで上流側に延長した区間、湯野尾川、西

谷川、ダム下流から鉄道橋までの本明川とした。予測地域を図 11.3.4.10-2 に示す。 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、工事中については全ての改変区域が改変された状態である時期を想定

し、施設等の存在及び供用についてはダムの供用が定常状態となった時期とした。 
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図 11.3.4.10-2 
上位性（河川域）調査地域・
予測地域 

注）図はカワセミの生息調査（繁殖期調査）を示す。
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(4)予測の結果 

上位性（河川域）の予測結果は、表 11.3.4.10-5 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.10-5 生態系の上位性（河川域）の予測結果 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事中 

施設等

の存在

及び供

用 

上
位
性 

河
川
域 

カワセミ 

河川域生態系への影響を、食物連鎖の上位に位置する種

及びその生息環境の保全という観点から予測した。 

その結果、上位性の注目種であるカワセミの生息は維持

されると予測されることから、地域の生態系も維持される

と考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

 

 



 

 
11.3.4-570

11.3.4.10.3 典型性（陸域） 

(1)予測の基本的な手法 

典型性（陸域）の予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.10-6 に示す

とおりである。 

予測の基本的な手法は、工事中並びに施設等の存在及び供用と生息・生育環境の状況等

を踏まえ、生息・生育環境の改変の程度を勘案し、典型性の視点から注目される動植物の

種又は生物群集の生息・生育環境の環境影響について、事例の引用または解析によった。 

予測にあたっては、典型性を現す生息・生育環境と事業計画を重ね合わせることにより、

その改変量や改変形態から生息・生育環境の変化の程度及び生息・生育種への影響につい

て予測した。 

なお、「工事中」における生息・生育環境の消失又は改変と「施設等の存在及び供用」に

おける生息・生育環境の消失又は改変については、いずれの時点において生じる影響であ

っても、生息・生育環境の消失という観点からは違いは無いと考えられる。このことから、

両者を合わせて予測した。 

表 11.3.4.10-6 予測対象とする影響要因と環境影響の内容【典型性（陸域）】 

影響要因 環境影響の内容 

工事中 

・造成等の施工による一時的な影響 
・建設機械の稼働 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道路等の設置 
・建設発生土の処理の工事 

直接改変 ・生息・生育環境の消失又は改変

施設等の存

在及び供用 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

直接改変 ・生息・生育環境の消失又は改変

 

 

(2)予測地域及び地点 

予測地域は、調査地域と同様とし、本明川ダム集水域及びその周辺の区域とした。予測

地域を図 11.3.4.10-3 に示す。 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、工事中については全ての改変区域が改変された状態である時期を想定

し、施設等の存在及び供用についてはダムの供用が定常状態となった時期とした。 
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 図 11.3.4.10-3 
典型性（陸域）調査地域・ 
予測地域 
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(4)予測の結果 

典型性（陸域）の予測結果は、表 11.3.4.10-7 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.10-7 生態系の典型性（陸域）の予測結果 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置 

の検討 

工事中 

施設等

の存在

及び供

用 

典

型

性 

陸 

域 

「
常
緑
広
葉
樹
林
（
典
型
性
）
」 

「
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
植
林
（
典
型
性
）
」 

「
水
田
（
典
型
性
）
」 

常緑広葉樹林、スギ・ヒノキ植林の改変面積は小さい。ま

た、水田の改変面積は調査地域全体の水田面積からみると小

さいと考えられる。 

また、渡河部は、貯水予定区域の上流に残存し、直接改変

による変化は小さいと考えられることから中大型哺乳類の移

動は維持されると考えられる。 

以上のことから、生息・生育する生物群集への影響は小さ

く、「常緑広葉樹林（典型性）」、「スギ・ヒノキ植林（典

型性）」及び「水田（典型性）」は対象事業の実施後も維持

されると考えられることから、地域の生態系は維持されると

考えられる。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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11.3.4.10.4 典型性（河川域） 

(1)予測の基本的な手法 

典型性（河川域）の予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.10-8 に示

すとおりである。 

予測の対象は、「源流区間及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性」、

「上流区間及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性」及び「中流区間

及びそこに生息・生育する生物群集により表現される典型性」とした。 

ダム事業が生態系の典型性（河川域）へ及ぼす影響要因は、「工事中」では、ダムの堤体

の工事、原石の採取の工事等、「施設等の存在及び供用」ではダムの堤体の存在、ダムの供

用及び貯水池の存在等が考えられる。これらによる影響は「直接改変」と「直接改変以外」

に分け、直接改変としては湛水等による河川の消失及び貯水池の出現を扱い、直接改変以

外では、本明川ダム貯水池上流端部の出現に伴う生息環境の変化、ダム下流河川の流況の

変化に伴う生育環境の変化、ダム下流河川への土砂供給の変化に伴う生息環境の変化、水

質の変化に伴う生息環境の変化による影響を扱った。 

なお、工事中並びに施設等の存在及び供用の水質の変化に伴う典型性（河川域）の影響

予測は、「水質汚濁」の環境保全措置を実施した場合の予測結果を用いて行った。 

直接改変による影響のうち、河川域の消失については、本明川及びその支川とダムの堤

体、原石山等の事業計画を重ね合わせ、その改変量や改変形態から影響を予測した。また、

貯水池の出現による新たな生息・生育環境の出現については、九州地方の耶馬溪ダム、松

原ダム、下筌ダム、寺内ダム、厳木ダム、緑川ダム、鶴田ダムの調査結果から、対象事業

により出現する貯水池内に生息する可能性のある動物群集の予測を行った。さらに、直接

改変以外による影響である本明川ダム貯水池上流端部の出現に伴う生息環境の変化、ダム

下流の流況の変化に伴う生育環境の変化、ダム下流河川への土砂供給の変化に伴う生息環

境の変化及び水質の変化に伴う生息環境の変化を把握し、生物群集への影響を予測した。

これらの影響について個々に予測し、さらに総合的に典型性（河川域）の予測を行った。 

なお、予測の基本的な手法、予測地域、予測対象時期等については、それぞれの予測結

果で記述した。 

 

表 11.3.4.10-8 予測対象とする影響要因と環境影響の内容【典型性（河川域）】 

影響要因 環境影響の内容 

工事中 

・造成等の施工による一時的な影響

・建設機械の稼働 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道路等の

設置 
・建設発生土の処理の工事 

直接改変
・水没等による河川域の消失 

・貯水池の出現 

直接改変

以外 

・水の濁り等による生息環境の変化 

施設等の

存在及び

供用 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

直接改変
・水没等による河川域の消失 

・貯水池の出現 

直接改変

以外 

・本明川ダム貯水池上流端部の出現に伴う生

息環境の変化 

・ダム下流河川の流況の変化に伴う生育環境

の変化 

・ダム下流河川への土砂供給の変化に伴う生

息環境の変化 

・水質の変化に伴う生息環境の変化 
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(2)予測地域及び地点 

予測地域は、対象事業実施区域及びその周辺の区域と本明川本川及び支川とこの範囲と

同様の河川環境が連続する区間まで上流側に延長した区間、湯野尾川、西谷川、ダム下流

から鉄道橋までの本明川とした。予測地域を図 11.3.4.10-4 に示す。 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、「工事中」及び「施設等の存在及び供用」について、それぞれ適切な時

期を想定した。 
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図 11.3.4.10-4 

典型性（河川域）調査地域・
予測地域 

注）図は[鳥類、両生類、魚類及
び底生動物]調査地域、調査地点
及び調査経路を示す。
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(4)予測の結果 

典型性（河川域）の予測結果は、表 11.3.4.10-9 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.10-9 生態系の典型性（河川域）の予測結果 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置 
の検討 

工事中
施設等の
存在及び
供用 

典

型

性 

河

川

域 

「
源
流
区
間
（
典
型
性
）
」 

「
上
流
区
間
（
典
型
性
）
」 

「
中
流
区
間
（
典
型
性
）
」 

・「源流区間」 
貯水池の存在による直接改変の影響により、総区間延長 14.5km の「源流区
間」のうち本明川の 0.2km が貯水池に水没する。貯水池により水没する区間
が「源流区間」の最下流部にあり、貯水予定区域の上流区間が対象事業の実
施後においても大部分が残存し、かつ残存する区間の分断は生じないことか
ら、「源流区間」の変化は小さいと考えられる。 
本区間の残存区間は西谷川を除き貯水池の上流に位置することから、水質
の変化に伴う生息環境の変化、ダム下流河川の流況の変化に伴う生育環境の
変化、ダム下流河川への土砂供給の変化に伴う生息環境の変化は想定されな
い。 
また、西谷川の建設発生土処理場の工事中における水質（土砂による水の
濁り）の変化による魚類や底生動物等の生息環境の変化は小さいと考えられ
る。 
以上のことから､「源流区間（典型性）」は維持されると考えられる。 

・「上流区間」 
ダム堤体の存在及び貯水池の存在による直接改変の影響により、総区間延
長 12.3km の「上流区間」のうち本明川の 2.6km が改変される。しかし、上流
側に残存する区間と水没する区間は、堰、落差工によりすでに分断されてい
ることから、連続性については現状から変化は小さいと考えられる。下流側
の残存する区間は、現状と変わらず連続性は保たれるものと考えられる。 
貯水池の出現により、止水環境に応じた鳥類や魚類等の生物が生息するも
のと考えられる。 
ダム下流河川においては、土砂供給の変化に伴い河床構成材料が変化する
と想定される。しかし、支川の「上流区間」（富川、西谷川及び湯野尾川）
では、河床構成材料の変化は生じない。 
ダム下流河川における流況の変化に伴う植生の変化については、ダムの供
用時には冠水頻度が変化するものの、植生の変化は小さいと考えられる。 
水質の変化のうち、工事中における土砂による水の濁りの変化については、
本明川及び西谷川の区間における SS の変化は小さいと予測される。施設等の
存在及び供用時における土砂による水の濁りの変化については、本明川の区
間では、出水後の濁水の長期化の傾向はほとんど見られないと考えられる。 
水温については、本明川の区間では冬季から春季にやや水温が低下傾向と
なるものの、10 カ年変動幅に概ね収まっている。 
BOD については、本明川の区間では施設等の存在及び供用において BOD は
ダム建設前後でほぼ同程度と予測される。 
以上のことから、「上流区間（典型性）」は維持されると考えられる。 
・「中流区間」 
「中流区間」は、改変区域から離れており、直接改変による生息・生育環境
の変化は想定されない。 
ダム下流河川においては、土砂供給の変化に伴い河床構成材料が変化する
と想定されるが、湯野尾川や西谷川、目代川等が合流し、これらの支川から
の土砂の供給が見込まれることから、ダム建設後の河道状況の変化は小さい
と考えられる。 
ダム下流河川の流況の変化に伴う植生の変化は、ダムの供用時には冠水頻
度が変化するものの、植生の変化は小さいと考えられる。 
水質の変化のうち、工事中における土砂による水の濁りの変化については、
SS の変化は小さいと予測される。また、施設等の存在及び供用においては、
出水後の濁水長期化の傾向はほとんど見られない。 
水温については、施設等の存在及び供用において水温の低下傾向がみられ
るものの、10 カ年変動幅に概ね収まっている。 
BOD については、施設等の存在及び供用において BOD はダム建設前後でほ
ぼ同程度と予測される。 
以上のことから、「中流区間（典型性）」は維持されると考えられる。 
その結果、「源流区間（典型性）」、「上流区間（典型性）」及び「中流
区間（典型性）」は維持されると考えられることから、地域の生態系も維持
されると考えられる 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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11.3.4.10.5 環境保全措置 

予測結果を踏まえ、環境保全措置を実施しない。 

 

11.3.4.10.6 事業者としての配慮事項 

(1)生態系上位性（陸域）に対する配慮事項 

事業区域と行動圏の重複が大きいサシバ Aつがいの生息環境の保全に配慮して、次の配

慮事項を行う。 

1) サシバの繁殖環境の保全 

工事中の繁殖活動への負荷を最小限にとどめることとし、建設機械の稼働及び資機材

の運搬車両の走行等による騒音・振動の抑制、工事の段階的な実施、必要に応じて工事

の一時中断、生息環境の撹乱の抑制（工事区域周辺の樹木を必要以上に傷めないように

注意し、周辺部の立ち入りを制限するなど）を行う。 

 

2) サシバの生息環境の保全 

本つがいの行動圏と重複する貯水池周辺において、本種及び餌動物の生息環境として

ポテンシャルが高いと考えられる常緑広葉樹林、落葉広葉樹林及び草地の回復、維持を

図ることとし、建設発生土処理場跡地や原石山跡地での常緑広葉樹及び落葉広葉樹の植

栽、貯水池法面における樹林および草地等の保全を行う。 

 

3) サシバの繁殖状況の把握 

学識者の指導及び助言を得ながらサシバの繁殖状況調査等の環境監視を行う。 

 

(2)生態系上位性（河川域）に対する配慮事項 

カワセミの生息環境の保全に配慮して、次の配慮事項を行うものとする。 

1) カワセミの営巣環境に対する配慮 

工事にあたっては、カワセミの営巣環境となりうる土壁の保全や営巣ブロックの設置

を検討する。 

 

2) カワセミの採食環境に対する配慮 

工事および施設等の供用にあたっては、カワセミの採食の際の止まり木となりうる水

辺の林の保全やダム湖面にカワセミの止まり木となりうる構造物（杭など）の設置を検

討する。 

 

3) 湿地環境の保全、創出 

カワセミの狩り場環境の保全・創出のため、貯水池上流端等の環境を利用して、湿地

環境の保全・創出を検討する。 
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(3) 生態系典型性（陸域）に対する配慮事項 

1) 湿地・草地環境の保全、創出 

生態系典型性（陸域）の注目群集のうち、水田については改変率がやや高いこと、水

田及びその周辺の湿地・草地を生息環境とする重要な種が複数確認されていることから、

貯水池上流端等の環境を利用して、湿地環境や草地環境の保全・創出を検討する。 

 

11.3.4.10.7 事後調査 

生態系に係る環境影響は、程度が著しいものとなるおそれはないと判断し、条例に基づく事

後調査は実施しない。 

しかし、事業者としてはダム建設工事開始前から供用開始以降にかけて、必要なモニタリン

グ調査を実施する。モニタリングの結果として、事業による環境影響が予測より大きく、問題

が生じていることが確認された場合には、追加の環境保全措置の検討及び実施を行う。 

 

 

11.3.4.10.8 評価の結果 

1) 回避又は低減の視点 

生態系については、地域を特徴づける生態系について、上位性、典型性の観点から調査、

予測を実施した。これにより、生態系に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲で回避又

は低減されると判断する。 
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11.3.4.11 景観 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容は表 11.3.4.11-1 に示すとおりである。 

予測の基本的な手法は、主要な視点場及び景観資源については、施設等の存在及び供用

と主要な視点場及び景観資源の状況を踏まえ、主要な視点場及び景観資源の改変の程度に

ついて、事例の引用又は解析とした。 

また、主要な眺望景観の変化については、フォトモンタージュにより眺望景観の変化及

び影響要因の視角の程度の把握とした。フォトモンタージュの作成においては、ダムの堤

体の標準断面図をもとに、堤頂標高を標高約 151.5m、貯水池の水位の標高を常時満水位の

標高約 133.5m とした。また、原石山の跡地、建設発生土処理場の跡地等については、裸地

の状態を想定した。 

 

表 11.3.4.11-1 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(景観) 

影響要因 環境影響の内容 

施
設
等
の
存
在 

及
び
供
用 

・ダムの堤体の存在 

・ダムの供用及び貯水池の存在 

・原石山の跡地の存在 

・道路の存在 

・建設発生土処理場の跡地の存在 

・主要な視点場の改変の程度 

・景観資源の改変の程度 

・主要な眺望点及び視点場からの眺望景

観の変化 

 

(2)予測地域及び地点 

1) 主要な眺望点及び視点場の状況 

予測地域は主要な眺望点及び視点場の状況を適切に把握できる地域として、対象事業実

施区域及びその周辺(対象事業実施区域から約 500m の範囲内の区域をいう。)とし、予測

地点は予測地域に分布する主要な眺望点及び視点場とした。 

 

2) 景観資源の状況 

予測地域は景観資源の状況を適切に把握できる地域として、対象事業実施区域及びその

周辺とし、予測地点は予測地域に分布する景観資源とした。 

 

3) 主要な眺望景観の状況 

予測地域は主要な眺望景観の状況を適切に把握できる地域として、ダム堤頂長の 100 倍

の長さを半径とする範囲を予測地域とした。予測地点は予測地域内の主要な眺望点及び視

点場とした。 

 

 (3)予測対象時期等 

予測対象時期等は、ダムの供用が定常状態であり、主要な眺望点及び視点場、景観資源

並びに主要な眺望景観に係る環境影響を的確に把握できる時期とした。具体的には、ダム

堤体、原石山跡地、建設発生土処理場跡地等が景観に及ぼす影響が最大となるのはダム完

成直後と想定し、予測対象時期はダム完成直後の各地点における利用者が多くなる時期を

考慮し設定した。 
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【主要な眺望景観及び景観資源】 

主要な眺望景観の予測地点並びに主要な眺望景観を構成する景観資源を図11.3.4.11-1に示

す。 

 

図 11.3.4.11-1 主要な眺望景観の予測地点及び景観資源の分布 
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(4)予測の結果 

予測結果は、表 11.3.4.11-2 に示すとおりである。また、現況及び供用後の眺望景観（フ

ォトモンタージュ）の状況を表 11.3.4.11-3 に示す。 

 

表 11.3.4.11-2 景観の予測結果 

項 目 予測結果の概要 

環境保全措置の

検討 

施設等の存在及

び供用 

主
要
な
眺
望
点
及
び
視
点
場
、
景
観
資
源 

並
び
に
主
要
な
眺
望
景
観 

主要な視

点場 
古場公民館 

対象事業の実施による改変を受けない

と予測される。 
－ 

景観資源 

多良岳火山 

対象事業の実施により、多良岳火山の

一部が改変を受けるが、改変の程度が

わずかであると予測される。 

－ 

富川渓谷 
対象事業の実施による改変を受けない

と予測される。 
－ 

主要な眺

望景観 

五家原岳展望台か

ら大村湾の自然海

岸及び多良岳火山 

ダム堤体、原石山跡地、付替道路等に

よる多良岳火山及び大村湾の自然海岸

を望む主要な眺望景観に変化が生じる

と予測される。（写真11.3.4.11-1参照） 

○ 

高峰展望台から大

村湾の自然海岸及

び多良岳火山 

ダム堤体、原石山跡地、付替道路等に

よる多良岳火山及び大村湾の自然海岸

を望む主要な眺望景観に変化が生じる

と予測される。（写真11.3.4.11-2参照） 

○ 

本野小学校前から

多良岳火山 

付替道路等による多良岳火山を望む主

要な眺望景観に変化が生じると予測さ

れる。（写真 11.3.4.11-3 参照） 

○ 

古場公民館から多

良岳火山 

原石山跡地、付替道路等による多良岳

火山を望む主要な眺望景観に変化が生

じると予測される。（写真 11.3.4.11-4

参照） 

○ 

注）1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 

※ダム堤体への景観配慮については、「国土交通省所管公共事業における景観検討基本方針（案）」等に基づ

き、別途委員会を設けて検討する。 
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表11.3.4.11-3 景観への影響の程度が変化する内容(事業計画変更後の主要な眺望景観の状況) 

 眺望点等からの現況の眺望景観の状況 眺望点等からの供用後の眺望景観の状況 眺望点等からの眺望景観におけるダム関連施設の視角の程度 予測結果 

五家原岳展
望台から大
村湾の自然
海岸及び多
良岳火山 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

五家原岳展望台から多良岳火山及び大村湾
の自然海岸を望むとき、正面に貯水池、ダム
堤体、付替道路及び原石山跡地を眺望でき
る。 
ダム堤体の視角は、長辺 0.9°、短辺 0.1°
で、フォトモンタージュに示すように線状に
認識することができる。貯水池の視角は、長
辺 1.4°、短辺 0.9°、原石山跡地の視角は、
長辺 1.0°、短辺 0.8°及び付替道路の視角
は、長辺 8.1°、短辺 0.6°で、面的に認識
することができる。 

高峰展望台
から大村湾
の自然海岸
及び多良岳
火山 

   

高峰展望台から多良岳火山及び大村湾の自
然海岸を望むとき、正面に貯水池、ダム堤体、
付替道路及び原石山跡地を眺望できる。 
貯水池の視角は、長辺 13.0°、短辺 5.0°、
原石山跡地の視角は、長辺4.5°、短辺4.2°、
付替道路①(最大面積の法面を含む)の視角
は、長辺 23.5°、短辺 1.9°で、面的に認識
することができる。ダム堤体の視角は、長辺
5.0°、短辺 0.4°で、線状にのみ認識するこ
とができる。 

本野小学校
前から多良
岳火山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本野小学校前から多良岳火山を望むとき、正
面にダム堤体及び付替道路を眺望できる。 
ダム堤体の視角は、長辺 10.3°、短辺 2.7°、
付替道路の視角は、長辺 2.7°、短辺 0.9°
で、面的に認識することができる。 

古場公民館
から多良岳
火山 

       

 

 

古場公民館から多良岳火山を望むとき、正面
に貯水池、原石山跡地及び付替道路を眺望で
きる。 
貯水池の視角は長辺 60°以上、短辺 9.1°、
原石山跡地の視角は長辺 42.7°、短辺
11.9°、付替道路①の視角は、長辺 60°以上、
短辺 1.7°、付替道路②の視角は、長辺
17.2°、短辺 1.1°で、いずれも面的に認識
することができる。 

 

大村湾の 
自然海岸 

多良岳火山 

ダム堤体
付替道路 

多良岳火山

ダム堤体 

原石山跡地 

大村湾の 

自然海岸 
付替道路① 

貯水池 

大村湾の 
自然海岸 

原石山跡地 
長辺：1.0° 

原石山跡地 
短辺：0.8° 

ダム堤体短辺：0.1° 

大村湾の 

自然海岸 
付替道路長辺：8.1° 

付替道路短辺：0.6° 

貯水池短辺・ダム堤体長辺：0.9°

貯水池長辺：1.4° 

ダム堤体

付替道路 大村湾の

自然海岸

原石山跡地 

貯水池

貯水池短辺・ 
ダム堤体長辺：

5.0° 

付替道路①長辺：23.5°

原石山跡地短辺：4.2° 

大村湾の 
自然海岸 

原石山跡地 
長辺：4.5° 

付替道路① 
短辺：1.9°

ダム堤体
短辺：0.4°

貯水池 
長辺：13.0°

多良岳火山 

付替道路② 

付替道路① 

原石山跡地 

貯水池 

多良岳火山 

原石山跡地長辺：42.7°

ダム堤体 
長辺：10.3°

多良岳火山 

ダム堤体 
短辺：2.7° 

付替道路 
長辺：2.7° 

付替道路 
短辺：0.9°

多良岳火山

貯水池 
短辺：9.1° 

付替道路①短辺：1.7° 

原石山跡地 
短辺：11.9°

付替道路② 
長辺：17.2° 

付替道路②短辺：1.1° 
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(5)環境保全措置 

予測の結果を踏まえ、表 11.3.4.11-4 に示すとおり、環境保全措置を実施する。また、

写真 11.3.4.11-1～写真 11.3.4.11-4 に現況及び予測結果、環境保全措置実施後の状況を示

す。なお、環境保全措置の内容について、2案のうちいずれかを実施する場合は、環境保全

措置をそれぞれ実施した場合の眺望景観の状況を示した。 

 

表 11.3.4.11-4 環境保全措置(1/2) 

項目 環境影響 環境保全措置の方針 環境保全措置 環境保全措置の効果 

主
要
な
眺
望
景
観 

五
家
原
岳
展
望
台
か
ら
多
良
岳
火
山
、 

 
   
  

大
村
湾
の
自
然
海
岸 

原石山跡

地及び付替

道路により

多 良 岳 火

山、大村湾

の自然海岸

を望む眺望

景観に変化

が生じる。 

原石山跡地及び付

替道路の法面の植

生を回復すること

により、多良岳火

山、大村湾の自然海

岸を望む眺望景観

の保全を図る。 

・植生の回

復 ( 原 石

山跡地の

緑化) 

 

常 緑 広 葉

樹林及び落

葉広葉樹林

の植栽によ

る整備 

 

五家原岳展望台からの眺

望景観(環境保全措置実施

後)は、周囲の常緑広葉樹

林及び落葉広葉樹林と違

和感はなく、周囲の里山的

景観と調和した眺望景観

になると考えられる。 

スギ・ヒノ

キ林の植栽

による整備 

 

五家原岳展望台からの眺

望景観(環境保全措置実施

後)は、周囲のスギ・ヒノ

キ植林等と違和感はなく、

周囲の里山的景観と調和

した眺望景観になると考

えられる。 

・植生の回

復 ( 法 面

の緑化) 

種 子 の 吹

付け 

 

周囲の景観と調和した眺

望景観になると考えられ

る。 

高
峰
展
望
台
か
ら
多
良
岳
火
山
、
大
村
湾
の
自
然
海
岸

原石山跡

地及び付替

道路により

多 良 岳 火

山、大村湾

の自然海岸

を望む眺望

景観に変化

が生じる。 

原石山跡地及び付

替道路の法面の植

生を回復すること

により、多良岳火

山、大村湾の自然海

岸を望む眺望景観

の保全を図る。 

・植生の回

復 ( 原石

山跡地の

緑化) 

 

 

常 緑広葉

樹林及び落

葉広葉樹林

の植栽によ

る整備 

高峰展望台からの眺望景

観(環境保全措置実施後)

は、周囲の常緑広葉樹林及

び落葉広葉樹林と違和感

はなく、周囲の里山的景観

と調和した眺望景観にな

ると考えられる。 

スギ・ヒノ

キ林の植栽

による整備

高峰展望台からの眺望景

観(環境保全措置実施後)

は、周囲のスギ・ヒノキ植

林等と違和感はなく、周囲

の里山的景観と調和した

眺望景観になると考えら

れる。 

・植生の回

復 ( 法面

の緑化) 

種 子の吹

付け 

周囲の景観と調和した眺

望景観になると考えられ

る。 
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表 11.3.4.11-4 環境保全措置(2/2) 

項目 環境影響 環境保全措置の方針 環境保全措置 環境保全措置の効果 

主
要
な
眺
望
景
観 

本
野
小
学
校
前
か
ら 

多
良
岳
火
山 

付 替 道 路

により多良

岳火山を望

む眺望景観

に変化が生

じる。 

付替道路の法面の

緑化により眺望景

観の保全を図る。 

・植生の回復(法面の緑化) 周囲の景観と調和した眺

望景観になると考えられ

る。 

本野小学校前から

多良岳火山を望む

際の付替道路の視

認性を低減するこ

とにより眺望景観

の保全を図る。 

・周辺樹林の伐採を抑え

る。 

本野小学校前から多良岳

火山を望む際の付替道路

の視認性が低減し、眺望景

観の変化が低減される。 

・付替道路沿線に周辺構成

種の樹林を植樹して遮

断する。 

本野小学校前から多良岳

火山を望む際の付替道路

の視認性が低減し、眺望景

観の変化が低減される。 

古
場
公
民
館
か
ら
多
良
岳
火
山 

原 石 山 跡

地及び付替

道路により

多良岳火山

を望む眺望

景観に変化

が生じる。 

原石山跡地及び付

替道路の法面の植

生を回復すること

により、多良岳火山

を望む眺望景観の

保全を図る。 

・植生の回

復 ( 原 石

山跡地の

緑化) 

常緑広葉

樹林及び落

葉広葉樹林

の植栽によ

る整備 

古場公民館からの眺望景

観(環境保全措置実施後)

は、周囲の常緑広葉樹林及

び落葉広葉樹林と違和感

はなく、周囲の里山的景観

と調和した眺望景観にな

ると考えられる。 

スギ・ヒノ

キ林の植栽

による整備

古場公民館からの眺望景

観(環境保全措置実施後)

は、周囲のスギ・ヒノキ植

林等と違和感はなく、周囲

の里山的景観と調和した

眺望景観になると考えら

れる。 

・植生の回

復 ( 法 面

の緑化) 

種子の吹

付け 

周囲の景観と調和した

眺望景観になると考えら

れる。 

古場公民館から多

良岳火山を望む際

の付替道路の視認

性を低減すること

により眺望景観の

保全を図る。 

・周辺樹林の伐採を抑え

る。 

古場公民館から多良岳

火山を望む際の付替道路

の視認性が低減し、眺望景

観の変化が低減される。 

・付替道路沿線に周辺構成

種の樹林を植樹して遮

断する。 

古場公民館から多良岳

火山を望む際の付替道路

の視認性が低減し、眺望景

観の変化が低減される。 

 



11.3.4-585 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 11.3.4.11-1 五家原展望台からの主要な眺望景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大村湾の 

自然海岸 

【現 況】 【供用後】 

ダム堤体 付替道路 大村湾の 
自然海岸 

原石山跡地

貯水池 

ダム堤体 付替道路 大村湾の 
自然海岸 

原石山跡地

貯水池

【供用後(環境保全措置実施後)】 
＜原石山跡地の緑化(常緑広葉樹林及び落葉広葉樹林)、法面の緑化＞ 

【供用後(環境保全措置実施後)】 
＜原石山跡地の緑化(スギ・ヒノキ林)、法面の緑化＞ 

ダム堤体 
付替道路 大村湾の

自然海岸

原石山跡地 

貯水池

大村湾の 
自然海岸 

【現 況】 【供用後】 

写真 11.3.4.11-2 高峰展望台からの主要な眺望景観 

原石山跡地 

付替道路② 

大村湾の 

自然海岸 ダム堤体 
付替道路① 

貯水池 

原石山跡地 

付替道路② 

大村湾の 

自然海岸 ダム堤体 
付替道路① 

貯水池 

【供用後(環境保全措置実施後)】 
＜原石山跡地の緑化(常緑広葉樹林及び落葉広葉樹林)、法面の緑化＞ 

【供用後(環境保全措置実施後)】 
＜原石山跡地の緑化(スギ・ヒノキ林)、法面の緑化＞ 

ダム堤体
大村湾の 
自然海岸 

付替道路① 

貯水池 
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写真 11.3.4.11-3 本野小学校前からの主要な眺望景観 

【供用後(環境保全措置実施後)】 
＜法面の緑化、道路沿線への周辺構成種の樹林の植樹＞ 

多良岳火山 

ダム堤体 付替道路 

多良岳火山 

【現 況】 【供用後】 

ダム堤体 
付替道路 

多良岳火山 

写真 11.3.4.11-4 古場公民館からの主要な眺望景観 

多良岳火山 

【現 況】 【供用後】 

【供用後(環境保全措置実施後)】 
＜原石山跡地の緑化(常緑広葉樹林及び落葉広葉樹林)、 
   法面の緑化、道路沿線への周辺構成種の植樹＞ 

【供用後(環境保全措置実施後)】 
＜原石山跡地の緑化(スギ・ヒノキ林)、 

    法面の緑化、道路沿線への周辺構成種の植樹＞ 

付替道路② 

付替道路① 

原石山跡地

貯水池

多良岳火山

多良岳火山 

付替道路② 

付替道路① 

原石山跡地 

貯水池 

多良岳火山

付替道路② 

付替道路① 

原石山跡地 

貯水池 
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(6)事後調査 

景観に係る環境影響は、原石山跡地及び付替道路の法面緑化等により、程度が著しいも

のとなるおそれがないと判断し、条例に基づく事後調査は実施しない。 

 

(7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

景観については、主要な眺望点及び視点場、景観資源並びに主要な眺望景観について調

査を実施し、主要な視点場、景観資源及び主要な眺望景観について予測を実施した。予測

結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、主要な眺望景観の変化を低減することとした。

これにより、景観に係る環境影響が事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減されると判

断する。 
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11.3.4.12 人と自然との触れ合い活動の場 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容は、表 11.3.4.12-1 に示すとおりである。 

予測の基本的な手法は、工事中並びに施設等の存在及び供用については、主要な人と自

然との触れ合い活動の場の改変の程度、利用性の変化及び快適性の変化について、事例の

引用又は解析によった。 

 

表11.3.4.12-1 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(人と自然との触れ合い活動の場) 

影響要因 環境影響の内容 

工
事
中 

・造成等の施工による一時的な影響 
・建設機械の稼働 
・資機材の運搬車両の走行 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道路等の設置 
・建設発生土の処理の工事 

・改変の程度 
・利用性の変化 
・快適性の変化 

施
設
等
の
存

在
及
び
供
用 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

 
 
 
(2)予測地域及び地点 

1) 主要な人と自然との触れ合い活動の場の状況 

予測地域は対象事業実施区域及びその周辺並びに水質の影響が及ぶと想定される下流

の鉄道橋までとし、予測地点は主要な人と自然との触れ合い活動の場の状況を適切かつ効

果的に把握できる地点とした。なお、行脚の滝及び高峰展望台については対象事業実施区

域及びその周辺の外に位置しているが、アクセスルートが対象事業実施区域内を通ること

から、調査対象とした。また、多良岳県立公園は、広範囲に分布するため、多良岳県立公

園内のうち対象事業実施区域に最も近い主要な人と自然との触れ合い活動の場である高

峰展望台を代表地点とした。 

予測地域及び予測地点を図 11.3.4.12-1 に示す。予測地域は対象事業実施区域及びその

周辺並びに水質の影響が及ぶと想定される下流の鉄道橋地点までとした(表11.3.4.12-2)。

なお、行脚の滝及び高峰展望台については対象事業実施区域及びその周辺の外に位置して

いるが、アクセスルートが対象事業実施区域内を通ることから、予測対象とした。 
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表11.3.4.12-2 予測対象とする影響要因と予測地点(人と自然との触れ合い活動の場) 

予測対象とする影響要因 

 

 

予測地点 

工事中 施設等の存在及び供用 

改変 

の程度 

利用性 

の変化 

快適性 

の変化 

改変 

の程度 

利用性 

の変化 

快適性 

の変化 

ホタル観賞地（蒲生田橋、清水山橋） ● ● ● ● ● ● 

本明川 ● ● ● ● ● ● 

湯野尾川 ● ● ● ● ● ● 

富川 ● ● ● ● ● ● 

富川渓谷 ● ● ● ● ● ● 

五家原岳登山・西麓コース ● ● ● ● ● ● 

行脚の滝  ●   ●  

高峰展望台  ●   ●  

注)1.行脚の滝と高峰展望台は、対象事業実施区域及びその周辺の外に位置することから、改変の程度及

び快適性の変化に関する予測は行わないこととした。 

2.多良岳県立公園は、広範囲に分布するため、多良岳県立公園内のうち対象事業実施区域に最も近い主要

な人と自然との触れ合い活動の場である高峰展望台を代表地点として予測を行った。 

 

 

 

2) 主要な人と自然との触れ合い活動の場の分布、利用状況及び利用環境の状況 

予測地域及び予測地点は、「1)主要な人と自然との触れ合い活動の場の状況」と同様と

した。 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、工事中については、主要な人と自然との触れ合い活動の場に係る工事

期間の環境影響を的確に把握できる時期とした。 

施設等の存在及び供用については、ダムの供用が定常状態であり、主要な人と自然との

触れ合い活動の場に係る環境影響を的確に把握できる時期とし、ダムの供用開始後とした。 
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図 11.3.4.12-1 人と自然との触れ合い活動の場の予測地域及び予測地点 

■行脚の滝 
坊主谷の渓谷に位置し、地元で
は「鮎返しの滝」と呼ばれる落差
約 7m、幅約 2m の滝である。 

■本明川 
堰止めによる淵、水叩き等が複数

分布し、水遊びや魚採りが可能な空
間が点在している。 

■湯野尾川 
河床への進入路が存在し、堰止めによ
る淵、水叩き等を利用した水遊びや水泳
が可能な空間となっている。 

■富川 
河床への進入路が存在し、護床工や
河床の石により形成された平瀬を利用
した水遊びが可能な空間となってい
る。 

■五家原岳登山・西麓コース 

富川渓谷、五家原岳を経由し、
終点（金泉寺）に至る全長約
7.7km の自然探勝路である。富
川渓谷の自然や、五家原岳から
金泉寺までの急峻な尾根道に続
くシャクナゲを観賞できる。 

■ホタル観賞地 
予測地域にはホタル観賞地2カ所（蒲
生田橋周辺及び清水山橋周辺）が分布
している（写真は上流に位置する清水
山橋周辺）。 

■富川渓谷 
渓谷周辺には滝等の水遊び場や緑豊か
な散策道、バンガロー、芝生広場等が整
備されており、河川沿いにはキャンプ場
がある。また、観光案内場や駐車場、休
憩施設が整備されている。 

■高峰展望台 
木造 2 階建の展望台であり、ベン
チ等が設置された芝生の広場となっ
ている。南方に大村湾や島原半島、
諫早市内を一望できる。 
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(4)予測の結果 

予測結果は、表 11.3.4.12-3 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.12-3 環境保全措置の検討項目(1/5) 

項 目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討 

工事中 
施設等の存
在及び供用

主要な人
と自然と
の触れ合
い活動の
場 

ホ タ ル 観
賞地 

工事中 
○改変の程度 
 ホタル観賞地(清水山橋)は消失すると予測される
が、ホタル観賞地は、本明川流域に点在しており、
主要な人と自然との触れ合い活動は維持されると考
えられる。 
○利用性の変化 
ホタル観賞地(清水山橋)が消失する。 
ホタル観賞地(蒲生田橋)までのアクセス性の変化

は想定されない。 
○快適性の変化 
ホタル観賞地(清水山橋)が消失する。 
ホタル観賞地(蒲生田橋)の騒音及び振動の変化は

小さいと予測される。 
ホタル観賞地(蒲生田橋)は湯野尾川下流に位置す

るため、工事の実施による水質の変化は想定されな
い。 
 
施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
 ホタル観賞地(清水山橋)は消失すると予測される
が、ホタル観賞地は、本明川流域に点在しており、
主要な人と自然との触れ合い活動は維持されると考
えられる。 
○利用性の変化 
ホタル観賞地(清水山橋)が消失する。 
ホタル観賞地(蒲生田橋)までのアクセス性の変化

は想定されない。 
○快適性の変化 
ホタル観賞地(清水山橋)が消失する。 
ホタル観賞地(蒲生田橋)は湯野尾川下流に位置す

るため、施設等の存在及び供用による水質の変化は
想定されない。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.12-3 環境保全措置の検討項目(2/5) 

項 目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討 

工事中 
施設等の存
在及び供用

主要な人
と自然と
の触れ合
い活動の
場 

本明川 工事中 
○改変の程度 
 本明川の一部は改変を受けると予測されるが、改
変を受ける区間で行われる水遊び等の活動は、改変
を受けない区間において行うことが可能であり、主
要な人と自然との触れ合い活動は維持されると考え
られる。 
○利用性の変化 
改変を受ける区間は消失する。 
改変を受けない区間においては、アクセス性の変

化は想定されない。 
○快適性の変化 
改変を受ける区間は消失する。 
改変を受けない区間においては、騒音及び振動の

変化及び水質の変化は小さいと予測される。 
 

施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
 本明川の一部は改変を受けると予測されるが、改
変を受ける区間で行われる水遊び等の活動は、改変
を受けない区間において行うことが可能であり、主
要な人と自然との触れ合い活動は維持されると考え
られる。 
○利用性の変化 
改変を受ける区間は消失する。 
改変を受けない区間においては、アクセス性の変

化は想定されない。 
○快適性の変化 
改変を受ける区間は消失する。 
改変を受けない区間においては、水質の変化は小

さいと予測される。 

－ － 

湯野尾川 工事中 
○改変の程度 
 湯野尾川の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
湯野尾川までのアクセス性の変化は想定されな

い。 
○快適性の変化 
騒音及び振動の変化は小さいと予測される 
水質の変化は想定されない。 
 

施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
 湯野尾川の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
湯野尾川までのアクセス性の変化は想定されな

い。 
○快適性の変化 
水質の変化は想定されない。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.12-3 環境保全措置の検討項目(3/5) 

項 目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討 

工事中 
施設等の存
在及び供用

主要な人
と自然と
の触れ合
い活動の
場 

富川 工事中 
○改変の程度 
 富川の一部は改変を受けると予測されるが、改変
を受ける区間で行われる水遊び等の活動は、本明川
等の改変を受けない区間において行うことが可能で
あり、主要な人と自然との触れ合い活動は維持され
ると考えられる。 
○利用性の変化 
改変を受ける区間は消失する。 
改変を受けない区間においては、富川までのアク

セスルートは変更されるが、所要時間の増減は
+1 分弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測さ
れる。 
○快適性の変化 
改変を受ける区間は消失する。 
改変を受けない区間においては、騒音及び振動の

変化は小さいと予測され、水質の変化は想定されな
い。 
 

施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
 富川の一部は改変を受けると予測されるが、改変
を受ける区間で行われる水遊び等の活動は、本明川
等の改変を受けない区間において行うことが可能で
あり、主要な人と自然との触れ合い活動は維持され
ると考えられる。 
○利用性の変化 
改変を受ける区間は消失する。 
改変を受けない区間においては、富川までのアク

セスルートは変更されるが、所要時間の増減は+30
秒弱であり、アクセス性の変化は小さいと予測され
る。 
○快適性の変化 
改変を受ける区間は消失する。 
改変を受けない区間においては、水質の変化は想

定されない。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.12-3 環境保全措置の検討項目(4/5) 

項 目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討 

工事中 
施設等の存
在及び供用

主要な人
と自然と
の触れ合
い活動の
場 

富川渓谷 工事中 
○改変の程度 
 富川渓谷の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
富川渓谷までのアクセスルートは変更されるが、

所要時間の増減は+1 分弱であり、アクセス性の変化
は小さいと予測される。 
○快適性の変化 
騒音及び振動の変化は小さいと予測される。 
親水活動が確認された地点は対象事業実施区域の

上流に位置するため、水質の変化は想定されない。
 

施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
 富川渓谷の改変はないと予測される。 
○利用性の変化 
富川渓谷までのアクセスルートは変更されるが、

所要時間の増減は+30 秒弱であり、アクセス性の変
化は小さいと予測される。 
○快適性の変化 
親水活動が確認された地点は対象事業実施区域の

上流に位置するため、水質の変化は想定されない。

－ － 

五 家 原 岳
登山・西麓
コース 

工事中 
○改変の程度 
 五家原岳登山・西麓コースの改変はないと予測さ
れる。 
○利用性の変化 
五家原岳登山・西麓コースまでのアクセスルート

は変更されるが、所要時間の増減は+1分弱であり、
アクセス性の変化は小さいと予測される。 
○快適性の変化 
騒音及び振動の変化は小さいと予測される。 
水質の変化による影響を受けると想定される親水

性を必要とする活動は行われていない。 
 

施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
 五家原岳登山・西麓コースの改変はないと予測さ
れる。 
○利用性の変化 
五家原岳登山・西麓コースまでのアクセスルート

は変更されるが、所要時間の変化はなく、アクセス
性の変化はないと予測される。 
○快適性の変化 
水質の変化による影響を受けると想定される親水

性を必要とする活動は行われていない。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.12-3 環境保全措置の検討項目(5/5) 

項 目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討 

工事中 
施設等の存
在及び供用

主要な人
と自然と
の触れ合
い活動の
場 

行脚の滝 
 

工事中 
○利用性の変化 
行脚の滝までのアクセスルートは変更される

が、所要時間の増減は+1分弱であり、アクセス性
の変化は小さいと予測される。 
 

施設等の存在及び供用 
○利用性の変化 
行脚の滝までのアクセスルートは変更される

が、所要時間の増減は+30 秒弱であり、アクセス
性の変化は小さいと予測される。 

－ － 

高峰展望台 
 

工事中 
○利用性の変化 
高峰展望台までのアクセスルートは変更され

るが、所要時間の増減は+4 分であり、アクセス性
の変化は小さいと予測される。 
 
施設等の存在及び供用 
○利用性の変化 
高峰展望台までのアクセスルートは変更され

るが、所要時間の変化はなく、高峰展望台までの
アクセス性の変化はないと予測される。 

－ － 

注）－：環境保全措置の検討を行わない。 

 

(5)環境保全措置 

予測結果を踏まえ、表 11.3.4.12-3 に示すとおり、環境保全措置を実施しない。 

 

(6)事後調査 

人と自然との触れ合い活動の場に係る環境影響は、程度が著しいものとなるおそれがな

いと判断し、条例に基づく事後調査は実施しない。 

 

(7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

人と自然との触れ合い活動の場については、人と自然との触れ合い活動の場及び主要な

人と自然との触れ合い活動の場について調査し、主要な人と自然との触れ合い活動の場に

ついて予測を実施した。これにより、人と自然との触れ合い活動の場に係る環境影響が事

業者の実行可能な範囲内で回避又は低減されると判断する。 
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11.3.4.13 歴史的文化的環境 

(1)予測の基本的な手法 

予測対象とする影響要因と環境影響の内容を表 11.3.4.13-1 に示す。 

予測の基本的な手法は、工事の実施内容と文化財等及び埋蔵文化財包蔵地の状況等を踏

まえ、文化財等及び埋蔵文化財包蔵地の改変の程度及び利用性の変化について、事例の引

用又は解析によった。 

 

表 11.3.4.13-1 予測対象とする影響要因と環境影響の内容(歴史的文化的環境) 

影響要因 環境影響の内容 

工
事
中 

・造成等の施工による一時的な影響 
・建設機械の稼働 
・資機材の運搬車両の走行 
・原石の採取 
・工事施工ヤード及び工事用道路等の設置 
・建設発生土の処理の工事 

・改変の程度 
・利用性の変化 

施
設
等
の
存
在

及
び
供
用 

・ダムの堤体の存在 
・ダムの供用及び貯水池の存在 
・原石山の跡地の存在 
・道路の存在 
・建設発生土処理場の跡地の存在 

 

 

 

 (2)予測地域及び地点 

予測地域は対象事業実施区域及びその周辺とし、予測地点は歴史的文化的環境の状況を

適切かつ効果的に把握できる地点とした。 

予測地域及び予測地点を図 11.3.4.13-1 に示す。予測地域は対象事業実施区域及びその

周辺とした (表 11.3.4.13-2)。なお大山神社、大雄寺の十一面観世音菩薩坐像、大雄寺の

五百羅漢、富川のかつら及び奥の院については、対象事業実施区域及びその周辺の外に位

置しているが、アクセスルートが対象事業実施区域内を通ることから、予測対象とした。 
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表 11.3.4.13-2 予測対象とする影響要因と予測地点(歴史的文化的環境) 

予測対象とする影響要因

予測地点 

工事中 施設等の存在及び供用 

改変の程度 利用性の変化 改変の程度 利用性の変化

文
化
財
等 

大渡野用水 ●  ●  

岩観音 ● ● ● ● 

神明社 ● ● ● ● 

洞仙神社 ● ● ● ● 

大山神社  ●  ● 

大雄寺の十一面観世音菩薩坐像  ●  ● 
大雄寺の五百羅漢  ●  ● 
富川のかつら  ●  ● 
奥の院  ●  ● 

埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地

広谷 A遺跡 ●  ●  

広谷 B遺跡 ●  ●  

西出口遺跡 ●  ●  
注)1. 大山神社、大雄寺の十一面観世音菩薩坐像、大雄寺の五百羅漢、富川のかつら及び奥の院は、対象事業

実施区域及びその周辺の外に位置することから、改変の程度に関する予測は行わないこととした。  

2.大渡野用水の利用性の変化に関する予測は、改変区域は消失するが下流側は利用性の変化は想定されな

いことから行わないこととした。 

3.埋蔵文化財包蔵地の利用性の変化に関する予測は、変化が想定されないことから行わないこととした。 

4.鹿谷遺跡はすでに消滅したものとされていることから、予測対象から除いた。 

 

 

(3)予測対象時期等 

予測対象時期は、工事中については、歴史的文化的環境に係る環境影響を的確に把握で

きる時期とした。 

施設等の存在及び供用については、ダムの供用が定常状態であり、歴史的文化的環境に

係る環境影響を的確に把握できる時期とし、ダムの供用開始後とした。 
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図 11.3.4.13-1 歴史的文化的環境の予測地域及び予測地点 

■大渡野用水 
戦国時代に作られた用水
路だが、現在はコンクリート
製 U字溝となっている。 

■神明社 
諫江八十八ヶ所第七番札所
であり、5月と 9月に諫早神社
の神主がお祓いに来る。 

■洞仙神社 
4 月又は 11 月に山の神の祭事
が行われる。境内には山の神と彫
られた石碑がある。 

 

■大山神社 
大山共有林組合員が山の神を
祀る。もとは高峰展望台山頂に
祀られていた。 

■大雄寺の十一面観世音菩
薩坐像 
室町期の様式の坐像で、も
ともと代々諫早家の守本尊
として城山の頂上に安置し
ていた。 

 

■大雄寺の五百羅漢 
麿崖仏としては県内随一

のものであり、諫早水害史を
物語る資料である。 

■富川のかつら 
根回り約 9m、高さ約 10m、根
元から多数の幹が萌出してい
る。カツラとしては大樹である。

■奥の院 
大雄寺の十一面観世音菩薩坐
像を安置した御堂である。 

■広谷遺跡（A及び B） 
縄文時代の遺物包含地であ

る。（写真は広谷 A遺跡） 

 

■西出口遺跡 
縄文時代の遺物包含地である。 

■鹿谷遺跡

■岩観音 
洞穴の中に観音像があり、脇
の湧水に浸すとイボが治ると
いう。別名「イボ観音」。 



11.3.4-599 

(4)予測の結果 

予測結果は、表 11.3.4.13-3 に示すとおりである。 

 

表 11.3.4.13-3 環境保全措置の検討項目(1/3) 

項 目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討 

工事中 
施設等の存
在及び供用 

文化財等 

大 渡 野 用
水 

工事中 
○改変の程度 
大渡野用水の一部区間が消失し、通水が阻害され

ると予測される。 
 
施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
大渡野用水の一部が消失し、通水が阻害されると

予測される。 

○ ○ 

岩観音 

工事中 
○改変の程度 
岩観音の改変はないと予測される。 

○利用性の変化 
岩観音までのアクセスルートは変更されるが、所

要時間の増減は-30 秒弱であり、アクセス性の変化
は小さいと予測される。 
 
施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
岩観音の改変はないと予測される。 

○利用性の変化 
岩観音までのアクセスルートは変更されるが、所

要時間の増減は-1 分弱であり、アクセス性の変化は
小さいと予測される。 

－ － 

神明社 

工事中 
○改変の程度 
神明社の改変はないと予測される。 

○利用性の変化 
神明社までのアクセス性の変化は想定されない。

 
施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
神明社の改変はないと予測される。 

○利用性の変化 
神明社までのアクセス性の変化は想定されない。

－ － 

洞仙神社 

工事中 
○改変の程度 
洞仙神社は消失すると予測される。 

○利用性の変化 
洞仙神社は消失すると予測される。 

 
施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
洞仙神社は消失すると予測される。 

○利用性の変化 
洞仙神社は消失すると予測される。 

○ ○ 

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.13-3 環境保全措置の検討項目(2/3) 

項 目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討 

工事中 
施設等の存
在及び供用 

文化財等 

大山神社 

工事中 
○利用性の変化 
大山神社までのアクセスルートは変更されるが、

所要時間の増減は+4 分であり、アクセス性の変化は
小さいと予測される。 
 
施設等の存在及び供用 
○利用性の変化 
大山神社までのアクセスルートは変更されるが、

所要時間の変化はなく、アクセス性の変化はないと
予測される。 

－ － 

大 雄 寺 の
十 一 面 観
世 音 菩 薩
坐像 

工事中 
○利用性の変化 
大雄寺の十一面観世音菩薩坐像までのアクセスル

ートは変更されるが、所要時間の増減は+1 分弱であ
り、アクセス性の変化は小さいと予測される。 
 
施設等の存在及び供用 
○利用性の変化 
大雄寺の十一面観世音菩薩坐像までのアクセスル

ートは変更されるが、所要時間の増減は+30 秒弱で
あり、アクセス性の変化は小さいと予測される。 

－ － 

大 雄 寺 の
五百羅漢 

工事中 
○利用性の変化 
大雄寺の五百羅漢までのアクセスルートは変更さ

れるが、所要時間の増減は+1 分弱であり、アクセス
性の変化は小さいと予測される。 
 
施設等の存在及び供用 
○利用性の変化 
大雄寺の五百羅漢までのアクセスルートは変更さ

れるが、所要時間の増減は+30 秒弱であり、アクセ
ス性の変化は小さいと予測される。 

－ － 

富 川 の か
つら 

工事中 
○利用性の変化 
富川のかつらまでのアクセスルートは変更される

が、所要時間の増減は+1分弱であり、アクセス性の
変化は小さいと予測される。 
 
施設等の存在及び供用 
○利用性の変化 
富川のかつらまでのアクセスルートは変更される

が、所要時間の増減は+30 秒弱であり、アクセス性
の変化は小さいと予測される。 

－ － 

注)－：環境保全措置の検討を行わない。 
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表 11.3.4.13-3 環境保全措置の検討項目(3/3) 

項 目 予測結果の概要 
環境保全措置の検討 

工事中 
施設等の存
在及び供用 

文化財等 奥の院 

工事中 
○利用性の変化 
奥の院までのアクセスルートは変更されるが、所

要時間の増減は+1 分弱であり、アクセス性の変化は
小さいと予測される。 
 
施設等の存在及び供用 
○利用性の変化 
奥の院までのアクセスルートは変更されるが、所

要時間の増減は+30 秒弱であり、アクセス性の変化
は小さいと予測される。 

－ － 

埋蔵文化
財包蔵地 

広谷A遺跡 

工事中 
○改変の程度 
広谷 A遺跡の改変はないと予測される。 

 
施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
広谷 A遺跡の改変はないと予測される。 

－ － 

広谷 B遺跡 

工事中 
○改変の程度 
広谷 B遺跡の改変はないと予測される。 

 
施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
広谷 B遺跡の改変はないと予測される。 

－ － 

西 出 口 遺
跡 

工事中 
○改変の程度 
西出口遺跡の改変はないと予測される。 

 
施設等の存在及び供用 
○改変の程度 
西出口遺跡の改変はないと予測される。 

－ － 

注)－：環境保全措置の検討を行わない。 
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(5)環境保全措置 

予測結果を踏まえ、表 11.3.4.13-4 に示すとおり、環境保全措置を実施する。 

 

表 11.3.4.13-4 環境保全措置の検討 

項目 環境影響 環境保全措置の方針 環境保全措置 環境保全措置の効果 

文
化
財
等 

大
渡
野
用
水 

 ダムの堤

体及び付替

道路等の出

現により、大

渡野用水の

一部の区間

が消失し、通

水が阻害さ

れると予測

される。 

大渡野用水の機能を保

全する。実施にあたって

は、地元及び利水関係者

と協議の上、現状復帰を

基本とする。 

・改変部の水路を付替

え、機能回復を図

る。 

大渡野用水の水路として

の機能が保全される。 

大渡野用水の生活文

化・歴史的価値の観点で

保全を行う。実施にあた

っては、地元及び利水関

係者と協議の上、保全措

置を行う。 

・大渡野用水に関する

生活文化・歴史的価

値の記録保存。 

大渡野用水の地域におけ

る生活文化・歴史的価値の

記録が保存される。 

洞
仙
神
社 

貯水池の

出現により、

洞仙神社が

消失すると

予測される。 

社を新設し、御神体を

移設することにより洞仙

神社の象徴である御神体

の保全を図る。実施にあ

たっては、地元関係者と

の協議の上、保全措置に

努める。 

・社を新設し、御神体

を移設する。 

洞仙神社の象徴である御

神体が保全される。 

社及び御神体を移設

し、洞仙神社の保全を図

る。実施にあたっては、

地元関係者との協議の

上、保全措置に努める。

・社及び御神体を移設

する。 

洞仙神社と御神体が保全

される。 

 

(6)事後調査 

歴史的文化的環境に係る環境影響は、水路の付替え、御神体の移設等により、程度が著

しいものとなるおそれがないと判断し、条例に基づく事後調査は実施しない。 

 

(7)評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

歴史的文化的環境については、文化財等及び埋蔵文化財包蔵地について調査、予測を実

施した。その結果を踏まえ、環境保全措置の検討を行い、文化財等及び埋蔵文化財包蔵地

に係る環境影響を低減することとした。これにより、歴史的文化的環境に係る環境影響が

事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減されると判断する。 
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11.3.4.14 廃棄物等 

廃棄物等は、ダム堤体の縮小に伴い、改変区域、施工数量等が減少することから、廃棄物等の

発生量が減少すると考えられるため、再予測は実施しない。 

事業計画変更前の廃棄物等の予測結果は、第 7章の P.7.1.14-1 に掲載した。 
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11.3.5 総合的な評価 

本明川ダム建設事業の実施に係る環境影響については、調査及び予測の結果並びに環境保全措

置の検討結果を踏まえ、事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減されており、必要に応じその

他の方法により環境保全についての配慮が適正になされるのもと判断する。 

また、調査及び予測の結果については、国又は長崎県が実施する環境の保全に関する施策によ

って示されている基準又は目標との整合が図られるものと判断する。 
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1. 異常年検定 

予測に用いる基準年の気象データが平年の気象に比べて異常でないかを統計手法を用い

て検定する方法として「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」に示される一元配置の

分散分析を用いた。これは、基準年 1 年間と比較年 10 年間の 2 群について気象データ（風

向別出現回数、風速階級別出現回数）の因子間変動（群間の変動）と因子内変動（同一群

内での変動）の分散比を求め、群間の変動が群内の変動よりも大きいか検定し、群間の変

動が群内の変動よりも大きければ、母平均に差があるとする方法である。 

 

(1) 検定の手順 

① 仮説をたてる。 

帰無仮説 Ｈ0：基準年のデータと比較年データ X に間に有意な差はない。 

ｎ

1i
i00 ／ｎ）Ｘ＝Ｘ（ Ｘ ＝ Ｘ  ： Ｈ  

ここに、 

Ｘ0     ：基準年データ 

ｎ

1i
i／ｎＸ＝Ｘ ：比較年データの平均 

 

② 検定統計量（F）を求める。 

2

2
0

0
（ｎ＋１）S

）Ｘ－（ｎ－１）（Ｘ
 ＝ Ｆ  

n

1i

2

i

2 ／ｎ）Ｘ－（Ｘ 　＝Ｓ  

③ 自由度 ν1＝１、ν2＝ｎ－１を求める。 

④ 有意水準（危険率）αを決め、Ｆ分布表より )(F 1

2
の値を求める。 

⑤ 0F と )(F 1

2
を比較する。 

0F ≧ )(F 1

2
ならば仮説棄却：  Ｘ ＝ Ｘ  ： Ｈ 00 は棄却 

0F ＜ )(F 1

2
ならば仮説採択：  Ｘ ＝ Ｘ  ： Ｈ 00 は採択 
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(2) 検定結果 

対象事業実施区域の西約 10km にある大村地域気象観測所の風向・風速データを用い、

検定を行った結果を表 1-1 及び表 1-2 に示す。 

「基準年（平成 18 年）のデータＸ0と比較年データ X に間に有意な差はない」という

仮説が採択された。 

 

表 1-1 風向出現回数の異常年検定表 
地点：大村地域気象観測所 
比較年：平成 8 年 1 月～17 年 12 月 
検定年：平成 18 年 1 月～12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-2 風速出現回数の異常年検定表 
地点：大村地域気象観測所 
比較年：平成 8 年 1 月～17 年 12 月 
検定年：平成 18 年 1 月～12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計年度 検定年度 危険率

平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 判定　○採択，×棄却

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 F0 5.0% 1.0% 0.5%

N 322 759 886 815 910 935 911 895 885 740 910 0.30 ○ ○ ○
NNE 251 466 525 540 479 520 428 430 462 466 392 0.57 ○ ○ ○
NE 158 269 398 337 327 394 259 300 327 269 291 0.03 ○ ○ ○
ENE 259 244 250 218 210 240 247 232 266 244 276 3.77 ○ ○ ○
E 426 386 374 355 376 360 378 393 394 386 364 0.81 ○ ○ ○
ESE 1196 533 520 538 542 465 557 691 674 533 670 0.04 ○ ○ ○
SE 660 1342 1251 1399 1348 1254 1360 1486 1566 1342 1411 0.18 ○ ○ ○
SSE 250 821 845 918 827 827 691 591 568 821 644 0.12 ○ ○ ○
S 186 336 339 376 360 285 380 273 266 336 327 0.04 ○ ○ ○
SSW 314 316 281 250 238 211 243 293 279 316 250 0.38 ○ ○ ○
SW 406 401 426 313 340 353 256 373 308 401 383 0.20 ○ ○ ○
WSW 228 414 524 334 377 401 336 436 427 414 379 0.02 ○ ○ ○
W 212 320 295 282 306 347 296 296 304 320 292 0.02 ○ ○ ○
WNW 465 312 274 316 338 300 416 389 391 312 403 0.66 ○ ○ ○
NW 619 843 618 723 798 802 972 807 732 843 756 0.03 ○ ○ ○
NNW 670 875 858 966 880 954 987 845 906 875 974 0.99 ○ ○ ○
calm 42 53 56 50 50 102 33 30 29 43 38 0.24 ○ ○ ○

統計年度 検定年度 危険率

平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 判定　○採択，×棄却

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 F0 5.0% 1.0% 0.5%

0～0.9 42 53 56 50 50 102 33 30 29 43 42 0.10 ○ ○ ○
1.0～1.9 757 893 1036 931 954 955 829 891 891 838 917 0.06 ○ ○ ○
2.0～2.9 1349 1706 1762 1703 1796 1733 1783 1834 1848 1769 1957 2.37 ○ ○ ○
3.0～3.9 1186 1461 1483 1439 1514 1470 1367 1510 1516 1447 1460 0.04 ○ ○ ○
4.0～4.9 889 1102 1189 1161 1142 1204 1147 1146 1200 1126 1182 0.29 ○ ○ ○
5.0～5.9 716 876 1013 921 1015 934 977 956 1002 1056 1033 0.73 ○ ○ ○
6.0～6.9 616 768 830 791 805 816 792 694 759 715 755 0.00 ○ ○ ○
7.0～7.9 423 612 526 613 532 581 649 547 532 592 549 0.03 ○ ○ ○
8.0～ 686 1219 825 1121 898 955 1173 1152 1007 1174 865 0.70 ○ ○ ○
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水環境 
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1.高水時調査結果(富川地点以外) 

表2-1(1) 高水時調査結果 
 彦城橋   

平成 12 年 平成 13 年 平成 15 年  

調査地点 

 

水質項目 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均    

流量 m3/s － － － － － － 211.4 38.83 109.93    

水温 ℃ 23.5 23.5 23.5 22.8 21.2 21.8 23.0 21.0 21.9    

BOD mg/L 1.4 1.4 1.4 2.6 0.5 1.2 3.2 1.1 1.8    

COD mg/L － － － 17.6 4.4 9.7 55.7 4.1 19.8    

SS mg/L 32.0 32.0 32.0 174.0 21.0 79.0 627.0 21.0 211.0    

T-N mg/L － － － 2.09 0.96 1.42 3.77 0.96 1.77    

T-P mg/L － － － 0.209 0.045 0.110 0.539 0.046 0.230    

濁度 度 19.2 19.2 19.2 86.0 15.0 44.8 330.1 9.9 108.6    

調査日 7 月 11 日(採水 1 回) 7 月 12 日 7 月 20 日  

 
 平松橋  鉄道橋 

平成 12 年 平成 13 年 平成 15 年 平成 13 年 

調査地点 

 

水質項目 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 

流量 m3/s － － － － － － 164.96 40.99 108.91 － － － 

水温 ℃ 23.0 23.0 23.0 22.5 21.1 21.8 21.5 20.0 21.1 22.5 22.5 22.5

BOD mg/L 1.5 1.5 1.5 2.4 0.7 1.6 3.3 1.1 1.7 0.8 0.8 0.8

COD mg/L － － － 27.0 5.0 12.4 36.4 4.9 15.4 5.0 5.0 5.0

SS mg/L 41.0 41.0 41.0 222.0 25.0 105.0 434.0 27.0 160.0 29.0 29.0 29.0

T-N mg/L － － － 2.79 1.24 1.96 3.55 1.10 2.09 － － － 

T-P mg/L － － － 0.376 0.069 0.198 0.540 0.058 0.270 － － － 

濁度 度 24.1 24.1 24.1 134.0 21.0 66.8 174.7 14.3 75.4 24.0 24.0 24.0

調査日 7 月 11 日(採水 1 回) 7 月 12 日 7 月 20 日 7 月 12 日(採水 1 回) 

 
 

 野副橋  

平成 12 年 平成 13 年 平成 15 年 平成 17 年 

調査地点 

 

水質項目 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 

流量 m3/s － － － － － － － － － 21.83 9.50 15.88

水温 ℃ 21.8 21.8 21.8 19.5 19.5 19.5 21.0 21.0 21.0 26.0 22.5 24.0 

BOD mg/L 0.9 0.9 0.9 0.3 0.3 0.3 1.1 1.1 1.1 1.3 0.4 0.9 

COD mg/L － － － 4.0 4.0 4.0 3.4 3.4 3.4 18.2 3.4 10.4 

SS mg/L 25.0 25.0 25.0 14.0 14.0 14.0 15.0 15.0 15.0 137.5 8.3 74.0 

T-N mg/L － － － 0.69 0.69 0.69 1.04 1.04 1.04 1.60 0.86 1.25

T-P mg/L － － － 0.033 0.033 0.033 0.032 0.032 0.032 0.167 0.026 0.100

濁度 度 16.0 16.0 16.0 9.0 9.0 9.0 7.2 7.2 7.2 55.0 4.1 30.0

調査日 7 月 11 日(採水 1 回) 7 月 12 日(採水 1 回) 7 月 20 日(採水 1 回) 7 月 9 日 

 
 

野副橋  田ノ平橋  

平成 18 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 15 年 

調査地点 

 

水質項目 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 

流量 m3/s 21.83 1.31 8.90 － － － － － － － － － 

水温 ℃ 18.5 12.9 15.5 22.7 22.7 22.7 22.5 22.5 22.5 20.5 20.5 20.5 

BOD mg/L 1.1 0.2 0.6 1.8 1.8 1.8 1.1 1.1 1.1 1.7 1.7 1.7 

COD mg/L 9.8 1.0 6.0 － － － 5.4 5.4 5.4 5.5 5.5 5.5 

SS mg/L 63.3 3.1 25.6 95.0 95.0 95.0 29.0 29.0 29.0 40.0 40.0 40.0 

T-N mg/L 1.34 0.43 0.87 － － － 1.81 1.81 1.81 1.91 1.91 1.91

T-P mg/L 0.098 0.018 0.050 － － － 0.081 0.081 0.081 0.105 0.105 0.105

濁度 度 21.9 2.1 10.0 70.8 70.8 70.8 23.0 23.0 23.0 23.5 23.5 23.5

調査日 
4 月 10 日～11 日、 

5 月 10 日～11 日、 
7 月 11 日(採水 1 回) 7 月 12 日(採水 1 回) 7 月 20 日(採水 1 回) 
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表2-1(2) 高水時調査結果 
田ノ 平橋 鴻渕橋 

平成 17 年 平成 18 年 平成 13 年 平成 15 年 

調査地点 

 

水質項目 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 

流量 m3/s 14.67 2.91 10.33 18.41 1.13 6.34 － － － － － － 

水温 ℃ 26.0 23.5 24.5 19.5 14.2 17.2 23.0 23.0 23.0 22.0 22.0 22.0 

BOD mg/L 3.6 0.8 2.4 2.8 0.8 1.7 0.8 0.8 0.8 1.6 1.6 1.6 

COD mg/L 30.9 4.8 20.7 22.7 3.3 8.6 3.8 3.8 3.8 14.8 14.8 14.8 

SS mg/L 412.0 17.3 256.0 330.0 11.9 76.5 28.0 28.0 28.0 206.0 206.0 206.0 

T-N mg/L 3.33 2.27 2.91 2.66 1.61 1.96 2.40 2.40 2.40 2.96 2.96 2.96

T-P mg/L 0.675 0.105 0.441 0.391 0.066 0.186 0.099 0.099 0.099 0.244 0.244 0.244

濁度 度 114.3 10.2 76.8 102.7 4.5 31.2 19.0 19.0 19.0 82.4 82.4 82.4

調査日 7 月 9 日 
4 月 10 日～11 日、 

5 月 10 日～11 日、 
7 月 12 日(採水 1 回) 7 月 20 日(採水 1 回) 

 
 

鴻渕 橋  

平成 17 年 平成 18 年   

調査地点 

 

水質項目 最大 最小 平均 最大 最小 平均       

流量 m3/s 29.67 4.52 12.63 22.78 0.17 6.17       

水温 ℃ 24.5 21.0 22.5 22.0 14.0 16.8       

BOD mg/L 2.9 0.7 1.7 3.1 0.6 1.4       

COD mg/L 35.0 4.2 17.5 17.7 2.4 6.7       

SS mg/L 862.0 18.3 318.6 253.0 6.7 48.4       

T-N mg/L 3.57 1.56 2.70 3.18 1.80 2.22       

T-P mg/L 0.854 0.132 0.452 0.468 0.059 0.184       

濁度 度 216.8 11.9 98.8 104.0 3.5 23.4       

調査日 7 月 9 日 
4 月 10 日～11 日、 

5 月 10 日～11 日、 
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図2-1 彦城橋地点の高水時調査の結果 
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図2-2 平松橋地点の高水時調査の結果 
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図2-3 野副橋地点の高水時調査の結果 
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図2-4 田ノ平橋地点の高水時調査の結果 
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図2-5 鴻渕橋地点の高水時調査の結果 
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2.耶馬溪ダム、本明川ダムの貯水池水質予測モデル（鉛直 2次元）基礎式 

 

1)モデルの基礎方程式 

ダム貯水池の貯留水の動きや水質変化は、水に関する流体力学基礎方程式、すなわち水の密度

に関して非圧縮性の仮定に基づく、質量保存則、運動量保存則および熱力学第一法則を出発点と

し、各種水質変化および濃度収支則も用いて表現される。基礎方程式は次のように表示される。 

 

     水の連続式： 

0
y
v

x
u

 

 

     運動量保存則： 

)()(1

)()(1

y
A

yx
A

xy
pg

y
vv

x
vu

t
v

y
uA

yx
uA

xx
p

y
uv

x
uu

t
u

yx

yx

 

 

     熱量保存則： 

W
yx C

H
y
TD

yx
TD

xy
Tv

x
Tu

t
T )()(  

 

     物質保存則： 

S
y
cD

yx
cD

xy
cv

x
cu

t
c

yx )()(  

 

ここに、各式は平均流に関するもので、 x 、 y は流れの方向および鉛直方向の座標、u 、 v は

x 、y 方向における流速、 は密度、T は水温、H は発生熱量、 WC は水の比熱、c は水質濃度、

S は濃度の変化、 xA 、 yA は x 、 y 方向における渦動粘性係数、 xD 、 yD は x 、 y 方向における

拡散係数である。 

 



資 2-9 

水質予測モデルによる内部領域における各水質の濃度の変化は、物質保存則式の右辺 S と

なる。 

また密度 は水温及び濃度の関数として、 

 

),( CTf  

 
で定められる。ここでは、Kundsen の式を使うものとした。 

1
1000

)( tT  

 )1324.0(1)1344.0( 00 tttt BA  
 32

0 0000398.0001570.04708.1069.0 ClClCl  

 
26.67
0.283

570.503
)9.3( 2

T
TT

t  

 32 10)0010843.0098185.07869.4( TTTAt  
 62 10)01667.08164.0030.18( TTTBt  

ここに、Cl は塩分濃度(‰)、T は水温(℃)である。ただし、鉛直二次元モデルでは淡水のみ

を取り扱うため、Cl=0.0 としてある。 
鉛直二次元モデルでは濁質による密度の影響を計算する。計算式は以下のとおりである。 

610)/)(1()( sss CTT  
ここに、 ssC は濁質濃度(mg/L)、 s は土砂粒子の密度（ 3/65.2 cmgs ）、 )(T は純水の密度

である。18℃の純水の密度（ 3/9986.0)( cmgT ）と土砂粒子の密度を上式に代入すると次の

式になる。 

 610623.0)( SST  

2）熱収支 
水面と大気のあいだの熱収支要素には、水を温める過程として日射による短波放射と大気か

らの長波（赤外）放射があり、水面を冷やす過程としては水面からの長波逆放射、水の蒸発に

よる潜熱および接水気層内の乱流熱輸送（顕熱）がある。なおここで用いた「短波放射」、「長

波放射」とは大気物理学で用いる定義に従っており、それぞれ波長が 0.14 m ～4.0 m およ

び 4.0 m ～120 m の間にある電磁波のことを指している。各項に関して次のように求められ

る。 
① 短波放射（Beer 式） SQ （KJ/m2/hr） 

SQ は水深の関数である。 

 
z

oS eQQ 1  
 

ここに、 oQ は水表面での短波射量、 1 は減衰係数である。 
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  inQQ )1)(1(0  

 
ここに、 は表層吸収率、 は反射率、 inQ は入射量である。 

 
② 長波放射 LRQ （Stefan－Boltzman 式） 

a）水面から長波放射（単位： hrmKJ 2/ ） 
 

4
KLR TQ  

 
ここに、 は放射率、 427100411.2 KhmKJ r は Stefan－Boltzman 定数、 KT は絶

対水温である。 

b）大気から長波逆放射（単位： hrmKJ 2/ ） 
 

)1(10937.0 6
2

5 RTQLA  
 

ここに 2T は水面以上 2m のところの絶対気温、 R は水表面反射率である。 

 
c）雲量の影響（単位： hrmKJ 2/ ） 

雲より長波逆反射が増加する。 
 

LALAC QnQ )17.01( 2  
 
ここに n は雲量である。 

 

③ 水表面における水と空気の熱交換量（単位： hrmKJ 2/ ） 

 

)( saHWa TTUCCH  

 

ここにU は風速、T は温度、 は密度、 HC は定数（1.3×10-3～1.5×10-3）である。添字 a と s

はそれぞれ空気及び水表面に対応する。 

 

④ 蒸発における熱損失（単位： hrmKJ 2/ ） 

 

)( saapa qqUCE  

 

ここに、 a は相対湿度、Cpは定数（1.4×10-3）である。 qは比蒸気圧であり、次式で示される。

ただし、tは水温(℃)である。 
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    0068.136216.00418.0 2 ttq  

 
3） 水質予測モデル 

本モデルで取り扱う水質項目は以下に示す 8項目である。 
 

・植物プランクトン（クロロフィル a） ・無機態リン 
・動物プランクトン（炭素量） ・有機態リン 
・無機態窒素 ・COD（有機物） 
・有機態窒素 ・DO（溶存酸素量） 

  
 

水質予測モデルによる内部領域における各水質の発生および消滅濃度は、濃度収支則式の右

辺 S となる。以下に各水質項目ごとの発生及び消滅濃度の算定法を示す。 

 

① 植物プランクトン 

植物プランクトンはクロロフィルaで表示される。これは、植物プランクトン個体数を計

算する方法に比べ測定者による誤差が少なく、また、有機物生産などを考える場合には光合

成の直接の担い手であるクロロフィルaがよい指標となりうるとされている。 

植物プランクトンの増殖速度に影響する因子としては、日照強度、水温、無機態窒素濃度、

無機態リン濃度及びスペース効果を考慮する。 

日照強度とスペース効果は、植物プランクトン増殖に対する強光阻害を考え、Ditoroらの

考えをもとに以下の式で与える。 

 

)exp()1exp(1 p
I
I

I
I

F s
S

y

S

y
 

 

ここに、 1F は日照強度とスペース効果による影響の修正係数、 s はスペース効果係数、 SI

は最大増殖速度を与える最適日射量（cal/cm2/日）、 yI は日射量（cal/cm2/日）、 p は植物

プランクトン濃度 )/( Lchlag である。 

栄養塩類濃度による影響はMichaelis－Menten型の式で近似し、水温による影響は以下の

式を適用する。 
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n

ss
t

IPIP

IP

ININ

IN
tPP

T
T

T
TF

CK
C

CK
C

FFRG

)1exp(

1

 

 

ここに、 T ： 水温(℃) 

 PG ： 植物プランクトン生成速度 )/1( day  

 PR ： 20℃における植物プランクトン最大増殖速度 )/1( day  

 INC ： 無機態窒素濃度 )/( LmgN  

 IPC ： 無機態リン濃度 )/( LmgP  

 INK ： 無機態窒素のMichaelis定数 )/( LmgN  

 IPK ： 無機態リンのMichaelis定数 )/( LmgP  

 Ft ： 水温による影響の修正項 

 Ｔs ： 最適水温（℃） 

 ｎ ： 尖り定数 

である。 

また、植物プランクトンの減少項としては、自己分解項、捕食項及び沈降項を考慮する。捕

食速度については、動物プランクトン濃度と捕食率に比例するものとし、飽食効果をあわせて

考慮した。沈降項については現存量に比例して沈殿するものと考えた。 

 

y
V

z
PK

KCRD CP

PP
ppg

T
CPRPP

120
 

 

ここに、 Δy： 鉛直方向のメッシュサイズ(ｍ) 

 PD ： 植物プランクトン死滅速度 )/1( day  

 RPR ： 20℃における植物プランクトン死滅率 )/1( day  

 CP ： 植物プランクトン死滅率の温度補正係数 

 gC ： 植物プランクトンの濾過（捕食）率 )./( daymgCL  

 z ： 動物プランクトン濃度 )/( LmgC  

 PPK ： 飽食効果に対するMichaelis定数 )/( Lchlag  

 CPV ： 沈降速度 )/( daym  

である。 

従って、植物プランクトンの増殖活動は一次反応型として次式で表される。 
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PDG
t
P

PP )(  

 

② 動物プランクトン 

動物プランクトンは炭素量で表示する。増殖項については、植物プランクトン捕食による

もののみを考える。捕食では前述のとおり、捕食速度が動物プランクトン濃度と濾水速度に

比例するものとして、飽食効果も考慮する。減少項としては自己分解項のみを考慮し、大型

動物による摂取は考慮していない。また、自泳性を有することから沈降項は考慮しない。 

従って、動物プランクトンの変化速度は次式で表される。 

 

zDG
t
z

RD

PK
PKCaG

zz

T
zzz

PP
ppgzz

)(

20  

 

ここで、 zG ： 動物プランクトン生成速度 )/1( day  

 zD ： 動物プランクトン死滅速度 )/1( day  

 　： chlaC / 比 )/( chlagmgC  

 za ： 植物プランクトン同化率（摂食効率） 

 zR ： 動物プランクトンの呼吸による分解速度定数 )/1( day  

 z ： 動物プランクトンの呼吸による分解速度の温度補正係数 

である。 
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③ 無機態窒素 IN  

無機態窒素濃度は河川からの流入量の他、増加項として有機窒素の分解による増加、底泥

からの溶出（最下層コントロールボリュームのみ）による増加、さらに動物プランクトンの

排泄（無機態窒素として排泄されると仮定）による増加があると考える。 

このうち溶出項については、底泥における無機態窒素の挙動（硝化脱窒作用に伴う形態変

化）を含んだものとして取り扱う。ただし、窒素ガス（気体）は考慮していない。 

減少項としては、植物プランクトン増殖に伴う摂取、吸収による減少を考慮する。従って、

無機態窒素の変化速度は次式で表される。 

 

V
AWzPCRz

PK
PKCaPG

t
C T

ININON
T
ONN

PP
ppgzP

IN 2020 )()1(  

 

ここに 
INC ： 無機態窒素濃度 )/( LmgN  

 ONC ： 有機態窒素濃度 )/( LmgN  

 ： 植物プランクトン中の )/( chlaN 比 )/( chlagmgN  

 NR ： 有機態窒素の無機化速度 )/1( day  

 ON ： 窒素分解速度の温度補正係数 

 ： 動物プランクトン中の )/( CN 比 )/( mgCmgN  

 INW ： 底泥からの無機態窒素溶出速度 )/( 2 daymgN  

 IN ： 底泥からの無機態窒素溶出速度の温度補正係数 

 A ： 最下層コントロールボリュームに対する底面積 )( 2m  

 V ： 最下層コントロールボリューム )( 3m  

である。 
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④ 有機態窒素ON  
有機態窒素濃度の変化は流入量及び放流量からの影響のほかに、増加項として植物プラン

クトンによる無機態窒素の固定量であり、減少量としては、バクテリアによる無機態窒素へ

の交換、動物プランクトンからの排泄、動物プランクトン以外の有機態窒素の沈殿であると

考えられる。なお、底泥からの溶出については有機態窒素としての溶出はないものとする。

従って、有機態窒素の変化速度は次式で表される。 

 

)(1)(

)1(

20 zCV
y

zPCR

z
PK

PKCaPG
t

C

ONONON
T
ONN

PP
ppgzP

ON

　　　　

 

 
ここに、 ONV は有機態窒素沈降速度である。 

 
⑤ 無機態リン IP 
無機態リン濃度変化については河川からの流入量及び堰から放流量の影響のほか、有機態

リンのバクテリアによる無機態リンへの変換量、底泥からの溶出量、さらに動物プランクト

ンからの排泄などにより増加する。また減少量については、植物プランクトンの摂取及び、

沈殿による減少を考える。従って､無機態リンの変化速度は次式で表される。 
 

IPIP
T
IPIPzPOP

T
OPP

PP
ppgzPPP

IP

CV
yV

AWzPCR

z
PK

PKCaPG
t

C

1)(

)1(

2020　　　　

 

 

ここに、 IPC ： 無機態リン濃度 )/( LmgP  

 OPC ： 有機態リン濃度 )/( LmgP  

 P ： 植物プランクトン中の )/( chlaC 比 )/( chlagmgP  

 PR ： 有機態リンの無機化速度（20℃） )/1( day  

 OP ： 有機態リンの無機化速度の温度補正係数 

 z ： 動物プランクトン中の CP / 比 )/( mgCmgP  

 IPW ： 底泥からの無機態リン溶出速度 )/( 2 daymgP  

 IP ： 底泥からの無機態リン溶出速度の温度補正係数 

 IPV ： 無機態リンの沈降速度 

である。 
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⑥ 有機態リンOP  
有機態リン濃度の変化については河川からの影響のほか、増加項として植物プランクトン

より摂取・吸収された無機態リンの有機態リンへの変換を考える。減少項については、有機

態窒素と同様にバクテリアによる無機態リンへの変換量、動物プランクトンからの排泄、動

物プランクトンを除く有機態リンの沈殿を考慮する。なお、底泥からの溶出については有機

態リンとしての溶出はないものとする。従って、有機態リンの変化速度は次式で表される。 

 

)(1)(

)1(

20 zCV
y

zpCR

z
PK

PKCaPG
t

C

POPOPzPOP
T
OPP

PP
ppgzPPP

OP

　　　　

 

 
ここに、 OPV は有機態リン沈降速度である。 

 
⑦ 化学的酸素要求量COD  

COD は水中の易分解性有機物の存在量を示す指標であり、生物では植物、動物のプラン

クトン、非生物では懸濁態有機物や溶存態有機物の 4 つの有機物濃度の挙動を知ればCOD

の時間変化を知ることができる。ここでは次式でCOD 変化を表わす。 
 

CODCOD
T
CODCODCOD

T
CCPP

COD CV
yV

AWCfPGK
t

C 12020  

 
ここに 

CODC ： 化学的酸素要求量 )/( Lmg  

 PK ： 植物プランクトンのCOD への換算係数 )/( chlagmgCOD  

 Cf ： 有機物分解速度定数 )/1( day  

 C ： 有機物分解速度定数の温度補正係数 

 CODW ： 底泥からのCOD 溶出速度 )./( 2 daymgCOD  

 COD ： 底泥からのCOD 溶出速度の温度補正係数 

 CODV ： COD の沈降速度 

である。 



資 2-17 

⑧ 溶存酸素量 DO  
DO の変化は、水塊にすでに含まれている溶存酸素と飽和酸素との差を推進力とする水面

からの再曝気、植物プランクトンの光合成作用に伴う溶存酸素の生成、また、有機物分解に

伴う消費、底泥における消費より表わすことができる。 
植物プランクトンによる光合成作用が活発な場合には、過飽和となる状況がみられ、ま

た、水塊中に有機物が多量に含まれている場合には、低濃度となる富栄養化の影響側面を

考える上で重要な水質項目である。 

 

COD
T
KCKC

s

s
DOSO

T
RARA

b

bT
KBKBPKP

DO

CR
V
ACCR

V
ARPGR

t
C

2020

20

)(　　　

 

 
ここに 

DOC ： 溶存酸素濃度 )/( Lmg  

 KPR ： 光合成による溶存酸素生産速度（20℃） )/( 2 chlagmgO  

 KBR ： 底泥による溶存酸素消費速度 )/( 2
2 daymgO  

 KB ： 底泥による溶存酸素消費速度温度補正係数 

 RAR ： 再曝気係数（m/day） 

 RA ： 再曝気係数温度補正係数 

 KCR ： COD 物質による溶存酸素消費速度 )/( 2 daymgCODmgO  

 KC ： COD 物質による溶存酸素消費速度補正係数 

SOC ： 飽和溶存酸素濃度 )/( Lmg   

4.220.32)000063.0006009.02809.0291.10( 32
TTTSO WWWC  

 

 

TW ：

ss VA , ：

bb VA , ： 

水温（℃） 

表層elementの表面積及び体積 

底層elementの表面積及び体積 

である。 
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3.耶馬溪ダム、本明川ダムの貯水池水質予測モデルパラメータ 

○耶馬溪ダム 

表2-2(1) 耶馬溪ダム予測モデルの検証計算のパラメータ 

パラメータ 
分類 パラメータ項目 区分 

変数
名 

単 位 既往の検討値の範囲 
採用値 

水平拡散係数 － 
Ax 
Dx 

m2/秒 2～3 2.8935 

1×10－5～1×10－3 a=0.0002 
0.5～1.0 b=1.0 

拡
散
係
数 

鉛直拡散係数  1 ) － 
Ay 
Dy 

m2/秒 
0～1×10－4 c=1×10-6 

水表面反射率(水面反射率) αr 0.02～0.07 0.05 
表層吸収率(水面吸収率) β 0.18～0.6 0.5 
日照減衰係数の比例定数 1 η1 0.27～3.0 0.6 

水
温
に
関

す
る
係
数日照減衰係数の比例定数 2 

－ 

η2 

－ 

0.0～0.06 0.001 
 A 2)

B 
植物プランクトンの 
増殖率のスペース効果係数 

C 
μS － 0.003～0.04 0.00385 

A 1.7 
B 1.5 

植物プランクトンの 
最大増殖速度 

C 
RGP 日－1 0.32～5.76 

1.7 
A 23.0 
B 18.0 

植物プランクトンの 
最適水温 

C 
TS ℃ 5～30 

10.0 
A 3 
B 3 

植物プランクトンの 
水温に対するとがり定数 

C 
n － 1～5 

3 
A 350 
B 250 

植物プランクトンの 
最適日射量 

C 
IS 

cal/cm2/日 
3) 

200～400 
180 

A 0.0005 
B 0.0012 

I-P に関する半飽和濃度 
(Michaelis 定数) 

C 
KIP mg-P/L 0.0003～0.10 

0.001 
A 0.005 
B 0.012 

I-N に関する半飽和濃度 
(Michaelis 定数) 

C 
KIN mg-N/L 0.003～0.7 

0.01 
A 0.096 
B 0.096 

20℃における 
植物プランクトンの死滅率 

C 
RPP 日－1 0.02～0.20 

0.096 
A 
B 

上記死滅率に関する 
温度補正係数 

C 
θRP － 1.02～1.07 1.06 

A 0.005 
B 0.05 

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
関
す
る
係
数 

植物プランクトンの 
沈降速度 

C 
VCP m/日 0～0.3 

0.10 
注)1) 鉛直拡散係数はリチャードソン数を引用した式により設定 

    Ay=a・exp(-b・Ri)+c 

  2) A：23℃を中心に増殖する藻類種(主に藍藻類) 

   B：18℃を中心に増殖する藻類種(主に緑藻類) 

   C：10℃を中心に増殖する藻類種(主に珪藻類) 

  3) 1cal は、約 4.186J である。 
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表 2-2(2) 耶馬溪ダム予測モデルの検証計算のパラメータ 

パラメータ 
分類 パラメータ項目 区分 変数名 単 位 

既往の検討値 

の範囲 採用値 

A 0.125 

B 0.125 
20℃における光合成による 

DO 生産速度 
C 

RKP 
mg-O2/ 

μg-Chl-a 
0.06～0.203 

0.125 

COD 物質による 

DO 消費速度 
－ RKC 

mg-O2/ 

mg-COD/日 
0.02～0.07 0.0175 

上記消費速度に関する 

温度補正係数 
－ θKC － 1.00～1.07 1.06 

底泥による DO消費速度 － RKB g-O2/m
2/日 0.01～3.2 0.70 

DO
に
関
す
る
係
数 

上記消費速度に関する 

温度補正係数 
－ θKB － 1.00～1.20 1.06 

O-P RP 日-1 0.003～0.095 0.03 
20℃における無機化速度 

O-N RN 日-1 0.0015～0.095 0.03 

O-N θN － 1.02～1.08 1.06 上記無機化速度に関する 

温度補正係数 O-P θP － 1.02～1.08 1.06 

20℃における 

COD 分解速度 
－ RC 日-1 0.00～0.04 0.012 

分
解
速
度
に
関
す
る
係
数 

COD 分解速度に関する 

温度補正係数 
－ θC － 1.02～1.08 1.06 

非出水時 0.15
COD VCOD 0.00～4.18 

出水時 1.50

非出水時 0.10
O-P VOP 0.00～3.08 

出水時 1.50

非出水時 0.10
I-P VIP 0.0～0.05 

出水時 0.10

非出水時 0.07

沈
降
速
度 

沈降速度 

O-N VON 

m/日 

0.0～0.68 
出水時 1.50

COD WCOD g-COD/m2/日 0.01～0.8 0.3 

I-P WIP g-P/m2/日 0.0～0.15 0.002 
20℃における底泥からの 

溶出速度 
I-N WIN g-N/m2/日 0.00～0.36 0.05 

COD θCOD 1.05～1.20 1.06 

I-P θIP 1.05～1.20 1.06 

溶
出
速
度
に
関
す

る
係
数 上記溶出速度に関する 

温度補正係数 
I-N θIN 

－ 

1.03～1.20 1.06 

A 0.15 

B 0.15 
植物プランクトン中の 

COD/Chl-a 比 
C 

KP 
mg-COD/ 

μg-Chl-a 
0.040～1.148 

0.15 

A 0.0005 

B 0.0005 
植物プランクトン中の 

P/Chl-a 比 
C 

δP 
mg-P/ 

μg-Chl-a 

0.00028～

0.00194 
0.0005 

A 0.008 

B 0.008 

変 

換 

率 

植物プランクトン中の 

N/Chl-a 比 
C 

δN 
mg-N/ 

μg-Chl-a 
0.0021～0.1 

0.008 

代 表 粒 径 －  μm  

2.1,8.1, 

19.0,37.2, 

66.3,203.9 
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○本明川ダム 

本明川及び耶馬溪ダムの実験結果並びに耶馬溪ダムの検証結果を基に設定した本明川

ダムの貯水池水質予測計算に用いるパラメータを表 2-4(1)～(2)に示す。 

ここで、植物プランクトンに関する係数は耶馬溪ダム及び本明川で採取した試料を用い

て実施した藻類増殖試験結果を考慮して設定した。具体的には以下のように設定した。 

・最大増殖速度は、耶馬溪ダムにおける同定値と試験値の比率を本明川ダムにおける藻

類増殖試験結果による最大増殖速度に乗じて算出した。 

・半飽和定数は実験結果をそのまま使用した。 

・変換率は、耶馬溪ダムの同定値が本明川の試験結果の範囲に収まっていれば耶馬溪ダ

ムの同定値を使用し、試験結果の範囲に収まっていなければ範囲の極値を本明川ダム

のパラメータとして設定した。 

・その他のパラメータについては耶馬溪ダムのパラメータを使用した。 
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表2-3(1) 本明川ダム予測モデルの検証計算のパラメータ 

パラメータ 
分類 パラメータ項目 区分

変数

名 
単 位 

既往の検討値の

範囲 採用値 

水平拡散係数 － 
Ax 

Dx 
m2/秒 2～3 2.8935 

1×10－5～1×10
－3 

a=0.0002 

0.5～1.0 b=1.0 

拡
散
係
数 鉛直拡散係数  1 ) － 

Ay 

Dy 
m2/秒 

0～1×10－4 c=1×10-6 

水表面反射率(水面反

射率) 
αr 0.02～0.07 0.05 

表層吸収率(水面吸収

率) 
β 0.18～0.6 0.5 

日照減衰係数の比例

定数 1 
η1 0.27～3.0 0.6 

水
温
に
関
す
る 

係
数 

日照減衰係数の比例

定数 2 

－ 

η2 

－ 

0.0～0.06 0.001 

 A 2)

B 

植物プランクトンの 

増殖率のスペース効

果係数 C 

μS － 0.003～0.04 0.00385 

A 2.068 

B 1.917 
植物プランクトンの 

最大増殖速度 
C 

RGP 日－1 0.32～5.76 

1.255 

A 23.0 

B 18.0 
植物プランクトンの 

最大増殖水温 
C 

TS ℃ 5～30 

10.0 

A 3 

B 3 

植物プランクトンの 

水温に対するとがり

定数 C 

n － 1～5 

3 

A 350 

B 250 
植物プランクトンの 

最適日射量 
C 

IS 
cal/cm2/日 

3) 
200～400 

180 

A 0.002 

B 0.009 
I-Pに関する半飽和濃

度(Michaelis 定数) 
C 

KIP mg-P/L 0.0003～0.10 

0.007 

A 0.06 

B 0.09 
I-Nに関する半飽和濃

度(Michaelis 定数) 
C 

KIN mg-N/L 0.003～0.7 

0.03 

A 0.096 

B 0.096 

20℃における 

植物プランクトンの

死滅率 C 

RPP 日－1 0.02～0.20 

0.096 

A 

B 
上記死滅率に関する 

温度補正係数 
C 

θRP － 1.02～1.07 1.06 

A 0.005 

B 0.05 

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
関
す
る
係
数 

植物プランクトンの 

沈降速度 
C 

VCP m/日 0～0.3 

0.10 

注) 1) 鉛直拡散係数はリチャードソン数を引用した式により設定 

        Ay=a・exp(-b・Ri)+c 

   2)A：23℃を中心に増殖する藻類種(主に藍藻類) 

    B：18℃を中心に増殖する藻類種(主に緑藻類) 

    C：10℃を中心に増殖する藻類種(主に珪藻類) 

   3) 1cal は、約 4.186J である。 
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表 2-3(2) 本明川ダム予測モデルの検証計算のパラメータ 

パラメータ 
分類 パラメータ項目 区分

変数

名 
単 位 

既往の検討値

の範囲 採用値 

A 0.125 

B 0.125 
20℃における光合成による 

DO 生産速度 
C 

RKP 
mg-O2/ 

μg-Chl-a 
0.06～0.203

0.125 

COD 物質による 

DO 消費速度 
－ RKC 

mg-O2/ 

mg-COD/日 
0.02～0.07 0.0175 

上記消費速度に関する 

温度補正係数 
－ θKC － 1.00～1.07 1.06 

底泥における DO消費速度 － RKB g-O2/m
2/日 0.01～3.2 0.70 

DO
に
関
す
る
係
数 

上記消費速度に関する 

温度補正係数 
－ θKB － 1.00～1.20 1.06 

O-P RP 日-1 0.003～0.095 0.03 

20℃における無機化速度 
O-N RN 日-1 

0.0015～

0.095 
0.03 

O-N θN － 1.02～1.08 1.06 上記無機化速度に関する 

温度補正係数 O-P θP － 1.02～1.08 1.06 

20℃における 

COD 分解速度 
－ RC 日-1 0.00～0.04 0.012 

分
解
速
度
に
関
す
る
係
数 COD 分解速度に関する 

温度補正係数 
－ θC － 1.02～1.08 1.06 

平水時 0.15
COD VCOD 0.00～4.18 

高水時 1.50

平水時 0.10
O-P VOP 0.00～3.08 

高水時 1.50

平水時 0.10
I-P VIP 0～0.05 

高水時 0.10

平水時 0.07

沈
降
速
度 

沈降速度 

O-N VON 

m/日 

0.0～0.68 
高水時 1.50

COD WCOD g-COD/m2/日 0.01～0.8 0.3 

I-P WIP g-P/m2/日 0.0～0.15 0.002 
20℃における底泥からの 

溶出速度 
I-N WIN g-N/m2/日 0.00～0.36 0.05 

COD θCOD 1.05～1.20 1.06 

I-P θIP 1.05～1.20 1.06 

溶
出
速
度
に
関
す
る

係
数 

上記溶出速度に関する 

温度補正係数 
I-N θIN

－ 

1.03～1.20 1.06 

A 0.110 

B 0.150 
植物プランクトン中の 

COD/Chl-a 比 
C 

KP 
mg-COD/ 

μg-Chl-a 
0.040～1.148

0.079 

A 0.0005 

B 0.0005 
植物プランクトン中の 

P/Chl-a 比 
C 

δP 
mg-P/ 

μg-Chl-a 

0.00028～

0.00194 
0.0010 

A 0.008 

B 0.008 

変 

換 

率 

植物プランクトン中の 

N/Chl-a 比 
C 

δN 
mg-N/ 

μg-Chl-a 
0.0021～0.1

0.012 

代 表 粒 径 －  μm  

2.34,6.86 

13.19,26.62 

59.41,100.0 

 



資 2-23 

4.耶馬溪ダムの検証計算結果（水質鉛直分布） 

i) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布) 

水温 
計算結果 実測値

1月10日 2月8日 3月5日 4月22日

5月16日 6月6日 7月16日 8月2日

9月6日 10月8日 11月8日 12月9日
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ＳＳ 
計算結果 実測値
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図2-6(1) 水温及びSSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和60年) 
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図 2-6(2) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 61年) 
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図 2-6(3) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 62年) 
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図 2-6(4) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 63年) 
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図 2-6(5) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成元年) 
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図 2-6(6) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 2 年) 
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図 2-6(7) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 3 年) 
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図 2-6(8) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 4 年) 
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図 2-6(9) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 5 年) 
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図 2-6(10) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 6年) 
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図 2-6(11) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 7年) 
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図 2-6(12) 水温及び SSの検証計算結果(耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 8年) 
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ii) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布) 
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図2-7(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和60年) 
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図 2-7(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 60年) 
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図 2-7(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 60年) 
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図 2-7(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 60年) 
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図2-8(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和61年) 
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図 2-8(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 61年) 
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図 2-8(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 61年) 
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図 2-8(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 61年) 
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図2-9(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和62年) 
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図 2-9(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 62年) 
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図 2-9(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 62年) 
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図 2-9(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 62年) 
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図2-10(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和63年) 
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図 2-10(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 63年) 
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図 2-10(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 63年) 
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図 2-10(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、昭和 63年) 



資 2-43 

 

 

ＣＯＤ 
計算結果 実測値

1月11日 2月13日 3月2日 4月26日

5月17日 6月8日 7月5日 8月8日

9月8日 10月6日 11月9日 12月7日

＜ C O D ＞

125

130

135

140

145

150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150
155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150
155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150
155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150
155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140

145
150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140

145
150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140

145
150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140

145
150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

 
図2-11(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成元年) 
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図 2-11(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成元年) 
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図 2-11(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成元年) 
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図 2-11(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成元年) 
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図 2-12(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 2 年) 
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図 2-12(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 2 年) 
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図 2-12(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 2 年) 
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図 2-12(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 2 年) 
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図2-13(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成3年) 

Ｔ－Ｎ 
計算結果 実測値

1月11日 2月26日 3月15日 4月23日

5月24日 6月24日 7月9日 8月7日

9月10日 10月8日 11月6日 12月10日

＜ T - N ＞

125

130
135

140
145

150
155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5

T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140
145

150
155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5

T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140
145

150
155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5

T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140
145

150
155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5

T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140
145
150

155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5
T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140
145
150

155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5
T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140
145
150

155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5
T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140
145
150

155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5
T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135
140
145

150

155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5
T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135
140
145

150

155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5
T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135
140
145

150

155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5
T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135
140
145

150

155
160

165

0 0.5 1 1.5 2 2.5
T-N(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

 
図 2-13(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 3 年) 
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図 2-13(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 3 年) 
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図 2-13(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 3 年) 
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図2-14(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成4年) 
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図 2-14(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 4 年) 
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図 2-14(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 4 年) 
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図 2-14(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 4 年) 
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図2-15(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成5年) 
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図 2-15(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 5 年) 
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図 2-15(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 5 年) 
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図 2-15(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 5 年) 



資 2-53 

 

 

ＣＯＤ 
計算結果 実測値

1月11日 2月10日 3月11日 4月26日

5月20日 6月15日 7月12日 8月10日

9月13日 10月11日 11月10日 12月6日

＜ C O D ＞

125

130

135

140

145

150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150
155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150
155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150
155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130

135

140

145

150
155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140

145
150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140

145
150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140

145
150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

125

130
135

140

145
150

155

160

165

0 2 4 6 8 10
COD(mg/L)

標
高

(
E
L
.
m
)

 
図2-16(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成6年) 
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図 2-16(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 6 年) 
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図 2-16(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 6 年) 
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図 2-16(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 6 年) 
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図2-17(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成7年) 
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図 2-17(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 7 年) 
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図 2-17(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 7 年) 
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図 2-17(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 7 年) 
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図2-18(1) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成8年) 
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図 2-18(2) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 8 年) 
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図 2-18(3) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 8 年) 
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図 2-18(4) 水質の検証計算結果 (耶馬溪ダムダムサイト地点鉛直分布、平成 8 年) 
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注
)

1
.分

類
体

系
 ・

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
が

、
同

目
録

に
記

載
の

な
い

種
に

つ
い

て
は

そ
の

他
の

資
料

を
用

い
て

分
類

を
行

っ
た

。
　

使
用

し
た

目
録

を
以

下
に

示
す

。
　

1
.「

環
境

庁
目

録
」
（
環

境
庁

　
昭

和
6
3
年

）
　

2
.「

長
崎

県
植

物
誌

」
（
長

崎
県

生
物

学
会

　
長

崎
県

理
科

教
育

学
会

　
昭

和
5
5
年

）
　

3
.「

改
訂

日
本

植
生

便
覧

」
（
至

文
堂

　
平

成
6
年

）
　

4
.「

改
訂

増
補

 新
日

本
樹

木
総

検
索

誌
」
（
井

上
書

店
　

昭
和

5
8
年

）
 ・

確
認

さ
れ

た
種

の
う

ち
、

他
の

種
と

重
複

す
る

可
能

性
が

あ
る

種
は

種
数

の
合

計
か

ら
除

い
た

。
2
.備

　
考

　
1
.ト

ウ
ゲ

シ
バ

：
現

地
調

査
（
平

成
1
2
年

度
）
で

は
ホ

ソ
バ

ト
ウ

ゲ
シ

バ
、

文
献

1
で

は
ホ

ソ
バ

ノ
ト
ウ

ゲ
シ

バ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
を

参
考

に
、

ト
ウ

ゲ
シ

バ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
2
.ヒ

メ
ク

ラ
マ

ゴ
ケ

：
文

献
1
・
3
で

は
ヒ

メ
タ

チ
ク

ラ
マ

ゴ
ケ

（
S
el

ag
in

el
la

 h
et

er
o
st

ac
h
ys

）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
学

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

ヒ
メ

ク
ラ

マ
ゴ

ケ
該

当
す

る
こ

と
か

ら
、

ヒ
メ

ク
ラ

マ
ゴ

ケ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
3
.ナ

ガ
ホ

ノ
ナ

ツ
ノ

ハ
ナ

ワ
ラ

ビ
：
文

献
4
で

は
ナ

ガ
ホ

ナ
ツ

ノ
ハ

ナ
ワ

ラ
ビ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

文
献

4
で

は
ナ

ガ
ボ

ノ
ナ

ツ
ノ

ハ
ナ

ワ
ラ

ビ
と

記
載

さ
れ

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

ナ
ガ

ボ
ノ

ナ
ツ

ノ
ハ

ナ
ワ

ラ
ビ

は
、

ナ
ガ

ホ
ノ

ナ
ツ

ノ
ハ

ナ
ワ

ラ
ビ

の
別

名
で

あ
り

、
ナ

ガ
ホ

ノ
ナ

ツ
ノ

ハ
ナ

ワ
ラ

ビ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
4
.ネ

ズ
：
文

献
2
で

は
ネ

ズ
ミ
サ

シ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

　
5
.ク

ワ
ノ

ハ
エ

ノ
キ

：
文

献
1
で

は
リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

エ
ノ

キ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

エ
ノ

キ
は

、
ク

ワ
ノ

ハ
エ

ノ
キ

の
別

名
で

あ
り

、
ク

ワ
ノ

ハ
エ

ノ
キ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

6
.ニ

オ
ウ

ヤ
ブ

マ
オ

：
文

献
1
で

は
サ

イ
カ

イ
ヤ

ブ
マ

オ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
サ

イ
カ

イ
ヤ

ブ
マ

オ
は

、
ニ

オ
ウ

ヤ
ブ

マ
オ

の
別

名
で

あ
り

、
ニ

オ
ウ

ヤ
ブ

マ
オ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

7
.ハ

ナ
ミ
ズ

ナ
科

は
、

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
の

た
め

の
生

物
リ
ス

ト
で

は
ツ

ル
ナ

科
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

　
8
.ホ

ウ
キ

ギ
：
文

献
1
で

は
イ

ソ
ボ

ウ
キ

（
K

o
ch

ia
 s

co
p
ar

ia
）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
学

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

ホ
ウ

キ
ギ

に
該

当
す

る
こ

と
か

ら
、

ホ
ウ

キ
ギ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

9
.ヒ

カ
ゲ

イ
ノ

コ
ズ

チ
：
文

献
1
・
5
・
6
で

は
イ

ノ
コ

ズ
チ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

イ
ノ

コ
ズ

チ
は

、
ヒ

カ
ゲ

イ
ノ

コ
ズ

チ
の

別
名

で
あ

り
、

ヒ
カ

ゲ
イ

ノ
コ

ズ
チ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

1
0
.サ

ネ
カ

ズ
ラ

：
文

献
2
で

は
ビ

ナ
ン

カ
ズ

ラ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

ビ
ナ

ン
カ

ズ
ラ

は
、

サ
ネ

カ
ズ

ラ
の

別
名

で
あ

り
、

サ
ネ

カ
ズ

ラ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
1
1
.シ

ナ
サ

ル
ナ

シ
：
現

地
調

査
（
平

成
1
2
年

度
）
で

は
オ

ニ
マ

タ
タ

ビ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
原

色
日

本
植

物
図

鑑
（
保

育
社

）
」
に

よ
る

と
オ

ニ
マ

タ
タ

ビ
は

シ
ナ

サ
ル

ナ
シ

の
別

名
で

あ
り

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
シ

ナ
サ

ル
ナ

シ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
1
2
.セ

イ
ヨ

ウ
カ

ラ
シ

ナ
：
現

地
調

査
（
平

成
1
2
～

1
4
年

度
）
で

は
カ

ラ
シ

ナ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
「
日

本
の

帰
化

植
物

（
平

凡
社

）
」
に

よ
る

と
カ

ラ
シ

ナ
は

セ
イ

ヨ
ウ

カ
ラ

シ
ナ

の
別

名
で

あ
り

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
セ

イ
ヨ

ウ
カ

ラ
シ

ナ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
1
3
.シ

ョ
カ

ツ
サ

イ
：
文

献
6
で

は
ハ

ナ
ダ

イ
コ

ン
(O

ry
ch

op
hr

ag
m

us
 v

io
la

ce
us

）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
学

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

シ
ョ
カ

ツ
サ

イ
に

該
当

す
る

こ
と

か
ら

、
シ

ョ
カ

ツ
サ

イ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
1
4
.シ

ロ
バ

ナ
ネ

コ
ノ

メ
：
文

献
3
で

は
シ

ロ
バ

ナ
ネ

コ
ノ

メ
ソ

ウ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

　
1
5
.イ

ワ
ボ

タ
ン

：
文

献
3
で

は
ミ
ヤ

マ
ネ

コ
ノ

メ
ソ

ウ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
ミ
ヤ

マ
ネ

コ
ノ

メ
ソ

ウ
は

、
イ

ワ
ボ

タ
ン

の
別

名
で

あ
り

、
イ

ワ
ボ

タ
ン

と
し

て
扱

っ
た

。
　

1
6
.エ

チ
ゼ

ン
ダ

イ
モ

ン
ジ

ソ
ウ

：
文

献
3
で

は
カ

エ
デ

ダ
イ

モ
ン

ジ
ソ

ウ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
新

日
本

植
物

誌
（
至

文
堂

）
」
に

よ
る

と
、

カ
エ

デ
ダ

イ
モ

ン
ジ

ソ
ウ

は
エ

チ
ゼ

ン
ダ

イ
モ

ン
ジ

ソ
ウ

の
別

名
で

あ
り

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
エ

チ
ゼ

ン
ダ

イ
モ

ン
ジ

ソ
ウ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

1
7
.ビ

ロ
ー

ド
イ

チ
ゴ

：
文

献
1
、

現
地

調
査

（
平

成
5
年

度
・
6
年

度
・
1
2
年

度
）
で

は
ビ

ロ
ウ

ド
イ

チ
ゴ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
　

1
8
.ホ

ド
イ

モ
：
文

献
1
で

は
ホ

ド
（
ホ

ド
イ

モ
）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
ホ

ド
イ

モ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
1
9
.オ

オ
バ

ヌ
ス

ビ
ト
ハ

ギ
：
文

献
1
で

は
サ

イ
ゴ

ク
ト
キ

ワ
ヤ

ブ
ハ

ギ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
サ

イ
ゴ

ク
ト
キ

ワ
ヤ

ブ
ハ

ギ
は

、
オ

オ
バ

ヌ
ス

ビ
ト
ハ

ギ
の

別
名

で
あ

り
、

オ
オ

バ
ヌ

ス
ビ

ト
ハ

ギ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
2
0
.オ

オ
ヤ

ハ
ズ

エ
ン

ド
ウ

：
文

献
1
で

は
カ

ラ
ス

ノ
エ

ン
ド

ウ
（
V

ic
ia

 s
at

iv
a
）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

学
名

は
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

オ
オ

ヤ
ハ

ズ
エ

ン
ド

ウ
に

該
当

す
る

こ
と

か
ら

、
オ

オ
ヤ

ハ
ズ

エ
ン

ド
ウ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

2
1
.イ

ブ
キ

ノ
エ

ン
ド

ウ
：
文

献
5
・
6
で

は
カ

ラ
ス

ノ
エ

ン
ド

ウ
（
V

ic
ia

 s
ep

iu
m

）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
学

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

イ
ブ

キ
ノ

エ
ン

ド
ウ

に
該

当
す

る
こ

と
か

ら
、

イ
ブ

キ
ノ

エ
ン

ド
ウ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

2
2
.ゲ

ン
ノ

シ
ョ
ウ

コ
：
文

献
3
で

は
フ

ウ
ロ

ソ
ウ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
フ

ウ
ロ

ソ
ウ

は
、

ゲ
ン

ノ
シ

ョ
ウ

コ
の

別
名

で
あ

り
、

ゲ
ン

ノ
シ

ョ
ウ

コ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
2
3
.ハ

マ
セ

ン
ダ

ン
：
文

献
1
で

は
シ

マ
ク

ロ
ギ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
シ

マ
ク

ロ
ギ

は
、

ハ
マ

セ
ン

ダ
ン

の
別

名
で

あ
り

、
ハ

マ
セ

ン
ダ

ン
と

し
て

扱
っ

た
。

　
2
4
.ナ

ナ
ミ
ノ

キ
：
文

献
1
・
2
・
3
で

は
ナ

ナ
メ

ノ
キ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
ナ

ナ
メ

ノ
キ

は
、

ナ
ナ

ミ
ノ

キ
の

別
名

で
あ

り
、

ナ
ナ

ミ
ノ

キ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
2
5
.ツ

ゲ
：
文

献
3
で

は
ア

サ
マ

ツ
ゲ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
ア

サ
マ

ツ
ゲ

は
、

ツ
ゲ

の
別

名
で

あ
り

、
ツ

ゲ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
2
6
.フ

ギ
レ

シ
ハ

イ
ス

ミ
レ

：
文

献
3
で

は
フ

ゲ
レ

シ
ハ

イ
ス

ミ
レ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
　

2
7
.ベ

ニ
バ

ナ
ヤ

マ
ボ

ウ
シ

：
文

献
1
で

は
ベ

ニ
ヤ

マ
ボ

ウ
シ

（
B

en
th

am
id

a 
ja

po
ni

ca
 f

.r
os

ea
）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
学

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

ベ
ニ

バ
ナ

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
に

該
当

す
る

こ
と

か
ら

、
ベ

ニ
バ

ナ
ヤ

マ
ボ

ウ
シ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

2
8
.オ

オ
シ

シ
ウ

ド
：
文

献
1
で

は
ヨ

ロ
イ

グ
サ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
ヨ

ロ
イ

グ
サ

は
、

オ
オ

シ
シ

ウ
ド

の
別

名
で

あ
り

、
オ

オ
シ

シ
ウ

ド
と

し
て

扱
っ

た
。

　
2
9
.サ

ワ
ゼ

リ
：
文

献
1
で

は
ヌ

マ
ゼ

リ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
ヌ

マ
ゼ

リ
は

、
サ

ワ
ゼ

リ
の

別
名

で
あ

り
、

サ
ワ

ゼ
リ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
3
0
.ホ

ツ
ツ

ジ
：
文

献
3
で

は
ヤ

ク
シ

マ
ホ

ツ
ツ

ジ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

　
3
1
.シ

マ
モ

ク
セ

イ
：
文

献
3
で

は
ナ

タ
オ

レ
ノ

キ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
環

境
庁

目
録

」
に

よ
る

と
ナ

タ
オ

レ
ノ

キ
は

、
シ

マ
モ

ク
セ

イ
の

別
名

で
あ

り
、

シ
マ

モ
ク

セ
イ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

3
2
.ア

オ
カ

モ
メ

ヅ
ル

：
文

献
1
で

は
ア

オ
カ

モ
メ

ズ
ル

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
　

3
3
.オ

キ
ナ

ワ
シ

タ
キ

ソ
ウ

：
文

献
1
で

は
オ

キ
ナ

ワ
シ

タ
キ

ズ
ル

、
現

地
調

査
（
平

成
1
2
年

度
・
2
0
年

度
）
で

は
オ

キ
ナ

ワ
シ

タ
キ

ヅ
ル

（
St

ep
ha

no
ti
s 

lu
tc

hu
en

si
s

）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
学

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

オ
キ

ナ
ワ

シ
タ

キ
ソ

ウ
に

該
当

す
る

こ
と

か
ら

、
オ

キ
ナ

ワ
シ

タ
キ

ソ
ウ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

3
4
.コ

カ
モ

メ
ヅ

ル
：
文

献
1
で

は
コ

カ
モ

メ
ズ

ル
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

　
3
5
.ジ

ュ
ズ

ネ
ノ

キ
：
文

献
1
・
2
・
3
で

は
オ

オ
バ

ジ
ュ

ズ
ネ

ノ
キ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
オ

オ
バ

ジ
ュ

ズ
ネ

ノ
キ

は
、

ジ
ュ

ズ
ネ

ノ
キ

の
別

名
で

あ
り

、
ジ

ュ
ズ

ネ
ノ

キ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
3
6
.ア

オ
ミ
ヤ

マ
ト
ウ

バ
ナ

：
文

献
1
で

は
オ

オ
ミ
ヤ

マ
ト
ウ

バ
ナ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
オ

オ
ミ
ヤ

マ
ト
ウ

バ
ナ

は
、

ア
オ

ミ
ヤ

マ
ト
ウ

バ
ナ

の
別

名
で

あ
り

、
ア

オ
ミ
ヤ

マ
ト
ウ

バ
ナ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

3
7
.オ

オ
マ

ル
バ

ノ
テ

ン
ニ

ン
ソ

ウ
：
文

献
3
で

は
ツ

ク
シ

ミ
カ

エ
リ
ソ

ウ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
日

本
の

野
生

植
物

（
平

凡
社

）
」
に

よ
る

と
ツ

ク
シ

ミ
カ

エ
リ
ソ

ウ
は

オ
オ

マ
ル

バ
ノ

テ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

の
別

名
で

あ
り

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
オ

オ
マ

ル
バ

ノ
テ

ン
ニ

ン
ソ

ウ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
3
8
.ヒ

メ
サ

ル
ダ

ヒ
コ

：
文

献
1
で

は
ヒ

メ
サ

ル
ダ

イ
コ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
　

3
9
.コ

バ
ノ

タ
ツ

ナ
ミ
ソ

ウ
：
文

献
1
で

は
コ

バ
ノ

タ
ツ

ナ
ミ
（
Sc

ut
el

la
ri
a 

pa
rv

ifo
lia

）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

学
名

は
「
新

日
本

植
物

誌
（
至

文
堂

）
」
に

よ
る

と
、

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
コ

バ
ノ

タ
ツ

ナ
ミ
ソ

ウ
の

別
名

と
な

っ
て

お
り

、
コ

バ
ノ

タ
ツ

ナ
ミ
ソ

ウ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
4
0
.サ

ギ
ゴ

ケ
：
文

献
1
で

は
シ

ロ
バ

ナ
サ

ギ
ゴ

ケ
（
M

az
us

 m
iq

ue
lii

 f
.a

lb
ifl

or
us

）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
学

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

サ
ギ

ゴ
ケ

に
該

当
す

る
こ

と
か

ら
、

サ
ギ

ゴ
ケ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

4
1
.ホ

ソ
バ

ヒ
メ

ト
ラ

ノ
オ

：
文

献
1
で

は
ホ

ソ
バ

ノ
ヒ

メ
ト
ラ

ノ
オ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
　

4
2
.ミ

ヤ
マ

コ
ウ

モ
リ
ソ

ウ
：
文

献
3
で

は
モ

ミ
ジ

タ
マ

ブ
キ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
環

境
庁

目
録

（
環

境
庁

）
」
に

よ
る

と
モ

ミ
ジ

タ
マ

ブ
キ

は
、

ミ
ヤ

マ
コ

ウ
モ

リ
ソ

ウ
の

別
名

で
あ

り
、

ミ
ヤ

マ
コ

ウ
モ

リ
ソ

ウ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
4
3
.ツ

ク
シ

コ
ウ

モ
リ
ソ

ウ
：
文

献
3
で

は
ツ

ク
シ

コ
ウ

モ
リ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

　
4
4
.シ

ロ
バ

ナ
ノ

ア
ザ

ミ
：
文

献
1
で

は
シ

ロ
バ

ナ
ア

ザ
ミ
（
C

ir
si

um
 j
ap

on
ic

um
 
f.
le

uc
an

th
um

）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
学

名
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
、

シ
ロ

バ
ナ

ノ
ア

ザ
ミ
に

該
当

す
る

こ
と

か
ら

、
シ

ロ
バ

ナ
ノ

ア
ザ

ミ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
4
5
.シ

マ
カ

ン
ギ

ク
：
文

献
1
で

は
C

hr
ys

an
th

em
um

 i
nd

ic
um

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
日

本
の

野
生

植
物

（
平

凡
社

）
」
に

よ
る

と
、

C
h
ry

sa
n
th

em
u
m

 i
n
d
ic

u
m

は
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
D

en
dr

an
th

em
a 

in
di

cu
m

と
シ

ノ
ニ

ム
（
異

名
同

種
）
の

為
、

D
en

dr
an

th
em

a 
in

di
cu

m
と

し
て

扱
っ

た
。

　
4
6
.ヒ

ナ
ヒ

ゴ
タ

イ
：
文

献
1
で

は
ト
ウ

ヒ
ゴ

タ
イ

（
ヒ

ナ
ヒ

ゴ
タ

イ
）
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
環

境
庁

目
録

（
環

境
庁

）
」
に

記
載

の
あ

る
ヒ

ナ
ヒ

ゴ
タ

イ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
4
7
.ホ

ソ
バ

シ
ュ

ロ
ソ

ウ
：
文

献
3
で

は
ナ

ガ
バ

シ
ュ

ロ
ソ

ウ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
日

本
の

野
生

植
物

（
平

凡
社

）
」
に

よ
る

と
ナ

ガ
バ

シ
ュ

ロ
ソ

ウ
は

ホ
ソ

バ
シ

ュ
ロ

ソ
ウ

の
別

名
で

あ
り

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
ホ

ソ
バ

シ
ュ

ロ
ソ

ウ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
4
8
.ノ

ハ
カ

タ
カ

ラ
ク

サ
：
文

献
1
で

は
ト
キ

ワ
ツ

ユ
ク

サ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
日

本
の

帰
化

植
物

（
平

凡
社

）
」
に

よ
る

と
ト
キ

ワ
ツ

ユ
ク

サ
は

ノ
ハ

カ
タ

カ
ラ

ク
サ

の
別

名
で

あ
り

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
ノ

ハ
カ

タ
カ

ラ
ク

サ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
4
9
.ア

オ
カ

モ
ジ

グ
サ

：
文

献
1
で

は
タ

チ
カ

モ
ジ

グ
サ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
ア

オ
カ

モ
ジ

グ
サ

は
、

タ
チ

カ
モ

ジ
グ

サ
の

別
名

で
あ

り
、

タ
チ

カ
モ

ジ
グ

サ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
5
0
.オ

オ
タ

チ
カ

モ
ジ

：
文

献
1
で

は
オ

オ
タ

チ
カ

モ
ジ

グ
サ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
　

5
1
.キ

ダ
チ

ノ
ネ

ズ
ミ
ガ

ヤ
：
文

献
1
・
3
で

は
キ

ダ
チ

ネ
ズ

ミ
ガ

ヤ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

　
5
2
.コ

チ
ヂ

ミ
ザ

サ
：
文

献
1
・
3
で

は
チ

ヂ
ミ
ザ

サ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

よ
る

と
チ

ヂ
ミ
ザ

サ
は

、
コ

チ
ヂ

ミ
ザ

サ
の

別
名

で
あ

り
、

コ
チ

ヂ
ミ
ザ

サ
と

し
て

扱
っ

た
。

　
5
3
.ヒ

メ
モ

エ
ギ

ス
ゲ

：
現

地
調

査
（
平

成
1
8
年

度
）
で

は
コ

ッ
プ

モ
エ

ギ
ス

ゲ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
「
環

境
庁

目
録

（
環

境
庁

）
」
に

よ
る

と
コ

ッ
プ

モ
エ

ギ
ス

ゲ
は

、
ヒ

メ
モ

エ
ギ

ス
ゲ

の
別

名
で

あ
り

、
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
」
に

記
載

の
あ

る
ヒ

メ
モ

エ
ギ

ス
ゲ

と
し

て
扱

っ
た

。
　

5
4
.カ

ガ
シ

ラ
：
文

献
1
で

は
ヒ

メ
シ

ン
ジ

ュ
ガ

ヤ
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

「
環

境
庁

目
録

（
環

境
庁

）
」
に

よ
る

と
ヒ

メ
シ

ン
ジ

ュ
ガ

ヤ
は

、
カ

ガ
シ

ラ
の

別
名

で
あ

り
、

カ
ガ

シ
ラ

と
し

て
扱

っ
た

。
3
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

【
文

献
名

】
　

文
献

1
：
　

「
長

崎
県

植
物

誌
（
長

崎
県

生
物

学
会

　
昭

和
5
5
年

）
」

　
文

献
2
：
　

「
諫

早
近

代
史

（
諫

早
近

代
史

編
集

委
員

会
　

平
成

2
年

9
月

）
」

　
文

献
3
：
　

「
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

　
平

成
1
3
年

1
2
月

）
」

　
文

献
4
：
　

「
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
1
－

（
長

崎
県

　
平

成
1
3
年

3
月

）
」

　
文

献
5
：
　

「
平

成
4
年

度
本

明
川

水
系

（
本

明
川

・
半

造
川

・
福

田
川

)植
生

調
査

報
告

書
」
　

　
文

献
6
：
　

「
平

成
9
年

度
本

明
川

水
系

（
本

明
川

・
半

造
川

・
福

田
川

)植
生

調
査

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
0
年

2
月

）
」

　
文

献
7
：
　

「
平

成
1
4
年

度
度

本
明

川
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

(植
物

）
報

告
書

（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
5
年

3
月

）
」
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表
3
-
2
蘚

苔
類

確
認

種
一

覧
(1

/
4
) 

和
　

名
学

　
　

　
名

平
成

1
6
年
度

1

1
蘚

綱
マ

ゴ
ケ

亜
綱

キ
セ

ル
ゴ

ケ
目

キ
セ

ル
ゴ

ケ
科

イ
ク

ビ
ゴ

ケ
Di

ph
ys
ci
um
 f
ul
vi
fo
li
um

○
○

2
ク

マ
ノ

ゴ
ケ

Th
er
io
ti
a 
lo
ri
fo
li

a
○

○
3

ス
ギ

ゴ
ケ
目

ス
ギ

ゴ
ケ
科

ヒ
メ

タ
チ

ゴ
ケ

At
ri
ch
um
 r
hy

st
op

hy
ll

um
○

○
4

ヤ
ク

シ
マ

タ
チ

ゴ
ケ

At
ri
ch
um
 y

ak
us
hi
me
ns

e
○

○
5

コ
ス

ギ
ゴ

ケ
Po

go
na
tu
m 
in
fl
ex
um

●
●

○
○

6
ホ
ウ

オ
ウ

ゴ
ケ
目

ホ
ウ

オ
ウ
ゴ

ケ
科

コ
ホ
ウ

オ
ウ

ゴ
ケ

Fi
ss
id
en
s 
ad
el

ph
in
us

○
○

7
サ

ク
ラ

ジ
マ

ホ
ウ

オ
ウ
ゴ

ケ
Fi
ss
id
en
s 
cr
is

pu
lu
s

●
●

○
○

8
ト

サ
カ

ホ
ウ

オ
ウ

ゴ
ケ

Fi
ss
id
en
s 
du
bi
us

●
●

○
○

9
ナ

ガ
サ

キ
ホ
ウ
オ

ウ
ゴ

ケ
Fi
ss
id
en
s 

ge
mi
ni
fl
or
us

●
●

1
0

ジ
ョ
ウ

レ
ン

ホ
ウ

オ
ウ
ゴ

ケ
Fi
ss
id
en
s 

ge
pp

ii
 

○
○

1
1

ヒ
メ

ホ
ウ

オ
ウ
ゴ

ケ
Fi
ss
id
en
s 

ｇ
ym

no
gy
nu
s

●
●

○
○

1
2

ホ
ウ
オ

ウ
ゴ

ケ
Fi
ss
id
en
s 
no
bi
li

s
●

●
○

○
1
3

ユ
ウ
レ

イ
ホ

ウ
オ

ウ
ゴ

ケ
Fi
ss
id
en
s 

pr
ot
on
em
ae
co
la

○
○

1
4

キ
ャ
ラ

ボ
ク

ゴ
ケ

Fi
ss
id
en
s 
ta
xi
fo
li
us

●
●

○
○

1
5

チ
ャ

ボ
ホ

ウ
オ
ウ

ゴ
ケ

Fi
ss
id
en
s 
to
sa
en
si

s
●

●
○

○
1
6

シ
ッ

ポ
ゴ

ケ
目

キ
ン

シ
ゴ

ケ
科

ヤ
ノ
ウ

エ
ノ

ア
カ

ゴ
ケ

Ce
ra
to
do
n 

pu
rp

ur
eu

s
○

○
1
7

キ
ン

シ
ゴ

ケ
Di
tr
ic
hu
m 

pa
ll
id
um

●
●

○
○

1
8

エ
ビ

ゴ
ケ
科

エ
ビ

ゴ
ケ

Br
yo
xi

ph
iu
m 
no
rv
eg

ic
um

○
○

1
9

キ
ヌ

シ
ッ
ポ

ゴ
ケ
科

コ
シ
ッ

ポ
ゴ

ケ
Bl
in
di
a 

ja
po
ni
ca

○
○

2
0

シ
ッ

ポ
ゴ

ケ
科

フ
デ
ゴ

ケ
Ca
mp

yl
op

us
 u
mb
el
la
tu

s
○

○
2
1

ス
ス

キ
ゴ

ケ
Di
cr
an
el
la
 h
et
er
om
al
la

●
●

○
○

2
2

ミ
ヤ

マ
シ
ッ

ポ
ゴ

ケ
Di
cr
an
ol
om
a 
cy

li
nd
ro
th
ec
iu

m
○

○
2
3

シ
ッ
ポ

ゴ
ケ

Di
cr
an
um
 j

ap
on
ic
um

○
○

2
4

オ
オ

シ
ッ

ポ
ゴ

ケ
Di
cr
an
um
 n
ip

po
ne

ns
e

○
○

2
5

カ
モ

ジ
ゴ

ケ
Di
cr
an
um
 s
co
pa
ri
um

○
○

2
6

タ
カ

ネ
カ

モ
ジ

ゴ
ケ

Di
cr
an
um
 v
ir
id
e

○
○

2
7

チ
ジ

ミ
バ

コ
ブ

ゴ
ケ

On
co
ph
or
us
 c
ri
sp
if
ol
iu
s

○
○

2
8

シ
ラ

ガ
ゴ

ケ
科

ア
ラ

ハ
シ

ラ
ガ

ゴ
ケ

Le
uc
ob
ry
um
 b
ow
ri
ng
ii

●
●

○
○

2
9

ホ
ソ

バ
オ

キ
ナ

ゴ
ケ

Le
uc
ob
ry
um
 j
un
ip
er
oi
de
um

●
●

○
○

3
0

オ
オ

シ
ラ

ガ
ゴ

ケ
Le
uc
ob
ry
um
 s
ca
br
um

○
○

3
1

セ
ン

ボ
ン

ゴ
ケ

目
セ

ン
ボ

ン
ゴ

ケ
科

ネ
ジ

ク
チ

ゴ
ケ

Ba
rb
ul
a 
un
gu
ic
ul
at
a

●
●

○
○

3
2

ハ
マ

キ
ゴ

ケ
Hy
op
hi
la
 p
ro
pa
gu
li
fe
ra

●
●

○
○

3
3

コ
ネ

ジ
レ

ゴ
ケ

To
ｒ
te
ll
a 
ja
po
ni
ca

○
○

3
4

ツ
チ

ノ
ウ

エ
ノ

コ
ゴ

ケ
We
is
si
a 
co
nt
ro
ve
rs
a

●
●

○
○

3
5

ギ
ボ

ウ
シ

ゴ
ケ

目
ギ

ボ
ウ

シ
ゴ

ケ
科

ケ
ギ

ボ
ウ

シ
ゴ

ケ
Gr
im
mi
a 
pi
li
fe
ra

●
●

○
○

3
6

ハ
チ

ヂ
レ

ゴ
ケ

Pt
yc
ho
mi
tr
iu
m 
de
nt
at
um

○
○

3
7

ヒ
ダ

ゴ
ケ

Pt
yc
ho
mi
tr
iu
m 
fa
ur
ie
i

○
○

3
8

ナ
ガ

バ
チ

ヂ
レ

ゴ
ケ

Pt
yc
ho
mi
tr
iu
m 
li
ne
ar
if
ol
iu
m

●
●

○
○

3
9

ナ
ガ

エ
ノ

ス
ナ

ゴ
ケ

Ra
co
mi
tr
iu
m 
at
ro
vi
ri
de

○
○

4
0

チ
ョ

ウ
セ

ン
ス

ナ
ゴ

ケ
Ra
co
mi
tr
iu
m 
ca
ri
na
tu
m

○
○

4
1

エ
ゾ

ス
ナ

ゴ
ケ

Ra
co
mi
tr
iu
m 
ja
po
ni
cu
m

○
○

4
2

ギ
ボ

ウ
シ

ゴ
ケ

Sc
hi
st
id
iu
m 
ap
oc
ar
pu
m

○
○

4
3

ホ
ソ

バ
ギ

ボ
ウ

シ
ゴ

ケ
Sc
hi
st
id
iu
m 
st
ri
ct
um

●
●

4
4

ヒ
ナ

ノ
ハ

イ
ゴ

ケ
科

サ
ヤ

ゴ
ケ

Gl
yp
ho
mi
tr
iu
m 
hu
mi
ll
im
um

●
●

4
5

ホ
ン

マ
ゴ

ケ
目

ハ
リ

ガ
ネ

ゴ
ケ

科
ホ

ソ
ウ

リ
ゴ

ケ
Br
ac
hy
me
ni
um
 e
xi
le

●
●

4
6

キ
イ

ウ
リ

ゴ
ケ

Br
ac
hy
me
ni
um
 n
ep
al
en
se

○
○

4
7

ギ
ン

ゴ
ケ

Br
yu
m 
ar

ge
nt
eu

m
●

●
○

○
4
8

ハ
リ

ガ
ネ

ゴ
ケ

Br
yu
m 
ca

pi
ll
ar

e
●

●
○

○
4
9

ラ
ン

ヨ
ウ

ハ
リ

ガ
ネ

ゴ
ケ

Br
yu
m 
cy

cl
op

hy
ll
um

○
○

5
0

ケ
ヘ

チ
マ

ゴ
ケ

Po
hl
ia
 f
le
xu
os

a
○

○
5
1

チ
ョ

ウ
チ

ン
ゴ

ケ
科

ナ
メ

リ
チ

ョ
ウ
チ

ン
ゴ

ケ
Mn
iu
m 
ly

co
po
di
oi
de

s
○

○
5
2

ツ
ボ
ゴ

ケ
Pl
ag

io
mn
iu
m 
cu
sp

id
at
um

●
●

○
○

5
3

ツ
ル

チ
ョ
ウ

チ
ン

ゴ
ケ

Pl
ag

io
mn
iu
m 
ma
xi
mo
vi
cz
ii

●
●

○
○

5
4

ア
ツ

バ
チ

ョ
ウ
チ

ン
ゴ

ケ
Pl
ag

io
mn
iu
m 
su
cc
ul
en
tu

m
○

○
5
5

オ
オ

バ
チ

ョ
ウ
チ

ン
ゴ

ケ
Pl
ag

io
mn
iu
m 
ve
si
ca
tu

m
●

●
5
6

ケ
チ

ョ
ウ

チ
ン

ゴ
ケ

Rh
iz
om
ni
um
 t
uo
mi
ko
sk
ii

○
○

5
7

コ
バ

ノ
チ

ョ
ウ
チ

ン
ゴ

ケ
Tr
ac
hy

cy
st
is
 m
ic
ro

ph
yl
la

●
●

○
○

5
8

ホ
ゴ

ケ
科

シ
バ

ゴ
ケ

Ra
co

pi
lu
m 
ar
is
ta
tu

m
○

○
5
9

ヒ
ノ

キ
ゴ

ケ
科

ヒ
ノ

キ
ゴ

ケ
Py

rr
ho
br

yu
m 
do
zy

an
um

○
○

6
0

タ
マ

ゴ
ケ
科

タ
マ

ゴ
ケ

Ba
rt
ra
mi
a 

po
mi
fo
rm
is

○
○

6
1

カ
マ

サ
ワ

ゴ
ケ

Ph
il
on
ot
is
 f
al
ca
ta

○
○

6
2

ナ
ガ

バ
サ

ワ
ゴ

ケ
Ph
il
on
ot
is
 l
an
ci
fo
li

a
○

○
6
3

コ
ツ

ク
シ

サ
ワ

ゴ
ケ

Ph
il
on
ot
is
 t
hw
ai
te
si

i
●

●
○

○
6
4

オ
オ

サ
ワ

ゴ
ケ

Ph
il
on
ot
is
 t
ur
ne
ri
an

a
●

●
○

○
6
5

タ
チ

ヒ
ダ

ゴ
ケ
目

タ
チ

ヒ
ダ
ゴ

ケ
科

ヒ
メ

ミ
ノ

ゴ
ケ

Ma
cr
om
it
ri
um
 g

ym
no
st
om
um

●
●

○
○

6
6

ミ
ノ

ゴ
ケ

Ma
cr
om
it
ri
um
 j

ap
on
ic
um

●
●

○
○

6
7

イ
ヌ

マ
ゴ

ケ
目

ヒ
ジ

キ
ゴ

ケ
科

ヒ
ジ
キ

ゴ
ケ

He
dw
ig

ia
 c
il
ia
ta

●
●

○
○

6
8

ム
ジ

ナ
ゴ

ケ
科

ノ
コ

ギ
リ

ゴ
ケ

Du
th
ie
ll
a 
fl
ac
ci
da

○
○

6
9

ム
ジ
ナ

ゴ
ケ

Tr
ac
hy

pu
s 
bi
co
lo

r
●

●
7
0

ホ
ソ

ム
ジ

ナ
ゴ

ケ
Tr
ac
hy

pu
s 
hu
mi
li

s
●

●
○

○

綱
名

亜
綱

名

現
地
調
査

N
o

目
名

科
名

種
　

名
文
献
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表
3
-
2
蘚

苔
類

確
認

種
一

覧
(2

/
4
) 

和
　

名
学

　
　

　
名

平
成

1
6
年
度

1
綱

名
亜

綱
名

現
地
調
査

N
o

目
名

科
名

種
　

名
文
献

7
1

（
蘚

綱
）

（
マ

ゴ
ケ

亜
綱
）

（
イ

ヌ
マ

ゴ
ケ
目
）

ヒ
ム

ロ
ゴ

ケ
科

ヒ
ム

ロ
ゴ

ケ
Pt
er
ob
ry

um
 a
rb
us
cu
la

○
○

7
2

ハ
イ

ヒ
モ

ゴ
ケ
科

キ
ヨ

ス
ミ

イ
ト

ゴ
ケ

Ba
rb
el
la
 f
la

ge
ll
if
er

a
○

○
7
3

ソ
リ

シ
ダ

レ
ゴ

ケ
Ch
ry

so
cl
ad
iu
m 
re
tr
or
su

m
○

○
7
4

コ
ハ

イ
ヒ

モ
ゴ

ケ
Me
te
or
iu
m 
bu
ch
an
an
ii

○
○

7
5

サ
メ

ジ
マ

タ
ス

キ
Ps
eu
do
ba
rb
el
la
 a
tt
en
ua
ta

○
○

7
6

ヒ
ロ

ハ
シ

ノ
ブ
イ

ト
ゴ

ケ
Tr
ac
hy

cl
ad
ie
ll
a 
au
re

a
○

○
7
7

ヒ
ラ

ゴ
ケ
科

ヤ
マ

ト
ヒ

ラ
ゴ

ケ
Ho
ma
li
a 
tr
ic
ho
ma
no
id
es
 v
ar
.j

ap
on

ic
a

○
○

7
8

キ
ダ
チ

ヒ
ラ

ゴ
ケ

Ho
ma
li
od
en
dr
on
 f
la
be
ll
at
um

○
○

7
9

サ
イ

シ
ュ
ウ

ヒ
ラ

ゴ
ケ

Ne
ck
er
a 
fa
ur
ie

i
○

○
8
0

コ
メ

リ
ン

ス
ゴ

ケ
Ne
ck
er
a 
fl
ex
ir
am
ea

○
○

8
1

ヒ
メ

ヒ
ラ

ゴ
ケ

Ne
ck
er
a 

pu
si
ll

a
○

○
8
2

リ
ボ
ン

ゴ
ケ

Ne
ck
er
op

si
s 
ni
ti
du
la

●
●

○
○

8
3

ト
サ

ヒ
ラ

ゴ
ケ

Ne
ck
er
op

si
s 
ob
tu
sa
ta

○
○

8
4

オ
オ

ト
ラ

ノ
オ

ゴ
ケ
科

キ
ダ
チ

ヒ
ダ

ゴ
ケ

Th
am
no
br

yu
m 
pl
ic
at
ul
um

●
●

8
5

オ
オ

ト
ラ

ノ
オ

ゴ
ケ

Th
am
no
br

yu
m 
su
bs
er
ia
tu

m
●

●
○

○
8
6

ト
ラ

ノ
オ

ゴ
ケ
科

ヒ
メ

コ
ク

サ
ゴ

ケ
Is
ot
he
ci
um
 s
ub
di
ve
rs
if
or
me

●
●

○
○

8
7

ア
ブ

ラ
ゴ

ケ
目

ア
ブ

ラ
ゴ

ケ
科

イ
バ

ラ
ゴ

ケ
Ca
ly

pt
ro
ch
ae
ta
 j

ap
on

ic
a

○
○

8
8

ツ
ガ

ゴ
ケ

Di
st
ic
ho

ph
yl
lu
m 
ma
ib
ar
ae

○
○

8
9

ア
ブ
ラ

ゴ
ケ

Ho
ok
er
ia
 a
cu
ti
fo
li

a
●

●
○

○
9
0

ク
ジ
ャ

ク
ゴ

ケ
科

コ
キ

ジ
ノ

オ
ゴ

ケ
Cy

at
ho

ph
or
el
la
 h
oo
ke
ri
an
a

○
○

9
1

ク
ジ
ャ

ク
ゴ

ケ
Hy
po

pt
er
yg
iu
m 
fa
ur
ie

i
○

○
9
2

シ
ナ

ク
ジ
ャ

ク
ゴ

ケ
Hy
po

pt
er
yg
iu
m 
te
ne
ll
um

○
○

9
3

シ
ト
ネ
ゴ

ケ
目

ヒ
ゲ

ゴ
ケ
科

エ
ダ

ウ
ロ

コ
ゴ

ケ
モ

ド
キ

Fa
ur
ie
ll
a 
te
nu
is

●
●

○
○

9
4

コ
ゴ

メ
ゴ

ケ
科

イ
ヌ

コ
ゴ

メ
ゴ

ケ
Fa
br
on
ia
 c
il
ia
ri

s
○

○
9
5

オ
オ

ヒ
メ

ヒ
ナ

ゴ
ケ

Sc
hw
et
sc
hk
eo

ps
is
 r
ob
us
tu
la

○
○

9
6

ウ
ス

グ
ロ

ゴ
ケ
科

ホ
ソ

オ
カ

ム
ラ

ゴ
ケ

Ok
am
ur
ae
a 
br
ac
hy

di
ct

yo
n

●
●

9
7

ア
サ

イ
ト

ゴ
ケ

Ps
eu
do
le
sk
eo

ps
is
 z
ip

pe
li
i

●
●

○
○

9
8

シ
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je
un
ea
 m
in
ut
is
si
ma

○
○

2
1
6

ナ
ガ

シ
タ

バ
ヨ
ウ

ジ
ョ
ウ

ゴ
ケ

Co
lo
le

je
un
ea
 r
ad
ul
il
ob

a
○

○
2
1
7

ウ
ニ

バ
ヨ
ウ

ジ
ョ
ウ

ゴ
ケ

Co
lo
le

je
un
ea
 s

pi
no
sa

○
○

2
1
8

サ
ワ

ク
サ

リ
ゴ

ケ
Le

je
un
ea
 a

qu
at
ic

a
●

●
2
1
9

キ
コ

ミ
ミ

ゴ
ケ

Le
je
un
ea
 f
la
va

●
●

○
○

2
2
0

ヤ
マ

ト
コ

ミ
ミ

ゴ
ケ

Le
je
un
ea
 j

ap
on
ic

a
●

●
○

○
2
2
1

コ
ク

サ
リ

ゴ
ケ

Le
je
un
ea
 u
li
ci
na

●
●

○
○

2
2
2

カ
ビ

ゴ
ケ

Le
pt
ol
ej

eu
ne
a 
el
li

pt
ic
a

○
○

2
2
3

ケ
シ

ゲ
リ

ゴ
ケ

Ni
pp
on

ol
ej
eu
ne
a 

pi
li
fe
ra

○
○

2
2
4

ナ
ミ

ゴ
ヘ

イ
ゴ

ケ
Sp

ru
cr
ea
nt
hu
s 
se
mi
re

pa
nd
us

○
○

2
2
5

フ
ル

ノ
コ

ゴ
ケ

Tr
oc
ho
le

je
un
ea
 s
an
dv
ic
en
si

s
○

○
2
2
6

フ
タ

マ
タ

ゴ
ケ
目

ミ
ズ

ゼ
ニ

ゴ
ケ
科

ホ
ソ

バ
ミ

ズ
ゼ
ニ

ゴ
ケ

Pe
ll
ia
 e
nd
iv
ii
fo
li

a
●

●
○

○
2
2
7

マ
キ

ノ
ゴ

ケ
科

マ
キ

ノ
ゴ

ケ
Ma
ki
no
a 
cr
is

pa
ta

●
●

○
○

2
2
8

ク
モ

ノ
ス

ゴ
ケ
科

ニ
セ

ヤ
ハ

ズ
ゴ

ケ
Pa
ll
av
ic
in
ia
 l
ev
ie
ri

●
●

2
2
9

ク
モ

ノ
ス

ゴ
ケ

Pa
ll
av
ic
in
ia
 s
ub
ci
li
at

a
○

○
2
3
0

ス
ジ

ゴ
ケ
科

ナ
ミ

ガ
タ

ス
ジ

ゴ
ケ

Ri
cc
ar
di
a 
ch
am
ed
ry

fo
li

a
○

○
2
3
1

ク
シ

ノ
ハ

ス
ジ

ゴ
ケ

Ri
cc
ar
di
a 
mu
lt
if
id

a
●

●
○

○
2
3
2

フ
タ

マ
タ

ゴ
ケ
科

ヒ
メ

フ
タ

マ
タ

ゴ
ケ

Me
tz

ge
ri
a 
de
ci

pi
en
s

○
○

2
3
3

ヤ
マ

ト
フ

タ
マ

タ
ゴ

ケ
Me
tz

ge
ri
a 
li
nd
be
rg

ii
●

●
○

○
2
3
4

コ
モ

チ
フ

タ
マ

タ
ゴ

ケ
Me
tz

ge
ri
a 
te
mp

er
at

a
○

○
2
3
5

ゼ
ニ

ゴ
ケ

亜
綱

－
ジ

ャ
ゴ

ケ
科

ジ
ャ
ゴ

ケ
Co
no
ce

ph
al
um
 c
on
ic
um

●
●

○
○

2
3
6

－
ヒ

メ
ジ

ャ
ゴ

ケ
Co
no
ce

ph
al
um
 j

ap
on
ic
um

●
●

○
○

2
3
7

－
ア

ズ
マ

ゼ
ニ

ゴ
ケ
科

ケ
ゼ
ニ

ゴ
ケ

Du
mo
rt
ie
ra
 h
ir
su
ta

●
●

○
○

2
3
8

－
ジ

ン
ガ

サ
ゴ

ケ
科

ジ
ン

ガ
サ

ゴ
ケ

Re
bo
ul
ia
 h
em
is

ph
ae
ri
ca

○
○

2
3
9

－
ゼ
ニ

ゴ
ケ

科
ト

サ
ノ
ゼ

ニ
ゴ

ケ
Ma
rc
ha
nt
ia
 e
ma
rg

in
at

a
○

○
2
4
0

－
フ

タ
バ

ネ
ゼ

ニ
ゴ

ケ
Ma
rc
ha
nt
ia
 p

al
ea
ce

a
○

○
2
4
1

－
ゼ

ニ
ゴ

ケ
Ma
rc
ha
nt
ia
 p

ol
ym
or

ph
a

○
○

2
4
2

－
ウ
キ

ゴ
ケ

科
ハ

タ
ケ

ゴ
ケ

Ri
cc
ia
 g

la
uc

a
○

○
2
4
3

ツ
ノ

ゴ
ケ
綱

ツ
ノ

ゴ
ケ

亜
綱

－
ツ

ノ
ゴ

ケ
科

ナ
ガ

サ
キ

ツ
ノ

ゴ
ケ

An
th
oc
er
os
 p

un
ct
at
us

○
○

2
4
4

－
ア

ナ
ナ

シ
ツ

ノ
ゴ

ケ
Me

ga
ce
ro
s 
fl
ag

el
la
ri

s
○

○
1
0
0
種

1
0
0
種

2
2
8
種

2
2
8
種

注
)

分
類

体
系

 ・
「日

本
の

野
生

植
物

　
コ

ケ
（岩

月
善

之
助

 編
　

平
成

13
年

2月
）」

に
従

っ
た

。

【文
献

名
】

文
献

1：
多

良
岳

の
生

物
（長

崎
県

生
物

学
会

　
平

成
13

年
）

計
4
3
科
1
0
0
種

6
5
科
2
2
8
種

3
綱

4
亜
綱

1
3
目

6
5
科

2
4
4
種

資3-38



表
3
-
3
 
地
衣
類
確
認
種
一
覧

現
地

調
査

和
名

学
名

平
成

1
6
年

度
1
レ

カ
ノ

ラ
目

テ
ロ

ス
キ

ス
テ

ス
科

ダ
イ

ダ
イ

ゴ
ケ

Ca
lo

pl
ac

a 
au

ra
nt

ia
ca

●
●

2
ツ

ブ
ダ

イ
ダ

イ
ゴ

ケ
Ca

lo
pl

ac
a 

fl
av

ov
ir

es
ce

ns
 

●
●

3
ム

カ
デ

ゴ
ケ

科
ヤ

マ
ゲ

ジ
ゲ

ジ
ゴ

ケ
An

ap
ty

ch
ia

 p
se

ud
os

pe
ci

os
a

●
●

4
ニ

セ
ヤ

マ
ゲ

ジ
ゲ

ジ
ゴ

ケ
An

ap
ty

ch
ia

 t
re

mu
la

ns
●

●
5

ト
ゲ

ゲ
ジ

ゲ
ジ

ゴ
ケ

An
ap

ty
ch

ia
 i

si
di

op
ho

ra
●

●
6

キ
ウ

ラ
ゲ

ジ
ゲ

ジ
ゴ

ケ
An

ap
ty

ch
ia

 o
bs

cu
ra

ta
●

●
7

ク
ロ

ア
シ

ゲ
ジ

ゲ
ジ

ゴ
ケ

An
ap

ty
ch

ia
 j

ap
on

ic
a

●
●

8
コ

フ
キ

ヂ
リ

ナ
リ

ア
Di

ri
na

ri
a 

ap
pl

an
at

a
●

●
9

ウ
チ

キ
ク

ロ
ボ

シ
ゴ

ケ
Py

xi
ne

 e
nd

oc
hr

ys
in

a
●

●
1
0

－
Hy

pe
rp

hy
sc

ia
 c

ro
ca

ta
●

●
1
1

－
Ph

ys
ci

el
la

 m
el

an
ch

ra
●

●
1
2

サ
ル

オ
ガ

セ
科

イ
ワ

カ
ラ

タ
チ

ゴ
ケ

Ra
ma

li
na

 y
as

ud
ae

●
●

1
3

ウ
メ

ノ
キ

ゴ
ケ

科
カ

ラ
ク

サ
ゴ

ケ
Pa

rm
el

ia
 s

qu
ar

ro
sa

●
●

1
4

ゴ
ン

ゲ
ン

ゴ
ケ

Pa
rm

el
ia

 f
or

mo
sa

na
●

●
1
5

ウ
チ

キ
ウ

メ
ノ

キ
ゴ

ケ
Pa

rm
el

ia
 h

om
og

en
es

●
●

1
6

ト
ゲ

ウ
メ

ノ
キ

ゴ
ケ

Pa
rm

el
ia

 d
is

se
ct

a
●

●
1
7

マ
ツ

ゲ
ゴ

ケ
Pa

rm
el

ia
 c

la
vu

li
fe

ra
●

●
1
8

ウ
メ

ノ
キ

ゴ
ケ

Pa
rm

el
ia

 t
in

ct
or

um
●

●
1
9

ナ
ミ

ガ
タ

ウ
メ

ノ
キ

ゴ
ケ

Pa
rm

el
ia

 a
us

tr
os

in
en

si
s

●
●

2
0

ヒ
カ

ゲ
ウ

チ
キ

ウ
メ

ノ
キ

ゴ
ケ

My
el

oc
hr

oa
 l

eu
co

ty
li

za
●

●
2
1

ウ
ス

イ
ロ

キ
ク

バ
ゴ

ケ
co

ns
pe

rs
a 

co
re

an
a

●
●

2
2

ロ
ウ

ソ
ク

ゴ
ケ

科
ロ

ウ
ソ

ク
ゴ

ケ
Ca

nd
el

ar
ia

 c
on

co
lo

r
●

●
2
3

ロ
ウ

ソ
ク

ゴ
ケ

モ
ド

キ
Ca

nd
el

ar
ie

ll
a 

vi
te

ll
in

a
●

●
2
4

チ
ャ

シ
ブ

ゴ
ケ

科
ク

ロ
イ

ボ
ゴ

ケ
Le

ca
no

ra
 a

tr
a

●
●

2
5

コ
ナ

イ
ボ

ゴ
ケ

Le
ca

no
ra

 p
ul

ve
ru

le
nt

a
●

●
2
6

－
Le

ca
no

ra
 c

in
er

eo
fu

sc
a

●
●

2
7

－
Le

ca
no

ra
 s

ub
im

me
rg

en
s

●
●

2
8

ト
リ

ハ
ダ

ゴ
ケ

科
イ

ワ
ニ

ク
イ

ボ
ゴ

ケ
Oc

hr
ol

ec
hi

a 
pa

re
ll

ul
a

●
●

2
9

ヒ
メ

ト
リ

ハ
ダ

ゴ
ケ

Pe
rt

us
ar

ia
 c

om
mu

ta
ta

●
●

3
0

ハ
ナ

ゴ
ケ

科
サ

サ
ク

レ
マ

タ
ゴ

ケ
Cl

ad
on

ia
 s

ca
br

iu
sc

ul
a

●
●

3
1

ヒ
メ

ジ
ョ

ウ
ゴ

ゴ
ケ

Cl
ad

on
ia

 c
on

is
te

a
●

●
3
2

ヤ
リ

ノ
ホ

ゴ
ケ

Cl
ad

on
ia

 c
on

io
cr

ae
a

●
●

3
3

ヒ
メ

レ
ン

ゲ
ゴ

ケ
Cl

ad
on

ia
 p

it
yr

ea
●

●
3
4

ヘ
リ

ト
リ

ゴ
ケ

科
ヘ

リ
ト

リ
ゴ

ケ
Le

ci
de

a 
al

bo
ca

er
ul

es
ce

ns
●

●
3
5

ヨ
ロ

イ
ゴ

ケ
科

エ
ツ

キ
セ

ン
ス

ゴ
ケ

St
ic

ta
 g

ra
ci

li
s

●
●

3
6

ツ
メ

ゴ
ケ

科
コ

フ
キ

ツ
メ

ゴ
ケ

Pe
lt

ig
er

a 
pr

ui
no

sa
●

●
3
7

カ
ワ

ラ
ゴ

ケ
科

シ
ラ

チ
ャ

カ
ワ

ラ
ゴ

ケ
Co

cc
oc

ar
pi

a 
pa

rm
el

io
id

es
●

●
3
8

イ
ワ

ノ
リ

科
ト

ゲ
カ

ワ
ホ

リ
ゴ

ケ
Co

ll
em

a 
su

bf
ur

vu
m

●
●

3
9

ア
オ

キ
ノ

リ
Le

pt
og

iu
m 

az
ur

eu
m

●
●

4
0

コ
バ

ノ
ア

オ
キ

ノ
リ

Le
pt

og
iu

m 
mo

lu
cc

an
um

 
v
a
r
.
 m
yr
io
ph
yl
li
nu
m

●
●

4
1

モ
ジ

ゴ
ケ

科
ニ

セ
モ

ジ
ゴ

ケ
Gr

ap
hi

s 
ha

nd
el

ii
●

●
4
2

モ
ジ

ゴ
ケ

Gr
ap

hi
s 

sc
ri

pt
a

●
●

4
3

ホ
ソ

モ
ジ

ゴ
ケ

Gr
ap

hi
s 

te
ne

ll
a

●
●

4
4
ス

フ
ェ

リ
ア

目
サ

ネ
ゴ

ケ
科

ア
オ

ゾ
メ

サ
ネ

ゴ
ケ

Py
re

nu
la

 j
ap

on
ic

a
●

●
4
4
種

4
4
種

注
)

1
.分

類
体

系
 ・

「
原

色
日

本
地

衣
植

物
図

鑑
（
吉

村
庸

　
昭

和
6
2
年

9
月

）
」
に

従
っ

た
が

、
同

目
録

に
記

載
の

な
い

種
に

つ
い

て
は

そ
の

他
の

資
料

を
用

い
て

分
類

を
行

っ
た

。
　

使
用

し
た

目
録

を
以

下
に

示
す

。
　

　
　

1
.「

日
本

地
衣

学
会

　
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
」
（
日

本
地

衣
学

会
　

平
成

1
7
年

1
2
月

）
2
.備

　
考

　
　

1
.
ウ

ス
イ

ロ
キ

ク
バ

ゴ
ケ

：
現

地
調

査
で

は
ヤ

マ
キ

ク
バ

ゴ
ケ

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。

種
名

1
5
科

4
4
種

4
4
種

計
2
目

1
5
科

N
o
.

目
名

科
名

WECPC0062
テキストボックス
資3-39



表
3
-
4
 藻

類
確

認
種

一
覧

現
地
調
査

和
名

学
名

平
成

1
8
年
度

平
成

1
9
年
度

平
成

2
0
年
度

1
シ
ャ
ジ
ク
モ
目

シ
ャ
ジ
ク
モ
科

シ
ャ
ジ
ク
モ

Ch
ar
a 
br
an
ui
i

●
●

●
●

2
チ
ャ
ボ
フ
ラ
ス
コ
モ

Ni
te
ll
a 
ac
um
in
at
a 

v
a
r
. 
ca
pi
tu
li
fe

ra
●

●
●

3
フ
タ
マ
タ
フ
ラ
ス
コ
モ

Ni
te
ll
a 
fu
rc
at
a

●
●

●
計

1
目

1
科

1
種

3
種

3
種

3
種

注
）
 分

類
体

系
 ・

「
水

草
の

観
察

と
研

究
」
（
大

滝
末

男
　

昭
和

4
9
年

1
0
月

）
に

従
っ

た
。

3
種

N
o
.

目
名

科
名

種
名

資3-40



表
3
-
5
 付

着
藻

類
確

認
種

一
覧

（
1
/
4
）

種
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
1

1
ク

ロ
オ

コ
ッ

ク
ス

目
ク

ロ
オ

コ
ッ

ク
ス

科
M

er
is

m
op

ed
ia

 s
p
.

●
●

●
2

ネ
ン

ジ
ュ

モ
目

ヒ
ゲ

モ
科

C
al

ot
hr

ix
 s

p
p
.

●
●

●
●

●
3

H
om

oe
ot

hr
ix

 j
an

th
in

a
●

●
●

●
●

●
4

H
om

oe
ot

hr
ix

 v
ar

ia
ns

●
●

R
iv

u
la

ri
ac

ea
e

●
●

5
ユ

レ
モ

科
L
yn

gb
ya

 s
p
p
.

●
●

●
6

O
sc

ill
at

or
ia

 t
en

ui
s

●
●

O
sc

ill
at

or
ia

 s
p
p
.

●
●

●
●

●
●

●
7

P
ho

rm
id

iu
m

 t
en

ue
●

●
P
ho

rm
id

iu
m

 s
p
p
.

●
●

●
●

●
●

●
－

N
o
st

o
ca

le
s

●
●

8
カ

マ
エ

シ
フ

ォ
ン

目
カ

マ
エ

シ
フ

ォ
ン

科
C

ha
m

ae
si

ph
on

 m
in

ut
us

●
●

9
C

ha
m

ae
si

ph
on

 p
ol

ym
or

ph
us

●
●

C
ha

m
ae

si
ph

on
 s

p
p
.

●
●

●
●

●
1
0

ア
ク

ロ
カ

エ
チ

ウ
ム

目
オ

オ
ジ

ュ
イ

ネ
ラ

科
A

ud
ou

in
el

la
 s

p
.

●
●

－
－

R
h
o
d
o
p
h
yc

ea
e

●
●

1
1

デ
ィ

ク
テ

ィ
オ

カ
目

デ
ィ

ク
テ

ィ
オ

カ
科

D
is

te
ph

an
us

 s
pe

cu
lu

m
●

●
1

1
2

中
心

目
タ

ラ
シ

オ
シ

ラ
科

C
yc

lo
te

lla
 m

en
eg

hi
ni

an
a

●
●

●
1
3

C
yc

lo
te

lla
 s

te
lli

ge
ra

●
●

1
4

C
yc

lo
te

lla
 s

p
.(
cf

.r
ad

io
sa

)
●

●
C

yc
lo

te
lla

 s
p
p
.

●
●

●
1
5

Sk
el

et
on

em
a 

co
st

at
um

●
●

1
1
6

St
ep

ha
no

di
sc

us
 s

p
.

●
●

●
1
7

T
ha

la
ss

io
si

ra
 e

cc
en

tr
ic

a
●

●
1

1
8

T
ha

la
ss

io
si

ra
 l
ac

us
tr

is
●

●
1
9

メ
ロ

シ
ラ

科
A

ul
ac

os
ei

ra
 a

m
bi

gu
a

●
●

2
0

A
ul

ac
os

ei
ra

 d
is

ta
ns

●
●

2
1

M
el

os
ir
a 

va
ri
an

s
●

●
●

●
●

●
●

○
○

2
2

コ
ス

キ
ノ

デ
ィ

ス
ク

ス
科

C
os

ci
no

di
sc

us
 a

st
er

om
ph

al
us

●
●

2
3

ヘ
リ
オ

ペ
ル

タ
科

A
ct

in
op

ty
ch

us
 s

en
ar

iu
s

●
●

1
2
4

ビ
ド

ル
フ

ィ
ア

科
H

yd
ro

se
ra

 w
ha

m
po

en
si

s
●

●
●

●
H

yd
ro

se
ra

 s
p
.

●
●

2
5

羽
状

目
デ

ィ
ア

ト
マ

科
A

st
er

io
ne

lla
 f
or

m
os

a
●

●
2
6

D
ia

to
m

a 
m

es
od

on
●

●
2
7

D
ia

to
m

a 
vu

lg
ar

e
●

●
●

D
ia

to
m

a 
sp

.
●

●
2
8

F
ra

gi
la

ri
a 

ca
pu

ci
na

●
●

●
●

○
○

2
9

F
ra

gi
la

ri
a 

co
ns

tr
ic

ta
●

●
3
0

F
ra

gi
la

ri
a 

co
ns

tr
ue

ns
●

●
●

●
●

3
1

F
ra

gi
la

ri
a 

cr
ot

on
en

si
s

●
●

3
2

F
ra

gi
la

ri
a 

el
lip

ti
ca

●
●

3
3

F
ra

gi
la

ri
a 

in
te

rm
ed

ia
●

●
3
4

F
ra

gi
la

ri
a 

pi
nn

at
a

●
●

●
●

●
3
5

F
ra

gi
la

ri
a 

va
uc

he
ri
ae

●
●

●
●

○
○

F
ra

gi
la

ri
a 

sp
.

●
●

3
6

H
an

na
ea

 a
rc

us
 v

ar
.h

at
to

ri
an

a
●

●
3
7

Sy
ne

dr
a 

ac
us

●
●

●
3
8

Sy
ne

dr
a 

in
ae

qu
al

is
●

●
3
9

Sy
ne

dr
a 

ru
m

pe
ns

●
●

●
4
0

Sy
ne

dr
a 

ul
na

●
●

●
●

●
●

●
4
1

ユ
ー

ノ
チ

ア
科

E
un

ot
ia

 s
p
p
.

●
●

N
o
.

目
名

　
科

名
現

地
調

査
文

献
備

考
学

名
引

用
文

献
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表
3
-
5
 付

着
藻

類
確

認
種

一
覧

（
2
/
4
）

種
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
1

N
o
.

目
名

　
科

名
現

地
調

査
文

献
備

考
学

名
引

用
文

献
4
2

（
羽

状
目

）
ナ

ビ
ク

ラ
科

A
m

ph
or

a 
m

on
ta

na
●

●
4
3

A
m

ph
or

a 
ov

al
is

●
●

4
4

A
m

ph
or

a 
pe

di
cu

lu
s

●
●

●
●

●
○

○
A

m
ph

or
a 

sp
.

●
●

4
5

C
al

on
ei

s 
ba

ci
llu

m
●

●
C

al
on

ei
s 

sp
.

●
●

4
6

C
ym

be
lla

 a
ffi

ni
s

●
●

4
7

C
ym

be
lla

 a
sp

er
a

●
●

4
8

C
ym

be
lla

 c
ae

sp
it
os

a
●

●
4
9

C
ym

be
lla

 c
ym

bi
fo

rm
is

●
●

5
0

C
ym

be
lla

 m
in

ut
a

●
●

●
●

●
●

●
○

○
5
1

C
ym

be
lla

 p
ro

st
ra

ta
●

●
5
2

C
ym

be
lla

 s
in

ua
ta

●
●

●
○

○
5
3

C
ym

be
lla

 t
um

id
a

●
●

●
●

●
●

●
○

○
5
4

C
ym

be
lla

 t
ur

gi
du

la
●

●
●

●
○

○
5
5

C
ym

be
lla

 t
ur

gi
du

la
 v

ar
.n

ip
po

ni
ca

●
●

●
●

●
○

○
C

ym
be

lla
 s

p
p
.

●
●

●
5
6

D
ip

lo
ne

is
 s

p
.

●
●

●
●

5
7

F
ru

st
ul

ia
 v

ul
ga

ri
s

●
●

5
8

G
om

ph
on

em
a 

an
gu

st
at

um
●

●
●

●
●

5
9

G
om

ph
on

em
a 

cl
ev

ei
●

●
●

●
●

●
6
0

G
om

ph
on

em
a 

he
lv

et
ic

um
●

●
●

●
●

●
6
1

G
om

ph
on

em
a 

in
tr

ic
at

um
 
va

r.
pu

m
ilu

m
●

●
○

○
6
2

G
om

ph
on

em
a 

m
in

ut
um

●
●

●
●

6
3

G
om

ph
on

em
a 

pa
rv

ul
um

●
●

●
●

○
○

6
4

G
om

ph
on

em
a 

ps
eu

do
sp

ha
er

op
hr

um
●

●
●

6
5

G
om

ph
on

em
a 

pu
m

ilu
m

●
●

6
6

G
om

ph
on

em
a 

qu
ad

ri
pu

nc
ta

tu
m

●
●

●
6
7

G
om

ph
on

em
a 

sp
ha

er
op

ho
ru

m
●

●
6
8

G
om

ph
on

em
a 

tr
un

ca
tu

m
●

●
●

G
om

ph
on

em
a 

sp
p
.

●
●

●
●

●
○

○
6
9

G
yr

os
ig

m
a 

ac
um

in
at

um
●

●
7
0

G
yr

os
ig

m
a 

sp
en

ce
ri
i 

va
r.

ex
ili

s
●

●
G

yr
os

ig
m

a 
sp

.
●

●
7
1

N
av

ic
ul

a 
at

om
us

●
●

●
○

○
7
2

N
av

ic
ul

a 
ca

pi
ta

ta
●

●
7
3

N
av

ic
ul

a 
ca

pi
ta

to
ra

di
at

a
●

●
●

●
○

○
7
4

N
av

ic
ul

a 
ci

nc
ta

●
●

●
●

●
7
5

N
av

ic
ul

a 
ci

nc
ta

ef
or

m
is

●
●

7
6

N
av

ic
ul

a 
co

nf
er

va
ce

a
●

●
7
7

N
av

ic
ul

a 
co

nt
en

ta
●

●
○

○
7
8

N
av

ic
ul

a 
cr

yp
to

ce
ph

al
a

●
●

●
●

●
●

●
○

○
7
9

N
av

ic
ul

a 
cr

yp
to

te
ne

lla
●

●
●

●
●

○
○

8
0

N
av

ic
ul

a 
de

cu
ss

is
●

●
●

●
●

○
○

8
1

N
av

ic
ul

a 
ex

ig
ua

●
●

8
2

N
av

ic
ul

a 
go

ep
pe

rt
ia

na
●

●
○

○
8
3

N
av

ic
ul

a 
gr

eg
ar

ia
●

●
●

●
●

●
○

○
8
4

N
av

ic
ul

a 
la

nc
eo

la
ta

●
●

8
5

N
av

ic
ul

a 
m

en
is

cu
lu

s
●

●
8
6

N
av

ic
ul

a 
m

in
im

a
●

●
●

○
○

8
7

N
av

ic
ul

a 
m

in
us

cu
la

●
●
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表
3
-
5
 付

着
藻

類
確

認
種

一
覧

（
3
/
4
）

種
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
1

N
o
.

目
名

　
科

名
現

地
調

査
文

献
備

考
学

名
引

用
文

献
8
8

（
羽

状
目

）
（
ナ

ビ
ク

ラ
科

）
N

av
ic

ul
a 

m
ol

es
ti
fo

rm
is

○
○

8
9

N
av

ic
ul

a 
m

ut
ic

a
●

●
●

○
○

9
0

N
av

ic
ul

a 
ni

pp
on

ic
a

●
●

○
○

9
1

N
av

ic
ul

a 
pl

ac
en

tu
la

●
●

9
2

N
av

ic
ul

a 
ps

eu
do

ac
ce

pt
at

a
●

●
○

○
9
3

N
av

ic
ul

a 
pu

pu
la

●
●

9
4

N
av

ic
ul

a 
ra

di
os

a
●

●
●

●
●

●
○

○
9
5

N
av

ic
ul

a 
sa

lin
ar

um
●

●
9
6

N
av

ic
ul

a 
sa

lin
ic

os
a

●
●

9
7

N
av

ic
ul

a 
sa

pr
op

hi
la

●
●

9
8

N
av

ic
ul

a 
se

m
in

ul
um

●
●

○
○

9
9

N
av

ic
ul

a 
su

bm
in

us
cu

la
●

●
○

○
1
0
0

N
av

ic
ul

a 
sy

m
m

et
ri
ca

●
●

●
1
0
1

N
av

ic
ul

a 
tr

iv
ia

lis
●

●
1
0
2

N
av

ic
ul

a 
ve

ne
ta

●
●

●
1
0
3

N
av

ic
ul

a 
ve

nt
ra

lis
●

●
●

●
●

1
0
4

N
av

ic
ul

a 
vi

ri
du

la
 v

ar
.r

os
te

lla
ta

●
●

●
●

●
1
0
5

N
av

ic
ul

a 
vi

ri
du

la
 v

ar
.r

os
tr

at
a

●
●

1
0
6

N
av

ic
ul

a 
yu

ra
en

si
s

●
●

●
●

○
○

1
0
7

N
av

ic
ul

a 
za

no
ni

i
●

●
N

av
ic

ul
a 

sp
p
.

●
●

●
●

●
1
0
8

P
in

nu
la

ri
a 

sp
p
.

●
●

●
1
0
9

P
le

ur
os

ig
m

a 
sp

.
●

●
1
1
0

R
ho

ic
os

ph
en

ia
 a

bb
re

vi
at

a
●

●
●

●
●

●
●

○
○

1
1
1

St
au

ro
ne

is
 j
ap

on
ic

a
●

●
○

○
St

au
ro

ne
is

 s
p
.

●
●

1
1
2

ア
ク

ナ
ン

テ
ス

科
A

ch
na

nt
he

s 
bi

as
ol

et
ti
an

a
●

●
1
1
3

A
ch

na
nt

he
s 

br
ev

ip
es

 v
ar

.i
nt

er
m

ed
ia

●
●

●
○

○
1
1
4

A
ch

na
nt

he
s 

cl
ev

ei
●

●
●

1
1
5

A
ch

na
nt

he
s 

co
nv

er
ge

ns
●

●
1
1
6

A
ch

na
nt

he
s 

cr
en

ul
at

a
●

●
1
1
7

A
ch

na
nt

he
s 

de
lic

at
ul

a
●

●
1
1
8

A
ch

na
nt

he
s 

ex
ig

ua
●

●
●

1
1
9

A
ch

na
nt

he
s 

ha
uc

ki
an

a
○

○
1
2
0

A
ch

na
nt

he
s 

hu
ng

ar
ic

a
●

●
1
2
1

A
ch

na
nt

he
s 

in
fla

ta
●

●
1
2
2

A
ch

na
nt

he
s 

ja
po

ni
ca

●
●

●
●

●
1
2
3

A
ch

na
nt

he
s 

la
nc

eo
la

ta
●

●
●

●
●

●
●

○
○

1
2
4

A
ch

na
nt

he
s 

m
in

ut
is

si
m

a
●

●
●

●
●

○
○

1
2
5

A
ch

na
nt

he
s 

m
in

ut
is

si
m

a 
va

r.
gr

ac
ill

im
a

●
●

1
2
6

A
ch

na
nt

he
s 

ro
st

ra
ta

●
●

1
2
7

A
ch

na
nt

he
s 

ru
pe

st
oi

de
s

●
●

1
2
8

A
ch

na
nt

he
s 

su
bh

ud
so

ni
s

●
●

●
●

●
○

○
1
2
9

A
ch

na
nt

he
s 

sp
.①

●
●

A
ch

na
nt

he
s 

sp
p
.

●
●

●
●

1
3
0

C
oc

co
ne

is
 p

ed
ic

ul
us

●
●

1
3
1

C
oc

co
ne

is
 p

la
ce

nt
ul

a
●

●
●

●
●

1
3
2

C
oc

co
ne

is
 p

la
ce

nt
ul

a 
va

r.
lin

ea
ta

●
●

●
○

○
C

oc
co

ne
is

 s
p
.

●
●

●
1
3
3

エ
ピ

テ
ミ
ア

科
E
pi

th
em

ia
 s

p
.

●
●

●
●

●
●

1
3
4

R
ho

pa
lo

di
a 

gi
bb

a
●

●
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表
3
-
5
 付

着
藻

類
確

認
種

一
覧

（
4
/
4
）

種
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
1

N
o
.

目
名

　
科

名
現

地
調

査
文

献
備

考
学

名
引

用
文

献
1
3
5

（
羽

状
目

）
ニ

ッ
チ

ア
科

B
ac

ill
ar

ia
 p

ar
ad

ox
a

●
●

1
3
6

N
it
zs

ch
ia

 a
ci

cu
la

ri
s

●
●

1
3
7

N
it
zs

ch
ia

 a
m

ph
ib

ia
●

●
●

●
○

○
1
3
8

N
it
zs

ch
ia

 a
rc

hi
ba

ld
ii

●
●

1
3
9

N
it
zs

ch
ia

 d
is

si
pa

ta
●

●
●

●
●

●
○

○
1
4
0

N
it
zs

ch
ia

 f
ili

fo
rm

is
●

●
●

1
4
1

N
it
zs

ch
ia

 f
on

ti
co

la
●

●
●

●
○

○
1
4
2

N
it
zs

ch
ia

 f
ru

st
ul

um
●

●
●

●
○

○
1
4
3

N
it
zs

ch
ia

 g
an

de
rs

he
im

ie
ns

is
●

●
1
4
4

N
it
zs

ch
ia

 h
an

tz
sc

hi
an

a
●

●
1
4
5

N
it
zs

ch
ia

 i
nc

on
sp

ic
ua

●
●

●
●

1
4
6

N
it
zs

ch
ia

 l
ev

id
en

si
s 

va
r.

sa
lin

ar
um

●
●

1
4
7

N
it
zs

ch
ia

 l
in

ea
ri
s

●
●

●
●

●
○

○
1
4
8

N
it
zs

ch
ia

 l
or

en
zi

an
a

●
●

1
4
9

N
it
zs

ch
ia

 o
bt

us
a

●
●

1
5
0

N
it
zs

ch
ia

 p
al

ea
●

●
●

●
●

●
1
5
1

N
it
zs

ch
ia

 p
al

ea
ce

a
●

●
●

●
●

○
○

1
5
2

N
it
zs

ch
ia

 s
ca

lp
el

lif
or

m
is

●
●

1
5
3

N
it
zs

ch
ia

 s
in

ua
ta

 v
ar

.d
el

og
ne

i
●

●
N

it
zs

ch
ia

 s
p
p
.

●
●

●
●

●
○

○
1
5
4

ス
リ
レ

ラ
科

C
ym

at
op

le
ur

a 
so

le
a

●
●

1
5
5

Su
ri
re

lla
 a

ng
us

ta
●

●
●

●
●

●
○

○
1
5
6

Su
ri
re

lla
 e

le
ga

ns
●

●
1
5
7

Su
ri
re

lla
 m

in
ut

a
●

●
●

○
○

1
5
8

Su
ri
re

lla
 r

ob
us

ta
●

●
1
5
9

Su
ri
re

lla
 t

en
er

a
●

●
Su

ri
re

lla
 s

p
.

●
●

●
●

1
6
0

ク
ロ

ロ
コ

ッ
ク

ム
目

ク
ロ

ロ
コ

ッ
ク

ム
科

C
ha

ra
ci

um
 a

m
bi

gu
um

●
●

C
ha

ra
ci

um
 s

p
.

●
●

1
6
1

パ
ル

メ
ラ

科
P
al

m
el

la
ce

ae
●

●
1
6
2

セ
ネ

デ
ス

ム
ス

科
Sc

en
ed

es
m

us
 a

bu
nd

an
s

●
●

1
6
3

Sc
en

ed
es

m
us

 a
cu

tu
s

●
●

●
1
6
4

Sc
en

ed
es

m
us

 q
ua

dr
ic

au
da

●
●

Sc
en

ed
es

m
us

 s
p
p
.

●
●

●
●

●
●

1
6
5

ヒ
ビ

ミ
ド

ロ
目

ヒ
ビ

ミ
ド

ロ
科

U
lo

th
ri
x 

zo
na

ta
●

●
U

lo
th

ri
x 

sp
.

●
●

●
1
6
6

カ
エ

ト
フ

ォ
ラ

目
カ

エ
ト
フ

ォ
ラ

科
C

lo
ni

op
ho

ra
 
sp

.
●

●
1
6
7

St
ig

eo
cl

on
iu

m
 s

p
.

●
●

●
●

●
C

h
ae

to
p
h
o
ra

ce
ae

●
●

1
6
8

サ
ヤ

ミ
ド

ロ
目

サ
ヤ

ミ
ド

ロ
科

O
ed

og
on

iu
m

 s
p
.

●
●

●
1
6
9

ホ
シ

ミ
ド

ロ
目

ホ
シ

ミ
ド

ロ
科

Sp
ir
og

yr
a 

sp
.

●
●

●
1
7
0

ツ
ヅ

ミ
モ

科
C

os
m

ar
iu

m
 s

p
.

●
●

●
●

●
－

－
C

h
lo

ro
p
h
yc

ea
e

●
●

6
8
種

4
4
種

5
4
種

3
8
種

1
0
6
種

6
5
種

1
6
7
種

4
4
種

4
4
種

1
2
目

2
6
科

1
6
9
種

注
）
　

分
類

体
系

 ・
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
が

、
同

目
録

に
記

載
の

な
い

種
に

つ
い

て
は

そ
の

他
の

資
料

を
用

い
て

分
類

を
行

っ
た

。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

　
使

用
し

た
目

録
を

以
下

に
示

す
。

　
1
.「

日
本

海
洋

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

図
鑑

」
（
保

育
社

　
昭

和
5
9
年

）

【
文

献
名

】
文

献
１

：
長

崎
県

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

　
平

成
元

年
）

計
2
6
科

1
6
7
種

6
科

4
4
種

WECPC0094
テキストボックス
資3-44



表
3
-
6
　
植
物
の
和
名
及
び
学
名
の
変
更
対
象
種
一
覧
（
1
/
3
）

和
名

学
名

和
名

学
名

植
物

ス
ギ
ナ

E
qu

is
et

um
 a

rv
en

se
ミ
モ
チ
ス
ギ
ナ

―
ヒ
メ
ハ
イ
ホ
ラ
ゴ
ケ

C
re

pi
do

m
an

es
 a

m
ab

il
e

―
L

ac
os

te
op

si
s 

or
ie

nt
al

is
 v

ar
.a

bb
re

vi
at

a
ツ
ル
ホ
ラ
ゴ
ケ

C
re

pi
do

m
an

es
 a

ur
ic

ul
at

um
―

L
ac

os
te

op
si

s 
au

ri
cu

la
ta

ハ
イ
ホ
ラ
ゴ
ケ

C
re

pi
do

m
an

es
 b

ir
m

an
ic

um
―

L
ac

os
te

op
si

s 
or

ie
nt

al
is

ア
オ
ホ
ラ
ゴ
ケ

C
re

pi
do

m
an

es
 la

te
al

at
um

―
C

re
pi

do
m

an
es

 in
si

gn
e

ウ
チ
ワ
ゴ
ケ

C
re

pi
do

m
an

es
 m

in
ut

um
―

G
on

oc
or

m
us

 m
in

ut
us

キ
ヨ
ス
ミ
コ
ケ
シ
ノ
ブ

H
ym

en
op

hy
ll

um
 o

li
go

so
ru

m
―

M
ec

od
iu

m
 o

li
go

so
ru

m
ホ
ソ
バ
コ
ケ
シ
ノ
ブ

H
ym

en
op

hy
ll

um
 p

ol
ya

nt
ho

s
―

M
ec

od
iu

m
 p

ol
ya

nt
ho

s
ホ
ウ
ラ
イ
シ
ダ

A
di

an
tu

m
 c

ap
il

lu
sv

en
er

is
―

A
di

an
tu

m
 c

ap
il

lu
s-

ve
ne

ri
s

ハ
チ
ジ
ョ
ウ
シ
ダ
モ
ド
キ

P
te

ri
s 

os
hi

m
en

si
s

コ
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
シ
ダ

―
ト
ウ
ゴ
ク
シ
ダ

D
ry

op
te

ri
s 

ni
pp

on
en

si
s

―
D

ry
op

te
ri

s 
er

yt
hr

os
or

a 
va

r.d
il

at
at

a
ツ
ヤ
ナ
シ
イ
ノ
デ

P
ol

ys
ti

ch
um

 o
va

to
pa

le
ac

eu
m

―
P

ol
ys

ti
ch

um
 o

va
to

-p
al

ea
ce

um
サ
イ
ゴ
ク
イ
ノ
デ

P
ol

ys
ti

ch
um

 p
se

ud
om

ak
in

oi
―

P
ol

ys
ti

ch
um

 p
se

ud
o-

m
ak

in
oi

ヒ
メ
カ
ナ
ワ
ラ
ビ

P
ol

ys
ti

ch
um

 ts
us

si
m

en
se

―
P

ol
ys

ti
ch

um
 ts

us
-s

im
en

se
ホ
シ
ダ

T
he

ly
pt

er
is

 a
cu

m
in

at
a

―
T

he
ly

pt
er

is
 a

cu
m

in
at

us
ゲ
ジ
ゲ
ジ
シ
ダ

T
he

ly
pt

er
is

 d
ec

ur
si

ve
pi

nn
at

a
―

P
he

go
pt

er
is

 d
ec

ur
si

ve
-p

in
na

ta
イ
ヌ
ケ
ホ
シ
ダ

T
he

ly
pt

er
is

 d
en

ta
ta

―
C

yc
lo

so
ru

s 
de

nt
at

us
シ
ケ
チ
シ
ダ

C
or

no
pt

er
is

 d
ec

ur
re

nt
ia

la
ta

―
C

or
no

pt
er

is
 d

ec
ur

re
nt

i-
al

at
a

ノ
コ
ギ
リ
ヘ
ラ
シ
ダ

D
ep

ar
ia

 x
 to

m
it

ar
oa

na
―

D
ip

la
zi

um
 x

 to
m

it
ar

oa
nu

m
ミ
ズ
ナ
ラ

Q
ue

rc
us

 c
ri

sp
ul

a
―

Q
ue

rc
us

 m
on

go
li

ca
 ss

p.
cr

is
pu

la
シ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ

A
nt

en
or

on
 n

eo
fi

li
fo

rm
e

―
A

nt
en

or
on

 n
eo

-f
il

if
or

m
e

ヒ
メ
タ
デ

P
er

si
ca

ri
a 

er
ec

to
m

in
or

―
P

er
si

ca
ri

a 
er

ec
to

-m
in

or
ア
オ
ヒ
メ
タ
デ

P
er

si
ca

ri
a 

er
ec

to
m

in
or

 f
.v

ir
id

if
lo

ra
―

P
er

si
ca

ri
a 

er
ec

to
-m

in
or

 f.
vi

ri
di

fl
or

a
ナ
ガ
バ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ

P
er

si
ca

ri
a 

ha
st

at
os

ag
it

ta
ta

―
P

er
si

ca
ri

a 
ha

st
at

o-
sa

gi
tt

at
a

オ
オ
ケ
タ
デ

P
er

si
ca

ri
a 

or
ie

nt
al

is
―

P
er

si
ca

ri
a 

pi
lo

sa
ハ
ナ
タ
デ

P
er

si
ca

ri
a 

po
su

m
bu

―
P

er
si

ca
ri

a 
po

su
m

bu
 v

ar
.la

xi
fl

or
a

ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ズ
チ

A
ch

yr
an

th
es

 b
id

en
ta

ta
 v

ar
.to

m
en

to
sa

オ
ニ
イ
ノ
コ
ズ
チ

―
ホ
ナ
ガ
イ
ヌ
ビ
ユ

A
m

ar
an

th
us

 v
ir

id
is

ア
オ
ビ
ユ

―
キ
ミ
ノ
シ
ロ
ダ
モ

N
eo

li
ts

ea
 s

er
ic

ea
 f.

xa
nt

ho
ca

rp
a

―
N

eo
li

ts
ea

 s
er

ic
ea

 v
ar

.x
an

th
oc

ar
pa

チ
ャ
ノ
キ

C
am

el
li

a 
si

ne
ns

is
―

T
he

a 
si

ne
ns

is
ナ
ズ
ナ

C
ap

se
ll

a 
bu

rs
ap

as
to

ri
s 

va
r.t

ri
an

gu
la

ri
s

―
C

ap
se

ll
a 

bu
rs

a-
pa

st
or

is
タ
イ
ト
ゴ
メ

Se
du

m
 ja

po
ni

cu
m

 s
sp

.o
ry

zi
fo

li
um

―
Se

du
m

 o
ry

zi
fo

li
um

ツ
ク
シ
ウ
ツ
ギ

D
eu

tz
ia

 s
ca

br
a 

va
r.s

ie
bo

ld
ia

na
―

D
eu

tz
ia

 s
ca

br
a 

va
r. 

si
eb

ol
di

an
a

コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ

H
yd

ra
ng

ea
 lu

te
ov

en
os

a
―

H
yd

ra
ng

ea
 lu

te
o-

ve
no

sa
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ

H
yd

ra
ng

ea
 s

er
ra

ta
―

H
yd

ra
ng

ea
 m

ac
ro

ph
yl

la
 v

ar
.a

cu
m

in
at

a
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ

R
os

a 
m

ul
ti

fl
or

a 
va

r.a
de

no
ch

ae
ta

ウ
ス
ア
カ
ノ
イ
バ
ラ

―
オ
オ
フ
ユ
イ
チ
ゴ

R
ub

us
 x

 p
se

ud
os

ie
bo

ld
ii

―
R

ub
us

 x
 p

se
ud

o-
si

eb
ol

di
i

ヤ
ブ
マ
メ

A
m

ph
ic

ar
pa

ea
 e

dg
ew

or
th

ii
 v

ar
.ja

po
ni

ca
―

A
m

ph
ic

ar
pa

ea
 b

ra
ct

ea
ta

 s
sp

.e
dg

ew
or

th
ii

 v
ar

.ja
po

ni
ca

ニ
シ
キ
ミ
ヤ
コ
グ
サ

L
ot

us
 c

or
ni

cu
la

tu
s 

L.
 v

ar
. j

ap
on

ic
us

 R
eg

el
 fo

rm
. V

er
si

co
lo

r
 (M

ak
in

o)
 M

ak
in

o
―

L
ot

us
 c

or
ni

cu
la

tu
s 
ｆ.v

er
si

co
lo

r
ヌ
ル
デ

R
hu

s 
ja

va
ni

ca
 v

ar
.c

hi
ne

ns
is

―
R

hu
s 

ja
va

ni
ca

 v
ar

.ro
xb

ur
gi

i
コ
マ
ユ
ミ

E
uo

ny
m

us
 a

la
tu

s 
f.c

il
ia

to
de

nt
at

us
―

E
uo

ny
m

us
 a

la
tu

s 
f.c

il
ia

to
-d

en
ta

tu
s

新
（
平
成
2
4
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

旧
（
平
成
2
0
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）
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表
3
-
6
　
植
物
の
和
名
及
び
学
名
の
変
更
対
象
種
一
覧
（
2
/
3
）

和
名

学
名

和
名

学
名

新
（
平
成
2
4
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

旧
（
平
成
2
0
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

(
植
物
)

ナ
ガ
バ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

V
io

la
 o

va
to

ob
lo

ng
a

―
V

io
la

 o
va

to
-o

bl
on

ga
ベ
ニ
バ
ナ
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

B
en

th
am

id
ia

 ja
po

ni
ca

 f
.ro

se
a

―
B

en
th

am
id

a 
ja

po
ni

ca
 f.

ro
se

a
ツ
ク
シ
ト
ウ
キ

A
ng

el
ic

a 
ps

eu
do

sh
ik

ok
ia

na
―

A
ng

el
ic

a 
ps

eu
do

-s
hi

ko
ki

an
a

ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン

E
nk

ia
nt

hu
s 

ce
rn

uu
s

 f.
ni

pp
on

ic
us

―
E

nk
ia

nt
hu

s 
ce

rn
us

 f.
ni

pp
on

ic
us

ウ
ス
ノ
キ

V
ac

ci
ni

um
 h

ir
tu

m
 v

ar
.p

ub
es

ce
ns

―
V

ac
ci

ni
um

 h
ir

tu
m

ケ
ア
ク
シ
バ

V
ac

ci
ni

um
 ja

po
ni

cu
m

 v
ar

.c
il

ia
re

―
V

ac
ci

ni
um

 ja
po

ni
cu

m
 v

ar
.c

il
ia

tu
m

ア
サ
ガ
ラ

P
te

ro
st

yr
ax

 c
or

ym
bo

sa
―

P
te

ro
st

yr
ax

 c
or

ym
bo

su
s

エ
ゴ
ノ
キ

St
yr

ax
 ja

po
ni

ca
―

St
yr

ax
 ja

po
ni

cu
s

サ
ワ
フ
タ
ギ

Sy
m

pl
oc

os
 s

aw
af

ut
ag

i
―

Sy
m

pl
oc

os
 c

hi
ne

ns
is

 v
ar

.le
uc

oc
ar

pa
 f.

pi
lo

sa
ソ
ナ
レ
ム
グ
ラ

H
ed

yo
ti

s 
co

re
an

a
―

H
ed

yo
ti

s 
st

ri
gu

lo
sa

 v
ar

. c
or

ea
na

ア
オ
イ
ゴ
ケ

D
ic

ho
nd

ra
 m

ic
ra

nt
ha

―
D

ic
ho

nd
ra

 r
ep

en
s

コ
バ
ノ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

C
al

li
ca

rp
a 

ja
po

ni
ca

 f.
ta

qu
et

ii
コ
バ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

C
al

li
ca

rp
a 

ja
po

ni
ca

 v
ar

.ta
qu

et
ii

コ
バ
ノ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ

Sc
ut

el
la

ri
a 

in
di

ca
 v

ar
.p

ar
vi

fo
li

a
―

Sc
ut

el
la

ri
a 

in
di

ca
 v

ar
. p

ar
vi

fo
li

a
ヒ
メ
セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ

P
hy

sa
li

s 
pu

be
sc

en
s

セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ

P
hy

sa
li

s 
an

gu
la

ta
タ
マ
サ
ン
ゴ

So
la

nu
m

 p
se

ud
oc

ap
si

cu
m

―
So

la
nu

m
 p

se
ud

o-
ca

ps
ic

um
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ

V
er

on
ic

a 
an

ag
al

li
sa

qu
at

ic
a

―
V

er
on

ic
a 

an
ag

al
li

s-
aq

ua
ti

ca
シ
マ
カ
ン
ギ
ク

C
hr

ys
an

th
em

um
 in

di
cu

m
―

D
en

dr
an

th
em

a 
in

di
cu

m
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス

C
os

m
os

 s
ul

ph
ur

eu
s

―
C

os
m

os
 s

ul
ph

re
us

ブ
ゼ
ン
ノ
ギ
ク

H
et

er
op

ap
pu

s 
hi

sp
id

us
 ss

p.
ko

id
zu

m
ia

nu
s

―
H

et
er

op
ap

pu
s 

hi
sp

id
us

 ss
p.

 k
oi

dz
um

ia
nu

s
マ
ン
シ
ュ
ウ
ス
イ
ラ
ン

H
ol

ol
ei

on
 m

ax
im

ow
ic

zi
i

チ
ョ
ウ
セ
ン
ス
イ
ラ
ン

―
ア
イ
ノ
ゲ
シ

So
nc

hu
s 

x 
ol

er
ac

eo
as

pe
r

―
So

nc
hu

s 
x 

ol
er

ac
eo

-a
sp

er
ニ
ラ
モ
ド
キ

N
ot

ho
sc

or
du

m
 b

iv
al

ve
―

N
or

th
os

co
rd

um
 fr

ag
ra

ns
ウ
ス
イ
ロ
ツ
ユ
ク
サ

C
om

m
el

in
a 

co
m

m
un

is
 f

.c
oe

ru
le

o-
pu

rp
ur

os
ce

ns
―

C
om

m
el

in
a 

co
m

m
un

is
 f.

su
b-

bi
co

lo
r

ノ
ハ
ラ
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ

A
lo

pe
cu

ru
s 

ae
qu

al
is

―
A

lo
pe

cu
ru

s 
ae

qu
al

is
 v

ar
.a

eq
ua

li
s

ジ
ュ
ズ
ダ
マ

C
oi

x 
la

cr
ym

aj
ob

i
―

C
oi

x 
la

cr
ym

a-
jo

bi
イ
ヌ
ビ
エ

E
ch

in
oc

hl
oa

 c
ru

sg
al

li
―

E
ch

in
oc

hl
oa

 c
ru

s-
ga

ll
i

ケ
イ
ヌ
ビ
エ

E
ch

in
oc

hl
oa

 c
ru

sg
al

li
 v

ar
.e

ch
in

at
a

―
E

ch
in

oc
hl

oa
 c

ru
s-

ga
ll

i 
va

r.e
ch

in
at

a
ヒ
メ
タ
イ
ヌ
ビ
エ

E
ch

in
oc

hl
oa

 c
ru

sg
al

li
 v

ar
.fo

rm
os

en
si

s
―

E
ch

in
oc

hl
oa

 c
ru

s-
ga

ll
i 

va
r.f

or
m

os
en

si
s

タ
イ
ヌ
ビ
エ

E
ch

in
oc

hl
oa

 c
ru

sg
al

li
 v

ar
.o

ry
zi

co
la

―
E

ch
in

oc
hl

oa
 c

ru
s-

ga
ll

i 
va

r.o
ry

zi
co

la
ヒ
メ
イ
ヌ
ビ
エ

E
ch

in
oc

hl
oa

 c
ru

sg
al

li
 v

ar
.p

ra
ti

co
la

―
E

ch
in

oc
hl

oa
 c

ru
s-

ga
ll

i 
va

r.p
ra

ti
co

la
ス
ズ
ダ
ケ

Sa
sa

m
or

ph
a 

bo
re

al
is

ス
ズ
タ
ケ

―
コ
ツ
ブ
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ

Se
ta

ri
a 

pa
ll

id
ef

us
ca

―
Se

ta
ri

a 
pa

ll
id

e-
fu

sc
a

ヒ
メ
モ
ロ
コ
シ

So
rg

hu
m

 h
al

ep
en

se
 f.

m
ut

ic
um

ノ
ギ
ナ
シ
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ

So
rg

hu
m

 h
al

ep
en

se
 f

. m
ut

ic
um

ム
ラ
サ
キ
ネ
ズ
ミ
ノ
オ

Sp
or

ob
ol

us
 fe

rt
il

is
 v

ar
.p

ur
pu

re
os

uf
fu

su
s

―
Sp

or
ob

ol
us

 fe
rt

il
is

 v
ar

.p
ur

pu
re

o-
su

ff
us

us
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ

B
ol

bo
sc

ho
en

us
 fl

uv
ia

ti
li

s
―

Sc
ir

pu
s 

ya
ga

ra
エ
ゾ
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ

B
ol

bo
sc

ho
en

us
 k

os
he

vn
ik

ov
ii

―
Sc

ir
pu

s 
pl

an
ic

ul
m

is
メ
ア
オ
ス
ゲ

C
ar

ex
 c

an
do

ll
ea

na
―

C
ar

ex
 b

re
vi

cu
lm

is
 v

ar
.a

ph
an

an
dr

a
ア
オ
ス
ゲ

C
ar

ex
 le

uc
oc

hl
or

a
―

C
ar

ex
 b

re
vi

cu
lm

is
ホ
ナ
ガ
ヒ
メ
ゴ
ウ
ソ

C
ar

ex
 p

ha
co

ta
ア
オ
ゴ
ウ
ソ

―
コ
ア
ゼ
ガ
ヤ
ツ
リ

C
yp

er
us

 h
as

pa
n 

va
r.t

ub
er

if
er

us
―

C
yp

er
us

 h
as

pa
n

ホ
タ
ル
イ

Sc
ho

en
op

le
ct

us
 h

ot
ar

ui
―

Sc
ir

pu
s 

ho
ta

ru
i
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表
3
-
6
　
植
物
の
和
名
及
び
学
名
の
変
更
対
象
種
一
覧
（
3
/
3
）

和
名

学
名

和
名

学
名

新
（
平
成
2
4
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

旧
（
平
成
2
0
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

(
植
物
)

イ
ヌ
ホ
タ
ル
イ

Sc
ho

en
op

le
ct

us
 ju

nc
oi

de
s

―
Sc

ir
pu

s 
ju

nc
oi

de
s

ヒ
メ
ホ
タ
ル
イ

Sc
ho

en
op

le
ct

us
 li

ne
ol

at
us

―
Sc

ir
pu

s 
li

ne
ol

at
us

フ
ト
イ

Sc
ho

en
op

le
ct

us
 ta

be
rn

ae
m

on
ta

ni
―

Sc
ir

pu
s 

ta
be

rn
ae

m
on

ta
ni

シ
カ
ク
ホ
タ
ル
イ

Sc
ho

en
op

le
ct

us
 x

 tr
ap

ez
oi

de
us

―
Sc

ir
pu

s 
tr

ap
ez

oi
de

us
カ
ン
ガ
レ
イ

Sc
ho

en
op

le
ct

us
 tr

ia
ng

ul
at

us
―

Sc
ir

pu
s 

tr
ia

ng
ul

at
us

サ
ン
カ
ク
イ

Sc
ho

en
op

le
ct

us
 tr

iq
ue

te
r

―
Sc

ir
pu

s 
tr

iq
ue

te
r
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表
4
-
1
 哺

乳
類

確
認

種
一

覧
種

名
現

地
調

査
文

献

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
モ

グ
ラ

目
ト
ガ

リ
ネ

ズ
ミ

科
ジ

ネ
ズ

ミ
C

ro
ci

d
u

ra
 d

si
n

e
zu

m
i

●
●

●
●

○
○

○

2
モ

グ
ラ

科
ヒ

ミ
ズ

U
ro

tr
ic

h
u

s 
ta

lp
o
id

e
s

●
●

●
○

○

3
コ

ウ
ベ

モ
グ

ラ
M

o
g
e
ra

 w
o
g
u

ra
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

4
コ

ウ
モ

リ
目

キ
ク

ガ
シ

ラ
コ

ウ
モ

リ
科

コ
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ

R
h

in
o
lo

p
h

u
s 

co
rn

u
tu

s 
co

rn
u

tu
s

●
●

●

5
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ

R
h

in
o
lo

p
h

u
s 

fe
rr

u
m

e
q
u

in
u

m
●

●
●

6
ヒ

ナ
コ

ウ
モ

リ
科

ア
ブ

ラ
コ

ウ
モ

リ
P

ip
is

tr
e
ll

u
s 

a
b
ra

m
u

s
●

●
●

○
○

○
○

○
○

7
ヤ

マ
コ

ウ
モ

リ
N

y
ct

a
lu

s 
a
v
ia

to
r

●
●

ヒ
ナ

コ
ウ

モ
リ

科
の

一
種

V
e
sp

e
rt

il
io

n
id

a
e
 s

p
.

●
●

●

8
サ

ル
目

オ
ナ

ガ
ザ

ル
科

ニ
ホ

ン
ザ

ル
M

a
ca

ca
 f

u
sc

a
ta

 f
u

sc
a
ta

○
○

○

9
ウ

サ
ギ

目
ウ

サ
ギ

科
ノ

ウ
サ

ギ
L

e
p

u
s 

b
ra

ch
y
u

ru
s

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○

1
0

ネ
ズ

ミ
目

ヤ
マ

ネ
科

ヤ
マ

ネ
G

li
ru

lu
s 

ja
p

o
n

ic
u

s
●

●
●

●
○

○
○

1
1

ネ
ズ

ミ
科

ス
ミ

ス
ネ

ズ
ミ

E
o
th

e
n

o
m

y
s 

sm
it

h
ii

 s
m

it
h

ii
○

○

1
2

ア
カ

ネ
ズ

ミ
A

p
o
d

e
m

u
s 

sp
e
ci

o
su

s 
sp

e
ci

o
su

s
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

1
3

ヒ
メ

ネ
ズ

ミ
A

p
o
d

e
m

u
s 

a
rg

e
n

te
u

s 
a
rg

e
n

te
u

s
●

●
●

○
○

1
4

カ
ヤ

ネ
ズ

ミ
M

ic
ro

m
y
s 

m
in

u
tu

s 
ja

p
o
n

ic
u

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

1
5

ハ
ツ

カ
ネ

ズ
ミ

M
u

s 
m

u
sc

u
lu

s
●

●
●

●
○

○
○

1
6

ク
マ

ネ
ズ

ミ
R

a
tt

u
s 

ra
tt

u
s

○
○

1
7

ド
ブ

ネ
ズ

ミ
R

a
tt

u
s 

n
o
rv

e
g
ic

u
s

●
●

○
○

ネ
ズ

ミ
科

の
一

種
M

u
ri

d
a

e
 s

p
.

●
●

1
8

ネ
コ

目
イ

ヌ
科

タ
ヌ

キ
N

y
ct

e
re

u
te

s 
p

ro
cy

o
n

o
id

e
s 

v
iv

e
rr

in
u

s
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○

1
9

キ
ツ

ネ
V

u
lp

e
s 

v
u

lp
e
s 

ja
p

o
n

ic
a

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○

2
0

イ
タ

チ
科

テ
ン

M
a
rt

e
s 

m
e
la

m
p

u
s 

m
e
la

m
p

u
s

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○

2
1

チ
ョ
ウ

セ
ン

イ
タ

チ
M

u
st

e
la

 s
ib

ir
ic

a
 c

o
re

a
n

a
○

○
○

2
2

イ
タ

チ
M

u
st

e
la

 i
ta

ts
i 

it
a
ts

i
○

○

イ
タ

チ
属

の
一

種
M

u
st

e
la

 s
p

.
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

2
3

ア
ナ

グ
マ

M
e
le

s 
m

e
le

s 
a
n

a
k

u
m

a
●

●
●

●
●

●
○

○

2
4

ウ
シ

目
イ

ノ
シ

シ
科

イ
ノ

シ
シ

S
u

s 
sc

ro
fa

 l
e
u

co
m

y
st

a
x

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

1
0
種

9
種

1
0
種

1
2
種

1
8
種

2
種

2
種

0
種

1
種

1
3
種

1
4
種

2
0
種

6
種

3
種

1
0
種

1
9
種

3
種

8
種

1
種

8
種

4
種

2
1
種

7
目

1
1
科

2
4
種

1
0
科

2
0
種

（
1
0
科

2
0
種

）
1
0
科

2
1
種

注
)

1
.分

類
体

系

 ・
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

【
文

献
名

】

  
文

献
1
：
　

「
諫

早
近

代
史

（
諫

早
近

代
史

編
集

委
員

会
　

平
成

2
年

）
」

  
文

献
2
：
　

「
第

4
回

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

（
環

境
庁

　
平

成
7
年

）
」

  
文

献
3
：
　

「
長

崎
県

生
物

学
会

誌
第

4
7
号

（
長

崎
県

生
物

学
会

　
平

成
8
年

）
」

  
文

献
4
：
　

「
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

　
2
0
0
1
）
」

  
文

献
5
：
　

「
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
0
1
－

（
長

崎
県

　
平

成
1
3
年

）
」

  
文

献
6
：
　

「
平

成
6
年

度
・
平

成
7
年

度
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
両

生
類

・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

調
査

）
報

告
書

（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
7
年

1
1
月

）
」

  
文

献
7
：
　

「
平

成
8
年

度
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
(鳥

類
調

査
)業

務
報

告
書

（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
9
年

度
3
月

）
」

  
文

献
8
：
　

「
平

成
1
1
年

度
本

明
川

水
系

(本
明

川
・
半

造
川

)両
生

類
・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
2
年

3
月

）
」

  
文

献
9
：
　

「
本

明
川

ダ
ム

動
植

物
分

布
調

査
業

務
　

報
告

書
（
国

際
航

業
株

式
会

社
　

平
成

1
7
年

3
月

）
」

計

備
考

N
o
.

目
名

科
名
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表
4
-
2
 鳥

類
確

認
種

一
覧

(1
/
4
)

現
地

調
査

文
献

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
カ

イ
ツ

ブ
リ
目

カ
イ

ツ
ブ

リ
科

カ
イ

ツ
ブ

リ
T

ac
hy

ba
pt

us
 r

uf
ic

ol
lis

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

2
ミ
ミ
カ

イ
ツ

ブ
リ

P
od

ic
ep

s 
au

ri
tu

s
○

○
3

カ
ン

ム
リ
カ

イ
ツ

ブ
リ

P
od

ic
ep

s 
cr

is
ta

tu
s

○
○

○
4

ペ
リ
カ

ン
目

ウ
科

カ
ワ

ウ
P
ha

la
cr

oc
or

ax
 c

ar
bo

●
●

●
5

コ
ウ

ノ
ト
リ
目

サ
ギ

科
ヨ

シ
ゴ

イ
Ix

ob
ry

ch
us

 s
in

en
si

s
●

●
○

○
○

6
オ

オ
ヨ

シ
ゴ

イ
Ix

ob
ry

ch
us

 e
ur

hy
th

m
us

○
○

7
ミ
ゾ

ゴ
イ

G
or

sa
ch

iu
s 

go
is

ag
i

●
●

●
●

●
○

○
○

8
ゴ

イ
サ

ギ
N

yc
ti
co

ra
x 

ny
ct

ic
or

ax
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

9
サ

サ
ゴ

イ
B

ut
or

id
es

 s
tr

ia
tu

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

1
0

ア
カ

ガ
シ

ラ
サ

ギ
A

rd
eo

la
 b

ac
ch

us
○

○
1
1

ア
マ

サ
ギ

B
ub

ul
cu

s 
ib

is
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

1
2

ダ
イ

サ
ギ

E
gr

et
ta

 a
lb

a
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
3

チ
ュ

ウ
サ

ギ
E
gr

et
ta

 i
nt

er
m

ed
ia

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

1
4

コ
サ

ギ
E
gr

et
ta

 g
ar

ze
tt

a
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
5

カ
ラ

シ
ラ

サ
ギ

E
gr

et
ta

 e
ul

op
ho

te
s

○
○

1
6

ア
オ

サ
ギ

A
rd

ea
 c

in
er

ea
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
7

コ
ウ

ノ
ト
リ
科

コ
ウ

ノ
ト
リ

C
ic

on
ia

 b
oy

ci
an

a
○

○
1
8

ト
キ

科
ク

ロ
ツ

ラ
ヘ

ラ
サ

ギ
P
la

ta
le

a 
m

in
or

●
●

○
○

1
9

ク
ロ

ト
キ

T
hr

es
ki

or
ni

s 
m

el
an

oc
ep

ha
lu

s
○

○
2
0

カ
モ

目
カ

モ
科

サ
カ

ツ
ラ

ガ
ン

A
ns

er
 c

yg
no

id
es

○
○

2
1

ツ
ク

シ
ガ

モ
T

ad
or

na
 t

ad
or

na
○

○
2
2

バ
リ
ケ

ン
C

ai
ri
na

 m
os

ch
at

a
●

●
●

●
●

●
●

2
3

オ
シ

ド
リ

A
ix

 g
al

er
ic

ul
at

a
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

2
4

マ
ガ

モ
A

na
s 

pl
at

yr
hy

nc
ho

s
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

2
5

カ
ル

ガ
モ

A
na

s 
po

ec
ilo

rh
yn

ch
a

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
2
6

コ
ガ

モ
A

na
s 

cr
ec

ca
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
2
7

ト
モ

エ
ガ

モ
A

na
s 

fo
rm

os
a

○
○

○
2
8

ヨ
シ

ガ
モ

A
na

s 
fa

lc
at

a
○

○
2
9

ヒ
ド

リ
ガ

モ
A

na
s 

pe
ne

lo
pe

●
●

●
○

○
3
0

オ
ナ

ガ
ガ

モ
A

na
s 

ac
ut

a
●

●
3
1

シ
マ

ア
ジ

A
na

s 
qu

er
qu

ed
ul

a
○

○
3
2

ハ
シ

ビ
ロ

ガ
モ

A
na

s 
cl

yp
ea

ta
●

●
3
3

ア
ヒ

ル
A

na
s 

pl
at

yr
hy

nc
ho

s 
va

r.
do

m
es

ti
cu

s
●

●
●

●
3
4

キ
ン

ク
ロ

ハ
ジ

ロ
A

yt
hy

a 
fu

lig
ul

a
●

●
●

3
5

ス
ズ

ガ
モ

A
yt

hy
a 

m
ar

ila
○

○
3
6

ホ
オ

ジ
ロ

ガ
モ

B
uc

ep
ha

la
 c

la
ng

ul
a

○
○

3
7

タ
カ

目
タ

カ
科

ミ
サ

ゴ
P
an

di
on

 h
al

ia
et

us
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
3
8

ハ
チ

ク
マ

P
er

ni
s 

ap
iv

or
us

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

3
9

ト
ビ

M
ilv

us
 m

ig
ra

ns
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
4
0

オ
オ

タ
カ

A
cc

ip
it
er

 g
en

ti
lis

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
4
1

ア
カ

ハ
ラ

ダ
カ

A
cc

ip
it
er

 s
ol

oe
ns

is
●

●
●

○
○

○
4
2

ツ
ミ

A
cc

ip
it
er

 g
ul

ar
is

●
●

●
●

●
●

○
○

○
4
3

ハ
イ

タ
カ

A
cc

ip
it
er

 n
is

us
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

4
4

ノ
ス

リ
B

ut
eo

 b
ut

eo
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

4
5

サ
シ

バ
B

ut
as

tu
r 

in
di

cu
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
4
6

ハ
イ

イ
ロ

チ
ュ

ウ
ヒ

C
ir
cu

s 
cy

an
eu

s
●

●
●

4
7

チ
ュ

ウ
ヒ

C
ir
cu

s 
sp

ilo
no

tu
s

●
●

●
●

4
8

ハ
ヤ

ブ
サ

科
ハ

ヤ
ブ

サ
F
al

co
 p

er
eg

ri
nu

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
4
9

チ
ゴ

ハ
ヤ

ブ
サ

F
al

co
 s

ub
bu

te
o

●
●

●
●

○
○

5
0

コ
チ

ョ
ウ

ゲ
ン

ボ
ウ

F
al

co
 c

ol
um

ba
ri
us

●
●

●
5
1

チ
ョ
ウ

ゲ
ン

ボ
ウ

F
al

co
 t

in
nu

nc
ul

us
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

5
2

キ
ジ

目
キ

ジ
科

ウ
ズ

ラ
C

ot
ur

ni
x 

ja
po

ni
ca

○
○

5
3

コ
ジ

ュ
ケ

イ
B

am
bu

si
co

la
 t

ho
ra

ci
ca

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

5
4

キ
ジ

P
ha

si
an

us
 c

ol
ch

ic
us

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

5
5

ヤ
マ

ド
リ

Sy
rm

at
ic

us
 s

oe
m

m
er

ri
ng

ii
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
5
6

ツ
ル

目
ツ

ル
科

ナ
ベ

ヅ
ル

G
ru

s 
m

on
ac

ha
●

●
○

○
○

5
7

マ
ナ

ヅ
ル

G
ru

s 
vi

pi
o

●
●

●
●

○
○

○
5
8

ク
イ

ナ
科

ク
イ

ナ
R
al

lu
s 

aq
ua

ti
cu

s
●

●
●

●
●

○
○

5
9

ヒ
ク

イ
ナ

P
or

za
na

 f
us

ca
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
6
0

バ
ン

G
al

lin
ul

a 
ch

lo
ro

pu
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

6
1

オ
オ

バ
ン

F
ul

ic
a 

at
ra

○
○

種
名

備
考

N
o
.

目
名

科
名
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表
4
-
2
 鳥

類
確

認
種

一
覧

(2
/
4
)

現
地

調
査

文
献

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

種
名

備
考

N
o
.

目
名

科
名

6
2

チ
ド

リ
目

タ
マ

シ
ギ

科
タ

マ
シ

ギ
R
os

tr
at

ul
a 

be
ng

ha
le

ns
is

●
●

○
○

6
3

チ
ド

リ
科

コ
チ

ド
リ

C
ha

ra
dr

iu
s 

du
bi

us
●

●
●

●
●

○
○

6
4

シ
ロ

チ
ド

リ
C

ha
ra

dr
iu

s 
al

ex
an

dr
in

us
○

○
6
5

タ
ゲ

リ
V

an
el

lu
s 

va
ne

llu
s

●
●

6
6

シ
ギ

科
ハ

マ
シ

ギ
C

al
id

ri
s 

al
pi

na
●

●
○

○
6
7

ア
オ

ア
シ

シ
ギ

T
ri
ng

a 
ne

bu
la

ri
a

○
○

○
6
8

ク
サ

シ
ギ

T
ri
ng

a 
oc

hr
op

us
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
6
9

タ
カ

ブ
シ

ギ
T

ri
ng

a 
gl

ar
eo

la
●

●
7
0

キ
ア

シ
シ

ギ
H

et
er

os
ce

lu
s 

br
ev

ip
es

●
●

●
7
1

イ
ソ

シ
ギ

A
ct

it
is

 h
yp

ol
eu

co
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

7
2

ダ
イ

シ
ャ

ク
シ

ギ
N

um
en

iu
s 

ar
qu

at
a

○
○

7
3

ホ
ウ

ロ
ク

シ
ギ

N
um

en
iu

s 
m

ad
ag

as
ca

ri
en

si
s

○
○

7
4

チ
ュ

ウ
シ

ャ
ク

シ
ギ

N
um

en
iu

s 
ph

ae
op

us
●

●
7
5

ヤ
マ

シ
ギ

Sc
ol

op
ax

 r
us

ti
co

la
●

●
●

●
●

●
7
6

タ
シ

ギ
G

al
lin

ag
o 

ga
lli

na
go

●
●

●
●

●
7
7

ア
オ

シ
ギ

G
al

lin
ag

o 
so

lit
ar

ia
●

●
●

7
8

カ
モ

メ
科

ユ
リ
カ

モ
メ

L
ar

us
 r

id
ib

un
du

s
○

○
7
9

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

L
ar

us
 a

rg
en

ta
tu

s
○

○
8
0

ウ
ミ
ネ

コ
L
ar

us
 c

ra
ss

ir
os

tr
is

○
○

8
1

ハ
ト
目

ハ
ト
科

ド
バ

ト
C

ol
um

ba
 l
iv

ia
 v

ar
.d

om
es

ti
cu

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

8
2

キ
ジ

バ
ト

St
re

pt
op

el
ia

 o
ri
en

ta
lis

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

8
3

ア
オ

バ
ト

Sp
he

nu
ru

s 
si

eb
ol

di
i

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

8
4

イ
ン

コ
目

イ
ン

コ
科

セ
キ

セ
イ

イ
ン

コ
M

el
op

si
tt

ac
us

 u
nd

ul
at

us
●

●
8
5

カ
ッ

コ
ウ

目
カ

ッ
コ

ウ
科

ジ
ュ

ウ
イ

チ
C

uc
ul

us
 f
ug

ax
●

●
○

○
○

8
6

セ
グ

ロ
カ

ッ
コ

ウ
C

uc
ul

us
 m

ic
ro

pt
er

us
○

○
8
7

カ
ッ

コ
ウ

C
uc

ul
us

 c
an

or
us

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

8
8

ツ
ツ

ド
リ

C
uc

ul
us

 s
at

ur
at

us
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

8
9

ホ
ト
ト
ギ

ス
C

uc
ul

us
 p

ol
io

ce
ph

al
us

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
9
0

フ
ク

ロ
ウ

目
フ

ク
ロ

ウ
科

コ
ノ

ハ
ズ

ク
O

tu
s 

sc
op

s
●

●
9
1

ア
オ

バ
ズ

ク
N

in
ox

 s
cu

tu
la

ta
●

●
○

○
○

9
2

フ
ク

ロ
ウ

St
ri
x 

ur
al

en
si

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
9
3

ヨ
タ

カ
目

ヨ
タ

カ
科

ヨ
タ

カ
C

ap
ri
m

ul
gu

s 
in

di
cu

s
●

●
●

●
○

○
○

○
9
4

ア
マ

ツ
バ

メ
目

ア
マ

ツ
バ

メ
科

ハ
リ
オ

ア
マ

ツ
バ

メ
H

ir
un

da
pu

s 
ca

ud
ac

ut
us

●
●

●
●

●
●

○
○

○
9
5

ヒ
メ

ア
マ

ツ
バ

メ
A

pu
s 

af
fin

is
●

●
●

●
●

○
○

9
6

ア
マ

ツ
バ

メ
A

pu
s 

pa
ci

fic
us

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
9
7

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

目
カ

ワ
セ

ミ
科

ヤ
マ

セ
ミ

C
er

yl
e 

lu
gu

br
is

●
●

●
●

○
○

○
9
8

ア
カ

シ
ョ
ウ

ビ
ン

H
al

cy
on

 c
or

om
an

da
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

9
9

カ
ワ

セ
ミ

A
lc

ed
o 

at
th

is
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
0
0

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

科
ブ

ッ
ポ

ウ
ソ

ウ
E
ur

ys
to

m
us

 o
ri
en

ta
lis

●
●

●
●

1
0
1

キ
ツ

ツ
キ

目
キ

ツ
ツ

キ
科

ア
リ
ス

イ
Jy

nx
 t

or
qu

ill
a

●
●

●
1
0
2

ア
オ

ゲ
ラ

P
ic

us
 a

w
ok

er
a

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
1
0
3

ア
カ

ゲ
ラ

D
en

dr
oc

op
os

 m
aj

or
●

●
1
0
4

オ
オ

ア
カ

ゲ
ラ

D
en

dr
oc

op
os

 l
eu

co
to

s
○

○
○

1
0
5

コ
ゲ

ラ
D

en
dr

oc
op

os
 k

iz
uk

i
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
0
6

ス
ズ

メ
目

ヤ
イ

ロ
チ

ョ
ウ

科
ヤ

イ
ロ

チ
ョ
ウ

P
it
ta

 b
ra

ch
yu

ra
●

●
●

●
○

○
1
0
7

ヒ
バ

リ
科

ヒ
バ

リ
A

la
ud

a 
ar

ve
ns

is
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
0
8

ツ
バ

メ
科

シ
ョ
ウ

ド
ウ

ツ
バ

メ
R
ip

ar
ia

 r
ip

ar
ia

●
●

●
1
0
9

ツ
バ

メ
H

ir
un

do
 r

us
ti
ca

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
1
0

コ
シ

ア
カ

ツ
バ

メ
H

ir
un

do
 d

au
ri
ca

●
●

●
●

●
●

●
○

○
1
1
1

イ
ワ

ツ
バ

メ
D

el
ic

ho
n 

ur
bi

ca
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

1
1
2

セ
キ

レ
イ

科
キ

セ
キ

レ
イ

M
ot

ac
ill

a 
ci

ne
re

a
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
1
3

ハ
ク

セ
キ

レ
イ

M
ot

ac
ill

a 
al

ba
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
1
4

セ
グ

ロ
セ

キ
レ

イ
M

ot
ac

ill
a 

gr
an

di
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
1
1
5

ビ
ン

ズ
イ

A
nt

hu
s 

ho
dg

so
ni

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
1
1
6

タ
ヒ

バ
リ

A
nt

hu
s 

sp
in

ol
et

ta
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
-

サ
ン

シ
ョ
ウ

ク
イ

科
サ

ン
シ

ョ
ウ

ク
イ

P
er

ic
ro

co
tu

s 
di

va
ri
ca

tu
s

●
●

●
●

●
●

○
○

1
1
7

（
亜

種
）
サ

ン
シ

ョ
ウ

ク
イ

P
er

ic
ro

co
tu

s 
di

va
ri
ca

tu
s 

di
va

ri
ca

tu
s

●
●

1
1
8

（
亜

種
）
リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

サ
ン

シ
ョ
ウ

ク
イ

P
er

ic
ro

co
tu

s 
di

va
ri
ca

tu
s 

te
gi

m
ae

●
●

●
●

1
1
9

ヒ
ヨ

ド
リ
科

ヒ
ヨ

ド
リ

H
yp

si
pe

te
s 

am
au

ro
ti
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
1
2
0

モ
ズ

科
モ

ズ
L
an

iu
s 

bu
ce

ph
al

us
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
2
1

レ
ン

ジ
ャ

ク
科

キ
レ

ン
ジ

ャ
ク

B
om

by
ci

lla
 g

ar
ru

lu
s

●
●

○
○

○
1
2
2

ヒ
レ

ン
ジ

ャ
ク

B
om

by
ci

lla
 j
ap

on
ic

a
●

●
●

○
○

○
1
2
3

カ
ワ

ガ
ラ

ス
科

カ
ワ

ガ
ラ

ス
C

in
cl

us
 p

al
la

si
i

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

1
2
4

ミ
ソ

サ
ザ

イ
科

ミ
ソ

サ
ザ

イ
T

ro
gl

od
yt

es
 t

ro
gl

od
yt

es
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
1
2
5

イ
ワ

ヒ
バ

リ
科

イ
ワ

ヒ
バ

リ
P
ru

ne
lla

 c
ol

la
ri
s

○
○

1
2
6

カ
ヤ

ク
グ

リ
P
ru

ne
lla

 r
ub

id
a

○
○
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表
4
-
2
 鳥

類
確

認
種

一
覧

(3
/
4
)

現
地

調
査

文
献

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

種
名

備
考

N
o
.

目
名

科
名

1
2
7

（
ス

ズ
メ

目
）

ツ
グ

ミ
科

コ
マ

ド
リ

E
ri
th

ac
us

 a
ka

hi
ge

●
●

●
○

○
1
2
8

ノ
ゴ

マ
L
us

ci
ni

a 
ca

lli
op

e
●

●
●

○
○

1
2
9

コ
ル

リ
L
us

ci
ni

a 
cy

an
e

●
●

●
●

●
○

○
○

1
3
0

ル
リ
ビ

タ
キ

T
ar

si
ge

r 
cy

an
ur

us
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
3
1

ジ
ョ
ウ

ビ
タ

キ
P
ho

en
ic

ur
us

 a
ur

or
eu

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

1
3
2

ノ
ビ

タ
キ

Sa
xi

co
la

 t
or

qu
at

a
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
1
3
3

イ
ソ

ヒ
ヨ

ド
リ

M
on

ti
co

la
 s

ol
it
ar

iu
s

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

1
3
4

ト
ラ

ツ
グ

ミ
Z
oo

th
er

a 
da

um
a

●
●

●
●

●
●

●
○

○
1
3
5

ク
ロ

ツ
グ

ミ
T

ur
du

s 
ca

rd
is

●
●

●
●

○
○

1
3
6

ア
カ

ハ
ラ

T
ur

du
s 

ch
ry

so
la

us
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
3
7

シ
ロ

ハ
ラ

T
ur

du
s 

pa
lli

du
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
3
8

マ
ミ
チ

ャ
ジ

ナ
イ

T
ur

du
s 

ob
sc

ur
us

●
●

○
○

1
3
9

ツ
グ

ミ
T

ur
du

s 
na

um
an

ni
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
4
0

チ
メ

ド
リ
科

ソ
ウ

シ
チ

ョ
ウ

L
ei

ot
hr

ix
 l
ut

ea
●

●
●

1
4
1

ウ
グ

イ
ス

科
ヤ

ブ
サ

メ
U

ro
sp

he
na

 s
qu

am
ei

ce
ps

●
●

●
●

●
●

●
○

○
1
4
2

ウ
グ

イ
ス

C
et

ti
a 

di
ph

on
e

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
1
4
3

エ
ゾ

セ
ン

ニ
ュ

ウ
L
oc

us
te

lla
 f
as

ci
ol

at
a

●
●

1
4
4

マ
キ

ノ
セ

ン
ニ

ュ
ウ

L
oc

us
te

lla
 l
an

ce
ol

at
a

●
●

1
4
5

コ
ヨ

シ
キ

リ
A

cr
oc

ep
ha

lu
s 

bi
st

ri
gi

ce
ps

○
○

1
4
6

オ
オ

ヨ
シ

キ
リ

A
cr

oc
ep

ha
lu

s 
ar

un
di

na
ce

us
●

●
●

●
○

○
○

1
4
7

キ
マ

ユ
ム

シ
ク

イ
P
hy

llo
sc

op
us

 i
no

rn
at

us
●

●
○

○
1
4
8

メ
ボ

ソ
ム

シ
ク

イ
P
hy

llo
sc

op
us

 b
or

ea
lis

●
●

●
●

○
○

1
4
9

エ
ゾ

ム
シ

ク
イ

P
hy

llo
sc

op
us

 b
or

ea
lo

id
es

●
●

●
●

1
5
0

セ
ン

ダ
イ

ム
シ

ク
イ

P
hy

llo
sc

op
us

 c
or

on
at

us
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

1
5
1

キ
ク

イ
タ

ダ
キ

R
eg

ul
us

 r
eg

ul
us

●
●

●
●

●
●

○
○

○
1
5
2

セ
ッ

カ
C

is
ti
co

la
 j
un

ci
di

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
5
3

ヒ
タ

キ
科

キ
ビ

タ
キ

F
ic

ed
ul

a 
na

rc
is

si
na

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

1
5
4

ム
ギ

マ
キ

F
ic

ed
ul

a 
m

ug
im

ak
i

●
●

1
5
5

オ
オ

ル
リ

C
ya

no
pt

ila
 c

ya
no

m
el

an
a

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

1
5
6

サ
メ

ビ
タ

キ
M

us
ci

ca
pa

 s
ib

ir
ic

a
●

●
○

○
○

1
5
7

エ
ゾ

ビ
タ

キ
M

us
ci

ca
pa

 g
ri
se

is
ti
ct

a
●

●
●

●
○

○
○

1
5
8

コ
サ

メ
ビ

タ
キ

M
us

ci
ca

pa
 d

au
ur

ic
a

●
●

●
●

○
○

○
1
5
9

カ
サ

サ
ギ

ヒ
タ

キ
科

サ
ン

コ
ウ

チ
ョ
ウ

T
er

ps
ip

ho
ne

 a
tr

oc
au

da
ta

●
●

●
●

●
○

○
1
6
0

エ
ナ

ガ
科

エ
ナ

ガ
A

eg
it
ha

lo
s 

ca
ud

at
us

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
6
1

ツ
リ
ス

ガ
ラ

科
ツ

リ
ス

ガ
ラ

R
em

iz
 p

en
du

lin
us

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
1
6
2

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

科
コ

ガ
ラ

P
ar

us
 m

on
ta

nu
s

●
●

1
6
3

ヒ
ガ

ラ
P
ar

us
 a

te
r

●
●

●
●

○
○

1
6
4

ヤ
マ

ガ
ラ

P
ar

us
 v

ar
iu

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
1
6
5

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

P
ar

us
 m

aj
or

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

1
6
6

メ
ジ

ロ
科

メ
ジ

ロ
Z
os

te
ro

ps
 j
ap

on
ic

us
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
1
6
7

ホ
オ

ジ
ロ

科
ホ

オ
ジ

ロ
E
m

be
ri
za

 c
io

id
es

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
6
8

ホ
オ

ア
カ

E
m

be
ri
za

 f
uc

at
a

●
●

1
6
9

コ
ホ

オ
ア

カ
E
m

be
ri
za

 p
us

ill
a

●
●

1
7
0

カ
シ

ラ
ダ

カ
E
m

be
ri
za

 r
us

ti
ca

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

1
7
1

ミ
ヤ

マ
ホ

オ
ジ

ロ
E
m

be
ri
za

 e
le

ga
ns

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
7
2

ノ
ジ

コ
E
m

be
ri
za

 s
ul

ph
ur

at
a

●
●

○
○

1
7
3

ア
オ

ジ
E
m

be
ri
za

 s
po

do
ce

ph
al

a
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
1
7
4

ク
ロ

ジ
E
m

be
ri
za

 v
ar

ia
bi

lis
●

●
●

●
●

○
○

○
1
7
5

オ
オ

ジ
ュ

リ
ン

E
m

be
ri
za

 s
ch

oe
ni

cl
us

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
1
7
6

ツ
メ

ナ
ガ

ホ
オ

ジ
ロ

C
al

ca
ri
us

 l
ap

po
ni

cu
s

●
●

1
7
7

ア
ト
リ
科

ア
ト
リ

F
ri
ng

ill
a 

m
on

ti
fr

in
gi

lla
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
7
8

カ
ワ

ラ
ヒ

ワ
C

ar
du

el
is

 s
in

ic
a

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
7
9

マ
ヒ

ワ
C

ar
du

el
is

 s
pi

nu
s

●
●

●
●

●
●

●
○

○
1
8
0

ハ
ギ

マ
シ

コ
L
eu

co
st

ic
te

 a
rc

to
a

○
○

1
8
1

ベ
ニ

マ
シ

コ
U

ra
gu

s 
si

bi
ri
cu

s
●

●
●

●
●

●
●

○
○

1
8
2

ウ
ソ

P
yr

rh
ul

a 
py

rr
hu

la
●

●
●

●
●

●
○

○
1
8
3

イ
カ

ル
E
op

ho
na

 p
er

so
na

ta
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
1
8
4

シ
メ

C
oc

co
th

ra
us

te
s 

co
cc

ot
hr

au
st

es
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
8
5

カ
エ

デ
チ

ョ
ウ

科
ベ

ニ
ス

ズ
メ

A
m

an
da

va
 a

m
an

da
va

●
●

●
1
8
6

ハ
タ

オ
リ
ド

リ
科

ニ
ュ

ウ
ナ

イ
ス

ズ
メ

P
as

se
r 

ru
ti
la

ns
●

●
1
8
7

ス
ズ

メ
P
as

se
r 

m
on

ta
nu

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
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表
4
-
2
 鳥

類
確

認
種

一
覧

(4
/
4
)

現
地

調
査

文
献

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

種
名

備
考

N
o
.

目
名

科
名

1
8
8

（
ス

ズ
メ

目
）

ム
ク

ド
リ
科

コ
ム

ク
ド

リ
St

ur
nu

s 
ph

ili
pp

en
si

s
●

●
○

○
1
8
9

ム
ク

ド
リ

St
ur

nu
s 

ci
ne

ra
ce

us
●

●
●

●
●

●
●

○
○

1
9
0

カ
ラ

ス
科

カ
ケ

ス
G

ar
ru

lu
s 

gl
an

da
ri
us

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
1
9
1

カ
サ

サ
ギ

P
ic

a 
pi

ca
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
9
2

ミ
ヤ

マ
ガ

ラ
ス

C
or

vu
s 

fr
ug

ile
gu

s
●

●
●

●
●

●
○

○
1
9
3

ハ
シ

ボ
ソ

ガ
ラ

ス
C

or
vu

s 
co

ro
ne

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
9
4

ハ
シ

ブ
ト
ガ

ラ
ス

C
or

vu
s 

m
ac

ro
rh

yn
ch

os
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
4
9
種

6
4
種

5
0
種

9
0
種

1
2
6
種

1
0
8
種

9
3
種

4
6
種

1
0
0
種

1
3
3
種

9
1
種

1
6
5
種

9
5
種

1
4
種

1
1
3
種

2
6
種

3
1
種

3
0
種

3
4
種

3
2
種

4
1
種

2
8
種

4
5
種

1
5
9
種

1
7
目

5
0
科

1
9
4
種

4
7
科

1
6
5
種

(4
5
科

1
5
4
種

)
4
5
科

1
5
9
種

注
)

1
.分

類
体

系

 ・
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

【
文

献
名

】
　

文
献

1
：
　

「
諫

早
近

代
史

（
諫

早
近

代
史

編
集

委
員

会
　

平
成

2
年

9
月

）
」

　
文

献
2
：
　

「
長

崎
県

の
野

鳥
（
長

崎
県

自
然

保
護

協
会

　
平

成
7
年

5
月

）
」

　
文

献
3
：
　

「
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

　
平

成
1
3
年

1
2
月

）
」

　
文

献
4
：
　

「
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
0
1
－

（
長

崎
県

　
平

成
1
3
年

3
月

）
」

　
文

献
5
：
　

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

　
平

成
3
年

度
本

明
川

水
系

(本
明

川
・
半

造
川

)鳥
類

調
査

報
告

書
」

　
文

献
6
：
　

「
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
(鳥

類
調

査
)業

務
報

告
書

（
建

設
省

九
州

地
方

整
備

局
　

長
崎

工
事

事
務

所
　

日
鉄

鉱
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
株

式
会

社
　

平
成

4
年

3
月

）
」
　

　
文

献
7
：
　

「
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
鳥

類
調

査
）
そ

の
２

業
務

報
告

書
（
建

設
省

九
州

地
方

建
設

局
長

崎
工

事
事

務
所

　
日

鉄
鉱

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
株

式
会

社
　

平
成

4
年

9
月

）
」

　
文

献
8
：
　

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

　
平

成
4
年

度
本

明
川

水
系

(本
明

川
・
半

造
川

)鳥
類

調
査

報
告

書
　

」
　

文
献

9
：
　

「
平

成
8
年

度
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
(鳥

類
調

査
)業

務
報

告
書

　
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
9
年

3
月

）
」

　
文

献
1
0
：
「
平

成
9
年

度
本

明
川

鳥
類

調
査

業
務

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
0
年

3
月

）
」

　
文

献
1
1
：
「
平

成
1
3
年

度
 本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
鳥

類
調

査
）
業

務
報

告
書

（
株

式
会

社
建

設
環

境
研

究
所

　
平

成
1
4
年

3
月

）
」

計
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表
4
-
3
 爬

虫
類

確
認

種
一

覧
種

名
現

地
調

査
文

献

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6

1
カ

メ
目

イ
シ

ガ
メ

科
ク

サ
ガ

メ
C
h
in
em

ys
 r
ee
ve
si
i

○
○

2
ミ
シ

シ
ッ

ピ
ア

カ
ミ
ミ
ガ

メ
(ア

カ
ミ
ミ
ガ

メ
)

T
ra
ch
em

ys
 s
cr
ip
ta
 e
le
ga
n
s

(T
ra
ch
em

ys
 s
cr
ip
ta
)

●
●

○
○

1

イ
シ

ガ
メ

科
の

一
種

E
m
y
d
id
a
e 
sp
.

(G
eo
em

y
d
id
a
e 
sp
.)

●
●

2

3
ス

ッ
ポ

ン
科

ス
ッ

ポ
ン

(ニ
ホ

ン
ス

ッ
ポ

ン
)

T
ri
on
yx
 s
in
en
si
s

(P
el
od
is
cu
s 
si
n
en
si
s)

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○

4
ト
カ

ゲ
目

ヤ
モ

リ
科

ヤ
モ

リ
(ニ

ホ
ン

ヤ
モ

リ
)

G
ek
k
o 
ja
p
on
ic
u
s

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

5
ト
カ

ゲ
科

ト
カ

ゲ
(ニ

ホ
ン

ト
カ

ゲ
)

E
u
m
ec
es
 l
a
ti
sc
u
ta
tu
s

(P
le
st
io
d
on
 j
a
p
on
ic
u
s)

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

6
カ

ナ
ヘ

ビ
科

カ
ナ

ヘ
ビ

(ニ
ホ

ン
カ

ナ
ヘ

ビ
)

T
a
k
yd
ro
m
u
s 
ta
ch
yd
ro
m
oi
d
es

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

7
ヘ

ビ
科

タ
カ

チ
ホ

ヘ
ビ

A
ch
a
li
n
u
s 
sp
in
a
li
s

○
○

○

8
(ナ

ミ
ヘ

ビ
科

)
シ

マ
ヘ

ビ
E
la
p
h
e 
q
u
a
d
ri
vi
rg
a
ta

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○

9
ジ

ム
グ

リ
E
la
p
h
e 
co
n
sp
ic
il
la
ta

●
●

●
●

●
●

○
○

1
0

ア
オ

ダ
イ

シ
ョ
ウ

E
la
p
h
e 
cl
im

a
co
p
h
or
a

●
●

●
●

●
●

●
○

○

1
1

シ
ロ

マ
ダ

ラ
D
in
od
on
 o
ri
en
ta
li
s

(D
in
od
on
 o
ri
en
ta
le
)

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
2

ヒ
バ

カ
リ

A
m
p
h
ie
sm

a
 v
ib
a
k
a
ri
 v
ib
a
k
a
ri

(A
m
p
h
ie
sm

a
 v
ib
a
k
a
ri
)

●
●

●
●

○
○

1
3

ヤ
マ

カ
ガ

シ
R
h
a
b
d
op
h
is
 t
ig
ri
n
u
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○

1
4

ク
サ

リ
ヘ

ビ
科

マ
ム

シ
(ニ

ホ
ン

マ
ム

シ
)

A
gk

is
tr
od
on
 b
lo
m
h
of
fi
i

(G
lo
yd
iu
s 
b
lo
m
h
of
fi
i)

●
●

●
●

●
●

●
○

○

5
種

9
種

2
種

1
1
種

1
1
種

8
種

1
1
種

9
種

1
2
種

4
種

1
4
種

2
種

3
種

3
種

3
種

1
4
種

2
目

7
科

1
4
種

7
科

1
2
種

（
7
科

1
2
種

）
7
科

1
4
種

注
)

1
.分

類
体

系

 ・
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
。

 ・
（
）
内

は
「
日

本
産

爬
虫

両
生

類
標

準
和

名
 h

tt
p
:/

/
zo

o
.z

o
o
l.
k
yo

to
-
u
.a

c.
jp

/
h
er

p
/
w
am

ei
.h

tm
l」

（
日

本
爬

虫
両

棲
類

学
会

　
平

成
2
0
年

5
月

2
7
日

改
訂

）
に

お
け

る
目

名
、

科
名

、
種

名
、

学
名

を
示

す
。

な
お

、
亜

種
名

は
使

用
し

て
い

な
い

。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.備

　
考

  
 1

.ミ
シ

シ
ッ

ピ
ア

カ
ミ
ミ
ガ

メ
：
　

日
本

産
爬

虫
両

生
類

標
準

和
名

で
は

、
ア

カ
ミ
ミ
ガ

メ
は

ヌ
マ

ガ
メ

科
と

し
て

記
載

さ
れ

て
い

る
。

  
 2

.イ
シ

ガ
メ

科
の

一
種

：
　

足
跡

に
よ

る
確

認
で

あ
り

、
確

認
状

況
か

ら
、

ク
サ

ガ
メ

ま
た

は
ミ
シ

シ
ッ

ピ
ア

カ
ミ
ミ
ガ

メ
の

可
能

性
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。

3
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

【
文

献
名

】

  
文

献
1
：
　

「
諫

早
近

代
史

（
諫

早
近

代
史

編
集

委
員

会
　

平
成

2
年

）
」

  
文

献
2
：
　

「
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

　
2
0
0
1
）
」

  
文

献
3
：
　

「
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
0
1
－

（
長

崎
県

　
平

成
1
3
年

）
」

  
文

献
4
：
　

「
平

成
6
年

度
・
平

成
7
年

度
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
両

生
類

・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

調
査

）
報

告
書

（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
7
年

1
1
月

）
」

  
文

献
5
：
　

「
平

成
1
1
年

度
本

明
川

水
系

(本
明

川
・
半

造
川

)両
生

類
・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
2
年

3
月

）
」

  
文

献
6
：
　

「
本

明
川

ダ
ム

動
植

物
分

布
調

査
業

務
　

報
告

書
（
国

際
航

業
株

式
会

社
　

平
成

1
7
年

3
月

）
」

計

備
考

N
o
.

目
名

科
名
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表
4
-
4
 両

生
類

確
認

種
一

覧
種

名
現

地
調

査
文

献

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6
7

8

1
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

目
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

科
カ

ス
ミ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

H
yn
ob
iu
s 
n
eb
u
lo
su
s

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○

2
ブ

チ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

H
yn
ob
iu
s 
n
a
ev
iu
s

○
○

3
イ

モ
リ
科

イ
モ

リ
(ア

カ
ハ

ラ
イ

モ
リ
)

C
yn
op
s 
p
yr
rh
og
a
st
er

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

4
カ

エ
ル

目
ヒ

キ
ガ

エ
ル

科
ニ

ホ
ン

ヒ
キ

ガ
エ

ル
B
u
fo
 j
a
p
on
ic
u
s 
ja
p
on
ic
u
s

(B
u
fo
 j
a
p
on
ic
u
s)

●
●

●
●

●
○

○
○

5
ア

マ
ガ

エ
ル

科
ア

マ
ガ

エ
ル

(ニ
ホ

ン
ア

マ
ガ

エ
ル

)
H
yl
a
 j
a
p
on
ic
a

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○

6
ア

カ
ガ

エ
ル

科
タ

ゴ
ガ

エ
ル

R
a
n
a
 t
a
go
i 
ta
go
i

(R
a
n
a
 t
a
go
i)

●
●

●
●

●
○

○

7
ニ

ホ
ン

ア
カ

ガ
エ

ル
R
a
n
a
 j
a
p
on
ic
a

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

8
ト
ノ

サ
マ

ガ
エ

ル
R
a
n
a
 n
ig
ro
m
a
cu
la
ta

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

9
ヌ

マ
ガ

エ
ル

R
a
n
a
 l
im
n
oc
h
a
ri
s

(F
ej
er
va
ry
a
 l
im
n
oc
h
a
ri
s)

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○

1
0

ウ
シ

ガ
エ

ル
R
a
n
a
 c
a
te
sb
ei
a
n
a

●
●

●
●

●
●

○
○

○

1
1

ツ
チ

ガ
エ

ル
R
a
n
a
 r
u
go
sa

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

ア
カ

ガ
エ

ル
科

の
一

種
R
a
n
id
a
e 
sp
.

●
●

1
2

ア
オ

ガ
エ

ル
科

シ
ュ

レ
ー

ゲ
ル

ア
オ

ガ
エ

ル
R
h
a
co
p
h
or
u
s 
sc
h
le
ge
li
i

●
●

●
●

●
○

○
○

1
3

カ
ジ

カ
ガ

エ
ル

B
u
er
ge
ri
a
 b
u
er
ge
ri

○
○

○

-
カ

エ
ル

目
の

一
種

(無
尾

目
の

一
種

)
S
a
li
en
ti
a
 s
p
.

(A
n
u
ra
 s
p
.)

●
●

6
種

9
種

6
種

9
種

1
1
種

9
種

9
種

1
1
種

1
1
種

1
種

5
種

1
3
種

3
種

4
種

6
種

4
種

2
種

1
3
種

2
目

6
科

1
3
種

6
科

1
1
種

（
6
科

1
1
種

）
6
科

1
3
種

注
)

1
.分

類
体

系

 ・
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
。

 ・
（
）
内

は
「
日

本
産

爬
虫

両
生

類
標

準
和

名
 h

tt
p
:/

/
zo

o
.z

o
o
l.
k
yo

to
-
u
.a

c.
jp

/
h
er

p
/
w
am

ei
.h

tm
l」

（
日

本
爬

虫
両

棲
類

学
会

　
平

成
2
0
年

5
月

2
7
日

改
訂

）
に

お
け

る
目

名
、

科
名

、
種

名
、

学
名

を
示

す
。

な
お

、
亜

種
名

は
使

用
し

て
い

な
い

。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

【
文

献
名

】

  
文

献
1
：
　

「
第

2
回

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

（
環

境
庁

　
昭

和
5
6
年

）
」

  
文

献
2
：
　

「
諫

早
近

代
史

（
諫

早
近

代
史

編
集

委
員

会
　

平
成

2
年

）
」

  
文

献
3
：
　

「
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

　
2
0
0
1
）
」

  
文

献
4
：
　

「
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
0
1
－

（
長

崎
県

　
平

成
1
3
年

）
」

  
文

献
5
：
　

「
平

成
5
年

度
本

明
川

水
系

(本
明

川
.半

造
川

)陸
上

昆
虫

類
等

調
査

報
告

書
（
日

鉄
鉱

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
株

式
会

社
　

平
成

6
年

3
月

）
」

  
文

献
6
：
　

「
平

成
6
年

度
・
平

成
7
年

度
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
両

生
類

・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

調
査

）
報

告
書

（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
7
年

1
1
月

）
」

  
文

献
7
：
　

「
平

成
1
1
年

度
本

明
川

水
系

(本
明

川
・
半

造
川

)両
生

類
・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
2
年

3
月

）
」

  
文

献
8
：
　

「
本

明
川

ダ
ム

動
植

物
分

布
調

査
業

務
　

報
告

書
（
国

際
航

業
株

式
会

社
　

平
成

1
7
年

3
月

）
」

計

備
考

N
o
.

目
名

科
名

資4-7



表
4
-
5
 陸

上
昆

虫
類

確
認

種
一

覧
（
1
/
3
8
）

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
7
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6

1
ト
ビ

ム
シ

目
（
粘

管
目

）
ヒ

メ
ト
ビ

ム
シ

科
ヒ

メ
ト
ビ

ム
シ

科
の

一
種

H
yp

o
ga

st
ru

ri
d
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
1

2
イ

ボ
ト
ビ

ム
シ

科
ヤ

マ
ト
ビ

ム
シ

亜
科

の
一

種
P
se

u
d
ac

h
o
ru

ti
n
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
1

3
ベ

ニ
イ

ボ
ト
ビ

ム
シ

A
ch

or
ut

es
 r

os
eu

s
●

●
1

4
ツ

チ
ト
ビ

ム
シ

科
ツ

チ
ト
ビ

ム
シ

科
の

一
種

Is
o
to

m
id

ae
 g

en
. 

sp
.

●
●

●
1

5
ト
ゲ

ト
ビ

ム
シ

科
ト
ゲ

ト
ビ

ム
シ

科
の

一
種

T
o
m

o
ce

ri
d
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
●

●
1

6
ア

ヤ
ト
ビ

ム
シ

科
ア

ヤ
ト
ビ

ム
シ

科
の

一
種

E
n
to

m
o
b
ry

id
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
●

●
1

7
マ

ル
ト
ビ

ム
シ

科
マ

ル
ト
ビ

ム
シ

科
の

一
種

S
m

in
th

u
ri

d
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
●

●
1

8
イ

シ
ノ

ミ
目

イ
シ

ノ
ミ
科

P
ed

et
on

ti
nu

s 
属

の
一

種
P
ed

et
on

ti
nu

s 
sp

.
●

●
1

9
イ

シ
ノ

ミ
P
ed

et
on

tu
s 

ni
pp

on
ic

us
●

●
●

●
●

●
1

P
ed

et
on

tu
s 

属
の

一
種

P
ed

et
on

tu
s 

sp
.

●
●

1
1
0

カ
ゲ

ロ
ウ

目
（
蜉

蝣
目

）
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

科
フ

タ
バ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
B

ae
ti
el

la
 j
ap

on
ic

a
●

●
●

1
1

B
ae

ti
s 

属
の

一
種

B
ae

ti
s 

sp
.

●
●

○
○

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

の
一

種
B

ae
ti
d
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
○

○
1
2

ガ
ガ

ン
ボ

カ
ゲ

ロ
ウ

科
ガ

ガ
ン

ボ
カ

ゲ
ロ

ウ
D

ip
te

ro
m

im
us

 t
ip

ul
ifo

rm
is

●
●

1
3

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

ヒ
メ

タ
ニ

ガ
ワ

カ
ゲ

ロ
ウ

E
cd

yo
nu

ru
s 

sc
al

ar
is

●
●

●
1
4

シ
ロ

タ
ニ

ガ
ワ

カ
ゲ

ロ
ウ

E
cd

yo
nu

ru
s 

yo
sh

id
ae

●
●

●
1
5

キ
イ

ロ
ヒ

ラ
タ

カ
ゲ

ロ
ウ

E
pe

or
us

 a
es

cu
lu

s
●

●
1
6

エ
ル

モ
ン

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
E
pe

or
us

 l
at

ifo
liu

m
●

●
●

1
7

ヒ
メ

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
R
hi

th
ro

ge
na

 j
ap

on
ic

a
●

●
●

1
8

サ
ツ

キ
ヒ

メ
ヒ

ラ
タ

カ
ゲ

ロ
ウ

R
hi

th
ro

ge
na

 t
et

ra
pu

nc
ti
ge

ra
●

●
ヒ

ラ
タ

カ
ゲ

ロ
ウ

科
の

一
種

H
ep

ta
ge

n
iid

ae
 g

en
. 
sp

.
●

●
○

○
1
9

チ
ラ

カ
ゲ

ロ
ウ

科
チ

ラ
カ

ゲ
ロ

ウ
Is

on
yc

hi
a 

ja
po

ni
ca

●
●

●
2
0

ト
ビ

イ
ロ

カ
ゲ

ロ
ウ

科
ヒ

メ
ト
ビ

イ
ロ

カ
ゲ

ロ
ウ

C
ho

ro
te

rp
es

 a
lt
io

cu
lu

s
●

●
●

2
1

モ
ン

カ
ゲ

ロ
ウ
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tu

s 
su

bt
es

se
lla

tu
s

●
●

●
2
6
0
9

ニ
ッ

ポ
ン

ハ
ヤ

バ
チ

T
ac

hy
te

s 
et

ru
sc

us
 s

ib
ir

ic
us

●
●

●
2
6
1
0

オ
オ

ハ
ヤ

バ
チ

T
ac

hy
te

s 
si

ne
ns

is
 s

in
en

si
s

●
●

●
2
6
1
1

ド
ロ

バ
チ

モ
ド

キ
科

ヤ
マ

ト
ス

ナ
ハ

キ
バ

チ
B

em
be

ci
nu

s 
hu

ng
ar

ic
us

 j
ap

on
ic

us
●

●
2
6
1
2

ア
リ
マ

キ
バ

チ
科

サ
メ

シ
マ

ヨ
コ

バ
イ

バ
チ

M
im

um
es

a 
at

ra
ti
na

 l
on

gu
la

●
●

2
6
1
3

ジ
ン

ム
ヨ

コ
バ

イ
バ

チ
P
se

n 
dz

im
m

●
●

2
6
1
4

フ
シ

ダ
カ

バ
チ

科
ナ

ミ
ツ

チ
ス

ガ
リ

C
er

ce
ri

s 
ho

rt
iv

ag
a

●
●

2
6
1
5

ア
ナ

バ
チ

科
ヤ

マ
ジ

ガ
バ

チ
A

m
m

op
hi

la
 i
nf

es
ta

●
●

●
2
6
1
6

サ
ト
ジ

ガ
バ

チ
A

m
m

op
hi

la
 s

ab
ul

os
a 

ni
pp

on
ic

a
●

●
●

●
●

○
○

○
2
6
1
7

コ
ク

ロ
ア

ナ
バ

チ
Is

od
on

ti
a 

ni
ge

lla
●

●
●

○
○

2
6
1
8

キ
ゴ

シ
ジ

ガ
バ

チ
Sc

el
ip

hr
on

 m
ad

ra
sp

at
an

um
 k

oh
li

○
○

2
6
1
9

ク
ロ

ア
ナ

バ
チ

Sp
he

x 
ar

ge
nt

at
us

 f
um

os
us

●
●

○
○

2
6
2
0

ヒ
メ

ハ
ナ

バ
チ

科
ヤ

ヨ
イ

ヒ
メ

ハ
ナ

バ
チ

A
nd

re
na

 h
eb

es
●

●
2
6
2
1

キ
バ

ナ
ヒ

メ
ハ

ナ
バ

チ
A

nd
re

na
 k

nu
th

i
●

●
2
6
2
2

ミ
カ

ド
ヒ

メ
ハ

ナ
バ

チ
A

nd
re

na
 m

ik
ad

o
●

●
2
6
2
3

ウ
ツ

ギ
ヒ

メ
ハ

ナ
バ

チ
A

nd
re

na
 p

ro
st

om
ia

s
●

●
2
6
2
4

ア
ブ

ラ
ナ

マ
メ

ヒ
メ

ハ
ナ

バ
チ

A
nd

re
na

 s
em

ir
ug

os
a 

br
as

si
ca

e
●

●
ヒ

メ
ハ

ナ
バ

チ
科

の
一

種
A

n
d
re

n
id

ae
 g

en
. 

sp
.

●
●

2
6
2
5

ミ
ツ

バ
チ

科
ス

ジ
ボ

ソ
コ

シ
ブ

ト
ハ

ナ
バ

チ
A

m
eg

ill
a 

flo
re

a 
flo

re
a

●
●

●
2
6
2
6

ケ
ブ

カ
コ

シ
ブ

ト
ハ

ナ
バ

チ
A

nt
ho

ph
or

a 
pl

um
ip

es
 v

ill
os

ul
a

●
●

2
6
2
7

ニ
ホ

ン
ミ
ツ

バ
チ

A
pi

s 
ce

ra
na

 j
ap

on
ic

a
●

●
●

●
○

○
2
6
2
8

セ
イ

ヨ
ウ

ミ
ツ

バ
チ

A
pi

s 
m

el
lif

er
a

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

2
6
2
9

コ
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
B

om
bu

s 
ar

de
ns

 a
rd

en
s

●
●

●
2
6
3
0

ト
ラ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

B
om

bu
s 

di
ve

rs
us

 d
iv

er
su

s
●

●
●

●
●

●
●

2
6
3
1

ク
ロ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

B
om

bu
s 

ig
ni

tu
s

●
●

●
●

B
om

bu
s 

属
の

一
種

B
om

bu
s 

sp
.

●
●

2
6
3
2

ク
ロ

ツ
ヤ

ハ
ナ

バ
チ

C
er

at
in

a 
m

eg
as

ti
gm

at
a

●
●

2
6
3
3

ヤ
マ

ト
ム

カ
シ

ハ
ナ

バ
チ

ヤ
ド

リ
E
pe

ol
us

 j
ap

on
ic

us
●

●
●

●
2
6
3
4

ニ
ッ

ポ
ン

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ハ
ナ

バ
チ

E
uc

er
a 

ni
pp

on
en

si
s

●
●

●
●

2
6
3
5

シ
ロ

ス
ジ

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ハ
ナ

バ
チ

E
uc

er
a 

sp
ur

ca
ti
pe

s
●

●
2
6
3
6

エ
サ

キ
キ

マ
ダ

ラ
ハ

ナ
バ

チ
N

om
ad

a 
es

ak
ii

●
●

2
6
3
7

イ
カ

ズ
チ

キ
マ

ダ
ラ

ハ
ナ

バ
チ

N
om

ad
a 

ic
az

ti
●

●
2
6
3
8

ダ
イ

ミ
ョ
ウ

キ
マ

ダ
ラ

ハ
ナ

バ
チ

N
om

ad
a 

ja
po

ni
ca

●
●

2
6
3
9

ナ
シ

モ
ン

キ
マ

ダ
ラ

ハ
ナ

バ
チ

N
om

ad
a 

py
ri

fe
ra

●
●

N
om

ad
a 

属
の

一
種

N
om

ad
a 

sp
.

●
●

●
2
6
4
0

ナ
ミ

ル
リ

モ
ン

ハ
ナ

バ
チ

T
hy

re
us

 d
ec

or
us

●
●

2
6
4
1

キ
ム

ネ
ク

マ
バ

チ
X

yl
oc

op
a 

ap
pe

nd
ic

ul
at

a 
ci

rc
um

vo
la

ns
●

●
●

●
●

●
●

N
om

ad
in

ae
 亜

科
の

一
種

N
o
m

ad
in

ae
 g

en
. 

sp
.

●
●

ミ
ツ

バ
チ

科
の

一
種

A
n
th

o
p
h
o
ri

d
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
2
6
4
2

ム
カ

シ
ハ

ナ
バ

チ
科

オ
オ

ム
カ

シ
ハ

ナ
バ

チ
C

ol
le

te
s 

co
lla

ri
s

●
●

●
2
6
4
3

ア
シ

ブ
ト
ム

カ
シ

ハ
ナ

バ
チ

C
ol

le
te

s 
pa

te
lla

tu
s

●
●

●
ム

カ
シ

ハ
ナ

バ
チ

科
の

一
種

C
o
lle

ti
d
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
2
6
4
4

コ
ハ

ナ
バ

チ
科

ア
カ

ガ
ネ

コ
ハ

ナ
バ

チ
H

al
ic

tu
s 

ae
ra

ri
us

●
●

●
●

●
●

○
○

2
6
4
5

ズ
マ

ル
コ

ハ
ナ

バ
チ

L
as

io
gl

os
su

m
 a

ffi
ne

●
●

2
6
4
6

ウ
マ

ヅ
ラ

チ
ビ

ハ
ナ

バ
チ

L
as

io
gl

os
su

m
 h

ir
as

hi
m

ae
●

●
2
6
4
7

ニ
ッ

ポ
ン

チ
ビ

ハ
ナ

バ
チ

L
as

io
gl

os
su

m
 j
ap

on
ic

um
●

●
2
6
4
8

サ
ビ

イ
ロ

カ
タ

コ
ハ

ナ
バ

チ
L
as

io
gl

os
su

m
 m

ut
ilu

m
●

●
●

2
6
4
9

ニ
ッ

ポ
ン

カ
タ

コ
ハ

ナ
バ

チ
L
as

io
gl

os
su

m
 n

ip
po

ni
co

la
●

●
2
6
5
0

シ
ロ

ス
ジ

カ
タ

コ
ハ

ナ
バ

チ
L
as

io
gl

os
su

m
 o

cc
id

en
s

●
●

2
6
5
1

フ
タ

モ
ン

カ
タ

コ
ハ

ナ
バ

チ
L
as

io
gl

os
su

m
 s

ci
tu

lu
m

●
●

2
6
5
2

キ
オ

ビ
コ

ハ
ナ

バ
チ

L
as

io
gl

os
su

m
 s

ib
ir

ia
cu

m
●

●
●

2
6
5
3

ツ
ヤ

チ
ビ

ハ
ナ

バ
チ

L
as

io
gl

os
su

m
 t

ra
ns

po
si

tu
m

●
●

2
6
5
4

ケ
ナ

ガ
チ

ビ
ハ

ナ
バ

チ
L
as

io
gl

os
su

m
 v

ill
os

ul
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 t
ri

ch
op

se
●

●
●

2
6
5
5

ア
オ

ス
ジ

ハ
ナ

バ
チ

N
om
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 p

un
ct

ul
at

a
●

●
●

2
6
5
6

ミ
ズ

ホ
ヤ

ド
リ
コ

ハ
ナ

バ
チ

Sp
he

co
de

s 
ja
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cu
s

●
●

2
6
5
7

エ
サ

キ
ヤ

ド
リ
コ

ハ
ナ

バ
チ

Sp
he

co
de

s 
si

m
ill
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●
●

コ
ハ

ナ
バ

チ
科

の
一

種
H

al
ic

ti
d
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
○

○
2
6
5
8

ハ
キ

リ
バ

チ
科

ト
ガ

リ
ハ

ナ
バ

チ
C

oe
lio

xy
s 

fe
ne
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ra
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●

●
2
6
5
9

ヤ
ノ

ト
ガ

リ
ハ

ナ
バ

チ
C

oe
lio

xy
s 
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s

●
●

●
●

2
6
6
0

ハ
ラ

ア
カ

ヤ
ド

リ
ハ

キ
リ

バ
チ

E
ua

sp
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 b
as

al
is

●
●

2
6
6
1

バ
ラ

ハ
キ

リ
バ

チ
M

eg
ac

hi
le

 n
ip

po
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ca
 n

ip
po

ni
ca

●
●

●
●

2
6
6
2

オ
オ

ハ
キ

リ
バ

チ
M

eg
ac

hi
le

 s
cu

lp
tu

ra
lis

●
●

●
○

○
2
6
6
3

ヒ
メ

ハ
キ

リ
バ

チ
M

eg
ac

hi
le

 s
pi

ss
ul

a
●

●
2
6
6
4

ツ
ル

ガ
ハ

キ
リ

バ
チ

M
eg

ac
hi

le
 t

su
ru

ge
ns

is
●

●
●

●
2
6
6
5

キ
バ

ラ
ハ

キ
リ

バ
チ

M
eg

ac
hi

le
 x

an
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ot
hr

ix
○

○
M
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ac

hi
le

 属
の

一
種

M
eg

ac
hi

le
sp

.
●

●
○

○
○

ハ
キ

リ
バ

チ
科

の
一

種
M
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ac

h
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d
ae

 g
en
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.
●

●
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○
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表
4
-
5
 陸

上
昆

虫
類

確
認

種
一

覧
（
3
8
/
3
8
）

和
名

学
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
7
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6
備

考
学

名
引

用
文

献

種
名

文
献

現
地

調
査

№
目

名
科

名

2
6
6
6

（
ハ

チ
目

（
膜

翅
目

）
）

ケ
ア

シ
ハ

ナ
バ

チ
科

シ
ロ

ス
ジ

フ
デ

ア
シ

ハ
ナ

バ
チ

D
as

yp
od

a 
ja

po
ni

ca
●

●
●

6
3
種

1
3
6
種

5
9
5
種

1
2
3
種

6
6
1
種

9
6
3
種

6
9
2
種

2
種

5
2
7
種

1
,4

1
2
種

2
,3

7
0
種

1
0
種

4
種

4
4
3
種

6
6
種

1
4
4
種

4
0
0
種

8
4
6
種

注
)

1
.分

類
体

系
 ・

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

学
名

引
用

に
使

用
し

た
文

献
を

以
下

に
示

す
。

　
1
.「

日
本

産
昆

虫
総

目
録

」
（
九

州
大

学
農

学
部

昆
虫

学
研

究
室

　
平

成
1
年

）
　

2
.「

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
の

た
め

の
生

物
リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
1
8
年

）
」

　
3
.「

沖
縄

昆
虫

野
外

観
察

図
鑑

 第
３

巻
」
（
沖

縄
出

版
　

昭
和

6
2
年

）
　

4
.「

な
が

さ
き

の
希

少
な

野
生

動
植

物
－

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
2
0
0
1
－

」
（
長

崎
県

　
平

成
1
3
年

）
　

5
.「

日
本

産
カ

ミ
キ

リ
ム

シ
」
（
東

海
大

学
出

版
会

　
平

成
1
9
年

）
　

6
.「

新
訂

 原
色

昆
虫

大
図

鑑
 第

II
I巻

（
ト
ン

ボ
目

・
カ

ワ
ゲ

ラ
目

・
バ

ッ
タ

目
・
カ

メ
ム

シ
目

・
ハ

エ
目

・
ハ

チ
目

 他
）
」
（
北

陸
舘

　
平

成
2
0
年

）

【
文

献
名

】
　

文
献

1
：
「
第

２
回

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

（
環

境
庁

，
昭

和
5
6
年

）
」

　
文

献
2
：
「
諫

早
近

代
史

（
諫

早
近

代
史

編
集

委
員

会
，

平
成

2
年

）
」

　
文

献
3
：
「
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

，
2
0
0
1
）
」

　
文

献
4
：
「
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
0
1
－

（
長

崎
県

　
平

成
1
3
年

）
」

　
文

献
5
：
「
平

成
５

年
度

本
明

川
水

系
(本

明
川

・
半

造
川

)陸
上

昆
虫

類
等

調
査

報
告

書
　

平
成

6
年

3
月

　
日

鉄
鉱

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
株

式
会

社
」

　
文

献
6
：
「
平

成
1
0
年

度
 本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
陸

上
昆

虫
類

等
）
 報

告
書

 平
成

1
1
年

3
月

 西
日

本
技

術
開

発
株

式
会

社
」

2
,6

6
6
種

3
2
0
科

2
,3

7
0
種

（
2
8
7
科

1
,7

3
0
種

）
1
5
8
科

8
4
6
種

計
2
2
目

3
3
1
科
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表
4
-
6
 ク

モ
類

等
の

節
足

動
物

確
認

種
一

覧
（
1
/
7
）

和
名

学
名

平
成

1
6
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4

1
ク

モ
綱

（
蛛

形
綱

）
ク

モ
目

ジ
グ

モ
科

ジ
グ

モ
A

ty
pu

s 
ka

rs
ch

i
●

●
2

ト
タ

テ
グ

モ
科

キ
ノ

ボ
リ

ト
タ

テ
グ

モ
U

m
m

id
ia

 f
ra

ga
ri

a
●

●
●

3
マ

シ
ラ

グ
モ

科
L
ep

to
ne

ta
 属

の
一

種
L
ep

to
ne

ta
 s

p
.

●
●

○
○

4
ユ

ウ
レ

イ
グ

モ
科

ユ
ウ

レ
イ

グ
モ

P
ho

lc
us

 c
ry

pt
ic

ol
en

s
●

●
●

●
○

○
P
ho

lc
us

 属
の

一
種

P
ho

lc
us

sp
.

●
●

5
シ

モ
ン

グ
モ

Sp
er

m
op

ho
ra

 s
en

oc
ul

at
a

○
○

ユ
ウ

レ
イ

グ
モ

科
の

一
種

P
h
o
lc

id
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
6

タ
マ

ゴ
グ

モ
科

ダ
ニ

グ
モ

G
am

as
om

or
ph

a 
ca

ta
ph

ra
ct

a
●

●
○

○
G

am
as

om
or

ph
a 

属
の

一
種

G
am

as
om

or
ph

a 
sp

.
●

●
7

ナ
ル

ト
ミ

ダ
ニ

グ
モ

Is
ch

no
th

yr
eu

s 
na

ru
to

m
ii

●
●

○
○

8
オ

キ
ツ

ハ
ネ

グ
モ

O
rc

he
st

in
a 

ok
it
ui

○
○

9
ア

カ
ハ

ネ
グ

モ
O

rc
he

st
in

a 
sa

ng
ui

ne
a

●
●

タ
マ

ゴ
グ

モ
科

の
一

種
O

o
n
o
p
id

ae
 g

en
. 
sp

.
●

●
10

セ
ン

シ
ョ
ウ

グ
モ

科
セ

ン
シ

ョ
ウ

グ
モ

E
ro

 j
ap

on
ic

a
●

●
●

○
○

E
ro

 属
の

一
種

E
ro

 s
p
.

●
●

1
1

ハ
ラ

ビ
ロ

セ
ン

シ
ョ
ウ

グ
モ

M
im

et
us

 j
ap

on
ic

us
○

○
M

im
et

us
属

の
一

種
M

im
et

us
 s

p
.

●
●

12
ウ

ズ
グ

モ
科

オ
ウ

ギ
グ

モ
H

yp
ti
ot

es
 a

ffi
ni

s
●

●
●

●
○

○
1
3

マ
ネ

キ
グ

モ
M

ia
gr

am
m

op
es

 o
ri

en
ta

lis
●

●
●

●
○

○
1
4

カ
タ

ハ
リ

ウ
ズ

グ
モ

O
ct

on
ob

a 
sy

bo
ti
de

s
●

●
○

○
15

ウ
ズ

グ
モ

O
ct

on
ob

a 
va

ri
an

s
●

●
○

○
O

ct
on

ob
a 

属
の

一
種

O
ct

on
ob

a 
sp

.
●

●
●

1
6

U
lo

bo
ru

s 
属

の
一

種
U

lo
bo

ru
s 

sp
.

●
●

1
7

ホ
ラ

ヒ
メ

グ
モ

科
チ

ビ
ホ

ラ
ヒ

メ
グ

モ
N

es
ti
ce

lla
 m

og
er

a
○

○
1
8

ウ
ン

ゼ
ン

ホ
ラ

ヒ
メ

グ
モ

N
es

ti
cu

s 
ya

gi
nu

m
ai

○
○

1
1
9

ヒ
メ

グ
モ

科
ツ

リ
ガ

ネ
ヒ

メ
グ

モ
A

ch
ae

ar
an

ea
 a

ng
ul

it
ho

ra
x

●
●

○
○

2
0

ヒ
ザ

ブ
ト
ヒ

メ
グ

モ
A

ch
ae

ar
an

ea
 f
er

ru
m

eq
ui

na
●

●
2
1

ヒ
メ

グ
モ

A
ch

ae
ar

an
ea

 j
ap

on
ic

a
●

●
●

○
○

2
2

コ
ン

ピ
ラ

ヒ
メ

グ
モ

A
ch

ae
ar

an
ea

 k
om

pi
re

ns
is

●
●

2
3

オ
オ

ツ
リ

ガ
ネ

ヒ
メ

グ
モ

A
ch

ae
ar

an
ea

 t
ab

ul
at

a
●

●
○

○
2
4

オ
オ

ヒ
メ

グ
モ

A
ch

ae
ar

an
ea

 t
ep

id
ar

io
ru

m
●

●
○

○
A

ch
ae

ar
an

ea
 属

の
一

種
A

ch
ae

ar
an

ea
 s

p
.

●
●

●
●

2
5

ア
シ

ブ
ト
ヒ

メ
グ

モ
A

ne
lo

si
m

us
 c

ra
ss

ip
es

●
●

●
A

ne
lo

si
m

us
 属

の
一

種
A

ne
lo

si
m

us
 s

p
.

●
●

●
26

シ
ロ

カ
ネ

イ
ソ

ウ
ロ

ウ
グ

モ
A

rg
yr

od
es

 b
on

ad
ea

●
●

○
○

27
ト
ビ

ジ
ロ

イ
ソ

ウ
ロ

ウ
グ

モ
A

rg
yr

od
es

 c
yl

in
dr

at
us

○
○

2
8

フ
タ

オ
イ

ソ
ウ

ロ
ウ

グ
モ

A
rg

yr
od

es
 f
ur

●
●

●
○

○
29

チ
リ

イ
ソ

ウ
ロ

ウ
グ

モ
A

rg
yr

od
es

 k
um

ad
ai

●
●

●
A

rg
yr

od
es

 属
の

一
種

A
rg

yr
od

es
 s

p
.

●
●

3
0

オ
ナ

ガ
グ

モ
A

ri
am

ne
s 

cy
lin

dr
og

as
te

r
●

●
●

○
○

3
1

ギ
ボ

シ
ヒ

メ
グ

モ
C

hr
ys

so
 a

lb
ip

es
●

●
●

●
○

○
3
2

ホ
シ

ミ
ド

リ
ヒ

メ
グ

モ
C

hr
ys

so
 f
ol

ia
ta

●
●

○
○

3
3

コ
ガ

ネ
ヒ

メ
グ

モ
C

hr
ys

so
 s

ci
nt

ill
an

s
●

●
○

○
C

hr
ys

so
 属

の
一

種
C

hr
ys

so
 s

p
.

●
●

3
4

サ
ヤ

ヒ
メ

グ
モ

C
ol

eo
so

m
a 

bl
an

du
m

●
●

3
5

ヤ
ホ

シ
サ

ヤ
ヒ

メ
グ

モ
C

ol
eo

so
m

a 
oc

to
m

ac
ul

at
um

●
●

●
3
6

シ
モ

フ
リ

ミ
ジ

ン
グ

モ
D

ip
oe

na
 p

un
ct

is
pa

rs
a

●
●

●
D

ip
oe

na
 属

の
一

種
D

ip
oe

na
sp

.
●

●
3
7

カ
レ

ハ
ヒ

メ
グ

モ
E
no

pl
og

na
th

a 
ab

ru
pt

a
●

●
3
8

ヤ
マ

ト
コ

ノ
ハ

グ
モ

E
no

pl
og

na
th

a 
ja

po
ni

ca
○

○
E
no

pl
og

na
th

a 
属

の
一

種
E
no

pl
og

na
th

a 
sp

.
●

●
●

3
9

ヒ
シ

ガ
タ

グ
モ

E
pi

si
nu

s 
af

fin
is

●
●

○
○

4
0

ム
ラ

ク
モ

ヒ
シ

ガ
タ

グ
モ

E
pi

si
nu

s 
nu

bi
lu

s
●

●
●

○
○

E
pi

si
nu

s 
属

の
一

種
E
pi

si
nu

s 
sp

.
●

●
4
1

ム
ナ

ボ
シ

ヒ
メ

グ
モ

K
ei

jia
 s

te
rn

in
ot

at
a

●
●

●
○

○
4
2

M
on

et
a

属
の

一
種

M
on

et
a 

sp
.

●
●

4
3

ハ
イ

イ
ロ

ヒ
メ

グ
モ

P
ai

di
sc

ur
a 

su
bp

al
le

ns
●

●
4
4

ハ
ラ

ダ
カ

ツ
ク

ネ
グ

モ
P
ho

ro
nc

id
ia

 a
lt
iv

en
tr

is
●

●
○

○
4
5

ツ
ク

ネ
グ

モ
P
ho

ro
nc

id
ia

 p
ilu

la
●

●
○

○
4
6

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ヤ
リ

グ
モ

R
ho

m
ph

ae
a 

la
bi

at
a

●
●

●

文
献

備
考

学
名

引
用

文
献

№
綱

名
目

名
科

名
種

名
現

地
調

査
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献

備
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学
名

引
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文
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№
綱

名
目

名
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名
種

名
現

地
調

査

4
7

（
ク

モ
綱

（
蛛

形
綱

）
）

（
ク

モ
目

）
（
ヒ

メ
グ

モ
科

）
ヤ

リ
グ

モ
R
ho

m
ph

ae
a 

sa
ga

na
○

○
4
8

ス
ネ

グ
ロ

オ
チ

バ
ヒ

メ
グ

モ
St

em
m

op
s 

ni
pp

on
ic

us
●

●
●

○
○

4
9

バ
ラ

ギ
ヒ

メ
グ

モ
T

ak
ay

us
 c

hi
ku

ni
i

○
○

5
0

ユ
ノ

ハ
マ

ヒ
メ

グ
モ

T
ak

ay
us

 y
un

oh
am

en
si

s
○

○
T

ak
ay

us
 属

の
一

種
T

ak
ay

us
 s

p
.

●
●

5
1

ク
ロ

サ
サ

ヒ
メ

グ
モ

T
hy

m
oi

te
s 

ok
um

ae
○

○
5
2

ア
マ

ミ
ミ

ジ
ン

グ
モ

T
ri

go
no

bo
th

ry
s 

am
am

ie
ns

is
○

○
5
3

キ
ベ

リ
ミ

ジ
ン

グ
モ

T
ri

go
no

bo
th

ry
s 

fla
vo

m
ar

gi
na

tu
s

●
●

○
○

○
5
4

カ
ニ

ミ
ジ

ン
グ

モ
T

ri
go

no
bo

th
ry

s 
m

us
te

lin
us

●
●

○
○

5
5

ボ
カ

シ
ミ

ジ
ン

グ
モ

Y
ag

in
um

en
a 

ca
st

ra
ta

●
●

○
○

ヒ
メ

グ
モ

科
の

一
種

T
h
er

id
iid

ae
 g

en
. 
sp

.
●

●
5
6

ヨ
リ

メ
グ

モ
科

ヨ
ロ

イ
ヒ

メ
グ

モ
C

om
ar

om
a 

m
ac

ul
os

um
●

●
5
7

ヨ
リ

メ
グ

モ
C

on
oc

ul
us

 l
yu

ga
di

nu
s

○
○

5
8

コ
ツ

ブ
グ

モ
科

コ
ツ

ブ
グ

モ
科

の
一

種
M

ys
m

en
id

ae
 g

en
. 

sp
.

●
●

5
9

サ
ラ

グ
モ

科
サ

イ
ト
ウ

コ
ブ

ヌ
カ

グ
モ

A
in

er
ig

on
e 

sa
it
oi

●
●

A
in

er
ig

on
e 

属
の

一
種

A
in

er
ig

on
e 

sp
.

●
●

6
0

A
rc

up
ha

nt
es

 属
の

一
種

A
rc

up
ha

nt
es

 s
p
.

○
○

6
1

ザ
ラ

ア
カ

ム
ネ

グ
モ

A
sp

er
th

or
ax

 c
om

m
un

is
○

○
6
2

ヒ
ゴ

マ
ル

サ
ラ

グ
モ

C
en

tr
om

er
us

 h
ig

oe
ns

is
○

○
6
3

ハ
ラ

ジ
ロ

ム
ナ

キ
グ

モ
D

ip
lo

ce
ph

al
oi

de
s 

sa
ga

nu
s

●
●

○
○

6
4

マ
ル

ム
ネ

ヒ
ザ

グ
モ

E
ri

go
ne

 e
de

nt
at

a
●

●
6
5

ノ
コ

ギ
リ

ヒ
ザ

グ
モ

E
ri

go
ne

 p
ro

m
in

en
s

●
●

○
○

6
6

ニ
セ

ア
カ

ム
ネ

グ
モ

G
na

th
on

ar
iu

m
 e

xs
ic

ca
tu

m
○

○
○

6
7

ナ
ミ

ズ
キ

ン
ヌ

カ
グ

モ
G

on
gy

lid
io

id
es

 c
om

m
un

is
○

○
6
8

ク
ロ

ナ
ン

キ
ン

グ
モ

H
yl

yp
ha

nt
es

 g
ra

m
in

ic
ol

a
●

●
●

●
○

○
6
9

ア
シ

ヨ
レ

グ
モ

L
ab

ul
la

 c
on

to
rt

ip
es

●
●

7
0

チ
ビ

ア
カ

サ
ラ

グ
モ

N
em

at
og

m
us

 s
an

gu
in

ol
en

tu
s

●
●

7
1

ズ
ダ

カ
サ

ラ
グ

モ
N

em
at

og
m

us
 s

ty
lit

us
○

○
7
2

ク
ス

ミ
サ

ラ
グ

モ
N

eo
lin

yp
hi

a 
fu

sc
a

○
○

7
3

チ
ビ

サ
ラ

グ
モ

N
er

ie
ne

 b
ro

ng
er

sm
ai

●
●

7
4

ム
ネ

グ
ロ

サ
ラ

グ
モ

N
er

ie
ne

 n
ig

ri
pe

ct
oi

de
s

○
○

7
5

ヘ
リ

ジ
ロ

サ
ラ

グ
モ

N
er

ie
ne

 o
id

ed
ic

at
a

●
●

7
6

ヌ
カ

グ
モ

O
ed

ot
ho

ra
x 

bi
pu

nc
ti
s

●
●

○
○

7
7

イ
マ

ダ
テ

テ
ン

グ
ヌ

カ
グ

モ
O

ia
 i
m

ad
at

ei
○

○
7
8

ス
ソ

グ
ロ

サ
ラ

グ
モ

O
st

ea
ri

us
 m

el
an

op
yg

iu
s

○
○

7
9

コ
テ

ン
グ

ヌ
カ

グ
モ

P
ai

ki
ni

an
a 

vu
lg

ar
is

●
●

8
0

ナ
ラ

ヌ
カ

グ
モ

P
ar

hy
po

m
m

a 
na

ra
en

si
s

○
○

8
1

ア
シ

ナ
ガ

サ
ラ

グ
モ

P
ro

lin
yp

hi
a 

lo
ng

ip
ed

el
la

●
●

○
○

P
ro

lin
yp

hi
a 

属
の

一
種

P
ro

lin
yp

hi
a 

sp
.

●
●

○
○

8
2

ヤ
マ

ト
オ

オ
イ

ヤ
マ

ケ
シ

グ
モ

R
yo

jiu
s 

ja
po

ni
cu

s
●

●
8
3

ア
リ

マ
ネ

グ
モ

So
le

ny
sa

 m
el

lo
tt

ei
●

●
○

○
8
4

ヨ
ツ

ボ
シ

サ
ラ

グ
モ

St
ra

nd
el

la
 q

ua
dr

im
ac

ur
at

a
○

○
8
5

ユ
ノ

ハ
マ

サ
ラ

グ
モ

T
ur

in
yp

hi
a 

yu
no

ha
m

en
si

s
●

●
○

○
8
6

セ
ス

ジ
ア

カ
ム

ネ
グ

モ
U

m
m

el
ia

ta
 i
ns

ec
ti
ce

ps
●

●
○

○
8
7

W
al

ck
en

ae
ri

a 
属

の
一

種
W

al
ck

en
ae

ri
a 

sp
.

●
●

○
○

サ
ラ

グ
モ

科
の

一
種

L
in

yp
h
iid

ae
 g

en
. 
sp

.
●

●
●

●
8
8

ア
シ

ナ
ガ

グ
モ

科
チ

ュ
ウ

ガ
タ

シ
ロ

カ
ネ

グ
モ

L
eu

ca
ug

e 
bl

an
da

●
●

●
●

○
○

○
8
9

オ
オ

シ
ロ

カ
ネ

グ
モ

L
eu

ca
ug

e 
m

ag
ni

fic
a

●
●

●
○

○
9
0

コ
シ

ロ
カ

ネ
グ

モ
L
eu

ca
ug

e 
su

bb
la

nd
a

●
●

●
9
1

キ
ラ

ラ
シ

ロ
カ

ネ
グ

モ
L
eu

ca
ug

e 
su

bg
em

m
ea

●
●

●
○

○
○

L
eu

ca
ug

e 
属

の
一

種
L
eu

ca
ug

e
sp

.
●

●
●

●
9
2

ヤ
マ

ジ
ド

ヨ
ウ

グ
モ

M
et

a 
re

ti
cu

lo
id

es
○

○
9
3

チ
ク

ニ
ド

ヨ
ウ

グ
モ

M
et

le
uc

au
ge

 c
hi

ku
ni

i
●

●
○

○
9
4

タ
ニ

マ
ノ

ド
ヨ

ウ
グ

モ
M

et
le

uc
au

ge
 k

om
pi

re
ns

is
●

●
○

○
9
5

メ
ガ

ネ
ド

ヨ
ウ

グ
モ

M
et

le
uc

au
ge

 y
un

oh
am

en
si

s
○

○
9
6

ジ
ョ
ロ

ウ
グ

モ
N

ep
hi

la
 c

la
va

ta
●

●
●

●
○

○
○

9
7

ヤ
サ

ガ
タ

ア
シ

ナ
ガ

グ
モ

T
et

ra
gn

at
ha

 m
ax

ill
os

a
●

●
●

●
9
8

ア
シ

ナ
ガ

グ
モ

T
et

ra
gn

at
ha

 p
ra

ed
on

ia
●

●
●

●
○

○
○

9
9

シ
ナ

ノ
ア

シ
ナ

ガ
グ

モ
T

et
ra

gn
at

ha
 s

hi
na

no
en

si
s

○
○

1
0
0

ウ
ロ

コ
ア

シ
ナ

ガ
グ

モ
T

et
ra

gn
at

ha
 s

qu
am

at
a

●
●

●
○

○
○
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学
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平
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年

度
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度
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成
2
0
年

度
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文
献

備
考

学
名

引
用

文
献

№
綱

名
目

名
科

名
種

名
現

地
調

査

1
0
1

（
ク

モ
綱

（
蛛

形
綱

）
）

（
ク

モ
目

）
（
ア

シ
ナ

ガ
グ

モ
科

）
エ

ゾ
ア

シ
ナ

ガ
グ

モ
T

et
ra

gn
at

ha
 y

es
oe

ns
is

○
○

T
et

ra
gn

at
ha

属
の

一
種

T
et

ra
gn

at
ha

 s
p
.

●
●

●
●

1
0
2

コ
ガ

ネ
グ

モ
科

ハ
ツ

リ
グ

モ
A

cu
si

la
s 

co
cc

in
eu

s
●

●
1
0
3

キ
ジ

ロ
オ

ヒ
キ

グ
モ

A
ra

ch
nu

ra
 l
og

io
●

●
○

○
1
0
4

ヌ
サ

オ
ニ

グ
モ

A
ra

ne
us

 e
ju

sm
od

i
●

●
●

●
○

○
1
0
5

イ
シ

サ
ワ

オ
ニ

グ
モ

A
ra

ne
us

 i
sh

is
aw

ai
○

○
1
0
6

ア
オ

オ
ニ

グ
モ

A
ra

ne
us

 p
en

ta
gr
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7
6

T
ai

w
an

el
la

 属
の

一
種

T
ai

w
an

el
la

 s
p
.

●
●

2
ナ

ガ
ズ

ジ
ム

カ
デ

科
の

一
種

M
ec

is
to

ce
p
h
al

id
ae

 g
en

. 
sp

.
●

●
2
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表
4
-
6
 ク

モ
類

等
の

節
足

動
物

確
認

種
一

覧
（
7
/
7
）

和
名

学
名

平
成

1
6
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4

文
献

備
考

学
名

引
用

文
献

№
綱

名
目

名
科

名
種

名
現

地
調

査

（
ム

カ
デ

綱
（
唇

脚
綱

）
）

（
ジ

ム
カ

デ
目

）
―

ジ
ム

カ
デ

目
の

一
種

G
eo

p
h
ilo

m
o
rp

h
a 

fa
m

. 
ge

n
. 
sp

.
●

●
2

―
―

ム
カ

デ
綱

の
一

種
C

H
IL

O
P
O

D
A

 s
p
.

●
●

2
2
7
7

コ
ム

カ
デ

綱
―

―
コ

ム
カ

デ
綱

の
一

種
S
Y

M
P
H

Y
L
A

 s
p
.

●
●

2
1
7
0
種

6
0
種

1
3
8
種

2
2
5
種

1
5
1
種

0
種

3
種

3
4
種

1
6
3
種

注
)

1
.分

類
体

系
 ・

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

平
成

2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

学
名

引
用

に
使

用
し

た
文

献
を

以
下

に
示

す
。

　
1
.「

な
が

さ
き

の
希

少
な

野
生

動
植

物
－

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
2
0
0
1
－

」
（
長

崎
県

平
成

1
3
年

）
　

2
.「

日
本

産
野

生
生

物
目

録
－

本
邦

野
生

動
植

物
の

種
の

現
状

－
（
無

脊
椎

動
物

編
Ⅲ

）
」
（
環

境
庁

平
成

1
0
年

1
2
月

）
　

3
.「

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
や

ま
ぐ

ち
 山

口
県

の
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

生
物

 」
（
山

口
県

平
成

1
4
年

）
　

4
.「

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
の

た
め

の
生

物
リ

ス
ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

平
成

1
8
年

）
」

　
5
.「

日
本

産
土

壌
動

物
検

索
図

説
」
（
東

海
大

学
出

版
会

　
平

成
3
年

）

【
文

献
名

】
　

文
献

1
：
「
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

，
2
0
0
1
）
」

　
文

献
2
：
「
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
0
1
－

（
長

崎
県

平
成

1
3
年

）
」

　
文

献
3
：
「
平

成
５

年
度

本
明

川
水

系
(本

明
川

・
半

造
川

)陸
上

昆
虫

類
等

調
査

報
告

書
平

成
6
年

3
月

日
鉄

鉱
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
株

式
会

社
」

　
文

献
4
：
「
平

成
1
0
年

度
 本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
陸

上
昆

虫
類

等
）
 報

告
書

 平
成

1
1
年

3
月

 西
日

本
技

術
開

発
株

式
会

社
」

1
4
目

5
9
科

2
2
5
種

（
1
4
目

5
7
科

1
7
0
種

）
1
目

2
8
科

1
6
3
種

計
5
綱

1
4
目

6
0
科

2
7
7
種
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表
4
-
7
 陸

産
貝

類
確

認
種

一
覧

現
地

調
査

文
献

1
マ

キ
ガ

イ
綱

ニ
ナ

目
ヤ

マ
タ

ニ
シ

科
ヤ

マ
タ

ニ
シ

C
yc

lo
ph

or
us

 h
er

kl
ot

si
●

●
2

ア
ツ

ブ
タ

ガ
イ

C
yc

lo
tu

s 
ca

m
pa

nu
la

tu
s 

ca
m

pa
nu

la
tu

s
●

●
3

ミ
ジ

ン
ヤ

マ
タ

ニ
シ

N
ak

ad
ae

lla
 m

ic
ro

n
●

ヤ
マ

タ
ニ

シ
科

の
一

種
C

yc
lo

p
h
o
ri

d
ae

 g
en

. 
sp

.
●

4
ム

シ
オ

イ
ガ

イ
科

ハ
リ

マ
ム

シ
オ

イ
ガ

イ
（
ハ

リ
マ

ム
シ

オ
イ

ガ
イ

）
C

ha
m

al
yc

ae
us

 j
ap

on
ic

us
(C

ha
m

al
yc

ae
us

 j
ap

on
ic

us
 j
ap

om
ic

us
)

●
C

ha
m

al
yc

ae
us

属
の

一
種

C
ha

m
al

yc
ae

us
 s

p
.

●
5

ゴ
マ

ガ
イ

科
キ

ュ
ウ

シ
ュ

ウ
ゴ

マ
ガ

イ
D

ip
lo

m
m

at
in

a 
ta

ne
ga

sh
im

ae
 k

yu
sy

ue
ns

is
●

●
6

ヒ
ダ

リ
マ

キ
ゴ

マ
ガ

イ
P
al

ai
na

 p
us

ill
a 

pu
si

lla
●

●
7

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ
ウ

ガ
イ

科
ヘ

ソ
カ

ド
ガ

イ
P
al

ud
in

el
la

 j
ap

on
ic

a
●

8
オ

オ
カ

ミ
ガ

イ
目

オ
カ

ミ
ミ

ガ
イ

科
ハ

マ
シ

イ
ノ

ミ
ガ

イ
M

el
am

pu
s 

ca
st

an
eu

s
●

9
ケ

シ
ガ

イ
科

ケ
シ

ガ
イ

C
ar

yc
hi

um
 p

es
si

m
um

●
10

マ
イ

マ
イ

目
オ

カ
モ

ノ
ア

ラ
ガ

イ
科

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

ヒ
メ

オ
カ

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

（ヒ
メ

オ
カ

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

）
N

eo
su

cc
in

ea
 l
yr

at
a(

N
eo

su
cc

in
ea

 l
yr

at
a 

ho
rt

ic
ol

a)
●

11
マ

キ
ゾ

メ
ガ

イ
科

ヒ
ラ

ド
マ

ル
ナ

タ
ネ

P
up

is
om

a 
ha

rp
ul

a
●

1
2

キ
セ

ル
ガ

イ
モ

ド
キ

科
キ

セ
ル

ガ
イ

モ
ド

キ
M

ir
us

 r
ei

ni
an

us
●

1
3

キ
セ

ル
ガ

イ
科

ツ
シ

マ
ギ

セ
ル

（
ス

グ
ヒ

ダ
ギ

セ
ル

）
P
ag

an
iz

ap
ty

x 
st

im
ps

on
i(
P
ag

an
iz

ap
ty

x 
st

im
ps

on
i 
su

bg
ib

be
ra

)
●

1
4

シ
イ

ボ
ル

ト
コ

ギ
セ

ル
P
ha

ed
us

a 
si

eb
ol

di
i

●
1
5

ピ
ル

ス
ブ

リ
ギ

セ
ル

T
yr

an
no

ph
ae

du
sa

 p
ils

br
ya

na
●

1
6

オ
キ

ギ
セ

ル
（
オ

キ
ギ

セ
ル

）
V

as
ti
na

 v
as

ta
(V

as
ti
na

 v
as

ta
 v

as
ta

)
●

1
7

オ
カ

チ
ョ
ウ

ジ
ガ

イ
科

マ
ル

オ
カ

チ
ョ
ウ

ジ
ガ

イ
A

llo
pe

as
 b

re
vi

sp
ir

um
●

1
8

オ
カ

チ
ョ
ウ

ジ
ガ

イ
A

llo
pe

as
 c

la
vu

lin
um

 k
yo

to
en

se
●

●
1
9

ナ
メ

ク
ジ

科
ヤ

マ
ナ

メ
ク

ジ
M

eg
hi

na
ti
um

 f
ru

hs
to

rf
er

i
●

2
0

コ
ウ

ラ
ナ

メ
ク

ジ
科

キ
イ

ロ
ナ

メ
ク

ジ
L
im

ax
 f
la

vu
s

●
2
1

ベ
ッ

コ
ウ

マ
イ

マ
イ

科
オ

オ
ヒ

ラ
ベ

ッ
コ

ウ
B

ek
ko

ch
la

m
ys

 d
ul

ci
s

●
B

ek
ko

ch
la

m
ys

 属
の

一
種

B
ek

ko
ch

la
m

ys
 s

p
.

●
2
2

コ
シ

ダ
カ

ヒ
メ

ベ
ッ

コ
ウ

C
er

at
oc

hl
am

ys
 h

ir
as

ea
na

●
2
3

ヒ
メ

ベ
ッ

コ
ウ

ガ
イ

D
is

co
co

nu
lu

s 
si

na
pi

di
um

●
2
4

ヤ
ク

シ
マ

ヒ
メ

ベ
ッ

コ
ウ

D
is

co
co

nu
lu

s 
ya

ku
en

si
s

●
2
5

キ
ビ

ガ
イ

G
at

ro
do

nt
el

la
 m

ul
ti
vo

lv
is

●
●

2
6

ハ
リ

マ
キ

ビ
P
ar

ak
al

ie
lla

 h
ar

im
en

si
s

●
2
7

マ
ル

シ
タ

ラ
ガ

イ
P
ar

as
it
al

a 
re

in
ha

rd
ti

●
2
8

コ
シ

タ
カ

シ
タ

ラ
ガ

イ
Si

ta
lin

a 
ci

rc
um

ci
nc

ta
●

2
9

カ
サ

キ
ビ

（
カ

サ
キ

ビ
）

T
ro

ch
oc

hl
am

ys
 c

re
nu

la
ta

(T
ro

ch
oc

hl
am

ys
 c

re
nu

la
ta

 c
re

nu
la

ta
)

●
3
0

ウ
ラ

ジ
ロ

ベ
ッ

コ
ウ

U
ra

zi
ro

ch
la

m
ys

 d
oe

ni
tz

ii
●

ベ
ッ

コ
ウ

マ
イ

マ
イ

科
の

一
種

H
el

ic
ar

io
n
id

ae
 g

en
. 
sp

.
●

3
1

ニ
ッ

ポ
ン

マ
イ

マ
イ

科
N

ip
po

no
ch

lo
ri

ti
s

属
の

一
種

N
ip

po
no

ch
lo

ri
ti
s 

sp
.

●
32

シ
メ

ク
チ

マ
イ

マ
イ

Sa
ts

um
a 

fe
rr

ug
in

ea
●

●
3
3

コ
ベ

ソ
マ

イ
マ

イ
Sa

ts
um

a 
m

yo
m

ph
al

a
●

●
3
4

オ
ナ

ジ
マ

イ
マ

イ
科

オ
キ

ナ
ワ

ウ
ス

カ
ワ

マ
イ

マ
イ

（
ウ

ス
カ

ワ
マ

イ
マ

イ
）

A
cu

st
a 

de
sp

ec
ta

(A
cu

st
a 

de
sp

ec
ta

 s
ie

bo
ld

ia
na

)
●

3
5

フ
リ

イ
デ

ル
マ

イ
マ

イ
（
フ

リ
イ

デ
ル

マ
イ

マ
イ

）
A

eg
is

ta
 f
ri

ed
el

ia
na

(A
eg

is
ta

 f
ri

ed
el

ia
na

 f
ri

ed
el

ia
na

)
●

36
ツ

シ
マ

ケ
マ

イ
マ

イ
A

eg
is

ta
 t

ro
ch

ul
a

●
A

eg
is

ta
属

の
一

種
A

eg
is

ta
 s

p
.

●
3
7

オ
ナ

ジ
マ

イ
マ

イ
B

ra
dy

ba
en

a 
si

m
ila

ri
s

●
B

ra
dy

ba
en

a 
属

の
一

種
B

ra
dy

ba
en

a 
sp

.
●

3
8

ツ
ク

シ
マ

イ
マ

イ
（
ツ

ク
シ

マ
イ

マ
イ

）
E
uh

ad
ra

 h
er

kl
ot

si
(E

uh
ad

ra
 h

er
kl

ot
si

 h
er

kl
ot

si
)

●
E
uh

ad
ra

属
の

一
種

E
uh

ad
ra

 s
p
.

●
3
9

T
ri

sh
op

lit
a

属
の

一
種

T
ri

sh
op

lit
a 

sp
.

●
オ

ナ
ジ

マ
イ

マ
イ

科
の

一
種

B
ra

d
yb

ae
n
id

ae
 g

en
. 
sp

.
●

4
0

タ
ワ

ラ
ガ

イ
科

タ
ワ

ラ
ガ

イ
Si

no
en

ne
a 

iw
ak

aw
a

●
－

マ
イ

マ
イ

目
の

一
種

S
T

Y
L
O

M
M

A
T

O
P
H

O
R
A

 f
am

. 
ge

n
. 
sp

.
●

－
－

マ
キ

ガ
イ

綱
の

一
種

G
A

S
T

R
O

P
O

D
A

 s
p
.

●
1
7
種

3
6
種

1
綱

3
目

1
7
科

8
科

1
7
種

1
6
科

3
6
種

注
)

1
.分

類
体

系
・
「
日

本
産

野
生

生
物

目
録

－
本

邦
野

生
動

植
物

の
種

の
現

状
－

（
無

脊
椎

動
物

編
Ⅲ

）
（
環

境
庁

平
成

1
0
年

1
2
月

）
」
に

従
っ

た
。

・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.そ

の
他

・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

【
文

献
名

】
文

献
1
：
「
生

物
多

様
性

調
査

動
物

分
布

調
査

（
陸

産
及

び
淡

水
産

貝
類

）
報

告
書

（
環

境
省

自
然

環
境

局
生

物
多

様
性

セ
ン

タ
ー

平
成

1
4
年

）
」

綱
名

計N
o
.

4
0
種

備
考

平
成

1
6
年

度
1

種
名

科
名

学
名

和
名

目
名
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表
4
-
8
 魚

類
確

認
種

一
覧

現
地

調
査

文
献

和
　

名
学

名
平

成
5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
7
年

度
平

成
8
年

度
平

成
9
年

度
平

成
1
1
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
6
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
ウ

ナ
ギ

目
ウ

ナ
ギ

科
ウ

ナ
ギ

A
ng

ui
lla

 j
ap

on
ic

a
●

●
●

○
○

○
2

ニ
シ

ン
目

ニ
シ

ン
科

サ
ッ

パ
Sa

rd
in

el
la

 z
un

as
i

○
○

3
コ

ノ
シ

ロ
K

on
os

ir
us

 p
un

ct
at

us
○

○
4

コ
イ

目
コ

イ
科

コ
イ

C
yp

ri
nu

s 
ca

rp
io

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

5
ギ

ン
ブ

ナ
C

ar
as

si
us

 a
ur

at
us

 l
an

gs
do

rf
ii

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

C
ar

as
si

us
属

の
一

種
C

ar
as

si
us

 s
p
.

●
●

○
○

6
ヤ

リ
タ

ナ
ゴ

T
an

ak
ia

 l
an

ce
ol

at
a

○
○

○
7

タ
イ

リ
ク

バ
ラ

タ
ナ

ゴ
R
ho

de
us

 o
ce

lla
tu

s 
oc

el
la

tu
s

●
●

●
○

○
8

オ
イ

カ
ワ

Z
ac

co
 p

la
ty

pu
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
9

カ
ワ

ム
ツ

Z
ac

co
 t

em
m

in
ck

ii
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
Z
ac

co
属

の
一

種
Z
ac

co
 s

p
.

●
●

●
●

1
0

タ
カ

ハ
ヤ

P
ho

xi
nu

s 
ox

yc
ep

ha
lu

s 
jo

uy
i

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

1
1

モ
ツ

ゴ
P
se

ud
or

as
bo

ra
 p

ar
va

○
○

○
1
2

ム
ギ

ツ
ク

P
un

gt
un

gi
a 

he
rz

i
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
3

イ
ト
モ

ロ
コ

Sq
ua

lid
us

 g
ra

ci
lis

 g
ra

ci
lis

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

コ
イ

科
の

一
種

C
yp

ri
n
id

ae
 s

p
.

●
●

1
4

ド
ジ

ョ
ウ

科
ド

ジ
ョ
ウ

M
is

gu
rn

us
 a

ng
ui

lli
ca

ud
at

us
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

1
5

ヤ
マ

ト
シ

マ
ド

ジ
ョ
ウ

C
ob

it
is

 m
at

su
ba

ra
e

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
6

タ
イ

リ
ク

シ
マ

ド
ジ

ョ
ウ

C
ob

it
is

 t
ae

ni
a

○
○

1
7

ナ
マ

ズ
目

ギ
ギ

科
ア

リ
ア

ケ
ギ

バ
チ

P
se

ud
ob

ag
ru

s 
au

ra
nt

ia
cu

s
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

1
8

ナ
マ

ズ
科

ナ
マ

ズ
Si

lu
ru

s 
as

ot
us

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

1
9

サ
ケ

目
ア

ユ
科

ア
ユ

P
le

co
gl

os
su

s 
al

ti
ve

lis
 a

lt
iv

el
is

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
2
0

シ
ラ

ウ
オ

科
ア

リ
ア

ケ
シ

ラ
ウ

オ
Sa

la
nx

 a
ri

ak
en

si
s

○
○

2
1

カ
サ

ゴ
目

カ
ジ

カ
科

ヤ
マ

ノ
カ

ミ
T

ra
ch

id
er

m
us

 f
as

ci
at

us
○

○
○

○
○

2
2

カ
ジ

カ
中

卵
型

C
ot

tu
s
 s

p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

2
3

ス
ズ

キ
目

ス
ズ

キ
科

ス
ズ

キ
L
at

eo
la

br
ax

 j
ap

on
ic

us
○

○
2
4

ニ
ベ

科
コ

イ
チ

N
ib

ea
 a

lb
ifl

or
a

○
○

2
5

ボ
ラ

科
ボ

ラ
M

ug
il 

ce
ph

al
us

 c
ep

ha
lu

s
○

○
○

2
6

ハ
ゼ

科
ド

ン
コ

O
do

nt
ob

ut
is

 o
bs

cu
ra

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
2
7

タ
ビ

ラ
ク

チ
A

po
cr

yp
to

do
n 

pu
nc

ta
tu

s
○

○
2
8

ム
ツ

ゴ
ロ

ウ
B

ol
eo

ph
th

al
m

us
 p

ec
ti
ni

ro
st

ri
s

○
○

○
2
9

ト
ビ

ハ
ゼ

P
er

io
ph

th
al

m
us

 m
od

es
tu

s
○

○
○

3
0

ワ
ラ

ス
ボ

O
do

nt
am

bl
yo

pu
s 

la
ce

pe
di

i
○

○
3
1

シ
マ

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
R
hi

no
go

bi
us

 s
p
.C

B
●

●
●

○
○

○
○

○
○

3
2

オ
オ

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
R
hi

no
go

bi
us

 s
p
.L

D
●

●
●

●
●

●
●

●
3
3

ト
ウ

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
R
hi

no
go

bi
us

 s
p
.O

R
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○
○

○
○

R
hi

no
go

bi
us

属
の

一
種

R
hi

no
go

bi
us

 s
p
.

●
●

●
●

○
○

○
○

3
4

チ
チ

ブ
T

ri
de

nt
ig

er
 o

bs
cu

ru
s

○
○

ハ
ゼ

科
の

一
種

G
o
b
iid

ae
 s

p
.

●
●

○
○

3
5

タ
イ

ワ
ン

ド
ジ

ョ
ウ

科
カ

ム
ル

チ
ー

C
ha

nn
a 

ar
gu

s
○

○
3
6

フ
グ

目
フ

グ
科

シ
マ

フ
グ

T
ak

ifu
gu

 x
an

th
op

te
ru

s
○

○
9
種

1
1
種

8
種

1
種

1
種

1
種

1
4
種

1
8
種

1
7
種

8
種

1
種

1
3
種

1
3
種

1
2
種

6
種

1
9
種

2
種

2
5
種

2
1
種

5
種

8
種

7
種

8
種

1
1
種

1
1
種

6
種

9
種

1
1
種

9
種

1
1
種

9
種

3
5
種

8
目

1
5
科

注
)

1
.分

類
体

系
 ・

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

【
文

献
名

】
文

献
1
：
第

２
回

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

（
環

境
庁

昭
和

5
6
年

）
文

献
2
：
諫

早
近

代
史

（
諫

早
近

代
史

編
集

委
員

会
平

成
２

年
９

月
）

文
献

3
：
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

平
成

1
3
年

1
2
月

）
文

献
4
：
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
0
1
－

（
長

崎
県

平
成

1
3
年

３
月

）
文

献
5
：
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

業
務

報
告

書
（
建

設
省

　
平

成
3
年

3
月

）
文

献
6
：
平

成
４

年
度

本
明

川
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

（
魚

介
類

）
業

務
報

告
書

（
財

団
法

人
化

学
品

検
査

協
会

平
成

４
年

1
1
月

）
文

献
7
：
平

成
５

年
度

本
明

川
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

（
魚

介
類

）
業

務
多

自
然

型
工

法
魚

介
類

調
査

報
告

書
（
扇

精
光

株
式

会
社

平
成

６
年

１
月

）
文

献
8
：
平

成
７

年
度

本
明

川
水

系
（
本

明
川

・
半

造
川

）
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

魚
介

類
調

査
報

告
書

（
扇

精
光

株
式

会
社

平
成

８
年

１
月

）
文

献
9
：
平

成
７

年
度

本
明

川
水

系
（
多

自
然

型
）
魚

介
類

調
査

報
告

書
（
扇

精
光

株
式

会
社

平
成

８
年

１
月

）
文

献
1
0
：
平

成
1
0
年

度
本

明
川

河
川

環
境

影
響

調
査

業
務

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

平
成

1
1
年

３
月

）
文

献
1
1
：
平

成
1
1
年

度
本

明
川

河
川

環
境

影
響

調
査

業
務

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

平
成

1
2
年

３
月

）
文

献
1
2
：
平

成
1
2
年

度
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
魚

介
類

・
底

生
動

物
）
業

務
報

告
書

（
株

式
会

社
建

設
環

境
研

究
所

平
成

1
3
年

３
月

）
文

献
1
3
：
平

成
1
3
年

度
本

明
川

河
川

環
境

影
響

調
査

業
務

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

平
成

1
4
年

３
月

）
文

献
1
4
：
平

成
1
4
年

度
本

明
川

水
系

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
植

物
）
報

告
書

（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

平
成

1
5
年

３
月

）
文

献
1
5
：
1
7
諫

単
整

調
第

2
号

本
明

川
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

（
魚

介
類

）
業

務
報

告
書

 平
成

1
8
年

2
月

 長
崎

県
諫

早
土

木
事

務
所

・
株

式
会

社
建

設
技

術
研

究
所

 

3
6
種

計
8
科

1
9
種

（
8
科

1
9
種

）
1
5
科

3
5
種

N
o
.

目
　

名
科

　
名

種
名

資4-54



表
4
-
9
 
底
生
動
物
確
認
種
一
覧
（
1
/
5
）

現
地

調
査

文
献

和
　

名
学

　
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
7
年

度
平

成
8
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
順

列
目

サ
ン

カ
ク

ア
タ

マ
ウ

ズ
ム

シ
科

ナ
ミ
ウ

ズ
ム

シ
D

ug
es

ia
 j
ap

on
ic

a
●

●
●

○
○

○
○

D
u
ge

si
a属

D
ug

es
ia

 s
p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

2
ヒ

ラ
タ

ウ
ズ

ム
シ

科
コ

ガ
タ

ウ
ズ

ム
シ

P
ha

go
ca

ta
 k

aw
ak

at
su

i
●

●

－
順

列
目

Se
ri

at
a

 s
p
.

●
●

－
－

渦
虫

綱
T

u
rb

el
la

ri
a 

sp
.

●
●

●

3
－

－
紐

形
動

物
門

N
E
M

E
R
T

IN
E
A

 s
p
.

●
●

4
ハ

リ
ガ

ネ
ム

シ
目

ハ
リ
ガ

ネ
ム

シ
科

ハ
リ

ガ
ネ

ム
シ

科
G

o
rd

iid
ae

 s
p
.

●
●

－
ハ

リ
ガ

ネ
ム

シ
目

G
o
rd

io
id

a 
sp

.
●

●
●

－
－

ハ
リ
ガ

ネ
ム

シ
綱

N
em

at
o
m

o
rp

h
a 

sp
.

●
●

●

5
原

始
紐

舌
目

ヤ
マ

タ
ニ

シ
科

ヤ
マ

タ
ニ

シ
C

yc
lo

ph
or

us
 h

er
kl

ot
si

●
●

6
ム

シ
オ

イ
ガ

イ
科

C
h
am

al
yc

ae
u
s属

C
ha

m
al

yc
ae

us
 s

p
.

●
●

7
リ
ン

ゴ
ガ

イ
科

ス
ク

ミ
リ
ン

ゴ
ガ

イ
P
om

ac
ea

 c
an

al
ic

ul
at

a
●

●
●

●
○

○
○

○

8
タ

ニ
シ

科
マ

ル
タ

ニ
シ

C
ip

an
go

pa
lu

di
na

 c
hi

ne
ns

is
 l
ae

ta
●

●
●

●

9
ヒ

メ
タ

ニ
シ

Si
no

ta
ia

 q
ua

dr
at

a 
hi

st
ri

ca
○

○

タ
ニ

シ
科

V
iv

ip
ar

id
ae

 s
p
.

●
●

1
0

盤
足

目
カ

ワ
ニ

ナ
科

カ
ワ

ニ
ナ

Se
m

is
ul

co
sp

ir
a 

lib
er

ti
na

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○

S
em

is
u
lc

o
sp

ir
a属

Se
m

is
ul

co
sp

ir
a

 s
p
.

●
●

1
1

エ
ゾ

マ
メ

タ
ニ

シ
科

ヒ
メ

マ
ル

マ
メ

タ
ニ

シ
B

it
hy

ni
a 

ki
us

iu
en

si
s

●
●

1
2

ミ
ズ

ゴ
マ

ツ
ボ

科
ミ
ズ

ゴ
マ

ツ
ボ

St
en

ot
hy

ra
 j
ap

on
ic

a
●

●
●

○
○

○

1
3

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ
ウ

ガ
イ

科
ウ

ス
イ

ロ
オ

カ
チ

グ
サ

ガ
イ

P
al

ud
in

as
si

m
in

ea
 d

eb
ili

s
○

○
○

1
4

基
眼

目
サ

カ
マ

キ
ガ

イ
科

サ
カ

マ
キ

ガ
イ

P
hy

sa
 a

cu
ta

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○

1
5

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

科
ヒ

メ
モ

ノ
ア

ラ
ガ

イ
A

us
tr

op
ep

le
a 

ol
lu

la
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○

1
6

コ
シ

ダ
カ

ヒ
メ

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

L
ym

na
ea

 t
ru

nc
at

ul
a

○
○

1
7

ハ
ブ

タ
エ

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

P
se

ud
os

uc
ci

ne
a 

co
lu

m
el

la
●

●
●

1
8

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

R
ad

ix
 a

ur
ic

ul
ar

ia
 j
ap

on
ic

a
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

○

モ
ノ

ア
ラ

ガ
イ

科
L
ym

n
ae

id
ae

 s
p
.

●
●

○
○

1
9

ヒ
ラ

マ
キ

ガ
イ

科
ヒ

ラ
マ

キ
ミ
ズ

マ
イ

マ
イ

G
yr

au
lu

s 
ch

in
en

si
s 

sp
ir

ill
us

●
●

●
●

○
○

○
○

2
0

ト
ウ

キ
ョ
ウ

ヒ
ラ

マ
キ

ガ
イ

G
yr

au
lu

s 
to

ky
oe

ns
is

○
○

G
yr

au
lu

s属
G

yr
au

lu
s
 s

p
.

●
●

●

2
1

ク
ル

マ
ヒ

ラ
マ

キ
ガ

イ
H

ip
pe

ut
is

 c
an

to
ri

●
●

●
●

○
○

○

2
2

ヒ
ラ

マ
キ

ガ
イ

モ
ド

キ
P
ol

yp
yl

is
 h

em
is

ph
ae

ru
la

●
●

●
●

○
○

○
○

2
3

カ
ワ

コ
ザ

ラ
ガ

イ
科

カ
ワ

コ
ザ

ラ
ガ

イ
L
ae

va
pe

x 
ni

pp
on

ic
a

●
●

●
●

○
○

○

－
－

腹
足

綱
G

as
tr

op
od

a
 s

p
.

●
●
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●
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.
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.
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●
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p
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○
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●
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●
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●
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ズ
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ブ
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科
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ae
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科
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.
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●

●
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●
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d
io
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C
ar
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○

2
7
4
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カ
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●
○

○
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.
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●

●
●

●
●

○
○

○
○
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○

2
7
7
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d
o
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n
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C
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 s

p
.

○
○

○
○

2
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8

C
ry

p
to

ch
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o
n
o
m

u
s属

C
ry
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oc
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ro

no
m
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 s

p
.

●
●

●
●

●

2
7
9

D
ia

m
es

a属
D

ia
m

es
a

 s
p
.

●
●

2
8
0

D
ic

ro
te

n
d
ip

es
属

D
ic

ro
te

nd
ip
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 s

p
.

○
○

○
○

○

2
8
1

E
in

fe
ld

ia
属

E
in

fe
ld

ia
 s

p
.

●
●

●
○

○

2
8
2

M
ac

ro
p
el

o
p
ia

属
M

ac
ro

pe
lo
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a
 s

p
.

●
●

2
8
3

M
ic

ro
p
se
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ra

属
M

ic
ro

ps
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tr
a
 s

p
.

●
●

●
●

●
○

○
○

○

2
8
4

M
ic

ro
te

n
d
ip
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属

M
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ro
te

nd
ip
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 s

p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

2
8
5

O
rt

h
o
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ad
iu

s属
O

rt
ho

cl
ad

iu
s
 s

p
.

●
●

●
●

●
○

○
○

○
○

2
8
6

P
ar

ac
h
ir
o
n
o
m

u
s属

P
ar

ac
hi

ro
no

m
us

 s
p
.

●
●

2
8
7

P
ar

at
en

d
ip

es
属

P
ar

at
en

di
pe

s
 s

p
.

●
●

●
●

●
○

○

2
8
8

P
en

ta
n
eu

ra
属

P
en

ta
ne

ur
a

 s
p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

2
8
9

P
o
ly

p
ed

il
u
m

属
P
ol

yp
ed

ilu
m

 s
p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

2
9
0

P
ro

cl
ad

iu
s属

P
ro

cl
ad

iu
s
 s

p
.

●
●

●
○

○

2
9
1

R
h
eo

ta
n
yt

ar
su

s属
R
he

ot
an

yt
ar

su
s
 s

p
.

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

2
9
2

S
te

n
o
ch

ir
o
n
o
m

u
s属

St
en

oc
hi

ro
no

m
us

 s
p
.

●
●

2
9
3

S
ti
ct

o
ch

ir
o
n
o
m

u
s属

St
ic

to
ch

ir
on

om
us

 s
p
.

●
●

2
9
4

T
an

yp
u
s属

T
an

yp
us

 s
p
.

●
●

●
○

○

2
9
5

T
an

yt
ar

su
s属

T
an

yt
ar

su
s

 s
p
.

●
●

●
●

●
●

○
○

ユ
ス

リ
カ

族
C

h
ir

o
n
o
m

in
i 
sp

.
●

●
4

ヤ
マ

ト
ヒ

メ
ユ

ス
リ

カ
族

P
en

ta
n
eu

ri
n
i 
sp

.
○

○
4

ヒ
ゲ

ユ
ス

リ
カ

族
T

an
yt

ar
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n
i 
sp

.
●

●
●

●
○

○
4

ユ
ス

リ
カ

亜
科

C
h
ir

o
n
o
m

in
ae

 s
p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
4

エ
リ
ユ

ス
リ

カ
亜

科
O

rt
h
o
cl

ad
iin

ae
 s

p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
4

モ
ン

ユ
ス

リ
カ

亜
科

T
an

yp
o
d
in

ae
 s

p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○
4

ユ
ス

リ
カ

科
C

h
ir

o
n
o
m

id
ae

 s
p
.

●
●

●
●

●
●

○
○

○

2
9
6

ホ
ソ

カ
科

D
ix

a属
D

ix
a
 s

p
.

●
●

●
●

●
●

○
○

ホ
ソ

カ
科

D
ix

id
ae

 s
p
.

●
●

2
9
7

ブ
ユ

科
キ

ア
シ

ツ
メ

ト
ゲ

ブ
ユ

Si
m

ul
iu

m
 b

id
en

ta
tu

m
○

○

2
9
8

ゴ
ス

ジ
シ

ラ
キ

ブ
ユ

Si
m

ul
iu

m
 q

ui
nq

ue
st

ri
at

um
○

○

2
9
9

ア
カ

ク
ラ

ア
シ

マ
ダ

ラ
ブ

ユ
Si

m
ul

iu
m

 r
uf

ib
as

is
○

○

3
0
0

ク
ロ

ア
シ

マ
ダ

ラ
ブ

ユ
Si

m
ul

iu
m

 t
ub

er
os

um
○

○

S
im

u
li
u
m

属
Si

m
ul

iu
m

 s
p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

●
○

○
○

○

ブ
ユ

科
S
im

u
lii

d
ae

 s
p
.

●
●

○
○

3
0
1

ユ
ス

リ
カ

バ
エ

科
ユ

ス
リ

カ
バ

エ
科

T
au

m
al

ei
d
ae

 s
p
.

●
●

3
0
2

ナ
ガ

レ
ア

ブ
科

ク
ロ

モ
ン

ナ
ガ

レ
ア

ブ
A

su
ra

gi
na

 c
ae

ru
le

sc
en

s
●

●
○

○

3
0
3

A
tr

ic
h
o
p
s属

A
tr

ic
ho

ps
 s

p
.

●
●

3
0
4

サ
ツ

マ
モ

ン
ナ

ガ
レ

ア
ブ

Su
ra

gi
na

 s
at

su
m

an
a

●
●

●
○

○
○

3
0
5

ケ
ヨ

ソ
イ

カ
科

ケ
ヨ

ソ
イ

カ
科

C
h
ao

b
o
ri
d
ae

 s
p
.

●
●

－
ハ

エ
亜

目
B

ra
ch

yc
er

a
 s

p
.

●
●

－
カ

亜
目

N
em

at
oc

er
a

 s
p
.

●
●

－
ハ

エ
目

（
双

翅
目

）
D

IP
T

E
R
A

 s
p
.

●
●

●
○

○

3
0
6

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

（
鞘

翅
目

）
ガ

ム
シ

科
タ

マ
ガ

ム
シ

A
m

ph
io

ps
 m

at
er

 m
at

er
○

○

3
0
7

ト
ゲ

バ
ゴ

マ
フ

ガ
ム

シ
B

er
os

us
 l
ew

is
iu

s
●

●
●

3
0
8

セ
マ

ル
ガ

ム
シ

C
oe

lo
st

om
a 

st
ul

tu
m

○
○

3
0
9

キ
イ

ロ
ヒ

ラ
タ

ガ
ム

シ
E
no

ch
ru

s 
si

m
ul

an
s

●
●

●
○

○

3
1
0

ガ
ム

シ
H

yd
ro

ph
ilu

s 
ac

um
in

at
us

○
○

3
1
1

シ
ジ

ミ
ガ

ム
シ

L
ac

co
bi

us
 b

ed
el

i
○

○

L
ac

co
b
iu

s属
L
ac

co
bi

us
 s

p
.

●
●

3
1
2

ヒ
メ

ガ
ム

シ
St

er
no

lo
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 r

uf
ip

es
●

●
●

●
●

○
○

S
te

rn
o
lo

p
h
u
s属

St
er

no
lo
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us
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p
.

○
○
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一
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（
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/
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現
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調
査

文
献
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名
学

　
名

平
成

5
年

度
平

成
6
年

度
平

成
7
年

度
平

成
8
年

度
平

成
1
2
年

度
平

成
1
3
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
1
5
年

度
平

成
1
7
年

度
平

成
1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
1
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3

4
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6
7
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9

1
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備
考

学
名

引
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文
献

種
　

名

N
o
.

科
　

名
目

　
名
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ウ

チ
ュ

ウ
目

（
鞘

翅
目
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(ガ

ム
シ

科
)

ガ
ム

シ
亜

科
H

yd
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p
h
ili

n
ae
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p
.

●
●

●

ゴ
マ

フ
ガ

ム
シ

亜
科

B
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p
.
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○

○

ガ
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シ
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H
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p
h
ili

d
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p
.
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●
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○
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○
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3

ヒ
メ
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ロ

ム
シ

科
Z
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ev
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Z
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 s
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.
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●

●
●

3
1
4

Z
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ri
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Z
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a
 s

p
.

●
●

●

ヒ
メ
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ロ

ム
シ

亜
科

E
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ae
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p
.
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●

●
●
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●
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●
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●
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○

○
○

3
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ヒ
ラ

タ
ド

ロ
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シ
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ヒ
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ハ
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ノ
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a
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●
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○

○

E
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o
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E
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ク
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ロ
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●

○
○

○
○

○
○

○
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b
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○
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b
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cu
s

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

P
se
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●

●
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●
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シ
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○
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2
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コ
ツ
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ゲ
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ゲ
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ゴ
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ウ
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ゲ
ン

ゴ
ロ
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A
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b
u
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A
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bu
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 s

p
.

●
●

3
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2

C
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te
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C
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●
●

3
3
3

ハ
イ

イ
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ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
E
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s 
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s
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チ
ビ

ゲ
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ゴ
ロ

ウ
H
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gl
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s 
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s
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3
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5

モ
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キ
マ
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ゲ
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ロ
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P
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m
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ヒ
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ゲ
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ゴ
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科
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o
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m
b
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ae
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p
.
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ゲ
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ゴ
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科
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n
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p
.
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ゲ
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ゴ
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科
H
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p
o
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n
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p
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ゲ
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D
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d
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p
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種
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1
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種

7
0
種

1
4
種
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5
種

3
1
種

2
0
2
種

3
0
目

1
2
5
科

3
3
5
種

注
）

1
.分

類
体

系

 ・
「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
 h

tt
p
:/

/
w
w
w
3
.r

iv
er

.g
o
.j
p
/
sy

st
em

/
se

ib
u
ts

u
L
is

t.
h
tm

」
（
国

土
交

通
省

　
平

成
2
0
年

0
9
月

2
5
日

更
新

）
に

従
っ

た
が

、
同

目
録

に
記

載
の

な
い

種
に

つ
い

て
は

そ
の

他
の

資
料

を
用

い
て

分
類

を
行

っ
た

。

 ・
確

認
さ

れ
た

種
の

う
ち

、
他

の
種

と
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

る
種

は
種

数
の

合
計

か
ら

除
い

た
。

2
.そ

の
他

 ・
合

計
種

数
は

、
現

地
調

査
及

び
文

献
に

よ
る

確
認

種
数

で
あ

る
。

ま
た

、
現

地
調

査
の

合
計

種
数

の
（
）
内

の
数

字
は

平
成

1
8
年

度
ま

で
の

集
計

結
果

を
示

す
。

使
用

し
た

目
録

を
以

下
に

示
す

。

　
1
.「

S
tu

d
ie

s 
o
n
 t

h
e 

aq
u
at

ic
 o

li
go

ch
ae

te
 f
au

n
a 

in
 L

ak
e 

B
iw

a,
 c

en
tr

al
 J

ap
an

. 
Ⅳ

.F
au

n
al

 c
h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

in
 t

h
e 

at
ta

ch
ed

 l
ak

es
 (

n
ai

k
o
).

」
（
L
im

n
o
lo

gy
　

平
成

1
8
年

）

　
2
.「

新
日

本
動

物
図

鑑
」
（
北

陸
舘

　
昭

和
5
0
年

）

　
3
.「

日
本

産
水

生
昆

虫
-
科

・
属

・
種

へ
の

検
索

」
（
東

海
大

学
出

版
会

　
平

成
1
7
年

）

　
4
.「

ユ
ス

リ
カ

の
世

界
」
（
培

風
舘

　
平

成
1
3
年

）

　
5
.「

原
色

昆
虫

大
図

鑑
」
（
北

陸
舘

　
平

成
1
9
年

）

【
文

献
名

】
文

献
1
：
長

崎
県

生
物

学
会

誌
第

８
号

（
長

崎
県

生
物

学
会

昭
和

4
9
年

）

文
献

2
：
長

崎
県

生
物

学
会

誌
第

９
号

(長
崎

県
生

物
学

会
昭

和
5
0
年

)

文
献

3
：
多

良
岳

の
生

物
（
長

崎
県

生
物

学
会

平
成

1
3
年

1
2
月

）

文
献

4
：
な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植
物

－
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

2
0
0
1
－

（
長

崎
県

平
成

1
3
年

３
月

）

文
献

5
：
平

成
７
年

度
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
底

生
動

物
調

査
）
業

務
報

告
書

（
財

団
法

人
化

学
品

検
査

協
会

　
平

成
８
年

３
月

）

文
献

6
：
平

成
1
0
年

度
本

明
川

河
川

環
境

影
響

調
査

業
務

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
1
年

３
月

）

文
献

7
：
平

成
1
1
年

度
本

明
川

河
川

環
境

影
響

調
査

業
務

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
2
年

３
月

）

文
献

8
：
平

成
1
2
年

度
本

明
川

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
魚

介
類

・
底

生
動

物
）
業

務
報

告
書

（
株

式
会

社
建

設
環

境
研

究
所

　
平

成
1
3
年

３
月

）

文
献

9
：
平

成
1
3
年

度
本

明
川

河
川

環
境

影
響

調
査

業
務

報
告

書
（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
4
年

３
月

）

文
献

1
0
：
平

成
1
4
年

度
本

明
川

水
系

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（
植

物
）
報

告
書

（
西

日
本

技
術

開
発

株
式

会
社

　
平

成
1
5
年

３
月

）

8
3
科

2
0
2
種

1
1
7
科

2
8
3
種

（
1
1
7
科

2
7
3
種

）
計
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表
4
-
1
0
　
動
物
の
和
名
及
び
学
名
の
変
更
対
象
種
一
覧
（
1
/
4
）

和
名

学
名

和
名

学
名

魚
類

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

―
ウ
ナ
ギ

―
オ
オ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

Rh
in

og
ob

iu
s f

lu
via

til
is

―
R

hi
no

go
bi

us
 s

p.
LD

哺
乳
類

ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
科

Ve
sp

er
til

io
ni

da
e

ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
科
の
一
種

V
es

pe
rt

il
io

ni
da

e 
sp

.
ネ
ズ
ミ
科

M
ur

id
ae

ネ
ズ
ミ
科
の
一
種

M
ur

id
ae

 s
p.

イ
タ
チ
属

M
us

tel
a 

sp
.

イ
タ
チ
属
の
一
種

―
爬
虫
類

ニ
ホ
ン
ス
ッ
ポ
ン

P
el

od
is

cu
s 

si
ne

ns
is

ス
ッ
ポ
ン

T
ri

on
yx

 s
in

en
si

s
ニ
ホ
ン
ヤ
モ
リ

G
ek

ko
 ja

po
ni

cu
s

ヤ
モ
リ

―
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ

P
le

st
io

do
n 

ja
po

ni
cu

s
ト
カ
ゲ

E
um

ec
es

 la
ti

sc
ut

at
us

ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ

T
ak

yd
ro

m
us

 ta
ch

yd
ro

m
oi

de
s

カ
ナ
ヘ
ビ

―
ジ
ム
グ
リ

E
up

re
pi

op
hi

s 
co

ns
pi

ci
ll

at
us

―
E

la
ph

e 
co

ns
pi

ci
ll

at
a

シ
ロ
マ
ダ
ラ

D
in

od
on

 o
ri

en
ta

le
―

D
in

od
on

 o
ri

en
ta

li
s 

(D
in

od
on

 o
ri

en
ta

le
)

ヤ
マ
カ
ガ
シ

R
ha

bd
op

hi
s 

ti
gr

in
us

 ti
gr

in
us

―
R

ha
bd

op
hi

s 
ti

gr
in

us
ニ
ホ
ン
マ
ム
シ

G
lo

yd
iu

s 
bl

om
ho

ff
ii

―
A

gk
is

tr
od

on
 b

lo
m

ho
ff

ii
両
生
類

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ

C
yn

op
s 

py
rr

ho
ga

st
er

イ
モ
リ

―
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル

B
uf

o 
ja

po
ni

cu
s 

ja
po

ni
cu

s
―

B
uf

o 
ja

po
ni

cu
s 

ja
po

ni
cu

s 
(B

uf
o 

ja
po

ni
cu

s)
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル

H
yl

a 
ja

po
ni

ca
ア
マ
ガ
エ
ル

―
タ
ゴ
ガ
エ
ル

R
an

a 
ta

go
i t

ag
oi

―
R

an
a 

ta
go

i t
ag

oi
 (

R
an

a 
ta

go
i)

ヌ
マ
ガ
エ
ル

F
ej

er
va

ry
a 

li
m

no
ch

ar
is

―
R

an
a 

li
m

no
ch

ar
is

 (
F

ej
er

va
ry

a 
li

m
no

ch
ar

is
)

鳥
類

メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ

P
hy

ll
os

co
pu

s 
xa

nt
ho

dr
ya

s
―

P
hy

ll
os

co
pu

s 
bo

re
al

is
昆
虫
類

ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ

R
et

ic
ul

it
er

m
es

 s
pe

ra
tu

s
―

R
et

ic
ul

it
er

m
es

 s
pe

ra
tu

s 
sp

er
at

us
ク
ラ
ズ
ミ
ウ
マ

D
ie

st
ra

m
m

en
a 

as
yn

am
or

a
―

T
ac

hy
ci

ne
s 

as
yn

am
or

us
コ
ノ
シ
タ
ウ
マ

D
ie

st
ra

m
m

en
a 

el
eg

an
ti

ss
im

a
―

T
ac

hy
ci

ne
s 

el
eg

an
ti

ss
im

us
ハ
ヤ
シ
ウ
マ

D
ie

st
ra

m
m

en
a 

it
od

o
―

D
ie

st
ra

m
m

en
a 

sp
.

モ
リ
ズ
ミ
ウ
マ

D
ie

st
ra

m
m

en
a 

ts
us

hi
m

en
si

s
―

D
ie

st
ra

m
m

en
a 

un
ic

ol
or

ヒ
メ
ク
ダ
マ
キ
モ
ド
キ

P
ha

ul
ul

a 
m

ac
il

en
ta

―
P

ha
ul

ul
a 

gr
ac

il
is

コ
バ
ネ
ヒ
メ
ギ
ス

C
hi

zu
el

la
 b

on
ne

ti
―

M
et

ri
op

te
ra

 b
on

ne
ti

サ
サ
キ
リ

C
on

oc
ep

ha
lu

s 
m

el
ae

nu
s

―
C

on
oc

ep
ha

lu
s 

m
el

as
ヒ
メ
ツ
ユ
ム
シ

L
ep

to
te

ra
tu

ra
 a

lb
ic

or
ni

s
―

L
ep

to
te

ra
tu

ra
 a

lb
ic

or
ne

ヒ
サ
ゴ
ク
サ
キ
リ

P
al

ae
oa

gr
ae

ci
a 

lu
te

a
―

A
gr

ae
ci

a 
lu

te
a

ウ
ン
ゼ
ン
サ
サ
キ
リ
モ
ド
キ

T
et

ti
go

ni
op

si
s 

ik
ez

ak
ii

ウ
ン
ゼ
ン
ヒ
メ
ヤ
ブ
キ
リ
モ
ド
キ

―
セ
ス
ジ
サ
サ
キ
リ
モ
ド
キ

X
ip

hi
di

op
si

s 
su

bp
un

ct
at

a
ウ
ス
イ
ロ
ホ
シ
サ
サ
キ
リ
モ
ド
キ

―
ハ
ラ
オ
カ
メ
コ
オ
ロ
ギ

L
ox

ob
le

m
m

us
 c

am
pe

st
ri

s
―

L
ox

ob
le

m
m

us
 c

am
pe

st
er

モ
リ
オ
カ
メ
コ
オ
ロ
ギ

L
ox

ob
le

m
m

us
 s

yl
ve

st
ri

s
―

L
ox

ob
le

m
m

us
 e

qu
es

tr
is

ク
マ
ス
ズ
ム
シ

Sc
le

ro
gr

yl
lu

s 
pu

ct
at

us
―

Sc
le

ro
pt

er
us

 p
uc

ta
tu

s
ア
シ
ジ
マ
カ
ネ
タ
タ
キ

E
ct

at
od

er
us

 a
nn

ul
ip

ed
us

―
E

ct
at

od
er

us
 s

p.
マ
ダ
ラ
バ
ッ
タ

A
io

lo
pu

s 
th

al
as

si
nu

s 
ta

m
ul

us
―

A
io

lo
pu

s 
ta

m
ul

us
ヒ
ナ
バ
ッ
タ

G
ly

pt
ob

ot
hr

us
 m

ar
it

im
us

 m
ar

it
im

us
―

C
ho

rt
hi

pp
us

 b
ig

ut
tu

lu
s 

m
ar

it
im

us
ナ
キ
イ
ナ
ゴ

M
on

go
lo

te
tt

ix
 ja

po
ni

cu
s

―
M

on
go

lo
te

tt
ix

 ja
po

ni
cu

s 
ja

po
ni

cu
s

ヒ
ロ
バ
ネ
ヒ
ナ
バ
ッ
タ

St
en

ob
ot

hr
us

 fu
m

at
us

―
M

eg
au

la
co

bo
th

ru
s 

la
ti

pe
nn

is
イ
ボ
バ
ッ
タ

T
ri

lo
ph

id
ia

 ja
po

ni
ca

―
T

ri
lo

ph
id

ia
 a

nn
ul

at
a 

ja
po

ni
ca

シ
ロ
オ
ビ
ウ
ン
カ

C
hi

lo
de

lp
ha

x 
al

bi
fa

sc
ia

―
U

nk
an

od
es

 a
lb

if
as

ci
a

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

L
ao

de
lp

ha
x 

st
ri

at
el

la
―

L
ao

de
lp

ha
x 

st
ra

te
ll

a
テ
ン
グ
ス
ケ
バ

D
ic

ty
op

ha
ra

 p
at

ru
el

is
―

D
ic

ty
op

ha
ra

 p
a
○

li
s

イ
シ
ダ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ

E
dw

ar
ds

ia
na

 is
hi

da
i

ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ

―
コ
モ
ン
ミ
ド
リ
カ
ス
ミ
カ
メ

N
eo

ly
gu

s 
ti

li
ic

ol
a

―
L

yg
oc

or
is

 ti
li

ic
ol

a
ブ
チ
ヒ
ゲ
ヒ
メ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ

St
ic

to
pl

eu
ru

s 
m

in
ut

us
―

St
ic

to
pl

eu
ru

s 
pu

nc
ta

to
ne

rv
os

us
 p

un
ct

at
on

er
vo

su
s

ツ
チ
カ
メ
ム
シ

M
ac

ro
sc

yt
us

 ja
po

ne
ns

is
コ
ツ
チ
カ
メ
ム
シ

―
コ
セ
ア
カ
ア
メ
ン
ボ

M
ac

ro
ge

rr
is

 g
ra

ci
li

co
rn

is
―

G
er

ri
s 

gr
ac

il
ic

or
ni

s
エ
チ
ゴ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ

P
ot

am
yi

a 
ch

in
en

si
s

―
P

ot
am

yi
a 

ec
hi

go
en

si
s

ヤ
マ
ト
コ
ヤ
マ
ト
ビ
ケ
ラ

A
ga

pe
tu

s 
si

bi
ri

cu
s

―
A

ga
pe

tu
s 

ja
po

ni
cu

s

新
（
平
成
2
4
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

旧
（
平
成
2
0
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

分
類
群
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表
4
-
1
0
　
動
物
の
和
名
及
び
学
名
の
変
更
対
象
種
一
覧
（
2
/
4
）

和
名

学
名

和
名

学
名

新
（
平
成
2
4
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

旧
（
平
成
2
0
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

分
類
群

(
昆
虫
類
)
マ
ツ
イ
ヒ
メ
ト
ビ
ケ
ラ

H
yd

ro
pt

il
a 

ph
en

ia
ni

ca
―

H
yd

ro
pt

il
a 

m
at

su
ii

コ
ウ
モ
リ
ガ

E
nd

oc
li

ta
 e

xc
re

sc
en

s
―

E
nd

oc
ly

ta
 e

xc
re

sc
en

s
ギ
ン
ス
ジ
カ
バ
ハ
マ
キ

A
cl

er
is

 a
sk

ol
da

na
―

C
ro

es
ia

 a
sk

ol
da

na
オ
オ
ア
ト
キ
ハ
マ
キ

A
rc

hi
ps

 in
ge

nt
an

a
―

A
rc

hi
ps

 in
ge

nt
an

us
マ
ツ
ア
ト
キ
ハ
マ
キ

A
rc

hi
ps

 o
po

ra
na

―
A

rc
hi

ps
 o

po
ra

nu
s

ウ
ス
ア
ト
キ
ハ
マ
キ

A
rc

hi
ps

 s
em

is
tr

uc
ta

―
A

rc
hi

ps
 s

em
is

tr
ct

us
ク
ロ
ー
バ
ヒ
メ
ハ
マ
キ

O
le

th
re

ut
es

 d
ou

bl
ed

ay
an

us
―

O
le

th
re

ut
es

 d
ou

bl
ed

ay
an

a
ミ
カ
ド
ア
ゲ
ハ
本
土
亜
種

G
ra

ph
iu

m
 d

os
on

 a
lb

id
um

―
G

ra
ph

iu
m

 d
os

an
 a

lb
id

um
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ
本
土
亜
種

Yp
th

im
a 

m
ul

ti
st

ri
at

a 
ni

ph
on

ic
a

―
Yp

th
im

a 
m

ot
sc

hu
ls

ky
i n

ip
ho

ni
ca

シ
ャ
ク
ト
リ
ノ
メ
イ
ガ

C
er

at
ar

ch
a 

um
br

os
a

―
C

ar
at

ar
ch

a 
um

br
os

a
ス
ジ
グ
ロ
ミ
ズ
メ
イ
ガ

P
ar

ac
ym

or
iz

a 
fu

sc
al

is
シ
ロ
ナ
ミ
ミ
ズ
メ
イ
ガ

P
ar

th
en

od
es

 fu
sc

al
is

ア
カ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

O
nc

oc
er

a 
se

m
ir

ub
el

la
―

O
no

co
ce

ra
 s

em
ir

ub
el

la
ウ
ス
イ
ロ
オ
オ
エ
ダ
シ
ャ
ク

A
m

ra
ic

a 
su

pe
ra

ns
 s

up
er

an
s

―
A

m
ra

ic
a 

su
pe

ra
ns

フ
タ
モ
ン
ク
ロ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

C
at

ar
ho

e 
ob

sc
ur

a 
ob

sc
ur

a
―

M
ic

ro
ca

lc
ar

if
er

a 
ob

sc
ur

a
ク
ロ
フ
シ
ロ
エ
ダ
シ
ャ
ク

D
il

op
ho

de
s 

el
eg

an
s 

el
eg

an
s

―
D

il
op

ho
de

s 
el

eg
an

s
オ
オ
ハ
ガ
タ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

E
cl

ip
to

pe
ra

 u
m

br
os

ar
ia

 u
m

br
os

ar
ia

―
E

cl
ip

to
pe

ra
 u

m
br

os
ar

ia
フ
タ
シ
ロ
ス
ジ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

E
pi

rr
ho

e 
su

pe
rg

re
ss

a 
su

pe
rg

re
ss

a
―

E
pi

rr
ho

e 
su

pe
rg

re
ss

a
ヘ
リ
ス
ジ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

E
sc

ha
ta

rc
hi

a 
li

ne
at

a 
li

ne
at

a
―

E
sc

ha
ta

rc
hi

a 
li

ne
at

a
ウ
ス
オ
ビ
ヒ
メ
エ
ダ
シ
ャ
ク

E
uc

hr
is

to
ph

ia
 c

um
ul

at
a 

cu
m

ul
at

a
―

E
uc

hr
is

to
ph

ia
 c

um
ul

at
a

セ
ア
カ
カ
バ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

E
up

it
he

ci
a 

qu
ad

ri
pu

nc
ta

ta
―

E
up

it
he

ci
a 

tr
ic

or
nu

ta
ハ
ガ
タ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

E
us

tr
om

a 
m

el
an

ch
ol

ic
a 

m
el

an
ch

ol
ic

a
―

E
us

tr
om

a 
m

el
an

ch
ol

ic
um

セ
ス
ジ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

E
ve

cl
ip

to
pe

ra
 il

li
ta

ta
 il

li
ta

ta
―

E
ve

cl
ip

to
pe

ra
 il

li
ta

ta
キ
バ
ラ
エ
ダ
シ
ャ
ク

G
ar

ae
us

 s
pe

cu
la

ri
s

―
G

ar
ae

us
 s

pe
cu

la
r 

m
ac

ta
ns

コ
ガ
タ
ヒ
メ
ア
オ
シ
ャ
ク

Jo
di

s 
or

ie
nt

al
is

―
Jo

di
s 

an
gu

la
ta

ホ
ソ
ス
ジ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

L
ob

og
on

od
es

 c
om

pl
ic

at
a 

co
m

pl
ic

at
a

―
M

ic
ro

ly
gr

is
 c

om
pl

ic
at

a
ウ
ス
キ
オ
エ
ダ
シ
ャ
ク

O
xy

m
ac

ar
ia

 n
or

m
at

a 
pr

ox
im

ar
ia

―
O

xy
m

ac
ar

ia
 n

or
m

at
a

ヤ
マ
ト
エ
ダ
シ
ャ
ク

P
er

at
os

te
ga

 d
el

et
ar

ia
 h

yp
ot

ae
ni

a
―

P
er

at
os

te
ga

 d
el

et
ar

ia
ツ
マ
キ
エ
ダ
シ
ャ
ク

P
la

ty
ce

ro
ta

 in
ce

rt
ar

ia
―

C
ry

ps
ic

om
et

a 
in

ce
rt

ar
ia

フ
タ
ナ
ミ
ト
ビ
ヒ
メ
シ
ャ
ク

P
yl

ar
go

sc
el

es
 s

te
ga

ni
oi

de
s 

st
eg

an
io

id
es

―
P

yl
ar

go
sc

el
es

 s
te

ga
ni

oi
de

s
ミ
ス
ジ
シ
ロ
エ
ダ
シ
ャ
ク

T
ae

ni
op

hi
la

 u
ni

o
―

T
ae

ni
op

ho
ra

 u
ni

o
テ
ン
ヅ
マ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

T
el

en
om

eu
ta

 p
un

ct
im

ar
gi

na
ri

a 
pu

nc
ti

m
ar

gi
na

ri
a

―
T

el
en

om
eu

ta
 p

un
ct

im
ar

gi
na

ri
a

ク
ロ
オ
ビ
シ
ロ
フ
タ
オ

O
ro

pl
em

a 
pl

ag
if

er
a

―
O

rp
le

m
a 

pl
ag

if
er

a
オ
ビ
カ
レ
ハ

M
al

ac
os

om
a 

ne
us

tr
iu

m
 te

st
ac

ea
―

M
al

ac
os

om
a 

ne
us

tr
ia

 te
st

ac
ea

オ
オ
ス
カ
シ
バ

C
ep

ho
no

de
s 

hy
la

s 
hy

la
s

―
C

ep
ho

no
de

s 
hy

la
s

ク
チ
バ
ス
ズ
メ

M
ar

um
ba

 s
pe

rc
hi

us
 s

pe
rc

hi
us

―
M

ar
um

ba
 s

pe
rc

hi
us

ホ
シ
ヒ
メ
ホ
ウ
ジ
ャ
ク

N
eo

gu
re

lc
a 

hi
m

ac
ha

la
 s

an
ga

ic
a

―
N

eo
gu

re
lc

a 
hi

m
ac

ha
la

ア
オ
バ
シ
ャ
チ
ホ
コ

Z
ar

an
ga

 p
er

m
ag

na
―

Z
er

an
ga

 p
er

m
ag

na
ゴ
マ
ダ
ラ
ベ
ニ
コ
ケ
ガ

B
ar

si
ne

 p
ul

ch
ra

 le
ac

ri
ta

―
B

ar
si

ne
 p

ul
ch

er
a 

le
ac

ri
ta

キ
シ
タ
ホ
ソ
バ

E
il

em
a 

ve
tu

st
a 

ae
gr

ot
a

―
E

il
em

a 
ae

gr
ot

a
ウ
ス
バ
フ
タ
ホ
シ
コ
ケ
ガ

Sc
hi

st
op

hl
ep

s 
bi

pu
nc

ta
―

N
ud

ar
ia

 b
ip

un
ct

a
キ
ハ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ

Sp
il

os
om

a 
lu

br
ic

ip
ed

um
―

Sp
il

os
om

a 
lu

br
ic

ip
ed

a
ア
カ
ハ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ

Sp
il

os
om

a 
pu

nc
ta

ri
um

―
Sp

il
os

om
a 

pu
nc

ta
ri

a
ク
ロ
ス
ジ
チ
ビ
コ
ケ
ガ

St
ic

ta
ne

 r
ec

ti
li

ne
a 

ch
in

es
ic

a
―

St
ic

ta
ne

 r
ec

ti
li

ne
a

ナ
ガ
サ
キ
ム
ジ
ホ
ソ
バ

T
ig

ri
oi

de
s 

im
m

ac
ul

at
us

―
T

ig
ri

oi
de

s 
im

m
ac

ul
at

a
カ
ノ
コ
ガ

A
m

at
a 

fo
rt

un
ei

 fo
rt

un
ei

―
A

m
at

a 
fo

rt
un

ei
ド
ク
ガ

A
rt

ax
a 

su
bf

la
va

―
A

rn
a 

su
bf

la
va

カ
シ
ワ
マ
イ
マ
イ

L
ym

an
tr

ia
 m

at
hu

ra
 a

ur
or

a
―

L
ym

an
tr

ia
 m

at
hu

ra
 a

ur
os

a
ハ
ナ
オ
イ
ア
ツ
バ

C
id

ar
ip

lu
ra

 g
la

di
at

a
―

C
id

ar
ip

lu
ra

 g
al

ad
ia

ta
ワ
タ
ア
カ
キ
リ
バ

C
os

m
op

hi
la

 fl
av

a 
fl

av
a

―
A

no
m

is
 fl

av
a 

fl
av

a
ア
ケ
ビ
コ
ノ
ハ

E
ud

oc
im

a 
ty

ra
nn

us
―

A
dr

is
 ty

ra
nn

us
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表
4
-
1
0
　
動
物
の
和
名
及
び
学
名
の
変
更
対
象
種
一
覧
（
3
/
4
）

和
名

学
名

和
名

学
名

新
（
平
成
2
4
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

旧
（
平
成
2
0
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

分
類
群

(
昆
虫
類
)
ア
カ
キ
リ
バ

G
on

it
is

 m
es

og
on

a
―

A
no

m
is

 m
es

og
on

a
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

H
el

ic
ov

er
pa

 a
rm

ig
er

a 
ar

m
ig

er
a

―
H

el
ic

ov
er

pa
 a

rm
ig

er
a

ウ
ラ
ジ
ロ
ア
ツ
バ

H
yp

er
tr

oc
on

 v
io

la
ce

al
is

―
Z

an
cl

og
na

th
a 

vi
ol

ac
ea

li
s

ホ
ソ
オ
ビ
ア
シ
ブ
ト
ク
チ
バ

P
ar

al
le

li
a 

ar
ct

ot
ae

ni
a

―
D

ys
go

ni
a 

ar
ct

ot
ae

ni
a

ヨ
モ
ギ
コ
ヤ
ガ

P
hy

ll
op

hi
la

 o
bl

it
er

at
a 

cr
et

ac
ea

―
P

hy
ll

op
hi

la
 o

bl
it

er
at

a
ソ
ト
ウ
ス
ベ
ニ
ア
ツ
バ

Sa
rc

op
te

ro
n 

fa
sc

ia
tu

m
―

Sa
rc

op
te

ro
n 

fa
sc

ia
ta

ク
ロ
シ
ラ
フ
ク
チ
バ

Sy
pn

oi
de

s 
fu

m
os

us
―

Sy
pn

oi
de

s 
fu

m
os

a
カ
ザ
リ
ツ
マ
キ
リ
ア
ツ
バ

T
am

ba
 ig

ni
fl

ua
―

E
ug

ra
pt

a 
ig

ni
fl

ua
キ
シ
タ
ア
シ
ブ
ト
ク
チ
バ

T
hy

as
 c

or
on

at
a

―
O

ph
iu

sa
 c

or
on

at
a

ム
ク
ゲ
コ
ノ
ハ

T
hy

as
 ju

no
―

L
ag

op
te

ra
 ju

no
シ
ロ
ス
ジ
ア
オ
ヨ
ト
ウ

T
ra

ch
ea

 a
tr

ip
li

ci
s

―
T

ra
ch

ea
 a

tr
ip

li
ci

s 
gu

na
m

a
シ
ロ
モ
ン
ヤ
ガ

X
es

ti
a 

c-
ni

gr
um

―
X

es
ti

a 
cn

ig
ru

m
イ
ナ
ズ
マ
コ
ブ
ガ

M
eg

an
ol

a 
tr

ia
ng

ul
al

is
―

R
hy

nc
ho

pa
lp

us
 tr

ia
ng

ul
al

is
ヤ
チ
ノ
コ
ギ
リ
ガ
ガ
ン
ボ

T
ip

ul
a 

se
rr

ic
au

da
ヤ
チ
ガ
ガ
ン
ボ

―
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
ユ
ス
リ
カ

C
on

ch
ap

el
op

ia
 ja

po
ni

ca
セ
ボ
シ
ヒ
メ
ユ
ス
リ
カ

C
on

ch
ap

el
op

ia
 q

ua
tu

or
m

ac
ul

at
a

ウ
ス
イ
ロ
カ
ユ
ス
リ
カ

P
ro

cl
ad

iu
s 

ch
or

eu
s

ヤ
ハ
ズ
カ
ユ
ス
リ
カ

P
ro

cl
ad

iu
s 

sa
gi

tt
al

is
オ
オ
マ
メ
ヒ
ラ
タ
ア
ブ

A
ll

og
ra

pt
a 

ia
va

na
オ
オ
ヒ
メ
ヒ
ラ
タ
ア
ブ

―
コ
ブ
ア
シ
ハ
イ
ジ
マ
ハ
ナ
ア
ブ

E
um

er
us

 fu
ne

ra
li

s
ハ
イ
ジ
マ
ハ
ナ
ア
ブ

E
um

er
us

 s
tr

ig
at

us
キ
タ
ヒ
メ
ヒ
ラ
タ
ア
ブ

Sp
ha

er
op

ho
ri

a 
ph

il
an

th
us

ヒ
メ
ヒ
ラ
タ
ア
ブ

―
Se

ta
ce

ra
 b

re
vi

ve
nt

ri
s

Se
ta

ce
ra

 b
re

vi
ve

nt
ri

s
Se

ta
ce

ra
 fl

ux
a

Se
ta

ce
ra

 fl
ux

a
ア
シ
マ
ダ
ラ
ハ
ナ
レ
メ
イ
エ
バ
エ

C
oe

no
si

a 
va

ri
eg

at
a

―
C

oe
no

si
a 

va
ri

ee
ga

ta
ヨ
コ
ジ
マ
コ
バ
ネ
ニ
ク
バ
エ

M
il

to
gr

am
m

a 
an

gu
st

if
ro

ns
―

C
yl

in
dr

ot
he

cu
m

 a
ng

us
ti

fr
on

s
ゲ
ン
ロ
ク
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 a

lb
ic

ep
s

―
P

ar
as

ar
co

ph
ag

a 
al

bi
ce

ps
ト
リ
オ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 c

ri
ni

tu
la

―
T

hy
rs

oc
ne

m
a 

cr
in

it
ul

a
ホ
ク
リ
ク
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 h

ok
ur

ik
ue

ns
is

―
P

ar
as

ar
co

ph
ag

a 
ho

ku
ri

ku
en

si
s

ホ
リ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 h

or
ii

―
B

el
li

er
io

m
im

a 
ho

ri
i

カ
ワ
ユ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 k

aw
ay

ue
ns

is
―

P
ar

as
ar

co
ph

ag
a 

ka
w

ay
ue

ns
is

シ
リ
グ
ロ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 m

el
an

ur
a

―
H

el
ic

op
ha

ge
ll

a 
m

el
an

ur
a

ム
サ
シ
ノ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 m

us
as

hi
ne

ns
is

―
Si

no
ni

pp
on

ia
 m

us
as

hi
ne

ns
is

セ
ン
チ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 p

er
eg

ri
na

―
B

oe
tt

ch
er

is
ca

 p
er

eg
ri

na
エ
ゾ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 s

ic
ho

te
al

in
i

―
P

ha
ll

an
th

a 
si

ch
ot

ea
li

ni
ナ
ミ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 s

im
il

is
―

P
ar

as
ar

co
ph

ag
a 

si
m

il
is

タ
カ
ハ
シ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 ta

ka
ha

si
i

―
B

el
li

er
io

m
im

a 
ta

ka
ha

si
i

ツ
シ
マ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 ts

us
hi

m
ae

―
P

ar
as

ar
co

ph
ag

a 
ts

us
hi

m
ae

コ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 u

ga
m

sk
ii

―
P

ie
rr

et
ia

 u
ga

m
sk

ii
ト
ラ
ツ
メ
ニ
ク
バ
エ

Sa
rc

op
ha

ga
 u

ng
ui

ti
gr

is
―

P
ar

as
ar

co
ph

ag
a 

un
gu

it
ig

ri
s

ブ
ラ
ン
コ
ヤ
ド
リ
バ
エ

E
xo

ri
st

a 
ja

po
ni

ca
―

E
xo

ri
st

a 
(E

xo
ri

st
a)

 ja
po

ni
ca

セ
ス
ジ
ハ
リ
バ
エ

T
ac

hi
na

 n
up

ta
―

T
ac

hi
na

 (
E

ud
or

om
yi

a)
 n

up
ta

ハ
イ
イ
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

E
re

te
s 

gr
is

eu
s

―
E

re
te

s 
st

ic
ti

cu
s

ア
カ
バ
マ
ル
タ
マ
キ
ノ
コ
ム
シ

Sp
ha

er
ol

io
de

s 
ru

fe
sc

en
s

ア
カ
バ
タ
マ
キ
ノ
コ
ム
シ

―
ア
カ
セ
ス
ジ
ハ
ネ
カ
ク
シ

O
xy

te
lu

s 
in

ci
su

s
―

O
xy

te
lu

s 
va

gu
s

ア
カ
マ
ダ
ラ
ハ
ナ
ム
グ
リ

A
nt

hr
ac

op
ho

ra
 r

us
ti

co
la

―
P

oe
ci

lo
ph

il
id

es
 r

us
ti

co
la

マ
ス
ダ
チ
ビ
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ

M
al

ac
op

se
ph

en
oi

de
s 

ja
po

ni
cu

s
―

P
se

ph
en

oi
de

s 
ja

po
ni

cu
s

オ
ニ
ツ
ヤ
ハ
ダ
コ
メ
ツ
キ

Sc
ut

el
la

th
ou

s 
ho

ri
oi

オ
ニ
チ
ャ
イ
ロ
ツ
ヤ
ハ
ダ
コ
メ
ツ
キ

St
en

ag
os

tu
s 

ho
ri

oi
ヒ
メ
ジ
ョ
ウ
カ
イ

L
yc

oc
er

us
 ja

po
ni

cu
s

―
A

th
em

us
 ja

po
ni

cu
s 

ja
po

ni
cu

s
セ
ボ
シ
ジ
ョ
ウ
カ
イ

L
yc

oc
er

us
 v

it
el

li
nu

s
―

A
th

em
us

 v
it

el
li

nu
s

シ
ナ
ノ
ク
ロ
フ
カ
ミ
キ
リ

A
sa

pe
rd

a 
ag

ap
an

th
in

a
―

A
sa

pe
rd

a 
ag

ap
an

th
in

a 
ag

ap
an

th
in

a
キ
ク
ス
イ
モ
ド
キ
カ
ミ
キ
リ

A
sa

pe
rd

a 
ru

fi
pe

s
―

A
sa

pe
rd

a 
ru

fi
pe

s 
ru

fi
pe

s
オ
オ
ヨ
ツ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

B
el

la
m

ir
a 

re
ga

li
s

―
M

ac
ro

le
pt

ur
a 

re
ga

li
s

ヨ
ツ
キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ

E
pi

gl
en

ea
 c

om
es

 c
om

es
―

E
pi

gl
en

ea
 c

om
es
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表
4
-
1
0
　
動
物
の
和
名
及
び
学
名
の
変
更
対
象
種
一
覧
（
4
/
4
）

和
名

学
名

和
名

学
名

新
（
平
成
2
4
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

旧
（
平
成
2
0
年
度
版
生
物
リ
ス
ト
に
準
拠
）

分
類
群

(
昆
虫
類
)
シ
コ
ク
ヨ
ツ
ス
ジ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

L
ep

tu
ra

 o
ch

ra
ce

of
as

ci
at

a 
oc

hr
ot

el
a

―
L

ep
tu

ra
 o

ch
ra

ce
of

as
ci

at
a 

oc
hr

ot
er

a
フ
タ
コ
ブ
ル
リ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

St
en

oc
or

us
 c

ae
ru

le
ip

en
ni

s
―

St
en

oc
or

us
 c

oe
ru

le
ip

en
ni

s
ト
ラ
フ
カ
ミ
キ
リ

X
yl

ot
re

ch
us

 c
hi

ne
ns

is
 k

ur
os

aw
ai

―
X

yl
ot

re
ch

us
 c

hi
ne

ns
is

マ
ダ
ラ
ア
ラ
ゲ
サ
ル
ハ
ム
シ

D
em

ot
in

a 
fa

sc
ic

ul
at

a
―

D
em

ot
in

a 
fa

si
cu

la
ta

ウ
ス
モ
ン
ツ
ツ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ゾ
ウ
ム
シ

O
zo

to
m

er
us

 ja
po

ni
cu

s 
ja

po
ni

cu
s

―
O

zo
to

m
er

us
 ja

po
ni

cu
s

ア
ザ
ミ
ホ
ソ
ク
チ
ゾ
ウ
ム
シ

P
ie

zo
tr

ac
he

lu
s 

ja
po

ni
cu

s
―

P
ie

zo
tr

ac
he

lu
s 

ja
po

ni
cu

m
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ホ
ソ
ク
チ
ゾ
ウ
ム
シ

P
se

ud
op

ir
ap

io
n 

pl
ac

id
um

―
P

ro
ta

pi
on

 p
la

ci
du

m
マ
メ
ホ
ソ
ク
チ
ゾ
ウ
ム
シ

P
se

ud
op

ie
zo

tr
ac

he
lu

s 
co

ll
ar

is
―

P
se

ud
op

ie
zo

tr
ac

he
lu

s 
co

ll
ar

e
ヒ
メ
ケ
ブ
カ
ホ
ソ
ク
チ
ゾ
ウ
ム
シ

Se
rg

io
la

 p
ra

ec
ar

ia
―

Sq
ua

m
ap

io
n 

pr
ae

ca
ri

um
カ
ミ
ヤ
チ
ビ
シ
ギ
ゾ
ウ
ム
シ

A
rc

ha
ri

us
 k

am
iy

ai
―

C
ur

cu
li

o 
ka

m
iy

ai
ミ
ド
リ
サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ

C
eu

to
rh

yn
ch

us
 fi

li
ae

―
C

eu
to

rh
yn

ch
us

 d
if

fu
su

s
ア
オ
バ
ネ
サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ

C
eu

to
rh

yn
ch

us
 ib

uk
ia

nu
s

―
H

eo
rh

yn
ch

us
 ib

uk
ia

nu
s

ワ
ル
ト
ン
ク
チ
ブ
ト
サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ

P
el

en
om

us
 w

al
to

ni
ワ
ル
ト
ン
サ
ル
ゾ
ウ
ム
シ

P
hy

to
bi

us
 w

al
to

ni
オ
オ
ゾ
ウ
ム
シ

Si
pa

li
nu

s 
gi

ga
s 

gi
ga

s
―

Si
pa

li
nu

s 
gi

ga
s

ク
ル
メ
キ
モ
ン
ハ
バ
チ

P
ac

hy
pr

ot
as

is
 k

ur
um

en
si

s
P

ac
hy

pr
ot

as
is

 k
ur

um
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用語集 
 

1.ダム事業 

 

台形 CSG ダム CSG(Cemented Sand and Gravel)は、現地で容易に得られる砂礫

に、セメント及び水を添加して練り混ぜた材料を堤体に用いる

ダムの形式をいいます。さらに、堤体断面を台形形状とするこ

とで、設計・材料・施工の合理化を図っています。 

 

集水面積 降水がダムに集まる地域の面積です。流域面積ともいいます。 

 

総貯水容量 ダムに貯めることのできる水と土砂の総量をいいます。 

 

有効貯水容量 計画上、ダムに貯めることのできる水の量です。有効貯水容量

＝総貯水容量－堆砂容量になります。ここで堆砂容量とは、100

年間にダムに貯まる土砂のための容量をいいます。 

 

2.大気環境 

 

Calm（静穏） 風速がある一定値以下の静穏な状態をいいます。静穏状態にな

ると汚染物質は拡散せず滞留しやすくなります。 

 

降下ばいじん 大気中の粒子のうち、自重または雨で地上に落下するものをい

い、不溶解性物質と溶解性物質に分かれます。 

 

地盤卓越振動数  車両走行時の地盤振動を記録し、周波数を分析して、ピークを

示した振動数です。その地盤に固有の値になります。 

 

振動レベル 振動レベルとは、振動の加速度レベルに振動感覚補正を行った

ものです。単位にはデシベル(dB)が用いられます。 

 

騒音レベル 騒音計のマイクロフォンで測定した音圧に、耳の特性に合わせ

た聴覚補正を行ったものです。単位にはデシベル(dB)が用いら

れます。 

 

特定建設作業 建設工事として行われる作業のうち、著しい騒音又は振動を発

生する作業であって、政令で定めるものをいいます。くい打機

を使用する作業など騒音で 8 種類、振動で 4 種類があります。 
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等価騒音レベル   騒音レベルが時間とともに変化する場合に、平均的な値を示すための

指標です。測定時間内で、変化する騒音と等しい平均二乗音圧

を与える連続定常音の騒音レベルを用います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    等価騒音レベル 

 

 

風配図 ある地点の風向の統計的性質を示すために用いられます。風向

別の出現頻度を百分率で表し放射状のグラフで示します。 

 

浮遊粉じん 粉じんのうち、空気中に浮遊しているものをいいます。 

 

粉じん 空気又はガスなどに含まれている固体の粒子で、物の粉砕、選

別その他の機械的処理又は堆積に伴い発生し、又は飛散する細

かな物質をいいます。 

 

要請限度 騒音（振動）規制法においては、市町村長は指定地域内におけ

る自動車騒音（振動）を低減するために、測定に基づき、道路

管理者などに意見を述べ、都道府県公安委員会に対して対策を

講じるよう要請することができます。この判断の基準となる値

が要請限度です。 

 

3.水環境 

 

SS 懸濁物質（Suspended Solid）のことです。水中に分散してい

る不溶性の微細粒子で、有機性のものと無機性のものがありま

す。有機性のものは植物プランクトンやバクテリア、デトリタ

スなどが含まれ、無機性のものは土壌由来のものが主です。 

 

汚濁負荷量  水質を汚濁する物質の総量をいい、主として BOD、COD、SS な

どの 1 日当たりのトン数で表されます。汚濁負荷量＝水質（汚

濁濃度）×水量（排出水量）によって算出されます。 

 

 

 

 

測定時間

等価騒音レベル
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渇水流量  河川の流量変化の様相（流況）を表す指標の一つです。1 年

ごとにその年に観測した毎日の平均流量を大きいものから整

理し、1 年を通じて 355 日間はこれを下回らない流量を指しま

す。 

 

カーテングラウト ダムで貯めた水が基礎岩盤を通ってダム下流へ浸透することを

抑制するために設けるカーテン状の遮水工事です。ダム基礎岩

盤にボーリング孔を削孔し、セメントミルク（セメントと水の

懸濁液）を圧入することにより施工されます。 

 

健康項目  水質汚濁に係る環境基準のうち、人の健康を保護する上で維持

されることが望ましい基準として定められた項目です。カドミ

ウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素など 27 物質について、

全ての公共用水域に対し一律の基準値が定められています。 

※平成 21 年 11 月 30 日環境省告示（同日施行）により１,４―ジオキサ
ンが追加になり、27 項目となりました。 

 

最小流量 河川の流量変化の様相（流況）を表す指標の一つです。1 年を

通じての最小の流量です。 

 

最大流量 河川の流量変化の様相（流況）を表す指標の一つです。1 年を

通じての最大の流量です。 

 

COD COD とは Chemical Oxygen Demand（化学的酸素要求量）の略称

です。主に湖沼や海域で使用する水の有機物質等による汚れの

度合いを表す指標です。水中の有機物質等汚染源となる物質を、

過マンガン酸カリウム等の酸化剤で酸化するときに消費され

る酸素量（mg/L）で表したものです。数値が高いほど水中の汚

染物質の量が多いということを示します。 

 

水域の類型指定 水質汚濁に係る環境基準のうち、pH、SS、BOD 等の生活環境の

保全に関する基準（生活環境項目）については、利水目的に応

じたあてはめを行うために、AA、A、B、C、D 及び E の 6 つの類

型を設けています。各々の類型に定められた基準値と当該水域

の類型指定により、環境基準値が具体的に示されます。 

 

生活環境項目       水質汚濁に係る環境基準のうち、生活環境を保全する上で維持

されることが望ましい基準として定められた項目です。水利用

や動植物の生息・生育環境に関係します。項目は、pH、DO、BOD、

SS 及び大腸菌群数であり、水の利用目的に応じて水域が類型指

定されます。湖沼では、COD、窒素、燐が定められることがあ

ります。 
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全窒素（T-N）     無機態窒素と有機態窒素の合計の量です。総窒素ともいいます。

有機態窒素は生物体を構成するタンパク質に主に含まれ、生物

体または排泄物中に含まれます。植物プランクトンが増殖する

ためには栄養塩としての窒素が必要であるため、水の富栄養化

の程度を表す指標の一つです。富栄養化のおそれのある湖沼及

び海域について、環境基準及び排水基準が定められています。 

 

全燐
りん

（T-P） 全燐は、有機態燐と無機態燐の合計の量です。総燐とも言いま

す。窒素と同様に、植物プランクトンが増殖するためには栄養

塩としての燐が必要であるため、富栄養化の程度を表す指標の

一つです。富栄養化のおそれのある湖沼及び海域について、環

境基準および排水基準が定められています。 

 

濁度 水の濁りの程度を表すものです。比較用の標準液を使って肉眼

により求める方法（比色管法）と、光の透過率や散乱の度合い

を計測して求める方法（光学式濁度計）があります。JIS K 

0101（工業用水試験法）ではカオリン（白陶土）を標準液に使

用するカオリン濁度と、ホルマジン（ポリマー）を標準液に使

用するホルマジン濁度の 2 種類を定めています。それぞれの物

質の 1mg/L を含む溶液の濁度を 1 度としています。 

 

富栄養湖 植物プランクトンの増殖しやすさを表すため、増殖に必要な燐

や窒素の化合物（栄養塩類）の量で湖沼等を分類したものです。

富栄養湖は、栄養塩類が多く生物の生産活動が活発な湖です。

貧栄養湖は、栄養塩類が乏しくプランクトンも少ない湖です。

中栄養湖は中間の湖です。一般に、浅い湖は底泥の栄養塩類が

巻きあがるため富栄養湖になりやすく、深い湖は栄養塩類が沈

降して表層に少なくなるため貧栄養湖になる傾向があります。 

 

低水流量 河川の流量変化の様相（流況）を表す指標の一つです。1 年ご

とにその年に観測した毎日の平均流量を大きいものから整理

し、1年を通じて275日間はこれを下回らない流量を指します。 

 

DO（溶存酸素量） 水中に溶けている酸素量を示します。水中の DOの飽和濃度は、

水温が高いほど、気圧が低いほど、また、塩分濃度が高いほど

低くなります。1 気圧、20 度での純水の飽和溶存酸素量は約 9

㎎/L です。汚染度の高い水中では、消費される酸素の量が多い

ため、DO は飽和溶存酸素量よりも少なくなります。溶存酸素量

が不足すると魚介類の生存を脅かすほか、水が嫌気性となって

硫化水素やメタン等が発生し、悪臭の原因ともなります。また、

藻類が著しく繁殖するときには、光合成で酸素を発生させるた

め過飽和となることもあります。 
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75％値 年間の日間平均値の全データをその値が小さいものから順に

並べ、0.75×n 番目（n は日間平均値のデータ数）のデータ値

をもって 75％水質値としています。（0.75×n が整数でない場

合は端数を切り上げた整数番目の値をとります。） 

 

排水基準 汚水等を排出する施設として政令で定められた特定施設を設

置する工場・事業場が、公共用水域に汚水等を排出する場合に

規制の対象となります。排水基準には、国が定めた基準（一律

基準）と、都道府県が条例で定めたより厳しい基準（上乗せ基

準）とがあります。基準の違反に対しては処罰が課せられます。 

 

BOD BOD は、Biochemical Oxygen Demand（生物化学的酸素要求量）

の略称です。河川水や工場排水中の汚染物質（有機物）が微生

物によって無機化あるいはガス化されるときに必要とされる

酸素量のことです。単位は mg/L で表します。この数値が大き

くなれば、水質が汚濁していることを意味します。 

 

平水流量 河川の流量変化の様相（流況）を表す指標の一つです。1 年ご

とにその年に観測した毎日の平均流量を大きいものから整理

し、1年を通じて185日間はこれを下回らない流量を指します。 

 

pH(水素イオン濃度) 

 水の酸性、アルカリ性を示す指標（記号は pH）で、0～14 の間

の数値で表現されます。pH7 が中性、7 から小さくなるほど酸

性が強く、7 を超えるほどアルカリ性が強くなります。環境基

準では類型指定に応じて範囲が定められ（例えば、河川 A 類型

で pH6.5～8.5）、水質汚濁防止法による排水基準では、pH5.8

～8.6（海域に排水を排出するときは pH5.6～9.0）の範囲が定

められています。 

 

豊水流量 河川の流量変化の様相（流況）を表す指標の一つです。1 年ご

とにその年に観測した毎日の平均流量を大きいものから整理

し、1 年を通じて 95 日間はこれを下回らない流量を指します。 

 

流域 降水による表流水の集まる範囲を流域、または集水域といいま

す。流域相互の境界を流域界または分水界といいます。 

 

流況 流れの状況です。流況を表す指標には、河川においては、流量

として平水流量、低水流量などが、また、水位については平水

位、低水位などがあります。 

 

4.土壌に係る環境・その他の環境 

 

褐色森林土 表層は黒褐色または暗褐色で、その下が褐色の土壌です。わが

国の森林土壌の大部分を占めています。 
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日本の地形レッドデータブック 

 「地形 RDB」とも呼ばれます。開発などによって破壊されたり

消滅が危惧されるような保護すべき重要な地形を選定してい

ます。 

 

5.植物、動物、生態系  

 

亜種 生物分類体系において、種の下の分類階級です。同種内の異な

る亜種は、互いに重なり合わない分布域に生息・生育し、潜在

的に交配可能です。 

 

一年草 1 年以内に発芽・成長・開花・結実をへて、枯死する植物です。

一年生植物ともいいます。 

 

羽化
う か

 さなぎが脱皮して成虫になることです。 

 

越年
えつねん

草
そう

 種子が発芽しても年内に開花せず、年を越して翌年になって開

花、結実して枯れる草本植物のことです。 

 

黄褐色
おうかっしょく

森林土   温帯に位置する褐色森林土と亜熱帯に位置する赤黄色土の中間

に位置する土壌です。 

 

河川水辺の国勢調査  

国土交通省及び自治体により、全国の一級水系河川及び主要な

二級水系河川、並びに直轄・水資源機構管理及び補助ダムにつ

いて、行われている環境調査のことです。「魚介類調査」「底生

動物調査」「植物調査」「鳥類調査」「両生類・爬虫類・哺乳類

調査」「陸上昆虫類等調査」の 6 つの生物調査と河道の瀬・淵 

や水際部の状況等を調査する「河川調査」、河川空間の利用者な

どを調査する「河川空間利用実態調査」があります。 

 

灌
かん

木
ぼく

 低木のことです。 

 

群度 植物社会学で用いられる定性的な群落測度の一つで、個々の種

が孤立して生えるか、かたまって生えるかなど集合の状態を示

します。普通、ブラウン-ブランケによる次の表わし方が用い

られます。1:単独、2:群状または株状、3:斑状(小斑またはク

ッション)、4:小さなコロニー、5:大群。 

 

自然植生 人為的影響を受けずに、自然のままの状態で生育している植生

を指します。 

 

生活史 生物個体が生まれてから死亡するまでにたどる過程です。 
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生態系      ある地域にすむすべての生物とその地域内の非生物的環境をひ

とまとめにし、主として物質循環やエネルギー流に注目して、

機能系として捉えた系のことです。生産者･消費者･分解者･非生

物的環境と四つの部分から構成されると捉えられることもあり

ます。 

 

上位性 生態系の上位に位置するという性質をいいます。生態系を形成

する生物群集において食物連鎖の栄養段階の上位に位置する

種を注目種とし、調査の対象とします。該当する種は相対的に

生態系の撹乱や環境変動等の影響を受けやすい種であると考

えられるため、この種を調査することで生態系を代表させるこ

とができると考えられます。 

 

植生 ある場所に生育している植物の集団を示します。人為的影響を

受けているかいないかによって、自然植生と代償植生あるいは

二次植生が区別されます。現在その土地に存在している植生を

現存植生と言います。 

 

植生図 植物群落(なんらかの特性により一定地域の植生をひとまとま

りの単位としたもの)の広がりを、地形図上に彩色して区分を

示した平面図のことです。 

 

植物群落 一定地域に生育する異種からなる植物群（植生）を、優占種や

植物の種類の組み合わせなどによって、ひとまとまりの単位と

したものです。上位のまとまりから階層的に群団、群集、群落

などと分けることもあります。 

 

植物相 特定の限られた地域に分布し、生育する植物の種類を指します。

植物相はそこに生育する全植物を同定して、リスト（目録）と

したものです。 

 

遷移 ある場所に存在する生物群集（異種の生物からなる集まり）が

時間の経過とともに、別の生物群集にかわり、比較的安定な極

相へ向かって変化していくことです。 

  

草本
そうほん

 木部があまり発達しない草質または多肉質の茎をもつ植物。

木本
もくほん

に対する語です。 

  

代償植生 本来の自然植生の代償として二次的に生じた群落（林）です。

何らかの人為的干渉によって成立し、持続している植物群落を

指します。アカマツ林などの二次林、スギ・ヒノキ植林等です。 
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多年草      2 年以上個体が生存する植物を指します。株としては多年生で    

も部分としては多くは数年で順次枯死交代することが普通で、

中には年々更新されるものもあります。多年生植物ともいいま

す。 

 

稚魚 鰭
ひれ

を構成する鰭
き

条
じょう

の数（鰭
き

条
じょう

数
すう

）は成魚に等しく成長してい

ますが、体の各部比、色彩、生態などが成魚とはまだかなり異

なっている若い時期の魚類を指します。 

 

注目すべき生息地 学術上もしくは希少性の観点から重要である動物の生息地又は

地域の象徴であること、その他の理由により注目すべき場所を

指します。法令や条例等により指定された地域が該当します。 

 

定位記録法 鳥類調査で用いられる調査方法で、尾根上、急斜面、湖岸等で

見通しの良い場所に調査定点を設定して、出現する鳥類の種類

と個体数、繁殖行動等を記録する方法です。 

 

定性採集 底生動物の調査で用いられる調査方法で、0.5mm 目程度のハン

ドネット、熊手等を用いて行います。多くの環境に生息する底

生動物を採集すること目的とし、川底が石や砂の場所、流速が

速い場所や遅い場所、水深の深い所や浅い所、水生植物の群落

内等を調査します。 

 

 

 

 

 

      

         

 

 

 

 

ハンドネット     定性採集の様子 

 

 

底生動物  河川などの水域にすむ生物のうち水底で生活する動物を指し

ます。水生動物を、大まかな生活様式の類型によって区分した

もので、生物の分類群を類別したものではありません。ウズム

シ類、マシジミ等の貝類、イトミミズ等のミミズ類、エビ・カ

ニ類等の甲殻類、カゲロウ、カワゲラ、トビケラ、トンボの幼

虫等の昆虫類等が含まれます。昆虫の幼虫が多く含まれるため、

昆虫類調査と底生動物調査の双方で確認される種がいること

があります。 
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定量採集            底生動物の調査で用いられる調査方法で、膝程度までの水の

流速の早い場所で実施します。25cm×25cm ないしは 30cm×30cm

程度の大きさの金属性コドラートを川底に置き、その下流側を

サーバーネット（目合 0.5mm 程度）で受けて、コドラート内の

底生動物を定量的に採集する方法です。 

 

  

 

 

 

           

定量採集の様子 

    

デトリタス（デトライタス） 

 生物体の破片・死骸・排出物ならびにそれらの分解産物一般の

ことを指します。 

 

典型性 地域の生態系の特徴を典型的にあらわす性質をいいます。対象

地域の生態系の中で重要な機能的役割を持つ種・群集や生息・

生育環境を対象として調査します。 

 

踏査 調査地域内を歩きながら、出現する種を目視等により確認し、

種名を記録する方法です。 

 

等流計算 河川に沿って水路の断面の形、大きさ、勾配、水深が一定であ

るとした場合に、ある流量を流した時の水深の計算方法です。 

 

動物相 特定の限られた地域に分布し、生息する動物の種類を指します。

そこに生息する全動物を同定しリスト（目録）としたものです。 

 

特殊性 特殊な環境等を指標する性質をいいます。小規模な湿地、洞窟、

噴気口の周辺、石灰岩地域等の特殊な環境等の占有面積が比較

的小規模で周囲にみられない環境に注目し、そこに生息する

種・群集を注目種等として、選定し調査します。 

 

トラップ法    小型哺乳類を対象とした罠により捕獲する調査方法で、対象と

する動物により、いろいろなタイプの罠があります。ネズミ類

を対象とするトラップとしては、プラスチック製のはじき罠又

はシャーマントラップ等の罠があります。 

 

夏鳥 春から初夏のころ主に南の越冬地から渡来して営巣･繁殖し、

秋季に温暖な越冬地へ去る渡り鳥を夏鳥といいます。冬鳥と逆

の関係で、対象事業実施区域周辺では、サシバ等が該当します。 
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任意採集法        昆虫類やクモ類を対象とした調査方法で、その採集・確認方法

により、見つけ採り、スウィーピング法、ビーティング法に区

分することができます。目撃や鳴き声による記録も行います。 

 見つけ採りは、踏査中に見つけた昆虫やクモ類を、捕虫ネット

や手で採集する方法です。 

 スウィーピング法は、主に低木、草叢等で用いられる方法で、

捕虫ネットを水平に振り、草や木の枝をなぎ払うようにしてす

くいとることで、木や草、花の上に静止している昆虫を捕まえ

る方法です。 

 ビーティング法は、木の枝、草等を叩き棒で叩いて、下に落ち

た昆虫をネットで受け取って採集する方法です。 

 目撃法は、トンボ類、チョウ類、ハチ類、セミ類、バッタ類、

コオロギ類等の大型で目立つ昆虫や鳴き声を出す昆虫につい     

て、採集することができなくても、目撃あるいは鳴き声により

種の識別ができる種を確認する方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バットディテクター 

 コウモリ類の発する超音波を可聴音に変換する装置を指します。 

 

ピットフォールトラップ法 

 地上を歩きまわる昆虫を対象とした方法で、地上と同じレベル

にトラップの口がくるように、紙コップ・缶・瓶等を埋め、中

にエチレングリコール等を 1/3 程度入れておき、一晩おいて、

中に捕らえられた昆虫を採集する方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ピットフォールトラップ法 

スウィーピング法 ビーティング法 
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被度              植物群落の構造的な性質を図る尺度（群落測度）の一つで、各

種類の植物の地上部が地表を被覆する度合をいいます。調査区

面積に対する植物の垂直投影面積の割合で示し、一般に被度階

級で表わします。群落構造の解析では百分率被度が用いられ、

ブラウン-ブランケの被度階級(1:10％以下、2:10～25％、3:25

～50％、4:50～75％、5:75％以上)と群度を組み合せて優占度

として用います。 

 

漂
ひょう

鳥
ちょう

 一地方内で越冬地と繁殖地が異なり、その間で小規模の季節移

動をする渡り鳥を漂鳥といいます。 

 

フィールドサイン法 

 哺乳類を対象に用いられる調査方法で、生息・出没の予想され

る箇所を踏査し、足跡、糞、食痕、巣、爪痕、抜け毛、掘り返

し等のフィールドサインを観察して記録する方法です。 

 

孵化
ふ か

 動物の卵が孵
かえ

って、幼生や幼虫等が外界に出ることです。 

 

腐生
ふ せ い

植物 生物の遺体である有機物に一部または全部の栄養を依存して

生活している植物のことを指します。葉緑素をもたず、自分で

は養分をつくりだせない植物で、対象事業実施区域周辺ではヒ

ナノシャクジョウ等が該当します。 

 

冬鳥 秋から冬にかけて北方から渡って来て冬を過ごし、春に主に北

の繁殖地に去る渡り鳥を冬鳥と言います。夏鳥と逆の関係で、

対象事業実施区域周辺では、ハイタカ等が該当します。 

 

無人撮影法    哺乳類を対象とした調査方法です。哺乳類は、薄明薄暮型等夜

行性の種が多く、目視確認が難しいことが多いため、赤外線に 

反応するセンサースイッチによる無人撮影装置を設置し、確認

する方法です。 

 

 

 

 

 

 

             

 無人撮影法 

 

 

木本
もくほん

 茎及び根が肥大成長により多量の木部を形成し、細胞壁の多く

が木化して強固になっている植物です。草本
そうほん

に対する語です。 
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モスマット    崖地や石垣等に蘚苔類
せんたいるい

がマット上に広がっている状態を表す語

です。 

 

ヤブツバキクラス域 

 ヤブツバキが生育することで特徴付けられる地域をヤブツバ

キクラス域と言います。日本の常緑広葉樹林は、スダジイ、カ

シ類、シロダモ、アオキ等が多く生育し、ヤブツバキクラス域

とされています。クラスは植物群落体系の最上級の単位です。 

 

ライトトラップ法 夜間に灯火に集まる昆虫類の習性を利用して採集する方法で、

カーテン法とボックス法があります。 

  カーテン法は、1m×2m あるいは 1.5m×1.5m 程度の白色のスク

リーン（カーテン）を見通しのよい場所に張り、その前に昼光

色蛍光灯と紫外線灯（ブラックライト）を吊るしてつけ、スク

リーン目掛けて集まる昆虫を採集する方法です。 

 ボックス法は、昼光色蛍光灯と紫外線灯の下に、大型ロート部

及び昆虫収納用ボックス部からなる捕虫器を設置し、光源を目

掛けて集まり大型ロート部に落ちた昆虫を採集する方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     カーテン法     ボックス法 

 

ラインセンサス法 鳥類調査で用いる調査方法で、調査定線上を歩いて調査し、そ

の線から一定の幅内に出現する鳥類の種類と個体数、繁殖行動

等を記録する方法です。設定した定線上を、40 分/km 程度の速

さで 1 回歩き、目撃した鳥あるいは鳴き声により識別した鳥の

種類、出現環境、個体数、繁殖行動等を記録します。 

 

留
りゅう

鳥
ちょう

 ある地域で一年中生活し、季節により移動しない鳥のことです。

対象事業実施区域周辺では、カワセミ、アオゲラ等が該当しま

す。 

 

両側回遊性    海と淡水を往復する生態的特徴をいいます。海洋で生活、成長

し、産卵時に淡水に入るもの、淡水で生活し成熟すると海へ産

卵に下るものがあります。 

 

旅鳥 ある地域において、春と秋に、越冬地と繁殖地の間の渡りの途

中に通過する渡り鳥を旅鳥と呼びます。 
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レッドデータブック  

 野生生物の人為的絶滅を回避するため、絶滅のおそれのある種

を選定し、それらの生息状況などを一般へ広めるためにとりま

とめたものです。日本全国に対しては、環境省により「日本の

絶滅のおそれのある野生生物（日本版レッドデータブック）」

が発行されています。また、長崎県では平成 13 年 3 月に「な

がさきの希少な野生動植物－レッドデータブック 2001－」が発

行されています。 

 

渡り              鳥が繁殖地と越冬地の間を季節によって定期的に移動すること

です。 

 

6.景観 

 

視点場 視点場とは、地域住民により頻繁に使われている場所又は不特

定多数の人々が利用する場所で、景観資源を眺望できる地点を

示します。 

 

眺望点 眺望点とは、不特定多数の人の集まる可能性のある公共的な場

所で、景観資源を望むことができる地点を示します。 

 

フォトモンタージュ 

 主要な眺望地点又は視点場から撮影した写真に、対象事業の完

成予想図を合成して、景観の変化を予測する方法です。眺めの

変化を視覚的表現によって予測するもので、広く一般的に用い

られている方法です。 

 

7.廃棄物 

 

アスファルト・コンクリート 

 砂や砂利といった骨材をアスファルトで結合させたものをア

スファルト・コンクリートと呼びます。 

 

最終処分場    一般廃棄物及び産業廃棄物を埋め立て処分するのに必要な場所

及び施設・設備の総体を指します。産業廃棄物最終処分場には、

安定型（廃プラスチック等）、管理型（汚泥等）、遮断型（有害

物質を含む廃棄物）があります。 

 

脱水ケーキ ダム建設工事の掘削、コンクリート打設工事等で発生した濁水

については濁水処理設備により処理され、その分離された濁り

の成分を凝縮・脱水してできた固形物を脱水ケーキと言います。 
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8.その他 

 

環境影響要因 環境要素に影響を及ぼす要因となる行為や事物のことです。対

象事業の種類や内容によってさまざまな要因が考えられます。 

 

環境基準 人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが

望ましい基準です。国や地方公共団体が公害対策を進めていく

上での行政上の目標として定められるものであり、直接、工場

等のばい煙や排水、騒音の発生を規制する規制基準とは異なり

ます。現在わが国では、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音

について定められています。 

 

環境基本法 環境に関する分野について、国の政策の基本的な方向を示す法

律です。以前の公害対策基本法を改正したもので、環境保全型

社会の形成、世代地域を超えた地球環境保全が新たな基本理念

に加えられています。(平成 5 年 11 月法律第 91 号)  

 

国立公園/国定公園 国立公園は自然公園法に基づき、わが国の風景を代表するに足

る傑出した自然の風景地(海中の景勝地を含む)であって、環境

大臣が同法の規定により関係都道府県及び中央環境審議会の

意見を聴き、区域を定めて指定するものです。 

 国定公園は、国立公園に準ずるすぐれた自然の風景地であって、

環境大臣が同法規定により関係都道府県の申出により、中央環

境審議会の意見を聴き、区域を定めて指定するものです。 

 

砂防指定地 治水上砂防のため、砂防施設を設置したり、一定の行為を禁止

もしくは制限する必要があるために、国土交通大臣が指定した

土地のことを言います。 

 

自然環境保全基礎調査 

 自然環境保全法の第 4 条に基づき、国土の自然環境を総合的に

把握し、自然環境保全施策を講ずるための基礎資料を得るため

の調査で、「みどりの国勢調査」と呼ばれています。 

 

自然環境保全地域  高山性植物、亜高山性植物、すぐれた天然林等のうち、自然的

社会的諸条件からみて、その自然環境を保全することが特に必

要な地域として、自然環境保全法又は県自然環境保全条例に基

づき指定した地域のことです。 

 

自然公園 すぐれた自然の風景、傑出した自然景観、野生のままの動植物

相などを含む広大な自然地域を対象とし、これらの自然を保護

し、人々の野外レクリエーション利用や教育の場として、「自

然公園法」又は、「都道府県立自然公園条例」に基づき指定す

る地域のことです。自然公園には、国が指定する国立公園、国

定公園のほか、都道府県が指定する都道府県立自然公園の 3 種

類があります。 
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指定文化財 文化財保護法、文化財保護条例などにより規定された文化財で

す。有形文化財、無形文化財、民俗文化財、史跡、名勝、天然

記念物、伝統的建物群のうち、特に重要なもので保存の必要の

あるものを指定し保護と活用が図られているものを指します。

指定文化財は、現状の変更の規制を受け、その修理や管理につ

いても、法・条例の規定により実施されることとなっています。 

 

鳥獣保護区 野生鳥獣の保護・増殖を図るために狩猟を禁止する区域であり、

特に鳥獣の保護繁殖を図る必要のあるところを特別保護地区

に指定し、野生鳥獣の生息に影響を及ぼす行為を規制します。 

 

保安林 昭和 26 年に制定された森林法の第 25 条で指定される森林です。

水源のかん養、土砂の流出の防備、土砂の崩壊の防備、飛砂の

防備、風害・水害・潮害・干害・雪害・霜害の防備、なだれ又

は落石の危険の防止、火災の防止、魚つき、航行の目標の保存、

公衆の保健、名所又は旧跡の風致の保存の目的を達成するため

に、必要があるとき農林水産大臣又は都道府県知事が指定する

ものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本書に掲載した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 20 万分の 1 地

勢図、20 万分の 1 の土地利用図、5 万分の 1 地形図及び数値地図 25000（地図画

像）を複製したものである。（承認番号 平 25 九複、第 113 号） 

※本書に掲載した地図について、さらに複製する場合は、国土地理院の長の承認を得なければならない。
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